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■対象製品

P-1J36-1111  COBOL2002 Net Server Suite  01-02（適用 OS：HP-UX 11i (IPF)）
P-1J36-2111  COBOL2002 Net Server Runtime  01-02（適用 OS：HP-UX 11i (IPF)）
P-1J36-1211  COBOL2002 Net Server Suite(64)  01-02（適用 OS：HP-UX 11i (IPF)）
P-1J36-2211  COBOL2002 Net Server Runtime(64)  01-02（適用 OS：HP-UX 11i (IPF)）
P-1M36-1111  COBOL2002 Net Server Suite  01-03（適用 OS：AIX 5L V5.1，AIX 5L V5.2，AIX 5L V5.3，
AIX V6.1）
P-1M36-2111  COBOL2002 Net Server Runtime  01-03（適用 OS：AIX 5L V5.1，AIX 5L V5.2，AIX 5L 
V5.3，AIX V6.1）
P-1M36-1211  COBOL2002 Net Server Suite(64)  01-00（適用 OS：AIX 5L V5.3，AIX V6.1）
P-1M36-2211  COBOL2002 Net Server Runtime(64)  01-00（適用 OS：AIX 5L V5.3，AIX V6.1）
P-9D36-1111  COBOL2002 Net Server Suite  01-00（適用 OS：Solaris(SPARC)）
P-9D36-2111  COBOL2002 Net Server Runtime  01-00（適用 OS：Solaris(SPARC)）
P-9S36-1111  COBOL2002 Net Server Suite  01-02（適用 OS：Linux 5 AP (x86)，Linux 5 AP (AMD/Intel 

64)※）
P-9S36-2111  COBOL2002 Net Server Runtime  01-02（適用 OS：Linux 5 AP (x86)，Linux 5 AP (AMD/

Intel 64)※）
P-9V36-1211  COBOL2002 Net Server Suite  01-01（適用 OS：Linux AS 3 (IPF)，Linux AS 4 (IPF)，
Linux 5 AP (Intel Itanium)）
P-9V36-2211  COBOL2002 Net Server Runtime  01-01（適用 OS：Linux AS 3 (IPF)，Linux AS 4 (IPF)，
Linux 5 AP (Intel Itanium)）
P-9W36-1211  COBOL2002 Net Server Suite(64)  01-03（適用 OS：Linux 5 AP (AMD/Intel 64)※）

P-9W36-2211  COBOL2002 Net Server Runtime(64)  01-03（適用 OS：Linux 5 AP (AMD/Intel 64)※）
注※　AMD64には対応していません。
これらのプログラムプロダクトのほかにもこのマニュアルをご利用になれる場合があります。詳細は「リ
リースノート」でご確認ください。
これらの製品は，ISO9001および TickITの認証を受けた品質マネジメントシステムで開発されました。
COBOL2002は，COBOL2002規格（ISO/IEC 1989:2002）の主な機能に対応しています。COBOL85互換
機能（コンパイラオプション）指定時，COBOL2002は，COBOL85規格（ISO85，ANSI85，JIS88，
JIS92）の上位水準に準拠します。

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

AIXは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
AIX 5Lは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
AMDは，Advanced Micro Devices, Inc.の商標です。
Btrieveは，米国 Pervasive Software Inc.の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
ESC/Pは，セイコーエプソン (株 )の商標です。



HP-UXは，Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。
Itaniumは，アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporationの商標です。
Javaは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商
標です。
Linuxは，Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。
MIAは，Multivendor Integration Architectureの略称です。
Microsoftは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Motifは，Open Software Foundation, Inc.の商標です。
ODBCは，米国Microsoft Corporationが提唱するデータベースアクセス機構です。
OLEは，米国Microsoft Corporationが開発したソフトウェア名称です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat, Inc. の登録商標もしくは商標です。
Solarisは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または
商標です。
すべての SPARC商標は，米国 SPARC International, Inc. のライセンスを受けて使用している同社の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。SPARC商標がついた製品は，米国 Sun 
Microsystems, Inc. が開発したアーキテクチャに基づくものです。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
X/Openは，The Open Groupの英国ならびに他の国における登録商標です。
X Window Systemは，米国 X Consortium, Inc.が開発したソフトウェアです。
プログラムプロダクト「P-9D36-1111，P-9D36-2111」には，Oracle Corporationまたはその子会社，関連
会社が著作権を有している部分が含まれています。
プログラムプロダクト「P-9D36-1111，P-9D36-2111」には，UNIX System Laboratories, Inc.が著作権を
有している部分が含まれています。

■発行

2011年 7月　3000-3-D42-90

■著作権

All Rights Reserved. Copyright (C) 2004, 2011, Hitachi, Ltd.



変更内容

変更内容（3000-3-D42-90）COBOL2002 Net Server Suite(64) 01-03，COBOL2002 Net Server 
Runtime(64) 01-03（適用 OS：Linux 5 AP (AMD/Intel 64)）

COBOL2002 Net Server Suite(64) 01-02，COBOL2002 Net Server Runtime(64) 01-02（適用
OS：HP-UX 11i (IPF)）

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
なお，「はじめに」の記載の一部を「このマニュアルの参考情報」に移動しました。

追加・変更内容 変更個所

カバレージ情報の蓄積だけマルチスレッド対応 COBOLプロ
グラムに対応した。

－

数字項目のけた拡張機能について追加した。 5.2.3，5.2.4，21.1.4，25.5，26.5，27，
31.5.3(2)，31.5.4(10)，31.5.8(1)，
31.5.11(1)，31.5.11(2)，31.5.11(3)，
31.5.12(10)，31.5.14(7)，31.5.14(21)，
31.5.14(22)，36.1.1(1)，付録 E，付録
G

可変反復データ項目に続くデータ項目の要素の相対位置を求
める計算式の説明を変更した。

付録 C.2(4)

追加・変更内容 変更個所

数字項目のけた拡張機能について追加した。 5.2.3，5.2.4，21.1.4，25.5，27，
31.5.3(2)，31.5.4(10)，31.5.8(1)，
31.5.11(1)，31.5.11(2)，31.5.11(3)，
31.5.12(10)，31.5.14(7)，31.5.14(21)，
31.5.14(22)，36.1.1(1)，付録 E，付録
G

HiRDBのクライアント環境変数 PDDDLDEAPRPEXEの設
定時の注意事項を追加した。

6.9.5(3)

バイトストリーム入出力サービスルーチンをサポートした。 15，15.2.1，15.2.2，15.2.3，15.2.4，
15.2.5，15.3，21.1.4，25.5，
36.1.1(1)，36.1.3(1)

バイトストリーム入出力サービスルーチンを使用するときの
注意事項を変更した。

15.1(1)



I

はじめに

このマニュアルは，次に示すプログラムプロダクトの機能と使用方法について説明したもので
す。
• P-1J36-1111 COBOL2002 Net Server Suite
• P-1J36-2111 COBOL2002 Net Server Runtime
• P-1J36-1211 COBOL2002 Net Server Suite(64)
• P-1J36-2211 COBOL2002 Net Server Runtime(64)
• P-1M36-1111 COBOL2002 Net Server Suite
• P-1M36-2111 COBOL2002 Net Server Runtime
• P-1M36-1211 COBOL2002 Net Server Suite(64)
• P-1M36-2211 COBOL2002 Net Server Runtime(64)
• P-9D36-1111 COBOL2002 Net Server Suite
• P-9D36-2111 COBOL2002 Net Server Runtime
• P-9S36-1111 COBOL2002 Net Server Suite
• P-9S36-2111 COBOL2002 Net Server Runtime
• P-9V36-1211 COBOL2002 Net Server Suite
• P-9V36-2211 COBOL2002 Net Server Runtime
• P-9W36-1211 COBOL2002 Net Server Suite(64)
• P-9W36-2211 COBOL2002 Net Server Runtime(64)

■対象読者
このマニュアルは，COBOL2002の機能を知りたい方，または COBOL2002の文法規則を機能
から調べたい方を対象としています。また，COBOLの基本的な言語仕様と，UNIXの操作方法
について理解していることを前提としています。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編と付録から構成されています。
なお，Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002をご使用になる場合は，初めに「37
　Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002での UTF-8ロケールの対応」をお読み
ください。

第 1編　COBOL2002の概要
COBOL2002の機能の概要と特長について説明しています。また，COBOL2002の主な新機能に
ついて説明しています。

第 2編　COBOLプログラムの書き方
翻訳グループを構成する定義や，COBOLプログラムのデータ領域について説明しています。

第 3編　手続き文
COBOLで使用する手続き文の仕様と使用例について説明しています。
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第 4編　入出力機能
COBOLプログラムからファイル，プリンタ，画面などにデータを入出力する方法について説明
しています。

第 5編　COBOL実行単位と連絡
プログラムの実行単位，プログラムの呼び出し方法，およびプログラム間での情報の受け渡し方
法などについて説明しています。

第 6編　オブジェクト指向機能
オブジェクト指向の紹介と，オブジェクト指向を使用したプログラムを作成する方法について説
明しています。

第 7編　例外処理
COBOLプログラムで例外処理する方法について説明しています。

第 8編　DB／ DC連携
オンラインコントロールプログラムを使ったデータコミュニケーション機能，および DB／ DC
シミュレーション機能を使用する COBOLプログラムを作成する方法について説明しています。

第 9編　多様な COBOLプログラムの作成
CGIプログラム作成支援機能などの拡張機能を使用した，多様な COBOLプログラムを作成する
方法について説明しています。

第 10編　サービスルーチン
COBOL2002が提供しているサービスルーチンの使い方について説明しています。

第 11編　プログラム作成上の留意点
処理速度が速く，移植性の良いプログラムを作成する上での留意点について説明しています。

第 12編　コンパイルと実行
プログラムのコンパイルと実行の方法について説明しています。

第 13編　デバッグ
異常終了時要約情報リストの出力，プログラム間の引数の整合性チェックなどのアプリケーショ
ンデバッグ機能について説明しています。

第 14編　64bitアプリケーションの作成
UNIX64 COBOL2002について説明しています。また，UNIX64 COBOL2002で使用できる機
能，および使用できない機能について説明しています。

第 15編　Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002での UTF-8ロケールの対応
Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002を使用する場合の注意事項について説明して
います。

付録 A　COBOLで使用する文字集合
COBOLで使用する文字集合や，文字コードについて説明しています。
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付録 B　日立 COBOL85からの古い仕様
日立 COBOL85で作成したプログラムとの互換性のために残されている，古い仕様について説明
しています。

付録 C　コンパイルリスト
コンパイラが出力するコンパイルリストの内容について説明しています。

付録 D　COBOLで使用するファイル
COBOL2002で使用するファイルや，COBOLプログラムの実行時に必要なファイルについて説
明しています。

付録 E　コンパイラの制限値
COBOL2002コンパイラの制限値について説明しています。

付録 F　入出力状態の値
プログラム実行時の入出力状態の値とその意味について説明しています。

付録 G　COBOL85と COBOL2002のコンパイラオプションの対応
COBOL85の ccblコマンドと，COBOL2002の ccbl2002コマンドでの，コンパイラオプション
の対応関係について説明しています。

付録 H　サービスルーチンのリソース一覧
サービスルーチンのリソースの内容や，指定値，標準値について説明しています。

付録 I　各バージョンの変更内容
各バージョンの変更内容について説明しています。

付録 J　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報について説明しています。

付録 K　用語解説
このマニュアルで使用する主な用語について説明しています。

■用語の定義
このマニュアルでの用語の定義を，次に示します。

パス名とパスプレフィクス
パス名とパスプレフィクスは，次のとおりです。
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絶対パス名
ルートディレクトリのシンボル「/」で始まるパス名。

　/ディレクトリ名称 /ディレクトリ名称 / … /ファイル名称

相対パス名
カレントディレクトリからの相対のパス名。
・カレントディレクトリより上位のディレクトリを経由する場合
　../ディレクトリ名称 /ディレクトリ名称 / … /ファイル名称
・カレントディレクトリ下のディレクトリを経由する場合
　ディレクトリ名称 /ディレクトリ名称 / … /ファイル名称

絶対パスプレフィクス
ルートディレクトリのシンボル「/」で始まるパスプレフィクス。

相対パスプレフィクス
カレントディレクトリからの相対のパスプレフィクス。

■このマニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号を次に示します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を次のように定義します。

記号 意味

［　］キー 文字キーや F（ファンクション）キーを意味する。

［　］+
［　］キー

＋の前のキーを押したまま，あとのキーを押すことを意味する。

｛　｝ この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを意味する。項目が
縦に複数行にわたって記述されている場合は，そのうちの 1行分を選択する。

｛　｝+ この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを意味する。同じ要
素の繰り返し指定はできないが，異なる要素であれば，複数指定できる。例えば，｛A｜
B｜ C｝+と表記されている場合は，A・B・Cをすべて選択してもよい。
項目が縦に複数行にわたって記述されている場合は，そのうちの 1行分を選択する。

〔　〕 この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを意味する。
複数の項目が縦または横に並べて記述されている場合には，すべてを省略するか，記号
｛　｝と同じく，どれか一つを選択する。

… 記述が省略されていることを意味する。
この記号の直前に示された項目を繰り返して複数個指定できる。

下線 括弧で囲まれた複数の項目のうち 1項目に対して使用され，括弧内のすべてを省略した
ときにシステムがとる標準値を意味する。

｜ 横に並べられた複数の項目に対して項目間の区切りを示し，「または」を意味する。

［　］ ウィンドウのメニューバーから選択するメニュー，コマンド，またはボタンを意味する。
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■プログラム構造表記法（PAD）と流れ図
このマニュアルでは，手続き的アルゴリズムの制御構造（主にプログラムの処理手続き）を
PAD（Problem Analysis Diagram）または流れ図で示しています。
このマニュアルで使用する PADと流れ図の要素，およびそれぞれの要素の対応を，次のように
定義します。
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■ウィンドウ図
マニュアル中のウィンドウ図は，説明に直接関係のない部分を省略して記述しています。した
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がって，実際に操作していて表示されるウィンドウとは一部異なります。
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■サポート機能一覧

規格

（凡例）
F：HP-UX(IPF) COBOL2002
H：HP-UX(IPF64) COBOL2002
A：AIX(32) COBOL2002
B：AIX(64) COBOL2002
J：Linux(x86) COBOL2002
K：Linux(x64) COBOL2002
L：Linux(IPF64) COBOL2002
S：Solaris(SPARC) COBOL2002
○：サポートしている

注※
覚え書きとしてサポートしている。

機能 製品種別

F H A B J K L S

基本機能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

順編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相対編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

索引編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整列併合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プログラム間連絡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

組み込み関数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オブジェクト指向 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共通例外処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

再帰呼び出し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

利用者定義関数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

局所場所節 (LOCAL-STORAGE SECTION) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原始文操作 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自由形式正書法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

TYPEDEF句と SAME AS句 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

翻訳指令 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区分化※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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X/Open

（凡例）
F：HP-UX(IPF) COBOL2002
H：HP-UX(IPF64) COBOL2002
A：AIX(32) COBOL2002
B：AIX(64) COBOL2002
J：Linux(x86) COBOL2002
K：Linux(x64) COBOL2002
L：Linux(IPF64) COBOL2002
S：Solaris(SPARC) COBOL2002
○：サポートしている
×：サポートしていない
－：該当しない

機能 製品種別

F H A B J K L S

テキスト編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファイル共用
（ファイルシェア）

順編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相対編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ISAMによる索引編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テキスト編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CSV編成ファイル × × × × × × × ×

HiRDBによる索引編成ファイル × × × × × × × ×

Btrieveによる索引編成ファイル － － － － － － － －

コマンド行および環境変数へのアクセス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

画面節（SCREEN SECTION）による画面操作 ○ ○ ○ ○ × × × ○

C言語インタフェース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

インターナショナリゼーション ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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拡張機能

機能 製品種別

F H A B J K L S

日本語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブール演算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アドレス操作 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1バイト 2進および COMP-X項目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点項目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ISAMによる索引編成ファイル機能の拡張（合成キー，逆順
読み）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CSV編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

HiRDBによる索引編成ファイル ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

Btrieveによる索引編成ファイル － － － － － － － －

リモートファイルアクセス × × × × × × × ×

ラージファイル入出力 順編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相対編成ファイル × × × × × × × ×

ISAMによる索引編成ファイル × × × × × × × ×

テキスト編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CSV編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

HiRDBによる索引編成ファイル × × × × × × × ×

Btrieveによる索引編成ファイル － － － － － － － －

COBOL入出力サービスルーチン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バイトストリーム入出力サービスルーチン ○ ○ ○ × ○ × × ○

ファイル入出力拡張機
能

ファイルサイズがレコード長の整
数倍でない固定長形式の順ファイ
ル入出力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファイルバッファサイズ指定機能 ○ × × × ○ ○ × ×

画面節（WINDOW 
SECTION）による画
面操作

画面節（WINDOW SECTION） ○ ○ ○ ○ × × × ○

JCPOPUPサービスルーチン ○ ○ ○ ○ × × × ○

通信節による画面操作（XMAP3） ○ × ○ × × × × ○

COPY文の接頭辞／接尾辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プリンタへのアクセス XMAP3による印刷 ○ × ○ × × × × ○

GDIモード印刷 － － － － － － － －

ESC/Pモード印刷 － － － － － － － －
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（凡例）
F：HP-UX(IPF) COBOL2002

ファイルのディスク書
き込み保証
（書き込み時）

順編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相対編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ISAMによる索引編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テキスト編成ファイル × × × × × × × ×

CSV編成ファイル × × × × × × × ×

HiRDBによる索引編成ファイル × × × × × × × ×

Btrieveによる索引編成ファイル － － － － － － － －

ファイルのディスク書
き込み保証
（クローズ時）

順編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相対編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ISAMによる索引編成ファイル × × × × × × × ×

テキスト編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CSV編成ファイル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

HiRDBによる索引編成ファイル × × × × × × × ×

Btrieveによる索引編成ファイル － － － － － － － －

報告書作成機能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MIOS7 COBOL85との互換機能 × × × × × × × ×

イベントログファイル／ syslogファイル出力機能 × × × × × × × ×

データコミュニケーション機能 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

データベース操作機能（ODBCインタフェース） － － － － － － － －

XDMによるデータベー
スシミュレーション機
能

構造型データベース（XDM/SD） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リレーショナルデータベース
（XDM/RD）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

OLE2オートメーショ
ン機能

クライアント機能 － － － － － － － －

サーバ機能 － － － － － － － －

CGIプログラム作成支援機能 ○ × ○ × × × × ○

マルチスレッド環境 作成と実行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デバッグ × × △ △ × △ × ×

MSMQアクセス機能 － － － － － － － －

エンディアン切り替え × × × × ○ ○ ○ ×

Unicode機能 ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

数字項目のけた拡張機能 × ○ × × × ○ × ×

機能 製品種別

F H A B J K L S
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H：HP-UX(IPF64) COBOL2002
A：AIX(32) COBOL2002
B：AIX(64) COBOL2002
J：Linux(x86) COBOL2002
K：Linux(x64) COBOL2002
L：Linux(IPF64) COBOL2002
S：Solaris(SPARC) COBOL2002
○：サポートしている
×：サポートしていない
△：サポートしている機能であるが，使える機能に一部制限がある
－：該当しない

デバッグ機能

（凡例）
F：HP-UX(IPF) COBOL2002
H：HP-UX(IPF64) COBOL2002
A：AIX(32) COBOL2002
B：AIX(64) COBOL2002
J：Linux(x86) COBOL2002
K：Linux(x64) COBOL2002
L：Linux(IPF64) COBOL2002
S：Solaris(SPARC) COBOL2002
○：サポートしている
×：サポートしていない

連携機能

（凡例）

機能 製品種別

F H A B J K L S

実行時デバッグ機能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テストデバッグ機能 GUIモード × × × × × × × ×

バッチモード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラインモード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カバレージ機能 GUIモード × × × × × × × ×

バッチモード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機能 製品種別

F H A B J K L S

XML連携機能 ○ ○ ○ × × × × ×

Cosminexus連携機能 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○



はじめに

XIII

F：HP-UX(IPF) COBOL2002
H：HP-UX(IPF64) COBOL2002
A：AIX(32) COBOL2002
B：AIX(64) COBOL2002
J：Linux(x86) COBOL2002
K：Linux(x64) COBOL2002
L：Linux(IPF64) COBOL2002
S：Solaris(SPARC) COBOL2002
○：サポートしている
×：サポートしていない

■ウィンドウに表示されるタイトル名の表記
HP-UX(IPF) COBOL2002，AIX(32) COBOL2002，および Solaris(SPARC) COBOL2002と，
HP-UX(IPF64) COBOL2002および AIX(64) COBOL2002では，ウィンドウに表示されるタイ
トル名が異なります。このマニュアルでは，HP-UX(IPF) COBOL2002，AIX(32) 
COBOL2002，および Solaris(SPARC) COBOL2002のタイトル名を使用します。
HP-UX(IPF64) COBOL2002または AIX(64) COBOL2002をご使用になる場合は，次のように
読み替えてください。

■プログラム例について
このマニュアルのプログラム例は，断り書きがない場合は UNIX32 COBOL2002用です。プロ
グラム例を UNIX64 COBOL2002で使用するには，プログラムの記述に変更が必要な場合があ
りますのでご注意ください。

ウィンドウに表示されるタイトル名 HP-UX(IPF64) COBOL2002または AIX(64) 
COBOL2002の場合の読み替え

cbl2002term cbl2002term 64bit
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第 1編　COBOL2002の概要

1　 概要
電子計算機を利用する場合，電子計算機にさせたい作業内容を
プログラミング言語で記述します。COBOL（COmmon 
Business Oriented Language（事務用共通言語））はプログラ
ミング言語の一つです。
この章では，COBOL2002の概要について説明します。

1.1　COBOL2002の概要

1.2　COBOL2002の構成

1.3　COBOL2002が提供するコンポーネントの種類と関連性
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1.1　COBOL2002の概要

1.1.1　COBOLの概要
COBOLは，事務処理用に最も使用されているプログラミング言語です。当初はビジネ
ス向けプログラミング言語として開発されましたが，第 1次規格（ANSI68，ISO72，
JIS72），第 2次規格（ANSI74，ISO78，JIS80），第 3次規格（ISO85，ANSI85，
JIS88，JIS92），第 4次規格（ISO/IEC 1989:2002）と規格の改訂を重ね，現在ではビ
ジネス向けだけでなく，汎用プログラミングにも広がっています。

ここでは，COBOLの特長，および COBOL2002の機能の概要について説明します。

なお，COBOLに関する公式の規格は，ISO（国際規格），ANSI（アメリカ規格），およ
び JIS（日本工業規格）※で決められています。

注※
現在，第 4次規格は，JISでは制定されていません。

1.1.2　COBOLの特長
COBOLの特長を次に示します。

• 大量データの高速処理ができるため，事務作業の効率化ができます。
• 事務作業で頻繁に使う帳票の作成やデータの表現方法が容易です。
• 簡単な英語でプログラムが書けるようになっていて，書き方も決まっているので，プ
ログラムの見直しが容易です。

• データとプログラムの手続きを分割して記述するので，まずデータが存在し，続いて
処理方法を考えるという事務処理用プログラムの作成方法に対応しています。

1.1.3　COBOL2002の機能

（1） COBOL2002で追加された機能

COBOL2002は，従来製品の COBOL85との高い互換を保証しています。また，次に示
す機能が追加されています。

• オブジェクト指向機能
• 共通例外処理
• 翻訳指令
• TYPEDEF句と SAME AS句
• 利用者定義関数
• 再帰呼び出し
• 局所場所節
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• 自由形式のソース原文や登録集原文

（2） COBOL2002のWebシステム連携機能

COBOL2002では，Webシステム構築に必要な次の連携機能を使用できます。これらの
機能を使用することで，Webアプリケーションを COBOLで開発できます。

XML連携機能（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)で有効）
COBOLプログラムから，XMLデータを COBOLのレコードとして入出力できま
す。COBOLのノウハウや既存 COBOL資産を生かして，eビジネス向けのデータ
交換用 XMLデータを扱うアプリケーションを作成できます。
詳細については，マニュアル「COBOL2002　XML連携機能ガイド」を参照してく
ださい。

Cosminexus連携機能（HP-UX(IPF64)，AIX(32)，Linux(x86)，Linux(x64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

日立アプリケーションサーバ Cosminexusの Javaアプリケーションから，COBOL
プログラムを JavaBeansあるいは EJBとして呼び出せます。これによって，Web
アプリケーションの基本機能となるビジネスロジック部分を COBOLで作成できま
す。
詳細については，マニュアル「COBOL2002　Cosminexus連携機能ガイド」を参照
してください。

1.1.4　COBOL2002の製品体系
COBOL2002では，次に示すプログラムプロダクトを用意しています。利用形態に合わ
せて適宜お選びください。

（凡例）
○：該当するプログラムプロダクトで使用できる
－：該当するプログラムプロダクトでは使用できない

注※
実際の運用環境で，開発したシステムを稼働できるライセンスを含むかどうかを表します。

（1） COBOL2002 Net Server Runtime／ COBOL2002 Net Server Runtime(64)

開発した COBOLプログラムを UNIX上で運用するために，運用環境を提供するプログ

プログラムプロダクト名 開発環境 実行環境 システム運用※

COBOL2002 Net Server Runtime － ○ ○

COBOL2002 Net Server Suite ○ ○ ○

COBOL2002 Net Server Runtime(64) － ○ ○

COBOL2002 Net Server Suite(64) ○ ○ ○
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ラムプロダクトです。COBOLプログラムの実行に必要な実行時ライブラリを提供して
います。

（2） COBOL2002 Net Server Suite／ COBOL2002 Net Server Suite(64)

COBOL2002の機能を活用したアプリケーションプログラムの開発から，テスト／デ
バッグまでを支援するためのプログラムプロダクトです。COBOL2002コンパイラ，デ
バッガおよび実行時ライブラリを提供し，アプリケーションプログラムの開発から運用
までを支援します。
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1.2　COBOL2002の構成

COBOL2002の構成を，次に示します。

図 1-1　COBOL2002の構成
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1.3　COBOL2002が提供するコンポーネントの
種類と関連性

COBOL2002では，コンパイラ・実行時ライブラリのほかにも，さまざまな周辺ツール
を使用できます。ここでは，使用環境ごとに，使用できるコンポーネントを説明します。

1.3.1　開発環境について
COBOL2002を利用した開発環境で使用できるコンポーネントと，その機能の概要を次
に示します。

表 1-1　開発環境のコンポーネント

1.3.2　実行環境について
COBOL2002を利用した実行環境で使用できるコンポーネントと，その機能の概要を次
に示します。

表 1-2　実行環境のコンポーネント

1.3.3　デバッグ環境について
COBOL2002を利用したデバッグ環境で使用できるコンポーネントと，その機能の概要
を次に示します。

表 1-3　デバッグ環境のコンポーネント

1.3.4　オンラインマニュアルについて
COBOL2002で CD-ROMマニュアルとして提供されるオンラインマニュアルの概要を

コンポーネント 機能概要

コンパイラ COBOLプログラムのコンパイル

コンポーネント 機能概要

実行時ライブラリ COBOLプログラムの実行

ISAM 索引ファイルの作成や保守

SORT COBOLの整列併合機能の実行

コンポーネント 機能概要

テストデバッガ COBOLプログラムのデバッグ

カバレージ COBOLプログラムのテスト進捗状況管理の支援
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次に示します。

表 1-4　オンラインマニュアルの種類

注※
このプログラムプロダクトでは，ソートマージのコマンドは使用できません。ソートマージの
機能は，COBOLの整列併合機能を利用して使用します。

マニュアル名 概要

COBOL2002　使用の手引　手引編 COBOL2002の機能と使用方法について説明しています。

COBOL2002　使用の手引　操作編 COBOL2002で使用できるテストデバッガ，カバレージ，
TDコマンド生成機能の操作方法について説明しています。

COBOL2002　言語 標準仕様編 COBOL2002で使用する言語の文法のうち，規格仕様の部分
について説明します。

COBOL2002　言語 拡張仕様編 COBOL2002で使用する言語の文法のうち，日立拡張仕様の
部分について説明します。

COBOL2002　メッセージ COBOL2002がコンパイル時，実行時などに出力するメッ
セージの一覧を記載しています。

索引順編成ファイル管理 ISAM 索引順編成ファイルの機能概要，ユティリティの操作，およ
びユティリティコマンドについて説明しています。

ソートマージ ソートマージの機能概要，コマンド，およびエラーメッセー
ジについて説明しています。※
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2　 COBOL2002の主な新機能
COBOL2002には，幾つかの機能が追加されています。
この章では，COBOL2002の主な新機能について説明します。

2.1　オブジェクト指向機能

2.2　共通例外処理

2.3　翻訳指令

2.4　TYPEDEF句と SAME AS句

2.5　利用者定義関数

2.6　再帰呼び出し

2.7　局所場所節

2.8　自由形式のソース原文や登録集原文
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2.1　オブジェクト指向機能
COBOL2002では，オブジェクト指向機能をサポートしています。オブジェクト指向プ
ログラミングを適用すると，次のことができます。

• データと手続きのカプセル化
• 親クラスの性質を子クラスに引き継ぐ継承
• 一つの手続きで複数のクラスを扱うポリモルフィズム

詳細は，「20　オブジェクト指向機能」を参照してください。
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2.2　共通例外処理
COBOL2002では，従来の入出力機能に関する例外宣言手続きに加えて，データ例外や
けたあふれなど，さまざまな例外に対する例外宣言手続きを記述できます。また，例外
オブジェクトを使用した例外処理もできます。

詳細は，「21　共通例外処理」を参照してください。
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2.3　翻訳指令
翻訳指令とは，COBOLプログラムのコンパイル（翻訳）時に，特定の動作や解釈をす
るようにコンパイラへの指示を与える指令です。

2.3.1　規格の互換性をチェックする翻訳指令
規格の互換性をチェックする翻訳指令を次に示します。

（1） FLAG-85指令

FLAG-85指令は，第 3次規格 COBOLと第 4次規格 COBOLとの間で互換性に欠ける
おそれがある構文に対して，フラグを立てる選択種目を指定します。

FLAG-85指令の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
3.3.9 FLAG-85指令」を参照してください。

2.3.2　ソース原文の正書法を決定する翻訳指令
ソース原文の正書法を決定する翻訳指令を次に示します。

（1） SOURCE FORMAT指令

SOURCE FORMAT指令は，後続するソースの正書法が，固定形式または自由形式のど
ちらであるかを指定します。

詳細は，「31.2.3　正書法」を参照してください。また，SOURCE FORMAT指令の言語
仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.14 SOURCE 
FORMAT指令」を参照してください。

2.3.3　条件翻訳に関連する翻訳指令
条件翻訳とは，ソースコード中に翻訳指令を記述すれば，コンパイル時に特定の行を有
効にしたり，無効にしたりできる機能です。

条件翻訳に関する翻訳指令を次に示します。

（1） DEFINE指令

DEFINE指令は，翻訳変数と呼ばれる記号名に対して特定の定数値を指定します。

詳細は，「31.3.3　条件翻訳の利用」を参照してください。また，DEFINE指令の言語仕
様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.7 DEFINE指令」を
参照してください。
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（2） EVALUATE指令

EVALUATE指令は，多方向分岐を条件翻訳します。

詳細は，「31.3.3　条件翻訳の利用」を参照してください。また，EVALUATE指令の言
語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.8 EVALUATE
指令」を参照してください。

（3） IF指令

IF指令は，単方向または双方向分岐の条件翻訳をします。

詳細は，「31.3.3　条件翻訳の利用」を参照してください。また，IF指令の言語仕様につ
いては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.10 IF指令」を参照してく
ださい。

2.3.4　コンパイルリストに関連する翻訳指令
コンパイルリストに関連する翻訳指令を次に示します。

コンパイルリストは，-SrcListオプションを指定した場合に出力されます。コンパイル
リストの出力形式，および -SrcListオプションを指定したときの出力形式の違いについ
ては，「付録 C　コンパイルリスト」を参照してください。

（1） LISTING指令

LISTING指令は，コンパイルリストにソースを出力するかどうかを指定します。詳細
は，「付録 C.1　リストの出力」の「（3）コンパイルリストの出力に関連する翻訳指令」
を参照してください。

また，LISTING指令の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕
様編　3.3.11 LISTING指令」を参照してください。

（2） PAGE指令

PAGE指令は，コンパイルリストの改ページを指定します。PAGE指令のコンパイルリ
ストでの効果は，固定形式正書法の改ページ標識「/」と同じです。

詳細は，「付録 C.1　リストの出力」の「（3）コンパイルリストの出力に関連する翻訳指
令」を参照してください。また，PAGE指令の言語仕様については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.12 PAGE指令」を参照してください。

2.3.5　例外処理に関連する翻訳指令
例外処理に関連する翻訳指令を次に示します。
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（1） PROPAGATE指令

PROPAGATE指令は，呼び出し元のプログラムへ例外を伝播させるために使用します。

詳細は，「21　共通例外処理」を参照してください。また，PROPAGATE指令の言語仕
様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.13 PROPAGATE指
令」を参照してください。

（2） TURN指令

TURN指令は，特定の例外に対してチェックするかどうかを指定します。

詳細は，「21　共通例外処理」を参照してください。また，TURN指令の言語仕様につ
いては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.15 TURN指令」を参照し
てください。
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2.4　TYPEDEF句と SAME AS句

COBOLでは，レベル番号，データ項目の名前，PICTURE句や USAGE句などのデー
タ属性を指定して，データ項目の構造や形式を表現します。

TYPEDEF句は，データ構造のひな型となるデータ型を定義します。TYPEDEF句を使
用して定義したデータ型を TYPE句によって参照することで，同じ構造のデータ項目を
定義できます。

SAME AS句は，あるデータ名の記述項が，別のデータ記述項の指定と同じことを表し，
同じ構造のデータ項目を定義します。

TYPEDEF句，SAME AS句の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語
　標準仕様編　9.16.82 TYPEDEF句」および「COBOL2002　言語　標準仕様編　
9.16.68 SAME AS句」を参照してください。

2.4.1　TYPEDEF句
TYPEDEF句を使用したデータ型の指定について説明します。

（1） データ型の定義と参照

データ型は，TYPEDEF句を使用して定義します。型名を指定した TYPE句をデータ名
に指定すれば，TYPEDEF句で定義した型を参照できます。

なお，TYPEDEF句で定義された型名を 1か所で参照する場合，TYPE句指定によって
暗黙的に展開されるデータ名は一意となりますが，TYPEDEF句で定義された型名を複
数個所で参照する場合，TYPE句指定によって暗黙的に展開されるデータ名が一意とな
らない（同じデータ名が複数個所に存在する）ため，一意に参照するためにデータ名の
修飾が必要です。

データ型の定義と参照の例を次に示します。
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（2） 弱く型付けされた項目と強く型付けされた項目

データ型は，TYPEDEF句に STRONG指定があるかどうかによって，次の二つに分類
されます。

• STRONG指定なし：弱く型付けされたデータ型
• STRONG指定あり：強く型付けされたデータ型（集団項目のデータ型にだけ指定で
きます）

（a）弱く型付けされた項目

弱く型付けされた項目とは，弱く型付けされたデータ型を TYPE句に指定することで定
義されたデータ項目のことです。この項目は，指定された型名からそのデータ構造が決
まること以外は，型付けされていない項目と同じように使用できます。

（b）強く型付けされた項目

強く型付けされた項目とは，強く型付けされたデータ型を TYPE句に指定することで定
義されたデータ項目のことです。この項目は，集団項目のデータ内容の妥当性を確保す
るための仕組みです。集団項目中の基本データ項目に格納する内容の整合性を損なうお
それがある操作は，すべて禁止されています。整合性を損なうおそれがある操作の手続
き文を書いた場合，コンパイル時にエラーとなります。

（整合性を損なうおそれがある操作の例）
• 型の異なる集団項目からの転記
• VALUE句による初期化
• 再命名，再定義された一意名を使ったデータ項目の更新
• 部分参照による値の更新
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また，USAGE句に OBJECT REFERENCE指定のある項目を集団項目の従属項目とし
て定義する場合は，STRONG指定のあるデータ型の中で定義しなければなりません。

このシステムでは，強く型付けされた項目同士の比較を許していません。強く型付けさ
れた項目を比較する場合，強く型付けされた項目に従属するすべての基本項目同士を比
較してください。

強く型付けされた項目についての詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　4.4.3(2) 強く型付けされた集団項目」，「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.16.81 
TYPE句」，および「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.16.82 TYPEDEF句」を参照
してください。

2.4.2　SAME AS句
SAME AS句は，あるデータ名のデータ構造を，ファイル節，作業場所節，局所場所節，
または連絡節に定義された別のデータ記述項とまったく同じように定義することを示し
ます。

SAME AS句の使用例を，次に示します。

（例 1）
01レベルの記述項を参照する場合
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（例 2）
集団項目中の記述項を参照する場合
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2.5　利用者定義関数
利用者定義関数とは，関数名段落（FUNCTION-ID）を指定すれば，ユーザが任意に作
成できる関数です。

利用者定義関数は，関数を利用するプログラムの中から関数一意名によって参照（活性
化）でき，関数定義の手続き部見出しの RETURNING指定で規定した一つの値を返し
ます。また，常に再帰属性となるので，自分自身を呼び出せます。

利用者定義関数については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.3 利用者
定義関数」および「COBOL2002　言語　標準仕様編　7.4 関数名段落
（FUNCTION-ID）」を参照してください。

2.5.1　利用者定義関数の参照
利用者定義関数は，送り出し側の作用対象として，関数一意名によって参照（呼び出し）
されます。関数一意名で参照される利用者定義関数は，リポジトリ段落に指定された関
数定義となります。

利用者定義関数を使用する場合，該当する利用者定義関数に対応する関数指定子をリポ
ジトリ段落で指定しておく必要があります。

利用者定義関数の参照については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
4.3.2(2) 関数一意名」を参照してください。また，リポジトリ段落に関する言語仕様につ
いては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　8.2.7(1) 一般形式」を参照して
ください。

関数定義の概念を次に示します。
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図 2-1　関数定義

上記の図では，関数一意名を使用して利用者定義関数を参照しています。

2.5.2　利用者定義関数の引数と返却項目
利用者定義関数の引数および返却項目について説明します。

（1） 引数

関数一意名で引数を指定した場合，関数定義に指定された仮引数の，BY REFERENCE
／ BY VALUE指定に従って引数を受け渡します。ただし，実引数によっては，BY 
CONTENTが仮定されることがあります。

仮引数に関する言語仕様についてはマニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.1 
手続き部の構成」を参照してください。実引数に関する言語仕様についてはマニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　4.3.2(2) 関数一意名」を参照してください。また，
BY REFERENCE／ BY VALUE指定については，「17.1.1　引数の受け渡しの種類」を
参照してください。

利用者定義関数の引数の扱いを次に示します。

表 2-1　利用者定義関数の引数の扱い

関数定義の仮引数の指定 実引数 実引数の扱い

BY REFERENCE 受け取り側作用対象として許可された，オブ
ジェクトプロパティ／オブジェクト参照以外の
項目

BY REFERENCE
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（凡例）
－：該当しない

引数は，コンパイル時に整合性チェックされます。

（2） 返却項目

返却項目の属性は，関数一意名に対応する関数定義の RETURNINGに指定された項目
の属性で決まります。

（3） 利用者定義関数の注意事項

利用者定義関数の注意事項を，次に示します。

• 利用者定義関数に -Main,Systemまたは -Main,V3オプションを指定した場合，エ
ラーにはなりませんが，-Mainオプションが指定されたプログラムとしてコンパイル
はされません。

• 利用者定義関数には，ENTRY文を指定できません。
• CBL，CLS，CLT，CLUで始まる関数名を指定した場合，動作は保証しません。

定数，算術式，ブール式，オブジェクトプロパ
ティ，オブジェクト参照，および受け取り側作
用対象として許可されない項目

BY CONTENT

BY VALUE － BY VALUE

関数定義の仮引数の指定 実引数 実引数の扱い
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2.6　再帰呼び出し
再帰呼び出しとは，活性状態にあるプログラムを，直接的または間接的に呼び出すこと
です。COBOL2002では，RECURSIVE句が指定されたプログラム定義，利用者定義関
数，およびメソッド定義を再帰呼び出しできます。

詳細は，「18.4　プログラム属性」を参照してください。

注意事項
再帰呼び出しでは，呼び出す処理単位ごとにスタック領域を使用するため，大量に
再帰呼び出しをした場合，スタック領域が不足する場合があります。スタック領域
が不足した場合，システム（OS）の設定によりスタック領域を拡張する必要があり
ます。詳細は，システムのマニュアルを参照してください。
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2.7　局所場所節
局所場所節とは，プログラムの実行中だけ有効となるデータ領域項目を定義する個所で
す。局所場所節に定義したデータ項目は，プログラムが呼び出されたときに領域が確保
され，プログラムの実行中だけ有効となります。また，以前呼び出されたときの状態は，
保持されません。

詳細は，「4.1.3　局所場所節のデータ領域」を参照してください。
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2.8　自由形式のソース原文や登録集原文
COBOL2002では，自由形式正書法に従って，自由形式のソース原文や登録集原文を作
成できます。自由形式正書法では，ソース原文や登録集原文を，行中の任意の位置に記
述できます。

詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　2.5 自由形式正書法」を参照し
てください。



25

第 2編　COBOLプログラムの書き方

3　 翻訳グループを構成する定
義の種類
COBOL2002には，コンパイラの翻訳単位として翻訳グループ
という概念があります。翻訳グループは，一つ以上のソース単
位の集合のことです。翻訳グループには，さまざまなソース単
位を含めることができます。COBOL2002では，翻訳グループ
が 1回のコンパイル単位となります。
この章では，翻訳グループについて説明します。

3.1　翻訳グループの概要と考え方

3.2　定義の種類
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3.1　翻訳グループの概要と考え方
翻訳グループは，1個以上の翻訳単位から構成されます。翻訳単位は，次に示す定義のど
れかに該当します。

• 最外側のプログラム定義
• 関数定義
• クラス定義
• インタフェース定義

各翻訳単位のコンパイルが成功すると，プログラム定義，関数定義，クラス定義などに
対してオブジェクトファイル（.o）が生成されます。実行単位は，オブジェクトファイル
から生成された実行可能ファイルや共用ライブラリによって構成されます。

翻訳グループについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　6. 翻訳グ
ループの構造（Structured compilation group）」を参照してください。

COBOL2002では，翻訳グループが 1回のコンパイルの入力単位となります。翻訳グ
ループの構成概念を次に示します。

図 3-1　翻訳グループの構成
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3.2　定義の種類
COBOL2002では，既存のプログラム定義のほかに，オブジェクト指向機能のためのク
ラス定義，および利用者定義関数のための関数定義があります。また，インタフェース
定義のように，クラス定義とのインタフェースだけを表す定義があります。

各定義のコンパイル方法や生成されるオブジェクトファイルとの関係については，「31　
COBOLソースの作成とコンパイル」を参照してください。

3.2.1　プログラム定義
プログラム定義は，見出し部でプログラム名段落を指定して定義します。COBOL85で
記述されたプログラムは，COBOL2002のプログラム定義に該当します。

プログラム名段落の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　7.8 プログラム名段落（PROGRAM-ID）」を参照してください。

プログラム定義には，最外側のプログラムと内側のプログラムがあります。

• 最外側のプログラム
ほかのプログラムに含まれないプログラムです。
最外側のプログラムでは，プログラム名段落に指定したプログラム名称が，オブジェ
クトファイル中に外部参照として出力されます。このため，ほかの翻訳単位のプログ
ラム（COBOL言語以外を含む）から呼び出せます。
最外側のプログラムは，複数の内側のプログラムを含むことができます。

• 内側のプログラム
ほかのプログラムに含まれるプログラムです。
内側のプログラムは，そのプログラムを呼び出せる位置にある最外側のプログラム，
または内側のプログラムから呼び出せます。また，プログラム名段落で指定したプロ
グラム名称が，オブジェクトファイル中に外部参照として出力されないため，別の翻
訳単位のプログラムからは呼び出せません。
内側のプログラムは，複数の内側のプログラム（入れ子プログラム）を含むことがで
きます。

一つの翻訳グループ中には，複数の最外側のプログラムを記述できます。この翻訳グ
ループを翻訳する場合，スタックコンパイル（連続コンパイル）が実行されます。翻訳
グループに複数の最外側のプログラムおよび内側のプログラムを記述した場合の翻訳単
位の考え方を次に示します。
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図 3-2　翻訳単位の考え方

内側のプログラム (1)，(2)
内側のプログラム (3)に直接含まれる内側のプログラムです。

内側のプログラム (3)，(4)
最外側のプログラム (5)に直接含まれる内側のプログラムです。

最外側のプログラム (5)，(6)
翻訳グループ（SAMPLE1.CBL）に含まれる最外側のプログラムです。

このプログラム定義では，一つの翻訳グループ（SAMPLE1.CBL）に二つの最外側のプ
ログラム（最外側のプログラム (5)，(6)）が含まれているので，コンパイラを 1回起動す
ると，1回のスタックコンパイルによって二つの翻訳単位がコンパイルされます。

3.2.2　関数定義
関数定義は，見出し部で関数名段落を指定して定義します。

関数名段落の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　7.4 
関数名段落（FUNCTION-ID）」を参照してください。
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利用者定義関数の基本的な規則や動作は，内側のプログラムを持たない最外側のプログ
ラム定義と同じです。ただし，利用者定義関数には，RETURNING指定が必要です。ま
た，常に再帰属性となるので，自分自身を呼び出すことができます。

利用者定義関数は，関数一意名を指定することで呼び出されます。

関数定義の例を次に示します。

図 3-3　関数定義

3.2.3　クラス定義
クラス定義は，見出し部でクラス名段落を指定して定義します。

クラス名段落の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
7.2 クラス名段落（CLASS-ID）」を参照してください。また，クラス定義の詳細につい
ては，「20　オブジェクト指向機能」を参照してください。

クラス定義は，ファクトリ定義，インスタンス定義，およびそれらの各メソッド定義を
含むことができます。

• ファクトリ定義
クラス定義固有のファクトリオブジェクトの型を定義します。ファクトリ定義は，
ファクトリデータ定義およびファクトリメソッド定義から構成されます。すべてのク
ラスにはファクトリオブジェクトが一つあり，ファクトリに固有なデータとメソッド
を持ちます。ファクトリオブジェクトの主な用途は，オブジェクトインスタンスの生
成，およびクラスに属するすべてのインスタンスに共通するデータの管理です。
ファクトリ名段落については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　7.3 
ファクトリ段落（FACTORY）」を参照してください。

• インスタンス定義
クラス定義固有のインスタンスオブジェクトの型を定義します。インスタンス定義は，
インスタンスデータ定義およびインスタンスメソッド定義から構成されます。インス
タンスオブジェクトとは，それ自身に固有なデータ項目やファイル結合子から構成さ
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れるプログラムで，そのクラス定義の中で定義されたメソッド群を共有します。イン
スタンス定義には，データの特性と，そのクラスに属する各インスタンスオブジェク
トに関して呼び起こされるメソッド群を記述します。
オブジェクト段落については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　7.7 オ
ブジェクト段落（OBJECT）」を参照してください。

• メソッド定義
メソッド定義は，メソッドが定義されたクラスのインスタンスオブジェクトおよび
ファクトリオブジェクトに含まれるデータを操作する手続き文の集まりです。メソッ
ドは，それぞれ固有のメソッド名を持ち，固有のデータ部や手続き部を持ちます。メ
ソッドは，インスタンスオブジェクトまたはファクトリオブジェクトを参照する一意
名とそのメソッド名を指定することで呼び起こされます。メソッドには引数や返却項
目を指定できます。
メソッド名段落については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　7.6 メ
ソッド名段落（METHOD-ID）」を参照してください。

クラス定義の例を次に示します。
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図 3-4　クラス定義

3.2.4　インタフェース定義
インタフェース定義は，見出し部でインタフェース名段落を指定して定義します。イン
タフェース定義を使用することによって，特定のクラスに依存しないインタフェースを
定義できます。

インタフェース名段落の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準
仕様編　7.5 インタフェース名段落（INTERFACE-ID）」を参照してください。インタ
フェースについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　付録 I 用語の定義
（Terms and Definitions）」のインタフェースの説明を参照してください。
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また，インタフェース定義の詳細については，「20　オブジェクト指向機能」を参照して
ください。

インタフェース定義には，メソッド原型定義を含めることができます。メソッド原型に
ついては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　付録 I 用語の定義（Terms 
and Definitions）」のメソッド原型の説明，およびマニュアル「COBOL2002　言語　標
準仕様編　7.6 メソッド名段落（METHOD-ID）」を参照してください。

インタフェース定義の例を次に示します。

図 3-5　インタフェース定義
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4　 COBOLプログラムのデータ
領域
この章では，COBOLプログラムで使用するデータ領域につい
て説明します。

4.1　データ領域の種類

4.2　データ属性の種類
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4.1　データ領域の種類
COBOLプログラムのデータ領域とは，データ部で記述された領域を指します。

COBOLプログラムで使用できるデータ領域を次に示します。

• 連絡節のデータ領域
• 作業場所節のデータ領域
• 局所場所節のデータ領域
• ファイル節
• 報告書節
• 画面節（SCREEN SECTION）
• 画面節（WINDOW SECTION）
• 通信節
• サブスキーマ節

ソース単位の定義によって記述できるデータ定義の種別を，次に示します。

表 4-1　ソース単位の定義によって記述できるデータ定義の種別

（凡例）
○：記述できる
×：記述できない

4.1.1　連絡節のデータ領域
連絡節のデータ領域には，仮引数や返却項目を記述します。

ソース要素の連絡節のデータ領域に記述された仮引数や返却項目は，要素が呼ばれると
き，呼ばれる側の要素，呼ぶ側の要素の両方から参照されます。指標名の場合，呼ばれ
る側の指標名と呼ぶ側の指標名は，別の指標名（領域）を参照します。

連絡節は，ソース要素が呼び出され，呼び出し先の要素の手続き部見出しに USING／
RETURNINGが指定されている場合だけ有効となります。

定義の種類 連絡節 作業場
所節

局所場
所節

ファイル節
画面節（SCREEN 

SECTION／
WINDOW SECTION）

通信節

報告書
節

サブス
キーマ節

プログラム定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○

メソッド定義 ○ × ○ × × ×

関数定義 ○ ○ ○ ○ ○ ×

ファクトリ定義
インスタンス定義

× ○ × ○ × ×
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連絡節は，節の見出し，およびそれに続く 77レベル記述項やレコード記述項から構成さ
れます。

連絡節の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.6 連絡
節（LINKAGE SECTION）」を参照してください。

連絡節の記述例を，次に示します。

図 4-1　連絡節の記述例

4.1.2　作業場所節のデータ領域
作業場所節のデータ領域には，ファイルの一部ではないレコード項目，およびその従属
データ項目を記述します。

作業場所節中で記述されるデータは，静的データまたは初期化データです。

作業場所節は，節の見出し，およびそれに続く 77レベル記述項やレコード記述項から構
成されます。

作業場所節の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.4 
作業場所節（WORKING-STORAGE SECTION）」を参照してください。また，静的
データ，および初期化データの詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標
準仕様編　10.5.2 関数，メソッド，オブジェクトまたはプログラムの状態」および
「COBOL2002　言語　標準仕様編　付録 I 用語の定義（Terms and Definitions）」を参
照してください。

4.1.3　局所場所節のデータ領域
局所場所節のデータ領域には，自動データを記述します。

局所場所節は，プログラム定義，関数定義，メソッド定義などの再帰的に呼び出せるプ
ログラムが呼び出されたときに，呼び出される単位ごとに確保されるデータを定義しま
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す。

局所場所節は，節の見出し，およびそれに続く 77レベル記述項やレコード記述項から構
成されます。

局所場所節の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.5 
局所場所節（LOCAL-STORAGE SECTION）」を参照してください。

局所場所節の例を次に示します。

図 4-2　局所場所節の記述例

なお，自動データの詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
付録 I 用語の定義（Terms and Definitions）」を参照してください。

4.1.4　その他の節のデータ領域
その他の節に記述されるデータは，静的データまたは初期化データです。

それぞれの節の言語仕様については，次を参照してください。

節の種類 参照個所

ファイル節 COBOL2002　言語　標準仕様編　9.3 ファイル節（FILE 
SECTION）

報告書節 COBOL2002　言語　標準仕様編　13.4 データ部（DATA 
DIVISION）（報告書作成機能）



4.　COBOLプログラムのデータ領域

37

また，静的データ，および初期化データの詳細については，マニュアル「COBOL2002
　言語　標準仕様編　付録 I 用語の定義（Terms and Definitions）」を参照してくださ
い。

画面節（SCREEN SECTION） COBOL2002　言語　拡張仕様編　12. 画面節（SCREEN 
SECTION）による画面機能

画面節（WINDOW SECTION） COBOL2002　言語　拡張仕様編　13. 画面節（WINDOW 
SECTION）による画面機能

通信節 COBOL2002　言語　拡張仕様編　11. 通信節による画面機能

サブスキーマ節 COBOL2002　言語　拡張仕様編　19.1.1 データ部（構造型
データベース（XDM/SD）操作シミュレーション機能）

節の種類 参照個所
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4.2　データ属性の種類
COBOL2002では，データやファイルを共用できます。データやファイルを共用すると，
複数プログラム間でのデータやファイルの共用が容易になります。

データやファイルを共用するには，その属性が大域属性（GLOBAL句）または外部属性
（EXTERNAL句）である必要があります。

4.2.1　大域属性（GLOBAL句）
データ名およびファイル名は，大域名か局所名のどちらかに分類されます。

データ名やファイル名に GLOBAL句を指定すると大域名となります。指定しない場合
は，局所名となります。

局所名を使用すると，名前に関連づけられている対象を，局所名が定義されているプロ
グラム中だけから参照できます。

大域名を使用すると，名前に関連づけられている対象を，大域名が定義されているプロ
グラム中，およびそのプログラムに含まれるプログラム中から参照できます。大域名は
複数の含まれるプログラム間で参照できますが，同じ名前が定義されているプログラム
を含むプログラム中からは参照できません。

大域名および局所名の有効範囲を次に示します。

図 4-3　大域名と局所名の有効範囲

データ名やファイル名は，大域名か局所名のどちらかに分類されます。また，定義され
たプログラム中の指定によって，大域属性か局所属性かが決まる名前もあります。ファ
イル名，レコード名，データ名，および条件名が，それぞれ局所／大域の属性になる場
合を次に示します。

• ファイル名
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ファイル名が定義されているファイル記述項※に GLOBAL句がある場合は大域名と
なります。大域名でない場合は局所名となります。

• レコード名
レコード名が次のどちらかに該当する場合は大域名となります。大域名でない場合は
局所名となります。

• その名前が定義されているレコード記述項※に GLOBAL句がある
• GLOBAL句があるファイル記述項※に関連している

• データ名
データ名が次のどちらかに該当する場合は大域名となります。大域名でない場合は局
所名となります。

• その名前が定義されているデータ記述項※に GLOBAL句がある
• GLOBAL句を持つほかのデータ記述項に従属している

• 条件名（データ記述項※で定義されているもの）
条件名が定義されているデータ記述項が，GLOBAL句があるほかの記述項に従属して
いる場合は大域名となります。大域名でない場合は局所名となります。

注※
ファイル記述項，レコード記述項，およびデータ記述項では，GLOBAL句の指定が
規則によって禁止される場合があります。

GLOBAL句については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.16.29 
GLOBAL句」を参照してください。

4.2.2　外部属性（EXTERNAL句）
EXTERNAL句を指定したデータ名やファイル名は，外部属性を持ち，COBOL実行単
位内で一つの領域を共用できます。

COBOL実行環境中では，次の範囲で EXTERNAL領域を指定できます。

• ファイル数：255個まで
• データ領域の数：32,767まで

ファイル数，またはデータ領域の数が上限を超えた場合は，実行時エラーとなります。

EXTERNAL句については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.16.24 
EXTERNAL句」を参照してください。

（1） 共有可能属性と共有不可能属性

外部属性を持つデータ項目には，他言語と共有できる EXTERNAL領域（共有可能属
性），および他言語と共有できない EXTERNAL領域（共有不可能属性）があります。

データ項目が次に示す条件のどれかに該当する場合，共有不可能属性の EXTERNAL領
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域となります。

• EXTERNAL句が指定されたデータ項目のデータ名称が日本語である
• EXTERNAL句が指定されたデータ項目に指標名が指定されている
• EXTERNAL句が指定されたデータ項目に DYNAMICが指定されている
• -MultiThreadオプションが指定されている

共有可能属性の EXTERNAL領域に対する COBOLと C言語との共有については，
「19.1.4　外部属性を持つデータ項目の共用」を参照してください。

共有可能属性と共有不可能属性では，データ項目の初期値が異なります。

（a）共有可能属性の初期値
• 実行可能ファイルが COBOLだけで構成されている場合
その EXTERNAL領域は X'00'が保証されます。

• COBOLと COBOL以外の言語の実行可能ファイルが混在している場合
COBOL以外の言語で，共有する領域の初期値を設定しているかどうかによって異な
ります。
• すべての外部変数が初期値なしで定義されている場合，その EXTERNAL領域の初
期値は X'00'が保証されます。

• 外部変数が初期値ありで定義されている場合，その EXTERNAL領域は定義された
初期値となります（同じ外部変数に初期値ありが複数定義されている場合はリンク
エラーとなります）。

（b）共有不可能属性の初期値

共有不可能属性の EXTERNAL領域の初期値は不定です。

ただし，環境変数 CBLEXVALUEに「NULL」を指定することで，EXTERNAL領域の
初期値を NULL（X'00'）に設定できます。環境変数 CBLEXVALUEは，COBOLプロ
グラムの実行によって COBOLの実行環境中で初めて出現する共有不可能属性の各
EXTERNAL領域に対して，一度だけ作用します。

環境変数 CBLEXVALUEの指定方法を次に示します。

形式
CBLEXVALUE=NULL

規則
• 環境変数 CBLEXVALUEは，作業場所節に定義されている共有不可能属性のデー
タ項目だけを初期化します。

• 初期値の指定に誤りがある場合，実行時エラーとなります。

（2） EXTERNAL属性チェック

EXTERNAL句を指定したデータ名やファイル名がある場合，プログラムの実行時に属
性チェックをします。このとき，プログラム間で属性が一致していないと実行時エラー
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となります。

EXTERNAL属性チェックのチェック項目を次に示します。

（a）データ項目に対するチェック項目
• レコード長
• 指標数
• 指標名称
• 指標の指定順序（データ項目を記述したときの指標定義の出現順序）
• 指標の最大繰り返し数
• DYNAMIC指定の有無

（b）ファイルに対するチェック項目
• ファイル定義名
• ASSIGN句の内容（外部装置名または定数の内容です。データ名の場合，データ名の
内容はチェックの対象外となります。）

• OPTIONAL指定の有無
• ACCESS MODE句の指定（アクセス法）
• ORGANIZATION句の指定（ファイル編成）
• RESERVE句の指定の有無，整数値
• BLOCK CONTAINS句の指定の有無，整数 2
• CODE SET句の有無
• LABEL RECORDS句の指定の有無，指定内容
• LINAGE句の指定（FOOTING，TOP，BOTTOM）の有無，整数指定時の整数値
• レコード句の VARYING IN SIZE指定の有無
• レコード長（最小，最大）
• 主レコードキー長，主レコードキー属性，相対位置
• 副レコードキーの数，副レコードキー長，副レコードキー属性，相対位置，

DUPLICATES指定の有無
• 相対キー指定の有無，最大けた数
• コンパイラオプション
次に示すコンパイラオプションの指定の有無
-StdVersion,1，-StdVersion,2，-Switch,EBCDIC，-Switch,EBCDIK，
-XMAP,LinePrint，-IgnoreLCC，-Compati85,IoStatus，-Compati85,Linage，
-NumCsv

• WRITE文の制御文字の種別（ADVANCING／ POSITIONING指定の有無，AFTER
／ BEFORE指定の混在）

• レコード名称
• ファイルに記述されたレコード数
• 各レコードの指定順序，各レコードのデータ項目属性（「4.2.2　外部属性
（EXTERNAL句）」の「（2）EXTERNAL属性チェック」－「（a）データ項目に対す
るチェック項目」を参照）

• レコード形式
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• LOCK MODE句の指定
• DECIMAL-POINT IS COMMA句の有無（-NumCsvオプション指定時の CSV編成
ファイルだけが対象）

• CHARACTER TYPE句の有無（WRITE文の FROM指定の一意名，またはその下位
項目に CHARACTER TYPE句が指定されている場合も含む）
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第 3編　手続き文

5　 手続き文
この章では，COBOLで使用する手続き文の仕様と使用例につ
いて説明します。

5.1　概要

5.2　算術演算機能

5.3　文字列操作文

5.4　条件分岐文

5.5　表操作

5.6　手続き分岐

5.7　データ転記文
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5.1　概要
ここでは，手続き文の概要について説明します。

5.1.1　基本的な内部操作手続き文
基本的な内部操作手続き文の分類を，次に示します。

表 5-1　基本的な内部操作手続き文の分類

分類 文 参照先

算術演算 • ADD
• COMPUTE
• DIVIDE
• MULTIPLY
• SUBTRACT

5.2　算術演算機能

文字列操作 • EXAMINE※ 1

• INSPECT
• STRING
• TRANSFORM※ 1

• UNSTRING

5.3　文字列操作文

条件分岐 • EVALUATE
• IF

5.4　条件分岐文

表操作 • SEARCH 5.5　表操作

手続き分岐 • ALTER※ 1

• CONTINUE
• EXIT※ 2

• GO TO
• PERFORM

5.6　手続き分岐

データ転記 • INITIALIZE
• MOVE
• SET※ 2

5.7　データ転記文

オブジェクト指向 • INVOKE※ 2

• SET※ 2
20　オブジェクト指向機能

例外 • EXIT※ 2

• GOBACK※ 2

• RAISE
• RESUME
• SET
• USE※ 2

21　共通例外処理



5.　手続き文

45

（凡例）

入出力 • CLOSE
• COMMIT※ 2

• DELETE
• OPEN
• READ
• REWRITE
• ROLLBACK※ 2

• START
• UNLOCK
• USE※ 2

• WRITE

6　ファイル入出力機能

整列併合 • MERGE
• RELEASE
• RETURN
• SORT

11　整列併合機能

少量入出力 • ACCEPT※ 2

• DISPLAY※ 2

• STOP※ 2

10　ACCEPT／ DISPLAY／ STOP文による
入出力

報告書機能 • GENERATE
• INITIATE
• SUPPRESS
• TERMINATE

9　報告書作成機能

プログラム間連絡 • CALL
• CANCEL
• ENTRY
• EXIT※ 2

• GOBACK※ 2

• STOP※ 2

16　COBOLの実行単位

通信 • COMMIT※ 2

• DISABLE
• ENABLE
• RECEIVE
• ROLLBACK※ 2

• SEND
• TRANSCEIVE

22　データコミュニケーション機能
（UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，
Linux(IPF64)で有効）

画面 • ACCEPT※ 2

• DISPLAY※ 2

• ERASE
• REPLY
• USE※ 2

• WAIT

12　画面入出力機能（HP-UX(IPF)，
HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Solaris(SPARC)で有効）

その他 • ENTER※ 1 －

分類 文 参照先
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－：廃要素のため，このマニュアルでは解説なし

注※ 1
廃要素です。

注※ 2
複数の機能で使用します。

5.1.2　条件式
条件式の評価の流れを，幾つかの場合に分けて説明します。

条件式の文法規則については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　4.7.4 条
件式（Conditional expressions）」を参照してください。

（1） 条件がすべて ANDで連結されている場合

条件がすべて ANDで連結されている条件式の評価の流れを次に示します。

図 5-1　条件 1 AND 条件 2 AND … 条件 nの評価

この場合の条件式の例を次に示します。

（例）
IF A = 10 AND B = 20 AND C = 30
  THEN 
    DISPLAY '--- THEN ---'
  ELSE 
    DISPLAY '--- ELSE ---'
END-IF.

A=10かつ B=20かつ C=30のときだけ THENの DISPLAY文を実行します。一つ
でも条件が真とならない場合は，ELSEの DISPLAY文を実行します。

（2） 条件がすべて ORで連結されている場合

条件がすべて ORで連結されている条件式の評価の流れを次に示します。
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図 5-2　条件 1 OR 条件 2 OR … 条件 nの評価

この場合の条件式の例を次に示します。

（例）
IF A = 10 OR B = 20 OR C = 30
  THEN 
    DISPLAY '--- THEN ---'
  ELSE 
    DISPLAY '--- ELSE ---'
END-IF.

A=10，B=20，C=30のどれか一つでも条件が真ならば THENの DISPLAY文を実
行します。すべての条件が偽の場合にだけ，ELSEの DISPLAY文を実行します。

（3） 条件が ORと ANDで連結されている場合

条件が ORと ANDで連結されている条件式の評価の流れを次に示します。

図 5-3　条件 1 OR 条件 2 AND 条件 3の評価

この場合の条件式の例を次に示します。

（例）
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IF A = 10 OR B = 20 AND C = 30
  THEN
    DISPLAY '--- THEN ---'
  ELSE
    DISPLAY '--- ELSE ---'
END-IF.

A=10，または B=20かつ C=30のどちらか一つでも条件が真ならば THENの
DISPLAY文を実行します。すべての条件が偽の場合にだけ，ELSEの DISPLAY文
を実行します。

（4） 条件が括弧で囲まれている場合

条件が括弧で囲まれている条件式の評価の流れを次に示します。

図 5-4　（条件 1 OR NOT 条件 2） AND 条件 3 AND 条件 4の評価

この場合の条件式の例を次に示します。

（例）
IF ( A = 10 OR NOT B = 20 ) AND C = 30 AND D = 40
  THEN
    DISPLAY '--- THEN ---'
  ELSE
    DISPLAY '--- ELSE ---'
END-IF.

括弧で囲まれている条件，C=30および D=40が ANDで連結されているので，これ
らの条件がすべて真ならば，条件式の真理値は真となります。どれか一つでも偽と
なれば，条件式の真理値は偽となります。
次に括弧内の条件について検証します。A=10と NOT B=20は ORで連結されてい
るので，どちらか一方の条件が真ならば，括弧内の条件は真となります。ここで，
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NOTは条件 B=20の真理値を否定しているため，B=20が真ならば NOT B=20は
偽，B=20が偽ならば NOT B=20は真となります。

5.1.3　中間結果の作成条件
コンパイラは，算術式の作用対象の演算順序などによって，一つ以上の中間結果を作成
します。この中間結果は記憶装置の一部またはレジスタ上に作成され，算術演算の結果
が出るまで保留されます（演算結果を連続して使用する場合，記憶装置内の同じ場所を
使用することがあります）。

中間結果は次の場合に作成されます。

• ADD文，SUBTRACT文，MULTIPLY文，DIVIDE文，および COMPUTE文
• EVALUATE文，IF文，PERFORM文，および SEARCH文中に算術式が含まれると
き

• 組み込み関数の引数，添字，部分参照中に算術式が含まれるとき

中間結果の作成例を次に示します。

（例）
COMPUTE A = B + (C / D) + ((E ** F) * G) - H

上記の COMPUTE文は，次に示す連続した単一の演算操作に変換されます。
 
C / D      → IR1 
E ** F     → IR2 
IR2 * G    → IR3 
B + IR1    → IR4 
IR4 + IR3  → IR5 
IR5 - H    → A 

IRn（nは数字）は，コンパイラによって作成された中間結果の記憶場所を表しま
す。
結果項目 Aの精度は，作成される中間結果の整数部および小数部のけた数の影響を
受けます。
なお，詳細は「5.2　算術演算機能」を参照してください。

5.1.4　CORRESPONDING指定
CORRESPONDING指定は，ADD文，SUBTRACT文，およびMOVE文で使用しま
す。

CORRESPONDING指定については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
10.6.5 CORRESPONDING指定」を参照してください。

CORRESPONDING指定をすると，一つの文で集団項目中の幾つもの「対応する」項目
間の加減算や転記ができます。
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CORRESPONDINGを指定したMOVE文，ADD文，または SUBTRACT文で，対応
する項目が一つもない場合は，転記が行われません。

対応とは，D1と D2をそれぞれ集団項目の一意名とするときに，D1と D2から一つずつ
とったデータ項目の組が，次の条件を満たす場合を指します。

• D1に従属するデータ項目と D2に従属するデータ項目に FILLER以外の同じデータ
名があり，D1と D2の直前までの修飾語の名前の系列が同じである。

• CORRESPONDING指定付きのMOVE文では，そのデータ項目の少なくとも一つは
基本項目であり，結果的に行われる転記は転記の規則に従って正しいものである。
CORRESPONDING指定付きの ADD文または SUBTRACT文では，そのデータ項目
の両方が基本数字データ項目である。

• D1および D2の記述は，レベル番号 66，77，88，または用途が指標，オブジェクト
を含んでいてはならない。

• D1または D2に従属するデータ項目が，REDEFINES句，RENAMES句，
OCCURS句，または用途が指標，オブジェクトを含むとき，そのデータ項目は対応
の対象とはならない。また，REDEFINES句，OCCURS句，または用途が指標，オ
ブジェクトを含むデータ項目に従属するときも，対応の対象とはならない。D1および
D2は，どちらも部分参照されてはならない。

• 上記の条件を満足する各データ項目の名前は，暗黙の修飾語の結果，一意にならなけ
ればならない。
対応する項目の例を，次に示します。

（例 1）

• D1同士と F1同士は対応します。
• H1は一方が基本項目で他方が集団項目ですが，MOVE文では，基本項目から集
団項目への転記ができるので対応しています。ただし，ADD文および
SUBTRACT文では基本項目でなければならないので，対応しません。

• B1，C1は集団項目なので対応しません。
• E1は修飾語の系列が異なる（E1 OF C1 OF B1と E1 OF C1 OF H1）ので対応し
ません。

つまり，(A)は (B)と同じことになります。

（A）
MOVE CORRESPONDING X TO Z
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（B）
MOVE D1 OF C1 OF B1 OF X TO D1 OF C1 OF B1 OF Z
MOVE F1 OF C1 OF B1 OF X TO F1 OF C1 OF B1 OF Z
MOVE H1 OF X             TO H1 OF Z

（例 2）

• A1と E1は対応します。
• B1は OCCURS句を含む項目，C1，D1は OCCURS句を含む項目に従属する項
目なので，対応しません。

• F1は REDEFINES句を含む項目なので対応しません。

つまり，(A)は (B)と同じことになります。

（A）
MOVE CORRESPONDING Y TO Z

（B）
MOVE A1 OF Y TO A1 OF Z
MOVE E1 OF Y TO E1 OF Z
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5.2　算術演算機能
ここでは，算術演算機能について説明します。

5.2.1　算術演算機能の特徴
算術文（詳細は「5.2.2　算術文」を参照）は，複数個の答えを持つことがあります。こ
れらの文は，次のように書かれたものとして実行されます。

• 文の初期評価（添字などの評価）の一部であるすべてのデータ項目の参照を行い，こ
れらのデータ項目に対して必要な計算や結合を行い，括弧の演算の結果を一時的な記
憶場所に蓄える文（初期評価の一部である項目を表す規則は，個々の文によって異な
る）

• 各単一の結果のデータ項目に，この一時的な記憶場所の値を転送したり，結び付けた
りする一連の文（これらの文は，複数個の答が並べてあるのと同じ順序で，左から右
に書かれているものとみなされる）

算術文の例を次に示します。なお，例中の tempは，任意の一時的な記憶場所を示しま
す。

（例 1）
(A)と (B)は同じことを表します。

(A)
ADD a b c TO c d(c) e

(B)
ADD a b c GIVING temp
ADD temp TO c
ADD temp TO d(c)
ADD temp TO e

（例 2）
(A)と (B)は同じことを表します。

(A)
MULTIPLY a(i) BY i，a(i)

(B)
MOVE a(i) TO temp 
MULTIPLY temp BY i 
MULTIPLY temp BY a(i)

算術文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.2 ADD文」，
「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.8 COMPUTE文」，「COBOL2002　言語　標
準仕様編　10.8.13 DIVIDE文」，「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.29 
MULTIPLY文」，および「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.48 SUBTRACT文」
を参照してください。
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5.2.2　算術文
算術文には，COMPUTE文，ADD文，SUBTRACT文，MULTIPLY文，および
DIVIDE文があります。各文の説明を，次に示します。

なお，例中の temp，quot，rem-tmp，および remは，任意の一時的な記憶場所を示し
ます。

（1） COMPUTE文

COMPUTE文は，算術式の値を一つ以上のデータ項目に収めます。

COMPUTE文による演算の例を次に示します。なお，A～ Dは整数項目を表します。

（例）
COMPUTE A = B +  C.    ←BにCを加算し，その結果をAに収める
COMPUTE A = B -  C.    ←BからCを減算し，その結果をAに収める
COMPUTE A = B *  C.    ←BにCを乗算し，その結果をAに収める
COMPUTE A = B /  C.※   ←BをCで除算し，その結果をAに収める
COMPUTE A = B ** C.    ←BをC乗し，その結果をAに収める

注※
剰余を求めたい場合には，次のような COMPUTE文を組み合わせます。

 
COMPUTE A =  B / C          ←BをCで除算し，その商をAに収める
COMPUTE D =  B - C * A      ←商Aを使って剰余を求め，Dに収める

（2） ADD文

ADD文は，幾つかの数字作用対象の和を一つ以上のデータ項目に収めます。

ADD文による演算の例を次に示します。

（例 1）
ADD文は，続く注記行の COMPUTE文と同じです。
       ADD A TO B
      *COMPUTE B = A + B
       ADD A B C TO D
      *COMPUTE D = A + B + C + D
       ADD A B TO C D
      *COMPUTE temp = A + B
      *COMPUTE C = temp + C
      *COMPUTE D = temp + D

（例 2）
ADD文は，続く注記行の COMPUTE文と同じです。
       ADD A B TO C GIVING D
      *COMPUTE D = A + B + C
       ADD A B GIVING C D ROUNDED
      *COMPUTE temp = A + B
      *COMPUTE C = temp
      *COMPUTE D ROUNDED = temp
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（例 3）
ADD文は，続く注記行の二つの COMPUTE文を合わせたものと同じです。
       05 A.
         10 D1 PIC S9(6).
         10 D2 PIC S9(3)V9(2) USAGE COMP.
       05 B.
         10 D1 PIC S9(5)V9 USAGE COMP.
         10 D2 PIC 9(5)V9(5).
         ：
           ADD CORRESPONDING A TO B ROUNDED
      *    COMPUTE D1 OF B = D1 OF A + D1 OF B
      *    COMPUTE D2 OF B = D2 OF A + D2 OF B

（3） SUBTRACT文

SUBTRACT文は，幾つかの数字作用対象の和を，一つ以上のデータ項目から減じ，そ
の結果を一つ以上のデータ項目に収めます。

SUBTRACT文による演算の例を次に示します。

（例 1）
SUBTRACT文は，続く注記行の COMPUTE文と同じです。
       SUBTRACT A FROM B
      *COMPUTE B = B - A
       SUBTRACT A B C FROM D
      *COMPUTE D = D - (A + B + C)
       SUBTRACT A B FROM C D
      *COMPUTE temp = A + B
      *COMPUTE C = C - temp
      *COMPUTE D = D - temp

（例 2）
SUBTRACT文は，続く注記行の COMPUTE文と同じです。
       SUBTRACT A FROM B GIVING C
      *COMPUTE C = B - A
       SUBTRACT A B C FROM D GIVING E
      *COMPUTE E = D - (A + B + C)
       SUBTRACT A B FROM C GIVING D E ROUNDED
      *COMPUTE temp = C - (A + B)
      *COMPUTE D = temp
      *COMPUTE E ROUNDED = temp

（例 3）
SUBTRACT文は，続く注記行の二つの COMPUTE文を合わせたものと同じです。
       05 A.
        10 D1 PIC S9(6).
        10 D2 PIC S9(3)V9(2) USAGE COMP.
       05 B.
        10 D1 PIC S9(5)V9 USAGE COMP.
        10 D2 PIC 9(5)V9(5).
              :
           SUBTRACT CORRESPONDING A FROM B
      *COMPUTE D1 OF B = D1 OF B - D1 OF A
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      *COMPUTE D2 OF B = D2 OF B - D2 OF A

（4） MULTIPLY文

MULTIPLY文は，数字作用対象同士の積を計算し，その結果を一つ以上のデータ項目に
収めます。

MULTIPLY文による演算の例を次に示します。

（例 1）
MULTIPLY文は，続く四つの COMPUTE文を合わせたものと同じです。
       MULTIPLY A BY B ROUNDED C D
      *COMPUTE temp = A 
      *COMPUTE B ROUNDED = temp * B
      *COMPUTE C = temp * C
      *COMPUTE D = temp * D

（例 2）
MULTIPLY文は，続く四つの COMPUTE文を合わせたものと同じです。
       MULTIPLY A BY B GIVING C D ROUNDED E
      *COMPUTE temp = A * B
      *COMPUTE C = temp
      *COMPUTE D ROUNDED = temp
      *COMPUTE E = temp

（5） DIVIDE文

DIVIDE文は，一つの作用対象をほかの数字作用対象で割り，その商と剰余を一つ以上
のデータ項目に収めます。

DIVIDE文による演算の例を次に示します。

（例 1）
DIVIDE文は，続く注記行の COMPUTE文の組と同じです。
       DIVIDE A INTO B ROUNDED A C
      *COMPUTE temp = A
      *COMPUTE B ROUNDED = B / temp
      *COMPUTE A = A / temp
      *COMPUTE C = C / temp

（例 2）
DIVIDE文は，続く注記行の COMPUTE文と同じです。
       DIVIDE A INTO B GIVING C D ROUNDED
      *COMPUTE temp = B / A
      *COMPUTE C = temp
      *COMPUTE D ROUNDED = temp

（例 3）
DIVIDE文は，続く注記行の COMPUTE文と同じです。
       DIVIDE A BY B GIVING C D ROUNDED
      *COMPUTE temp = A / B
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      *COMPUTE C = temp
      *COMPUTE D ROUNDED = temp

（例 4）
DIVIDE文は，続く注記行の COMPUTE文の組と同じです。
       DIVIDE A INTO B GIVING C ROUNDED REMAINDER D
      *COMPUTE quot = B / A
      *COMPUTE rem-tmp = quot.
      *COMPUTE rem = B - A * rem-tmp.
      *COMPUTE C ROUNDED = quot
      *COMPUTE D = rem

（例 5）
DIVIDE文は，続く注記行の COMPUTE文と同じです。
       DIVIDE A BY B GIVING C ROUNDED REMAINDER D
      *COMPUTE quot = A / B
      *COMPUTE rem = A - B * quot
      *COMPUTE C ROUNDED = quot
      *COMPUTE D = rem

5.2.3　有効けた数
算術文の有効けた数に関する共通事項を次に示します。

なお，HP-UX(IPF64)，Linux(x64)の場合，数字項目のけた拡張機能での有効けた数に
ついては，「27.2.3　数字項目のけた拡張機能での有効けた数」を参照してください。

• 作用対象のデータ記述が同じである必要はありません。
計算の過程で，すべての必要な変数と小数点の位置が合わせられます。

• 作用対象の最大けた数は 18けたです。
また，作用対象の合成※の最大けた数も 18けたです。

注※
作用対象の合成とは，指定された各作用対象を小数点で位置合わせし，重ね合わ
せてできる仮想のデータ項目です。

• 各作用対象のけた数の合計は，想定した位取りも含めて 30けた以内です。

5.2.4　演算の中間結果
中間結果のけた数は，次の規則に従って確保されます。

なお，HP-UX(IPF64)，Linux(x64)の場合，数字項目のけた拡張機能での演算の中間結
果については，「27.3　数字項目のけた拡張機能での演算の中間結果」を参照してくださ
い。

• 演算の結果，上位けたや下位けたに切り捨てが発生しないけた数を確保します。
• 除算の場合，割り切れるとは限らないので，小数部のけた数は算術文中に現れる項目
の最大のものとします。
除数の PICTURE句で，999PPVのように小数点の左側に Pがある場合には，演算速
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度の効率を考慮して，Pのけた数を商の中間結果に加えて大きくします。
ここで確保されないけたに入る値は，切り捨てられます。

• べき乗の場合（右辺（べき数）が一意名のとき），演算結果の上位けたや下位けたがど
こまで大きくなるかわからないため，中間結果を 30けたとして，小数部のけた数は
算術式中に現れる項目の小数部の最大値とします。
ここで確保されないけたに入る値は，切り捨てられます。

• 中間結果の取れるけた数は，最大の 30けたとし，これを超えた場合は補正をします。
このシステムで適用する中間結果の計算式を「表 5-2　中間結果のけた数（加減算）」
および「表 5-3　中間結果のけた数（乗算，除算，べき乗）」に示します。ただし，作
用対象に数字定数がある場合，中間結果はその計算結果の取れる最大値を格納できる
けた数を確保します。

表 5-2　中間結果のけた数（加減算）

（凡例）
I1：連続する加減算の最初の数の整数部のけた数

In-1：演算の左辺の整数部のけた数

Dn-1：演算の左辺の小数部のけた数

In：演算の右辺の整数部のけた数

Dn：演算の右辺の小数部のけた数

注※
iは，次に示す式を満足する整数を表します。
log10(n) ≦ i ≦ log10(n-1) + 1

　

表 5-3　中間結果のけた数（乗算，除算，べき乗）

演算の種類 整数部のけた数 小数部のけた数

加減算が連続 (a1± a2± ...± an)していて，かつ I1が最大け

た数
I1 + i※ MAX(Dn-1,Dn)

In-1 ＜ In In + 1

演算の種類 整数部のけた数（I） 小数部のけた数（D）

乗算 I1 + I2 D1 + D2

除算 I1 + D2 MAX (D1 - D2,Dmax)

べき乗 右辺が整数の数字直定数（L≠ 0）
のとき

I1 × L
右辺が整数の数字直定数 (L＝ 0)の
とき

1
右辺が上記以外のとき

30 - Dmax

右辺が整数の数字直定数（L≠ 0）
のとき

D1 × L
右辺が整数の数字直定数（L＝ 0）
のとき

0
右辺が上記以外のとき

Dmax
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（凡例）
I：中間結果の整数部のけた数
D：中間結果の小数部のけた数
I1：演算の左辺の整数部のけた数

D1：演算の左辺の小数部のけた数

I2：演算の右辺の整数部のけた数

D2：演算の右辺の小数部のけた数

Df：受け取り側作用対象の小数部のけた数
Dmax：算術式中のすべての作用対象と結果項目（ROUNDED指定ありの場合は Df + 1）の中
で最大の小数部のけた数（算術式が条件式中に書かれたときは比較の作用対象を含み，べき数
と除数の作用対象と浮動小数点数のものは除く）
MAX(x,y)：xと yの最大数
L：整数の数字直定数の値

表 5-4　中間結果が 30けたを超える場合の補正値

注
表中の Iと Dは，「表 5-3　中間結果のけた数（乗算，除算，べき乗）」で計算された値です。
　

• PICTURE句で整数部に Pの指定がある場合，小数部のけた数は 0として計算しま
す。小数部に Pの指定がある場合は，整数部は負として計算します。例えば，
999PPVの整数部のけた数は 5で，小数部のけた数は 0です。また，中間結果のけた
数（I + D）が 30けたを超えた場合，「表 5-2　中間結果のけた数（加減算）」と「表
5-3　中間結果のけた数（乗算，除算，べき乗）」の値は，「表 5-4　中間結果が 30け
たを超える場合の補正値」のように補正されます。

演算の中間結果のけた数を求める例を次に示します。

（例）
       77 A PIC S9(3)V9(3).
       77 B PIC S9(4)V9(3).
       77 C PIC S9(3)V9(2).
       77 D PIC S9(7)V9(4).
           :
           COMPUTE D = C + (A / B).

上記の COMPUTE文を実行すると，中間結果のけた数は次のようになります。

除算 A/Bの中間結果のけた数

補正条件 最終的な整数部 最終的な小数部

Dの値 Iの値

D ≦ Dmax (任意 ) 30 - D D

D ＞ Dmax I + Dmax ≦ 30 I 30 - I

I + Dmax ＞ 30 30 - Dmax Dmax
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整数部：I=I1+D2=3+3=6（けた）
小数部：D=MAX(D1-D2,Dmax)=MAX(0,4)=4（けた）

加算 C+(A/B)の中間結果のけた数
除算 A/Bの中間結果のけた数は，上記の計算式から，I2=6，D2=4として計算
します。
整数部：I=MAX(I1,I2)+1=MAX(3,6)+1=7（けた）
小数部：D=MAX(D1,D2)=MAX(2,4)=4（けた）

演算の中間結果についての注意事項
• 次の場合，浮動小数点演算となるため，中間結果のけた数の計算式は適用されま
せん。

1. 浮動小数点項目や浮動小数点数字定数が算術演算の対象に指定されている場合
2. 被べき数（底）が浮動小数点項目であるか，またはべき数（指数）が整数でない
場合

3. 関数値のデータ属性が内部浮動小数点形式の組み込み関数の場合
4. 浮動小数点項目，べき乗が含まれる算術式，または除算が含まれる算術式を引数
に指定した組み込み関数の場合

• 中間結果が 30けたを超えると，切り捨てが行われるため，正しい値が求まらない
ことがあります。そのため，中間結果が 30けたを超える計算をしてはいけませ
ん。

• 中間結果の計算式は，COBOLの規格で規定されていないため，このシステムが
独自に規定したものです。
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5.3　文字列操作文
文字列操作文は，文字をつなぎ合わせたり，分解したり，置き換えたりします。

文字列操作文には，STRING文，UNSTRING文，および INSPECT文があります。

5.3.1　STRING文
STRING文は，幾つかのデータ項目の内容の一部または全部をつなぎ合わせて，一つの
データ項目に移します。

STRING文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.47 
STRING文」を参照してください。

STRING文の例を次に示します。

（例 1）
受け取り開始位置を指定しない（POINTER指定のない）STRING文
• 三つのデータ項目 AA，BB，CCのデータの一部または全部を取り出して，文字列
を作成します。

• データ項目 AAにはコンマ（,），BBにはセミコロン（;），CCには空白（ ）が
データの区切り文字として入っていて，区切り文字までのデータを取り出して文
字列を作成します。

この STRING文を実行すると，次のようにデータを転記します。なお，文中のかた
かなは，半角かたかな文字を表します。
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1. AAのデータを，コンマ（,）の直前までMSG-01に転記します。
'12345'

2. 英数字定数 'ハ 'を，1.に続けて転記します。
'12345ハ '

3. BBのデータを，セミコロン（;）の直前まで，2.に続けて転記します。
'12345ハ  CHECK  OK'

4. 英数字定数 'デス。'を，3.に続けて転記する。
'12345ハ  CHECK  OKデス。'

5. CCのデータを，空白（  ）の直前まで，4.に続けて転記します（CCのデータ
の区切り文字は空白で，セミコロンはデータの一部です）。
'12345ハ  CHECK  OKデス。  READY;'
MSG-01の残りの部分の内容は変更されません。

（例 2）
受け取り開始位置を指定する（POINTER指定のある）STRING文
• データ項目 D1，D2，D3，D4のデータの一部または全部を取り出し，MSG-02
の領域がいっぱいになるまで転記して文字列を作成します。

• MSG-02がいっぱいかどうかの判定には，OVERFLOW指定を使用します。
• 送り出し側作用対象のデータ項目からは，先頭から最初の空白の直前までのデー
タを取り出します。

• 受け取り開始位置は，POINTER項目の初期値で指定します。

 
       77 D1     PIC X(10).
       77 D2     PIC X(10).
       77 D3     PIC X(10).
       77 D4     PIC X(10).
       77 PTR-1  PIC 9(5) USAGE COMP.
       77 MSG-02 PIC X(25).
                       ：
           MOVE 6     TO PTR-1.
           MOVE SPACE TO MSG-02.
           STRING D1 D2 D3 D4
             DELIMITED BY SPACE
             INTO MSG-02
             WITH POINTER PTR-1
             ON OVERFLOW
               DISPLAY  'OVERFLOW CONDITION;'
           END-STRING.
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PTR-1の初期値が 6の場合，この STRING文を実行すると，次のようにデータを転
記します。

1. D1のデータを，最初の空白の直前までMSG-02に転記します。
PTR-1の初期値は 6なので，MSG-02の 6文字目からデータを転記し，先頭の 5
文字の内容は変更しません。
'_____123,45'

2. D2のデータを続けて転記します。
D2のデータには空白がないので，右端の文字 Jまですべて転記します。
'_____123,45ABCDEFGHIJ'

3. D3のデータを続けて転記します。
D3のデータを 4文字転記すると受け取り側作用対象がいっぱいになるので，転
記を終了して，OVERFLOW指定に書かれた DISPLAY文を実行します。D3の
残りのデータと D4のデータは使用しません。
PTR-1には，転記した文字数が加えられています（この場合，MSG-02のサイズ
+1=26が設定されています）。

5.3.2　UNSTRING文
UNSTRING文は，送り出し側作用対象の連続したデータを分解し，幾つかの受け取り
側作用対象データ項目に移します。

UNSTRING文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.52 
UNSTRING文」を参照してください。

UNSTRING文の使用例を次に示します。

（例 1）
コンマで区切られている 19文字のデータを分解して転記します。
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       77 SEND-02 PIC X(19).
       77 RR-21   PIC X(8).
       77 RR-22   PIC X(8).
       77 RR-23   PIC X(8).
             :
           UNSTRING SEND-02 DELIMITED BY ','
                    INTO RR-21 RR-22 RR-23.

（例 2）
• 100バイトのデータ項目中にコンマで区切られたデータが入っているときに，
データ項目のデータを 3個ずつ取り出して転記します。

• すべてのデータを処理したかどうかの判定には，OVERFLOW指定を使用します。

送り出し側作用対象：

受け取り側作用対象

 
       77 SEND-03 PIC X(100).
       77 AA      PIC X(5).
       77 BB      PIC X(5).
       77 CC      PIC X(5).
       77 SW-1    PIC 9(1) VALUE 0.
       77 PTR-1   PIC 9(3) VALUE 1.
       77 CTR     PIC 9(3) VALUE 0.
                       :
           PERFORM TEST AFTER UNTIL SW-1 NOT = 0
             MOVE SPACE TO AA BB CC
             MOVE 0     TO SW-1, CTR
             UNSTRING SEND-03
                DELIMITED BY ',' OR ALL SPACE 
                INTO AA, BB, CC,

実行 結果

AAの値 BBの値 CCの値 CTRの値 OVERFLOW条件

1回目の実行 K01 K02 K03 3 成立する

2回目の実行 T1 N4 K05 3 成立する

： ： ： ： ： 　　：

n回目の実行 N1 M35 2 成立しない
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                WITH POINTER PTR-1
                TALLYING IN CTR
                NOT ON OVERFLOW MOVE 1 TO SW-1
             END-UNSTRING
              :
             AA, BB, CCを使った処理をする
              :
           END-PERFORM.
                :

注
データの個数は CTRに入っています。

5.3.3　INSPECT文
INSPECT文は，データ項目中の文字や文字列の出現回数を数えたり，それらをほかの
文字列で置き換えたりします。

INSPECT文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.25 
INSPECT文」を参照してください。

INSPECT文の例を次に示します。COUNT-nは，その文の実行の直前にゼロになってい
るものと仮定します。

（例 1）
実行例
 
   INSPECT ITEM TALLYING
       COUNT-0 FOR ALL 'AB', ALL 'D'
       COUNT-1 FOR ALL 'BC'
       COUNT-2 FOR LEADING 'EF'
       COUNT-3 FOR LEADING 'B'
       COUNT-4 FOR CHARACTERS.
 
   INSPECT ITEM REPLACING
       ALL 'AB' BY 'XY', 'D' BY 'X'
       ALL 'BC' BY 'VW'
       LEADING 'EF' BY 'TU'
       LEADING 'B' BY 'S'
       FIRST 'G' BY 'R'
       FIRST 'G' BY 'P'
       CHARACTERS BY 'Z'.

実行結果

ITEMの初期値 COU
NT-0

COU
NT-1

COU
NT-2

COU
NT-3

COU
NT-4

ITEMの終了値

EFABDBCGABCFGG 3 1 1 0 5 TUXYXVWRXYZZPZ

BABABC 2 0 0 1 1 SXYXYZ

BBBC 0 1 0 2 0 SSVW



5.　手続き文

65

（例 2）
実行例
 
   INSPECT ITEM TALLYING
     COUNT-0 FOR CHARACTERS
     COUNT-1 FOR ALL 'A'.
   INSPECT ITEM REPLACING
     CHARACTERS BY 'Z'
     ALL 'A' BY 'X'.

実行結果

（例 3）
実行例
 
    INSPECT ITEM TALLYING
      COUNT-0 FOR ALL 'AB' BEFORE 'BC'
      COUNT-1 FOR LEADING 'B' AFTER 'D'
      COUNT-2 FOR CHARACTERS AFTER 'A' BEFORE 'C'.
    INSPECT ITEM REPLACING
      ALL 'AB' BY 'XY' BEFORE 'BC'
      LEADING 'B' BY 'W' AFTER 'D'
      FIRST 'E' BY 'V' AFTER 'D'
      CHARACTERS BY 'Z' AFTER 'A' BEFORE 'C'.

実行結果

（例 4）
実行例
 
    INSPECT ITEM TALLYING
      COUNT-0 FOR ALL 'AB' AFTER 'BA' BEFORE 'BC'.
    INSPECT ITEM REPLACING
      ALL 'AB' BY 'XY' AFTER 'BA' BEFORE 'BC'.

ITEMの初期値 COUNT-0 COUNT-1 ITEMの終了値

BBB 3 0 ZZZ

ABA 3 0 ZZZ

ITEMの初期値 COUNT-0 COUNT-1 COUNT-2 ITEMの終了値

BBEABDABABBCABEE 3 0 2 BBEXYZXYXYZCABVE

ADDDDC 0 0 4 AZZZZC

ADDDDA 0 0 5 AZZZZZ

CDDDDC 0 0 0 CDDDDC

BDBBBDB 0 3 0 BDWWWDB
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実行結果

（例 5）
実行例
   INSPECT ITEM CONVERTING
     'ABCD' TO 'XYZX' AFTER QUOTE BEFORE '#'.
 

上記の INSPECT文は，次の INSPECT文と同じです。
 
    INSPECT ITEM REPLACING
      ALL 'A' BY 'X' AFTER QUOTE BEFORE '#'
      ALL 'B' BY 'Y' AFTER QUOTE BEFORE '#'
      ALL 'C' BY 'Z' AFTER QUOTE BEFORE '#'
      ALL 'D' BY 'X' AFTER QUOTE BEFORE '#'.

実行結果

ITEMの初期値 COUNT-0 ITEMの最終値

ABABABABC 1 ABABXYABC

ITEMの初期値 ITEMの最終値

AC'AEBDFBCD#AB'D AC'XEYXFYZX#AB'D



5.　手続き文

67

5.4　条件分岐文
条件分岐文には，EVALUATE文および IF文があります。

5.4.1　EVALUATE文
EVALUATE文は，多枝分岐，多枝結合の構造を記述し，複数の条件を評価できます。プ
ログラムが次に取る動作は，これらの評価の結果によって決まります。

EVALUATE文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.18 
EVALUATE文」を参照してください。

EVALUATE文の例を次に示します。

（例 1）
各選択対象の組中の選択対象の数は，選択主体の数と等しくする必要があります。
 
              ：
    EVALUATE X ALSO Y ALSO Z
        WHEN 1 ALSO 2 ALSO ANY 
          ADD A TO B
        WHEN 3 ALSO 4 ALSO 5
          ADD C TO B
        WHEN OTHER
          ADD B TO A
    END-EVALUATE.
              ：

（例 2）
 
    EVALUATE A
      WHEN  1
      WHEN  3
      WHEN  5
           :
      WHEN 19
        MOVE 'ODD' TO B             *>1.
      WHEN  2
      WHEN  4
            :
      WHEN 20
        MOVE 'EVEN' TO B            *>2.
      WHEN OTHER
        MOVE 'OUT  OF  RANGE' TO B  *>3.
    END-EVALUATE.

• 整数項目 Aの値が 20以下の奇数のとき，1.のMOVE文が実行されます。
• 整数項目 Aの値が 20以下の偶数のとき，2.のMOVE文が実行されます。
• 整数項目 Aの値が 20を超えるとき，または 0以下のとき，3.のMOVE文が実行
されます。
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5.4.2　IF文
IF文は，条件を評価し，真ならば THENの処理を，偽ならば ELSEの処理を実行しま
す。

IF文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.23 IF文」を参
照してください。

IF文の処理の流れを次に示します。

図 5-5　IF文の処理の流れ

IF文の例を次に示します。

（例 1）
THEN節と ELSE節の両方に手続きがある場合
実行例

処理の流れ
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（例 2）
THEN節だけに手続きがある場合（ELSE NEXT SENTENCEを省略したとき）
実行例

処理の流れ

• C1に対する文 1は a1で，文 2は省略されています。
• C2に対する文 1は a2で，文 2は a3です。
• C3に対する文 1は S2で，文 2は S3です。
• C4に対する文 1は S5で，文 2は省略されています。

省略されている ELSE NEXT SENTENCEを補うと，例 2の実行例は次のようにな
ります。
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実行例
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5.5　表操作
表操作には SEARCH文があります。

5.5.1　SEARCH文
SEARCH文は，指定した条件を満足する表要素を探し，対応する指標の値がその表要素
を指すようにします。

SEARCH文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.41 
SEARCH文」を参照してください。

WHEN指定がある場合の，SEARCH文の流れを次に示します。

図 5-6　SEARCH文の処理の流れ（WHEN指定が二つある場合）
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流れ図

注※ 1
SEARCH文中に書かれたときだけ実行されます。

注※ 2
GO TO文のある無条件文の終了を必要としません。SEARCH文の終わりに制御が
移ります。

SEARCH文の例を次に示します。

（例）
多次元の表引き操作と SEARCH文
• SEARCH文で参照する表が 2次元以上の場合，各 OCCURS句に INDEXED BY
で，指標名を付けておく必要があります。

• SEARCH文が変更するのは，一意名 1用の指標名の値，および（VARYING指定
があれば）指標名 1または一意名 2だけです。

• 2次元以上の表全体を表引きするには，各次元に SEARCH文を何度か実行しなけ
ればなりません。

 
       01 TBL. 
         05 A OCCURS 10 
              ASCENDING K1 INDEXED BY IX. 
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           10 K1 PIC X(2). 
           10 B OCCURS 5 
                DESCENDING K2 INDEXED BY JX. 
             20 K2 PIC 9(4). 
             20 C  PIC X(20). 

K1の値が 'AB 'で，K2の値が 1950のときの表要素 Cを求めるには，次のようにし
ます。
 
           SEARCH ALL A AT END GO TO OWARI
                  WHEN K1(IX) = 'AB'
                       NEXT SENTENCE.
        
           SEARCH ALL B AT END GO TO OWARI
                  WHEN K2(IX，JX) = 1950
                       MOVE C(IX，JX) TO X
                       GO TO OWARI.
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5.6　手続き分岐
手続き分岐文には，GO TO文，PERFORM文，および CONTINUE文があります。

5.6.1　GO TO文
GO TO文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.21 GO TO
文」を参照してください。

GO TO文の例を次に示します。

（例 1）
           MOVE A TO B
           GO TO P           *>1.
           ADD C TO D        *>2.
               ：
       P.
               ：

• 1.の GO TO文を実行すると，制御は Pに移ります。
• 2.の ADD文は実行されません。

（例 2）
       01 DATA-1 PIC 9(9). 
                 ：
            GO TO P1 P2 P3
               DEPENDING DATA-1.
                 ：
        P1.
                 ：
        P2.
                 ：

DATA-1の値が 2のとき，GO TO文を実行すると，2番目に指定した手続き名
（P2）に制御が移ります。

5.6.2　PERFORM文
PERFORM（実行）文は，幾つかの手続きに明示的に制御を移し，指定した手続きの実
行が終わると，暗黙的に制御を戻します。また，PERFORM文は，その PERFORM文
の範囲に含まれる一つ以上の文の実行を制御するためにも使用されます。

PERFORM文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.31 
PERFORM文」を参照してください。
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（1） 基本的な PERFORM文の実行例

（a）ある条件を満たすまで処理を繰り返す場合（PERFORM UNTIL条件）

処理の流れ

実行例
       PERFORM UNTIL フラグ = '1'     *>1.
         READ 入力ファイル
           AT END MOVE '1' TO フラグ  *>2.
         END-READ
         IF  フラグ = '0'
           COMPUTE A = A + 1          *>3.
         END-IF
       END-PERFORM.

1. ファイル終了フラグが '1'になるまで（ファイル入力が終了するまで），1.～ 3.
の処理を繰り返します。

2. 入力ファイルからレコードを入力します。ファイル終了条件が成立すると，ファ
イル終了フラグに '1'をセットします。

3. ファイル終了条件が成立しない場合は，Aに 1を加算します。

（b）指定した回数だけ処理を繰り返す場合（PERFORM  回数 TIMES）

処理の流れ

実行例
       PERFORM 10 TIMES      *>1.
         COMPUTE I = I + 10  *>2.
         DISPLAY I           *>3.
       END-PERFORM.

1. 2.と 3.を 10回繰り返します。
2. Iに 10を加算した結果を Iに入れます。
3. Iを出力します。

Iが初期設定で 0になっている場合，出力結果は，10から始まって 10飛びの数
です。
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（c）手続きを呼び出す場合（そと PERFORM）

処理の流れ

実行例
       主処理.
           OPEN INPUT 入力ファイル
                OUTPUT 出力ファイル.
           PERFORM 入力処理.                   *>1.
           PERFORM UNTIL 終了フラグ = '1'      *>2.
             PERFORM 出力処理                  *>3.
             PERFORM 入力処理                  *>4.
           END-PERFORM.
           CLOSE 入力ファイル
                 出力ファイル.
           STOP RUN.
       入力処理.
           READ 入力ファイル 
                AT END MOVE '1' TO 終了フラグ  *>5.
           END-READ.
       出力処理.
           MOVE 入力レコード TO 出力レコード.  *>6.
           WRITE 出力レコード.
        

1. 入力処理を呼び出します。
2. うち PERFORMで 3.，4.をファイル終了条件が成立するまで繰り返します。
3. 出力処理を呼び出します。
4. 入力処理を呼び出します。
5. 入力処理を実行します。
6. 出力処理を実行します。

（d）条件を満たす前に PERFORM文を終了する場合

実行例
           PERFORM VARYING I FROM 1 BY 1 UNTIL I > 10
               ：
             PERFORM VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > 10
               ：
               IF A(J) = 0
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                 EXIT PERFORM  …1.
               END-IF
             END-PERFORM  …2.
               ：
           END-PERFORM.

1.の EXIT PERFORM文を実行すると，2.の END-PERFORMの次の文に制御が
移ります。

（2） VARYING指定のある PERFORM文の実行例

（a）PERFORM文に TEST BEFORE指定があり，VARYING指定中の条件が一つの場合（一
つの一意名を変化させる場合）

処理の流れ

形式
           PERFORM WITH TEST BEFORE VARYING
                   一意名2 FROM ｛一意名3｜定数1｝
                           BY   ｛一意名4｜定数2｝
                           UNTIL  条件1
             無条件文1
                 ：
           END-PERFORM.

1. 一意名 2のデータ項目の内容を定数 1，または PERFORM文の開始時の一意名 3の
データ項目の現在値に等しくします。

2. 条件 1を検査します。
条件 1を満たしていれば，制御は PERFORM文の終わりに移ります。
条件 1を満たしていなければ，3.に進みます。

3. 指定された文の組（無条件文 1）を 1回実行します。
4. 一意名 2のデータ項目の値に，定数 2または一意名 4のデータ項目の増加分または減
少分を加え，2.に戻ります。
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• PERFORM文の実行を開始するとき，すでに条件 1が満たされていれば，制御は
PERFORM文の終わりに移ります。

• PERFORM文に TEST BEFORE指定も TEST AFTER指定も書かない場合は，
TEST BEFORE指定を書いたものとみなされます。

（b）PERFORM文に TEST BEFORE指定があり，VARYING指定中の条件が二つの場合（二
つの一意名のデータ項目を変化させる場合）

処理の流れ

形式
           PERFORM WITH TEST BEFORE VARYING
                   一意名2 FROM ｛一意名3｜定数1｝
                           BY   ｛一意名4｜定数2｝
                           UNTIL 条件1
             AFTER 一意名5 FROM ｛一意名6｜定数3｝
                           BY   ｛一意名7｜定数4｝
                           UNTIL  条件2
             無条件文1
                ：
           END-PERFORM

1. 一意名 2のデータ項目の内容を，定数 1または一意名 3のデータ項目の現在値に等し
くします。
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2. 一意名 5のデータ項目の内容を，定数 3または一意名 6のデータ項目の現在値に等し
くします。

3. 条件 1を検査します。
条件 1を満たしていれば，制御は PERFORM文の終わりに移ります。
条件 1を満たしていなければ，4.に進みます。

4. 条件 2を検査します。
条件 2を満たしていれば，一意名 2のデータ項目の内容に定数 2または一意名 4の
データ項目の内容を加え，2.に戻ります。
条件 2を満たしていなければ，5.に進みます。

5. 指定された文の組（無条件文 1）を 1回実行します。
6. 一意名 5のデータ項目の内容に定数 4または一意名 7のデータ項目の内容を加えて，

4.に戻ります。

• PERFORM文の実行が終わったとき，一意名 5のデータ項目には，定数 3または一意
名 6のデータ項目の現在値が入っています。一意名 2のデータ項目には，増加分や減
少分によって最後に変更された値が入っています。

• PERFORM文の実行を始めたときに条件 1が満足されていると，一意名 2のデータ項
目には，定数 1または一意名 3のデータ項目の現在値が入っています。

• PERFORM文に TEST BEFORE指定も TEST AFTER指定も書かない場合は，
TEST BEFORE指定を書いたものとみなされます。

（c）PERFORM文に TEST AFTER指定があり，VARYING指定中の条件が一つの場合（一つ
の一意名を変化させる場合）

処理の流れ

形式
       PERFORM WITH TEST AFTER
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               VARYING 一意名2
               FROM ｛一意名3｜定数1｝
               BY ｛一意名4｜定数2｝UNTIL 条件1
         無条件文1
             ：
       END-PERFORM.

1. 一意名 2のデータ項目の内容を，定数 1または PERFORM文開始時の一意名 3の
データ項目の現在値に等しくします。

2. 指定された文の組（無条件文 1）を 1回実行します。
3. 条件 1を検査します。
条件 1を満たしていれば，制御は PERFORM文の終わりに移ります。
条件 1を満たしていなければ，4.に進みます。

4. 一意名 2のデータ項目の値に定数 2または一意名 4のデータ項目の値の増加分または
減少分を加え，2.に戻ります。

（d）PERFORM文に TEST AFTER指定があり，VARYING指定中の条件が二つの場合（二つ
の一意名のデータ項目を変化させる場合）

処理の流れ
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形式
       PERFORM WITH TEST AFTER
               VARYING 一意名2 FROM 一意名3
               BY 一意名4 UNTIL 条件1
               AFTER 一意名5 FROM 一意名6
               BY 一意名7 UNTIL 条件2
         無条件文1
             ：
       END-PERFORM.

1. 一意名 2のデータ項目の内容を，定数 1または一意名 3のデータ項目の現在値に等し
くします。

2. 一意名 5のデータ項目の内容を，定数 3または一意名 6のデータ項目の現在値に等し
くします。

3. 指定された文の組（無条件文 1）を 1回実行します。
4. 条件 2を検査します。
条件 2を満たしていれば，5.に進みます。
条件 2を満たしていなければ，一意名 5のデータ項目の内容に定数 4または一意名 7
のデータ項目の内容を加え，3.に戻ります。

5. 条件 1を検査します。
条件 1を満たしていれば，制御は PERFORM文の終わりに移ります。
条件 1を満たしていなければ，6.に進みます。

6. 一意名 2のデータ項目の内容に定数 2または一意名 4のデータ項目の内容を加えて 2.
に戻ります。

• PERFORM文の実行が完全に終わったあと，AFTER指定または VARYING指定に
よって変更される各データ項目には，指定された文の組が最後に実行されたときと同
じ値が入っています。

• PERFORM文の指定された文の組の実行中に，次の項目を変更した場合，その変更が
評価されて PERFORM文の実行に影響を与えます。
• VARYING指定の一意名 2のデータ項目
• BY指定の一意名 4のデータ項目
• AFTER指定の一意名 5のデータ項目
• FROM指定の一意名 3のデータ項目

• 二つの一意名のデータ項目を変化させるとき，一意名 5の繰り返し（FROM，BY，
UNTIL）が完全に 1回終わるたびに，一意名 2のデータ項目の内容が変更されます。
三つ以上の一意名のデータ項目を変化させるときの機構も，一意名が二つのときと同
じで，AFTER指定のデータ項目の繰り返しが完全に終わるたびに，先行する AFTER
指定のデータ項目が変更されます。

（3） PERFORM文の実行範囲

PERFORM文の実行範囲にほかの PERFORM文がある場合，含まれている PERFORM
文の実行範囲は，初めの PERFORM文の論理的な実行範囲の内側に完全に含まれている
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か，または完全に外側である必要があります。PERFORM文の実行範囲内で始められた
ほかの PERFORM文の制御は，前者の PERFORM文の出口を通ることはできません。
また，実行中の 2個以上の PERFORM文は，共通の出口を持つこともできません。

PERFORM文の詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
10.8.31 PERFORM文」を参照してください。

PERFORM文の実行範囲の例を次に示します。

（例 1）
正しい例（完全に内側に含まれている）

（例 2）
正しい例（完全に外側にある）

（例 3）
正しい例（同時に実行されていない）

（例 4）
誤った例（後者の PERFORM文の制御が，前者の PERFORM文の出口を通ってい
る）
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（例 5）
正しい例（同時に実行されていない）

5.6.3　CONTINUE文
CONTINUE文は，条件文や無条件文などに使用し，実行文が存在しないことを示しま
す。CONTINUE文は，実行に影響を与えません。

CONTINUE文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.9 
CONTINUE文」を参照してください。

CONTINUE文の例を次に示します。

（例）
           IF 条件1 THEN
             無条件文1
           ELSE
             CONTINUE  *>ELSE側の処理は何もないことを示す
           END-IF.
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5.7　データ転記文
データ転記文には，INITIALIZE文，MOVE文，および SET文があります。

5.7.1　INITIALIZE文
INITIALIZE文は，特定の型のデータ領域に，あらかじめ決められた値を設定します。
例えば，数字データにはゼロを，英数字データには空白を設定できます。

INITIALIZE文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.24 
INITIALIZE文」を参照してください。

INITIALIZE文の例を次に示します。

（例 1）
       01 DATAX .
         05 A      PIC A(5).
         05 B      PIC X(5).
         05 C      PIC 9999.
         05 D      PIC S9(5).
         05 E      REDEFINES D PIC X(5).
         05 F      PIC S9(3)V9(2).
         05 G      PIC 9(4)PP.
         05 H      PIC X(4)0(3)9.
         05 I      PIC A(5)BA(5).
         05 J      PIC **,**9.
         05 K      PIC 99/99.
         05 L      PIC 9(4).9(2).
         05 M      PIC +¥9(5).
         05 N      PIC ¥9(5)-.
         05 O      PIC ¥**,***CR.
         05 P      PIC ¥**,***DB.
         05 Q      PIC ZZZ.99.
         05 R      PIC ***.99.
         05 S      PIC ¥¥¥,¥¥9+.
         05 T      PIC S9(3) USAGE PACKED-DECIMAL.
         05 U      PIC S9(3) USAGE COMP OCCURS 10 TIMES.
         05 V      PIC 1(3).
         05 W      PIC 1(3) USAGE BIT.
         05 X      PIC XAX.
         05 Y      PIC N(3).
         05 Z      PIC N(2)BN(1).
         05 FILLER PIC X.

項目 INITIALIZE 
DATAX

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHABETIC 
DATA BY 'A'

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHANUMER

IC
 DATA BY 'A1'

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
NUMERIC 
DATA BY 1

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHANUMER

IC-EDITED 
DATA BY 'A'

A △△△△△ A△△△△ 設定しない 設定しない 設定しない
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B △△△△△ 設定しない A1△△△ 〃 〃

C 符号なし外部
10進の
「0000」

〃 設定しない 符号なし外部
10進の
「0001」

〃

D 符号付き外部
10進の
「00000」

〃 〃 符号付き外部
10進の
「00001」

〃

E 設定しない 〃 〃 設定しない 〃

F 符号なし外部
10進の
「00000」

〃 〃 符号なし外部
10進の
「00100」

〃

G 符号なし外部
10進の
「0000」

〃 〃 符号なし外部
10進の
「0000」

〃

H △△△△ 000 〃 〃 〃 A△△△ 000
△

I △△△△△△
△△△△△

〃 〃 〃 A△△△△△△
△△△△

J *****0 〃 〃 〃 設定しない

K 00/00 〃 〃 〃 〃

L 0000.00 〃 〃 〃 〃

M +¥00000 〃 〃 〃 〃

N ¥00000△ 〃 〃 〃 〃

O ********* 〃 〃 〃 〃

P ********* 〃 〃 〃 〃

Q △△△ .00 〃 〃 〃 〃

R ***.00 〃 〃 〃 〃

S △△△△△¥0+ 〃 〃 〃 〃

T 符号付き内部
10進の「000」

〃 〃 符号付き内部
10進の「001」

〃

U 各要素に 2進
形式の値 000

〃 〃 各要素に 2進形
式の値 001

〃

V 000 〃 〃 設定しない 〃

W 内部ブール形
式の 0

〃 〃 〃 〃

項目 INITIALIZE 
DATAX

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHABETIC 
DATA BY 'A'

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHANUMER

IC
 DATA BY 'A1'

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
NUMERIC 
DATA BY 1

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHANUMER

IC-EDITED 
DATA BY 'A'
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X △△△ 〃 A1△ 〃 〃

Y ▲▲▲ 〃 設定しない 〃 〃

Z ▲▲▲▲ 〃 〃 〃 〃

FILLER
※

設定しない 〃 〃 〃 〃

項目 INITIALIZE DATAX 
REPLACING NUMERIC

-EDITED DATA BY 4

INITIALIZE DATAX 
REPLACING NATIONAL 

DATA BY N'花 '

INITIALIZE DATAX 
REPLACING 

NATIONAL-EDITED DATA 
BY N'花 '

A 設定しない 設定しない 設定しない

B 〃 〃 〃

C 〃 〃 〃

D 〃 〃 〃

E 〃 〃 〃

F 〃 〃 〃

G 〃 〃 〃

H 〃 〃 〃

I 〃 〃 〃

J *****4 〃 〃

K 00/04 〃 〃

L 0004.00 〃 〃

M +¥00004 〃 〃

N ¥00004△ 〃 〃

O ¥*****4△△ 〃 〃

P ¥*****4△△ 〃 〃

Q △△ 4.00 〃 〃

R **4.00 〃 〃

S △△△△△ ¥4+ 〃 〃

T 設定しない 〃 〃

U 〃 〃 〃

V 〃 〃 〃

項目 INITIALIZE 
DATAX

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHABETIC 
DATA BY 'A'

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHANUMER

IC
 DATA BY 'A1'

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
NUMERIC 
DATA BY 1

INITIALIZE 
DATAX 

REPLACING 
ALPHANUMER

IC-EDITED 
DATA BY 'A'
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（凡例）
△：半角の空白を示す
▲：全角の空白を示す

注※
FILLER句については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.16.21 記述項名句」
を参照してください。

（例 2）
オブジェクト参照を使用した INITIALIZE文の例
 
       01 DATAY USAGE OBJECT REFERENCE.
       01 DATAZ USAGE OBJECT REFERENCE.
                ：
           INITIALIZE DATAY REPLACING OBJECT-REFERENCE
                            DATA BY DATAZ.
                ：

この場合，次の文を実行した結果と同じになります。
 
           SET DATAY TO DATAZ.

5.7.2　MOVE文
MOVE文は，編集規則に従って，データを一つ以上のデータ領域に移します。

MOVE文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.28 MOVE
文」を参照してください。

MOVE文の例を次に示します。

（例 1）
一つまたは複数のデータを転記する場合
 
                   ：
       01 A PIC X(3).
       01 B PIC X(3).
       01 C PIC X(3).
       01 D PIC X(3).

W 〃 〃 〃

X 〃 〃 〃

Y 〃 花▲▲ 〃

Z 〃 設定しない 花▲▲▲

FILLER※ 〃 〃 設定しない

項目 INITIALIZE DATAX 
REPLACING NUMERIC

-EDITED DATA BY 4

INITIALIZE DATAX 
REPLACING NATIONAL 

DATA BY N'花 '

INITIALIZE DATAX 
REPLACING 

NATIONAL-EDITED DATA 
BY N'花 '
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       01 E PIC X(3).
                   ：
           MOVE A TO B.      *>1.
           MOVE A TO C D E.  *>2.
                   ：

1. データを項目 Aから項目 Bに転記します。
2. データを項目 Aから項目 C，D，Eに転記します。

（例 2）
MOVE文の送り出し側作用対象に添字が付いている場合
添字はデータを先頭の受け取り側作用対象に移す直前に 1回だけ評価されます。
下記の例では，(A)は (B)と同じです。

(A)
MOVE a(b) TO b c(b).

(B)
MOVE a(b) TO temp.
MOVE temp TO b.
MOVE temp TO c(b).

tempは，このシステムが用意した中間結果の項目を示します。

5.7.3　SET文
SET文は，次の手段を提供します。

• 表要素に関連する指標を設定して，表操作の参照点を確立する
• 外部スイッチの状態を変更する
• 条件変数の値を変更する
• オブジェクト参照を設定する
• 画面項目に関連する属性を変更する
• 最新例外状態をクリアする

SET文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.43 SET文」，
およびマニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　13.5.8 SET文（WINDOW 
SECTION）」を参照してください。

（1） 表要素に関連する指標を設定する SET文

表要素に関連する指標を設定して，表操作の参照点を確立する SET文の例を次に示しま
す。

（例 1）
指標名から指標名に転記する場合
 
       05 A PIC X(5) OCCURS 10 INDEXED BY K.
       05 B PIC 9(8) OCCURS 10 INDEXED BY J.
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指標名 Kには，表の 6番目の要素を参照するときの値，5× 6=30が入っています。
ここで次の SET文を実行すると，Kの値 30を出現番号 6に換算して (30/5=6)，B
の出現番号 6に対応する値 8× 6=48を Jに設定します。
 
       SET J TO K.

（例 2）
指標データ項目から指標名に転記する場合
 
       05 A PIC PP999 OCCURS 15 INDEXED BY K.
       05 B USAGE INDEX.

Bの値が 30のとき，次の SET文を実行すると，Bの値を出現番号に対応して換算
しないで，そのまま Kに設定します。
 
       SET K TO B.

（例 3）
整数項目または整数から指標名に転記する場合
 
       05 A PIC X(5) OCCURS 30 INDEXED BY K.
       05 B PIC 9(2) VALUE 11.

ここで次の SET文のどちらかを実行すると，Bの値 11または整数 11を出現番号と
みなし，それに対応する値 5× 11=55を Kに設定します。
 
       SET K TO B 

または
 
       SET K TO 11 

（例 4）
       05 A PIC X(5) OCCURS 12 INDEXED BY K.
       05 B USAGE INDEX.
       05 C USAGE INDEX.

Kには，Aの出現番号 7に対応する値 5× 7=35が入っています。ここで次の SET
文を実行すると，Kの値を変換しないで，35をそのまま Bに設定します。
 
       SET B TO K 

そのあとで次の SET文を実行すると，Bの値を変換しないで，35をそのまま Cに
設定します。
 
       SET C TO B 

（例 5）
       05 A PIC 9(3) OCCURS 20 INDEXED BY K.
       05 B PIC 9(8).



5.　手続き文

90

Kには，Aの出現番号 12に対応する値 3× 12=36が入っています。ここで次の
SET文を実行すると，Kの値を出現番号 12に変換 (36/3)して Bに 12を設定しま
す。
 
       SET B TO K 

（例 6）
       05 A PIC X(7) OCCURS 30 INDEXED BY K.
       05 B PIC A(3) OCCURS 30 INDEXED BY J.
       05 C PIC 9(2) VALUE 3.

Kには出現番号 6に対応する値 7× 6=42が入っています。Jには出現番号 25に対
応する値 3× 25=75が入っています。
ここで，次の SET文を実行すると，Kには出現番号 6+3=9に対応する値 7× 9=63
が入ります。
 
       SET K UP BY C

そのあとで次の SET文を実行すると，Kには出現番号 9-1=8に対応する値 7×
8=56が入ります。
 
       SET K DOWN BY 1

また，次の SET文を実行すると，Jには出現番号 25-3=22に対応する値 3× 22=66
が入ります。
 
       SET J DOWN BY C 

そのあとで次の SET文を実行すると，Jには出現番号 22+8=30に対応する値 3×
30=90が入ります。
 
       SET J UP BY 8 

（2） 外部スイッチの状態を変更する SET文

外部スイッチの状態を変更する SET文の例を次に示します。

（例）
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       UPSI-0 IS SW0
              ON  STATUS IS ONIND0
              OFF STATUS IS OFFIND0.
            ：
       PROCEDURE DIVISION.
            ：
           IF OFFIND0 THEN
             SET SW0 TO ON
           END-IF.
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外部スイッチの状態を変更する SET文の詳細は，「16.2.4　外部スイッチ」を参照してく
ださい。

（3） 条件変数の値を変更する SET文

条件変数の値を変更する SET文の例を次に示します。

（例）
       03 OF-WEEK PIC X(3).
       88 HOLIDAY VALUE 'SUN'.  *>1.
       88 WEEKDAY VALUE 'MON' 'TUE' 'WED'
                        'THU' 'FRI' 'SAT'.  *>1.

1. OF-WEEKに対する条件名

ここで次の SET文を実行すると，OF-WEEKには 'SUN'が設定されます。
 
       SET HOLIDAY TO TRUE 

また，次の SET文を実行すると，OF-WEEKにはWEEKDAYに指定された最初の
定数である 'MON'が設定されます。
 
       SET WEEKDAY TO TRUE 

複数の条件名を書いたときは，その SET文中に指定したのと同じ順序で，各条件名
に対して別々の SET文を書いたのと同じ結果となります。条件名に添字が付いてい
る場合は，繰り返すたびに一つずつ順番に評価します。

（4） オブジェクト参照を設定する SET文

「20.2.7　オブジェクト指向による適合」を参照してください。

（5） 最新例外状態をクリアする SET文

「21.7.3　最新例外状態のクリア」を参照してください。
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第 4編　入出力機能

6　 ファイル入出力機能
COBOL2002の入出力処理では，順編成ファイル，相対編成
ファイル，索引編成ファイル，テキスト編成ファイル，CSV
編成ファイル，および HiRDBによる索引編成ファイルが使用
できます。この章では，これらのファイルに入出力するための
アクセス方法について説明します。

6.1　ファイル入出力機能の種類と概要

6.2　ファイル割り当ての共通規則

6.3　入出力エラー処理

6.4　順編成ファイル

6.5　相対編成ファイル

6.6　ISAMによる索引編成ファイル

6.7　テキスト編成ファイル

6.8　CSV編成ファイル（表計算プログラムファイル）

6.9　HiRDBによる索引編成ファイル（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，
AIX(32)，AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

6.10　ラージファイル入出力機能

6.11　ファイル入出力拡張機能
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6.1　ファイル入出力機能の種類と概要

6.1.1　使用できるファイル編成
このシステムで使用できるファイル編成を次に示します。

表 6-1　COBOL2002で使用できるファイル編成

（凡例）
－：該当しない

ORGANIZATION
句の指定

ファイル編成 ファイル形式 ファイル管理
システム

使用できるファイル

SEQUENTIAL 順編成ファイ
ル（固定長）

バイナリデー
タの集合

－ • COBOL85または
COBOL2002で作成した順
編成固定長ファイル

• ほかのアプリケーションで
作成したレコード長の整数
倍の長さを持つバイナリ
ファイル

順編成ファイ
ル（可変長）

COBOL2002
が独自に定め
る形式のファ
イル

COBOL2002
独自のファイ
ル管理システ
ム

• COBOL85または
COBOL2002で作成した順
編成可変長ファイル※ 1

RELATIVE 相対編成ファ
イル

COBOL2002
が独自に定め
る形式のファ
イル

COBOL2002
独自のファイ
ル管理システ
ム

• COBOL85または
COBOL2002で作成した相
対編成ファイル

INDEXED ISAMによる
索引編成ファ
イル

ファイル管理
システムに依
存する

索引順編成
ファイル管理

• COBOL85または
COBOL2002で作成した索
引編成ファイル※ 2

• ISAMユティリティで作成し
た索引編成ファイル

LINE 
SEQUENTIAL

テキスト編成
ファイル

テキスト形式 － • COBOL85または
COBOL2002で作成したテ
キスト編成ファイル

• エディタなどで作成したテ
キストファイル

CSV CSV編成
ファイル

表計算プログ
ラム用 CSV
形式

－ • COBOL85または
COBOL2002で作成した
CSV編成ファイル

• 表計算プログラムで作成し
た CSVファイル

RDB HiRDBによ
る索引編成
ファイル

ファイル管理
システムに依
存する

HiRDB • HiRDBユティリティで作成
したファイル
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注※ 1
ただし，行制御ありで作成したファイルは使用できません。

注※ 2
既存の索引編成ファイルに対して OPEN OUTPUTを実行した場合，標準は追加書きとなりま
す。詳細は，「6.6.1　ファイルの作成と割り当て方法」の「（5）索引編成ファイルに対する
OPENモード」を参照してください。

6.1.2　使用できるファイル形式
• このシステムのファイル入出力処理で扱えるファイル形式は，それぞれのファイル編
成で使用するファイル管理システムに依存します。ファイル編成とファイル管理シス
テムの対応については，「表 6-1　COBOL2002で使用できるファイル編成」を参照し
てください。

• SELECT句の ASSIGN句で，装置名にMTや LPを指定しても意味を持ちません。
• ファイルサイズが 2GB以上のファイル（ラージファイル）への入出力の詳細は，
「6.10　ラージファイル入出力機能」を参照してください。
ラージファイル入出力機能を使用できるファイル編成は，次のとおりです。
• 順編成ファイル
• テキスト編成ファイル
• CSV編成ファイル



6.　ファイル入出力機能

96

6.2　ファイル割り当ての共通規則
COBOLプログラムからファイルにアクセスするには，環境部のファイル管理記述項で，
SELECT句で指定した COBOLのファイル名に対して，ASSIGN句を使って物理ファイ
ル名（OSのファイルシステム上での実体ファイル名）を割り当てる必要があります。
SELECT句，ASSIGN句の文法規則については，マニュアル「COBOL2002　言語　標
準仕様編　8.3.4 ファイル管理記述項」を参照してください。

SELECT句で指定したファイル名に対して，物理ファイル名を割り当てる方法には，次
の 3種類があります。

1. 定数指定
SELECT句のファイル名に対して，ASSIGN句で「'/DIR/FILE1.FIL'」のように物
理ファイル名を直接指定する方法です。

2. 環境変数指定
SELECT句のファイル名に対して ASSIGN句で「SYS001」のような外部装置名を
指定しておき，実行時に環境変数を使って外部装置名に対応する物理ファイル名を割
り当てる方法です。

3. データ名指定
SELECT句のファイル名に対して ASSIGN句で COBOLのデータ名を指定してお
き，データ名に物理ファイル名を転記して，指定する方法です。

また，「環境変数指定」では，環境変数を指定しないで COBOLプログラムを実行した場
合，実行中に物理ファイルを割り当てられます。これを「物理ファイルの動的割り当て」
と呼びます。

ここでは，物理ファイル割り当て時の共通規則，それぞれの割り当て方法，およびプロ
グラムとファイルとの関係について順に説明します。

6.2.1　定数指定
定数指定は，SELECT句で指定したファイル名に対し，ASSIGN句で物理ファイルを直
接割り当てる方法です。

形式
SELECT 〔OPTIONAL〕 ファイル名 ASSIGN TO '物理ファイル名'

構文規則
• 物理ファイル名は，引用符（'）で囲んで指定します。
• 物理ファイル名は，ルートからの絶対パス名を指定します。このファイル名は，
ファイルシステムの規則に従って指定する必要があります。

• ディレクトリ名，ファイル名に NULL文字（X'00'）および空白（X'20'）を含ん
ではなりません。NULL文字を含んだディレクトリ名やファイル名を指定した場
合，NULL文字の直前までの文字列が有効となり，NULL文字以降の文字列は無
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視されます。

一般規則
• 次の場合，定数で指定した物理ファイルがなければ，指定した名称の物理ファイ
ルが作成されます。
（物理ファイルが作成される場合）

1. ファイルを OUTPUTモードで開いたとき
2. SELECT句の OPTIONAL指定のあるファイルを I-Oまたは EXTENDモードで
開いたとき
このとき，SELECT句に OPTIONAL指定がある場合は，入出力状態に 05が設
定されます。

• ファイルが作成される場所は，定数に指定した物理ファイル名の絶対パスに従い
ます。ただし，指定した物理ファイル名中のディレクトリ名に相当するディレク
トリがないと，物理ファイルは作成されません。

• 定数によって指定されるファイル名が有効となるかどうかは，ファイルシステム
に依存します。

• ファイル名が絶対パス名でない場合は，OSの環境設定に従います。
• ファイルを標準入力（stdin）から読み込んだり，標準出力（stdout）または標準
エラー出力（stderr）へ書き出したりしたい場合は，定数に stdin，stdout，また
は stderrを指定します。ただし，索引編成ファイル，相対編成ファイル，順編成
の行制御のない可変長ファイルには，stdin，stdout，および stderrを指定できま
せん。また，順編成の可変長ファイルには，stdinを指定できません。指定した場
合，実行時にエラーとなります。

• 標準入出力ファイルを扱う場合，COBOLはすでに開かれているものとして処理
します。

• 標準入力（stdin），標準出力（stdout），および標準エラー出力（stderr）を指定
する場合は，英小文字で指定してください。「STDIN」のように英大文字で指定し
た場合，物理ファイル名として扱われます。

入出力状態の値とファイル自動生成規則（定数指定の場合）
定数指定でファイルを割り当てた場合，ファイル入出力時の入出力状態の値，およ
び物理ファイルが自動作成されるかどうかは，次の規則に従います。

OPENモード OPTIONAL指定
の有無

物理ファイルの状態

すでに存在する 存在しない

INPUT なし FS=00 FS=35

あり FS=00 FS=05
自動作成されない

I-O なし FS=00 FS=35

あり FS=00 FS=05
自動作成される※ 1
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（凡例）
FS=nn：FILE STATUS句を指定したときに，入出力状態に nnが設定される
ことを示す

注※ 1
自動作成される物理ファイル名は，SELECT句で指定した定数の名称となりま
す。

注※ 2
再作成とは，ファイル中にデータレコードがない状態にすることです。

COBOLプログラムの記述例
プログラム内で使用するファイル名 "FILE-1"を，"/DIR"ディレクトリに格納され
ている "FILE1.FIL"ファイルに割り当てる例を，次に示します。
       
       SELECT FILE-1 ASSIGN TO '/DIR/FILE1.FIL'

6.2.2　環境変数指定
環境変数指定は，指定したファイル名に対し，ASSIGN句で外部装置名（処理系作成者
語）を割り当てる方法です。外部装置名に対応する物理ファイル名は，外部装置名に対
応する環境変数を使用して指定します。

COBOLプログラムでの外部装置名の記述と，環境変数の指定形式を次に示します。

形式（COBOLプログラム）
SELECT 〔OPTIONAL〕 ファイル名 ASSIGN TO 外部装置名

形式（環境変数）
CBL_外部装置名=物理ファイル

構文規則
• ASSIGN句で指定した外部装置名に対応する環境変数は，外部装置名の先頭に

CBL_を付けたものとなります。この環境変数に，外部装置名と対応づけたい物
理ファイル名を指定します。

• 外部装置名に「-」が含まれる場合，環境変数名では「_」に置き換えます。
• 物理ファイル名は，ルートからの絶対パス名を指定します。このファイル名は，

OUTPUT なし FS=00
再作成する※ 2

FS=00
自動作成される※ 1

EXTEND なし FS=00 FS=35

あり FS=00 FS=05
自動作成される※ 1

OPENモード OPTIONAL指定
の有無

物理ファイルの状態

すでに存在する 存在しない
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ファイルシステムの規則に従って指定する必要があります。
• ディレクトリ名，ファイル名に NULL文字（X'00'）を含んではなりません。

NULL文字を含んだディレクトリ名やファイル名を指定した場合，NULL文字の
直前までの文字列が有効となり，NULL文字以降の文字列は無視されます。

一般規則
• 次の場合，環境変数で指定した物理ファイルがなければ，指定した名称の物理
ファイルが作成されます。
（物理ファイルが作成される場合）

1. ファイルを OUTPUTモードで開いたとき
2. SELECT句の OPTIONAL指定のあるファイルを I-Oまたは EXTENDモードで
開いたとき
このとき，SELECT句に OPTIONAL指定がある場合は，入出力状態に 05が設
定されます。

• ファイルが作成される場所は，環境変数に指定した物理ファイル名の絶対パスに
従います。ただし，指定した物理ファイル名中のディレクトリ名に相当するディ
レクトリがないと，物理ファイルは作成されません。

• 外部装置名に SYSIN，SYSOUT，SYSPUNCHを割り当てた場合，次に示す文が
あると同一ファイルへの割り当てになります。このとき，結果は保証しませんの
で注意してください。
・SYSIN指定の ACCEPT文
・SYSOUT／ SYSPUNCH指定の DISPLAY文
• 環境変数によって指定されるファイル名が有効となるかどうかは，ファイルシス
テムに依存します。

• ファイル名が絶対パス名でない場合は，OSの環境設定に従います。
• ファイルを標準入力（stdin）から読み込んだり，標準出力（stdout）または標準
エラー出力（stderr）へ書き出したりしたい場合は，環境変数に stdin，stdout，
または stderrを指定します。ただし，索引編成ファイル，相対編成ファイル，順
編成の行制御のない可変長ファイルには，stdin，stdout，および stderrを指定で
きません。また，順編成の可変長ファイルには，stdinを指定できません。指定し
た場合，実行時にエラーとなります。

• 標準入出力ファイルを扱う場合，COBOLはすでに開かれているものとして処理
します。

• 環境変数 CBL_外部装置名は，OPEN文を実行するごとに環境変数の値が参照さ
れます。

• 標準入力（stdin），標準出力（stdout），および標準エラー出力（stderr）を指定
する場合は，英小文字で指定してください。「STDIN」のように英大文字で指定し
た場合，物理ファイル名として扱われます。

• 環境変数に物理ファイル名を割り当てていない場合は，作成するファイルの名称
が不明のためエラーとなります。

入出力状態の値とファイル自動生成規則（環境変数指定の場合）
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環境変数指定でファイルを割り当てた場合，ファイル入出力時の入出力状態の値，
および物理ファイルが自動作成されるかどうかは，次の規則に従います。

（凡例）
FS=nn：FILE STATUS句を指定したときに，入出力状態に nnが設定される
ことを示す

注
環境変数の値にファイル名を指定していない場合は，環境変数名なしとみなさ
れます。

注※ 1
自動作成される物理ファイル名は，環境変数で指定した名称となります。

注※ 2
再作成とは，ファイル中にデータレコードがない状態にすることです。

COBOLプログラムの記述例
プログラム内で使用するファイル名 "FILE-1"を外部装置名 SYS-01に割り当てる例
を，次に示します。
       
       SELECT FILE-1 ASSIGN TO SYS-01

外部装置名 SYS-01に対応する環境変数「CBL_SYS_01」に，物理ファイル名 "/
DIR/FILE1.FIL"を指定する例を，次に示します。sh（Bシェル）を使用する場合
の指定例です。
　
CBL_SYS_01=/DIR/FILE1.FIL
export CBL_SYS_01

OPENモード OPTIONAL指定
の有無

環境変数指定あり 環境変数指定なし

物理ファイルの状態

すでに存在する 存在しない

INPUT なし FS=00 FS=35 FS=90

あり FS=00 FS=05
自動作成されない

FS=05
自動作成されない

I-O なし FS=00 FS=35 FS=90

あり FS=00 FS=05
自動作成される※ 1

FS=90

OUTPUT なし FS=00
再作成される※ 2

FS=00
自動作成される※ 1

FS=90

EXTEND なし FS=00 FS=35 FS=90

あり FS=00 FS=05
自動作成される※ 1

FS=90



6.　ファイル入出力機能

101

6.2.3　データ名指定
データ名指定は，SELECT句で指定したファイル名に ASSIGN句でデータ名を割り当
て，このデータ名に物理ファイル名を転記して，物理ファイルを割り当てる方法です。

データ名指定で物理ファイルを割り当てる場合の COBOLプログラムの記述形式を次に
示します。

形式（COBOLプログラム）
SELECT 〔OPTIONAL〕 ファイル名 ASSIGN TO データ名

構文規則
• データ名に指定する物理ファイル名は，ルートからの絶対パス名を指定します。
このファイル名は，ファイルシステムの規則に従って指定する必要があります。

• ディレクトリ名，ファイル名に NULL文字（X'00'）および空白（X'20'）を含ん
ではなりません。NULL文字および空白を含んだディレクトリ名やファイル名を
指定した場合，NULL文字の直前までの文字列が有効となり，NULL文字以降の
文字列は無視されます。

一般規則
• 次の場合，データ名で指定した物理ファイルがなければ，指定した名称の物理
ファイルが作成されます。
（物理ファイルが作成される場合）

1. ファイルを OUTPUTモードで開いたとき
2. SELECT句の OPTIONAL指定のあるファイルを I-Oまたは EXTENDモードで
開いたとき
このとき，SELECT句に OPTIONAL指定がある場合は，入出力状態に 05が設
定されます。

• ファイルが作成される場所は，データ名に指定した物理ファイル名の絶対パスに
従います。ただし，指定した物理ファイル名中のディレクトリ名に相当するディ
レクトリがないと，物理ファイルは作成されません。

• データ名の値によって指定されるファイル名が有効となるかどうかは，ファイル
システムに依存します。

• ファイル名が絶対パス名でない場合は，OSの環境設定に従います。
• 物理ファイル名は，ファイルを開く前に設定する必要があります。また，ファイ
ルを閉じる前に物理ファイル名を変更した場合，動作は保証しません。

• ファイルを標準入力（stdin）から読み込んだり，標準出力（stdout）または標準
エラー出力（stderr）へ書き出したりしたい場合は，データ名に stdin，stdout，
または stderrを指定します。ただし，索引編成ファイル，相対編成ファイル，順
編成の行制御のない可変長ファイルには，stdin，stdout，および stderrを指定で
きません。また，順編成の可変長ファイルには，stdinを指定できません。指定し
た場合，実行時にエラーとなります。

• 標準入出力ファイルを扱う場合，COBOLはすでに開かれているものとして処理
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します。
• 標準入力（stdin），標準出力（stdout），および標準エラー出力（stderr）を指定
する場合は，英小文字で指定してください。「STDIN」のように英大文字で指定し
た場合，物理ファイル名として扱われます。

入出力状態の値とファイル自動生成規則
定数指定の場合と同じです。詳細は，「6.2.1　定数指定」の「入出力状態の値とファ
イル自動生成規則（定数指定の場合）」を参照してください。

COBOLプログラムの記述例
プログラム内で使用するファイル名 "FILE-1"を，プログラム実行中に /dir/下の

file.datというファイル名に割り当てる例を，次に示します。
           :
       ENVIRONMENT DIVISION.
       INPUT-OUTPUT SECTION. 
       FILE-CONTROL.
       SELECT FILE-1 ASSIGN TO FILE-NAME.
           :
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 FILE-NAME PIC X(60).
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           MOVE '/dir/file.dat' TO FILE-NAME.
             :
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6.3　入出力エラー処理
COBOL2002では，ファイルの入出力処理中にエラーが発生した場合，プログラムを終
了させる方法とプログラムを続行してエラーの回復を処理する方法があります。

一般には，エラーメッセージを参照してエラーの原因を追及し，プログラムを修正して
再実行します。これ以外の方法として，FILE STATUS句と USE手続きを使用し，エ
ラーの回復処理をプログラム中に設定しておくという方法があります。

FILE STATUS句については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　8.3.4(7) 
FILE STATUS句」を，USE手続きについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標
準仕様編　10.8.53 USE文」を，それぞれ参照してください。

ここでは，FILE STATUS句と USE手続きを使用した入出力エラー処理について説明し
ます。

なお，COBOL2002では，共通例外処理を使って入出力エラー処理もできます。詳細は，
「21　共通例外処理」を参照してください。

6.3.1　入出力エラー処理の概要
入出力エラー発生時，USE手続きと入出力手続き文の無条件文との関係を，次に示しま
す。

表 6-2　入出力エラー発生時の制御の流れ

注※ 1
NOT AT END，NOT INVALID KEY指定の場合は，入出力文が正常終了したとき
だけ，NOT AT END，NOT INVALID KEYで指定した手続きに制御が渡ります。

注※ 2
USE手続き処理後，エラーの発生した入出力文の次の文に制御が渡ります。FILE 
STATUS句があれば，入出力状態の値が設定されます。

条件 AT END指定※ 1 INVALID KEY指定※ 1 入出力
エラー

その他
のエ
ラーあり なし あり なし

USE手続き あり AT END
指定の手
続き

USE処理
※ 2

INVALID KEY
指定の手続き

USE処
理※ 2

USE処
理※ 2

USE処
理※ 2

なし AT END
指定の手
続き

※ 3 INVALID KEY
指定の手続き

※ 3 ※ 3 ※ 3
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注※ 3
FILE STATUS句があれば次の文に制御が渡ります。
FILE STATUS句がなければ，次のように動作します。
• 共通例外処理の致命的例外の場合
プログラムの実行が，中止されます。

• 共通例外処理の非致命的例外の場合
プログラムの実行が，継続されます。

詳細は，「21.9.2　従来形式の例外処理と共通例外処理の関係」の「（3）FILE 
STATUS句の指定と共通例外処理での異常終了」を参照してください。
共通例外処理の致命的例外，非致命的例外については，マニュアル「COBOL2002
　言語　標準仕様編　10.5.11 条件操作」を参照してください。

6.3.2　入出力状態の値
FILE STATUS句を指定しておくと，入出力文でエラーが発生した場合，FILE STATUS
句で指定したデータ項目に入出力状態の値が設定されます。入出力状態の値と意味につ
いては，「付録 F　入出力状態の値」およびマニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　5.1.12 入出力状態」を参照してください。

6.3.3　USE手続き

（1） USE ERROR手続きでの処理

COBOLプログラムで USE ERRORの手続き処理を使用したコーディング例を，次に示
します。
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図 6-1　USE ERROR手続き処理のコーディング例

（2） USE GLOBAL ERROR手続きでの処理

COBOLプログラムで USE GLOBAL ERRORの手続き処理を使用したコーディング例
を，次に示します。
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図 6-2　USE GLOBAL ERROR手続き処理のコーディング例
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6.4　順編成ファイル

6.4.1　ファイルの作成と割り当て方法
順編成ファイルの作成方法と割り当て方法について説明します。

順編成ファイルについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.1.7(1) 順
編成」を参照してください。

（1） 固定長ファイルの作成方法

次の方法で作成できます。

• COBOL2002の入出力機能
• viなどのエディタ
• Cプログラムなど，他言語プログラムでのファイル作成

（2） 可変長ファイルの作成方法

COBOL2002の入出力機能によって作成できます。

他言語のプログラムで可変長の順編成ファイルを作成したい場合は，COBOL入出力
サービスルーチンを使用します。COBOL入出力サービスルーチンの詳細は，「13　
COBOL入出力サービスルーチン」を参照してください。

（3） ファイルの割り当て方法
•「6.2　ファイル割り当ての共通規則」に従って，物理ファイル名を割り当ててくださ
い。
物理ファイル名には，OSのファイルシステム上で有効となるファイル名を指定して
ください。

• 順編成ファイルを使用する場合は，ORGANIZATION句に SEQUENTIALを指定し
ます。
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6.5　相対編成ファイル

6.5.1　ファイルの作成と割り当て方法
相対編成ファイルの作成方法と割り当て方法について説明します。

相対編成ファイルについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.1.7(2) 
相対編成」を参照してください。

（1） ファイルの作成方法

固定長ファイル／可変長ファイル共に，COBOL2002の入出力機能によって作成できま
す。

他言語のプログラムで相対編成ファイルを作成したい場合は，COBOL入出力サービス
ルーチンを使用します。COBOL入出力サービスルーチンの詳細は，「13　COBOL入出
力サービスルーチン」を参照してください。

（2） ファイルの割り当て方法
•「6.2　ファイル割り当ての共通規則」に従って，物理ファイル名を割り当ててくださ
い。
物理ファイル名には，OSのファイルシステム上で有効となるファイル名を指定して
ください。

• 相対編成ファイルを使用する場合は，ORGANIZATION句に RELATIVEを指定しま
す。
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6.6　ISAMによる索引編成ファイル

ISAMによる索引編成ファイルの作成方法と割り当て方法について説明します。

索引編成ファイルについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.1.7(3) 
索引編成」，およびマニュアル「索引順編成ファイル管理 ISAM」を参照してください。

なお，このシステムでは，索引編成ファイルの操作や保守をするために，ISAMユティ
リティを使用できます。ISAMユティリティの詳細については，マニュアル「索引順編
成ファイル管理 ISAM」を参照してください。

6.6.1　ファイルの作成と割り当て方法
索引編成ファイルの作成方法と割り当て方法について説明します。

（1） 固定長ファイルの作成方法

COBOL2002の入出力機能，または ISAMユティリティによって作成できます。

（2） 可変長ファイルの作成方法

COBOL2002の入出力機能，または ISAMユティリティによって作成できます。

（3） ファイルの割り当て方法

「6.2　ファイル割り当ての共通規則」に従って，物理ファイル名を割り当ててください。

ただし，次の点に注意してください。

• ISAMによる索引編成ファイルでは，拡張子の異なる複数の物理ファイルが一つの索
引編成ファイルを構成しています。そのため，物理ファイル名は，拡張子を付けない
で指定してください。物理ファイル名に拡張子を付けて指定した場合，動作は保証し
ません。

• 索引編成ファイルを使用する場合は，ORGANIZATION句に INDEXEDを指定しま
す。

（4） 生成される物理ファイル

索引編成ファイルによって生成される物理ファイルを，次に示します。

ISAMのファイル種別 ファイル拡張子 説明

キー定義ファイル .DEF データファイルとキーファイルとの対応を表
すデータを格納しています。
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（5） 索引編成ファイルに対する OPENモード

索引編成ファイルに対して OUTPUTモードの OPEN文を実行する場合，環境変数
CBLISAMDL，および CBLD_ファイル名の指定によって，動作が異なります。環境変
数の指定による OPEN文の動作の違いを，次に示します。

（凡例）
作成：一度ファイルを削除した後，新規作成して出力する
追加書き：存在するファイルに対して，追加で出力する

（6） プログラムとファイル割り当ての関係

定数指定，環境変数指定，データ名指定のそれぞれについて，プログラムと物理ファイ
ルとの関係を索引編成ファイルの例で示します。

キーファイル 主キーファイル .K01 主レコードキーでレコードを検索するために
必要な情報を保持しています。主レコード
キー以外のキーでレコードを検索するには，
副キーファイルを使用します。

副キーファイル .K02～ .K99 主レコードキーとは別のキーでレコードを検
索するために必要な情報を保持しています。
副レコードキーは，1個の索引編成ファイル
に対して複数指定できます。

データファイル .DAT 実際にレコードを格納しているファイルで
す。格納するレコード形式は，固定長レコー
ドでも可変長レコードでもかまいません。

CBLISAMDL CBLD_ファイル名

ISAMDL NOISAMDL 指定なし

YES 作成 追加書き 作成

NOまたは指定なし 作成 追加書き 追加書き

ISAMのファイル種別 ファイル拡張子 説明
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（a）定数指定の ASSIGN句の場合
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（b）環境変数指定の ASSIGN句の場合
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（c）データ名指定の ASSIGN句の場合

6.6.2　ファイル編成とレコード形式
ISAMによる索引編成ファイルでは，固定長と可変長のレコード形式が使用できます。

6.6.3　コンパイル，リンクの指定
索引編成ファイル入出力機能を使用したプログラムをコンパイル，およびリンクは，
「33.1.3　ccbl2002コマンドの -lオプション」を参照してください。
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6.7　テキスト編成ファイル
ここでは，テキスト編成ファイルについて説明します。

テキスト編成ファイルについては，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　2.1 
テキスト編成」を参照してください。

6.7.1　ファイルの作成と割り当て方法
テキスト編成ファイルの作成方法と割り当て方法について説明します。

（1） ファイルの作成方法

テキスト編成ファイルは，次の方法で作成できます。

• COBOLの入出力機能
• viなどのエディタ
• Cプログラムなど，他言語プログラムでのファイル作成

（2） ファイルの割り当て方法
•「6.2　ファイル割り当ての共通規則」に従って，物理ファイル名を割り当ててくださ
い。
物理ファイル名には，OSのファイルシステム上で有効となるファイル名を指定して
ください。

• テキスト編成ファイルを使用する場合は，ORGANIZATION句に LINE 
SEQUENTIALを指定します。

6.7.2　テキスト編成ファイルのファイル編成とレコード形式
テキスト編成ファイルは，固定長と可変長のレコード形式が使用できます。ただし，実
際にアクセスする物理ファイル形式は，固定長／可変長による違いはありません。その
ため，テキスト編成ファイルであれば，固定長／可変長のどちらでもアクセスできます。

（1） ファイル形式

テキスト編成ファイルは，テキストファイルの各行（表示できる文字で構成されたテキ
スト行）を 1レコードとして，改行文字をレコードの区切り文字とした可変長形式の
ファイルです。

テキスト編成ファイルの形式を次に示します。
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（2） レコード形式

テキスト編成ファイルの各レコードは，レコード本体に改行文字が付けられた形式で構
成されています。

テキスト編成ファイルのレコード形式を次に示します。

改行文字は，一般的にエディタなどで入力するとき［Enter］キーを押して入力する文字
です。

次にWindowsと UNIXの改行文字の相違を示します。Windowsと UNIXの間でテキス
ト編成ファイルを移行するときは注意してください。

Windowsの改行文字
Windowsでの改行文字は，復帰文字（X'0D'）+改行文字（X'0A'）の 2バイトで構
成されています。COBOL2002のテキスト編成ファイルでは，この 2バイトで構成
された文字を改行文字と認識します。
ただし，テキスト編成ファイルの READ文については，X'0A'だけでも改行文字と
認識します。

UNIXの改行文字
UNIXでの改行文字は，改行文字（X'0A'）だけの 1バイトで構成されています。
COBOL2002のテキスト編成ファイルでは，この 1バイトで構成された文字を改行
文字と認識します。

6.7.3　入出力手続き文と動作
テキスト編成ファイルに対する入出力手続き文について説明します。なお，次に説明す
る規則以外については，順編成ファイルの場合と同じです。

（1） READ文

（a）READ文でのテキスト編成ファイル固有の規則
• 物理ファイル上にあるレコードの区切り文字（改行文字）は，COBOLプログラムの
レコード領域に格納されません。

• テキスト行がレコード長より短いときは，改行文字までの文字列が入力され，残りの
部分には空白（X'20'）が埋められます。改行文字はすべて切り捨てられます。

• テキスト行がレコード長より長いときは，ファイルの開くモードによって次のように
動作が異なります。

（I-Oモード以外で開いている場合）
レコード長で区切られた複数レコードとして入力されます。このとき，FILE 
STATUS句を指定していると，入出力状態には 04が返されます。
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（I-Oモードで開いている場合）
READ文はエラーとなります。このとき，FILE STATUS句を指定していると，
入出力状態には 30が返されます。

• 復帰文字（X'0Ｄ'）は 1バイトのデータとして扱われます。
• タブ文字（X'09'）はそのままデータとして入力され，空白には置き換えられません。
• ファイルの終わりが改行文字でないときは，ファイルの終わりに改行文字があるとみ
なされます。

• レコード中に NULL（X'00'）が含まれる場合，NULL（X'00'）以降はデータとして
入力されません。

• ファイル定義が可変長の場合，レコード記述項の最大長分の固定長として読み込まれ
ます。このとき，レコード長には，ファイルから実際に読み込んだ長さが設定されま
す。
また，I-Oモード以外でファイルを開き，かつレコード記述項の長さが最大レコード
長より短い場合，最大レコード長で確保されたレコード領域に最大レコード長で読み
込まれます。このとき，DEPENDING ON指定のデータ名には，レコード記述項で定
義したレコード長より大きい値が設定される場合があります。
このため，入出力状態が 00の場合は改行文字の直前までの長さが，入出力状態が 04
の場合は最大レコード長が，それぞれ DEPENDING ON指定のデータ名に設定され
ます。どちらの場合でも，COBOLプログラムから参照できるのは，レコード記述項
で定義した長さ分の領域だけです。

（2） WRITE文

（a）WRITE文でのテキスト編成ファイル固有の規則
• レコード領域の最後が空白文字（X'20'）以外のときは，改行文字を付けて出力されま
す。

• レコード領域の最後が空白文字（X'20'）のときは，末尾の空白文字列（終端から空白
文字以外の文字が出現するまでの部分）が切り捨てられ，改行文字を付けて出力され
ます。

（3） REWRITE文

（a）REWRITE文でのテキスト編成ファイル固有の規則
• REWRITE文を実行する直前の入出力文は READ文で，この READ文が成功してい
なければなりません。

• REWRITE文は，読み込んだテキスト行の長さと更新用レコードの長さが等しい場合
だけ，テキスト行が書き換えられます。それ以外の場合，REWRITE文はエラーとな
り，FILE STATUS句を指定していると，入出力状態に 44が返されます。なお，更新
用レコードの長さとは，後続の半角の空白を削除した長さを指します。

• REWRITE文では，テキスト行のうち改行文字，またはファイルの終わり（EOF）の
直前までを書き換えます。
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6.7.4　規則
• テキスト編成ファイルは，印字できる文字や制御コード（改行文字，復帰文字，タブ
文字など）で構成されている必要があります。

• 出力先の物理ファイルに標準出力（stdout）または標準エラー出力（stderr）を指定
し，そのファイルをリダイレクションした場合，動作は保証しません。

• テキスト編成ファイルに対しては，無条件に I-Oモードでオープンできます。
• WRITE文を実行して文字を書き出す場合，X'20'未満の制御コードについてもそのま
ま書き出されます。

• 可変長ファイルに対して REWRITE文を実行する場合，次のどの方法で FD項を定義
しても結果は同じになります。
• 01レベルを複数回記述する場合

         FD T-FILE.
         01 T-REC1 PIC X(10).
         01 T-REC2 PIC X(30).

• VARYING句で可変長を定義する場合

         FD T-FILE RECORD VARYING IN SIZE FROM 1 TO 30
                          DEPENDING ON L-REC.
         01 T-REC PIC X(30).

• OCCURS句で可変長を定義する場合

         FD T-FILE.
         01 T-REC.
           02 T-RECD PIC X OCCURS 30 TIMES DEPENDING ON L-REC.

• HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，または Linux(x64)でUnicode機能
を使用している場合，テキスト編成ファイルはUTF-8で記述されているものとして
扱ってください。Unicode機能については，「26　Unicode機能（HP-UX(IPF)，
AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。
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6.8　CSV編成ファイル（表計算プログラム
ファイル）

CSV（Comma Separated Value）編成ファイルは，表計算プログラムファイルともい
い，表のデータを 1行ごとに，列をコンマで区切って出力したファイルです。ここでは，
CSV編成ファイルの入出力処理について説明します。

CSV編成ファイルについては，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　17. 
CSVファイル入出力機能」を参照してください。

6.8.1　ファイルの作成と割り当て方法
CSV編成ファイルの作成方法と割り当て方法について説明します。

（1） ファイルの作成方法

CSV編成ファイルは，次の方法で作成できます。

• COBOLの入出力機能
• viなどのエディタ
• Cプログラムなど，他言語プログラムでのファイル作成
• 表計算プログラムでのファイル作成

（2） ファイルの割り当て方法
•「6.2　ファイル割り当ての共通規則」に従って，物理ファイル名を割り当ててくださ
い。
物理ファイル名には，OSのファイルシステム上で有効となるファイル名を指定して
ください。

• CSV編成ファイルを使用する場合は，ORGANIZATION句に CSVを指定します。

6.8.2　CSV編成ファイルのファイル編成とレコード形式
CSV編成ファイルでは，テキスト編成ファイルと同じように，1行（改行文字までの文
字列）を 1レコードとみなします。さらに，おのおののレコードは，コンマ（,）によっ
て複数のデータ項目に区切られた形式になっています。コンマによって区切られたデー
タ項目をセルと呼びます。CSV編成ファイルでは，このセル単位でデータを入出力でき
ます。

なお，COBOLで CSV編成ファイルを扱う場合は，次の形式に従った，固定長のレコー
ド形式だけが使用できます。
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（1） ファイル形式

CSV編成ファイルは，CSVファイルの各行を 1レコードとして，改行文字をレコードの
区切り文字とした可変長形式のファイルです。

CSV編成ファイルの形式を次に示します。

（2） レコード形式

CSV編成ファイルの各レコードは，レコード本体に改行文字が付けられた形式で構成さ
れています。改行文字は，一般的にエディタなどで入力するとき［Enter］キーを押して
入力する文字です。改行文字の詳細については，「6.7.2　テキスト編成ファイルのファイ
ル編成とレコード形式」を参照してください。

さらに，おのおののレコードは，コンマを区切り文字とした「セル」と呼ばれるデータ
項目単位に分割されています。

CSV編成ファイルのデータ入出力は，レコード単位で実行しますが，レコード中の各セ
ルの内容は，入力レコード領域に定義した基本項目ごとに処理できます。

CSV編成ファイルのレコード形式を次に示します。

なお，コンマ（,）の替わりにタブ文字（X'09'）を区切り文字として使えます。詳細は，
「6.8.9　セルデータをタブ文字区切りで入出力する機能」を参照してください。

6.8.3　入出力手続き文と動作
CSV編成ファイルに対する入出力手続き文について説明します。なお，CSV編成ファイ
ルでは，OPEN文，READ文，WRITE文，CLOSE文だけが手続き文として使用でき
ます。これ以外の手続き文は，使用できません。また，次に記載されている以外の規則
については，順編成ファイルの場合と同じです。

（1） OPEN文
• CSV編成ファイルは，INPUT，OUTPUT，EXTENDモードで開けます。
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（2） READ文
• CSV編成ファイルから読み込まれた 1行中に含まれる各セルの情報は，レコード定義
の基本項目に 1対 1で対応して格納されます。このとき，レコード中に含まれるセル
の個数がレコード定義の基本項目数より多い場合，対応する基本項目がないセルの情
報は無視されます。逆に，レコード中に含まれるセルの個数がレコード定義の基本項
目数より少ない場合，対応するセルがない基本項目の値は変更されません。

• セルの情報が基本項目に格納されるときは，英数字項目の転記の規則に従います。
• 入力したレコードにダブルコーテーション（"）が含まれない場合，コンマ（,）また
は改行文字を区切り文字として，データが入力されます。

• 入力したレコードにダブルコーテーション（"）が含まれる場合，次の規則に従って
データが入力されます。

（コンマの直後がダブルコーテーションの場合）
次に現れるダブルコーテーションの直前までが，セルの情報として扱われます。
ダブルコーテーションが出現する前にコンマがあっても，セルの区切り文字とは
みなしません。
この場合，セルの情報にダブルコーテーションが含まれる場合でも，区切り文字
とみなされるので注意が必要です。

（コンマの直後がダブルコーテーションでない場合）
データ中に含まれるダブルコーテーションは，文字データとして扱われます。

• 入力したレコード中の，一つのセルの文字列長が入力領域より長い場合，入力領域の
長さ分の文字列が読み込まれ，残りの部分は切り捨てられます。このとき，FILE 
STATUS句を指定していると，入出力状態に 04が返されます。

• INTO指定がある場合は，INTO指定のレコード構造に従ってデータが入力されます。
INTO指定がない場合は，ファイル記述項に定義したレコードの構造に従ってデータ
が入力されます

• READ文の実行が失敗した場合，レコード領域の内容が不定となります。

（3） WRITE文
• WRITE文を実行すると，レコード領域中の基本項目単位をセルの情報として，おの
おののセルがダブルコーテーション（"）で囲まれ，レコードの終端に改行文字が付い
た形式で出力されます。各セルの情報をダブルコーテーションで囲まないで出力した
い場合は，「6.8.6　セルデータをダブルコーテーションで囲まないで出力する機能」
の説明を参照してください。

• 出力レコードの基本項目に含まれる右端の半角空白文字は出力されません。また，出
力する基本項目のデータがすべて半角空白文字の場合，対応するセルの情報には，連
続したダブルコーテーション（""）だけが出力されます。
出力レコードの基本項目のデータの最後にある空白も出力したい場合は，「6.8.8　
データの後の空白文字を出力する機能」を参照してください。

• FROM指定がある場合は，FROM指定のレコード構造に従ってデータが出力されま
す。FROM指定がない場合は，ファイル記述項に定義されたレコードの構造に従って
データが出力されます。
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6.8.4　注意事項
• CSV編成ファイルに対して，ファイル共用は使用できません。
• READ文でセル情報を基本項目単位に格納する場合，レコード定義中に JUSTIFIED 

RIGHT句を指定しても，無効となります。
• 一つの CSV編成ファイルに対して，AFTER ADVANCING指定したWRITE文と

BEFORE ADVANCING指定したWRITE文を同時に使用すると，レコードは正しく
出力されません。

• HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，または Linux(x64)でUnicode機能
を使用している場合，CSV編成ファイルはUTF-8で記述されているものとして扱っ
てください。Unicode機能については，「26　Unicode機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，
AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。

6.8.5　セルデータを数値として入出力する機能

（1） セルデータを数値として入出力する機能の概要

-NumCsvオプションを指定すると，外部 10進項目，外部浮動小数点数字項目で定義さ
れているセルに対して，データを数値として入出力できます。

この機能は，表計算プログラムのような COBOLとは数値データの表現形式が異なるプ
ログラムと，COBOLプログラムとの間で数値データをやり取りする場合に使用します。
例えば，次のような場合は，-NumCsvオプションを指定することで，表計算プログラム
と COBOLプログラムとで数値データをやり取りできます。

（例 1）
次のようなデータを，WRITE文で CSV編成ファイルに出力する場合

-NumCsvオプションを指定すると小数点が出力されるため，表計算プログラムで正
しい数値として入力できます。

（例 2）
次のようなデータを，READ文で CSV編成ファイルから入力する場合

（凡例）

データ定義 データ項目に格納されている値 -NumCsvオプション ファイルへの出力結果

99v99 1.23 なし 0123

あり 01.23

データ定義 ファイルから入力した値 -NumCsvオプション データ項目への格納結果

9(9) 123 なし 123△△△△△△

あり 000000123
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△：半角空白文字

-NumCsvオプションを指定すると数字項目に変換されるため，COBOLプログラム
で数値として扱えます。

（2） データ変換の規則

-NumCsvオプションを指定した場合の，数字項目へのデータ変換規則を次に示します。

データ変換の一般規則
• 特殊名段落の DECIMAL-POINT IS COMMA句の指定は有効です。ただし，小数
点としてコンマ（,）を使用する場合は，その数値データをダブルコーテーション
（"）で囲む必要があります。ダブルコーテーションで囲まれていないコンマは，
すべてセルの区切り文字とみなされます。

• セルにデータを入出力するとき，次に示す文字が数値データとして有効です。

表 6-3　CSV編成ファイルに数値データとして有効な文字の種類

注※
外部浮動小数点数字項目の指数部，仮数部の符号をマイナス（-）で定義した場
合，符号位置にある空白文字（X'20'）は，有効な文字となります。

• 外部 10進項目，外部浮動小数点数字項目で定義したセルに，次のようなデータを
入力した場合，実行時エラーになります。

1.「表 6-3　CSV編成ファイルに数値データとして有効な文字の種類」で示した
「有効な文字」以外の文字が含まれるデータ

2. 小数点が複数あるデータ
3. 外部 10進形式で，符号が複数ある，または符号の位置が不正なデータ
4. 外部浮動小数点数字項目で，浮動小数点数字定数として正しくないデータ
（ただし，指数部，仮数部の符号をマイナス（-）で定義した場合，データ中で符
号を示す位置が空白文字（X'20'）であってもよい）

入力時のデータ変換規則
• 外部 10進項目，外部浮動小数点数字項目で定義したセルでは，入力できるデータ
の長さは 512バイトまでです。データの長さが 512バイトを超える場合，それ以
降のデータは切り捨てられます。切り捨てが起きた場合，FILE STATUS句を指

セルの属性 入力時に有効な文字 出力時に有効な文字

外部 10進項目 • 0～ 9，+，-

• 小数点
• 右端，または左端にある空白文字
（X'20'）

• 0～ 9，+，-

外部浮動小数点数字
項目

• 0～ 9，+，-，E，e

• 小数点
• 右端，または左端にある空白文字
（X'20'）
• 符号位置にある空白文字（X'20'）※

• 0～ 9，+，-，E，e

• 小数点
• 空符号位置にある空白文字
（X'20'）※



6.　ファイル入出力機能

123

定していると，入出力状態に 04が返されます。また，2バイト文字の 1バイト目
でデータが切り捨てられる場合，その 2バイト文字全体が入力されません。

• 外部 10進項目，外部浮動小数点数字項目で定義したセルに入力したデータの有効
文字が 22バイトを超える場合，それ以降のデータは切り捨てられます。切り捨て
が起きた場合，FILE STATUS句を指定していると，入出力状態に 04が返されま
す。

• 外部 10進項目で定義したセルでは，小数点位置を合わせて入力されます。その
際，必要に応じて数字の左側や右側にゼロを補ったり，あふれたけたを切り捨て
たりします。詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.5.7 
データ項目内でのデータのけた寄せ」を参照してください。
また，このようなけた寄せが発生した場合，FILE STATUS句を指定していると，
入出力状態に 04が返されます。

• 外部 10進項目に符号の指定がある場合，SIGN句の指定に関係なく左端の符号だ
けが有効となります。

• 外部浮動小数点数字項目で定義したセルには，外部 10進形式，外部浮動小数点数
字形式のどちらの形式のデータも，入力できます。ただし，入力データの中に "E"
または "e"が含まれている場合，外部浮動小数点数字形式のデータとみなされま
す。

• 外部 10進項目，外部浮動小数点数字項目以外の属性を持つ項目には，通常の
-NumCsvオプション指定なしの場合と同様にデータが入力されます。

• 外部 10進項目，外部浮動小数点数字項目で定義したセルに，次のようなデータを
入力した場合，ゼロを入力したものとして扱われます。
1.セル中に入力対象となるデータがない場合
2.すべて空白文字のデータの場合

• 入力データの右端，または左端にある空白は，読み込まれません。

出力時のデータ変換規則
• 外部 10進項目，外部浮動小数点数字項目に想定小数点が指定されている場合，想
定小数点位置に出力される文字は DECIMAL-POINT IS COMMA句の指定に従い
ます。

• 外部浮動小数点数字項目に小数点が指定されている場合，小数点位置に出力され
る文字は DECIMAL-POINT IS COMMA句の指定に従います。

• 外部 10進項目に符号の指定がある場合，SIGN句の指定に関係なく左端に符号が
出力されます。ただし，符号がプラス（+）の場合は出力されません。

注意事項
• READ文が失敗した場合，レコード領域は不定になります。
• 数字編集項目で定義したセルは，-NumCsvオプションを指定しても英数字項目属
性でデータが入出力されます。

（3） 数値として入力するとき，不要な文字列を無視する機能

-NumCsvオプション指定時，セルデータ中に数値として無効な文字が含まれている場
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合，環境変数 CBLCSVCHARにその文字を指定することで，文字を無視できます。この
機能を使用すると，通貨記号などが付けられたデータを数値データとして読み込めます。

（例）
"¥123"，"¥456"，"¥789"という CSV編成ファイルのデータを，-NumCsvオプ
ションを指定して読み込もうとした場合
• 環境変数 CBLCSVCHARに ¥を指定したとき

「123」「456」「789」という数値データとして読み込まれる。
• 環境変数 CBLCSVCHARを指定しないとき
¥は数値データとして無効なので，実行時エラーになる。

形式
CBLCSVCHAR='文字列〔;文字列…〕'

文字列
セルデータを数値として入力するとき，無視したい文字列を指定します。

規則
• 環境変数 CBLCSVCHARに，複数の文字列を指定する場合は，各文字列をセミコ
ロン（;）で区切り，全体をアポストロフィ（'）またはダブルコーテーション（"）
で囲んで指定する必要があります。

• 環境変数 CBLCSVCHARに指定した文字列は，数値の左端，右端，途中のどこに
あっても無視されます。

• 入力データが外部浮動小数点数字項目の場合，環境変数 CBLCSVCHARの指定は
無効になります。

• 環境変数 CBLCSVCHARには，1バイト以上，512バイト以下の文字列を指定し
てください。この範囲を超える長さの文字列を指定した場合，実行時エラーとな
ります。

注意事項
• -NumCsvオプションが指定されていない場合，環境変数 CBLCSVCHARの指定
は無効になります。

• 環境変数 CBLCSVCHARに指定した文字列に含まれるセミコロン（;）は，すべ
て区切り文字とみなされます。無視する文字列としてセミコロンは指定できませ
ん。

• 環境変数 CBLCSVCHARに，空白文字（X'20'）や数値データとして有効な文字
を指定した場合，これらの文字列も無視されます。ただし，入力結果は保証しま
せん。

• 環境変数 CBLCSVCHARに設定する文字列の全体の長さは，1,024バイト以内で
なければなりません。1,024バイトを超える文字列を設定した場合，メッセージを
出力して環境変数 CBLCSVCHARの指定は無効となります。
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6.8.6　セルデータをダブルコーテーションで囲まないで出力
する機能

環境変数 CBLD_ファイル名に NOCSVQUOTEを指定すると，CSV編成ファイルを出
力するとき，セルデータをダブルコーテーションで囲まないで出力できます。セルデー
タがダブルコーテーションで囲まれている形式に対応していない表計算プログラムと
データをやり取りするような場合，指定します。

形式
CBLD_ファイル名=NOCSVQUOTE

注意事項
セルデータをダブルコーテーションで囲まない場合，セルデータ中に含まれている
コンマも区切り文字とみなされます。

（例）
「12,345,678」と「9,999」という二つのセルデータを出力する場合
• ダブルコーテーションで囲んだとき（CBLD_ファイル名 =NOCSVQUOTE指定
なし）
"12,345,678","9,999"

→「12,345,678」「9,999」という二つのセルデータとして扱われます。
• ダブルコーテーションで囲まないとき（CBLD_ファイル名 =NOCSVQUOTE指
定あり）
12,345,678,9,999

→「12」「345」「678」「9」「999」という五つのセルデータとして扱われます。

6.8.7　入力時の未使用項目の初期化機能

（1） 入力時の未使用項目の初期化機能

CSV編成ファイルから READ文で入力したセルの個数が，対応するプログラム中の基本
項目の個数より少ない場合，環境変数 CBLCSVINITに YESを指定すると，セルと対応
しない基本項目を初期化できます。

形式
CBLCSVINIT=YES

規則
• 環境変数 CBLCSVINITに YESを指定すると，CSV編成ファイルから入力したセ
ルの個数が，対応するプログラム中の基本項目の個数より少ない場合，セルと対
応しない基本項目を初期化します。

• 環境変数 CBLCSVINITを指定しなかった場合や，YES以外を指定した場合は，
セルと対応しない基本項目は，初期化されません。

• CSV編成ファイルで使用できる項目は，ブール項目以外で，用途が表示用
（DISPLAY）の項目です。
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• この機能は，-NumCsvオプションを使用した場合にも有効です。
• この機能を使用した場合，セルと対応しない基本項目には次の初期値データが設
定されます。

注※ 1
初期値データは，数字項目にゼロを転記した結果となります。

注※ 2
環境変数 LANGに EUCコードが指定されている場合，EUCコードの全角空白文字
（X'A1A1'）を初期値データに設定します。

注※ 3
HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，または Linux(x64)で Unicode機能を使用し
ている場合，バイトオーダによって全角空白文字（X'0030'），または全角空白文字（X'3000'）
を初期値データに設定します。Unicode機能については，「26　Unicode機能（HP-UX(IPF)，
AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。

注意事項
• この機能を使用して CSV編成ファイルの入力を行うプログラムは，COBOL2002
でコンパイルする必要があります。AIX COBOL85または Solaris(SPARC) 
COBOL85でコンパイルした COBOLプログラムでこの機能を使用した場合，警
告メッセージが出力され※，環境変数 CBLCSVINITの指定が無効となります。
警告メッセージは，AIX COBOL85または Solaris(SPARC) COBOL85でコンパイ
ルしたプログラムの CSV編成ファイル入出力時に，ファイル単位で最初に実行し
た READ文でだけ出力されます。その後の READ文では，警告メッセージは出
力されませんが，環境変数 CBLCSVINITの指定は無効となります。

• この機能を使用した場合，空白文字やゼロだけのセルデータを入力した項目と，
初期化で空白文字やゼロが設定された項目の違いが判断できません。
この違いを判断する必要がある場合は，この機能を使用しないで，次に示すよう
なプログラムを作成する必要があります。
環境変数 CBLCSVINITによって初期化されたかどうかを見分けるための処理
・セルと対応しない基本項目は，READ文の実行前にレコード領域をレコードと
して存在しない値で初期化します。

未使用基本項目の属性 初期値データ

英字項目 半角空白文字（X'20'）

英数字項目

英数字編集項目

数字編集項目

数字項目 外部 10進形式 ゼロ（X'30'）※ 1

外部浮動小数点形式

日本語項目 全角空白文字（X'8140'）※ 2※ 3

日本語編集項目



6.　ファイル入出力機能

127

・READ文実行後，レコードの内容を初期化した値と比較します。
• この機能を使用して改行コードだけのレコードデータを入力した場合，ファイル
に従属するすべての基本項目が未使用とみなされ，ファイルに従属するすべての
基本項目が初期化されます。

• この機能は，ACCEPT文を使用して CSVファイルを入力する場合には使用でき
ません。

注※
AIX COBOL85または Solaris(SPARC) COBOL85でコンパイルしたプログラムが
動作できるシステムでだけ警告メッセージが出力されます。
AIX COBOL85または Solaris(SPARC) COBOL85でコンパイルした COBOLプロ
グラムの動作を次に示します。

6.8.8　データの後の空白文字を出力する機能
環境変数 CBLD_ファイル名に CSVWRITESPACEを指定すると，CSV編成ファイルに
出力するレコードの基本項目のデータの最後に半角空白文字がある場合，その半角空白
文字も出力できます。

形式
CBLD_ファイル名=CSVWRITESPACE

規則
• 出力レコードの基本項目のデータの最後に半角空白文字がある場合，その半角空
白文字も出力します。

• 出力する基本項目のデータがすべて半角空白文字の場合，対応するセルの情報に
は，基本項目のサイズ分の半角空白文字を出力します。

プログラム例
 01 REC-1.
  02 CELL-1  PIC X(5).
  02 CELL-2  PIC X(5).
  02 CELL-3  PIC X(5).
        :
   MOVE 'ABC'     TO CELL-1.
   MOVE SPACE     TO CELL-2.
   MOVE '△△CDE' TO CELL-3.
   WRITE REC-1.

（凡例）
△：半角空白文字

データの後の半角空白文字を出力する機能を使用しない場合に出力されるレコード
の結果（CBLD_ファイル名 =CSVWRITESPACE指定なし）

"ABC","","△△CDE"

COBOL85のバージョン 環境変数 CBLCSVINITの指定 備考

すべてのバージョン 無効 警告メッセージを出力し処理を続行する
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データの後の半角空白文字を出力する機能を使用した場合に出力されるレコードの
結果（CBLD_ファイル名 =CSVWRITESPACE指定あり）

"ABC△△","△△△△△","△△CDE"

6.8.9　セルデータをタブ文字区切りで入出力する機能
環境変数 CBLD_ファイル名に CSVTABSEPARATEDを指定すると，セルデータがタブ
文字（X'09'）で区切られた形式のファイルを CSV編成ファイルとして入出力することが
できます。CSVTABSEPARATEDは，セルデータがタブ文字で区切られた形式に対応し
た表計算プログラムとデータをやり取りするような場合に指定します。

形式
CBLD_ファイル名=CSVTABSEPARATED

規則
• READ文，およびWRITE文の動作は，区切り文字がコンマ（,）ではなくタブ文
字となること以外は同じです。
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6.9　HiRDBによる索引編成ファイル
（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，
AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)
で有効）

COBOL2002では，HiRDBで作成されたデータベースの内容を，索引編成ファイルの言
語仕様でアクセスできます。ここでは，HiRDBによる索引編成ファイルの使用方法につ
いて説明します。

HiRDBによる索引編成ファイルについては，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕
様編　20. HiRDBによる索引ファイル入出力機能」を参照してください。

6.9.1　プログラムの作成方法
HiRDBによる索引編成ファイルを使用するには，次の指定が必要です。

コンパイラ環境変数の指定
HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムのコンパイル時には，コンパ
イラ環境変数 CBL_RDBSYSに HiRDBを指定する必要があります。指定形式を次
に示します。

形式
CBL_RDBSYS=HiRDB※

注※
データベースシステム名には，HiRDBだけが指定できます。この環境変数の指
定がない場合は，初期値として HiRDBが仮定されます。

ORGANIZATION句の指定
HiRDBによる索引編成ファイルを使用する場合は，ORGANIZATION句に RDBを
指定します。

6.9.2　ファイルの作成と割り当て方法
HiRDBによる索引編成ファイルを使用する場合，COBOL上で指定したファイルは，
HiRDBの表に相当します。

HiRDBによる索引編成ファイルの作成方法と割り当て方法について説明します。

（1） ファイルの作成方法

HiRDBによる索引編成ファイルは，次の方法で作成できます。
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• SQL文を利用してHiRDBにアクセスするユーザプログラム
• HiRDBユティリティ

（2） ファイルの割り当て方法

操作対象となる表の名称を，ASSIGN句で指定します。

形式
SELECT ファイル名 ASSIGN TO ｛定数｜外部装置名｜データ名｝

• 定数指定の場合
定数に，操作の対象となる表名を指定します。

• 環境変数指定の場合
外部装置名に対応する環境変数に，操作の対象となる表名を指定します。
次に指定方法を示します。

形式
CBL_外部装置名=表名

• データ名指定の場合
データ名に，操作の対象となる表名を指定します。

表名の規則
操作対象に指定した表名は，HiRDBシステムで規定された表名の規則に従います。
ただし，表名に引用符（"）が含まれていない場合，実行時に引用符が付けられた名
称で処理されます。
表名の規則については，「HiRDBの SQLリファレンスマニュアル」を参照してくだ
さい。

6.9.3　ファイル編成とレコード形式
HiRDBによる索引編成ファイルは，HiRDBが定めるファイル形式で構成されています。

6.9.4　HiRDBの定義と COBOLの定義の関連性
HiRDBによる索引編成ファイルを使用する場合，HiRDBでのスキーマ定義と COBOL
での定義との関連性や，SQLデータ型と COBOLデータ定義との関連性について，注意
が必要です。HiRDBの定義と COBOLの定義の関連性について説明します。

（1） RDBの接続と切り離し

接続
COBOLの実行単位で，HiRDBによる索引編成ファイルに対する最初の OPEN文，
または切り離し後の OPEN文でファイルをオープンするときに，HiRDBの環境変
数 PDUSERの設定に基づいてHiRDBと接続します。環境変数 PDUSERの詳細に
ついては，「HiRDBの UAP開発ガイドマニュアル」を参照してください。
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切り離し
COBOLの実行単位で，HiRDBによる索引編成ファイルに対するすべてのファイル
を閉じたときに，HiRDBから切り離されます。

（2） スキーマ定義と COBOLプログラムとの関連

HiRDBによる索引編成ファイルを使用する場合は，はじめにデータベースを設計してか
らスキーマ定義を作成します。このスキーマ定義を基に，COBOLプログラムを作成し
ます。

スキーマ定義と COBOL原始プログラムとの関連を次に示します。

図 6-3　スキーマ定義と COBOL原始プログラムとの関連

規則
• 表は，実表またはビュー表で定義します。
• スキーマ定義の表名を，ASSIGN句の定数，外部装置名に関連づけられた環境変
数，またはデータ名に設定します。

• スキーマ定義の列名と COBOLのレコードの項目名を一致させます。なお，
-EquivRuleオプションを指定する場合，等価規則が適用されなくてもスキーマ定
義の列名と COBOLのレコードの項目名が一致するように，項目名を記述する必
要があります。

• スキーマ定義の列と COBOLのレコード項目の属性は一致させなければなりませ
ん。一致していない場合，動作は保証しません。詳細は，「（3）RDBの列のデー
タ型と COBOLのデータ記述」を参照してください。
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• スキーマ定義の列と COBOLのレコードのデータ配置を一致させます。データの
配置がずれるような境界調整はしないでください。

• スキーマ定義の長さと COBOLのレコードの長さを一致させます。
• 主／副レコードキーに指定した COBOLのデータ項目に対応する列は，インデク
ス定義を省略できます。ただし，重複キーを検知するには，インデクス定義時の
CREATE INDEXで，UNIQUEを指定する必要があります。

• CREATE SCHEMA，CREATE TABLE，表名，列名の規則の詳細については，
「HiRDBの SQLリファレンスマニュアル」を参照してください。
• WRITE文で重複キーを検知する場合は，対応する列に対してユニークなインデク
スを付けなくてはなりません。次にその例を示します。
1.単一列インデクスの場合（合成キー以外の場合）
REC01列の重複を検知する例

2.複数列インデクスの場合（合成キーの場合）
REC01，REC02を合わせた値で重複を検知する例

（インデクスを付けるときの注意事項）
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• WRITE文で重複キーを検知しない場合は，対応する列に対してユニークなイ
ンデクスを付けてはなりません。

• WRITE文で書き出すレコード中のキーデータ項目に対応する列以外に，ユ
ニークなインデクスを付けてはなりません。キー以外の項目にユニークなイ
ンデクスを付けた場合，WRITE文で正しくキー重複を検知できなくなりま
す。

• 合成キーを使用する場合，CREATE INDEXで並べる列の順序と合成キーに
指定する項目の順序は一致させなければなりません。この順序が一致してい
ないときの動作は保証しません。
CREATE INDEXの詳細については，「HiRDBの SQLリファレンスマニュア
ル」を参照してください。

（3） RDBの列のデータ型と COBOLのデータ記述

COBOLのレコードを定義するときは，RDBの列の属性に合わせて定義しなければなり
ません。

HiRDBの列のデータ型と COBOLのデータ記述の対応を次に示します。なお，この表に
ないデータ型は，使用できません。

表 6-4　HiRDBの列のデータ型と COBOLのデータ記述の対応

HiRDBの列の
データ型

COBOLのデータ記述 項目の記述 備考

SMALLINT
　

L1 基本項目名 PIC S9(4)
            USAGE COMP.

基本項目 　

INTEGER
　

L1 基本項目名 PIC S9(9)
            USAGE COMP.

基本項目 　

DECIMAL
〔(m〔,n〕)〕
　

L1 基本項目名
    PIC S9(m-n)〔V9(n)〕
   USAGE PACKED-DECIMAL.

基本項目 1≦m≦ 18，0≦ n≦
m
m＝ nの場合は
SV9(n)とする
n＝ 0の場合は
〔V9(n)〕を省略する

SMALLFLT
　

L1 基本項目名
      USAGE COMP-1.

基本項目 　

FLOAT
　

L1 基本項目名
      USAGE COMP-2.

基本項目 　

CHAR〔(n)〕
　

L1 基本項目名  PIC X(n).
　

基本項目 1≦ n≦ 30000

VARCHAR(n) L2 集団項目名.
  L3 基本項目名1
      PIC S9(4)
          USAGE COMP.
  L3 基本項目名2
      PIC X(n).

二つの基本項
目から構成さ
れる集団項目
基本項目 1：文
字長
基本項目 2：文
字列

1≦ n≦ 32000
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注 1
L1，L2，および L3はレベル番号を表しています。
L1：レベル番号 01～ 49
L2：レベル番号 01～ 48
L3：レベル番号 02～ 49（ただし，L3＞ L2）

注 2
SQLのデータ型については，「HiRDBの SQLリファレンスマニュアル」を参照してください。

NCHAR〔(n)〕 L1 基本項目名  PIC N(n). 基本項目 1≦ n≦ 15000

NVARCHAR(n) L2 集団項目名.
  L3 基本項目名1 
      PIC S9(4)
          USAGE COMP.
  L3 基本項目名2
      PIC N(n).

二つの基本項
目から構成さ
れる集団項目
基本項目 1：文
字長
基本項目 2：文
字列

1≦ n≦ 16000

DATE L1 基本項目名 PIC X(4).
　

基本項目 4バイト 'yyyymmdd'
の形式
（例えば 2002/7/11の場
合，X'20020711'が格
納される）

TIME L1 基本項目名 PIC X(3).
　

基本項目 3バイト’hhmmss’
の形式
（例えば 11:25:43の場
合，X'112543'が格納
される）

INTERVAL YEAR 
TO DAY

L1 基本項目名 PIC S9(8)
   USAGE PACKED-DECIMAL.

基本項目 　

INTERVAL HOUR 
TO SECOND

L1 基本項目名 PIC S9(6)
   USAGE PACKED-DECIMAL.

基本項目 　

MCHAR［(n)］ L1 基本項目名 PIC X(n). 基本項目 1≦ n≦ 30000

MVARCHAR(n) L2 集団項目名.
  L3 基本項目名1 
      PIC S9(4)
          USAGE COMP.
  L3 基本項目名2
      PIC X(n).

二つの基本項
目から構成さ
れる集団項目
基本項目 1：文
字長
基本項目 2：文
字列

1≦ n≦ 32000

BLOB L2 集団項目名.
  L3 FILLER 
      PIC S9(9)
          USAGE COMP.
  L3 基本項目名1 
      PIC S9(9)
          USAGE COMP.
  L3 基本項目名2
      PIC X(n).

三つの基本項
目名から構成
される集団項
目
基本項目 1：
データ長
基本項目 2：バ
イナリデータ

1≦ n≦ 65527

HiRDBの列の
データ型

COBOLのデータ記述 項目の記述 備考
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6.9.5　HiRDBによる索引編成ファイル固有の機能と相違点
HiRDBによる索引編成ファイルでは，HiRDBが持つ機能の一部を使用できます。また，
ISAMによる索引編成ファイルと相違があります。

（1） トランザクション管理機能

HiRDBによる索引編成ファイルのトランザクションは，最初の OPEN文でファイルを
オープンしたときに開始され，すべてのファイルが閉じられたときに暗黙的に COMMIT
文を実行し，終了します。なお，COMMIT文および ROLLBACK文を明示的には実行
できません。COMMIT文および ROLLBACK文を明示的に実行した場合，実行時エ
ラーが表示され，処理は中断されます。

HiRDBによる索引編成ファイルでは，実行時環境変数 CBL_RDBCOMMITを指定する
ことで，HiRDBが持つトランザクション管理機能を制御できます。

（a）環境変数 CBL_RDBCOMMIT

COMMIT文および ROLLBACK文で，RDBアクセスのトランザクションを管理する場
合，環境変数 CBL_RDBCOMMITにMANUAL，AUTO，YESのどれかを指定します。
環境変数 CBL_RDBCOMMITの指定方法を次に示します。

形式
CBL_RDBCOMMIT=｛MANUAL｜AUTO｜YES｝

MANUALを指定した場合
明示的に COMMIT文および ROLLBACK文を実行できます。

AUTOまたは YESを指定した場合
明示的に CLOSE文を実行した場合，および未クローズのファイルがクローズ
された場合に，暗黙的に COMMIT文が実行されます。
また，明示的に COMMIT文および ROLLBACK文を実行できます。

それ以外の値を指定した場合，または環境変数 CBL_RDBCOMMITを指定しなかっ
た場合

明示的に COMMIT文および ROLLBACK文を実行できません。

（b）トランザクションの範囲

環境変数 CBL_RDBCOMMITの値とトランザクションの範囲の関係を次に示します。な
お，COMMIT文，ROLLBACK文の取り扱いについての詳細は，「6.9.6　プログラムの
コンパイルと実行」を参照してください。
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図 6-4　環境変数 CBL_RDBCOMMITの値とトランザクションの範囲

注※
HiRDBのトランザクション管理機能によって，HiRDBにアクセスを実行中プロセ
スが異常終了したことを検出して ROLLBACKが発生します。

（2） ISAMによる索引編成ファイルとの相違

HiRDBによる索引編成ファイルと ISAMによる索引編成ファイルとの相違点について説
明します。

（a）レコードの検索基準

レコードの検索基準の相違を，次に示します。

表 6-5　索引編成ファイルでのレコードの検索基準の相違

レコードキーの項目 キー判定属性

ISAMの場合 RDBの場合

固定長集団項目 文字 文字
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（b）入出力状態

HiRDBによる索引編成ファイルでは，ISAMによる索引編成ファイルと入出力状態に返
される値が異なる場合があります。詳細は，「付録 F　入出力状態の値」を参照してくだ
さい。

（c）機能の相違点

1. スキーマ定義と一致したレコード記述でのアクセスが前提のため，ファイル記述項に
記述できるレコード記述項は一つだけです。

2. スキーマ定義に可変長（行長が可変長）がないため，レコード記述から計算した長さ
を最大長とする固定長で入出力されます。このため，次のような制限があります。
• ファイル記述項の DEPENDING ON データ名指定の RECORD句は，データ名の
内容に関係なく，常にレコード記述から計算した長さで入出力されます。

• レコード記述中に DEPENDING ON指定の OCCURS句は，記述できません。

3. HiRDBによる索引編成ファイルでは，DATA FORMAT句を指定しても覚え書きとな
ります。

4. 環境変数 CBLD_ファイル名の ISAMDL／NOISAMDLオプションは常に ISAMDL
として扱われます。また，環境変数 CBLISAMDLの値は，常に YESとして扱われま
す。このため，OPEN文の出力モードでファイルを開いた場合，ファイルは更新され
ないで新規作成となり，すべてのデータが削除されます。
ただし，OPEN文の出力モード，または拡張モードで開いたときに，ファイル実体
（表）がない場合は，ファイル実体が作成されません。
なお，出力モードでファイルを開く場合，すでにファイル内にあるレコードを高速で
削除する機能があります。詳細は，「（5）その他の拡張機能」の「（a）出力ファイル
の高速オープン機能」を参照してください。

5. 排他制御は RDBのスキーマ定義に従うため，COBOLのファイル共用は利用できま

外部 10進項目 文字 文字

内部 10進項目 文字 数値

外部浮動小数点数字項目 文字 文字

数字編集項目 文字 文字

英字項目 文字 文字

日本語項目 文字 文字

2進項目（2バイト） 2バイト固定小数点 2バイト固定小数点

2進項目（4バイト） 4バイト固定小数点 4バイト固定小数点

内部浮動小数点数字項目（4バイト） 単精度浮動小数点 単精度浮動小数点

内部浮動小数点数字項目（8バイト） 倍精度浮動小数点 倍精度浮動小数点

レコードキーの項目 キー判定属性

ISAMの場合 RDBの場合
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せん。また，RDBシステムへのアクセスに用いる，内部的に入出力文から変換され
た SQL文には，排他オプションが付けられません。このため，排他モードは，内部
的に発行する SQL文および実行環境によって RDBシステムの規定に従います。
ただし，HiRDBによる索引編成ファイルでは，固有のファイル共用を使用できます。
詳細は，「（4）HiRDBによる索引編成ファイル固有のファイル共用」を参照してくだ
さい。

6. HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムと，SQLを使用するプログラ
ムを，同じ実行環境中に混在できません。

7. HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムは，OpenTP1環境下で使用で
きません。

8. トランザクション管理機能を使用しないで複数のファイルを同時に開いた場合，すべ
てのファイルを閉じるまでファイルに対しての追加・変更は反映されません。このた
め，追加書きしたレコードは，すべてのファイルを閉じるまで入力できません。

9. 複数の表を結合するビュー表に対して行の追加，更新，および削除はできません。
10.データ型が文字型（CHAR，VARCHAR，NCHAR，NVARCHAR，MCHAR，

MVARCHAR）の列に対応させたデータ項目に，LOW-VALUEを使用できます。
11.レコードキーのデータが重複している場合，START文や READ文で重複したレコー
ドキー値に位置づけた状態で READ文を実行すると，そのあとに読み込まれるレ
コードの順序が不定となります。

12.START文で次の指定を用いて位置づけた場合，そのあとに実行される READ文は，
常にキーの降順呼び出しとなります。
• LESS THAN
• LESS THAN OR EQUAL TO
• NOT GREATER THAN
• <
• =<
• NOT >
• LAST指定

13.レコードキーに指定した内部 10進項目の照合順序は，文字属性の照合順序ではなく，
数値の照合順序となります。

14.レコード中に次のデータが含まれる場合，入出力結果は保証しません。
• レコード長が短い場合，または長い場合
• 読み込むレコード中にナル値が含まれる場合
• 書き出すレコード中に次のデータが含まれる場合

a.データ項目の文字列長，またはデータ長の値が 1より小さい
b.DATEデータ型の列に対応させたデータ項目の値が LOW-VALUEである。
c.内部 10進項目で定義したデータ項目の値が 0で，かつ符号ビットが 0である。
レコード中に保証されないデータが含まれるかどうかをチェックする機能がありま
す。詳細は，「（5）その他の拡張機能」の「（b）データチェック機能」を参照して
ください。
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15.データ型が BLOBの列に対応するレコードの項目は，キーにできません。
16.READ文，WRITE文，および REWRITE文で重複キーを検知する場合，次の点に
注意してください。
• HiRDBによる索引編成ファイルの入出力では，ALTERNATE RECORD KEY句の

DUPLICATES指定は覚え書きとなります。そのため，重複キーを検知するには，
インデクス定義時の CREATE INDEXで UNIQUEを指定する必要があります。
CREATE INDEXの詳細は，「HiRDBの SQLリファレンスマニュアル」を参照し
てください。

• 重複キーを検知するとき，インデクス定義での UNIQUE指定の有無によって，
ファイル状態値が次のように異なります。

• 合成キーを使用するときは，CREATE INDEXで並べる列の順序と，合成キーに指
定する項目の順序が一致している必要があります。順序が一致していないと，動作
は保証しません。

（d）物理的制限事項の相違点

HiRDBによる索引編成ファイルの制限値を，次に示します。

キーに関する制限値
• 主レコードキーの最大長：255バイト
• 副レコードキーの最大長：255バイト
• 副レコードキーの最大定義個数：98個
• 合成キーを構成する最大項目数：8個
• 合成キーを構成する項目の合計最大長：255バイト

同一実行環境中で RDBアクセスする索引編成ファイルの数
同一実行環境中で RDBアクセスする索引編成ファイルの数は，最大 63個です。
また，HiRDBのシステム定義の pd_max_access_tables（同時に使用する表の数）
に，使用するファイル数以上の値を指定しておく必要があります。

レコード長
定義できるレコード長は，65,535バイト以内です。

手続き文 HiRDBによる索引編成ファイルの場合 ISAMによる索引編成ファイ
ルの場合

インデクス定義あり インデクス
定義なし

DUPLICATE
S指定あり

DUPLICATE
S指定なし

UNIQUE指定
あり

UNIQUE指定
なし

READ文 00 00 00 02 00

REWRITE文 00 22 00 02 22

WRITE文 00 22 00 02 22
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ただし，CREATE TABLE定義に FIXの指定がある場合は，CREATE TABLE定義
の <FIX指定のある表 >の列の長さの合計式に従います。CREATE TABLE定義の
詳細は，「HiRDBの SQLリファレンスマニュアル」の CREATE TABLE定義の説
明を参照してください。

作成できる列の数
HiRDBの一つの表に作成できる列の数は，最大 4,000です。

（3） HiRDBサーバの設定での注意事項

（a）環境変数 PDSWAITTIMEの設定によるサーバの最大待ち時間の設定時の注意事項

HiRDBシステムでは，HiRDBによる索引編成ファイルを使用するクライアントからの
要求に対する応答を返してから，次にクライアントから要求があるまでの HiRDBシス
テムの最大待ち時間を，環境変数 PDSWAITTIMEに秒単位で指定できます。

次に，環境変数 PDSWAITTIMEを設定する場合の注意事項を示します。

• 環境変数 PDSWAITTIMEに指定した時間での監視は，トランザクション開始から終
了までの間，行われます。トランザクションについては，「（1）トランザクション管理
機能」を参照してください。

• 実行中の HiRDBシステムでは，指定した時間内にクライアントから次の要求が来な
い場合，COBOLプログラムに異常が発生したものとみなし，トランザクションを
ロールバックします。

• 環境変数 PDSWAITTIMEに 0を指定した場合，HiRDBシステムは，クライアント
（COBOLプログラム）からの応答があるまで待ち続けます。
• ブロック転送機能を使用する場合，HiRDBシステムからブロック転送されてきたレ
コードがなくなるまで，クライアント（COBOLプログラム）内で入力処理が行われ
ます。このため，入力処理が終了するまで，クライアントから HiRDBシステムに要
求しません。したがって，ブロック転送機能を使用する場合，環境変数
PDSWAITTIMEにはブロック転送文の入力処理時間を含めた値を設定してください。

環境変数 PDSWAITTIMEの詳細は，「HiRDBの UAP開発ガイドマニュアル」を参照し
てください。

（b）環境変数 PDDDLDEAPRPEXEの設定時の注意事項

COBOLプログラム実行中に，環境変数 PDDDLDEAPRPEXEを設定した環境で定義系
トランザクションを実行しないでください。環境変数 PDDDLDEAPRPEXEを設定した
環境で定義系トランザクションを実行した場合，先行トランザクションの前処理が無効
となるため，COBOLの管理情報との不整合が発生し，予期しない実行時エラーが発生
するおそれがあります。

環境変数 PDDDLDEAPRPEXEの詳細は，「HiRDBの UAP開発ガイドマニュアル」を
参照してください。
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（c）COBOLプログラムの異常終了時の対処

COBOLのプログラムが異常終了した場合，プロセスが待ち状態となります。待ち状態
となったプロセスは，次の方法で終了させてください。

• 環境変数 PDSWAITTIMEの設定によるトランザクションのロールバック
HiRDBサーバ側で，環境変数 PDSWAITTIMEにサーバの最大待ち時間を設定して
おき，トランザクションをロールバックさせる。

• PDCANCELコマンドによる強制終了
PDCANCELコマンドを入力してプロセスを強制終了させる。
PDCANCELコマンドの詳細については，「HiRDBのコマンドリファレンスマニュア
ル」を参照してください。

（4） HiRDBによる索引編成ファイル固有のファイル共用

HiRDBによる索引編成ファイルでは，ほかのファイル編成とは異なり，固有のファイル
共用を使用できます。ここでは，HiRDBによる索引編成ファイル固有のファイル共用に
ついて説明します。

指定形式
CBLRDBILWAIT=YES

機能
環境変数 CBLRDBILWAITに YESを指定すると，ファイルを入力モードで開いた
とき，内部的に発行される SELECT文に対して「WITHOUT LOCK WAIT」の排
他オプションを付けられます。排他オプションの詳細については，「HiRDBの SQL
リファレンスマニュアル」を参照してください。

（5） その他の拡張機能

HiRDBによる索引編成ファイルでは，次の拡張機能を使用できます。

（a）出力ファイルの高速オープン機能

出力モードでファイルを開く場合，すでにファイル内にあるレコードを高速で削除した
い場合は，環境変数 CBLRDBOPURGEを指定します。

指定形式
CBLRDBOPURGE=YES

機能
環境変数 CBLRDBOPURGEに YESを指定すると，出力モードでファイルを開い
た場合，すべてのデータを削除するために内部的に発行する SQL文に PURGE 
TABLEを使用します。このとき，暗黙的に COMMIT文が実行されて現行のトラン
ザクションが終了するので，ほかのファイルを開いているときは注意が必要です。
PURGE TABLEの詳細については，「HiRDBの SQLリファレンスマニュアル」を
参照してください。
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（b）データチェック機能

入出力時，レコード中に保証されないデータが含まれているかどうかをチェックする場
合は，環境変数 CBLRDBDATAERRを指定します。

指定形式
CBLRDBDATAERR=YES

機能
環境変数 CBLRDBDATAERRに YESを指定すると，レコード中に次のような保証
されないデータが含まれていないかがチェックされ，含まれていた場合には
KCCC8353R-Sの入出力エラーが出力されます。

（入出力が保証されないデータ）
• レコード長が短い場合，または長い場合

• 読み込むレコード中にナル値※が含まれる場合
• 書き出すレコード中に次のデータが含まれる場合
・データ項目の文字列長またはデータ長が 1より小さい
・DATEデータ型の列に対応させたデータ項目の値が LOW-VALUEである
・内部 10進データ項目で，値が 0かつ符号ビットが 0である

注※
ナル値については，「HiRDBの SQLリファレンスマニュアル」を参照してくだ
さい。

6.9.6　プログラムのコンパイルと実行
HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムのコンパイル，および実行方法に
ついて説明します。

（1） プログラムのコンパイル方法

HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムのコンパイル方法を，次に示しま
す。

形式（COMMIT／ ROLLBACK文を HiRDBによる索引編成ファイルに適用しない場合）
ccbl2002 ファイル名 …

形式（COMMIT／ ROLLBACK文を HiRDBによる索引編成ファイルに適用する場合）
ccbl2002 -RDBTran ファイル名 …

注意事項
• HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムのコンパイル時には，コン
パイラ環境変数 CBL_RDBSYSの指定も必要です。詳細は「6.9.1　プログラムの
作成方法」を参照してください。

• COMMIT／ ROLLBACK文は，-RDBTranオプションの指定がある場合や，翻
訳単位に HiRDBによる索引編成ファイルの入出力の指定がある場合は HiRDBに
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よる索引編成ファイルに適用されます。ただし，DCシミュレーション機能と混在
する場合はエラーとなります。それ以外は DCシミュレーション機能に適用され
ます。
-RDBTranオプションの指定と，プログラムの記述による COMMIT／
ROLLBACK文の扱いを次に示します。

表 6-6　-RDBTranオプションの指定と COMMIT／ ROLLBACK文の扱い

（凡例）
RDBに適用：HiRDBによる索引編成ファイルの COMMIT／ ROLLBACK文となる
DCに適用：DCシミュレーション機能の COMMIT／ ROLLBACK文となる
Ｓレベルエラー：コンパイル時に重大エラーとなる

（2） プログラムのリンク

HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムのリンクは，ccbl2002，ccコマン
ドまたは ldコマンドで HiRDBのライブラリを指定する必要があります。詳細は
「33.1.3　ccbl2002コマンドの -lオプション」および「33.1.5　ccコマンドおよび ldコ
マンドの -lオプション」を参照してください。

（3） プログラムの実行方法

HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムは，次の手順で実行してくださ
い。

1. HiRDBのサーバを起動する

2. HiRDBのクライアントの環境変数で，PDHOST，PDUSER，PDNAMEPORTの値を
サーバ環境に合わせて設定する

3. HiRDBによる索引編成ファイルを使用した COBOLプログラムを実行する

プログラムの記述 通信節 ファイル管理記述項

HiRDBによる索引
編成ファイル
（RDB）あり

HiRDBによる索引
編成ファイル
（RDB）なし

オプションの
指定

-RDBTran
指定あり

データコミュニケーショ
ン機能なし

RDBに適用 RDBに適用

データコミュニケーショ
ン機能あり

Sレベルエラー Sレベルエラー

-RDBTran
指定なし

データコミュニケーショ
ン機能なし

RDBに適用 DCに適用

データコミュニケーショ
ン機能あり

Sレベルエラー DCに適用
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6.9.7　プログラム作成時の留意点
HiRDBによる索引編成ファイルを使用するプログラムで，処理速度の速いプログラムを
作成する場合の留意点を示します。

動的アクセス（DYNAMIC）を使用しない

理由
動的アクセスで KEY指定の READ文を実行すると，該当レコードの読み込み
と同時に以降のレコードの読み込み準備をするため，処理に時間が掛かります。

対策
KEY指定の READ文で読み込んだレコードの次のレコードを読み込む必要が
なければ，乱アクセス（RANDOM）での KEY指定の READ文を使用してく
ださい。乱アクセスでの KEY指定の READ文を使用すると，以降のレコード
の読み込み準備が不要なため，処理時間を短縮できます。

I-Oモードでファイルを開かない

理由
I-Oモードでファイルを開くと，更新を前提とする SQL文で RDBアクセスが
行われるため，処理に時間が掛かります。

対策
DELETE文，REWRITE文，またはWRITE文でレコードを更新する必要がな
い場合は，INPUTモードでファイルを開いてください。更新を前提としない
SQL文で RDBにアクセスできるので，処理時間を短縮できます。

START文を使用しない

理由
START文を使用すると，該当するキー条件に一致するデータを検索したあと，
NEXT指定の READ文でレコードを読み込めるように，以降のレコードの読み
込み準備をするため，処理に時間が掛かります。

対策
START文および NEXT指定の READ文でのレコードの読み込みを KEY指定
の READ文で代替できる場合は，KEY指定の READ文を使用してください。
KEY指定の READ文を使用すると，以降のレコードの読み込み準備が不要な
ため，処理時間を短縮できます。

キーに使用する項目（列）を一つにする

理由
複数のキーを使用して入出力をすると，それぞれのキーで関連づけをするため，
OPEN文，START文実行後の最初の READ文，および KEY指定の READ文
の処理に時間が掛かります。

対策
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使用するキーの数を減らしてください。データの関連づけに掛かる時間を短縮
できます。

環境変数 CBLRDBOPURGEに YESを指定する

理由
ファイルを OUTPUTモードでオープンする場合，ファイル中のすべてのデー
タが削除されます。このとき，多量のデータがあると，データの削除に時間が
掛かります。

対策
ファイルを OUTPUTモードでオープンする場合は，環境変数
CBLRDBOPURGEに YESを指定してください。環境変数 CBLRDBOPURGE
に YESを指定すると，データを削除する際に内部的に発行される SQL文に
PURGE TABLEを使用するため，データを削除する時間を短縮できます。
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6.10　ラージファイル入出力機能
ラージファイル入出力機能を使用すると，ラージファイル（ファイルサイズが 2GB以上
のファイル）に対する入出力ができます。

6.10.1　ラージファイル入出力機能の概要
実行時環境変数 CBLD_ファイル名に LARGEFILEを指定することによって，ラージ
ファイル（ファイルサイズが 2GB以上のファイル）に対する入出力ができます。

（1） ラージファイル入出力機能の指定方法
• ファイル単位に指定する方法

形式
 
CBLD_ファイル名=｛ LARGEFILE ｜ NOLARGEFILE ｝
 

LARGEFILE
ラージファイル入出力機能が有効になります。

NOLARGEFILE
ラージファイル入出力機能を使用しないで，通常の入出力をします。

実行時環境変数 CBLD_ファイル名の詳細については，「34.3　プログラムの実行環境の
設定」を参照してください。

• 実行単位中のすべてのファイルに指定する方法（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，
Linux(x64)で有効）

形式
 
CBLLARGEFILE=YES
 

注意事項
実行時環境変数 CBLD_ファイル名 =LARGEFILE/NOLARGEFILEと，
CBLLARGEFILE=YESを同時に指定した場合，実行時環境変数 CBLD_ファイル
名 =LARGEFILE/NOLARGEFILEの指定が優先されます。
実行時環境変数「CBLD_ファイル名」と「CBLLARGEFILE」の関係を次に示し
ます。

CBLLARGEFILE CBLD_ファイル名

LARGEFILE NOLARGEFILE 指定なし

YES ○ × ○
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（凡例）
○：ラージファイル入出力機能を適用する
×：ラージファイル入出力機能を適用しない

（2） 使用できるファイルの種類

ファイル編成
ラージファイル入出力機能は，次のファイル編成で使用できます。
• 順編成ファイル
• テキスト編成ファイル
• CSV編成ファイル

ファイルシステム
ラージファイルを使用するためには，ファイルシステムの属性がラージファイルに
対応している必要があります。ファイルシステム属性については，システムのマ
ニュアルを参照してください。
また，作成できるファイルサイズについては，システム資源の制限が設定されてい
る場合があります。詳細は，システムの ulimitコマンドなどについて記載されたマ
ニュアルを参照してください。

6.10.2　ラージファイル入出力機能でのファイルの共用
ラージファイル入出力機能を使用した場合，LOCK MODE指定は無視され，ファイル
シェア機能は無効となります。また，INPUTモードで開いた場合でも，他プロセスから
のレコード施錠はエラーとなります。

ラージファイル入出力機能を使用した場合の入出力動作は次のとおりです。

（1） 先行プロセスでラージファイル入出力機能を使用する場合

YES以外，または実行
時環境変数指定なし

○ × ×

後行プロセス 先行プロセス

ラージファイル
入出力機能

OPENモード OPENモード

INPUT OUTPUT I-O EXTEND

使用する OPEN INPUT ○ × × ×

　 　 OUTPUT × × × ×

　 　 I-O × × × ×

　 　 EXTEND × × × ×

CBLLARGEFILE CBLD_ファイル名

LARGEFILE NOLARGEFILE 指定なし
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（凡例）
○：成功
×：OPENエラー
RE：READエラー
－：対象外

注※ 1
LOCK MODE IS AUTOMATIC指定

注※ 2
WITH LOCK指定なし

注※ 3
OPEN I-Oモードで開いたファイル

注※ 4
READ WITH NO LOCKで入力したレコードに対する REWRITE文

（2） 先行プロセスでラージファイル入出力機能を使用しない場合

「7.2.4　各実行単位の施錠形式」に従います。

ただし，後行プロセスでラージファイル入出力機能を使用する場合は，LOCK MODE指
定なしの動作となります。

6.10.3　ネットワークファイルシステムでのラージファイル
の動作

ネットワークファイルシステムでラージファイル入出力機能を使用できます。

AIX(32)，AIX(64)の場合
双方のシステムが AIX(32)または AIX(64)で，ラージファイルをサポートしている
必要があります。ほかのシステムのファイルの場合，ラージファイルを扱えません。

使用しない※ 1 OPEN※ 2 INPUT ○ × × ×

　 　 OUTPUT × × × ×

　 　 I-O ○ × × ×

　 　 EXTEND × × × ×

　 READ※ 3 WITH LOCK RE － － －

　 　 WITH NOLOCK ○ － － －

　 REWRITE※ 3※ 4 ○ － － －

後行プロセス 先行プロセス

ラージファイル
入出力機能

OPENモード OPENモード

INPUT OUTPUT I-O EXTEND
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Solaris(SPARC)の場合
ほかのシステムのファイルシステムであっても，そのシステムがラージファイルを
サポートしていれば，ラージファイルを扱えます。

6.10.4　ラージファイル入出力機能の制限事項
COBOL入出力サービスルーチンでは，ラージファイル入出力機能を使用できません。
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6.11　ファイル入出力拡張機能
ファイル入出力の拡張機能について説明します。

6.11.1　ファイルサイズがレコード長の整数倍でない固定長
形式の順ファイルの入出力

固定長形式の順ファイルで，ファイルサイズがレコード長の整数倍でない場合に，最終
レコードの長さが定義レコード長より短くても入力できるようにする機能です。

（1） 環境変数の指定

環境変数 CBLD_ファイル名に SAMENDIOを指定すると，最終レコードが定義レコー
ド長より短い場合でもエラーにならなくなり，残りのレコードの入出力を行えます。

形式
 
CBLD_ファイル名=SAMENDIO
 

環境変数 CBLD_ファイル名に SAMENDIOを指定した場合としない場合とで，入出力
時の結果が異なります。なお，SAMENDIOを指定しない場合には，NOSAMENDIOが
仮定されます。詳細は，「34.3.2　実行時環境変数の一覧」を参照してください。

（2） 環境変数の指定有無による結果の違い

環境変数 CBLD_ファイル名に SAMENDIOを指定した場合としない場合とで，それぞ
れの入出力文の動作の違いを次に示します。

（a）READ文

表 6-7　入力するレコードがレコード長より短い場合の READ文の動作

（b）REWRITE文

REWRITE文を実行するには，直前の READ文が実行済みでなければなりません。

環境変数 CBLD_ファイル名に SAMENDIOを指定した場合，直前の READ文で読み込
んだ分のレコードを書き換えます。

CBLD_ファイル名の指定 READ文の動作

NOSAMENDIO
または指定なし

入力するレコードがレコード長より短い場合，エラーになります。
このとき，入出力状態の値は「30」になります。

SAMENDIO 入力するレコードがレコード長より短い場合，エラーにならないで残り
のレコードを読み込みます。レコード長の残りには，半角の空白
「X'20'」を埋めます。このとき，入出力状態の値は「00」になり，プロ
グラムの実行は継続します。
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表 6-8　更新するレコードがレコード長より短い場合の REWRITE文の動作

（c）その他の入出力文

READ文および REWRITE文以外の入出力文での入出力機能は，ファイルサイズがレ
コード長の整数倍である固定長ファイルの場合と同じです。

（3） 注意事項
• この機能を使用してファイル中の最終レコードを読み込むとき，最終レコードがプロ
グラム中で定義したレコード長より短いために，定義したレコード長より短いレコー
ド長しか読み込めなくても COBOLはエラーや警告メッセージを出力しません。その
ため，実際に読み込んだレコード長は，ユーザプログラム側で管理しておく必要があ
ります。

• この機能は，ファイル内の全データをレコードとして入力できるだけで，レコード
フォーマットの形態，レコードのブロッキングおよびデブロッキングはユーザプログ
ラム側で管理しておく必要があります。

6.11.2　ファイルバッファサイズ指定機能（HP-UX(IPF)，
Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

ファイルバッファサイズ指定機能を使用すると，COBOLのファイル入出力機能で使用
するファイルのバッファサイズを，使用する環境に合わせて任意に指定できます。バッ
ファサイズを大きくすることで，ファイルに対する物理的な入出力回数を減らすことが
でき，性能向上を目的としたチューニングが可能となります。

この機能を使用しない場合，COBOLではファイルのバッファサイズを 4,096バイトに
設定します。

この機能は，次に示すファイルを対象としています。

• 順編成ファイル※ 1

• 相対編成ファイル※ 1 ※ 2

• テキスト編成ファイル
• CSV編成ファイル

注※ 1
環境変数 CBLINBUFSIZE/CBLOUTBUFSIZEについては，COBOL入出力サー
ビスルーチンを使用した入出力機能でも有効になりますが，環境変数 CBLD_

CBLD_ファイル名の指定 REWRITE文の動作

NOSAMENDIO
または指定なし

直前の READ文が実行時エラーになるので，REWRITE文も実行され
ません。

SAMENDIO 直前の READ文で読み込んだレコード長が，定義レコード長よりも短
い場合は，READ文で読み込んだ分のレコードを書き換えます。このと
き，入出力状態の値は「00」になります。
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ファイル名の NOINBUFSIZE/NOOUTBUFSIZEについては，COBOL入出力
サービスルーチンを使用した入出力機能では有効になりません。

注※ 2
ACCESS MODE句が SEQUENTIAL指定だけ有効です。DYNAMIC/RANDOM
指定では有効になりません。

この機能の作用対象を次に示します。

（凡例）
○：この機能の対象
×：この機能の対象外

注※ 1
順編成ファイル（COBOL入出力サービスルーチン機能も含む）およびテキスト編成ファイル
の場合は，LOCK MODE句にMANUAL指定はできません。

注※ 2
CSV編成ファイルの場合は，この機能の対象（○）となります。

（1） 環境変数の指定

この機能を使用するには，次に示す環境変数を指定する必要があります。

OPENモード INPUT OUTPUT EXTEND I-O

WITH LOCK
指定

あり なし あり なし あり なし あり なし

LOCK 
MODE
句の指
定

なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

EXCLUSIVE ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

AUTOMATIC ○ ×※ 2 ○ ○ ○ ×※ 2 × ×

MANUAL※ 1 ○ ×※ 2 ○ ○ ○ ×※ 2 × ×

環境変数名 環境変数の有効範囲 環境変数の機能内容

CBLINBUFSIZE=nnnnnnnnnn※ 1 対象ファイルに有効※ 2 OPEN文のモードが
INPUT指定のバッファ
サイズ制御によるファ
イル入力時に，使用す
るバッファサイズを
2,000,000,000（約
2GB）までの数値で指
定する。
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注※ 1
「nnnnnnnnnn」には，COBOLのファイル入出力機能で使用するバッファ長として，１～
2000000000の数字を指定します。

注※ 2
プロセス内の対象ファイルに有効になります。

各環境変数間の関係を次に示します。

（凡例）
○：環境変数 CBLINBUFSIZE/CBLOUTBUFSIZEのバッファサイズの任意の値が有効
×：バッファサイズの任意の値が無効（バッファサイズは 4,096バイト）
－：各環境変数の間に関連性はない（バッファサイズの任意の値が有効）

CBLOUTBUFSIZE=nnnnnnnnnn※ 1 OPEN文のモードが
OUTPUT/EXTEND指
定のバッファサイズ制
御によるファイル出力
時に，使用するバッ
ファサイズを
2,000,000,000（約
2GB）までの数値で指
定する。

CBLD_ファイル名 =NOINBUFSIZE ファイル別に有効 指定されたファイルの
バッファサイズ制御に
よる入力時に，環境変
数 CBLINBUFSIZEで
設定された値が無効に
なる。無効になった場
合のバッファサイズは，
4,096バイトになる。

CBLD_ファイル名 =NOOUTBUFSIZE 指定されたファイルの
バッファサイズ制御に
よる出力時に，環境変
数 CBLOUTBUFSIZE
で設定された値が無効
になる。無効になった
場合のバッファサイズ
は，4,096バイトにな
る。

環境変数 CBLINBUFSIZE/
CBLOUTBUFSIZEの指定

環境変数 CBLD_ファイル名の指定

指定なし NOINBUFSIZE NOOUTBUFSIZE

CBLINBUFSIZE ○ × －

CBLOUTBUFSIZE ○ － ×

環境変数名 環境変数の有効範囲 環境変数の機能内容
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（2） 指定例（Bシェル）

環境変数の指定例を次に示します。

 
CBLINBUFSIZE=32768　プロセス内の入力時にファイルバッファを32,768バイトとす
る
export  CBLINBUFSIZE
CBLOUTBUFSIZE=8192　プロセス内の出力時のファイルバッファを8,192バイトとする
export  CBLOUTBUFSIZE
 

CBLD_FILE01=NOINBUFSIZE　ファイル名FILE01について，入力の指定を取り消す※1

export  CBLD_FILE01　　　出力を取り消す場合はNOOUTBUFSIZEを指定する
 

注※ 1
複数のオプションを指定する場合は，次に示すように各オプションをコロン（：）
で区切ります。
CBLD_FILE01=NOINBUFSIZE:NOOUTBUFSIZE
export  CBLD_FILE01

（3） 規則
• 環境変数に指定するバッファサイズは，レコード長より大きい値を指定してください。
• 環境変数の指定に関して，次に示す場合は環境変数の指定は無効となり，ファイルの
バッファサイズは，4,096バイトになります。このとき，エラーメッセージなどは出
力しません。
• バッファサイズ 1～ 2,000,000,000以外
• 半角数字以外の文字

• 環境変数には，約 2GBまでの値を指定できますが，実際に有効になる値は，マシン環
境で使用できるメモリサイズに依存します。指定されたメモリサイズが確保できない
場合は，システムがバッファを自動的に割り当てて動作します。

• OPEN文のモードが I-O指定の場合は，この機能の対象外となります。
• 環境変数名で指定する「ファイル名」は SELECT句で指定したファイル名に対応し
ます。ただし，ファイル名内のハイフン（-）はアンダーバー（_）に置き換えて指定
してください。指定例を次に示します。
（COBOLでの記述例）
　　SELECT A-FILE ASSIGN TO SYS000.
（環境変数の指定例（Bシェル））
　　CBLD_A_FILE=NOINBUFSIZE
　　export  CBLD_A_FILE

（4） 注意事項
• ファイル入出力でのバッファサイズは，使用されるファイルサイズ，ディスク装置・
マシン環境，およびシステムの仕様に依存することから実際に性能検証によって適切
な値を使用してください。
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7　 ファイル共用（ファイル
シェア）
この章では，COBOLプログラムでのファイル共用の方法につ
いて説明します。

7.1　ファイル共用（ファイルシェア）の概要

7.2　ファイル共用の詳細
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7.1　ファイル共用（ファイルシェア）の概要
ファイル共用（ファイルシェア）とは，マルチユーザ環境でユーザ間のファイルを共用
する機能です。この機能を使用すると，データの更新時にレコードまたはファイル全体
を，ほかの COBOLプログラムと共用したり保護したりできます。

表 7-1　ファイル共用を使用できるファイル編成

（凡例）
○：ファイル共用が使用できる
×：ファイル共用が使用できない

ISAMによる索引ファイル以外
マルチスレッド対応 COBOLプログラムに対応しません。

ISAMによる索引ファイル
マルチスレッド対応 COBOLプログラムに対応します。
ただし，同一スレッド内で一つのファイル単位または一つのレコード単位を使用す
る場合，ファイル共用は使用できません。

ファイル編成 ファイル共用 備考

ファイルレベル レコードレベル

順ファイル ○ ○ 　

相対ファイル ○ ○

ISAMによる索引編成ファイ
ル

○ ○

テキストファイル ○ ×

CSVファイル × ×

HiRDBによる索引編成ファ
イル

HiRDBによる索引編成ファイル固
有のファイル共用を使用できる。

詳細は「6　ファイル入出力機
能」を参照。
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7.2　ファイル共用の詳細
ファイル共用の詳細について説明します。

ファイル共用については，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　3. ファイル
共用機能」を参照してください。

7.2.1　ファイルレベルのファイル共用
ファイルは，常に次の活性状態か不活性状態のどちらかの状態にあります。

• 活性状態
ファイルが一つ以上の実行単位に対して開かれている状態

• 不活性状態
どの実行単位からも開かれていない状態

活性状態のファイルは，ほかの実行単位から OUTPUTモードで開けません。存在しな
いファイルは，OUTPUTモードで自動的に生成されますが，このファイルはほかの
COBOLプログラムとは共用できません。

活性状態のファイルのモードには，次に示す排他モードと共用モードの二つがあります。

（a）排他モード

排他モードのファイルは，一つの実行単位に対してだけ開かれています。ほかの実行単
位がこのファイルを使用しようとしても，ファイル施錠のエラーが返り，使用が拒否さ
れます。

排他モードでは，ファイルが一つの実行単位に対して施錠され，その実行単位だけが
ファイルを使用できます。この実行単位がファイルを閉じるとファイルの施錠は解除さ
れます。

（b）共用モード

共用モードのファイルは，複数のプログラムから使用できます。各実行単位がファイル
を使うとき，一つまたは複数のレコード単位に施錠すれば，データを保護できます。

次に，ファイルレベルのファイル共用の例を示します。
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1. プログラム Xが，排他モードでファイル 'MASTER1'を開きます。
2. プログラム Yが 'MASTER1'を開こうとしますが，すでにプログラム Xが排他モード
で開いているため，OPEN文は失敗します。このとき，入出力状態には 93が返され
ます。

7.2.2　レコードレベルのファイル共用
（1） ファイルの開き方による相違

INPUTモードで開かれたファイルは共用できますが，ファイルのレコードは施錠できま
せん。I-Oまたは EXTENDモードで開かれたファイルは共用できます。

ファイルを EXTENDモードで開いている間に，ほかのファイル単位が INPUTまたは
I-Oモードで同じファイルを開いた場合，完全な論理ファイル（EXTENDモードで追加
したレコードを含めた論理ファイル）のレコードを読み込めます。しかし，EXTEND
モードで開かれたほかの実行単位については，レコード施錠によってレコードの出力を
防げません。

INPUTモードで開かれた共用ファイルは，ほかのファイル単位からのレコードの参照，
更新を防げません。ファイルを EXTENDモードで開いている間に，ほかのファイル単
位が INPUTまたは I-Oモードで開いてレコードを読み込もうとした場合，EXTEND
モードで出力されたレコードについては，読み込みが保証されます。ただし，LOCK 
MODE句の指定のない INPUTモードの場合，読み込みは保証しません。

ほかのファイル単位が EXTENDモードで開かれた場合に，双方に追加されるレコード
の内容については，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　3. ファイル共用機
能」を参照してください。

（2） レコード施錠

単一のレコードを施錠する場合と複数のレコードを施錠する場合についてそれぞれ説明
します。
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（a）単一レコード施錠

単一レコード施錠を指定した実行単位は，一つのファイル内に一つだけのレコード施錠
を取得できます。

単一レコード施錠では，レコード施錠の解放をUNLOCK文で指定できます。また，新
しいレコードを施錠すると，それまでのレコード施錠は自動的に解放されます。同じ実
行単位でレコード施錠が解放される条件を次に示します。

• START文以外の入出力文が成功したとき
• ファイルを閉じたとき

START文ではレコード施錠は解放されません。また，レコード施錠の取得，解放に失敗
したとき，レコード施錠の状態は保証しません。

次に，単一レコード施錠の例を示します。

1. プログラム Xが，共用モードでファイル 'MASTER1'を開きます。
2. READ文が実行されると，1番目のレコードが施錠されます。
3. 次の READ文が実行されると，1番目のレコードの施錠が解除され，2番目のレコー
ドが施錠されます。
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4. プログラム Yが，共用モードでファイル 'MASTER1'を開きます。
5. READ文が実行されると，1番目のレコードが施錠されます。
6. READ文が実行されますが，2番目のレコードはプログラム Xによって施錠されてい
るため，READ文は失敗します。

（b）複数レコード施錠

複数レコード施錠を指定した実行単位は，一つのファイルに複数のレコード施錠を同時
に取得できます。施錠されたレコードはほかの実行単位から使用できませんが，施錠さ
れていないレコードは使用できます。

複数レコード施錠は，相対または索引ファイルにだけ使用できます。

複数レコード施錠は，LOCK MODE句にMANUALを指定し，WITH LOCK指定の
READ文を実行するごとにレコード単位で取得できます。WITH LOCK指定のない
READ文を実行した場合，レコード施錠は取得されません。このときでも，取得済みの
レコード施錠は解放されません。

同じ実行単位でレコード施錠が解放される条件は次のとおりです。

• ファイルに対して UNLOCK文を実行したとき
• ファイルを閉じたとき

レコード施錠の取得，解放に失敗したとき，レコード施錠の状態は保証しません。

また，COBOL入出力サービスルーチンで作成した相対ファイルでも，複数レコード施
錠を使用できます。

7.2.3　ファイルの排他・共用の区別
ファイルの排他・共用の区別を次に示します。

表 7-2　ファイルの排他・共用の区別

（凡例）
○：共用
×：排他

注※
EXTENDモードで開かれ共用されているファイルに対して追加書きする場合は，複数のプログ

OPENモード INPUT I-O OUTPUT EXTEND

WITH LOCK指定 あり なし あり なし あり なし あり なし

LOCK 
MODE句の
指定

なし × ○ × × × × × ×

EXCLUSIVE × × × × × × × ×

AUTOMATIC × ○ × ○ × × × ○※

MANUAL × ○ × ○ × × × ○※
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ラムから実行しないようにしてください。詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語
　拡張仕様編　3.2.8 WRITE文（ファイル共用機能）」の説明を参照してください。

7.2.4　各実行単位の施錠形式
（1） 順編成ファイル，相対編成ファイル，ISAMによる索引編成ファイルおよ

びテキスト編成ファイル（ファイルレベルのファイル共用だけ該当）の
場合

順編成ファイル，相対編成ファイル，ISAMによる索引編成ファイル，およびテキスト
編成ファイル（ファイルレベルのファイル共用だけ該当）の場合の各実行単位の施錠形
式を次に示します。
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注※ 1
索引ファイルでは，レコード占有解除待ち機能が使用できます。レコード占有解除
待ち機能については，マニュアル「索引順編成ファイル管理　ISAM」を参照してく
ださい。

注※ 2
順ファイルおよびテキストファイルでは，ASSIGN句に LOCK MODE MANUAL
の指定はできません。順ファイルおよびテキストファイルを対象外とします。
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7.2.5　ファイル共用を省略した場合の処理
LOCK MODE句を省略した場合，そのファイルは，LOCK MODE IS EXCLUSIVEが
指定されたとみなされ，ファイルレベルのファイル共用が有効となります。ファイルレ
ベルのファイル共用については，「7.2.1　ファイルレベルのファイル共用」を参照してく
ださい。

7.2.6　ラージファイル入出力機能でのファイルの共用
ラージファイル入出力でのファイル共用に関しては，「6.10.2　ラージファイル入出力機
能でのファイルの共用」を参照してください。

7.2.7　ネットワーク上のファイルを使用する場合の注意事項
同じネットワーク環境内にある異なるUNIX間で実行する場合，レコードレベルのファ
イル共用は保証しません。

ファイル共用を使用する場合，ネットワークを構築するときに OSのロック機能が動作
するように環境をセットアップしなければならない場合があります。ネットワークの
セットアップについては，システムのマニュアルを参照してください。

（例）
NFSを利用してリモートファイルにアクセスする場合，OSのロック機能はカーネ
ルのロック機構とNFSのロック監視デーモン（rpc.statd）および NFSのロック管
理デーモン（rpc.lockd）の補助機構によって実現されています。そのため，NFS
ロックデーモン（rpc.statd，rpc.lockd）を起動しなければなりません。NFSロック
デーモンを起動しないと，リモートファイルに対するファイル共用は使用できませ
ん。
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8　 プリンタへのアクセス
COBOLプログラムでは，XMAP3を使用してプリンタへ出力
できます。この章では，プリンタへのアクセスについて説明し
ます。

8.1　プリンタアクセスの種類と概要

8.2　プリンタアクセスの共通規則

8.3　入出力エラー処理

8.4　XMAP3による印刷（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）
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8.1　プリンタアクセスの種類と概要

（1） 印刷モード

COBOLプログラムからプリンタにアクセスするには，次の方法があります。

XMAP3による印刷（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）
XMAP3と連携してプリンタ出力する印刷モードです。書式オーバレイや
CHARACTER TYPE句での行データ印刷制御など，XMAP3の機能を使用して印刷
できます。

（2） プリンタアクセスで使用できるファイル編成

プリンタアクセスで使用できるファイル編成は，順編成ファイルまたはテキスト編成
ファイルです。ただし，印刷モードによっては，使用できるファイル編成に制限があり
ます。

各印刷モードで使用できるファイル編成について，次に示します。

（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

順編成については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.1.7(1) 順編成」
を，テキスト編成については，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　2.1 テキ
スト編成」を，それぞれ参照してください。

印刷モード 順編成ファイル テキスト編成ファイル

XMAP3による印刷 ○ ×
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8.2　プリンタアクセスの共通規則
印刷モードで共通な規則について，次に示します。

8.2.1　ファイル割り当て
プリンタ出力をするファイルは，環境部入出力節で ORGANIZATION句に順編成または
テキスト編成のどちらかを指定します。

環境入出力節でファイル編成を指定したあと，定数指定，環境変数指定，データ名指定
のどれかの方法で，ASSIGN句に出力先の物理ファイル名を割り当てます。

割り当てる物理ファイル名は，印刷モードごとに異なります。詳細は，「8.4　XMAP3に
よる印刷（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）」を参照してください。ま
た，ファイル割り当ての詳細については，「6.2　ファイル割り当ての共通規則」を参照
してください。

定数指定，環境変数指定，データ名指定の記述例を，それぞれ次に示します。

（1） 定数指定
       ENVIRONMENT DIVISION.
       INPUT-OUTPUT SECTION.
       FILE-CONTROL.
           SELECT FILE-1 ASSIGN TO '物理ファイル名'.
           :

（2） 環境変数指定
       ENVIRONMENT DIVISION.
       INPUT-OUTPUT SECTION.
       FILE-CONTROL.
           SELECT FILE-1 ASSIGN TO PRT.
           :

注
実行時に，次の環境変数が指定されているものとします。
CBL_PRT=物理ファイル名

（3） データ名指定
       ENVIRONMENT DIVISION.
       INPUT-OUTPUT SECTION.
       FILE-CONTROL.
           SELECT FILE-2 ASSIGN TO FILE-NAME.
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 FILE-NAME PIC X(40).
       PROCEDURE DIVISION.
           MOVE '物理ファイル名' TO FILE-NAME.
           :
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8.2.2　入出力手続き文と動作
プリンタへ行データを出力するために使用する文を次に示します。

表 8-1　入出力手続き文と動作

8.2.3　行制御出力
行制御出力とは，データ部のファイル記述項に LINAGE句を指定したり，WRITE文に
ADVANCING／ POSITIONING指定または CHARACTER TYPE句を指定したりして，
行データを制御する出力処理のことです。行制御出力は，報告書作成機能を含みます。

CHARACTER TYPE句については，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　
14.2.1(1) CHARACTER TYPE句」を，WRITE文については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.55 WRITE文」を，それぞれ参照してくださ
い。

（1） 順編成ファイル，テキスト編成ファイルの行制御

順編成ファイル，テキスト編成ファイルに対して行制御が実行されるのは，次の場合で
す。

• データ部のファイル記述項に LINAGE句を指定した場合。
• WRITE文に ADVANCING指定，POSITIONING指定をした場合。

8.2.4　実行時環境変数で行制御を操作する方法
環境変数 CBLD_ファイル名に，次の環境変数を指定すると，WRITE文の行制御指定を
操作できます。

• SAMAADV／NOSAMAADV
SAMAADVは，ADVANCING指定を記述しないWRITE文で自動的に AFTER 
ADVANCING 1 LINEが仮定されます。NOSAMAADVは，仮定されません。標準値
は，NOSAMAADVです。

使用する文 XMAP3による印刷

OPEN文 プリンタ出力処理の準備をする。OUTPUTモードで実行する。

WRITE文 1行のデータを行制御をして印刷用ファイルに書き出す。

CLOSE文 プリンタ出力処理を終了する。
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8.3　入出力エラー処理
入出力エラーの詳細は，「6.3　入出力エラー処理」を参照してください。
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8.4　XMAP3による印刷（HP-UX(IPF)，
AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）

XMAP3を使用すると，書式と行データを重ね合わせる印刷（書式オーバレイ印刷）や，
印刷制御付きの行データの印刷ができます。

XMAP3による印刷機能について説明します。

8.4.1　前提条件とプログラムの作成方法
• XMAP3による印刷をするには，あらかじめ帳票の定義が必要です。帳票を定義する
には，XMAP3を使用します。

• XMAP3による印刷を使用するプログラムは，コンパイル時に -XMAP,LinePrintオプ
ションの指定が必要です。

8.4.2　プリンタへの出力と割り当て方法

（1） 印刷サービス名称の指定

印刷サービス名称とは，XMAP3で使用する端末やプリンタの識別名称です。

COBOLプログラム実行時，印刷サービス名称は，SELECT句で指定したファイルの
ASSIGN句で指定した外部装置名に割り当てられます。印刷サービス名称は，環境変数
CBLX_外部装置名で指定します。印刷サービス名称の指定方法を次に示します。

形式
SELECT ファイル名 ASSIGN TO 外部装置名

環境変数
CBLX_外部装置名=印刷サービス名称

注意事項
• ASSIGN句で定数指定またはデータ名指定をした場合，または外部装置名を環境
変数 CBL_外部装置名で指定した場合，指定した文字列は，印刷サービス名称で
はなく物理ファイル名として扱われるので注意してください。

• ASSIGN句で指定した外部装置名に対して，印刷サービス名称の指定（CBLX_外
部装置名）と物理ファイル名の指定（CBL_外部装置名）を同時に指定した場合，
印刷サービス名称の指定（CBLX_外部装置名）が有効となります。これらの環境
変数を同時に指定するときには，注意が必要です。

• 環境変数 CBLX_外部装置名は，OPEN文を実行するごとに環境変数の値が参照
されます。
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（2） プリンタ出力の識別

COBOLプログラムの記述，-XMAP,LinePrintオプションの指定の有無と，プリンタ，
通常ファイルへの出力の識別を次に示します。

表 8-2　プリンタ，通常ファイルへの出力の識別

（凡例）
○：出力できる
×：出力できない
－：指定しても意味を持たない（覚え書きとなる）

注※ 1
OUTPUT指定以外で OPEN文を実行すると，実行時エラーとなります。

注※ 2
実行時にエラーメッセージが出力されます。

注※ 3
コンパイル時にエラーメッセージが出力されます。

出力先がプリンタの場合，コンパイルリスト（情報リスト）のファイル情報の個所には，
プリンタ出力であることが表示されます。情報リストについては，「付録 C　コンパイル
リスト」を参照してください。

8.4.3　出力形態とレコード形式
XMAP3による印刷で出力するレコード形式は，XMAP3に依存します。

8.4.4　入出力手続き文と動作
XMAP3による印刷をする場合，印刷用ファイルへデータを出力するために，手続き部で
次の文を使用します。

• OPEN文

-XMAP,Line
Print

オプション
の指定

COBOLプログラムの記述 外部装置名（環境変数） ASSIGN定数
または

ASSIGNデータ名APPLY 
FORMS-OV
ERLAY句の
指定

CHARACTE
RTYPE句の
指定

CBLX_xxx
（印刷サービス

名）

CBL_xxx
（物理ファイル

名）

プリンタ ファイル ファイル

あり あり あり ○※ 1 ×※ 2 ×※ 3

　 　 なし ○※ 1 ×※ 2 ×※ 3

あり なし あり ○※ 1 ×※ 2 ×※ 3

　 　 なし ○※ 1 ○ ○

なし － － × ○ ○
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印刷用ファイルを使用するための準備をします。OUTPUTモードで実行します。
• WRITE文
レコードを印刷用ファイルに書き出します。明示的または間接的に ADVANCING指
定をします。間接的にとは，同一ファイルに対するほかのWRITE文に
ADVANCING指定がされている場合をいいます。

• CLOSE文
ファイル処理を終了します。
印刷用ファイル中に残っている行データは，すべてプリンタに出力されます。

（1） 行データの印刷制御付きの指定

印刷制御付きの行データを出力するには，WRITE文で出力するデータ項目に
CHARACTER TYPE句を指定します。CHARACTER TYPE句の書き方や規則について
は，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　14.2.1 データ記述項（書式印刷機
能）」を参照してください。

また，-XMAP,LinePrintオプションを指定したプログラムに POINT-l，FORMAT-n，
INTERVAL-iを指定した場合，各項目（l，n，i）に指定できる値の範囲と意味について
は，XMAP3での定義に従います。詳細は，マニュアル「画面・帳票サポートシステム 
XMAP3 Server」を参照してください。

8.4.5　書式オーバレイの出力方法
書式付きで印刷をするときには，書式オーバレイイメージ名称を指定します。これには，
次の二つの方法があります。

（1） プログラムによる書式オーバレイイメージの指定

プログラム中の入出力管理記述項（I-O-CONTROL.）に，APPLY FORMS-OVERLAY
句を指定すると，書式オーバレイイメージを重ねて印刷できます。

APPLY FORMS-OVERLAY句については，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様
編　14.1.1(1) APPLY FORMS-OVERLAY句」を参照してください。

（例）
           :
       I-O-CONTROL.
           APPLY FORMS-OVERLAY TO FOV-NAME ON
           DAILY-FILE.
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       77 FOV-NAME PIC X(8) VALUE 'FORMOVL1'.
           :

（2） 環境変数による書式オーバレイイメージの指定

プログラム中に APPLY FORMS-OVERLAY句を指定しないときは，XMAP3の環境変
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数の指定によって，COBOLプログラムに関係なく書式オーバレイイメージを重ねて印
刷できます。

プログラム中に APPLY FORMS-OVERLAY句があるとき，XMAP3の環境変数によっ
て書式名を有効にする場合は，書式名格納エリアに必ずNULLを格納してください。
XMAP3の環境変数の詳細については，マニュアル「画面・帳票サポートシステム　
XMAP3 Server」を参照してください。

8.4.6　XMAP3による印刷モードの注意事項
• 重ね打ちの制限
行データの重ね打ちはできません。

• 制御文字の取り扱い
制御文字は，次のように取り扱われます。

• 可変長レコード形式を使用する場合の注意事項
プリンタ出力のためのWRITE文で書き出すレコードは，可変長レコード形式として
定義していても，ファイルの先頭のヘッダレコード（128バイト）と各レコード先頭
のレコード長領域（4バイト）が付加されません。

• リンクの指定
XMAP3による印刷モードを使用する COBOLプログラムをリンクするとき，次の形
式に従って ccコマンドまたは ccbl2002コマンドを実行する必要があります。
XMAP3を使用する場合の例を次に示します。
形式（ccコマンド）
　
  cc オブジェクトファイル名 … -lxmovl※ -lxpw※
　

形式（ccbl2002コマンド）
　
  ccbl2002 -XMAP,LinePrint ファイル名 … -lxmovl※ -lxpw※
　

注※
  -lxmovl，および -lxpwは，XMAP3が組み込まれているライブラリです。

• 書式オーバレイなしの行データだけの印刷はできません。行データだけを印刷すると
きでも，けい線や固定文字列などを何も指定していない空の書式を指定する必要があ

制御文字 プリンタ上での扱い

X'0A'（改行） 改行

X'0C'（改ページ） 改ページ

X'0D'（復帰） 印字されない

X'00'～ X'1F'，X'7F'
（ただし X'0A'，X'0C'，X'0D'は除く）

印字されない
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ります。
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9　 報告書作成機能
この章では，報告書作成機能を使った報告書の作成方法につい
て説明します。

9.1　報告書作成機能の概要

9.2　ファイル割り当ての共通規則

9.3　入出力エラー処理

9.4　ファイルの作成と割り当て方法

9.5　ファイル編成とレコード形式

9.6　報告書ファイルの出力

9.7　報告書ファイルの入力
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9.1　報告書作成機能の概要
一般に，事務計算で作成する報告書には，次のような幾つかの特徴があります。

報告書の一般的な特徴
• 報告書は，計算機のラインプリンタのミシン目ごとに区切られたページの集まり
から成る。

• 報告書には，全体の表紙と裏表紙が付く。
• 各ページの上部や下部にはページの見出しが付く。
• 報告書の本文は，文章や図形で何か出来事を記述したものではなく，同じ形式の
データ（レコード）が縦に並んだものである。

• データは，データ中の幾つかの項目（キーデータ項目，制御用データ項目）に
従って，昇順または降順に順序正しく並んでいる。

• 制御用データ項目の値が変化すると制御の切れ目（コントロールブレーク）とな
り，小計，中計，大計などの報告実行を作成する。

このような形式と内容を持った報告書を，COBOLの通常の句や文を組み合わせて作成
する場合，手間が掛かります。このため COBOLには，通常の入出力機能とは別に，報
告書作成機能が用意されています。

報告書作成機能は，定形的な報告書作成の手続きを，手続き部の文を組み合わせて指定
するのではなく，データ部の記述項で指定します。

なお，このシステムでは，報告書作成機能（INITIATE／ GENERATE／
TERMINATE文）で作成した報告書は，AFTER ADVANCING指定のWRITE文で順
ファイル（報告書ファイル）にレコードとして出力されます。

なお，報告書機能の文法規則については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　13. 報告書作成機能」を参照してください。
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9.2　ファイル割り当ての共通規則
報告書を出力するファイルは，環境部の入出力節で，ORGANIZATION句に順編成を指
定します。

また，定数指定，環境変数指定，データ名指定のどれかの方法で，ASSIGN句に出力先
の物理ファイル名を割り当てます。物理ファイル名の割り当て方法の詳細は，「6.2　
ファイル割り当ての共通規則」を参照してください。
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9.3　入出力エラー処理

9.3.1　USE手続き
手続きが通常の順序で実行されるのではなく，利用者が直接検出できない条件が発生し
たときに実行しなければならない手続きを，USE文で指定します。

USE文は，手続きの実行の条件を指定するための翻訳指示文です。そのため，USE文自
身が実行されることはありません。

USE文で指定する手続きは，手続き部の宣言部分で指定します。手続き部の構成の規則
については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10. 手続き部
（PROCEDURE DIVISION）」を参照してください。

報告書作成機能で使用する USE文では，報告書作成手続きを指定する BEFORE 
REPORTING指定，および AFTER STANDARD EXCEPTION PROCEDURE指定を使
用できます。報告書作成機能を使用したプログラム中での USE文の指定例を，次に示し
ます。

 
         ：
       01 FOOT1 TYPE IS CONTROL FOOTING SHITEN.
         02 LINE NUMBER PLUS 2.
         ：
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       CNT SECTION.
           USE BEFORE REPORTING FOOT1.
       C.
         ADD 1 TO CNT-1.
       END DECLARATIVES.
         ：

このようにコーディングすると，FOOT1を印刷する前に ADD 1 TO CNT-1が実行され
ます。
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9.4　ファイルの作成と割り当て方法
報告書ファイルの作成と割り当て方法は，順編成ファイルの場合と同じです。詳細は，
「6.4.1　ファイルの作成と割り当て方法」を参照してください。
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9.5　ファイル編成とレコード形式
報告書ファイルのファイル編成とレコード形式は，順編成ファイルの場合と同じです。
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9.6　報告書ファイルの出力
報告書作成機能で作成した報告書は，AFTER ADVANCING指定のWRITE文で順ファ
イル（報告書ファイル）にレコードとして出力されます。

報告書ファイルの出力形式は，レコード形式と報告書記述項での CODE句の有無によっ
て異なります。報告書ファイルの出力形式と出力例を次に示します。

（1） 固定長または可変長で CODE句の指定がない場合

順編成ファイルに対する，AFTER ADVANCING指定のWRITE文の形式で出力されま
す。

（例 1）
WRITE REC AFTER ADVANCING 3で出力した場合

（例 2）
WRITE REC AFTER ADVANCING PAGEで出力した場合

（2） 固定長で CODE句の指定がある場合

順編成ファイルに対する，AFTER ADVANCING指定のWRITE文の形式で出力されま
す。

利用者レコードの前後に付けられる制御コードについては，先頭の制御コード以外は，
レコード長分の空白（CODE句で指定したコードが先頭に付けられる）と復帰コード，
改行コードを付けた形式で出力されます。

ただし，-IgnoreLCCオプションの指定があるときは，レコード長から 1を引いた分の空
白と復帰コード，改行コードを付けた形式で出力されます。

（例 1）
WRITE REC AFTER ADVANCING 3で出力した場合
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（例 2）
WRITE REC AFTER ADVANCING PAGEで出力した場合

（3） 可変長で CODE句の指定がある場合

順編成ファイルに対する，AFTER ADVANCING指定のWRITE文の形式で出力されま
す。

利用者レコードの前後に付けられる制御コードについては，先頭の制御コード以外は，
CODE句で指定したコードを付けた形式で出力されます。

（例 1）
WRITE REC AFTER ADVANCING 3で生成した場合

（例 2）
WRITE REC AFTER ADVANCING PAGEで出力した場合
固定長で CODE句の指定がある場合と同じです。
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9.7　報告書ファイルの入力
報告書ファイルを読んでレコードを入力するときの形式は，レコード形式と報告書記述
項で CODE句を指定しているかどうかによって次のように異なります。

（1） 固定長で CODE句の指定がない場合

順編成固定長の形式では読めません。

（2） 固定長で CODE句の指定がある場合

順編成固定長で読むためには，利用者レコード長に制御コード分の 2を加えた形式で読
み込む必要があります。

ただし，-IgnoreLCCオプションの指定があるときは，先頭 1バイトが出力されないた
め，レコード長に 1を加えた形式で読み込みます。

（例）-IgnoreLCCオプション指定なしの場合
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       INPUT-OUTPUT SECTION.
       FILE-CONTROL.
       SELECT FILE1 ASSIGN SYS001.
       DATA DIVISION.
       FILE SECTION.
       FD FILE1.
       01 REC-1.
        02 R-DATA1 PIC X(1).             …1.
        02 R-DATA2 PIC X(1) or PIC X(2). …2.
        02 R-DATA3 PIC X(n).             …3.
        02 R-DATA4 PIC X(1).             …4.
       WORKING-STORAGE SECTION.
             ：
       PROCEDURE DIVISION.
             ：
           OPEN INPUT FILE1.
             ：
           READ FILE1.
             ：
           CLOSE FILE1.
           STOP RUN.

1. 行制御コード X'0C'（改ページ）または X'0A'（改行）
2. ファイル作成時に CODE句で指定した文字の長さ分（1バイトまたは 2バイト）
を確保する。

3. ファイル作成時に RD句で指定したレコード長（2.の長さは含まない）
4. 行制御コード X'0D'（復帰）
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（3） 可変長の場合

可変長の場合，CODE句の指定があるかどうかに関係なく可変長ファイルとして作成さ
れないため，順編成可変長では読めません。また，順編成固定長でも読めません。
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10　ACCEPT／ DISPLAY／
STOP文による入出力
この章では，ACCEPT文，DISPLAY文，および STOP文を
使用した入出力機能について説明します。

10.1　ACCEPT／ DISPLAY／ STOP文による入出力の種類と概要

10.2　少量入出力

10.3　コマンド行へのアクセス

10.4　環境変数へのアクセス

10.5　COBOLログファイル出力機能
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10.1　ACCEPT／ DISPLAY／ STOP文による
入出力の種類と概要

COBOL2002では，ACCEPT文，DISPLAY文，STOP文を使用して，次の入出力操作
を実行できます。

少量入出力
標準入出力ファイル（stdin，stdout，stderr）に対して，データを入出力できます。
詳細は，「10.2　少量入出力」を参照してください。

日付や時刻の取得
日付や時刻の情報を取得できます。
詳細は，「10.2.3　日付や時刻を取得する ACCEPT文」を参照してください。

コマンド行へのアクセス
コマンド名称，コマンド行の引数の個数，および引数の値を取得できます。
詳細は，「10.3　コマンド行へのアクセス」を参照してください。

環境変数へのアクセス
環境変数の値を取得したり，環境変数を設定したりできます。
詳細は，「10.4　環境変数へのアクセス」を参照してください。

COBOLログファイルへの出力
システム入出力関数レベルを指定して，DISPLAY文での書き込み失敗時に出力され
たデータを COBOL独自のログファイルとして出力できます。
詳細は，「10.5　COBOLログファイル出力機能」を参照してください。

なお，ACCEPT文，DISPLAY文，および STOP文の文法規則については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.1 ACCEPT文」，「COBOL2002　言語　標準仕
様編　10.8.12 DISPLAY文」，「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.46 STOP文」を
それぞれ参照してください。
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10.2　少量入出力
ここでは，ACCEPT文，DISPLAY文，および STOP文を使用して，標準入出力ファイ
ルにデータを入出力する方法について説明します。

10.2.1　入出力の対象とするファイルの割り当て方法
ACCEPT文および DISPLAY文で入出力の対象とするファイルは，環境変数によって割
り当てます。

（1） ACCEPT文

ACCEPT文の FROM指定と，環境変数の値によって，データの入力元となるファイル
が決まります。FROM指定，環境変数の値と，データの入力元との関係を，次に示しま
す。

注
標準入力（stdin），標準出力（stdout），および標準エラー出力（stderr）を指定する場合は，
英小文字で指定してください。「STDIN」のように英大文字で指定した場合，物理ファイル名と
して扱われます。

（2） DISPLAY文

DISPLAY文のUPON指定と，環境変数の値によって，データの出力先となるファイル

FROM句の指定 環境変数の指定 データの入力元

SYSIN
　または
SYSIPT

CBL_SYSIN=stdin 標準入力

CBL_SYSIN=stdout （エラーとなる）

CBL_SYSIN=stderr （エラーとなる）

CBL_SYSIN=syslog ファイル名「syslog」

CBL_SYSINが上記以外の場合 環境変数 CBL_SYSINで指定した名称の
ファイル

CBL_SYSINの指定がない場合 標準入力

CONSOLE 標準入力

SYSSTD CBL_SYSSTD=stdin 標準入力

CBL_SYSSTD=stdout （エラーとなる）

CBL_SYSSTD=stderr （エラーとなる）

CBL_SYSSTD=syslog ファイル名「syslog」

CBL_SYSSTDが上記以外の場合 環境変数 CBL_SYSSTDで指定した名称の
ファイル

CBL_SYSSTDの指定がない場合 標準入力
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が決まります。UPON指定，環境変数の値と，データの出力先との関係を，次に示しま
す。

注
標準入力（stdin），標準出力（stdout），標準エラー出力（stderr）を指定する場合は，英小文
字で指定してください。「STDIN」のように英大文字で指定した場合，物理ファイル名として扱
われます。
また，環境変数 CBL_SYSPUNCH，CBL_SYSOUTの指定で，ファイル名の末尾に「+」を付
けると，追加モードでデータを出力できます。
 

CBL_SYSPUNCH=ファイル名 +

CBL_SYSOUT=ファイル名 +

 

注※
追加モードは無視されます。

10.2.2　外部からのデータを入力する ACCEPT文
ACCEPT文で外部からのデータを入力する場合，次の 2種類の方法で受け取り側作用対
象にデータを設定できます。

• 標準転記
入力したデータをそのまま受け取り側作用対象に設定します。

UPON句の指
定

環境変数の指定 データの出力先

SYSPUNCH
　または
SYSPCH

CBL_SYSPUNCH=stdin〔+〕 （エラーとなる）

CBL_SYSPUNCH=stdout〔+〕 標準出力※

CBL_SYSPUNCH=stderr〔+〕 標準エラー出力※

CBL_SYSPUNCH=syslog〔+〕 ファイル名「syslog」

CBL_SYSPUNCH=
　上記以外のファイル名〔+〕

環境変数 CBL_SYSPUNCHで指定した名
称のファイル

CBL_SYSPUNCH指定なし 標準出力

SYSOUT
　または
SYSLST

CBL_SYSOUT=stdin〔+〕 （エラーとなる）

CBL_SYSOUT=stdout〔+〕 標準出力※

CBL_SYSOUT=stderr〔+〕 標準エラー出力※

CBL_SYSOUT=syslog〔+〕 ファイル名「syslog」

CBL_SYSOUT=
　上記以外のファイル名〔+〕

環境変数 CBL_SYSOUTで指定した名称の
ファイル

CBL_SYSOUT指定なし 標準出力

CONSOLE 標準出力
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• 数値へのデータ変換を伴う転記
受け取り側作用対象が数字項目の場合，入力された英数字データを数字データへ変換
して，受け取り側作用対象に設定します。

（1） 標準転記による ACCEPT文

少量入出力に使用する ACCEPT文について説明します。なお，ACCEPT文の言語仕様
の詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.1 ACCEPT
文」を参照してください。

（a）形式
 
ACCEPT 一意名 
  〔FROM ｛SYSIN｜SYSIPT｜CONSOLE｜SYSSTD｜呼び名｝〕

（b）一般規則
• FROM指定を省略すると SYSINが仮定されます。
• SYSIPTは，SYSINと同様とみなされます。
• 入出力の対象とするファイルの規則については，「10.2.1　入出力の対象とするファイ
ルの割り当て方法」の「（1）ACCEPT文」を参照してください。

• 環境変数 CBL_SYSINまたは環境変数 CBL_SYSSTDが指定されていない場合の入力
先は，標準入力となります。

• 一意名の領域には，入力データの最後の改行文字は格納されません。
• 入出力エラーが発生した場合は，エラーメッセージが出力され，処理が終了します。

（c）SYSIN，SYSIPT，CONSOLEを指定した場合の規則

データ入力の単位
改行文字までが 1回だけ入力されます。

転記規則
• 入力データが一意名の領域より長い場合，一意名の長さで区切られ，残りは切り
捨てられます。

• 入力データが一意名の領域より短い場合，一意名の残りの領域には空白が埋めら
れます。

• 入力データは一意名の領域の左端から順に転送されます。一意名が日本語項目な
ら日本語空白文字（シフト JISのときは X'8140'，日本語 EUCのときは X'A1A1'）
が，日本語項目以外なら標準コードの空白文字（X'20'）が埋められます。日本語
項目で入力が語境界（2バイトで 1語）でなければエラーメッセージを出力して
終了します。

（d）SYSSTDを指定した場合の規則

データ入力の単位
1レコードは常に 80バイトであり，改行文字がレコードの区切りとなります。1レ
コードが 80バイトを超える場合は，先頭から 80バイトが転送され，残りのデータ
は改行文字まで切り捨てられます。1レコードが 80バイト未満の場合は，残った領
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域に空白文字が埋められたレコードとして扱われます。

転記規則
• 一意名の長さが 80バイトの場合，データは一度だけ転送されます。
• 一意名の長さが 80バイトより短い場合は，データは一度だけ転送され，残りは切
り捨てられます。

• 一意名の長さが 80バイトより長い場合は，一意名の長さを満たすまで 80バイト
単位で転送が繰り返されます。一意名の長さが 80の倍数でないときは，80バイ
ト単位での転送を繰り返したあと，最後に残った 80バイト未満のデータ領域に入
力データが格納されます。ただし，最後に残った 80バイト未満のデータ領域に入
りきらないデータがある場合，残ったバイト数から右側は，切り捨てられます。

• 入力データは一意名の領域の左端から順に転送されます。一意名が日本語項目な
ら日本語空白文字（シフト JISのときは X'8140'，日本語 EUCのときは X'A1A1'）
が，日本語項目以外なら標準コードの空白文字（X'20'）が埋められます。日本語
項目で入力が語境界（2バイトで 1語）でなければエラーメッセージを出力して
終了します。

（2） 数値へのデータ変換を伴う ACCEPT文

-NumAcceptオプションが指定されている場合，ACCEPT文は数字項目，数字編集項
目，外部浮動小数点数字項目，内部浮動小数点数字項目で定義されている受け取り側作
用対象に対して，入力されたデータを受け取り側作用対象の属性に合わせたデータに変
換して，設定します。

（a）データ変換の規則

データ変換の規則を，次に示します。

表 10-1　-NumAcceptオプション指定時の ACCEPT文の入力規則

一意名の項目 受け取り
領域長

入力できる文字 備考

符号なし数字項目
（Sなし）

Vなし けた数 0～ 9

Vあり けた数 +1 0～ 9 . 数字はけた数以内
小数点位置を合わせる

符号あり数字項目
（Sあり）

Vなし けた数 +1 0～ 9 + - 数字はけた数以内

Vあり けた数 +2 0～ 9 + - . 数字はけた数以内
小数点位置を合わせる

数字編集項目 一意名長※ 0～ 9 + - CR DB 数字は有効数字長以内
小数点位置を合わせる

外部浮動小数点数
字項目

V .なし 22 0～ 9 E + - 数字は有効けた数以内

V .あり 22 0～ 9 E + - .

内部浮動小数点数
字項目

単精度 22 0～ 9 E + - .

倍精度 22 0～ 9 E + - .
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注※
ただし，左端に Pを書いた数字編集項目の場合，左端に Vを想定するため一意名長 +1となり
ます。

（b）転記規則

転記規則
• 入力データが一意名の領域より長い場合，「表 10-1　-NumAcceptオプション指定
時の ACCEPT文の入力規則」に示す受け取り領域長で区切られ，残りは切り捨て
られます。

• 入力データが一意名の領域より短い場合，入力した長さだけが有効となり，一意
名の残りの領域にはゼロが埋められます。

• 入力データは，一意名が数字項目の場合は小数点の位置に合わせて，数字編集項
目の場合は編集文字に合わせて，外部浮動小数点数字項目，内部浮動小数点数字
項目の場合は小数点位置，Eの位置に合わせて，それぞれ右詰めで転記されます。

（c）入力データのチェック

次の規則に従って，入力データがチェックされます。

不当文字を入力した場合
各項目に「表 10-1　-NumAcceptオプション指定時の ACCEPT文の入力規則」の
入力できる文字以外の文字が入力された場合，不当文字とみなされます。入力デー
タ中に使用できる文字と不当文字とが混在している場合，不当文字は，一意名へ転
記されません。

符号，小数点，Eを複数入力した場合
左端から検索し，最初に出現したものを有効とします。それ以降に出現したものは
不当文字として扱います。

すべて不当文字の文字列を入力するか，または何も入力しなかった場合
一意名にすべてゼロを設定します。

一意名が外部浮動小数点数字項目，内部浮動小数点数字項目の場合
入力形式は小数点を含む外部 10進形式，外部浮動小数点数字形式のどちらでもかま
いません。ただし，外部浮動小数点数字形式で入力した場合，指数部のけた数は 2
けたまで有効となります。

10.2.3　日付や時刻を取得する ACCEPT文
ACCEPT文で，FROM指定に DATE，DAY，DAY-OF-WEEK，および TIMEを指定す
ると，それぞれの指定に応じた日付／時刻の情報を取得できます。

（1） ACCEPT文で取得できる日付／時刻のデータ

ACCEPT文で取得できる日付／時刻のデータを，次に示します。
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（2） ACCEPT文で取得する日付の変更

通常，ACCEPT文では，現在の日付を取得しますが，環境変数を指定すると任意の日付
を取得できます。

ACCEPT文で取得する日付を変更する方法を，次に示します。

（a）西暦日付の変更（CBLDATE）

COBOLプログラムが取得する西暦表記の年月日を変更するには，環境変数 CBLDATE
を指定します。

形式
CBLDATE=yyyymmdd

yyyy
西暦の年を 4けたで指定します。

mm
月を 2けたで指定します。

dd
日を 2けたで指定します。

規則
• 環境変数 CBLDATEを指定して取得する日付を変更できるのは，次の文および関
数です。
環境変数 CBLDATEでの日付指定が有効となる COBOLの文／関数

FROM指定 内容 形式

DATE yymmdd
yy：西暦年号の下 2けた
mm：01～ 12（月）
dd：01～ 31（日）

符号のない 6けたの数字項目

DAY yyddd
yy：西暦年号の下 2けた
ddd：001～ 366（通年日）

符号のない 5けたの数字項目

DAY-OF-WEEK w
w：1～ 7（曜日）
1：月曜日
2：火曜日
　　　：
7：日曜日

符号のない 1けたの数字項目

TIME hhmmsstt
hh：00～ 23（時）
mm：00～ 59（分）
ss：00～ 59（秒）
tt：00（常に 00）

符号のない 8けたの数字項目



10.　ACCEPT／ DISPLAY／ STOP文による入出力

193

• ACCEPT文 DATE指定
• CURRENT-DATE関数
• MOVE文（日付と時刻用） CURRENT-DATE指定

この環境変数は，上記の文のどれかを初めて実行したときに指定されている値を有
効とします。
• 西暦年 yyyyのうち，DATE指定の ACCEPT文とMOVE文の CURRENT-DATE
指定では下 2けたが使用され，CURRENT-DATE関数では 4けたが使用されま
す。

• 上記以外の形式で値を指定した場合，実行時に警告のメッセージが出力されます。
この場合，環境変数 CBLDATEを指定していない場合と同じように，DATE指定
の ACCEPT文にはシステムの日付が返されます。

指定例
COBOLプログラムが取得する西暦日付を，2010年 10月 12日に変更する場合の指
定例を，次に示します。
 
CBLDATE=20101012

（b）通算日付の変更（CBLDAY）

COBOLプログラムの ACCEPT文 DAY指定が取得する西暦年，および通年日を変更す
るには，環境変数 CBLDAYを指定します。

形式
CBLDAY=yyyyddd

yyyy
西暦の年を 4けたで指定します。

ddd
通年日（その年が始まってからの通算の日付）を 3けたで指定します。

規則
• この環境変数を指定すると，初めて DAY指定の ACCEPT文が実行されたとき，

yyddd（yyは西暦の下 2けた）の部分が取得されます。
• 上記以外の形式で値を指定した場合，実行時に警告のメッセージが出力されます。
この場合，環境変数 CBLDAYを指定していない場合と同じように，DAY指定の
ACCEPT文にはシステムの日付が返されます。

指定例
ACCEPT文 DAY指定が取得する通算日付を，2010年の 56日に変更する場合の指
定例を，次に示します。
 
CBLDAY=2010056
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10.2.4　DISPLAY文によるデータの出力
少量入出力に使用する DISPLAY文について説明します。なお，DISPLAY文の言語仕様
の詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.12 DISPLAY
文」を参照してください。

（a）形式
 
DISPLAY ｛一意名｜定数｝
  〔UPON ｛SYSPUNCH｜SYSOUT｜SYSLST｜SYSPCH｜CONSOLE｜呼び名｝〕
  〔WITH NO ADVANCING〕

（b）一般規則
• UPON指定を省略すると SYSOUTが仮定されます。
• SYSLSTは，SYSOUTと同様とみなされます。
• 入出力の対象とするファイルの規則については，「10.2.1　入出力の対象とするファイ
ルの割り当て方法」の「（2）DISPLAY文」を参照してください。

• 指定した一意名または定数全部が出力されたあと，改行文字が最後に出力されます。
ただし，WITH NO ADVANCING指定がある場合は，最後の改行文字が出力されませ
ん。

• 入出力エラーが発生した場合は，エラーメッセージが出力されてから処理が終了しま
す。

10.2.5　システム入出力関数レベルの指定
COBOL実行時ライブラリは，高水準システム入出力関数によって DISPLAY文のデー
タを出力します。

そのため，標準出力または標準エラー出力を，高水準システム入出力関数（fwrite，
fflush）の使用が制限される出力先に切り替えた環境（システムの PIPE,FIFO機能な
ど）では，DISPLAY文でエラーが発生し，プログラムが異常終了することがあります。

この場合，環境変数 CBLSTDIOLVLを指定することによって，低水準システム入出力関
数（write）を使用したデータ出力に変更できます。低水準システム入出力関数を使用し
たデータ出力に変更すると，DISPLAY文でエラーが発生してもプログラムの実行は継続
され，DISPLAY文の出力データ COBOLログファイルに出力されます。なお，標準出
力または標準エラー出力を変更しない場合は，環境変数 CBLSTDIOLVLを指定する必要
はありません。

• 環境変数 CBLSTDIOLVLの指定方法
DISPLAY文によって，データを標準出力（stdout）または標準エラー出力（stderr）
に出力する場合，COBOL実行時ライブラリが使用するシステム入出力関数のレベル
を指定します。環境変数 CBLSTDIOLVLの指定方法については「34.3　プログラム
の実行環境の設定」を参照してください。

• エラー発生時の動作
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環境変数 CBLSTDIOLVLを指定して低水準システム入出力関数を指定したデータ出
力に変更しても，高負荷で書き込みが連続して発生した場合など，バッファの状態に
よって，DISPLAY文の実行中にエラーが発生することがあります。この場合，エ
ラーが発生しても実行を継続します。
エラーが発生した場合の動作を次に示します。

• エラーメッセージの出力
Wレベルのエラーメッセージを出力して，実行を継続します。ただし，メッセージの
出力中にエラーが発生した場合は，メッセージが出力されないことがあります。この
場合，環境変数 CBL_SYSERRにファイル名を指定することによって，メッセージを
ファイルに出力できます。

• DISPLAY文のエラー出力
エラー発生時の DISPLAY文の出力データを COBOLログファイルに出力します。
COBOLログファイルの詳細は，「10.5　COBOLログファイル出力機能」を参照して
ください。
また，COBOLログファイル出力中にエラーが発生した場合は，標準出力に
DISPLAY文のデータを出力します。

10.2.6　STOP文
少量入出力に使用する STOP文について説明します。なお，STOP文の言語仕様の詳細
については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.46 STOP文」を参照
してください。

（a）形式
 
STOP 定数1

（b）一般規則

STOP 定数文が実行されると，次の入力要求メッセージが標準エラー出力（stderr）に出
力されます（「_」はカーソルを示します）。

（STOP 定数文の出力結果）
　
KCCC2003R-I
定数1
_
　

ただし，環境変数 CBL_STOPNOADVに YESを指定した場合は，定数 1だけが出力さ
れ，メッセージ IDと定数 1の直後の改行文字は出力されません。

形式
　
CBL_STOPNOADV=YES
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（環境変数 CBL_STOPNOADVに YESを指定した場合の STOP 定数文の出力結果）
　
定数1_
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10.3　コマンド行へのアクセス
ACCEPT文，DISPLAY文を使用して，コマンド行の情報へアクセスする方法について
説明します。

コマンド行へのアクセスについては，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　
10. コマンド行のアクセス」を参照してください。

10.3.1　コマンド行へのアクセスの種類と概要
ACCEPT文，DISPLAY文を使用して，次のコマンド行の情報を取得できます。

• コマンド行の引数の個数
• コマンド名称，およびコマンド行の引数の値

コマンド行の情報を取得するには，次の 2種類の方法があります。

コマンド行の情報を個別に取得する方法
機能名 ARGUMENT-NUMBER，ARGUMENT-VALUEを使用して，コマンド行の
引数の個数，コマンド名称，またはコマンド行の個々の引数の値を，一つずつ取得
します。
詳細は，「10.3.2　引数を個別に取得する方法」を参照してください。

コマンド行の情報を一括して取得する方法
機能名 COMMAND-LINEを使用して，コマンド行のすべての引数の値を，一括し
て取得します。
詳細は，「10.3.3　引数を一括して取得する方法」を参照してください。

10.3.2　引数を個別に取得する方法
機能名 ARGUMENT-NUMBERおよび ARGUMENT-VALUEを使うことで，コマンド
行に指定された引数の個数を取得できます。また，コマンド名称や，複数の引数の個々
の値を取得できます。

（1） コマンド行の引数の個数を取得する

コマンド行の引数の個数を取得するには，ACCEPT文を使用します。

形式（引数の個数の取得）

ACCEPT 一意名1 FROM 呼び名1※
        〔END-ACCEPT〕

注※
呼び名 1は，環境部の特殊名段落で，ARGUMENT-NUMBERに関連づけてお
く必要があります。
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（2） コマンド行のファイル名称，引数の値を取得する（順読み込み）

コマンド行のファイル名称および引数の値を，コマンド行の先頭から順番に読み出して
取得するには，ACCEPT文を使用します。

形式（ファイル名称または引数の値の順読み出し）

ACCEPT 一意名2 FROM 呼び名2※
        〔ON EXCEPTION 無条件文1〕
        〔NOT ON EXCEPTION 無条件文2〕
        〔END-ACCEPT〕

注※
呼び名 2は，環境部の特殊名段落で ARGUMENT-VALUEに関連づけておく必
要があります。

（3） コマンド行のファイル名称，引数の値を取得する（乱読み込み）

コマンド行のファイル名称および引数の値を，コマンド行の任意の位置から読み出して
取得するには，最初に DISPLAY文を使用して読み出す位置を指定し，次に ACCEPT文
を使用してファイル名称または引数の値を読み出します。

形式（読み出し位置の指定）

DISPLAY  ｛一意名3｜整数1｝  UPON 呼び名1※1

         〔END-DISPLAY〕

形式（指定位置からのファイル名称または引数の値の読み出し）

ACCEPT 一意名2 FROM 呼び名2※2
        〔ON EXCEPTION 無条件文1〕
        〔NOT ON EXCEPTION 無条件文2〕
        〔END-ACCEPT〕

注※ 1
呼び名 1は，環境部の特殊名段落で ARGUMENT-NUMBERに関連づけておく
必要があります。

注※ 2
呼び名 2は，環境部の特殊名段落で ARGUMENT-VALUEに関連づけておく必
要があります。

（4） 規則

(1)(2)(3)に共通する規則
• コマンド行へのアクセスができるのは，-Main,Systemオプションを指定した

COBOL主プログラムと，主プログラムに -Main,Systemオプションを指定した
COBOLプログラムを持つ COBOLの副プログラムでだけです。
コマンド行へのアクセスを使用している COBOL主プログラムに -Main,V3オプ
ションを指定した場合，コンパイルエラーとなります。また，COBOL副プログ
ラムに，-Main,Systemオプションを指定した COBOL主プログラム以外のプログ



10.　ACCEPT／ DISPLAY／ STOP文による入出力

199

ラムを持つ場合，実行時にエラーメッセージが出力され異常終了します。

(1)の形式での規則
• 引数および引数の個数を取得するときの転記規則を次に示します。
転記規則

• 引数は，一意名の左端から順に転送されて転記されます。
• 引数が一意名の領域より長い場合，一意名の長さで区切られます。
• 引数が一意名の領域より短い場合，標準コードの空白文字（X'20'）が埋められま
す。

• コマンド行に引数を指定していない場合，ACCEPT文で取得する引数の個数は 0
になります。

(2)の形式での規則
• 順読み込みで引数を取得するときに，実行単位で最初に取得する引数は，実行可
能ファイル名の次に指定された第 1引数になります。

• 順読み込みで引数を取得する場合，上位プログラムで引数を取得し，さらに下位
プログラムで引数を取得するときは，上位プログラムで最後に取得した引数の次
の引数になります。

(3)の形式での規則
• 乱読み込みで引数を取得する場合，引数の位置を指定する DISPLAY文と指定し
た位置の引数を取得する ACCEPT文は，プログラム間にわたって指定できます。

• 一意名 3の内容または整数 1に 0を指定し，ACCEPT文で引数を取得した場合，
実行可能ファイル名を取得します。

• コマンド行に指定した実行可能ファイル名を取得するときは，入力した文字列の
まま取得されます。

（5） プログラム例

コマンド行の引数および引数の個数を取得する方法を，プログラム例を使って説明しま
す。

実行時のコマンド行指定
a.out AAA BBB CCC DDD EEE FFF

プログラム例 1
コマンド行の引数および引数の個数を取得する例を示します。 
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ARGUMENT-NUMBER IS ARGNUM
       ARGUMENT-VALUE  IS ARGVAL
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
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       01 ARGCNT  PIC 99.
       01 ARGDATA PIC X(10).
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           ACCEPT ARGCNT FROM ARGNUM.   …1.
           :
           ACCEPT ARGDATA FROM ARGVAL   …2.
                  ON EXCEPTION ～
                  NOT ON EXCEPTION ～
           END-ACCEPT.
           :
           DISPLAY 3 UPON ARGNUM.       …3.
           ACCEPT ARGDATA FROM ARGVAL   …4.
                  ON EXCEPTION ～
                  NOT ON EXCEPTION ～
           END-ACCEPT.
           :

1. コマンド行に指定した引数の個数 6を取得します。
2. コマンド行に指定した引数 'AAA'を取得します。
3. コマンド行に指定した 3番目の引数位置を設定します。
4. 3.の DISPLAY文で指定した 3番目の引数 'CCC'を取得します。

プログラム例 2
順読み込みで，引数の取得がプログラム間にわたるときに，コマンド行の引数およ
び引数の個数を取得する例を示します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ARGUMENT-VALUE IS ARGVAL
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 DATA1 PIC X(10).
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           ACCEPT DATA1 FROM ARGVAL …1.
                  ON EXCEPTION ～
                  :
                  NOT ON EXCEPTION ～
                  :
           END-ACCEPT.
           CALL 'SAMPLE2'.
           :
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ARGUMENT-VALUE IS ARGVAL
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
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       01 DATA1 PIC X(10).
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           ACCEPT DATA1 FROM ARGVAL …2.
                  ON EXCEPTION ～
                  :
                  NOT ON EXCEPTION ～
                  :
           END-ACCEPT.
           :

1. コマンド行に指定した第 1引数 'AAA'を取得します。
2. コマンド行に指定した第 2引数 'BBB'を取得します。

プログラム例 3
順読み込みで，引数の取得がプログラム間にわたるときに，コマンド行の引数およ
び引数の個数を取得する例を示します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ARGUMENT-NUMBER IS ARGNUM
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           DISPLAY 3 UPON ARGNUM. …1.
           :
           CALL 'SAMPLE2'.
           :
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ARGUMENT-VALUE IS ARGVAL
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 DATA1 PIC X(10).
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           ACCEPT DATA1 FROM ARGVAL …2.
                  ON EXCEPTION ～
                  :
                  NOT ON EXCEPTION ～
                  :
           END-ACCEPT.
           :

1. コマンド行に指定した第 3引数の引数位置 3を指定します。
2. 1.の DISPLAY文で指定した第 3引数 'CCC'を取得します。
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10.3.3　引数を一括して取得する方法
機能名 COMMAND-LINEを使うことで，コマンド行に指定された複数の引数を一括し
て取得できます。

（1） コマンド行の引数を取得

ACCEPT文実行時に，コマンド行の引数の内容を取得します。このとき，空白行で区切
られた複数の引数を 1回の ACCEPT文でまとめて取得できます。

ACCEPT文の形式
ACCEPT 一意名
       FROM ｛COMMAND-LINE｜COMMAND-LINEに対する呼び名｝
       〔END-ACCEPT〕

（2） コマンド行の引数の内容を更新

DISPLAY文実行時に，一意名または定数で指定された内容をコマンド行の引数の内容を
格納しているコマンド行バッファに上書きします。COMMAND-LINE指定のある
DISPLAY文の実行後に，COMMAND-LINE指定のある ACCEPT文を実行すると，先
に実行した DISPLAY文で設定した内容が取り出されます。

DISPLAY文の形式
DISPLAY ｛一意名｜定数｝
        UPON ｛COMMAND-LINE｜COMMAND-LINEに対する呼び名｝
        〔END-DISPLAY〕

（3） 規則
• コマンド行へのアクセスができるのは，-Main,Systemオプションを指定した

COBOL主プログラムと，主プログラムに -Main,Systemオプションを指定した
COBOLプログラムを持つ COBOLの副プログラムでだけです。
コマンド行へのアクセスを使用している COBOL主プログラムに -Main,V3オプショ
ンを指定した場合，コンパイルエラーとなります。また，COBOL副プログラムに，
-Main,Systemオプションを指定した COBOL主プログラム以外のプログラムを持つ
場合，実行時にエラーメッセージが出力され異常終了します。

• ACCEPT文で数字項目を正しく受け取るにはコンパイル時に -NumAcceptオプショ
ンが必要です。また，2進項目，内部 10進項目，内部浮動小数点数字項目使用時には
-NumAcceptオプションを指定しないとコンパイルエラーとなります。
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10.4　環境変数へのアクセス
ACCEPT文，DISPLAY文を使用して，環境変数の値を取得・設定する方法について説
明します。

環境変数のアクセスについては，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　10. コ
マンド行のアクセス」を参照してください。

（1） 環境変数の値の読み込み

DISPLAY文（環境変数名の設定）の形式

DISPLAY ｛一意名4｜定数1｝ UPON 呼び名3※1

        〔END-DISPLAY〕

ACCEPT文（環境変数の値の取得）の形式

ACCEPT 一意名2 FROM 呼び名4※2

       〔ON EXCEPTION 無条件文3〕
       〔NOT ON EXCEPTION 無条件文2〕
       〔END-ACCEPT〕

注※ 1
呼び名 3は，環境部の特殊名段落で，ENVIRONMENT-NAMEに関連づけて
おく必要があります。

注※ 2
呼び名 4は，環境部の特殊名段落で，ENVIRONMENT-VALUEに関連づけて
おく必要があります。

（2） 環境変数への値の書き出し

DISPLAY文（環境変数名の設定）の形式

DISPLAY ｛一意名4｜定数1｝ UPON 呼び名3※1

        〔END-DISPLAY〕

DISPLAY文（環境変数の値の書き出し）の形式

DISPLAY ｛一意名2｜定数2｝ UPON 呼び名4※2

        〔ON EXCEPTION 無条件文1〕
        〔NOT ON EXCEPTION 無条件文2〕
        〔END-DISPLAY〕

注※ 1
呼び名 3は，環境部の特殊名段落で，ENVIRONMENT-NAMEに関連づけて
おく必要があります。

注※ 2
呼び名 4は，環境部の特殊名段落で，ENVIRONMENT-VALUEに関連づけて
おく必要があります。
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（3） 環境変数へのアクセスに関する規則
• 環境変数名および環境変数の値を設定する場合，DISPLAY文に指定した一意名また
は定数中に含まれる空白も有効となります。

• 環境変数名を設定する場合，環境変数名には "="を指定できません。指定した場合，
正常に動作しなくなることがあります。

• 環境変数名を設定する場合，環境変数名に NULL（X'00'）が含まれているとき，
NULLの直前までの値が有効となります。環境変数の値を設定する場合，環境変数の
値に NULL（X'00'）が含まれているとき，NULLの直前までの値が有効となります。

• 環境変数名の先頭に NULL（X'00'）を指定したときの規則を次に示します。
• 環境変数の値の取得処理（ACCEPT文）は，エラーとなります。
• 環境変数の値の設定処理（DISPLAY文）は，何も処理しません。

• 次に示す文の組み合わせは，プログラム間にわたって指定できます。
• 環境変数名を設定する DISPLAY文と環境変数の値を取得する ACCEPT文
• 環境変数名を設定する DISPLAY文と環境変数の値を設定する DISPLAY文

• 環境変数の値を取得するときの転記規則を次に示します。
• 環境変数の値は，一意名の左端から順に転送されて転記されます。
• 環境変数の値が一意名の領域より長い場合，一意名の長さで区切られます。
• 環境変数の値が一意名の領域より短い場合，標準コードの空白文字（X'20'）が埋め
られます。

• 次の環境変数には，環境変数へのアクセス機能で値を書き出せません。
• CBLTDEXEC

• 環境変数の値の書き出しを行う DISPLAY文の実行回数は，環境変数 CBLENVMAX
で設定します。

形式
CBLENVMAX=回数

規則
• 回数は，8けた以内の符号なしの正の整数で指定します。
• 環境変数 CBLENVMAXを指定しなかった場合，または値が 0の場合は，50が仮
定されます。

• 環境変数 CBLENVMAXで負の値を設定した場合，または 9けた以上の値を設定し
た場合はエラーメッセージが出力され異常終了します。 

• DISPLAY文による環境変数への値の書き出しによって，環境変数 CBLENVMAX
を設定することはできません。

• 環境変数の値をクリアせずに COBOLプログラムの実行を終了し，あとに同じプロセ
スで COBOLプログラムが動作した場合，環境変数を設定しなくても以前実行時に設
定した環境変数の値を取得できます。
COBOLの環境変数へのアクセスの DISPLAY文で NULL値を設定した場合，環境変
数の設定を取り消せます。
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（4） 使用例

実行時の環境変数指定
CBLABNLST=/tmp/abnlst
CBLDDUMP=/tmp/dumplst

プログラム例 1
環境変数へのアクセス例を次に示します。
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ENVIRONMENT-NAME IS ENVNAM
       ENVIRONMENT-VALUE IS ENVVAL.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ENVNAME1 PIC X(9).
       01 ENVNAME2 PIC X(8).
       01 ENVDATA PIC X(20).
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           MOVE 'CBLABNLST' TO ENVNAME1.
           DISPLAY ENVNAME1 UPON ENVNAM.  …1.
           ACCEPT ENVDATA FROM ENVVAL     …2.
               ON EXCEPTION ～
               :
               NOT ON EXCEPTION ～
               :
           END-ACCEPT.
           :
           MOVE 'CBLDDUMP' TO ENVNAME2.
           MOVE '/tmp/dumplst2' TO ENVDATA.
           DISPLAY ENVNAME2 UPON ENVNAM.  …3.
           DISPLAY ENVDATA UPON ENVVAL    …4.
               ON EXCEPTION ～
               :
               NOT ON EXCEPTION ～
               :
           END-DISPLAY.
           :

1. 値を取得したい環境変数名（CBLABNLST）を指定します。
2. 1.で指定した環境変数（CBLABNLST）の値（/tmp/abnlst）を取得します。
3. 値を設定したい環境変数名（CBLDDUMP）を指定します。
4. 3.で指定した環境変数（CBLDDUMP）に値（/tmp/dumplst2）を設定します。

プログラム例 2
環境変数へのアクセスがプログラム間にわたる場合の，環境変数の値の取得例を次
に示します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
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       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ENVIRONMENT-NAME IS ENVNM.
                  :                 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ENVNAME PIC X(9).
       PROCEDURE DIVISION.
                  :
           MOVE 'CBLABNLST' TO ENVNAME.
           DISPLAY ENVNAME UPON ENVNM.   …1.
                  :
           CALL 'SAMPLE2'.
                  :
 
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ENVIRONMENT-VALUE IS ENVVAL.
           :        
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ENVDATA PIC X(20).
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           ACCEPT ENVDATA FROM ENVVAL  …2.
                  ON EXCEPTION ～
                  :                
                  NOT ON EXCEPTION ～
                  :
           END-ACCEPT.
           :

1. 値を取得したい環境変数名（CBLABNLST）を指定します。
2. 1.で指定した環境変数（CBLABNLST）の値（/tmp/abnlst）を取得できます。

プログラム例 3
環境変数へのアクセスがプログラム間にわたる場合の，環境変数の値の設定例を次
に示します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ENVIRONMENT-NAME IS ENVNM.
                  :
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ENVNAME PIC X(9).
       PROCEDURE DIVISION.
                  :
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           MOVE 'CBLABNLST' TO ENVNAME.
           DISPLAY ENVNAME UPON ENVNM.  …1.
                  :
           CALL 'SAMPLE2'.
                  :
 
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SPECIAL-NAMES.
       ENVIRONMENT-VALUE IS ENVVAL.
           :
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ENVDATA PIC X(20).
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           MOVE '/tmp/abnlst' TO ENVDATA.
           DISPLAY ENVDATA UPON ENVVAL  …2.
                   ON EXCEPTION ～
                   :
                   NOT ON EXCEPTION ～
                   :
           END-DISPLAY.
           :

1. 値を設定したい環境変数名（CBLABNLST）を指定します。
2. 1.で指定した環境変数（CBLABNLST）に（/tmp/abnlst）を設定できます。
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10.5　COBOLログファイル出力機能

10.5.1　COBOLログファイル出力機能の概要
COBOLプログラムで DISPLAY文によってデータやメッセージを出力する場合，その
出力でエラーが発生すると実行中止となったり，出力内容が破棄されてユーザにとって
必要な情報が取得できなくなったりすることがあります。このような場合に，出力内容
を破棄しないで，COBOL独自のログファイルに出力できます。

COBOLログファイル出力機能は，システム入出力関数レベルを指定しているとき，
DISPLAY文でデータ出力中にエラーが発生した場合に使用できます。詳細は「10.2.5　
システム入出力関数レベルの指定」を参照してください。

10.5.2　COBOLログファイルの出力形式
COBOLログファイルの出力先を次に示します。DISPLAY文の出力データを COBOLロ
グファイルへ出力中にエラーが発生した場合は，標準出力に出力します。

（1） 出力先ディレクトリ

COBOLログファイルの出力先ディレクトリを次に示します。このディレクトリは
COBOL2002インストール時に作成されます。

UNIX32，Linux(IPF64)の場合
/opt/HILNGcbl2k/cbllog

HP-UX(IPF64)の場合
/opt/HILNGcbl2k64/cbllog

（2） ファイル名称

次の名称規則で COBOLログファイルが作成されます。

形式
cblMMDD_HHMMSS_nnnn.log

MMDD
月日を 4けたで表します。

HHMMSS
時刻を時分秒の 6けたで表します。

nnnn
プロセス IDを表します。
けた数は可変です。

（例）
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プロセス ID7847の 9月 27日 19時 24分 33秒に作成されたファイル

UNIX32，Linux(IPF64)の場合
/opt/HILNGcbl2k/cbllog/cbl0927_192433_7847.log

HP-UX(IPF64)の場合
/opt/HILNGcbl2k64/cbllog/cbl0927_192433_7847.log

注意事項
上記のファイルを COBOLが自動的に消去することはありません。不要になった
ファイルは手動で消去してください。

（3） 出力内容

COBOLログファイル出力機能で出力される内容を，次に示します。

注※ 1
表示は英語出力固定です。環境変数 LANGでの指定はできません。

注※ 2
ログ種別は「DISPLAY:」と表示します。

（例）
Sep 27 19:24:33 TERM1 DISPLAY:DISPLAY文のデータ…
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11　整列併合機能
整列併合機能は，SORT文，MERGE文を記述したプログラム
で実行します。この章では，整列併合機能で使用するファイル
や，ファイルの割り当て方法，使用するメモリサイズなどにつ
いて説明します。

11.1　使用できるファイル

11.2　ファイルの割り当て

11.3　使用するメモリサイズ

11.4　使用できる特殊レジスタ

11.5　注意事項
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11.1　使用できるファイル
整列併合機能を使ったプログラムで使用できるファイルを次に示します。

表 11-1　整列併合機能で使用できるファイル

なお，整列ファイル，併合ファイルについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標
準仕様編　5.1.15 整列ファイル」および「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.1.16 併
合ファイル」を参照してください。

種別 ファイル編成 用途 備考

入力用ファイル 順編成ファイル
相対編成ファイル
索引編成ファイル
テキスト編成ファイル

• 整列用レコードの入力ファ
イル

• 併合用レコードの入力ファ
イル

USING指定のと
き，最大 12ファイ
ル指定できる。

出力用ファイル 順編成ファイル
相対編成ファイル
索引編成ファイル
テキスト編成ファイル

• 整列済みレコードの出力
ファイル

• 併合済みレコードの出力
ファイル

作業用ファイル － • 整列機能が使用する整列作
業用ファイル

整列機能が内部的
に使用する。
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11.2　ファイルの割り当て
整列処理，併合処理で使用するファイルの割り当て方法について説明します。

11.2.1　入出力用ファイル
SELECT句で指定した整列併合用のファイルに対して実行時に物理ファイルを割り当て
る方法については，「6.2　ファイル割り当ての共通規則」を参照してください。

11.2.2　整列作業用ファイル
SORT文を使用する場合，整列処理用の作業ファイルのディレクトリの名称は，環境変
数 CBLSORTWORKで指定します。

形式
CBLSORTWORK=ディレクトリ名

ディレクトリ名は，パスプレフィックスで指定します。

（例）
CBLSORTWORK=/TMP/WORK
export CBLSORTWORK

環境変数の指定をしなかった場合は，整列機能が内部的に仮定する作業用ファイルが割
り当てられます。

11.2.3　注意事項
• 整列処理を実行中に異常終了が発生すると，整列作業用ファイルが削除されないで残
る場合があります。

• 併合処理の入力ファイルは，MERGE文の ASCENDING KEYまたは
DESCENDING KEYで指定したとおりに整列されている必要があります。整列され
ていないとプログラムが異常終了します。
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11.3　使用するメモリサイズ
整列処理，併合処理で使用するメモリサイズについて説明します。

11.3.1　整列処理のメモリサイズ
整列処理のメモリサイズは，環境変数 CBLSORTSIZEで指定します。

形式
CBLSORTSIZE=メモリサイズ

メモリサイズ
整列処理で使用するメモリサイズを，キロバイト単位で指定します。有効とな
る値は，8けた以内の符号なし整数（0～ 99,999,999）です。この範囲を超え
る値を指定した場合，実行時エラーとなります。

（例）
CBLSORTSIZE=1000
export CBLSORTSIZE

規則
• 環境変数 CBLSORTSIZEに値が設定されていないときは，SORT-CORE-SIZE特
殊レジスタの値が適用されます。また，環境変数と特殊レジスタの両方に値が設
定されているときは，環境変数に指定した値が有効となります。
整列処理のメモリサイズの注意点については，「11.5　注意事項」を参照してくだ
さい。

• 整列処理するレコード長が 32キロバイトを超える場合，整列機能が確保するメモ
リサイズは 256キロバイト以上を指定する必要があります。

メモリサイズの計算式
メモリ所要量（キロバイト）= 16 + S
• Sは，環境変数 CBLSORTSIZEまたは SORT-CORE-SIZE特殊レジスタで指定し
た値です。

11.3.2　併合処理のメモリサイズ
併合処理で使用するメモリサイズを，次に示します。

メモリサイズの計算式

UNIX32の場合

メモリ所要量（バイト）= 32 +（最大レコード長※ 1 + 28 + キーの合計長※ 2）

×（併合ファイル数 + 1）
注※ 1
　　4バイト境界に切り上げた値
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注※ 2
　　MERGE文に指定されたすべてのキー長の合計値を，4バイト境界に切り
上げた値

UNIX64の場合

メモリ所要量（バイト）= 48 +（最大レコード長※ 1 + 32 + キーの合計長※ 2）

×（併合ファイル数 + 1）
注※ 1
　　8バイト境界に切り上げた値
注※ 2
　　MERGE文に指定されたすべてのキー長の合計値を，8バイト境界に切り
上げた値

なお，算出したメモリサイズの記憶領域が確保できなかった場合，プログラムは異常終
了します。
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11.4　使用できる特殊レジスタ
整列併合機能で使用できる特殊レジスタについて説明します。

11.4.1　特殊レジスタの種類
特殊レジスタの種類を次に示します。

表 11-2　特殊レジスタの種類

注※ 1
128未満の値を指定した場合，1,024が仮定されます。

注※ 2
これらの特殊レジスタにも値は設定できますが，どの値も整列処理に対しては無効となります。

11.4.2　SORT-RETURN特殊レジスタ
この特殊レジスタに値 16を設定すると，整列併合の操作を強制的に終了できます。

入力または出力手続きで値 16を設定すると，次の RELEASE文または RETURN文を
実行後，整列併合の操作が終了し，次の手続き文に制御が渡ります。

16以外の値を設定した場合は，整列併合の操作が継続して実行されます。

11.4.3　SORT-CORE-SIZE特殊レジスタ
整列処理実行前にこの特殊レジスタに値を設定することで，整列処理の作業用メモリの
サイズをキロバイト単位で指定できます。128未満の値を指定した場合，1,024が仮定さ
れます。また，環境変数 CBLSORTSIZEが指定されているときは，環境変数で指定され
た値が適用されます。

なお，この特殊レジスタは，併合処理に関しては意味を持ちません。

特殊レジスタ 属性 初期値 有効となる値

SORT-RETURN PIC S9(4) USAGE COMP 0 0，16

SORT-CORE-SIZE PIC S9(8) USAGE COMP 0 -99,999,999～ 99,999,999※ 1

SORT-FILE-SIZE PIC S9(8) USAGE COMP 0 －※ 2

SORT-MODE-SIZE PIC S9(5) USAGE COMP 0 －※ 2

SORT-MESSAGE PIC X(8) USAGE DISPLAY 空白 －※ 2
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11.5　注意事項

11.5.1　処理時間の短縮

（1） メモリサイズと処理時間

メモリサイズと処理時間との間には，メモリサイズが大きいほど処理時間が短くなると
いう関係があります。しかし，実際には，設定したメモリサイズがソート実行時に使用
されるメモリよりも著しく大きいと，逆に処理時間が掛かることがあります。したがっ
て，メモリサイズを指定するときは，レコード件数，レコード長，キー長，および実メ
モリサイズを考慮し，適切な値にする必要があります。

メモリサイズと処理時間との関係を次に示します。

図 11-1　メモリサイズと処理時間との関係

メモリサイズが 1.で示す値より小さいとき，何度かソートを繰り返すため，処理時間は
長くなります。

メモリサイズが 3.で示す値以上のとき，一時ファイルを使用しなくてもソートできるた
め，処理時間は短くなります。ただし，データ件数が多すぎると，逆に処理時間が長く
なったり，処理できなかったりする場合があります。

通常メモリサイズは，1.で示す値と 3.で示す値の間の値を設定します。その場合の目安
は，2.で示す値です。1.で示す値以上で，3.で示す値未満の値では，2.で示す値より大
きな値を設定しても処理時間は短くなりません。

（2） キー属性の指定

キー属性が文字の場合，数字の場合と比べてソート処理の効率が向上します。したがっ
て，ファイル設計時にはキーとなる部分の属性を文字にしておくとソート処理の時間を
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短くできます。

（3） WITH DUPLICATES指定

SORT文にWITH DUPLICATES指定をしない方がソート処理の時間を短くでき，ま
た，作業ファイルの容量も小さくて済みます。

11.5.2　その他の注意事項
（1） RELEASE文と RETURN文

RELEASE文は INPUT PROCEDURE中で実行します。RETURN文は OUTPUT 
PROCEDURE中で実行します。誤って実行するとプログラムが異常終了します。

（2） 入出力エラー

整列処理，併合処理で使用するファイルに対して入出力エラーが発生したときの処理に
ついて説明します。

なお，共通例外処理を使用する場合の詳細については，「21　共通例外処理」を参照して
ください。

（a）入出力ファイル

入出力ファイルに入出力エラーが発生すると，FILE STATUS句，USE ERROR手続き
が有効となります。これらの指定がない場合，プログラムは異常終了します。

（b）整列作業用ファイル

整列作業用ファイルに入出力エラーが発生すると，プログラムは異常終了します。

（3） キー数

SORT文，MERGE文で指定できるキーの数は最大 64個です。
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12　画面入出力機能
（HP-UX(IPF)，
HP-UX(IPF64)，AIX(32)，
AIX(64)，Solaris(SPARC)で
有効）
通信節，画面節（SCREEN SECTIONおよびWINDOW 
SECTION）による画面機能を使うと，ディスプレイやプリン
タとの間でデータの送受信ができます。この章では，それぞれ
の画面機能の使い方について説明します。

12.1　通信節による画面機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有
効）

12.2　画面節（SCREEN SECTION）による画面機能

12.3　画面節（WINDOW SECTION）による画面機能

12.4　リソース一覧
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12.1　通信節による画面機能（HP-UX(IPF)，
AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）

12.1.1　機能の概要
通信節（COMMUNICATION SECTION）による画面機能を使用すると，ディスプレイ
との間で画面データを送受信したり，プリンタに帳票データを送信したりできます。画
面データを送受信する際には，画面全体を制御したり，けい線，高輝度表示などの機能
を利用したりできます。

通信記述項による画面機能については，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編
　11. 通信節による画面機能」を参照してください。

12.1.2　画面に対する入出力
（1） 画面の定義

通信節による画面機能を使用する場合，画面は XMAP3のドロー（パネル定義）機能を
利用して定義します。ドロー（パネル定義）機能については，マニュアル「画面・帳票
サポートシステム XMAP3 プログラミングガイド 画面編」，および「画面・帳票サポート
システム XMAP3 開発・実行ガイド」を参照してください。

（2） 使用する文

画面データを送受信したり画面を閉じたりするには，原始プログラム中のデータ部通信
記述項の FOR句で "I-O WS"を指定し，次に示す文を使用します。

表 12-1　画面データの送受信で使用する文

• NO REPLY指定のない SEND文と RECEIVE文との間で SEND文または
TRANSCEIVE文を実行した場合，最後の SEND文または TRANSCEIVE文が有効

使用する文 処理

SEND文 ディスプレイに画面データを送信し，応答の完了を待たないで非同期にプログラム
を続行する。
• NO REPLY指定がないとき
受信した画面データは，RECEIVE文で受け取る。

• NO REPLY指定があるとき
ディスプレイに画面データを送信する。RECEIVE文で画面データを受け取るこ
とはできない。

RECEIVE文 NO REPLY指定のない SEND文で受信したデータを受け取る。

TRANSCEIVE文 ディスプレイに画面データを送信し，受信した画面データを受け取る。

DISABLE文 ディスプレイに出力された画面データを消去する。
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となります。

（3） 画面の表示モード

画面データの表示モードには次の 2種類のモードがあります。

• 書き換え（ERASE）モード：画面を消去して画面データを表示する。
• 上書き（WRITE）モード：画面を消去しないで画面データを表示する。

SEND文または TRANSCEIVE文では，ドロー（パネル定義）機能で画面（パネル）定
義時に指定した表示モードで画面データを表示します。ただし，開かれていない画面
データの送受信先に対して SEND文または TRANSCEIVE文を初めて実行する場合，上
書き（WRITE）モードを指定してはなりません。

ドロー（パネル定義）機能で，画面（パネル）定義時にこのシステムに任せる指定をし
た場合，次の規則に従って画面データが表示されます。

• 初めての送受信要求で指定した物理マップ名と異なるときは，書き換え（ERASE）
モードで表示される。

• 現在の送受信要求で指定した物理マップ名が直前の送受信要求で指定した物理マップ
名と同じときは，上書き（WRITE）モードで表示される。

（4） 実行時のカーソルの位置づけ

プログラム実行時にカーソルの位置を変更するときは，原始プログラム中で論理マップ
として展開したカーソルフィールドに値を設定します。

（5） データ有無コード

データ有無コードとは，論理項目に値を設定しているかどうかを区別するためのコード
で，1バイトのコード X'00'～ X'FF'で指定します。

データ有無コードには，原始プログラム中の通信記述項の DATA ABSENCE CODE句で
指定したデータ名に設定した値が使われます。

DATA ABSENCE CODE句を指定したときは，プログラム中の通信記述項ごとの最初の
通信文を実行する前に値を必ず設定しておく必要があります。データ名に値を設定しな
かった場合の動作は保証しません。また，通信文の実行後に値を変更してはなりません。

（6） 実行状態を示すコード

続行できない異常な状態が通信文で発生すると，エラーメッセージが出力されます。通
信記述項に STATUS KEY句の指定があれば，通信文の実行状態を示す 5けたのコード
がこの句で指定したデータ名に設定され，処理が続行されます。

STATUS KEY句がないときに続行できないエラーが発生すると，プログラムは異常終了
します。

STATUS KEY句のデータ名に設定されるコードについては，マニュアル「COBOL2002
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　言語　拡張仕様編　11.1.1 通信記述項（CD）（通信節による画面機能）」を参照してく
ださい。

（7） 送受信先の設定方法

画面機能では，送受信先を指定することで，ネットワーク上に接続されたディスプレイ
に画面データを送受信できます。送受信先の指定方法について，次に示します。

（a）送受信先の決定のしかた

画面データの送受信先は，通信記述項での SYMBOLIC TERMINAL句の指定の有無と，
環境変数の指定の有無によって次のように決定されます。

表 12-2　画面データの送受信先

注※
マニュアル「画面・帳票サポートシステム XMAP3 Server」を参照してください。

（b）環境変数による送受信先の設定

送受信先を設定するための環境変数には次の 2種類があります。

仮想端末名を指定する環境変数
次の環境変数で仮想端末名を指定します。ここで指定した仮想端末名は，
SYMBOLIC TERMINAL句のデータ名に "xxx"で示す名称を指定したときに有効と
なります。

形式
CBLTERM_xxx=ディスプレイの仮想端末名

規則
xxxおよび仮想端末名は 8文字以内の文字列で指定します。

仮想端末名の仮定値を指定する環境変数
SYMBOLIC TERMINAL句の指定を省略したときに仮定される仮想端末の名称を次

条件 SYMBOLIC TERMINAL句でのデータ名の指定

　 あり なし

環境変
数の指
定

あり 環境変数 CBLTERM_xxxで指定した
ディスプレイ
ただし，データ名に設定した内容の
先頭 1バイトが空白文字（X'20'）の
場合は，環境変数 CBLTERMIDで
指定したディスプレイ

環境変数 CBLTERMIDで指定したディス
プレイ

　 なし データ名で指定した仮想端末
ただし，データ名に設定した内容の
先頭 1バイトが空白文字（X'20'）の
場合は，XMAP3のセットアップの
値（仮定値）※

XMAP3のセットアップの値（仮定値）※
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の環境変数で指定します。

形式
CBLTERMID=ディスプレイの仮想端末名

規則
仮想端末名は 8文字以内の文字列で指定します。

（c）SYMBOLIC TERMINAL句の指定

通信記述項の SYMBOLIC TERMINAL句のデータ名に環境変数名または仮想端末名を
指定することで，画面データの送受信先を指定できます。

環境変数名による指定方法
データ名に環境変数 CBLTERM_xxxの "xxx"の名称を指定します。環境変数で指定
した仮想端末名が送受信先として設定されます。

仮想端末名による指定方法
環境変数が指定されていないときは，データ名に仮想端末名を指定することで送受
信先を指定できます。

（8） 送受信間の物理マップ

ディスプレイに対して画面データを送受信する場合，SEND文（NO REPLY指定なし）
の前に通信記述項のMAP NAME句のデータ名に物理マップ名を指定し，画面データを
送受信します。RECEIVE文はその物理マップ名に対して画面データを受信するため，
RECEIVE文で物理マップ名は指定しません。

複数の仮想端末に送信した画面データを受信するとき，それぞれの最後に送信した
SEND文で指定した物理マップが，RECEIVE文の物理マップとなります。

12.1.3　仮想端末の共用
送受信先が同じ仮想端末に対して，複数プログラムで定義した通信記述項を使って通信
文を実行すると，複数の画面が生成されます。このとき実行時環境変数を指定すること
で，一つの仮想端末を複数プログラム間で共用し，送受信できます。

また，-CompatiV3オプションを指定してコンパイルしたプログラムでも同様に，一つの
仮想端末を共用できます。

（1） 仮想端末の共用の指定

複数プログラム間で一つの仮想端末を共用して送受信したい場合は，次の実行時環境変
数を指定します。

CBLTERMSHAR=YES

この環境変数に YESを指定すると，実行単位中のすべてのプログラムで同一名称の仮想
端末を共用できます。指定がない，または YES以外の文字が指定されている場合は，
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NOが仮定されます。NOの場合は，送受信先に同一名称の仮想端末を指定しても異なる
仮想端末として送受信します（SEND文実行時に複数の画面が生成される）。

（2） 注意事項
• 一つの実行単位ファイル中の通信節を使用するプログラムに対して，-CompatiV3オ
プションを指定したオブジェクトファイルと未指定のオブジェクトファイルを混在し
て動作させてはいけません。混在させた場合の動作は保証しません。

• 複数プログラム間で共用した仮想端末に対して送信した画面データを受信するとき，
最後に送信した SEND文と同じ通信記述項を使って受信しなければいけません。

• 仮想端末は，一つの COBOL実行単位中に，複数のプログラム間で共用できます。
CALL文で呼び出す実行可能ファイルなど，別の COBOL実行単位との共用はできま
せん。

12.1.4　プリンタに対する帳票出力
（1） 帳票の定義

通信節による帳票出力機能を使用する場合，帳票は XMAP3のドロー（パネル定義）機
能を利用して定義します。ドロー（パネル定義）機能については，マニュアル「画面・
帳票サポートシステム XMAP3 プログラミングガイド 帳票編」，およびマニュアル「画
面・帳票サポートシステム XMAP3 開発・実行ガイド」を参照してください。

（2） 使用する文

帳票データをプリンタへ送信したり，プリンタを閉じたりするには，原始プログラム中
のデータ部通信記述項の FOR句で "OUTPUT WS"を指定し，次に示す文を使用します。

表 12-3　帳票データの送信で使用する文

（3） 実行状態を示すコード

続行できない異常な状態が通信文で発生すると，エラーメッセージが出力されます。通
信記述項に STATUS KEY句の指定があれば，通信文の実行状態を示す 5けたのコード
がこの句で指定したデータ名に設定され，処理が続行されます。

STATUS KEY句がないときに続行できないエラーが発生すると，プログラムは異常終了
します。

STATUS KEY句のデータ名に設定されるコードについては，マニュアル「COBOL2002
　言語　拡張仕様編　11.1.1 通信記述項（CD）（通信節による画面機能）」を参照してく

使用する文 処理

SEND文 帳票データをプリンタへ送信する。

DISABLE文 プリンタを閉じる（閉じるプリンタは，DISABLE文を実行した時点で指定されて
いるプリンタである）。
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ださい。

（4） 送信先の設定方法

帳票出力機能では，送受信先を指定することで，ネットワーク上に接続されたプリンタ
に帳票データを送信できます。送信先の指定方法について，次に示します。

（a）送信先の決定のしかた

帳票データの送信先は，通信記述項での SYMBOLIC TERMINAL句の指定の有無と，
環境変数の指定の有無によって次に示すように決定されます。

表 12-4　帳票データの送信先

注※
マニュアル「画面・帳票サポートシステム XMAP3 Server」を参照してください。

（b）環境変数による送信先の設定

送信先を設定するための環境変数には次の 2種類があります。

仮想端末名を指定する環境変数
次の環境変数で仮想端末名を指定します。ここで指定した仮想端末名は，
SYMBOLIC TERMINAL句のデータ名に "xxx"で示す名称を指定したときに有効と
なります。

形式
CBLPRNT_xxx=プリンタの仮想端末名

規則
xxxおよび仮想端末名は 8文字以内の文字列で指定します。

仮想端末名の仮定値を指定する環境変数
SYMBOLIC TERMINAL句の指定を省略したときに仮定される仮想端末の名称を次
の環境変数で指定します。

条件 SYMBOLIC TERMINAL句でのデータ名の指定

　 あり なし

環境変
数の指
定

あり 環境変数 CBLPRNT_xxxで指定した
プリンタ
ただし，データ名に設定した内容の
先頭 1バイトが空白文字（X'20'）の
場合は，環境変数 CBLPRNTIDで指
定したプリンタ

環境変数 CBLPRNTIDで指定したプリン
タ

　 なし データ名で指定した仮想端末
ただし，データ名に設定した内容の
先頭 1バイトが空白文字（X'20'）の
場合は，XMAP3のセットアップの
値（仮定値）※

XMAP3のセットアップの値（仮定値）※
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形式
CBLPRNTID=プリンタの仮想端末名

規則
仮想端末名は 8文字以内の文字列で指定します。

（c） SYMBOLIC TERMINAL句の指定

通信記述項の SYMBOLIC TERMINAL句のデータ名に環境変数名または仮想端末名を
指定することで，帳票データの送信先を指定できます。

環境変数名による指定方法
データ名に環境変数 CBLPRNT_xxxの "xxx"の名称を指定します。環境変数で指定
した仮想端末名が送受信先として設定されます。

仮想端末名による指定方法
環境変数が指定されていないときは，データ名に仮想端末名を指定することで送信
先を指定できます。

（5） 送受信間の物理マップ

プリンタに対して帳票データを送受信する場合，SEND文（NO REPLY指定なし）の前
に通信記述項のMAP NAME句のデータ名に物理マップ名を指定し，帳票データを送信
します。
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12.2　画面節（SCREEN SECTION）による画
面機能

画面節（SCREEN SECTION）を使用した画面の入出力について説明します。

画面節（SCREEN SECTION）を使用した画面の入出力については，マニュアル
「COBOL2002　言語　拡張仕様編　12. 画面節（SCREEN SECTION）による画面機能」
を参照してください。

なお，SCREEN SECTIONとWINDOW SECTIONは，同時に使用できません。同時に
使用した場合，エラーメッセージが出力されます。

12.2.1　画面の種類と構成
画面節（SCREEN SECTION）では，主画面とエラー表示画面の 2種類の画面を使用し
ます。

（1） 主画面

主画面は，画面の入出力で使用する主画面であり，タイトルバー，メニューバー，ユー
ザ表示領域から構成されます。主画面の構成を次に示します。

メニューバーの［終了キー］をクリックすると，次のドロップダウンメニューが表示さ
れます。これらをクリックすると，［Enter］キーや［F1］～［F24］キーを押したのと
同じ結果が得られます。
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注

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合，
メニューは PF16まで表示されます。
［PF9］～［PF16］キーは，［Ctrl］キーを押しながら，［PF1］～［PF8］キー
を押すことを意味します。リソースファイルをカスタマイズすると，PF24まで
使用できます。

AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)の場合
メニューは PF24まで表示されます。
［PF13］～［PF24］キーは，［Ctrl］キーを押しながら［PF1］～［PF12］
キーを押すことを意味します。

（2） エラー表示画面

エラー表示画面は，誤ったデータを入力したときなどに自動的に表示される画面であり，
エラー表示領域だけから構成されます。エラー表示画面の構成を次に示します。

12.2.2　キーの機能
カーソルの移動などで使用するキーの意味を次に示します。

使用するキー 意味

［→］ カーソルが右に 1カラム移動します。ただし，フィールドの右端のときは，後方の
フィールドの先頭に移動します。

［←］ カーソルが左に 1カラム移動します。ただし，フィールドの左端のときは，前方の
フィールドの末尾に移動します。

［↑］ 前方のフィールドの先頭にカーソルが移動します。
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注意事項
• フィールドの前方，後方とは画面上の次のような位置関係をいいます。

12.2.3　LINE／ COLUMN句を使用した画面の座標指定
画面節（SCREEN SECTION）では，LINE／ COLUMN句を指定すると，画面項目に
画面上での座標を与えられます。例を次に示します。

（例）
           :
       SCREEN SECTION.
       01 SC-11.
         02 SC-12 VALUE 'ABCDE'
             LINE PLUS 2 COLUMN PLUS 2.    …2.
         02 SC-13 PIC X(5) TO WC-11
             LINE PLUS 2 COLUMN PLUS 2.    …3.
         02 SC-14 VALUE 'FGHIJ'
             LINE PLUS 2 COLUMN PLUS 2.    …4.
           :

［↓］ 後方のフィールドの先頭にカーソルが移動します。ただし，後方にフィールドがな
い場合は，フィールドの右端にカーソルが移動します。

［Tab］ 後方のフィールドの先頭にカーソルが移動します。

［BackSpace］ 現在カーソルが位置づけられているカラムの入力を取り消し，カーソルが左に 1カ
ラム移動します。

［Home］ フィールドの先頭にカーソルを移動します。フィールドが複数指定されている場合
は，最初のフィールドの先頭にカーソルを移動します。

［End］ カーソルの位置に関係なく，そのフィールドのデータをクリアします。
数字項目のフィールドは 0でクリアされ，カーソルは表示されているデータの左端
に位置づけられます。
数字編集項目のフィールドは 0でクリアされ，カーソルは表示されているデータの
左端または小数点上に位置づけられます。
その他の項目は空白文字でクリアされ，カーソルは表示されているデータの左端に
位置づけられます。

［Enter］，
［F1］～［F24］

入力が終了します。
この場合，［F13］～［F24］キーは，［Ctrl］キーを押しながら［F1］～［F12］
キーを押すことを意味します。

使用するキー 意味
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       PROCEDURE DIVISION.
           DISPLAY SC-11 AT LINE 2 COLUMN 2. …1.
           :

1. 起点アドレス（2，2）が与えられます。
2. 起点からの相対値 2のアドレスに画面項目が表示されます。
3. 入力画面項目なので表示されませんが，LINE／ COLUMN句の指定は有効です。
4. 前画面項目からの相対値 2のアドレスに画面項目が表示されます。

実行結果は次のようになります。

12.2.4　CRT STATUS句を使用したファンクションキー入力
結果の取得

（1） ファンクションキーとキー番号

CRT STATUS句を指定した場合，ACCEPT文を実行したときにファンクションキーを
入力すると，各ファンクションキーに対応するキー番号が CRT STATUS句で指定した
データの 2バイト目に設定されます。

次にファンクションキーに対応するキー番号を示します。

ファンクションキー
　

割り当てられている
キーの標準値

キー番号
　

[PF1] [F1] 1

[PF2] [F2] 2

[PF3] [F3] 3

[PF4] [F4] 4

[PF5] [F5] 5

[PF6] [F6] 6

[PF7] [F7] 7

[PF8] [F8] 8
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注 1

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合
デフォルトでは，［F16］まで使用できます。［F9］～［F16］キーは，［Ctrl］
キーを押しながら［F1］～［F8］キーを押すことを意味します。

AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)の場合
デフォルトでは，［F24］まで使用できます。［F13］～［F24］キーは，［Ctrl］
キーを押しながら［F1］～［F12］キーを押すことを意味します。

注 2
［F1］～［F24］キーがMotifのキーボード操作，およびその標準値としても割り当
てられている場合，Motifの標準値が優先されます。Motifのキーボード操作，およ
びその標準値については，システムのMotifについて記載されたマニュアルを参照
してください。

CRT STATUS句の詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　
12.1.4 CRT STATUS句（SCREEN SECTION）」を参照してください。

[PF9] [F9] 9

[PF10] [F10] 10

[PF11] [F11] 11

[PF12] [F12] 12

[PF13] [F13] 13

[PF14] [F14] 14

[PF15] [F15] 15

[PF16] [F16] 16

[PF17] [F17] 17

[PF18] [F18] 18

[PF19] [F19] 19

[PF20] [F20] 20

[PF21] [F21] 21

[PF22] [F22] 22

[PF23] [F23] 23

[PF24] [F24] 24

ファンクションキー
　

割り当てられている
キーの標準値

キー番号
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12.2.5　注意事項
• COBOLでは，画面機能を使用する場合，次のシグナルを登録します。
• SIGCLD（子プロセス）

COBOL以外のプログラムで上記プロセスを登録した場合や，子プロセスを生成した
場合，画面機能の動作は保証しません。

• 画面節（SCREEN SECTION）で画面を表示する場合，COBOL専用の画面
（cbl2002term）が表示されます。 
• 画面節（SCREEN SECTION）による画面機能を使用する場合，setlocaleまたは

setlocale_r※システムコールを発行しないでください。発行した場合の結果は保証し
ません。

注※
setlocale_rは，setlocaleのリエントラント対応関数です。

• 画面節（SCREEN SECTION）のプログラムを実行した場合に，何も応答がなくプロ
セスが終了することがあります。この場合，COBOL専用の画面（cbl2002term）の
初期化に失敗している可能性があります。次の要因が考えられますので確認してくだ
さい。
• X Window上で実行していない。
• 環境変数 PATHの設定内容に誤りがある。
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12.3　画面節（WINDOW SECTION）による画
面機能

画面節（WINDOW SECTION）を使用した画面の入出力について説明します。

画面節（WINDOW SECTION）を使用した画面の入出力については，マニュアル
「COBOL2002　言語　拡張仕様編　13. 画面節（WINDOW SECTION）による画面機
能」を参照してください。

なお，SCREEN SECTIONとWINDOW SECTIONは，同時に使用できません。同時に
使用した場合，エラーメッセージが出力されます。

12.3.1　画面の種類と構成
画面節（WINDOW SECTION）では，主画面，ポップアップ画面，ユーザポップアップ
HELP画面，およびエラー表示画面の 4種類の画面を使用します。これらの画面につい
て説明します。

（1） 主画面

主画面は，画面の入出力で使用する主画面であり，タイトルバー，メニューバー，ス
テータスバー，ユーザ表示領域から構成されます。主画面の構成を次に示します。

ステータスバーには，SET文の BACK CURSOR KEY指定で割り当てたバックカーソル
キー，および HELP KEY句で割り当てたヘルプキーが，それぞれ表示されます。

メニューバーの［終了キー］をクリックすると，次のドロップダウンメニューが表示さ
れます。これらをクリックすると，［Enter］キーや［F1］～［F24］キーを押したのと
同じ結果が得られます。
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注

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合，
メニューは PF16まで表示されます。
［PF9］～［PF16］キーは，［Ctrl］キーを押しながら，［PF1］～［PF8］キー
を押すことを意味します。リソースファイルをカスタマイズすると，PF24まで
使用できます。

AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)の場合
メニューは PF24まで表示されます。
［PF13］～［PF24］キーは，［Ctrl］キーを押しながら［PF1］～［PF12］
キーを押すことを意味します。

（2） ポップアップ画面

ポップアップ画面は，ポップアップ入出力機能で使用する画面であり，タイトルバーと
ユーザ表示領域から構成されます。ユーザ表示領域のサイズはプログラム中で指定しま
す。ポップアップ画面の構成を次に示します。

ポップアップ画面の詳細については，「12.3.5　ポップアップ画面入出力機能」を参照し
てください。

（3） ユーザポップアップ HELP画面

ユーザポップアップ HELP画面は，ユーザポップアップ HELP機能で使用する画面であ
り，ユーザ表示領域だけから構成されます。ユーザ表示領域のサイズはプログラム中で
指定します。ユーザポップアップ HELP画面の構成を次に示します。
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ユーザポップアップHELP画面の詳細については，「12.3.6　ユーザポップアップHELP
機能」を参照してください。

（4） エラー表示画面

エラー表示画面は，誤ったデータを入力したときなどに自動的に表示される画面であり，
エラー表示領域だけから構成されます。エラー表示画面の構成を次に示します。

12.3.2　データの表示形式
（1） 数字項目の表示形式

数字項目はフィールドに右詰めで表示されます。このとき，必要があれば左側に空白を
補って表示されます。仮想小数点（V）の指定が右端以外にある場合は，その位置にピリ
オド（.）が表示されます。また，符号付き数字項目の場合は，先頭または末尾に符号
（+，-）を付けて表示されます。

（例）

（2） その他の項目の表示形式

数字項目以外の場合は，データ項目の値がそのまま（左詰め）フィールドに表示されま
す。

12.3.3　データの入力方式

（1） 数字項目の入力方式

数字項目を入力する場合，整数部は数字を 1けた入力するごとに全体の表示が左にシフ
トし，小数部は数字を 1けた入力するごとにカーソルが右にシフトします。また，符号
部はいつでも変更できます。
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（例 1）
PIC S99V99の場合

（例 2）
PIC 999の場合

（2） 数字編集項目の入力方式

数字編集項目を入力する場合，キーを押すと同時に値が編集され，画面に反映されます。
浮動挿入編集状態，ゼロ抑制編集状態では数字を 1けた入力するごとに全体の表示が左
にシフトし，ほかの編集状態では数字を 1けた入力するごとにカーソルが右にシフトし
ます。また，符号部はいつでも変更できます。

（例 1）
PIC ***.**の場合

（例 2）
PIC +ZZZ99の場合
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（3） 英字項目，英数字項目，日本語項目の入力方式

英字項目，英数字項目，日本語項目は，フィールドの左端から順次入力します。不当な
文字を入力するとエラーが表示されます。RESET句，JUST句が指定されているとき
は，フィールドへの入力を終了すると，入力した文字が右詰めで再表示されます。

（例）
PIC AAAAAA JUSTの場合

（4） 英数字編集項目，日本語編集項目の入力方式

英数字編集項目，日本語編集項目は，フィールドの左端から順次入力します。不当な文
字を入力するとエラーが表示されます。キーを押すと同時に値が編集され，画面に反映
されます。

（例）
PIC XX/X/Xの場合

（5） 注意事項
• 入力フィールドにカーソルを移動した場合，入力を助けるために，フィールドに初期
表示がされます。この状態で何も入力しなければ，データ項目の内容は変更されませ
ん。また，何も入力しないでカーソルを別のフィールドに移動すると，フィールドの
表示は元に戻ります。

• 入出力フィールドにカーソルを移動した場合，すでにデータが出力されているときは
そのままですが，データが出力されていないときは入力フィールドと同様に初期表示
がされます。この状態で何も入力しなければ，データ項目の内容は変更されません。
また，何も入力しないでカーソルを別のフィールドに移動すると，フィールドの表示
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は元に戻ります。

12.3.4　キーの機能
カーソルの移動などで使用するキーの意味を次に示します。

注意事項
• フィールドの前方，後方とは画面上の次のような位置関係をいいます。

• 前方または後方のフィールドがない場合は，末尾または先頭のフィールドにカー
ソルが移動します。

12.3.5　ポップアップ画面入出力機能
ポップアップ画面入出力機能は，主画面とは別にもう一つの画面（ポップアップ画面）

使用するキー 意味

［→］ カーソルが右に 1カラム移動します。ただし，フィールドの右端のときは，後方の
フィールドの先頭に移動します。

［←］ カーソルが左に 1カラム移動します。ただし，フィールドの左端のときは，前方の
フィールドの末尾に移動します。

［↑］ 前方のフィールドの先頭にカーソルが移動します。

［↓］ 後方のフィールドの先頭にカーソルが移動します。

［Tab］ 後方のフィールドの先頭にカーソルが移動します。

［BackSpace］ 現在カーソルが位置づけられているカラムの入力を取り消し，カーソルが左に 1カ
ラム移動します。

［End］ カーソルの位置に関係なく，そのフィールドのデータをクリアします。
数字項目のフィールドは 0でクリアされ，カーソルは整数一の位に位置づけられま
す。ただし整数項目がない場合，小数第一位に位置づけられます。
数字編集項目のフィールドは 0でクリアされ，カーソルは表示されているデータの
左端または小数点上に位置づけられます。
その他の項目は空白文字でクリアされ，カーソルは表示されているデータの左端に
位置づけられます。

［Enter］，
［F1］～［F24］

入力が終了します。
この場合，［F13］～［F24］キーは，［Ctrl］キーを押しながら［F1］～［F12］
キーを押すことを意味します。
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を表示し，この画面からデータを入出力するときに使用します。ポップアップ画面の例
を，次に示します。

ポップアップ画面は，プログラム中の REPLY文が実行されると表示されます。ポップ
アップ画面のフィールドへの入力などが終わり，終了キー（［Enter］キー，［F1］～
［F24］キー）を押すと，ポップアップ画面が閉じます。

注意事項
• HELP LINE指定，HELP COLUMN指定で指定する表示位置は，ポップアップ
画面（タイトルバーを含む）の左隅上です。

• ポップアップ画面が表示されているときは，主画面のタイトルバーのメニューは
使用できません。

12.3.6　ユーザポップアップ HELP機能
ユーザポップアップHELP機能は，商品コードなどを確認しながら画面に入力するため
に，一時的にこれらのコードの一覧をガイダンス画面に表示するような場合に使用しま
す。このとき表示するガイダンス画面をユーザポップアップHELP画面といいます。
ユーザポップアップHELP画面やこの画面を表示するためのキーは画面節（WINDOW 
SECTION）の HELP WINDOW句で指定します。

ユーザポップアップHELP画面の操作手順の例を次に示します。
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1. カーソルをフィールド（商品コード）に位置づけてヘルプキー（［PF1］キー）を押
すと，対応するユーザポップアップ HELP画面が主画面に重ねて表示されます。

2. ユーザポップアップ HELP画面を見ながら商品コードを入力します。
3. カーソルをほかのフィールド（商品コード以外）に移すか，終了キーを押すと，ユー
ザポップアップ HELP画面が閉じます。

注意事項
• ここでいう終了キーとは，メニューバーの［終了キー］で表示される［Enter］
キー，［F1］～［F24］キーコマンド，およびこれらに対応する［Enter］キー，
［F1］～［F24］キーを指します。

12.3.7　注意事項
（1） ACCEPT／ REPLY文を使用する場合

ACCEPT／ REPLY文で FIRST FIELD指定を使用する場合，次のような制限がありま
す。

• -DebugCompatiオプションを指定しても，FIRST FIELD指定の一意名に対して添字
はチェックされません。

• FIRST FIELD指定の直後には，IN NUMERIC MODE指定を記述できません。ただ
し，INを省略した場合は，IN NUMERIC MODE指定を記述できます。

（2） LETTER句を使用する場合（Solaris(SPARC)の場合）

画面節（WINDOW SECTION）で LETTER句（WIDE，LONG，DOUBLE）を記述し
ても，縦長や横長の文字は普通サイズで表示されます。LETTER句の記述を文字サイズ
に反映させて表示させたい場合は，アプリケーションリソースファイル（Cbl2002term）
を修正してください。修正内容を次に示します。
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ただし，この修正をすると画面節（WINDOW SECTION）の画面の初期表示に時間が掛
かります。

（修正内容）

LETTER句用のフォント（デフォルト）の先頭に「!」を付けてコメントにし，
LETTER句用のフォント（正規サイズ）の先頭の「!」を削除して有効にします。

（3） olwnマネージャを使用する場合

olwnマネージャの画面でダブルクリックイベントを取得する場合は，「$HOME/
.Xdefaults」ファイルを次に示すように変更してください。

（修正内容）
変更前
OpenWindows.SetInput:select

変更後
OpenWindows.SetInput:followmouse

（4） Motifのキーボード操作，およびその標準値に関する注意事項

［F1］～［F24］キーがMotifのキーボード操作，およびその標準値としても割り当てら
れている場合，Motifの標準値が優先されます。Motifのキーボード操作，およびその標
準値については，システムのMotifについて記載されたマニュアルを参照してください。

（5） その他の注意事項
• COBOLでは，画面機能を使用する場合，次のシグナルを登録します。
• SIGCLD（子プロセス）
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COBOL以外のプログラムで上記プロセスを登録した場合や，子プロセスを生成した
場合，画面機能の動作は保証しません。

• 画面節（WINDOW SECTION）による画面機能を使用する場合，setlocaleまたは
setlocale_r※システムコールを発行しないでください。発行した場合の結果は保証し
ません。

注※
setlocale_rは，setlocaleのリエントラント対応関数です。

• 画面節（WINDOW SECTION）のプログラムを実行した場合に，何も応答がなくプ
ロセスが終了することがあります。この場合，COBOL専用の画面（cbl2002term）
の初期化に失敗している可能性があります。次の要因が考えられますので確認してく
ださい。
• X Window上で実行していない。
• 環境変数 PATHの設定内容に誤りがある。
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12.4　リソース一覧
画面節（SCREEN SECTIONおよびWINDOW SECTION）による画面機能では，主画
面の動作環境を定義するためのリソースの標準値が，アプリケーションリソースファイ
ルに格納されています。このアプリケーションリソースファイル中のリソース値を設定
すると，主画面のメニューバーの［終了キー］に表示されるファンクションキーなどを
変更できます。

アプリケーションリソースファイル名
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)の場合：Cbl2002term
HP-UX(IPF64)，AIX(64)の場合：Cbl2002term64

アプリケーションリソースファイルのクラス名
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)の場合：Cbl2002term
HP-UX(IPF64)，AIX(64)の場合：Cbl2002term64

アプリケーションリソースファイルのキャプション文字列
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)の場合：cbl2002term
HP-UX(IPF64)，AIX(64)の場合：cbl2002term 64bit

リソースファイルの格納場所
リソースファイルは通常 /usr下に格納しますが，HP-UX(IPF)では，「COBOLのイ
ンストールディレクトリ /resource/」下に格納し，本来の /usr下にはリソースファ
イルと同名のシンボリックリンクファイルを格納します。HP-UX(IPF)の言語別リ
ソースファイルの格納場所とシンボリックリンクを次に示します。

形式

HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)の場合
Cbl2002term*リソース名:リソース値

HP-UX(IPF64)，AIX(64)の場合
Cbl2002term64*リソース名:リソース値

画面節（SCREEN SECTIONおよびWINDOW SECTION）による画面機能でのリソー
ス一覧を次に示します。

言語 リソースファイルの格納場所 シンボリックリンク

シフト JIS /opt/HILNGcbl2k/resource/
ja_JP.SJIS/app-defaults/

/usr/lib/X11/ja_JP.SJIS/
app-defaults/

EUC /opt/HILNGcbl2k/resource/
ja_JP.eucJP/app-defaults/

/usr/lib/X11/ja_JP.eucJP/
app-defaults/
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リソース名
　

内容
　

リソース値の
標準値

background 背景色 white

foreground 前景色 black

highlightColor 高輝度前景色 red

showPF1 [終了キー ]メニューに [PF1]キーを表示 True

showPF2 [終了キー ]メニューに [PF2]キーを表示 True

showPF3 [終了キー ]メニューに [PF3]キーを表示 True

showPF4 [終了キー ]メニューに [PF4]キーを表示 True

showPF5 [終了キー ]メニューに [PF5]キーを表示 True

showPF6 [終了キー ]メニューに [PF6]キーを表示 True

showPF7 [終了キー ]メニューに [PF7]キーを表示 True

showPF8 [終了キー ]メニューに [PF8]キーを表示 True

showPF9 [終了キー ]メニューに [PF9]キーを表示 True

showPF10 [終了キー ]メニューに [PF10]キーを表示 True

showPF11 [終了キー ]メニューに [PF11]キーを表示 True

showPF12 [終了キー ]メニューに [PF12]キーを表示 True

showPF13 [終了キー ]メニューに [PF13]キーを表示 True

showPF14 [終了キー ]メニューに [PF14]キーを表示 True

showPF15 [終了キー ]メニューに [PF15]キーを表示 True

showPF16 [終了キー ]メニューに [PF16]キーを表示 True

showPF17 [終了キー ]メニューに [PF17]キーを表示 True

showPF18 [終了キー ]メニューに [PF18]キーを表示 True

showPF19 [終了キー ]メニューに [PF19]キーを表示 True

showPF20 [終了キー ]メニューに [PF20]キーを表示 True

showPF21 [終了キー ]メニューに [PF21]キーを表示 True

showPF22 [終了キー ]メニューに [PF22]キーを表示 True

showPF23 [終了キー ]メニューに [PF23]キーを表示 True

showPF24 [終了キー ]メニューに [PF24]キーを表示 True

PF1.labelString [PF1]キーのラベル文字列 PF1

PF2.labelString [PF2]キーのラベル文字列 PF2

PF3.labelString [PF3]キーのラベル文字列 PF3

PF4.labelString [PF4]キーのラベル文字列 PF4

PF5.labelString [PF5]キーのラベル文字列 PF5
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PF6.labelString [PF6]キーのラベル文字列 PF6

PF7.labelString [PF7]キーのラベル文字列 PF7

PF8.labelString [PF8]キーのラベル文字列 PF8

PF9.labelString [PF9]キーのラベル文字列 PF9

PF10.labelString [PF10]キーのラベル文字列 PF10(a)

PF11.labelString [PF11]キーのラベル文字列 PF11(b)

PF12.labelString [PF12]キーのラベル文字列 PF12(c)

PF13.labelString [PF13]キーのラベル文字列 PF13(d)

PF14.labelString [PF14]キーのラベル文字列 PF14(e)

PF15.labelString [PF15]キーのラベル文字列 PF15(f)

PF16.labelString [PF16]キーのラベル文字列 PF16(g)

PF17.labelString [PF17]キーのラベル文字列 PF17(h)

PF18.labelString [PF18]キーのラベル文字列 PF18(i)

PF19.labelString [PF19]キーのラベル文字列 PF19(j)

PF20.labelString [PF20]キーのラベル文字列 PF20(k)

PF21.labelString [PF21]キーのラベル文字列 PF21(l)

PF22.labelString [PF22]キーのラベル文字列 PF22(m)

PF23.labelString [PF23]キーのラベル文字列 PF23(n)

PF24.labelString [PF24]キーのラベル文字列 PF24(o)

リソース名
　

内容
　

リソース値の
標準値
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13　COBOL入出力サービスルー
チン
COBOL入出力サービスルーチンを使うと，ほかの言語で書か
れたプログラムから，COBOL2002で作成した順編成ファイ
ル，および相対編成ファイルにアクセスできます。
この章では，COBOL入出力サービスルーチンの使用方法につ
いて説明します。

13.1　COBOL入出力サービスルーチンの概要

13.2　COBOL入出力サービスルーチンの説明

13.3　COBOL入出力サービスルーチンのインタフェース

13.4　リンクの指定

13.5　デバッグ情報の取得

13.6　COBOL入出力サービスルーチンでのディスク書き込み保証

13.7　COBOL入出力サービスルーチンの使用例

13.8　注意事項
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13.1　COBOL入出力サービスルーチンの概要

13.1.1　概要
COBOL2002の順編成ファイル，および相対編成ファイルは，COBOL2002独自のファ
イル形式で作成されます。そのため，他言語で作成したプログラムから，直接これらの
形式のファイルにはアクセスできません。

COBOL入出力サービスルーチンを使用すると，他言語のプログラムからでも
COBOL2002の順編成ファイル，および相対編成ファイルにアクセスできます。

（1） COBOL入出力サービスルーチンの使用方法

COBOL入出力サービスルーチンは，COBOLプログラム，または他言語のプログラムか
ら呼び出して使用します。ファイルの入出力に必要な情報は，インタフェース領域と呼
ばれる構造体を通じて受け渡されます。各サービスルーチンを呼び出すときには，この
インタフェース領域のアドレスを引数として渡します。

（2） COBOL入出力サービスルーチンで発生したエラーのデバッグ方法

COBOL入出力サービスルーチンの実行中にエラーが発生した場合，エラーメッセージ
番号がインタフェース領域に格納されます。エラーメッセージは出力されません。

また，環境変数 CBL_FLSRVDUMPを設定すると，デバッグ情報をファイルに出力する
こともできます。

13.1.2　COBOL入出力サービスルーチンが対応している機能

（1） サービスルーチンが対応しているファイル形式

COBOL入出力サービスルーチンでアクセスできるファイル形式を，次に示します。

• 固定長の順編成ファイル
• 可変長の順編成ファイル
• 固定長の相対編成ファイル
• 可変長の相対編成ファイル

COBOL入出力サービスルーチンを使うと，これらの形式のファイルに対して
COBOL2002の入出力機能，およびファイル共用が使用できます。また，COBOLプロ
グラムからアクセスすることを考慮したエラーチェックも実行されます。

（2） COBOL入出力サービスルーチンの制限事項
• COBOL入出力サービスルーチンを使ってファイルの入出力をする場合，次の指定，
および機能は使用できません。
• CLOSE文のWITH LOCK指定
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• 不定ファイル（SELECT句の OPTIONAL指定）
• 入出力で誤り状態が発生したときの制御移行（USE文，AT END指定など）
• 行制御機能（WRITE文の ADVANCING指定，ファイル記述項の LINAGE句）
• 特殊ファイルへの入出力（テープ装置，プリンタなど）
• マルチスレッド環境下での実行
• ラージファイル入出力機能

• COBOL入出力サービスルーチンでは，エラーが発生しても終了処理がされません。
エラーが発生した場合は，COBOL入出力サービスルーチンを呼び出したプログラム
側で終了処理するようにしてください。
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13.2　COBOL入出力サービスルーチンの説明

COBOL入出力サービスルーチンの一覧を，次に示します。

表 13-1　COBOL入出力サービスルーチンの一覧

（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

各サービスルーチンの処理概要を，次に示します。

CBLOPENサービスルーチン
• OPEN文のモード，ファイル属性に従い，ファイルを開く。
• 書き込みモードの場合，ファイルを作成する。ファイルがすでにある場合は，既
存のファイルに上書きする。

• 追加書き込みモードの場合，ファイルの終端にファイルポインタを移動する。
• ファイルの排他・共用のための施錠要求をする。
• 内部的に必要な領域を確保する。

CBLCLOSEサービスルーチン
• ファイルを閉じる。
• レコードの施錠を解除する。
• オープン時に確保した領域を解放する。

CBLREADサービスルーチン
• レコードをバッファに読み込む。
• 読み込んだレコードの長さを設定する。
• レコード施錠の指定に従い，レコードを施錠する，または施錠を解除する。
• 読み込んだレコードの相対レコード番号を設定する（相対ファイルだけ）。

サービスルーチンの名称 順ファイルの入出力 相対ファイルの入出力 機能

CBLOPEN ○ ファイルを開く

CBLCLOSE ○ ファイルを閉じる

CBLREAD ○ レコードの入力

CBLWRITE ○ レコードの出力

CBLREWRITE ○ レコードの書き換え

CBLUNLOCK ○ レコード施錠の解除

CBLDELETE × ○ レコードの削除

CBLSTART × ○ レコードの位置づけ

CBLWDISK ○ ファイルのディスクへ
の書き込み保証
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CBLWRITEサービスルーチン
• バッファのレコードを書き出す。
• レコードの施錠を解除する。
• 書き込んだレコードの相対番号を返す（相対ファイルだけ）。

CBLREWRITEサービスルーチン
• 書き込みバッファのレコードとの書き換えをする。
• 直前の READ文をチェックする（順アクセスの場合だけ）。
• 書き換えレコード長をチェックする。
• レコードの施錠を解除する。

CBLUNLOCKサービスルーチン
• すべてのレコード施錠を解除する。

CBLDELETEサービスルーチン
• レコードを削除する。
• 直前の READ文をチェックする（順アクセスの場合だけ）。
• レコードの施錠を解除する。

CBLSTARTサービスルーチン
• キー番号と条件からレコードを位置づける。
• ファイルのアクセスモードをチェックする（乱アクセスの場合はできない）。

CBLWDISKサービスルーチン
• ファイルに出力したデータの，ディスクへの書き込み保証を適用する。

COBOL入出力サービスルーチンを呼び出すときの注意事項
COBOL2002の入出力機能と同様に，オープン時の OPEN文のモードによって実行
できないサービスルーチンがあります。
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13.3　COBOL入出力サービスルーチンのイン
タフェース

13.3.1　サービスルーチンを呼び出す関数の形式
COBOL入出力サービスルーチンは，すべて次の形式で呼び出します。

形式
#include "CBL85fl.h"
int  サービスルーチン名(CBLCOMFL * com, CBLPARMFL * parm)

引数
CBLCOMFL * com：管理情報インタフェース領域のアドレス
CBLPARMFL * parm：パラメタインタフェース領域のアドレス

戻り値
 0：正常に終了した場合
-1：エラーが発生した場合

注意事項
• 管理情報インタフェース領域，およびパラメタインタフェース領域は，ユーザプ
ログラム側で確保する必要があります。

• 各インタフェース領域中のシステムが使用する領域，および予備領域には，最初
の CBLOPENサービスルーチンを実行する前に NULL（X'00'）を指定して，領
域をクリアしておく必要があります。
ただし，一度 CBLCLOSEサービスルーチンで入出力を終了したあと，再度同じ
インタフェース領域を使って CBLOPENサービスルーチンで入出力を開始する場
合は，管理情報インタフェース領域中のシステムが使用する領域，および予備領
域をクリアする必要はありません。

• 同じファイルにアクセスするときには，CBLOPENサービスルーチンでファイル
を開いてから CBLCLOSEサービスルーチンでファイルを閉じるまで，同じ管理
情報インタフェース領域を使用する必要があります。

• 同時に複数のファイルにアクセスする場合は，各ファイルに対して別々の管理情
報インタフェース領域を用意する必要があります。

• 管理情報インタフェース領域中のファイル情報は，CBLOPENサービスルーチン
を実行したときの設定値が有効となります。ファイルを開いたあとの入出力サー
ビスルーチンでファイル情報を変更しても無効です。ただし，デバッグ情報出力
指示の設定は，ファイルを開いたあとでも有効となります。

13.3.2　インタフェース領域の形式
COBOL入出力サービスルーチンで使用するインタフェース領域を，次に示します。
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表 13-2　COBOL入出力サービスルーチンで使用するインタフェース領域

（1） 管理情報インタフェース領域

管理情報インタフェース領域の形式を，「表 13-3　管理情報インタフェース領域の形式
（1）」，および「表 13-4　管理情報インタフェース領域の形式（2）」に示します。

表 13-3　管理情報インタフェース領域の形式（1）

インタフェース領
域の名称

（構造体の typedef
名称）

サイズ（バイト） 用途

UNIX32の場合 UNIX64の場合

管理情報インタ
フェース領域
（CBLCOMFL）

256 312 • ファイル情報を管理す
る

• OPEN時のファイル情
報を指定する

• エラー発生時，エラー
情報を指定する

• COBOL2002の内部情
報として使用される

パラメタインタ
フェース領域
（CBLPARMFL）

32 48 • 入出力パラメタを指定
する

データ
項目名

UNIX32の場
合

UNIX64の
場合

設定／参照する
値

CBLOPENサービスルーチンでの指定

区
分

名
称

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ
デー
タ形
式

OUTPUT指定 OUTPUT以外

属性
チェック
無

属性
チェッ
ク有

フ
ァ
イ
ル
情
報

フ
ァ
イ
ル
編
成
と
レ
コ
ー
ド
形
式
※

1

0 4 char
[4]

0 4 cha
r[4]

SAMF：順ファ
イル固定長レ
コード形式
SAMV：順ファ
イル可変長レ
コード形式
RELF：相対
ファイル固定長
レコード形式
RELV：相対
ファイル可変長
レコード形式

○ △ ○
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　 最
大
レ
コ
ー
ド
長

4 4 int 4 4 int レコード長
（固定長形式の場
合レコード長）

○ △ ○

　 最
小
レ
コ
ー
ド
長

8 4 int 8 4 int レコード長
（固定長形式の場
合は無視される）

○ △ ○

　 未
使
用

－ － － 1
2

4 cha
r[4]

サービスルーチ
ン予備領域

NULL（X'00'）
を指定してク
リアしておく

こと

NULL
（X'00'）
を指定し
てクリア
しておく
こと

NULL
（X'00'）
を指定
してク
リアし
ておく
こと

　 フ
ァ
イ
ル
名
称
ア
ド
レ
ス

1
2

4 char
＊

1
6

8 cha
r＊

オープンする
ファイル名称の
アドレスファイ
ル名称は NULL
で終わる文字列
とする。
CBLOPENサー
ビスルーチンを
呼び出す時だけ
指定が必要。
CBLOPENサー
ビスルーチンの
呼び出しが成功
したあと，
CBLCLOSE
サービスルーチ
ン実行までの入
出力文で，
COBOL2002は，
このアドレス，
およびアドレス
が指す領域を参
照しない。

○ ○ ○

データ
項目名

UNIX32の場
合

UNIX64の
場合

設定／参照する
値

CBLOPENサービスルーチンでの指定

区
分

名
称

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ
デー
タ形
式

OUTPUT指定 OUTPUT以外

属性
チェック
無

属性
チェッ
ク有
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　 属
性
チ
ェ
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
※

2

1
6

1 char 2
4

1 cha
r

CBLCOM_NOC
HK：

管理情報イ
ンタフェー
ス領域と
ファイル実
体の属性を
チェックし
ない。

CBLCOM_CHK
：

管理情報イ
ンタフェー
ス領域と
ファイル実
体の属性を
チェックす
る。

－ ○
CBLCOM
_NOCHK

○
CBLCO
M_CH

K

　 フ
ァ
イ
ル
O
P
E
N
文
の
モ
ー
ド

1
7

1 char 2
5

1 cha
r

CBLCOM_OPE
N_INPUT：

読み取り専
用（OPEN 
INPUT）

CBLCOM_OPE
N_IO：

読み取りと
書き込み
（OPEN 
I-O）

CBLCOM_OPE
N_OUTPUT：

書き込み専
用・新規作
成（OPEN 
OUTPUT）

CBLCOM_OPE
N_EXTEND：

追加書き
（OPEN 
EXTEND）

○
CBLCOM_OP
EN_OUTPUT

○ ○

データ
項目名

UNIX32の場
合

UNIX64の
場合

設定／参照する
値

CBLOPENサービスルーチンでの指定

区
分

名
称

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ
デー
タ形
式

OUTPUT指定 OUTPUT以外

属性
チェック
無

属性
チェッ
ク有
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　 フ
ァ
イ
ル
施
錠
モ
ー
ド

1
8

1 char 2
6

1 cha
r

CBLCOM_LOC
K_NO：

LOCK 
MODE句指
定なし

CBLCOM_LOC
K_EXCL：

排他施錠
（LOCK 
MODE IS 
EXCLUSIV
E）

CBLCOM_LOC
K_AUTO：

自動施錠
（LOCK 
MODE IS 
AUTOMAT
IC）

CBLCOM_LOC
K_MANU：

手動施錠
（LOCK 
MODE IS 
MANUAL）
※ 3

○ ○ ○

データ
項目名

UNIX32の場
合

UNIX64の
場合

設定／参照する
値

CBLOPENサービスルーチンでの指定

区
分

名
称

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ
デー
タ形
式

OUTPUT指定 OUTPUT以外

属性
チェック
無

属性
チェッ
ク有
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　 デ
ィ
ス
ク
書
き
込
み
オ
プ
シ
ョ
ン

1
9

1 char 2
7

1 cha
r

CBLCOM_ENV
FSYNC：

環境変数
CBLFSYNC
に従う。

CBLCOM_NOF
SYNC：

ディスク書
き込み保証
を適用しな
い。

CBLCOM_FSY
NC：

クローズ時
のディスク
書き込み保
証を適用す
る。

CBLCOM_WDI
SK：

書き込み時
のディスク
書き込み保
証を適用す
る。

詳細は「13.6　
COBOL入出力
サービスルーチ
ンでのディスク
書き込み保証」
を参照。

○ ○
（読み取り
専用では
無視）

○
（読み取
り専用
では無
視）

データ
項目名

UNIX32の場
合

UNIX64の
場合

設定／参照する
値

CBLOPENサービスルーチンでの指定

区
分

名
称

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ
デー
タ形
式

OUTPUT指定 OUTPUT以外

属性
チェック
無

属性
チェッ
ク有
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（凡例）
○：必ず指定する項目
△：COBOL2002が値を返す項目
－：無視される項目

注
表中の「CBLCOM_xxx」は，COBOL2002で使用できるインクルードファイル
（CBL85fl.h）中で定義されているマクロです。CBL85fl.hファイルは，次のディレ

　 フ
ァ
イ
ル
ア
ク
セ
ス
モ
ー
ド

2
0

1 char 2
8

1 cha
r

CBLCOM_ACC
ESS_SEQ：

順アクセス
法
（ACCESS 
MODE IS 
SEQUENTI
AL）

CBLCOM_ACC
ESS_RAND：

乱アクセス
法
（ACCESS 
MODE IS 
RANDOM）

CBLCOM_ACC
ESS_DYNA：

動的アクセ
ス法
（ACCESS 
MODE IS 
DYNAMIC）
順ファイル
では順アク
セス法だけ
が指定でき
る。

○ ○ ○

　 未
使
用

2
1

7 char
[7]

2
9

1
1

cha
r[11
]

サービスルーチ
ン予備領域

○
NULL（X'00'）
を指定してク
リアしておく

こと

○
NULL
（X'00'）
を指定し
てクリア
しておく
こと

○
NULL
（X'00'）
を指定
してク
リアし
ておく
こと

データ
項目名

UNIX32の場
合

UNIX64の
場合

設定／参照する
値

CBLOPENサービスルーチンでの指定

区
分

名
称

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ
デー
タ形
式

OUTPUT指定 OUTPUT以外

属性
チェック
無

属性
チェッ
ク有



13.　COBOL入出力サービスルーチン

259

クトリの下に提供されています。

UNIX32，Linux(IPF64)の場合
/opt/HILNGcbl2k/include/cbl

HP-UX(IPF64)，AIX(64)，Linux(x64)の場合
/opt/HILNGcbl2k64/include/cbl

注※ 1
順固定長ファイルに対して入出力する場合は，必ず「SAMF」を指定してください。

注※ 2
順固定長ファイルではこの指定は無視され，レコード長に従います。

注※ 3
順ファイルでは手動施錠を指定できません。

表 13-4　管理情報インタフェース領域の形式（2）

データ項目名 UNIX32の場合 UNIX64の場合 設定／参照する値 備考

区
分

名称 位
置

長
さ

データ
形式

位
置
長
さ

データ
形式

エ
ラ
ー
情
報

入出力状
態
（FILE 
STATUS
）

2
8

2 short 4
0

2 short 0～ 99 正常／エ
ラーに関係
なく，必ず
値が返され
る。
返される値
の詳細は
「付録 F　入
出力状態の
値」を参照

　 システム
エラー情
報有無

3
0

1 char 4
2

1 char CBLCOM_ERR_NOSYSTE
M：

システムエラー情報な
し

CBLCOM_ERR_SYSTEM
：

システムエラー情報有
り

　

　 未使用 3
1

1 char 4
3

1 char サービスルーチン予備領域 　

　 COBOL
メッセー
ジ番号

3
2

2 short 4
4

2 short 3001～ 4099
COBOLエラーメッセージ
番号

「13.5.1　
COBOL入
出力サービ
スルーチン
で出力され
るエラー
メッセージ
番号」を参
照
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　 システム
コール番
号

3
4

2 short 4
6

2 short 1～ 999
エラーとなったシステム
コールを表す COBOL2002
が定める関数番号

システムエ
ラー情報有
りの場合に
有効。
番号と内容
については
オンライン
マニュアル
「COBOL2
002　メッ
セージ」を
参照

　 システム
エラー
コード

3
6

4 int 4
8

4 int システムが返すエラーコー
ド

システムエ
ラー情報有
りの場合に
有効。
システムの
マニュアル
を参照

　 COBOL
エラー詳
細情報

4
0

1 char 5
2

1 char インタフェース領域指定誤
り，およびファイル属性エ
ラー発生時の詳細情報

COBOL
メッセージ
番号が 3701
～ 3703，お
よび 3801
～ 3803の
場合に有効。
設定される
値は，「表
13-5　
COBOLエ
ラー詳細情
報の一覧」
を参照

　 未使用 4
1

1
5

char[15
]

5
3

1
5

char[1
5]

サービスルーチン予備領域 　

データ項目名 UNIX32の場合 UNIX64の場合 設定／参照する値 備考

区
分

名称 位
置

長
さ

データ
形式

位
置
長
さ

データ
形式
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注
表中の「CBLCOM_xxx」は，COBOL2002で使用できるインクルードファイル
（CBL85fl.h）中で定義されているマクロです。CBL85fl.hファイルは，次のディレ
クトリの下に提供されています。

UNIX32，Linux(IPF64)の場合
/opt/HILNGcbl2k/include/cbl

HP-UX(IPF64)，Linux(x64)の場合
/opt/HILNGcbl2k64/include/cbl

管理情報インタフェース領域のデータ項目に関する注意事項

(a)属性チェックオプション
属性チェックオプションには，ファイルのオープン時に管理情報インタフェース領
域の値とファイル実体の属性をチェックするかどうかを指定します。

(i)属性をチェックしない場合

デ
バ
ッ
グ
情
報

デバッグ
情報出力
指示

5
6

1 char 6
8

1 char CBLCOM_DBG_NO：
デバッグ情報を出力し
ない

CBLCOM_DBG_BEF：
各入出力サービスルー
チン実行の前にデバッ
グ情報を出力する

CBLCOM_DBG_AFT：
各入出力サービスルー
チン実行後にデバッグ
情報を出力する

CBLCOM_DBG_BEFAFT：
各入出力サービスルー
チン実行の前とあとで
デバッグ情報を出力す
る

「13.5.2　イ
ンタフェー
ス領域のダ
ンプ出力」
を参照

　 未使用 5
7

11 char[11
]

6
9

1
1

char[1
1]

サービスルーチン予備領域 　

　 ユーザ領
域

6
8

1
6

char[16
]

8
0

1
6

char[1
6]

プログラムで使用可能な領
域。
COBOL2002では管理しな
い

　

　 システム
で使用す
る領域

8
4

1
7
2

char[13
2]
char 
*[10]

9
6

2
1
6

char[1
36]
char 
*[10]

システムで使用する領域。
最初のオープンを実行する
前に NULL（X'00'）を指定
してクリアしておく

NULL
（X'00'）ク
リア以降，
この領域を
更新しては
ならない

データ項目名 UNIX32の場合 UNIX64の場合 設定／参照する値 備考

区
分

名称 位
置

長
さ

データ
形式

位
置
長
さ

データ
形式
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属性チェックオプションに CBLCOM_NOCHKを指定すると，ファイルの属性
がチェックされません。この場合，CBLOPENサービスルーチンの呼び出し成
功時に，ファイル実体に基づいて次のデータ項目が自動的に設定されます。
• ファイル形式
順ファイル可変長レコード形式の場合　：SAMV
相対ファイル固定長レコード形式の場合：RELF
相対ファイル可変長レコード形式の場合：RELV

• 最大レコード長
• 最小レコード長
• 入出力状態

00が返されます。

ユーザは，設定されたデータ項目の値から，入出力に必要なバッファ領域を用
意するようなプログラムを作成する必要があります。また，ファイル形式が妥
当かどうかをユーザプログラム側で必ず判定するようにしてください。

(ii)属性をチェックする場合
属性チェックオプションに CBLCOM_CHKを指定すると，次のデータ項目に
ついてファイルの属性がチェックされます。
• ファイル編成とレコード形式
• 最大レコード長
• 最小レコード長

また，CBLOPENサービスルーチンの呼び出し成功時に，入出力状態に 00が
返されます。
属性チェックの結果，管理情報インタフェース領域の設定とファイル実体の属
性が一致しなかった場合，サービスルーチンはエラーの戻り値を返し，ファイ
ルは開かれません。

注意事項
• OPEN文のモードに「書き込み専用・新規作成（OPEN_OUTPUT）」を指定した
場合，属性チェックオプションの指定は無視され，管理情報インタフェース領域
に指定されたファイル編成，およびレコード長に従って新規にファイルが作成さ
れます。

• ファイル編成とレコード形式に SAMF（順ファイル固定長レコード形式）を指定
した場合，属性チェックオプションの指定は無視され，指定したレコード長に
従ってファイルの入出力処理が実行されます。

• ファイル編成とレコード形式に順ファイル固定長レコード形式（SAMF）を指定
しないで，かつ，属性チェックオプションにチェックしない
（CBLCOM_NOCHK）を指定した場合，順固定長ファイルに対して CBLOPEN
サービスルーチンを実行すると，対象外ファイルとみなされます。

(b)エラー情報
エラー情報に設定される値は，サービスルーチンの終了状態によって次のように異
なります。
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COBOLメッセージ番号，システムコール番号，およびシステムエラーコードの値
は，COBOL2002が独自に定めた値，またはシステム固有のコードです。そのため，
エラー発生時のプログラム実行制御には，入出力状態の値を使用してください。

(c)COBOLエラー詳細情報
COBOLエラー詳細情報に返される情報，およびその意味を次に示します。

表 13-5　COBOLエラー詳細情報の一覧

サービスルー
チンの終了状

態

入出力状態 COBOLメッ
セージ番号

システムエラー情報有無 システムコール
番号／システム
エラーコード

正常終了 00 0 なし
（CBLCOM_ERR_NOSYSTE
M）

0

エラー発生 入出力状態
を表す値

メッセージ番号
（0以外）

なし
（CBLCOM_ERR_NOSYSTE
M）

0

　 　 　 あり
（CBLCOM_ERR_SYSTEM）

該当するコード
が設定される

COBOL
メッセー
ジ番号

エラー種別 マクロ名称 値 エラー項目／エラーの意味

3701
3801

管理情報イ
ンタフェー
ス領域指定
誤り

CBLCOM_ERRC_FORM 1 ファイル編成とレコード形式

CBLCOM_ERRC_MAX 2 最大レコード長
（最大レコード長の値が 1～
1,073,741,799以外，または
最小レコード長より小さい）

CBLCOM_ERRC_MIN 3 最小レコード長
（最小レコード長の値が 1～
1,073,741,799以外）

CBLCOM_ERRC_PATH 4 ファイル名称アドレス

CBLCOM_ERRC_FLOPT 5 属性チェックオプション

CBLCOM_ERRC_OPEN 6 ファイルオープンモード

CBLCOM_ERRC_LOCK 7 ファイル施錠モード

CBLCOM_ERRC_FSYNC 8 ディスク書き込みオプション

CBLCOM_ERRC_DBGINF 9 デバッグ情報出力指示

CBLCOM_ERRC_ACCESS 10 ファイルアクセスモード

CBLCOM_ERRC_MSGBUFSIZ 11 メッセージ出力用バッファ長
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インタフェース領域中の複数のデータ項目に誤りがある場合や，ファイルの属性
チェックで複数の項目の属性が一致しなかった場合，COBOLエラー詳細情報には，
最初に発見されたエラー項目に関する値が設定されます。

（2） パラメタインタフェース領域

パラメタインタフェース領域の形式を，次に示します。

表 13-6　 パラメタインタフェース領域の形式

3702
3802

パラメタイ
ンタフェー
ス領域指定
誤り

CBLCOM_ERRP_RDBUF 21 読み込みバッファアドレス

CBLCOM_ERRP_WRBUF 22 書き出しバッファアドレス

CBLCOM_ERRP_LOCK 23 WITH LOCK指定

CBLCOM_ERRP_KEY 24 レコード番号キー

CBLCOM_ERRP_ACCESS 25 レコード単位アクセスモード

CBLCOM_ERRP_KEYMODE 26 キー比較条件

3703
3803

ファイル属
性エラー

CBLCOM_ERRF_CBL 41 ファイルフォーマット
（COBOL以外で作成したファ
イル，またはファイル破壊）

CBLCOM_ERRF_FORM 42 ファイル形式（ファイル編成，
またはレコード形式）

CBLCOM_ERRF_MAX 43 最大レコード長

CBLCOM_ERRF_MIN 44 最小レコード長

データ項目
名

UNIX32の場合 UNIX64の場
合

設定／参照する値 各サービスルーチンでの指定

区
分

名称お
よび意
味

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ

デー
タ形
式

　　 Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｒ
Ｒ
Ｗ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｄ

入
出
力
パ
ラ
メ
タ

読み込
みバッ
ファ
アドレ
ス

0 4 char 
*

0 8 char 
*

読み込んだレコー
ドを格納する領域
のアドレス

－ － ○ － － － － － －

読み込
み
サイズ

4 4 int 8 4 int 読み込んだレコー
ドの長さを返す

－ － △ － － － － － －

　 未使用 － － － 1
2

4 char
[4]

サービスルーチン
予備領域

－ － － － － － － － －

COBOL
メッセー
ジ番号

エラー種別 マクロ名称 値 エラー項目／エラーの意味
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　 書き出
しバッ
ファア
ドレス

8 4 char 
*

1
6

char 
*

書き出すレコード
のバッファアドレ
ス

－ － － ○ ○ － － － －

　 書き出
しサイ
ズ

1
2

4 int 2
4

4 int 書き出すレコード
の長さ

－ － － ○
※
1

○
※
1

－ － － －

　 相対レ
コード
番号
キー
(REL
ATIV
E KEY

1
6

4 int 2
8

4 int 入出
力対
象レ
コー
ド
キー
番号※
2

ファイル
アクセス
モード：
順アクセ
ス

－ － △ △ N N ○ － －

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ファイル
アクセス
モード：
乱アクセ
ス

－ － ○ ○ ○ ○ E － －

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ファイル
アクセス
モード：
動的アク
セス

－ － ※

3
○ ○ ○ ○ － －

　 WITH 
LOCK
指定

2
0

1 char 3
2

1 char CBLPARM_NOLO
CK：レコード施錠
要求なし（WITH 
NO LOCK）
CBLPARM_LOCK
：レコード施錠要求
あり（WITH 
LOCK）
レコード施錠の詳
細は，マニュアル
「COBOL2002　言
語　標準仕様編」
を参照

○ － ○ － － － － － －

　 レコー
ド単位
アクセ
スモー
ド

2
1

1 char 3
3

1 char CBLPARM_ACCE
SS_NEXT：順アク
セス（READ 
NEXT）
CBLPARM_ACCE
SS_KEY：乱アク
セス（READ KEY）

－ － ○
※
4

－ － － － － －

データ項目
名

UNIX32の場合 UNIX64の場
合

設定／参照する値 各サービスルーチンでの指定

区
分

名称お
よび意
味

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ

デー
タ形
式

　　 Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｒ
Ｒ
Ｗ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｄ
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（凡例）
OP：CBLOPENサービスルーチン
CL：CBLCLOSEサービスルーチン
RE：CBLREADサービスルーチン
WR：CBLWRITEサービスルーチン
RW：CBLREWRITEサービスルーチン
DE：CBLDELETEサービスルーチン
ST：CBLSTARTサービスルーチン
UN：CBLUNLOCKサービスルーチン
WD：CBLWDISKサービスルーチン
○：必ず指定する項目
△：COBOL2002が値を返す項目
E：エラー（乱アクセス法の場合，CBLSTARTサービスルーチンは実行できない）
N：無視される項目（直前に CBLREADサービスルーチンの呼び出しが成功したレコードが対
象となる）
－：無視される項目

　 キー比
較条件

2
2

1 char 3
4

1 char 位置づける相対レ
コード番号とキー
（key）の比較条件
CBLPARM_KEY_
EQUAL：キーの値
と等しい
（EQUAL）
CBLPARM_KEY_
GREAT：キーの値
より大きい
（GREATER 
THAN）
CBLPARM_KEY_
NOTLESS：キー
の値より小さくな
い（NOT LESS 
THAN）
CBLPARM_KEY_
GREATEQ：キー
の値より大きいか，
または等しい
（GREATER THAN 
OR EQUAL）

－ － － － － － ○ － －

　 未使用 2
3

9 char[
9]

3
5

1
3

char
[13]

サービスルーチン
予備領域

※

5
※

5
※

5
※

5
※

5
※

5
※

5
※

5
※

5

データ項目
名

UNIX32の場合 UNIX64の場
合

設定／参照する値 各サービスルーチンでの指定

区
分

名称お
よび意
味

位
置

長
さ

デー
タ形
式

位
置
長
さ

デー
タ形
式

　　 Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｒ
Ｒ
Ｗ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｄ
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注※ 1
固定長レコード形式の場合，このデータ項目の指定は無視されます。

注※ 2
入出力対象レコードキー番号について次に示します（○△だけ該当）。
• 最初のレコード番号は 1，以降 2，3，…となり 1ずつ増えます。
• このデータ項目の指定は，相対ファイルだけで有効となります。順ファイルで指
定した場合は，無視されます。

• 順アクセスの場合，CBLREADサービスルーチンや CBLWRITEサービスルーチ
ンによって読み書きされたレコードの，相対レコード番号が返されます。

• 乱アクセス，または動的アクセスの場合，入出力文を実行する前に入出力対象レ
コードの相対レコード番号を設定する必要があります。

注※ 3
ファイルアクセスモードが動的アクセスの CBLREADサービスルーチンを実行した
ときは，レコード単位アクセスモードの指定によって，順アクセスか乱アクセスか
が決まります。

注※ 4
順ファイルの場合，このデータ項目の指定は無視されます。

注※ 5
最初に CBLOPENサービスルーチンを実行する前にNULL（X'00'）を指定して，
領域をクリアしておく必要があります。

パラメタインタフェース領域のデータ項目に関する注意事項

(a)レコード単位アクセスモード
レコード単位アクセスモードには，相対ファイルに対する CBLREADサービスルー
チンの実行が，順アクセスか，乱アクセスかを指定します。順ファイルに対してこ
の項目を指定した場合，指定は無視され，常に順アクセスとなります。
レコード単位アクセスモードに指定する値による動作の違いを，次に示します。
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レコードのアクセスモードが順アクセスの場合，直前の CBLREADサービスルーチ
ン，または CBLSTARTサービスルーチンがエラー（パラメタエラーを含む）にな
ると，それに続く CBLREADサービスルーチンもエラーになります。

(b)キー比較条件
キー比較条件には，相対ファイルに対する CBLSTARTサービスルーチンで，位置
づける相対レコード番号とキーの比較条件を指定します。キー比較条件の指定値と
意味を，次に示します。

指定する値 レコード単位
アクセスモード

指定可能な
ファイルアクセスモード
（CBLOPENサービスルー

チン実行時の指定）

動作

CBLPARM_ACCESS_
NEXT

順アクセス • 順アクセス法
• 動的アクセス法

次のどちらかのレコード
を読み込む。
• 直前の CBLREADサー
ビスルーチンによって
位置づけられたレコー
ドの，次のレコード

• 直前の CBLSTART
サービスルーチンに
よって位置づけられた
レコード

ただし，CBLOPENサー
ビスルーチンを実行した
直後の場合は，有効な先
頭レコードを読み込む。

CBLPARM_ACCESS_
KEY

乱アクセス • 乱アクセス法
• 動的アクセス法

相対レコード番号キーに
指定した番号のレコード
を読み込む。

指定する値 比較条件 対応する COBOL START文
の KEY指定

位置づけるレコード（以
下の条件を満たさない時

はエラー）

CBLPARM_KEY_
EQUAL

キーの値と等しい KEY IS EQUAL TO
（KEY IS = TO）

相対レコード番号がキー
と等しいレコード

CBLPARM_KEY_
GREAT

キーの値より大きい KEY IS GREATER THAN
（KEY IS > ）

相対レコード番号がキー
の値より大きい最初のレ
コード

CBLPARM_KEY_
NOTLESS

キーの値より小さく
ない

KEY IS NOT LESS THAN
（KEY IS NOT < ）

相対レコード番号がキー
の値より小さくない最初
のレコード

CBLPARM_KEY_
GREATEQ

キーの値より大きい
か，または等しい

KEY IS GREATER THAN
OR EQUAL TO
（KEY IS >= ）

相対レコード番号がキー
の値より大きいか，また
は等しい最初のレコード
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13.4　リンクの指定
COBOL入出力サービスルーチンを使用したプログラムをリンクする場合，-lcbl2kflま
たは -lcbl2kfl64の指定が必要です。次に，指定形式を示します。

形式
UNIX32，Linux(IPF64)の場合
cc  -Iyyy  xxx.c  -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml 
-lcbl2kfl… -lm

HP-UX(IPF64)の場合
cc  -Iyyy  xxx.c  +DD64 -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k -lcbl2kml 
-lcbl2kfl… -lm

Linux(x64)の場合
cc  -Iyyy  xxx.c  -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k -lcbl2kml 
-lcbl2kfl… -lm

AIX(64)の場合
cc  -Iyyy  xxx.c  -q64 -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k64 
-lcbl2kml64 -lcbl2kfl64… -lm

xxx.c
COBOL入出力サービスルーチンを使用する Cプログラムのファイル名

yyy
COBOLインクルードファイルがあるディレクトリ

　

また，COBOL入出力サービスルーチンを使用した Cプログラムを，COBOLプログラ
ムとともに ccbl2002コマンドでリンクすることもできます。指定形式を次に示します。

形式
UNIX32，HP-UX(IPF64)，Linux(IPF64)，Linux(x64)の場合
ccbl2002 zzz.cbl xxx.o -lcbl2kfl

AIX(64)の場合
ccbl2002 zzz.cbl xxx.o -lcbl2kfl64

xxx.o
COBOL入出力サービスルーチンを使用する Cプログラムのオブジェクトファ
イル名

zzz.cbl
COBOLソースファイル

COBOL入出力サービスルーチンライブラリは，共用ライブラリで提供されています。
次に，共用ライブラリを示します。
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システム 共用ライブラリ

HP-UX(IPF)
HP-UX(IPF64)
Linux(x86)
Linux(x64)
Linux(IPF64)
Solaris(SPARC)

libcbl2kfl.so

AIX(32) libcbl2kfl.a

AIX(64) libcbl2kfl64.a
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13.5　デバッグ情報の取得
COBOL入出力サービスルーチンでエラーが発生した場合，エラーメッセージは出力さ
れません。その代わり，管理情報インタフェース領域にメッセージ番号や入出力状態な
どのエラー情報が出力されます。ユーザは，これらの情報や，メッセージ番号が指すエ
ラーメッセージの内容から，エラーの内容を知ることができます。

また，デバッグ情報として，インタフェース領域の内容をダンプ形式で出力できます。

ここでは，これらのデバッグ情報の取得方法，および利用方法について説明します。

13.5.1　COBOL入出力サービスルーチンで出力されるエラー
メッセージ番号

次に，COBOL入出力サービスルーチンでエラーが発生したときだけに出力されるメッ
セージ番号と，その対処方法を示します。次の表にないメッセージ番号が出力された場
合は，オンラインマニュアル「COBOL2002　メッセージ」の実行時のメッセージの説
明を参照してください。

表 13-7　COBOL入出力サービスルーチンで出力されるメッセージ番号

メッセージ番号 エラーの内容 対処

順ファ
イル

相対ファ
イル

3701 3801 管理情報インタフェース領域の指定に
誤りがあります。

管理情報インタフェース領域中の
COBOLエラー詳細情報を基に，指定
値を見直す。※ 1

3702 3802 パラメタインタフェース領域の指定に
誤りがあります。

管理情報インタフェース領域中の
COBOLエラー詳細情報を基に，指定
値を見直す。※ 1

3703 3803 ファイルの属性情報とプログラムの指
定との間に矛盾があります。

管理情報インタフェース領域中の
COBOLエラー詳細情報を基に，ファ
イル属性情報とプログラムの指定を一
致するように変更する。※ 2

3704 3804 入出力エラーが発生しました。 管理情報インタフェース領域中のシス
テムコール番号とシステムエラーコー
ドを基に，原因を調査する。

3705 3805 デバッグ情報の出力中に入出力エラー
が発生しました。

管理情報インタフェース領域中のシス
テムコール番号とシステムエラーコー
ドを基に，原因を調査する。サービス
ルーチンの処理自体は正常終了してい
る。
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（凡例）
－：該当するメッセージ番号はない

3706 3806 デバッグ情報の出力中に入出力エラー
が発生しました。サービスルーチンで
もエラーが発生しています。

管理情報インタフェース領域中のシス
テムコール番号とシステムエラーコー
ドを基に，原因を調査する。
管理情報インタフェース領域のエラー
情報は，デバッグ情報出力中に発生し
たエラーに関する情報である。
サービスルーチンの処理自体でもエ
ラーが発生しているため，デバッグ情
報出力中のエラーを対策のあと，再実
行して，サービスルーチンのエラー原
因を調査する。

3707 3807 メッセージ番号が不正です。 関数情報のエラーリターン後に管理情
報インタフェース領域が更新された可
能性がある。入出力サービスルーチン
の発行順序を見直す。

3751 3851 メモリが不足しました。 不要な資源を削除して再実行する。

3752 指定されたファイルは取り扱えませ
ん。

COBOL入出力サービスルーチンで取
り扱えるのは，COBOL2002で作成し
た順可変長レコード形式，または相対
ファイルである。
また，ファイルが破壊されたおそれも
ある。指定したファイルを見直す。

－ 3861 CBLSTARTには乱アクセス以外で相
対ファイルだけが指定できます。

エラーの内容に従いプログラムを見直
す。

－ 3862 NEXT指定の CBLREADは，相対
ファイルの動的アクセス，および順ア
クセスファイルに指定できます。

エラーの内容に従いプログラムを見直
す。

3763 3863 KEY指定の CBLREADは，順アクセ
ス以外で相対ファイルだけが指定でき
ます。

エラーの内容に従いプログラムを見直
す。

3764 － CBLDELETEは相対ファイルだけが
指定できます。

エラーの内容に従いプログラムを見直
す。

3765 － 順ファイルには LOCK MODE 
MANUALの指定はできません。

エラーの内容に従いプログラムを見直
す。

－ 3866 EXTEND指定の CBLOPENは，順
アクセスのファイルだけが指定できま
す。

エラーの内容に従いプログラムを見直
す。

3767 3867 ファイルが開かれていないため
CBLWDISKサービスルーチンが実行
できません。

開かれているファイルに対して
CBLWDISKサービスルーチンを実行
するようにプログラムを修正して再実
行する。

メッセージ番号 エラーの内容 対処

順ファ
イル

相対ファ
イル
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注
順ファイルのエラーに対しては 3700番台のメッセージ番号が，相対ファイルのエ
ラーに対しては 3800番台のメッセージ番号が，それぞれ設定されます。ただし，エ
ラー発生時にファイル編成が特定できない場合は，3700番台のメッセージ番号が設
定されます。

注※ 1
各インタフェース領域で複数のデータ項目の指定値に誤りがある場合，COBOLエ
ラー詳細情報には，最初に誤りが発見されたデータ項目名に該当する値が設定され
ます。

注※ 2
ファイル属性エラーが発生したときの COBOLエラー詳細情報には，次に示す順で
最初に発見されたエラー項目に該当する値が設定されます。
1. ファイルフォーマット
・オープンするファイルに，COBOL2002が定めるヘッダ情報がない。
・COBOL2002で作成した順可変長ファイル，または相対ファイルでない。また
は，ファイルが破壊されている。

2. ファイル編成／レコード形式
3. 最大レコード長
4. 最小レコード長

13.5.2　インタフェース領域のダンプ出力
COBOL入出力サービスルーチンが使用する次の三つのインタフェース領域の内容を，
デバッグ情報としてダンプ形式で出力できます。

• 管理情報インタフェース領域
• パラメタインタフェース領域
• 入出力レコード領域

ここでは，これらのデバッグ情報の出力方法について説明します。

（1） 出力先ファイル名の指定

デバッグ情報を出力するときは，環境変数 CBL_FLSRVDUMPに出力先となるファイル
名を指定します。次に，環境変数 CBL_FLSRVDUMPの指定方法を示します。

形式
CBL_FLSRVDUMP=出力先ファイル名

出力先ファイル名
デバッグ情報を出力するファイル名を絶対パスで指定します。

規則
• 環境変数 CBL_FLSRVDUMPに指定したファイルがない場合，新規にファイルが
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作成されます。すでにファイルがある場合は，ファイルの最後にデバッグ情報が
追加されます。

• 環境変数 CBL_FLSRVDUMPに指定したパスがない場合，実行時エラーとなりま
す。

• 環境変数 CBL_FLSRVDUMPを指定しない場合，または値を指定しない場合は，
デバッグ情報が出力されません。

（2） 出力タイミングの指定

デバッグ情報は，各入出力サービスルーチンの実行前，実行後，またはその両方のとき
に出力できます。管理情報インタフェース領域のデバッグ情報出力指示に値を指定する
と，どのタイミングでデバッグ情報を出力するかを指定できます。次に，デバッグ情報
出力指示に指定する値と，デバッグ情報が出力されるタイミングの関係を示します。

規則
• デバッグ情報出力指示の値は，ファイルを開いている間でも任意に変更できます。
これによって，入出力サービスルーチンごとに異なるタイミングでデバッグ情報
を出力できます。

• COBOL入出力サービスルーチンでパラメタエラーが発生した場合，サービス
ルーチン実行後にはデバッグ情報が出力されません。

• デバッグ情報出力指示の値は，COBOL2002によって変更されません。

（3） 出力の対象となる領域

デバッグ情報へ出力されるインタフェース領域の種類は，実行する COBOL入出力サー
ビスルーチンの種類によって異なります。サービスルーチンごとに出力されるデバッグ
情報の種類を，次に示します。

デバッグ情報出力指示の値 デバッグ情報が出力されるタイミング

CBLCOM_DBG_NO デバッグ情報は出力されない

CBLCOM_DBG_BEF 各入出力サービスルーチンの実行前

CBLCOM_DBG_AFT 各入出力サービスルーチンの実行後

CBLCOM_DBG_BEFAFT 各入出力サービスルーチン実行の前後両方

COBOL入出力
サービスルーチン

出力される領域

管理情報インタ
フェース領域

パラメタインタ
フェース領域

読み込み
バッファ※ 1

書き出し
バッファ※ 1

CBLOPEN ○ ○ × ×

CBLCLOSE ○ × × ×

CBLREAD ○ ○ ○※ 2 ×

CBLWRITE ○ ○ × ○
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（凡例）
○：デバッグ情報に出力される
×：デバッグ情報に出力されない

注※ 1
バッファ領域は，実際に入出力した長さでダンプ出力されます。

注※ 2
CBLREADサービスルーチンの実行前には出力されません。

（4） 出力形式

デバッグ情報には，それぞれの先頭の領域を 0とした相対的な位置と内容が，ダンプ形
式で出力されます。

デバッグ情報の出力例を，次に示します。

CBLREWRITE ○ ○ × ○

CBLUNLOCK ○ × × ×

CBLDELETE ○ ○ × ×

CBLSTART ○ ○ × ×

CBLWDISK ○ × × ×

COBOL入出力
サービスルーチン

出力される領域

管理情報インタ
フェース領域

パラメタインタ
フェース領域

読み込み

バッファ※ 1
書き出し

バッファ※ 1
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注※ 1
CBLCOMFLに続くダンプリストは，管理情報インタフェース領域を表しています。

注※ 2
CBLPARMFLに続くダンプリストは，パラメタインタフェース領域を表していま
す。



13.　COBOL入出力サービスルーチン

277

13.6　COBOL入出力サービスルーチンでの
ディスク書き込み保証

COBOL2002の入出力機能と同様に，COBOL入出力サービスルーチンでも，ファイル
のクローズ時，または書き込み時に，ディスクへの書き込み保証が適用された入出力処
理ができます。

ファイルのディスクへの書き込み保証は，次の COBOL入出力サービスルーチンの呼び
出し完了時に適用されます。

ファイルクローズ時の保証
CBLCLOSEサービスルーチン

ファイル書き込み時の保証
• CBLWRITEサービスルーチン
• CBLREWRITEサービスルーチン
• CBLDELETEサービスルーチン

また，CBLWDISKサービスルーチンを呼び出すと，その時点でのディスクへの書き込
み保証が適用されます。

ファイルのディスク書き込み保証機能については，「14.1　ファイルのディスク書き込み
保証」を参照してください。

COBOL入出力サービスルーチンでは，次の 3種類の方法でファイルのディスクへの書
き込みを保証します。

• ファイルごとに指定する
• プロセス内のすべてのファイルに対して指定する
• CBLWDISKサービスルーチンを呼び出す

13.6.1　ファイルごとに指定する方法
ファイルごとにディスクへの書き込み保証を適用する場合は，書き込み保証を適用した
いファイルに対応する管理情報インタフェース領域中のディスク書き込みオプションを
指定します。ディスク書き込みオプションに指定できる値と，その意味を次に示します。

マクロ名 値 意味

CBLCOM_ENVFSYNC 0 環境変数 CBLFSYNCの指定に従う。環境変数 CBLFSYNCの詳細
は，「14.1　ファイルのディスク書き込み保証」を参照のこと。

CBLCOM_NOFSYNC 1 クローズ時のディスクへの書き込み保証が適用されない。

CBLCOM_FSYNC 2 クローズ時のディスクへの書き込み保証が適用される。

CBLCOM_WDISK 3 書き込み時のディスクへの書き込み保証が適用される。
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13.6.2　プロセス内のすべてのファイルに対して指定する方
法

クローズ時のディスクへの書き込み保証は，プロセス内のすべてのファイルに対して指
定できます。指定方法を次に示します。

1. 環境変数 CBLFSYNCに YESを指定する。
環境変数 CBLFSYNCの詳細は，「14.1　ファイルのディスク書き込み保証」を参照
してください。

2. すべてのファイルに対応する管理情報インタフェース領域のディスク書き込みオプ
ションに，「CBLCOM_ENVFSYNC」または「CBLCOM_FSYNC」を指定する。
管理情報インタフェース領域については，「13.3.2　インタフェース領域の形式」を参
照してください。

注意事項
ディスク書き込みオプションに CBLCOM_NOFSYNCを指定したファイルは，ディ
スクへの書き込み保証が適用されません。

13.6.3　CBLWDISKサービスルーチンを呼び出して保証する
方法

CBLWDISKサービスルーチンを呼び出すと，指定されたファイルに対して，サービス
ルーチン呼び出し時までに出力したデータのディスクへの書き込み保証が適用されます。

CBLWDISKサービスルーチンの呼び出し方法については，「13.3　COBOL入出力サー
ビスルーチンのインタフェース」を参照してください。

また，次のサービスルーチンによってファイルの書き込みが発生したときに，ディスク
への書き込み保証を適用する場合は，ファイルに対応する管理情報インタフェース領域
のディスク書き込みオプションに，「CBLCOM_WDISK」を指定してください。

• CBLWRITEサービスルーチン
• CBLREWRITEサービスルーチン
• CBLDELETEサービスルーチン

管理情報インタフェース領域については，「13.3.2　インタフェース領域の形式」を参照
してください。

13.6.4　注意事項
COBOL入出力サービスルーチンでディスク書き込み保証を使用する場合，次の点に注
意してください。

• ディスクへの書き込み保証が適用されるサービスルーチンの呼び出しが完了する前に
システムダウンが発生したときは，データのディスクへの書き込み保証は適用されま
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せん。
• 管理情報インタフェース領域のディスク書き込みオプションに指定した値は，

CBLOPENサービスルーチンの呼び出し時だけチェックされます。
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13.7　COBOL入出力サービスルーチンの使用
例

COBOL入出力サービスルーチンの使用例を，次に示します。

（例 1）サービスルーチンを使ってファイルを読み込む Cプログラム
   :
#include "CBL85fl.h"   /* COBOL提供ヘッダファイルの取り込み */
   :
CBLCOMFL   com ;         /* 管理情報インタフェース領域 */
CBLPARMFL  parm ;        /* パラメタインタフェース領域 */
char  filename[100] ;    /* ファイル名称 */
int   end_flg ;
 
memset(&com, 0x00, sizeof(CBLCOMFL)) ; /* テーブル0クリア */
memset(&parm, 0x00, sizeof(CBLPARMFL)) ;
/* OPENパラメタを設定する */
strcpy(filename, "/tmp/outfile") ;
com.cblcom_pathname = filename ;
com.cblcom_flopt    = CBLCOM_NOCHK ;
                                    /*属性チェックをしない*/
com.cblcom_openmode = CBLCOM_OPEN_INPUT ;
                                    /*OPENモードはINPUT*/
parm.cblparm_lock   = CBLPARM_NOLOCK ;     /*施錠なし*/
if (CBLOPEN(&com, &parm) != 0) {
                               /*CBLOPENサービスルーチン実行*/
ERROUT(&com) ;          /*エラー情報出力用サブルーチン呼び出し*/
return(-1) ;
}
if (memcmp(com.cblcom_form, "SAMV", 4) != 0) {
   printf("ファイルはCOBOL順可変長形式ではない。¥n") ;
   return(-1) ;
}
/* READパラメタを設定する */
parm.cblparm_lock = CBLPARM_NOLOCK ;        /*施錠なし*/
/* OPENのリターン情報に従い入出力バッファ取得 */
if ((parm.cblparm_read_buf = malloc(com.cblcom_maxrec))
      == NULL) {
   :        /* 必要なメモリが取得できない場合のエラー処理 */
}
end_flg = 0 ;
while(end_flg == 0) {              /*レコード終了までループ*/
if (CBLREAD(&com , &parm) == 0) {
                               /*CBLREADサービスルーチン実行*/
   :                                /* READ成功時の処理 */
} else {
   end_flg = 1 ;                /*読み込み終了フラグ　オン */
     if (com.cblcom_fs == 10) {  /*入出力状態値10:ファイル終了*/
       :                        /* ファイル終了時の処理 */
   } else {
      ERROUT(&com) ;             /*エラー処理*/
     }
  }
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}
/* 終了処理 */
if (CBLCLOSE(&com, &parm) != 0) {
                             /*CBLCLOSEサービスルーチン実行*/
 ERROUT(&com) ;
}

（例 2）エラー情報を出力する C副プログラム
extern void ERROUT(p1)
CBLCOMFL *p1 ;
{
   if ((p1->cblcom_msgno >= 3701)
        && (p1->cblcom_msgno <= 3703)) {
     printf("パラメタエラー(詳細情報番号=%d)¥n",
                   p1->cblcom_cbldetail) ;
   } else {
     printf("メッセージ番号=%d¥n",p1->cblcom_msgno) ;
     if (p1->cblcom_sysinf == CBLCOM_ERR_SYSTEM) {
        /* システムエラー情報がある時 */
        printf("システムコール番号=%dエラーコード=%d¥n", 
                   p1->cblcom_funcno, p1->cblcom_errno) ;
    }
  }
}
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13.8　注意事項
ここでは，COBOL入出力サービスルーチンを使用するときの注意事項について説明し
ます。

• 各インタフェース領域中のシステムが使用する領域，および予備領域は，インタ
フェース領域を使用する最初の CBLOPENサービスルーチンを実行する前に，すべ
て NULL（X'00'）を指定して内容をクリアしてください。また，クリアしたあとは，
これらの領域を更新しないでください。領域をクリアしなかった場合，またはクリア
後に更新した場合，動作は保証しません。

• 管理情報インタフェース領域に出力されるエラー情報は，サービスルーチンがエラー
を返した直後だけ，内容を保証します。

• CBLOPENサービスルーチンの呼び出しが成功したあとに処理を中断する場合，必ず
CBLCLOSEサービスルーチンを呼び出すようにしてください。CBLCLOSEサービ
スルーチンを呼び出さないで処理を中断した場合，領域の解放やレコード施錠の解除
がされません。
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14　ファイルのディスク書き込
み保証
COBOL2002には，システムダウンなどが発生したときにデー
タのディスクへの書き込み漏れが発生しないように，ファイル
のディスク書き込み保証機能があります。この章では，ファイ
ルのディスク書き込み保証機能について説明します。

14.1　ファイルのディスク書き込み保証
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14.1　ファイルのディスク書き込み保証
COBOL2002の入出力処理では，入出力文の実行とデータのディスクへの書き込みが非
同期に処理されます。そのため，入出力文の実行直後にシステムダウンが発生した場合，
OSが管理するバッファ内のデータが，ディスクに書き込まれないことがあります。

このようなディスクへの書き込み漏れを防ぐため，COBOL2002には次のようなファイ
ルのディスク書き込みを保証する機能があります。

ファイルクローズ時の保証
プログラムの終了時，または CLOSE文の実行終了時に，ファイルのディスク書き
込みを保証する機能です。

ファイル書き込み時の保証
WRITE文，REWRITE文，または DELETE文の実行終了時に，ファイルのディス
ク書き込みを保証する機能です。

ここでは，ファイルのディスク書き込み保証機能について説明します。

14.1.1　対象となるファイル
ディスクへの書き込み保証の対象となるファイルを次に示します。

表 14-1　ディスクへの書き込み保証の対象となるファイル

（凡例）
○：保証の対象となる
×：保証の対象とならない

HiRDBによる索引編成ファイルのディスク書き込み保証
HiRDBによる索引編成ファイルのディスク書き込み保証は，HiRDBの仕様に従い
ます。詳細は，「HiRDBの解説マニュアル」を参照してください。
なお，HiRDBによる索引編成ファイルでは，COMMIT文の実行後は，ファイルの
ディスクへの書き込みを保証します。

ファイル ファイルクローズ時の保証 ファイル書き込み時の保証

順編成ファイル ○ ○

相対編成ファイル ○ ○

ISAMによる索引編成ファイル × ○

HiRDBによる索引編成ファイル × ×

テキスト編成ファイル ○ ×

CSV編成ファイル ○ ×
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COBOL入出力サービスルーチン使用時のディスク書き込み保証
COBOL入出力サービスルーチン使用時のディスク書き込み保証については，「13.6
　COBOL入出力サービスルーチンでのディスク書き込み保証」を参照してくださ
い。

14.1.2　ファイルクローズ時のディスク書き込み保証の指定
方法

ファイルクローズ時のディスク書き込み保証は，「14.1.1　対象となるファイル」で示す
ファイルに対して，ファイル別に指定する方法と，プロセス内のすべてのファイルに対
して指定する方法があります。

（1） ファイル別に指定する方法

形式
CBLD_ファイル名=｛ FSYNC ｜ NOFSYNC ｝

機能
環境変数 CBLD_ファイル名に FSYNCを指定すると，COBOLプログラムの環境
部のファイル管理記述項で指定したファイル名のファイルに対してクローズ時の
ディスクへの書き込み保証が適用されます。
NOFSYNCを指定した場合は，ディスクへの書き込み保証が適用されません。

（2） プロセス内のすべてのファイルを指定する方法

形式
CBLFSYNC=YES

機能
環境変数 CBLFSYNCに YESを指定すると，プロセス内のすべてのファイルに対し
てクローズ時のディスクへの書き込み保証が適用されます。この環境変数の指定を
しなかった場合，および YES以外の値を指定した場合は，クローズ時のディスクへ
の書き込み保証は適用されません。
また，環境変数 CBLD_ファイル名に NOFSYNCが指定されたファイルに対して
は，環境変数 CBLFSYNCの指定は有効とならないため，クローズ時のディスクへ
の書き込み保証は適用されません。

（3） 注意事項

次の場合，ファイルのディスクへの書き込み保証は適用されません。

• CLOSE文の動作が完了する前にシステムダウンが発生した場合
• ファイルクローズ時のディスク書き込み保証が行なわれる前にシステムダウンが発生
して，ディスクへ書き込まれなかった場合
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14.1.3　ファイル書き込み時のディスク書き込み保証の指定
方法

形式
CBLD_ファイル名=WDISK

機能
環境変数 CBLD_ファイル名にWDISKを指定すると，COBOLプログラムの環境
部のファイル管理記述項で指定したファイル名のうち，「14.1.1　対象となるファイ
ル」で示すファイルに対して，書き込み時のディスクへの書き込み保証が適用され
ます。

注意事項
次の場合，ファイルのディスクへの書き込み保証は適用されません。
• WRITE文，REWRITE文，DELETE文の動作が完了する前にシステムダウンが
発生した場合

14.1.4　整列併合機能の出力ファイルに対するディスク書き
込み保証

SORT文およびMERGE文で使用する出力用ファイルにディスク書き込み保証を適用す
る場合は，出力用ファイル名に対して環境変数 CBLD_ファイル名に FSYNC，または
CBLD_ファイル名にWDISKを指定します。また，環境変数 CBLFSYNCに YESを指
定した場合は，プロセス内のすべてのファイルに対してディスク書き込み保証が有効と
なり，整列併合機能で使用する出力用ファイルにもクローズ時のディスクへの書き込み
保証が適用されます。

ただし，出力用ファイルとして索引ファイルを指定した場合は，環境変数 CBLD_ファ
イル名にWDISKを指定した場合だけにディスク書き込み保証が適用されます。

ディスク書き込み保証の対象ファイルについては，「14.1.1　対象となるファイル」を参
照してください。

次に，COBOLプログラムとファイル別の環境変数の指定例を示します。

COBOLプログラムの指定例
       INPUT-OUTPUT SECTION.
       FILE-CONTROL.
            SELECT INFILE   ASSIGN SYS010.
            SELECT OUTFILE  ASSIGN SYS020.
            SELECT SORTFILE ASSIGN SYS001S.
          ：
       PROCEDURE DIVISION.
            SORT SORTFILE DESCENDING KEY SORT-KEY
                 USING  INFILE
                 GIVING OUTFILE.

環境変数の指定例
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CBLD_OUTFILE=FSYNC

14.1.5　注意事項
• 環境変数 CBLD_ファイル名の FSYNC／ NOFSYNC／WDISKと，環境変数

CBLFSYNCを同時に指定した場合，環境変数 CBLD_ファイル名の指定が有効とな
ります。このとき，環境変数 CBLD_ファイル名を指定したファイルに対しては，環
境変数 CBLFSYNCの指定は無効となります。

• 環境変数 CBLD_ファイル名に FSYNC／ NOFSYNC／WDISKの指定がないファ
イルでは，環境変数 CBLFSYNCの指定が有効となります。

環境変数の組み合わせと，保証するディスク書き込みについて次に示します。

（凡例）
C：該当ファイルに対して，ファイルクローズ時のディスクへの書き込み保証を適用する
W：該当ファイルに対して，ファイル書き込み時のディスクへの書き込み保証を適用する
×：該当ファイルに対して，ファイルのディスクへの書き込み保証を適用しない

• 標準出力（stdout）または標準エラー出力（stderr）は，ディスク書き込み保証機能
の対象になりません。

環境変数
CBLFSYNC

環境変数　CBLD_ファイル名

FSYNC NOFSYNC WDISK 指定なし

YES C × W C

YES以外，または
環境変数指定なし

C × W ×
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15　バイトストリーム入出力
サービスルーチン
（UNIX32，HP-UX(IPF64)で
有効）
バイトストリーム入出力サービスルーチンを使用すると，
COBOLのレコード定義に依存しないで，Ｃプログラムなどで
作成したバイナリファイルの読み書きができます。
この章では，バイトストリーム入出力サービスルーチンの使い
方について説明します。

15.1　バイトストリーム入出力サービスルーチンの概要

15.2　バイトストリーム入出力サービスルーチンの説明

15.3　使用例
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15.1　バイトストリーム入出力サービスルーチ
ンの概要

バイトストリーム入出力サービスルーチンを使用すると，COBOLのレコード定義に依
存しないで，Cプログラムなどで作成したバイナリファイルの読み書きができます。バ
イトストリーム入出力サービスルーチンの一覧を「表 15-1　バイトストリーム入出力
サービスルーチンの一覧」に示します。

表 15-1　バイトストリーム入出力サービスルーチンの一覧

（1） バイトストリーム入出力サービスルーチンを使用するときの注意事項
• バイトストリーム入出力サービスルーチンが正常終了したかどうかは，

RETURN-CODE特殊レジスタを参照して確認してください。
• バイトストリーム入出力サービスルーチンは，COBOLプログラムからだけ呼び出せ
ます。COBOL以外のプログラムから呼び出されたときの動作は保証しません。

• 引数を誤って指定したり，省略したりしたときの動作は保証しません。
• 初期化属性プログラムが呼び出された場合，バイトストリームファイルの状態は初期
化されません。また，CANCEL文を実行しても，バイトストリームファイルの状態
は取り消されません。

• バイトストリーム入出力サービスルーチンは，ラージファイル（ファイルサイズが
2GB以上のファイル）を取り扱えません。バイトストリーム入出力サービスルーチン
で取り扱うことができる最大ファイルサイズは，2,147,483,135バイト以内です。こ
れを超えたサイズのファイルを読み書きした場合，結果は保証しません。

• バイトストリーム入出力サービスルーチンは，COBOLファイル入出力機能および
COBOL入出力サービスルーチン※で作成した順固定長ファイルを読み書きできます。
順可変長ファイルまたは順編成ファイル以外のファイル編成で作成されたファイルに
対する読み書きはできません。

注※
COBOL入出力サービスルーチンとは，COBOLで作成した順ファイル，および
相対ファイルにアクセスできる CBLOPENなどのサービスルーチンであり，バ
イトストリーム入出力サービスルーチンではありません。COBOL入出力サービ
スルーチンの詳細は，「13　COBOL入出力サービスルーチン」を参照してくださ
い。

サービスルーチンの名称 機能

CBLSTMCLOSE バイトストリーム処理用に開かれたファイルを閉じる。

CBLSTMCREATE バイトストリーム処理用の新しいファイルを作成する。

CBLSTMOPEN バイトストリーム処理用に既存のファイルを開く。

CBLSTMREAD ファイルからバイト列を読み込む。

CBLSTMWRITE ファイルへバイト列を書き出す。
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• バイトストリーム入出力サービスルーチンを使用して，固定長レコードの繰り返しと
して作成したファイルは，COBOLファイル入出力機能および COBOL入出力サービ
スルーチンで，順固定長ファイルとして読み書きできます。ただし，ファイルの内容
は，ユーザ側で保証してください。また，順可変長ファイルまたは順編成ファイル以
外のファイル編成としては読み書きできません。

• バイトストリーム入出力サービスルーチンは，マルチスレッド環境下では実行できま
せん。

• バイトストリーム入出力サービスルーチン呼び出し時にエラーが発生したときは，
COBOL実行時メッセージを出力し，RETURN-CODE特殊レジスタにエラーの要因
別の値を設定します。出力される実行時メッセージについては，マニュアル
「COBOL2002　メッセージ」を参照してください。

RETURN-CODE特殊レジスタに返す値
0：処理が正常終了した。
負の値：引数の指定に誤りがある。
正の値：上記以外で処理中にエラーが発生した。

表 15-2　RETURN-CODE特殊レジスタに返す値とその内容

値 内容

0 処理が正常に終了した。

-1 OPENモードが 1／ 2／ 3以外。

-2 排他モードが 0／ 1／ 2／ 3以外。

-3 OPENモードが 2のとき，排他モードが 0または 2でない。

-4 フラグが 0／ 128以外（CBLSTMREADサービスルーチン），または 0以外
（CBLSTMWRITEサービスルーチン）。

-5 相対位置に指定された値が最大値を超えている。

-6 読み書きするバイト数に指定された値が最大値を超えている。

-7 ファイル名の長さが最大値を超えている。

-8 ファイル名の指定がない。

-9 ファイルハンドルに指定された値が正しくない。
• CBLSTMCREATEサービスルーチン，または CBLSTMOPENサービスルーチンの場合，

0でない。
• CBLSTMREADサービスルーチン，CBLSTMWRITEサービスルーチン，または

CBLSTMCLOSEサービスルーチンの場合，CBLSTMCREATEサービスルーチン，または
CBLSTMOPENサービスルーチンで返される値ではない。

10 ファイルの終わりに達した。

30 ファイルの範囲を超えて読み込もうとした。

34 指定したファイルサイズが上限に達した。

35 ファイルが存在しないとき CBLSTMOPENサービスルーチンを実行しようとした。

37 指定されたファイルでは CBLSTMCREATEサービスルーチンまたは CBLSTMOPENサービ
スルーチンに書かれたモードは使用できない。
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47 読み込み専用または読み込み／書き出しモードで開かれていないファイルに対して
CBLSTMREADサービスルーチンを実行しようとした。

48 書き出しまたは読み込み／書き出しモードで開かれていないファイルに対して
CBLSTMWRITEサービスルーチンを実行しようとした。

90 入出力エラーが発生した。

93 ファイルはすでに使用されている。

値 内容
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15.2　バイトストリーム入出力サービスルーチ
ンの説明

15.2.1　CBLSTMCLOSE
バイトストリーム処理用に開いたファイルを閉じます。

形式
 
CALL 'CBLSTMCLOSE' USING  引数1
 

規則
• UNIX32の場合，引数 1には，ファイルを開いたときに返されたファイルハンド
ルを 4バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。

• HP-UX(IPF64)の場合，引数 1には，ファイルを開いたときに返されたファイル
ハンドルを 8バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。

• STOP RUN文，または COBOL主プログラム中の GOBACK文が実行されるとき
に開いているバイトストリームファイルがあれば自動的に閉じられます。

• ファイルが正常に閉じられた場合，引数 1には 0を返します。

15.2.2　CBLSTMCREATE
バイトストリーム処理用の新しいファイルを作成します。

形式
 
CALL 'CBLSTMCREATE' USING  引数1 引数2 引数3 引数4 引数5
 

規則
• 引数 1には，作成するファイル名を英数字項目で指定します。領域の長さはファ
イル名の長さ＋ 1バイト以上が必要で，ファイル名は空白（X'20'），または
NULL文字（X'00'）で止める必要があります。

• 引数 2には，OPENモードを 1バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定し
ます。指定する値は次のとおりです。
1：読み込み専用
2：書き出し専用（排他モードに 0または 2を指定する必要がある）
3：読み込み／書き出し

• 引数 3には，排他モードを 1バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定しま
す。指定する値は次のとおりです。
0，2：読み込み／書き出しを禁止
1：書き出しを禁止
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3：読み込み／書き出しを禁止しない
• 引数 4には，1バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）の予備領域で，0を指定
します。

• UNIX32の場合，引数 5には，開いたファイルハンドルを受け取る領域を 4バイ
トの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。CBLSTMCREATEサービス
ルーチン呼び出し時，引数 5の値は 0でなければなりません。

• HP-UX(IPF64)の場合，引数 5には，開いたファイルハンドルを受け取る領域を
8バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。CBLSTMCREATEサー
ビスルーチン呼び出し時，引数 5の値は 0でなければなりません。

注意事項
• ファイルハンドルを受け取る領域の値は，そのファイルを閉じるまで必要です。
この値を更新した場合の動作は保証しません。

• 空白を含むファイル名は指定できません。指定できるファイル名の最大長は 255
バイトです。

15.2.3　CBLSTMOPEN
バイトストリーム処理用に既存のファイルを開きます。

形式
 
CALL 'CBLSTMOPEN' USING  引数1 引数2 引数3 引数4 引数5
 

規則
• 引数 1には，開くファイル名を英数字項目で指定します。領域の長さはファイル
名の長さ＋ 1バイト以上必要で，ファイル名は空白（X'20'）または NULL文字
（X'00'）で止める必要があります。
• 引数 2には，OPENモードを 1バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定し
ます。指定する値は次のとおりです。
1：読み込み専用
2：書き出し専用（排他モードに 0または 2を指定する）
3：読み込み／書き出し

• 引数 3には，排他モードを 1バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定しま
す。指定する値は次のとおりです。
0，2：読み込み／書き出しを禁止
1：書き出しを禁止
3：読み込み／書き出しを禁止しない

• 引数 4には，1バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）の予備領域で，0を指定
します。

• UNIX32の場合，引数 5には，開いたファイルハンドルを受け取る領域を 4バイ
トの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。CBLSTMOPENサービスルー
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チン呼び出し時，引数 5の値は 0でなければなりません。
• HP-UX(IPF64)の場合，引数 5には，開いたファイルハンドルを受け取る領域を

8バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。CBLSTMOPENサービ
スルーチン呼び出し時，引数 5の値は 0でなければなりません。

注意事項
• ファイルハンドルを受け取る領域の値は，そのファイルを閉じるまで必要です。
この値を更新した場合の動作は保証しません。

• 空白を含むファイル名は指定できません。指定できるファイル名の最大長は 255
バイトです。

15.2.4　CBLSTMREAD
ファイルからバイト列を読み込みます。

形式
 
CALL 'CBLSTMREAD' USING 引数1 引数2 引数3 引数4 引数5
 

規則
• UNIX32の場合，引数 1には，ファイルを開いたときに返されたファイルハンド
ルを 4バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。

• HP-UX(IPF64)の場合，引数 1には，ファイルを開いたときに返されたファイル
ハンドルを 8バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。

• 引数 2には，読み込む位置を 8バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定し
ます。この値はファイルの先頭を 0とした相対位置です。指定できる最大値は
2,147,483,135です。ただし，引数 4の値が 128のときは，この領域に現在の
ファイルサイズが返されます。

• 引数 3には，読み込むバイト数を 4バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指
定します。指定できる最大値は 65,535です。0を指定した場合は読み込まれませ
ん。

• 引数 4には，パラメタを 1バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。
指定する値は次のとおりです。
0：標準の読み込み用。
128：現在のファイルサイズを引数 2に指定した領域に返す。このとき，バイト列
は読み込まれない。

• 引数 5には，バイト列が読み込まれるバッファを英数字項目で指定します。バッ
ファのサイズは読み込まれるバイト列の格納に十分な大きさを確保しておく必要
があります。

注意事項
• 引数 5に指定したバッファのうち，引数 3で指定した読み込むバイト数を超える
領域は，バイトストリーム入出力サービスルーチンでは更新されません。
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15.2.5　CBLSTMWRITE
ファイルへバイト列を書き出します。

形式
 
CALL 'CBLSTMWRITE' USING 引数1 引数2 引数3 引数4 引数5
 

規則
• UNIX32の場合，引数 1には，ファイルを開いたときに返されたファイルハンド
ルを 4バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。

• HP-UX(IPF64)の場合，引数 1には，ファイルを開いたときに返されたファイル
ハンドルを 8バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。

• 引数 2には，書き出すファイル内の位置を 8バイトの符号なし 2進項目
（COMP-X）で指定します。この値はファイルの先頭を 0とした相対位置です。指
定できる最大値は 2,147,483,135です。

• 引数 3には，書き出すバイト数を 4バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指
定します。指定できる最大値は 65,535です。0を指定した場合は書き出されませ
ん。

• 引数 4には，パラメタを 1バイトの符号なし 2進項目（COMP-X）で指定します。
指定する値は次のとおりです。
0：標準の書き出し用

• 引数 5には，書き出すバイト列を格納したバッファを英数字項目で指定します。
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15.3　使用例
バイトストリーム入出力サービスルーチンの使用例を次に示します。

UNIX32の場合
 
  IDENTIFICATION DIVISION.
  PROGRAM-ID. SAMPLE1.
    ：
  DATA　DIVISION.
  WORKING-STORAGE SECTION.
    01 FILE-NAME      PIC X(255)      VALUE '/sample/file.dat'.
    01 RSV            PIC X     COMP-X VALUE 0.
    01 PARM           PIC X     COMP-X VALUE 0.
    01 OPEN-MODE      PIC X     COMP-X VALUE 2.
    01 EXCLUSION-MODE PIC X     COMP-X VALUE 0.
    01 HANDLE         PIC X(4)  COMP-X VALUE 0.
    01 DATA-START     PIC X(8)  COMP-X.
    01 DATA-LENGTH    PIC X(4)  COMP-X.
    01 BUF            PIC X(128)      VALUE ALL '*'.
        :
  PROCEDURE DIVISION.
 * バイトストリーム処理用のファイルを書き出しモードで開く
      CALL 'CBLSTMOPEN'
            USING FILE-NAME OPEN-MODE EXCLUSION-MODE RSV HANDLE.
      IF (RETURN-CODE NOT = 0) THEN
 * エラー処理
        :
      END-IF.
        :
 * ファイルの先頭を0とする相対位置63(64バイト目)から
 * 128バイトの長さのデータを書き出す
      MOVE 63  TO DATA-START.
      MOVE 128 TO DATA-LENGTH.
      CALL 'CBLSTMWRITE'
            USING HANDLE DATA-START DATA-LENGTH PARM BUF.
      IF (RETURN-CODE NOT = 0) THEN
 * エラー処理
        :
      END-IF.
        :
 * ファイルを閉じる
      CALL 'CBLSTMCLOSE' USING HANDLE.
      IF (RETURN-CODE NOT = 0) THEN
 * エラー処理
        :
      END-IF.
  
      STOP RUN.
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HP-UX(IPF64)の場合
 
  IDENTIFICATION DIVISION.
  PROGRAM-ID. SAMPLE1.
    ：
  DATA　DIVISION.
  WORKING-STORAGE SECTION.
    01 FILE-NAME      PIC X(255)      VALUE '/sample/file.dat'.
    01 RSV            PIC X     COMP-X VALUE 0.
    01 PARM           PIC X     COMP-X VALUE 0.
    01 OPEN-MODE      PIC X     COMP-X VALUE 2.
    01 EXCLUSION-MODE PIC X     COMP-X VALUE 0.
    01 HANDLE         PIC X(8)  COMP-X VALUE 0.
    01 DATA-START     PIC X(8)  COMP-X.
    01 DATA-LENGTH    PIC X(4)  COMP-X.
    01 BUF            PIC X(128)      VALUE ALL '*'.
        :
  PROCEDURE DIVISION.
 * バイトストリーム処理用のファイルを書き出しモードで開く
      CALL 'CBLSTMOPEN'
            USING FILE-NAME OPEN-MODE EXCLUSION-MODE RSV HANDLE.
      IF (RETURN-CODE NOT = 0) THEN
 * エラー処理
        :
      END-IF.
        :
 * ファイルの先頭を0とする相対位置63(64バイト目)から
 * 128バイトの長さのデータを書き出す
      MOVE 63  TO DATA-START.
      MOVE 128 TO DATA-LENGTH.
      CALL 'CBLSTMWRITE'
            USING HANDLE DATA-START DATA-LENGTH PARM BUF.
      IF (RETURN-CODE NOT = 0) THEN
 * エラー処理
        :
      END-IF.
        :
 * ファイルを閉じる
      CALL 'CBLSTMCLOSE' USING HANDLE.
      IF (RETURN-CODE NOT = 0) THEN
 * エラー処理
        :
      END-IF.
  
      STOP RUN.
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第 5編　COBOL実行単位と連絡

16　COBOLの実行単位
この章では，COBOLの実行単位について説明します。

16.1　実行単位の構成

16.2　引数の受け取りと外部スイッチ

16.3　COBOL実行単位の終了
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16.1　実行単位の構成

（1） 実行単位とは

プログラムの実行時に，プログラムを構成する最も包括的な単位を実行単位といいます。
実行単位は，一つの実行可能ファイル，または複数のお互いに連絡し合う実行可能ファ
イルや共用ライブラリから構成されている，一つの閉じた処理の単位です。

また，実行単位には，COBOL以外の言語で作成された実行可能ファイルや共用ライブ
ラリ（Cプログラムなど）を含むことができます。

（2） 実行可能ファイルや共用ライブラリとは

実行可能ファイルや共用ライブラリは，翻訳単位（原始プログラム）をコンパイルして
生成した結果です。実行可能ファイルや共用ライブラリは，それに含まれる関数，メ
ソッド，およびプログラムの翻訳結果である一つ以上のオブジェクトファイルから構成
されています。

（3） 実行単位と実行モジュールの例

COBOL原始プログラム「SAMPLE1.cbl」「SAMPLE2.cbl」をコンパイルした場合に，
生成される COBOLプログラムの実行単位，実行モジュール，およびプログラムを次に
示します。

（原始プログラム：SAMPLE1.cbl）

（原始プログラム：SAMPLE2.cbl）
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（生成されるプログラムの構成）
一つの実行可能ファイルで構成される場合

複数の実行可能ファイルや共用ライブラリで構成される場合
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16.2　引数の受け取りと外部スイッチ
実行単位は，ほかの実行単位と共通のデータファイルや通信文を処理したり，外部ス
イッチを設定・参照したりできます。また，実行単位は，プログラムの実行時にコマン
ド行に指定した引数を受け取れます。

ここでは，実行単位で受け取るコマンド行の引数の形式と受け取り方法，および外部ス
イッチの設定・参照方法について説明します。

16.2.1　コマンド行に指定する引数の形式
コマンド行から受け取る引数の形式には，C言語インタフェースに従った形式と，VOS3
インタフェースに従った形式の 2種類があります。

（1） C言語インタフェースに従った形式

C言語インタフェースに従った形式でコマンド行に指定した引数を受け取る場合，
COBOLプログラムには，次の形式で引数が渡されます。

コマンド行
実行可能ファイル名△引数1△引数2△…

（凡例）
△：半角空白文字

COBOLプログラムに渡される引数の形式

（凡例）
△：半角空白文字
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規則
• C言語インタフェースに従った形式で引数を受け取る COBOLプログラムは，コ
ンパイル時に -Main,Systemオプションを指定する必要があります。

• コマンド行に指定した実行可能ファイル名は，入力した文字列のまま取得されま
す。

なお，COBOLプログラムで C言語インタフェースに従った形式の引数を受け取るコー
ディング方法については，「16.2.2　引数の受け取り方法（C言語インタフェースに従っ
た形式の場合）」を参照してください。

（2） VOS3インタフェースに従った形式

VOS3インタフェースに従った形式でコマンド行に指定した引数を受け取る場合，
COBOLプログラムには，次の形式で引数が渡されます。

コマンド行
実行可能ファイル名△引数

（凡例）
△：半角空白文字

COBOLプログラムに渡される引数の形式

規則
• VOS3インタフェースに従った形式で引数を受け取る COBOLプログラムは，コ
ンパイル時に -Main,V3オプションを指定する必要があります。

なお，COBOLプログラムで VOS3インタフェースに従った形式の引数を受け取るコー
ディング方法については，「16.2.3　引数の受け取り方法（VOS3インタフェースに従っ
た形式の場合）」を参照してください。

16.2.2　引数の受け取り方法（C言語インタフェースに従っ
た形式の場合）

C言語インタフェースに従った形式でコマンド行に指定した引数を受け取る方法には，
次の 3種類があります。

• アドレスデータ項目を使った引数の受け取り
• サービスルーチンを使った引数の受け取り
• ACCEPT／ DISPLAY文を使った引数の受け取り

それぞれの受け取り方法について，次に示します。
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（1） アドレスデータ項目を使った引数の受け取り

コマンド行から渡された引数の形式を連絡節（LINKAGE SECTION）で定義して，直
接 COBOLプログラムから参照する方法です。なお，引数の値は，アドレスとして渡さ
れるため，アドレスデータ項目で参照する必要があります。

アドレスデータ項目を使った引数の受け取りの例

                    :
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
                    :
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.              …1.
       01 CMDN-G ADDRESSED BY A-CMDN.
         02 CMDN PIC X(8).
       01 OPT1-G ADDRESSED BY A-OPT1.
         02 OPT1 PIC X(8).
       01 OPT2-G ADDRESSED BY A-OPT2.
         02 OPT2 PIC X(8).
                    :
       LINKAGE SECTION.                      …2.
       01 ARGC PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 ARGV.
         02 ARGV1 USAGE ADDRESS.
         02 ARGV2 USAGE ADDRESS.
         02 ARGV3 USAGE ADDRESS.
                    :
       PROCEDURE DIVISION USING              …3.
                          BY VALUE     ARGC
                          BY REFERENCE ARGV.
           COMPUTE A-CMDN = ARGV1.
           COMPUTE A-OPT1 = ARGV2.
           COMPUTE A-OPT2 = ARGV3.
                    :

1. 作業場所節（WORKING-STORAGE SECTION）で，アドレスデータ項目で参照す
るデータを定義します。

2. 連絡節（LINKAGE SECTION）で，受け取る引数の形式を定義します。
3. アドレスデータ項目のアドレス参照を解決し，引数の値を COBOLのデータ項目に格
納します。

規則
• COBOLプログラムのコンパイル時に，-Main,Systemオプションを指定する必要
があります。

• 連絡節で定義した受け取る引数の個数と，実際にコマンド行に入力した実行可能
ファイル名，および引数の個数が一致していなければなりません。

• 受け取った引数の終端には，NULL文字（X'00'）が付加されています。COBOL
プログラム中で引数の長さなどを求める場合は，この NULL文字の分を考慮する
必要があります。

• 最初の引数を受け取るデータ項目は，「PIC 9(9) USAGE COMP」で定義する必要
があります。
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（2） サービスルーチンを使った引数の受け取り

CBLARGCサービスルーチンおよび CBLARGVサービスルーチンを呼び出して，引数
を受け取る方法です。

CBLARGCサービスルーチンでコマンド行の引数の個数を取得し，引数の個数だけ
CBLARGVサービスルーチンを繰り返し呼び出すことで，すべてのコマンド行の引数を
取得できます。

サービスルーチンを使った引数の受け取りの例

                    :
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ARGC          PIC 9(9) USAGE COMP.  …1.
       01 ARGV.
         02 ARGV-LENGTH PIC 9(4) USAGE COMP.  …2.
         02 ARGV-AREA.                        …3.
           03 ARGV-AREA-C PIC X(1)
              OCCURS 1 TO 100 DEPENDING ON ARGV-LENGTH.
       77 CMD-NO        PIC 9(9) USAGE COMP.  …4.
                    :
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLARGC' USING BY REFERENCE ARGC.
           IF RETURN-CODE NOT = 0 THEN
             （CBLARGC異常時の処理）
           END-IF.
                    :
           MOVE 1 TO CMD-NO.
           PERFORM UNTIL ARGC = 0
             CALL 'CBLARGV' USING BY REFERENCE CMD-NO ARGV
             IF RETURN-CODE NOT = 0 THEN
              （CBLARGV異常時の処理）
             END-IF
            （CBLARGVで受け取った引数の処理）
             ADD 1 TO CMD-NO
             SUBTRACT 1 FROM ARGC
           END-PERFORM.
                    :

1. CBLARGCサービスルーチンで受け取る引数の個数の領域
2. CBLARGVサービスルーチンで受け取る引数の長さ
3. CBLARGVサービスルーチンで受け取る引数の文字列
4. CBLARGVサービスルーチンに引き渡す引数の順序

規則
• COBOLプログラムのコンパイル時に，-Main,Systemオプションを指定する必要
があります。

• CBLARGCサービスルーチンで取得した値は，実行可能ファイル名と引数の個数
の合計値となります。詳細については，「28.4.3　CBLARGC」を参照してくださ
い。

• CBLARGVサービスルーチンで引数の文字列を受け取る領域は，100バイトで定
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義する必要があります。受け取ったコマンド行の引数が 100バイト未満の場合，
残りの領域は，空白文字で埋められます。また，受け取ったコマンド行の引数が
100バイトを超える場合は，先頭から 100バイトまでが有効となり，以降の文字
列は切り捨てられます。詳細は，「28.4.4　CBLARGV」を参照してください。

（3） ACCEPT／ DISPLAY文を使った引数の受け取り

ACCEPT文や DISPLAY文を使って，コマンド行に指定された引数の個数や値を取得で
きます。詳細は，「10.3　コマンド行へのアクセス」を参照してください。

16.2.3　引数の受け取り方法（VOS3インタフェースに従っ
た形式の場合）

VOS3インタフェースに従った形式でコマンド行に指定した引数を受け取る方法を，次
に示します。

VOS3インタフェースに従った形式の場合の引数の受け取りの例

                    :
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       DATA DIVISION.
                    :
       LINKAGE SECTION.
       01 PARM-1.
         02 PLEN     PIC 9(4) USAGE COMP.  …1.
         02 PTAB OCCURS 10 TIMES.          …2.
           03 PTYPE  PIC X(3).
           03 PCOUNT PIC 9(3).
           03 PCOMMA PIC X(1).
       PROCEDURE DIVISION USING PARM-1.
           IF PLEN = 0 THEN
             （引数の指定がないときの処理）
           ELSE
             （引数の指定があるときの処理）
           END-IF.
                    :

1. 受け取った引数の長さが格納されます。
2. 受け取った引数の値が格納されます。
受け取った引数の長さが PTABの長さ未満の場合は，PLENに指定した長さ分のデー
タだけを保証します。また，受け取った値の長さが PLENに指定した長さを超える
場合は，PTABの長さ分のデータだけを保証します。

規則
• COBOLプログラムのコンパイル時に，-Main,V3オプションを指定する必要があ
ります。

• コマンド行中の実行可能ファイル名の後に指定した文字列だけが，引数として渡
されます。引数が空白文字を含む場合は，引用符（"）で囲む必要があります。

• 受け取る引数の長さは 100バイト以内でなければなりません。100バイトを超え
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る文字列を指定した場合，先頭から 100バイトまでが有効となります。

16.2.4　外部スイッチ
外部スイッチを使うと，プログラムの実行中に外部（別の実行単位）からプログラムを
制御できます。ここでは，外部スイッチの使い方や値の設定方法について説明します。

（1） 外部スイッチとは

COBOL2002では，外部からの制御情報を受け取るための 0と 1から構成される 8けた
の領域があります。この領域の各けたは，プログラムの特殊名段落で記述する外部ス
イッチ名（UPSI-0，UPSI-1，……，UPSI-7）に対応します。外部スイッチ名と領域上
の位置との関係を次に示します。"1"になっている個所がそれぞれの外部スイッチに対応
します。

表 16-1　外部スイッチと位置との関係

（2） 外部スイッチの設定方法

外部スイッチの状態の値は，環境変数 CBLUPSIで設定します。ここでは，値の設定方
法について説明します。

（a）環境変数による外部スイッチの初期化

外部スイッチの状態の値は，プログラムの実行中に初めてスイッチ状態条件を参照した
とき，環境変数 CBLUPSIに指定された値の内容で初期化されます。

環境変数 CBLUPSIの設定形式と規則を次に示します。

形式
CBLUPSI=文字列

規則
• 文字列は，8けたの 0または 1で設定します。8けたの文字列は，左から順に

UPSI-0，UPSI-1，……，UPSI-7に対応します。

外部スイッチ名 対応する位置

UPSI-0 10000000

UPSI-1 01000000

UPSI-2 00100000

UPSI-3 00010000

UPSI-4 00001000

UPSI-5 00000100

UPSI-6 00000010

UPSI-7 00000001
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• 指定した文字列が 8けたを超える場合は，8けたを超える部分が無視され，8けた
に満たない場合は，文字列の後ろに 0が仮定されます。また，0と 1以外の文字
を指定した場合，プログラムが異常終了します。

• この環境変数を設定していない場合，すべての外部スイッチに 0が仮定されます。
• 環境変数 CBLUPSIは，COBOL実行単位中で初めて外部スイッチの参照／更新
をしたときに，1回だけ参照されます。

（b）SET文による外部スイッチの変更

SET文を使うと，プログラムの実行中に外部スイッチの状態を変更できます。ただし，
SET文で変更した外部スイッチの状態は，現在実行中の実行環境だけで有効であり，環
境変数 CBLUPSIの値には反映されません。

（3） 外部スイッチの参照方法

プログラムで外部スイッチを参照するには，特殊名段落で外部スイッチの機能名が参照
する外部スイッチのオン状態（on status）やオフ状態（off status）を，条件名に関連づ
けます。外部スイッチのスイッチ状態は，この条件名を使って調べられます。

外部スイッチの値を変更してプログラムの処理の流れを変更する例を示します。

（例）
次の COBOLプログラムに対して外部スイッチの値を変更します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
                    :
       ENVIRONMENT DIVISION.
                    :
        CONFIGURATION SECTION.
        SPECIAL-NAMES.
            UPSI-0 IS SW0
                   ON STATUS IS ONIND0
                   OFF STATUS IS OFFIND0
            UPSI-3 IS SW3
                   ON STATUS IS ONIND3
                   OFF STATUS IS OFFIND3
                    :
            UPSI-5 OFF STATUS IS OFFS5.
                    : 
        INPUT-OUTPUT SECTION.
                    :
       PROCEDURE DIVISION.
                    :
           IF ONIND0 GO TO A   …1.
           ELSE      GO TO B.
                    :
           IF ONIND3 GO TO C   …2.
           ELSE      GO TO D.
                    :
           IF OFFS5  GO TO A   …3.
           ELSE      GO TO C.
                    :
       A.
                    :
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       B.
                    :
       C.
                    :
       D.
                    :

環境変数を "CBLUPSI=10010100"と設定すると，おのおのの外部スイッチの状態
は次のようになります。

外部スイッチの状態が変更されたため，プログラムの 1.，2.，3.の制御は次のようにな
ります。

1. UPSI-0がオン状態なので制御は手続き Aに移ります。
2. UPSI-3がオン状態なので制御は手続き Cに移ります。
3. UPSI-5がオン状態なので制御は手続き Cに移ります。

外部スイッチ名 外部スイッチの状態

UPSI-0 1（オン）

UPSI-1 0（オフ）

UPSI-2 0（オフ）

UPSI-3 1（オン）

UPSI-4 0（オフ）

UPSI-5 1（オン）

UPSI-6 0（オフ）

UPSI-7 0（オフ）
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16.3　COBOL実行単位の終了

明示的または暗黙的に STOP RUN文が実行されると，COBOL実行単位は終了します。
このとき，実行単位で使用した COBOLの資源の解放処理※が実行されます。

注※
閉じられていないファイルのクローズ，仮想メモリの解放，カバレージ機能のカウ
ント情報の蓄積などの処理です。

なお，暗黙的に STOP RUN文が実行されるのは，次の場合です。

• 実行中のプロセス内で，最初に呼ばれた COBOLプログラムで GOBACK文が実行さ
れた場合

16.3.1　実行単位の終了方法
実行単位の終了方法には，次の三つがあります。

• STOP RUN文によって終了する方法
• 実行単位中で最初に呼ばれた COBOLプログラムの GOBACK文で終了する方法
• CBLENDサービスルーチンを呼び出して終了する方法

（1） STOP RUN文による終了

COBOLプログラムで STOP RUN文を実行すると，COBOLの実行環境が終了します。

プログラムが終了すると，閉じられていないファイルが閉じられるとともに，実行時に
確保した仮想メモリが解放され，プロセスが終了します。

STOP RUN文による終了の例を次に示します。
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図 16-1　STOP RUN文による終了の例

（2） GOBACK文による終了

実行単位内で最初に呼び出された COBOLプログラムで GOBACK文を実行すると，
COBOLの実行環境が終了します。

プログラムが終了すると，閉じられていないファイルが閉じられるとともに，実行時に
確保した仮想メモリが解放され，プロセスが終了します。

GOBACK文による終了の例を次に示します。

図 16-2　GOBACK文による終了の例

（3） CBLENDサービスルーチンによる終了

COBOL副プログラムから他言語の主プログラムへ戻る場合，閉じられていないファイ
ルのクローズ処理や，実行時に確保した仮想メモリの解放が実行されません。これらの
COBOL資源を解放するには，CBLENDサービスルーチンを呼び出す必要があります。

CBLENDサービスルーチンは，COBOLプログラムから呼び出すのではなく，他言語の
プログラムから呼び出します。Cプログラムから CBLENDサービスルーチンを呼び出
す形式を，次に示します。
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形式
extern int CBLEND();        /* CBLENDの外部参照宣言 */
 
CBLEND();                   /* CBLENDの呼び出し     */

CBLENDサービスルーチンの詳細は，「28.4.1　CBLEND」を参照してください。

（4） 注意事項
• COBOL以外のプログラムで exit関数などを発行してプロセスを終了した場合，

COBOL2002は実行環境の終了処理をしないで，OSの終了処理に任せます。
• COBOLプログラムの呼び出し元が制御プログラムでない場合，呼び出し元のプログ
ラムでは，COBOL実行環境を終了させるために CBLENDサービスルーチンを呼び
出さなければなりません。CBLENDサービスルーチンを呼び出さないでほかの
COBOLプログラムを呼び出した場合，結果は保証しません。

16.3.2　実行単位の終了コード
COBOLの実行単位が終了するときに返す終了コードについて説明します。

COBOLプログラムから終了コードを返すには，RETURN-CODE特殊レジスタを使用
します。また，プログラムが異常終了した場合は，COBOL2002によって終了コードが
設定される場合があります。

（1） RETURN-CODE特殊レジスタを使用する方法

呼び出し元の制御プログラムに終了コードを返すには，プログラムが終了する前に
RETURN-CODE特殊レジスタに値を設定します。

指定例
       MOVE 0 TO RETURN-CODE.

規則
• RETURN-CODE特殊レジスタに設定できる値の範囲は，S9(9)の項目に設定でき
る値の範囲です。

• ただし，このシステムで受け取れる RETURN-CODE特殊レジスタの値は，下位
1バイト（8ビット）の内容です。

• VOS3 COBOL85との動作と互換性を保つ必要がある場合は，RETURN-CODE
特殊レジスタには，0～ 4,095の範囲で設定してください。

• 終了コードの値は，プログラム終了時に RETURN-CODE特殊レジスタに設定さ
れている値になります。ただし，COBOLプログラム中で RETURN-CODE特殊
レジスタに値を設定した後，RETURNING指定のない CALL文を実行した場合
は，呼び出し先プログラムの戻り値が終了コードとなります。

• RETURN-CODE特殊レジスタに値を設定しないで，COBOLプログラムが正常
終了した場合は，終了コードとして 0が返されます。ただし，COBOLプログラ
ムから他言語のプログラムを呼び出している場合，呼び出し先プログラムの戻り
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値※が終了コードに設定されます。

注※
void型の C言語プログラムを最後に呼び出すと，終了コードの値が不定となる
ことがあります。

（2） プログラムが異常終了した場合の終了コード

プログラムが異常終了した場合，COBOL2002が終了コードを設定する場合があります。

COBOL実行時エラーが発生した場合
• -DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，

-DebugRange，または -MultiThreadオプション指定ありの COBOLプログラム
の場合
終了コードには，1が設定されます。ただし，実行時環境変数 CBLCOREに１を
指定した場合，COBOLプログラムは，abort命令を発行して終了します。このた
め，プログラムの終了コードには，シグナル SIGIOT発生時のシステムの終了
コードが設定されます。
詳細は，システムのヘッダファイル（signal.h）およびシステムのマニュアルを参
照してください。

• 上記のコンパイラオプション指定なしの COBOLプログラムの場合
COBOLプログラムは，abort命令を発行して終了します。このため，プログラム
の終了コードには，シグナル SIGIOT発生時のシステムの終了コードが設定され
ます。
詳細は，システムのヘッダファイル（signal.h）およびシステムのマニュアルを参
照してください。

CBLABNサービスルーチンが実行された場合
• -DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，

-DebugRange，または -MultiThreadオプション指定ありの COBOLプログラム
の場合
終了コードには，1が設定されます。ただし，実行時環境変数 CBLCOREに１を
指定した場合，COBOLプログラムは，abort命令を発行して終了します。このた
め，プログラムの終了コードには，シグナル SIGIOT発生時のシステムの終了
コードが設定されます。
詳細は，システムのヘッダファイル（signal.h）およびシステムのマニュアルを参
照してください。

• 上記のコンパイラオプション指定なしの COBOLプログラムの場合
COBOLプログラムは，abort命令を発行して終了します。このため，プログラム
の終了コードには，シグナル SIGIOT発生時のシステムの終了コードが設定され
ます。
詳細は，システムのヘッダファイル（signal.h）およびシステムのマニュアルを参
照してください。
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上記以外のエラーが発生した場合
• -DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，

-DebugRange，または -MultiThreadオプション指定ありの COBOLプログラム
の場合
終了コードには，1が設定されます。ただし，実行時環境変数 CBLCOREに１を
指定した場合，COBOLプログラムは，abort命令を発行して終了します。このた
め，プログラムの終了コードには，シグナル SIGIOT発生時のシステムの終了
コードが設定されます。
詳細は，システムのヘッダファイル（signal.h）およびシステムのマニュアルを参
照してください。

• 上記のコンパイラオプション指定なしの COBOLプログラムの場合
終了コードには，発生したシグナル別に OSが返す値が設定されます。

（3） 注意事項
• COBOLプログラムが上位プロセスから起動される場合や，プログラム内でソフト
ウェアやハードウェアによって検出されて発生したシグナルを処理するプログラムが
ある場合，プログラムの終了コードは，それぞれ上位プロセス，および例外処理プロ
グラムの戻り値となるため，（1）（2）の規則は適用されません。次に，（1）（2）の規
則が適用されない例を示します。
• テストデバッガのコマンド起動で，COBOLプログラムを実行した場合
（例）cblcv2k -Execute SAMPLE1

• 終了コードをシェルプログラミングで参照する場合，COBOLプログラムで設定した
RETURN-CODE特殊レジスタの内容を終了コードとして参照できます。ただし，参
照できる範囲は，RETURN-CODE特殊レジスタの下位 8ビットの内容で，sh（B
シェル）は 0～ 255です。
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17　プログラム間の引数と返却
項目
プログラム間，およびメソッド呼び起こしの情報の受け渡しの
方法には，CALL文および INVOKE文の USING指定（引数）
による方法と RETURNING指定（返却項目）による方法があ
ります。また，RETURN-CODE特殊レジスタを使用すると，
呼び出し元プログラムに対して復帰コードを返却することもで
きます。
この章では，引数，返却項目，および復帰コードを使用したプ
ログラム間の情報の受け渡し方法について説明します。

17.1　引数の受け渡し

17.2　復帰コードと返却項目
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17.1　引数の受け渡し

17.1.1　引数の受け渡しの種類
プログラム間で引数を受け渡す場合は，CALL文の USING指定を，メソッドを呼び起
こす場合は，INVOKE文の USING指定を，それぞれ使用します。

引数の受け渡しの種類
引数の受け渡しには，次の 3種類があります。受け渡しの種類の指定を省略した場
合は，BY REFERENCEが仮定されます。

それぞれの受け渡し方法の違いについて，次に説明します。

参照渡し（BY REFERENCE指定）
呼び出し元プログラムのデータ項目を直接参照するアドレスを，呼び出し先プ
ログラムに渡します。呼び出し先プログラムでデータ項目の値を変更すると，
呼び出し元プログラムのデータ項目にも反映されます。

内容渡し（BY CONTENT指定）
呼び出し元プログラムのデータ項目の内容を一時領域に転記し，転記後のデー
タ項目を参照するアドレスを呼び出し先プログラムに渡します。呼び出し先プ
ログラムでデータ項目の値を変更しても，呼び出し元プログラムのデータ項目
には影響しません。

値渡し（BY VALUE指定）
呼び出し元プログラムのデータ項目の値を，呼び出し先プログラムに渡します。
呼び出し先プログラムでデータ項目の値を変更しても，呼び出し元プログラム
のデータ項目には影響しません。
引数を値渡しする場合は，呼び出し元プログラムのデータ項目と呼び出し先プ
ログラムのデータ項目での型の対応に注意する必要があります。

17.1.2　使用例
CALL文のUSING指定による引数の受け渡しの例を次に示します。

呼び出し元プログラム（MAIN1）
CALL 'SAMPLE1'
     USING ｛BY REFERENCE｜BY CONTENT｜BY VALUE｝ A1 B1 C1.

引数の受け渡しの種類 データの渡し方 仮引数の更新

BY REFERENCE 参照渡し 実引数に反映される。

BY CONTENT 内容渡し 実引数に反映されない。

BY VALUE 値渡し 実引数に反映されない。
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呼び出し先プログラム（SAMPLE1）
PROCEDURE DIVISION
     USING ｛BY REFERENCE｜BY VALUE｝ A2 B2 C2.

プログラムMAIN1の A1，B1，C1がプログラム SAMPLE1に渡すデータ項目です。ま
た，プログラム SAMPLE1の A2，B2，C2がプログラムMAIN1から渡された情報を受
け取るデータ項目です。データ項目 A1，B1，C1はそれぞれデータ項目 A2，B2，C2に
対応します。

17.1.3　引数の受け渡しの規則
引数の受け渡しの規則について，説明します。

（1） CALL文での引数の整合性チェック

プログラムのコンパイル時に引数の適合チェックのオプション（-DebugCompati，また
は -TDInf）を指定すると，CALL文でのプログラム間の引数の整合性をチェックできま
す。ただし，INVOKE文では有効となりません。

引数の整合性チェックについては，「35.5　プログラム間整合性チェック」を参照してく
ださい。

（2） CALL文での定数指定の引数

値渡し（BY VALUE指定）の CALL文では，引数に定数を指定できます。

• 数字定数，および ZEROは 4バイトの 2進形式として設定されます。
• 浮動小数点数字定数は，倍精度浮動小数点形式として設定されます。
• UNIX32の場合，NULLはポインタ（4バイト 2進形式）として設定されます。
• UNIX64の場合，NULLはポインタ（8バイト 2進形式）として設定されます。

COBOLプログラム間で定数の引数を渡す場合の型の対応について，次に示します。

表 17-1　COBOLプログラム間でのデータ項目の型の対応

受け取り側作用対象 送り出し側作用対象

呼び出し元に指定された定数

数字定
数

英数字
定数

浮動小
数点数
字定数

ZERO NULL

固定長集団項目 × × ×

英字項目 ○ ×

英数字項目 ○ ×

英数字編集項目 ×

外部 10進項目 ○ ×
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（凡例）
○：指定できる
空白：受け渡しできるかどうかはプラットフォームに依存するため，動作保証についてはユー
ザ責任とする
×：指定してはならない（指定したときの結果は保証しない）

注※
UNIX32の場合は「空白」になります。

（3） INVOKE文での定数指定の引数

値渡し（BY VALUE指定）の INVOKE文では，引数に定数を指定できます。

INVOKE文に指定された実引数と呼び起こされるメソッドの仮引数は，適合していなけ
ればなりません。双方が適合している場合，実引数のデータ属性は，仮引数に指定され
たデータ属性と同様になります。

（4） INVOKE文で BY指定を省略した場合

INVOKE文で BY指定を省略した場合，指定された引数の属性，および呼び出し先メ
ソッドに定義された引数の情報によって，仮定される BY指定が異なります。INVOKE
文で BY指定を省略した場合に仮定される BY指定の内容について，次に示します。

内部 10進項目 ×

2進項目 ○ × ○

数字編集項目 ×

指標データ項目 ×※ × ×※ ○

オブジェクト参照 ×※ × ×※

外部浮動小数点数字項目 ×

単精度内部浮動小数点数字項目 × × × × ×

倍精度内部浮動小数点数字項目 × × ○ × ×

アドレスデータ項目 ×※ × ×※ ○

日本語項目 ×

日本語編集項目 ×

外部ブール項目 ×

内部ブール項目 ×

ポインタ項目 ×※ × ×※ ○

受け取り側作用対象 送り出し側作用対象

呼び出し元に指定された定数

数字定
数

英数字
定数

浮動小
数点数
字定数

ZERO NULL
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• INVOKE文にクラス名を指定した場合，または指定した一意名のデータ項目が普遍的
オブジェクト参照でない場合は，次の表に示す BY指定が仮定されます。

表 17-2　INVOKE文で BY指定を省略した場合に仮定される BY指定の属性

注※
メソッド定義には指定できません。

• INVOKE文に指定した一意名のデータ項目が普遍的オブジェクト参照の場合，BY 
REFERENCEが仮定されます。

INVOKE文で BY指定を省略した引数の種別 呼ばれるメソッド定義の引数の BY指定

REFERENCE VALUE

ADDRESS OF 一意名 REFERENCE REFERENCE

ファクトリ定義，オブジェクト定義 CONTENT VALUE

プログラム定義
関数定義
メソッド定義

ファイル節※

作業場所節※

局所場所節
連絡節
通信節※

REFERENCE VALUE

画面節（WINDOW 
SECTION）※

サブスキーマ節※

CONTENT VALUE
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17.2　復帰コードと返却項目
呼び出し先のプログラムやメソッドが呼び出し元プログラムに値を返すには，
RETURN-CODE特殊レジスタ（復帰コード）を使用する方法と，RETURNING指定
（返却項目）を使用する方法があります。復帰コードや返却項目は，COBOLプログラム
から COBOLプログラムや C言語のプログラムを呼び出し，呼び出し先プログラムで設
定した返却項目を受け取るときに指定します。

規則
COBOLプログラム間で値を返す場合の規則を，次に示します。

（凡例）
○：返却項目を正しく受け渡せる
×：返却項目を正しく受け渡せない

注※
RETURNING指定がない場合は，RETURN-CODE特殊レジスタを使用して返却項目を参照ま
たは設定します。

• CALL文または INVOKE文の RETURNING指定のデータ項目と，呼び出し先プ
ログラムまたはメソッドの手続き部見出しの RETURNING指定のデータ項目の
長さ，および用途は同じでなければなりません。

• 同じ最外側のプログラムを複数の CALL文に指定した場合，RETURNINGの指
定ありと，指定なしが混在してはいけません。また，RETURNINGの指定がある
場合は，それぞれの RETURNINGに指定されたデータ項目の長さ，および用途
が同じでなければなりません。

• 最外側のプログラムを呼び出す場合，RETURNINGに指定したデータ項目の属性
で返却項目を参照します。

• RETURNING指定でデータ項目に可変長項目を設定した場合，戻り値には常に最
大長が受け渡されます。

例
CALL文の RETURNING指定による情報の受け渡しの例を，次に示します。

呼び出し元プログラム 呼び出し先プログラム／メソッド

PROCEDURE DIVISIONの指定

RETURNING指定あり RETURNING指定なし※

CALL文または
INVOKE文の指定

RETURNING指
定あり

○ ×

RETURNING指
定なし※

× ○



17.　プログラム間の引数と返却項目

321

呼び出し元プログラムは，呼び出し先プログラムの返却項目（COBOLプログラム
の手続き部見出しの RETURNINGに指定したデータ項目）の値を，CALL文の
RETURNINGに指定したデータ項目で参照できます。

17.2.1　復帰コードと返却項目の使用方法
復帰コードと返却項目の使用方法について説明します。

（1） 返却項目の規則

規則
• 呼び出し元プログラムと呼び出し先プログラムが両方とも COBOLプログラムの
場合，呼び出し先プログラムで手続き部見出しの RETURNINGに指定したデー
タ項目の値が，呼び出し元プログラムの CALL文 RETURNINGに指定したデー
タ項目に格納されます。このとき，CALL文の RETURNING指定のデータ項目
と，呼び出し先プログラムの手続き部見出しの RETURNING指定のデータ項目
の長さ，および用途は同じでなければなりません。同じでない場合，動作は保証
しません。

• 呼び出し先プログラムで手続き部見出しの RETURNINGのデータ項目に設定さ
れた戻り値は，呼び出し元プログラムの RETURN-CODE特殊レジスタでは参照
できません。同様に，呼び出し先プログラムの RETURN-CODE特殊レジスタに
設定された復帰コードは，呼び出し元プログラムの RETURNING指定のデータ
項目では参照できません。

• 呼び出し元プログラムと呼び出し先プログラムの RETURNINGに指定された
データ項目の型が異なってはなりません。

• RETURNINGでデータ項目に可変長項目を設定した場合，常に最大長のデータが
返却項目として受け渡されます。

返却項目の受け渡しの例
CALL文の RETURNING指定による返却項目の受け渡しの例を次に示します。

呼び出し元プログラム
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 RTC PIC S9(9) USAGE COMP.
       PROCEDURE DIVISION.



17.　プログラム間の引数と返却項目

322

           :
           CALL 'SAMPLE1' RETURNING RTC.
           IF RTC = 12345 THEN
           ：

呼び出し先プログラム
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
           :
       LINKAGE SECTION.
       01 RTC PIC S9(9) USAGE COMP.
       PROCEDURE DIVISION RETURNING RTC.
           :
           MOVE 12345 TO RTC.
           EXIT PROGRAM.

（2） 復帰コードの規則

COBOLプログラムでは，RETURN-CODE特殊レジスタに値を設定することで，C言
語のプログラムのように復帰コードを設定できます。復帰コードの規則について，次に
示します。

（a）復帰コードの設定方法

呼び出し先プログラムで RETURN-CODE特殊レジスタに値を設定できます。

呼び出し先プログラムで復帰コードに 0を設定する例を，次に示します。

（呼び出し先プログラムが COBOLプログラムの場合）
MOVE 0 TO RETURN-CODE.

（呼び出し先プログラムが Cプログラムの場合）
return(0);

（b）復帰コードの値
• RETURN-CODE特殊レジスタに設定できる値の範囲は，S9(9)の項目に設定できる
値の範囲です。

• ただし，このシステムで受け取れる RETURN-CODE特殊レジスタの値は，下位 1バ
イト（8ビット）の内容です。

• VOS3 COBOL85との動作と互換性を保つ必要がある場合は，RETURN-CODE特殊
レジスタには，0～ 4,095の範囲で設定してください。

• RETURN-CODE特殊レジスタには，初回の呼び出しのときに初期値 0が設定されま
す。このため，RETURN-CODE特殊レジスタを使用しないで正常終了したときは，
復帰コードには 0が設定されています。

（c）復帰コードの参照方法

呼び出し先プログラムで RETURN-CODE特殊レジスタに設定された復帰コードを，呼
び出し元プログラムで参照する方法を，次に示します。

COBOLプログラムの場合
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ほかのプログラムから制御が戻ってきたとき，呼び出し先プログラムで設定した
RETURN-CODE特殊レジスタの値を参照できます。

（例）
CALL 'SAMPLE1'.
IF RETURN-CODE = 20 THEN
    :

Cプログラムの場合
復帰コードは，関数の戻り値として参照できます。

（例）
int  rtn_value;
    :
rtn_value  =  SAMPLE1();
if  (rtn_value  ==  20)  {

（d）注意事項
• RETURN-CODE特殊レジスタの値は，Cプログラムとの混在がなく，呼び出し元以
降に CALL文，INVOKE文，および RETURN-CODE特殊レジスタの値の設定処理
がない場合，COBOL主プログラムまで引き継がれます。

• 呼び出し元プログラムが COBOLプログラム，呼び出し先プログラムが Cプログラム
の場合，復帰コードに設定できる値と参照できる値の範囲が次のように異なるので注
意が必要です。

Cプログラムで設定できる戻り値
int型の変数に設定できる値の範囲が，戻り値として指定できます。

COBOLプログラムが RETURN-CODE特殊レジスタで参照できる値の範囲
S9(9) COMPで表現できる範囲が，RETURN-CODE特殊レジスタで参照できま
す。
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18　プログラムの呼び出し
この章では，プログラム間の呼び出し方法の種類，プログラム
属性，およびプログラム呼び出しでのリンク方法の違いなどに
ついて説明します。

18.1　プログラム呼び出しの種類と概要

18.2　プログラムの取り消し

18.3　COBOL主プログラムと副プログラム

18.4　プログラム属性

18.5　静的なリンクと動的なリンク

18.6　共用ライブラリに含まれるプログラムの呼び出しと共用ライブラリの
アンロード

18.7　実行可能ファイルの呼び出し
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18.1　プログラム呼び出しの種類と概要
COBOL2002では，プログラムから別のプログラムを呼び出せます。プログラム中で同
じ副プログラムを 2回以上呼び出し，2回目以降に制御が渡るとき，呼び出し先プログ
ラムは，直前に制御を戻したときの状態を保持しています。※

注※
ただし，呼び出し先プログラムが CANCEL文を実行した場合や，初期化属性のプ
ログラムの場合は，2回目以降の呼び出し時に状態が初期化されて副プログラムが
実行されます。

COBOL2002でプログラムを呼び出すには，CALL文に呼び出すプログラム名を指定し
ます。このとき，呼び出し先プログラムの PROGRAM-ID段落で指定したプログラム名
は，等価規則が適用されるため，CALL文に指定するプログラム名も等価規則適用後の
プログラム名で指定する必要があります。英小文字を含むプログラム名を定義したい場
合は，呼び出し先プログラムの PROGRAM-ID段落で，プログラム名を英数字定数とし
て指定する必要があります。また，CBL，CLS，CLT，CLUで始まる最外側のプログラ
ム名を指定した場合，動作は保証しません。

CALL文で呼び出すプログラム名を指定する方法は，定数指定と一意名指定の 2種類が
あります。

また，プログラム属性が再帰属性プログラム（RECURSIVE句指定あり）の場合，自分
自身のプログラムを再帰的に呼び出せます。再帰属性プログラムの詳細は，「18.4.1　プ
ログラム属性」の「（3）再帰属性プログラム」を参照してください。

18.1.1　定数指定の CALL文
定数指定の CALL文は，CALL文に呼び出すプログラム名を定数で指定する方法です。

定数指定の CALL文の場合，呼び出すプログラムがリンク時に静的に解決されるため，
実行性能は良くなります。

ただし，-DynamicLink,Callオプションを指定した場合は，一意名指定の CALL文の場
合と同様に呼び出すプログラム名は常に実行時に解決されるため，オブジェクト中に外
部参照は出力されません。したがって，-DynamicLink,Callオプションを指定した場合
は，一意名指定の CALL文と同等の実行性能となります。

（例）
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18.1.2　一意名指定の CALL文
一意名指定の CALL文は，CALL文に呼び出すプログラム名を一意名で指定する方法で
す。一意名指定の CALL文の場合，呼び出し先のプログラム名は常に実行時に解決され
ます。

一意名指定の CALL文は，呼び出し先のプログラム名が実行時に解決されるため，定数
指定の CALL文と比較すると実行性能は劣化します。特に，実行環境中で最初に呼び出
すプログラムの場合，そのプログラムの検索に必要な処理を実行するため，最も処理時
間が掛かります。ただし，すでに一意名指定で呼び出したプログラムを再び呼び出す場
合，COBOL実行環境が保持しているプログラム情報を検索するので，最初の呼び出し
と比べると，処理時間は短縮されます。

（例）

一意名指定の CALL文で最外側のプログラムを呼び出す場合は，次に示すコンパイラオ
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プションの指定が必要です。

• -DynamicLink
• -IdentCall
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18.2　プログラムの取り消し
通常，呼び出し先プログラムが処理を終えて呼び出し元プログラムに戻ったとき，呼び
出し先プログラムは，制御を戻したときの状態を保持しています。COBOL2002では，
この状態の保持を取り消せます。

ここでは，プログラムの取り消しについて説明します。

18.2.1　取り消し対象のプログラム
実行中のプログラムを取り消すには，CANCEL文を使用します。

（1） 取り消しの対象に指定できるプログラム

CANCEL文で取り消しの対象に指定できるプログラムは，CANCEL文を実行したプロ
グラムから呼び出せるプログラムだけです。

（例）

• プログラム Aは，自身が呼び出せるプログラム B，およびプログラム Cに対して
CANCEL文を実行できます。

• プログラム B，プログラム Cがお互いを呼び出せる場合，直接呼び出したプログラム
でなくても，プログラム Bからプログラム Cに対して，プログラム Cからプログラ
ム Bに対して，それぞれ CANCEL文を実行できます。

• プログラム Dは，プログラム Cの内側のプログラムなので，プログラム Aからプロ
グラム Dに対して CANCEL文を実行できません。

（2） 取り消しの実行順序

CANCEL文を実行したとき，CANCEL文に指定されたプログラム中に含まれるすべて
のプログラムも取り消されます。このとき，プログラムが取り消される順番は，翻訳単
位のプログラム中に現れた順序とは逆順に，含まれる各プログラムに対して正しい
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CANCEL文を実行した場合と同じです。

（例）

プログラム TEST01から「CANCEL 'A'.」を実行すると，プログラム Aに含まれるすべ
ての内側のプログラムに対しても CANCEL文が実行されたものとして扱われます。

（3） CANCEL文に指定できないプログラム

CANCEL文を実行する場合，すでにほかのプログラムから呼び出されていて，まだ
EXIT PROGRAM文が実行されていないプログラムを，直接または間接に参照してはい
けません。このような実行中のプログラムを参照した場合，実行時エラーとなります。

（例）
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プログラム Cから，まだ実行中のプログラム Bを CANCEL文で取り消そうとした場合，
実行時エラーとなります。

18.2.2　取り消しで解放される資源
CANCEL文の実行によって解放される資源を，次に示します。

1. 閉じていないファイルのクローズ処理（報告書作成機能を使用している報告書に関連
づけられたファイルを含む）

2. 通信節による画面機能で開かれた画面やプリンタのクローズ処理 (HP-UX(IPF)，
AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効 )

3. 最外側プログラムの場合，プログラム内で確保した仮想メモリの解放

注意事項
• 一度も呼び出されていないプログラムに対して CANCEL文を実行した場合，

CANCEL文は無効となります。
• CANCEL文で取り消すプログラムに内側のプログラムがある場合，その内側のプ
ログラムも CANCEL文の対象となります。

• 他言語のプログラムに対して CANCEL文を実行しても，無効となります。

18.2.3　取り消し後の呼び出し
CANCEL文実行後のプログラムは，初期状態になっています。初期状態とは，プログラ
ムが実行単位中で最初に呼び出された状態のことで，初期化属性を指定したプログラム
の場合と同じ処理が実行されます。

初期状態のプログラムの状態を，次の表に示します。

データ領域の種別 VALUE句の指定あり VALUE句の指定なし

CBLVALUEの指定あり CBLVALUEの指定なし

連絡節 － － －

作業場所節 （1） （2） 不定

局所場所節 （1） 不定 不定

ファイル節 － （2） 不定

報告書節 （1） （2） 不定
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（凡例）
－：該当しない
（1）：VALUE句に指定した値で初期化される
（2）：-MultiThreadオプションを指定した最外側のプログラムの再呼び出しをした場合だけ，
環境変数 CBLVALUEに指定した値で初期化される。それ以外の場合は，不定となる

注※ 1
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 2
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 3
UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，Linux(IPF64)で有効です。

（説明）

• 作業場所節，報告書節，画面節（SCREEN SECTION）※ 1，画面節（WINDOW 
SECTION）※ 1に含まれていて，VALUE句が書かれているデータ項目の場合，
VALUE句に定義された値で初期化されます。VALUE句が書かれていないデータ
項目の場合，初期値は規定されません。
ただし，-MultiThreadオプションおよび -CBLVALUEオプションを指定した最
外側のプログラムを取り消したあと，そのプログラムを再び呼び出した場合，作

業場所節，報告書節，画面節（SCREEN SECTION）※ 1，画面節（WINDOW 
SECTION）※ 1，ファイル節，サブスキーマ節に含まれているデータ項目は，環

境変数 CBLVALUEに指定した値で初期化されます。
• 局所場所節に含まれていて，VALUE句が書かれているデータ項目の場合，

VALUE句に定義された値で初期化されます。VALUE句が書かれていないデータ
項目の場合，初期値は常に規定されません。

• プログラムに関連する内部ファイル結合子を持つファイルや報告書は，開かれた
状態ではありません。

• 通信節による画面機能で開かれた画面やプリンタは，開かれた状態ではありませ

画面節（SCREEN 
SECTION）※ 1

（1） （2） 不定

画面節（WINDOW 
SECTION）※ 1

（1） （2） 不定

通信節（画面機能）※ 2 － 不定 不定

通信節（データコミュニ
ケーション機能）※ 3

－ 不定 不定

サブスキーマ節 － （2） 不定

データ領域の種別 VALUE句の指定あり VALUE句の指定なし

CBLVALUEの指定あり CBLVALUEの指定なし
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ん。※ 2

• プログラム中に含まれるすべての PERFORM文に対する制御機構は，その初期状
態に設定されます。

• 同じプログラム中に含まれる ALTER文によって参照される GO TO文は，その初
期状態に設定されます。

注※ 1
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効で
す。

注※ 2
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。
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18.3　COBOL主プログラムと副プログラム

COBOLプログラムには，COBOL主プログラムと COBOL副プログラムの 2種類があ
ります。

COBOL主プログラムは，現在実行中のプロセス内で初めて呼ばれた COBOLプログラ
ムです。COBOL副プログラムは，COBOL主プログラムまたは COBOL副プログラム
から呼ばれた COBOLプログラムです。

ここでは，COBOL主プログラムと COBOL副プログラムについて説明します。

18.3.1　COBOLプログラムを主プログラムとして動作させる
場合

COBOL主プログラムは，制御プログラムから直接呼ばれる場合と，制御プログラムか
ら間接的に呼ばれる場合（他言語のプログラムから呼ばれる場合）があります。それぞ
れの場合の動作の違いを，次に示します。

（1） 制御プログラムから直接呼ばれる場合（アプリケーションの主プログラ
ムの場合）

制御プログラムから直接呼ばれる COBOL主プログラムを作成するには，-Main,System
または -Main,V3オプションを指定してプログラムをコンパイルします。

-Main,Systemまたは -Main,V3オプションを指定してコンパイルした COBOL主プログ
ラム（-Mainオプションが指定されたプログラム）には，スタートアップルーチン※が組
み込まれます。制御プログラムから COBOL主プログラムを呼び出す場合は，まず制御
プログラムからスタートアップルーチンが呼ばれ，スタートアップルーチンから
COBOL主プログラムの手続きへと制御が移ります。

注※
スタートアップルーチンとは，main関数を含む COBOL2002の実行時ライブラリ
のことです。

COBOLプログラムが制御プログラムから直接呼ばれる場合の例を次に示します。
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（2） 制御プログラムから間接的に呼ばれる場合

制御プログラムから間接的に呼ばれる COBOL主プログラムを作成するには，
-Main,Systemおよび -Main,V3オプションを指定しないで，プログラムをコンパイルし
ます。

-Main,Systemおよび -Main,V3オプションを指定しないでコンパイルした COBOL主プ
ログラムには，スタートアップルーチンが組み込まれません。この場合，制御プログラ
ムからはスタートアップルーチンに代わる主プログラムが呼ばれ，主プログラムから
COBOL主プログラムが呼ばれます。

COBOLプログラムが制御プログラムから間接的に呼ばれる場合の例を次に示します。

（3） 注意事項

COBOLプログラムで GOBACK文を実行すると，STOP RUN文と同様にプロセスを終
了します。したがって，COBOL主プログラムを呼んだプログラムが制御プログラムで
ないとき，呼び出し元のプログラムには制御が戻りません。

18.3.2　COBOLプログラムを副プログラムとして動作させる
場合

「18.3.1　COBOLプログラムを主プログラムとして動作させる場合」に示したように，
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実行中のプロセス内で初めて呼ばれた COBOLプログラム（COBOL主プログラム）で
GOBACK文または EXIT PROGRAM文を実行した場合，STOP RUN文と同じ動作と
なり，プロセスが終了するため，呼び出し元のプログラムに制御が戻りません。このた
め，COBOL主プログラムを呼び出したプログラム（C言語の主プログラムなど）が
COBOLプログラムから復帰したあとの処理を継続できなくなります。

このような場合，-MainNotCBLオプションを指定して COBOLプログラムをコンパイ
ルすると，実行中のプロセス内で初めて呼ばれた COBOLプログラムを COBOL副プロ
グラムとみなし，GOBACK文または EXIT PROGRAM文を実行したときでも呼び出し
元のプログラムに復帰できます。

また，-MainNotCBLオプションを指定すると，他言語のプログラムから COBOLプロ
グラムを繰り返し呼び出す場合の COBOL初期処理／終了処理の負荷を軽減できます。

-MainNotCBLオプションを指定した場合の COBOLプログラムの動作を，次に示しま
す。

上記の場合，最初に呼ばれる COBOLプログラム AP1に -MainNotCBLオプションを指
定しているので，以降に呼ばれる COBOLプログラムは，すべて COBOL副プログラム
として動作します。そのため，この実行環境内では GOBACK文や EXIT PROGRAM文
が有効となり，COBOLプログラムの呼び出し元へ制御が戻るため，復帰後の処理がで
きます。

（1） COBOLプログラムの資源

COBOLプログラムが呼び出し元のプログラムに戻っても，COBOLの実行環境は解除さ
れません。このため，INITIAL句を指定していない COBOLプログラムか，または
CANCEL文で取り消されていない COBOLプログラムは，以前に呼ばれた状態を保持し
ています。保持している情報は，通常属性プログラムがほかのプログラムから 2回以上
呼び出された場合の規則に従います。詳細は，「18.4.1　プログラム属性」の「（1）通常
属性プログラム」を参照してください。
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（2） COBOL実行環境の終了方法

利用者プログラムは，COBOLプログラムの呼び出しが完了し，以降は呼び出しをしな
い状態になったとき，次の方法で実行環境を終了します。

• COBOLプログラム内から STOP RUN文を実行する。
• COBOLプログラムの呼び出し元プログラムから CBLENDサービスルーチンを呼び
出す。
CBLENDサービスルーチンについては，「28.4.1　CBLEND」を参照してください。

（3） 注意事項

-MainNotCBLオプションを指定する場合，該当する実行可能ファイル中に含まれるすべ
ての COBOLプログラムを -MainNotCBLオプション指定でコンパイルする必要があり
ます。-MainNotCBLオプションを指定したプログラムと指定していないプログラムが混
在するときは，実行環境中で最初に呼ばれたプログラムの -MainNotCBLオプションの
有無に従います。
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18.4　プログラム属性
ここでは，COBOLプログラムのプログラム属性について説明します。

18.4.1　プログラム属性
COBOLプログラムでは，プログラムの使用形態に応じて次の属性を指定できます。

• 通常属性プログラム
• 初期化属性プログラム
• 再帰属性プログラム
• 共通属性プログラム

（1） 通常属性プログラム

プログラムの見出し部に特に何も指定しない場合，通常属性プログラムとなります。

通常属性プログラムは，ほかのプログラムから 2回以上呼び出された場合，前回呼ばれ
たときの，次の状態を保持しています。

• プログラムに関連するファイルの状態（報告書作成機能を使用している報告書に関連
づけられたファイルを含む）

• 画面節（SCREEN SECTION）※ 1，画面節（WINDOW SECTION）※ 1，通信節

（画面機能）※ 2，通信節（データコミュニケーション機能）※ 3，サブスキーマ節で使
用された資源の状態

• 作業場所節，報告書節，画面節（SCREEN SECTION）※ 1，画面節（WINDOW 
SECTION）※ 1，ファイル節，サブスキーマ節，通信節（画面機能）※ 2，通信節

（データコミュニケーション機能）※ 3の内容
• ALTER文で設定した GO TO文

注※ 1
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 2
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 3
UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，Linux(IPF64)で有効です。

ただし，プログラム中に含まれるすべての PERFORM文に対する制御機構は，プログラ
ムが呼び出されるたびに，初期状態に設定されます。

保持している状態を取り消すには，CANCEL文を実行します。詳細は，「18.2　プログ
ラムの取り消し」を参照してください。
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また，通常属性プログラムは，自分自身を再帰的に呼ぶことはできません。

（2） 初期化属性プログラム

プログラムの見出し部に INITIAL句を指定した場合，初期化属性プログラムとなりま
す。

初期化属性プログラムは，ほかのプログラムから呼び出された場合，毎回プログラムの
状態が初期化されます。そのため，プログラムの状態は，実行単位でそのプログラムが
最初に呼ばれたときと同じになります。

初期化プログラムが呼び出された場合の初期化の内容について，次に示します。

（凡例）
－：該当しない
（1）：VALUE句に指定した値で初期化される
（2）：最初に呼び出された場合だけ，環境変数 CBLVALUEに指定した値での初期化は保証する
が，2回目以降の呼び出しでは不定となる

注※ 1
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 2
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 3
UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，Linux(IPF64)で有効です。

（説明）

データ領域の種別 VALUE句の指定あり VALUE句の指定なし

CBLVALUEの指定あり CBLVALUEの指定なし

連絡節 － － －

作業場所節 （1） （2） 不定

局所場所節 （1） 不定 不定

ファイル節 － （2） 不定

報告書節 （1） （2） 不定

画面節（SCREEN 
SECTION）※ 1

（1） 不定 不定

画面節（WINDOW 
SECTION）※ 1

（1） （2） 不定

通信節（画面機能）※ 2 － 不定 不定

通信節（データコミュニ
ケーション機能）※ 3

－ 不定 不定

サブスキーマ節 － （2） 不定
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• 作業場所節，報告書節，画面節（SCREEN SECTION）※ 1，画面節（WINDOW 
SECTION）※ 1に含まれていて，VALUE句が書かれているデータ項目の場合，
VALUE句に定義された値で初期化されます。VALUE句が書かれていないデータ
項目の場合，初期値は規定されません。

• 局所場所節に含まれていて，VALUE句が書かれているデータ項目の場合，
VALUE句に定義された値で初期化されます。VALUE句が書かれていないデータ
項目の場合，初期値は常に規定されません。

• プログラムに関連する内部ファイル結合子を持つファイルや報告書は，開かれた
状態ではありません。

• 通信節による画面機能で開かれた画面やプリンタは，開かれた状態ではありませ

ん。※ 2

• プログラム中に含まれるすべての PERFORM文に対する制御機構は，その初期状
態に設定されます。

• 同じプログラム中に含まれる ALTER文によって参照される GO TO文は，その初
期状態に設定されます。

注※ 1
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効で
す。

注※ 2
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

（3） 再帰属性プログラム

プログラムの見出し部に RECURSIVE句を指定した場合，再帰属性プログラムとなりま
す。

再帰属性プログラムは，自分自身を直接的，または間接的に再帰呼び出しできます。

再帰属性プログラムが呼ばれたときのデータ項目の状態について，次に示します。

データ領域の種別 VALUE句の指定あり VALUE句の指定なし

CBLVALUEの指定あり CBLVALUEの指定なし

連絡節 － － －

作業場所節 （1） （3） （4）

局所場所節 （2） 不定 不定

ファイル節 － （3） （4）

報告書節 （1） （3） （4）

画面節（SCREEN 
SECTION）※ 1

（1） （4） （4）



18.　プログラムの呼び出し

341

（凡例）
－：該当しない
（1）：最初に呼び出された場合だけ，VALUE句に指定した値で初期化される
（2）：呼び出されるたびに初期化される
（3）：最初に呼び出された場合だけ，環境変数 CBLVALUEに指定した値で初期化される。再帰
呼び出しされた場合は，直前に呼び出された状態を保持している
（4）：最初に呼び出された場合は，不定となる。再帰呼び出しされた場合は，直前に呼び出され
た状態を保持している

注※ 1
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 2
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 3
UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，Linux(IPF64)，で有効です。

（説明）
次の個所は，プログラムが呼び出されるたびに初期化されます。
• 局所場所節に含まれていて，VALUE句が書かれているデータ項目の場合，

VALUE句に定義された値で初期化されます。VALUE句が書かれていないデータ
項目の場合，初期値は常に規定されません。

• プログラム中に含まれるすべての PERFORM文に対する制御機構は，その初期状
態に設定されます。

• 同じプログラム中に含まれる ALTER文によって参照される GO TO文は，その初
期状態に設定されます。

次の個所は，プログラムが再帰呼び出しされた場合，前回呼ばれた状態を保持して
います。

• 作業場所節，報告書節，画面節（SCREEN SECTION）※ 1，画面節（WINDOW 
SECTION）※ 1に含まれていて，VALUE句が書かれているデータ項目の場合，
最初に呼び出されたときは，VALUE句に定義された値で初期化されます。
VALUE句が書かれていないデータ項目の場合，最初に呼び出されたときは，初期
値は規定されません。

画面節（WINDOW 
SECTION）※ 1

（1） （3） （4）

通信節（画面機能）※ 2 － （4） （4）

通信節（データコミュニ
ケーション機能）※ 3

－ （4） （4）

サブスキーマ節 － （3） （4）

データ領域の種別 VALUE句の指定あり VALUE句の指定なし

CBLVALUEの指定あり CBLVALUEの指定なし
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• 作業場所節，ファイル節，報告書節，画面節（SCREEN SECTION）※ 1，画面節

（WINDOW SECTION）※ 1，通信節（画面機能）※ 2，通信節（データコミュニ

ケーション機能）※ 3，サブスキーマ節に含まれているデータ項目で，再帰呼び出
しされたときは，直前の状態を保持しています。

• 局所場所節に含まれていて，VALUE句が書かれているデータ項目の場合，定義さ
れた値で初期化されます。VALUE句が書かれていないデータ項目の場合，初期値
は常に規定されません。

• プログラムに関連する内部ファイル結合子を持つファイルや報告書は，開かれた
状態で再帰呼び出しをすると，開かれた状態で引き継がれます。

• 画面節（SCREEN SECTION）※ 1，画面節（WINDOW SECTION）※ 1，通信節

（画面機能）※ 2，通信節（データコミュニケーション機能）※ 3，サブスキーマ節
で使用された資源の状態は，そのままの状態で引き継がれます。

注※ 1
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効で
す。

注※ 2
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 3
UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，Linux(IPF64)で有効です。

（a）RECURSIVE句の効果

RECURSIVE句を指定した場合の効果は，次のとおりです。

• RECURSIVE句は，最外側のプログラム（この場合は，-Main,System／ -Main,V3
オプションを指定しないプログラム）でも指定できます。
また，プログラムが入れ子状態であるとき，外側のプログラムに RECURSIVE句の
指定があれば，その直接または間接的な内側のプログラムに RECURSIVE句の指定
がなくても，暗黙的に再帰属性プログラムとなります。
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• -Main,System／ -Main,V3オプションを指定した最外側のプログラムに
RECURSIVE句を指定した場合，警告エラーとなり，最外側のプログラムの
RECURSIVE句の指定は無視されます。ただし，内側のプログラムについては，再帰
属性となります。

上記の最外側のプログラム（"OYA"）を呼び出そうとした場合，次の結果となります。
• 最外側のプログラムの手続き，または含まれるプログラムの手続きから，CALL定
数（CALL 'OYA'）で呼び出そうとした場合は，コンパイル時にエラーとなります。

• 別の翻訳単位のプログラムの手続きから，CALL定数（CALL 'OYA'）で呼び出そう
とした場合は，リンク時にエラーとなります。

• CALL一意名で呼び出そうとした場合は，実行時にエラーとなります。
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（b）再帰呼び出しの例

COBOL副プログラムの再帰呼び出し

（最外側のプログラムの再帰呼び出し）

（内側のプログラムの再帰呼び出し）

COBOL主プログラムの再帰呼び出し
Cプログラムなどを介して，制御プログラムから間接的に呼ばれる COBOL主プロ
グラムについても，再帰呼び出しができます。
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（4） 共通属性プログラム

プログラムの見出し部に COMMON句を指定した場合，共通属性プログラムとなりま
す。

共通属性プログラムは，その共通属性プログラムを直接含まない，内側のプログラムか
ら呼び出せます。
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18.5　静的なリンクと動的なリンク
ここでは，プログラム間連絡での静的なリンクと動的なリンクの違いについて説明しま
す。

リンク方法や，実行可能ファイルの作成方法については，「33　実行可能ファイルと共用
ライブラリの作成」を参照してください。また，共用ライブラリの静的なリンクと動的
なリンクについては，「18.6.2　共用ライブラリに含まれるプログラムの呼び出し方法」
を参照してください。

（1） 静的なリンク

静的なリンクとは
静的なリンクとは，オブジェクトファイルのリンク時にプログラムの呼び出しを解
決して，実行可能ファイルを生成するリンク方法です。
静的なリンクとは，次の両方のことを指します。
• オブジェクトファイルを静的に結合して，一つの実行可能ファイルを生成するこ
と

• 実行可能ファイルに共用ライブラリをリンクし，呼び出し先プログラム名の名前
解決を静的にすること

静的なリンクの長所と短所
静的にリンクすると，主プログラムがメモリにロードされるのと同時に，呼び出し
先プログラムもロードされます。そのため，プロセス起動時にはロード時間が掛か
りますが，CALL文でほかのプログラムを呼び出すとき，すでにメモリ上にプログ
ラムがロードされているので，高速に呼び出せます。

静的にリンクした方がよいケース
同じプログラムを何度も呼び出すようなプログラム構造の場合は，静的にリンクし
た方がプログラムの実行性能が良くなります。

（2） 動的なリンク

動的なリンクとは
動的なリンクとは，呼び出し先プログラムの情報を保持しない実行可能ファイルを
生成するリンク方法です。
動的なリンクでは，CALL文での呼び出し先プログラム（副プログラム）と呼び出
し元プログラム（主プログラム）とを別ファイルで生成しておきます。呼び出し先
プログラムは，呼び出し元プログラムが CALL文を実行したとき，メモリにロード
されます。

動的なリンクの長所と短所
動的にリンクすると，主プログラムがメモリにロードされても，副プログラムは
ロードされないため，プロセス起動時のロード時間が静的リンクより高速になりま
す。また，プログラムが消費するメモリ空間が少なくて済みます。しかし，CALL
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文の実行時に，呼び出し先プログラムのロードと検索処理が実行されるため，CALL
文の処理時間は遅くなります。

動的にリンクした方がよいケース
処理の流れによって呼ばれないことがある副プログラムがある場合は，動的にリン
クした方がプログラムの実行性能が良くなります。
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18.6　共用ライブラリに含まれるプログラムの
呼び出しと共用ライブラリのアンロード

18.6.1　共用ライブラリの概要
主プログラム（呼び出し元プログラム）と副プログラム（呼び出し先プログラム）を別
ファイルにして，呼び出し先プログラムを一つのファイルにまとめたものを共用ライブ
ラリといいます。

呼び出し先プログラムを共用ライブラリにすると，次の利点があります。

• 複数のユーザアプリケーションで一つの共用ライブラリを共用できます。このため，
メモリ空間が節約でき，スワップの回数も減らせます。

• 関数の引数と戻り値を変更しなければ，共用ライブラリ中の関数を変更しても実行可
能ファイルやほかの共用ライブラリの再コンパイルや再リンクは不要です。

• 不要となった共用ライブラリをメモリからアンロードすることによって，メモリを効
率良く使用できます。

18.6.2　共用ライブラリに含まれるプログラムの呼び出し方
法

共用ライブラリに含まれるプログラムの呼び出しには，静的なリンクによる呼び出しと，
動的なリンクによる呼び出しの二つの方法があります。

（1） 静的なリンク

呼び出し元プログラムのリンク時に共用ライブラリを指定して，呼び出し先プログラム
名を解決する方法です。この場合，実行可能ファイルがロードされるときに，共用ライ
ブラリもロードされます。

共用ライブラリを静的にリンクするには，呼び出し元プログラムから定数指定の CALL
文で，呼び出し先プログラムの共用ライブラリを呼び出します。

プログラム実行時，リンク時に指定した検索パスに共用ライブラリがないと，プロセス
起動エラーとなります。

（例）
副プログラムを含む共用ライブラリが CALL '定数 'で呼ばれ，実行可能ファイルの
作成時に共用ライブラリを指定してリンクした場合，静的なリンクでの呼び出しと
なります。
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（2） 動的なリンク

実行時に呼び出し先プログラムを検索する方式です。

共用ライブラリを動的にリンクするには，呼び出し元プログラムから
-DynamicLink,Callオプションを指定した場合の CALL文，または
-DynamicLink,IdentCallオプションを指定した場合の一意名指定の CALL文で，呼び出
し先プログラムの共用ライブラリを呼び出します。

動的なリンクの場合，CALL文実行時に動的なリンクによって共用ライブラリがロード
されます。

共用ライブラリのロード条件
CALL文で副プログラムを呼び出すか，または ADDR関数でプログラムのアドレス
を求める場合，次に示すプログラムの優先順位に従ってプログラムが検索され，見
つかったプログラムが呼び出されるか，またはアドレスが求められます。プログラ
ムが見つからなかった場合，動的なリンクによって，共用ライブラリがロードされ
ます。
プログラムの優先順位は次のとおりです。
1. 呼び出しできる内側のプログラム
2. 静的にリンクされた最外側のプログラム
3. すでにロードされている共用ライブラリ中のプログラム

実行性能を重視するシステムでは，検索対象となる共用ライブラリを限定するために，
動的なリンクで使用する環境変数の指定は有効です。動的なリンクで使用する環境変数
を次に示します。

• CBLLPATH（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)で有効）
• CBLLSLIB
• システム環境変数 LD_LIBRARY_PATH（Linux，Solaris(SPARC)で有効）
• CBLLTAG（AIX(32)，AIX(64)で有効）

環境変数 CBLLPATH（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)で有効）
検索対象となる共用ライブラリのディレクトリを指定します。

形式
CBLLPATH=検索ディレクトリ[:検索ディレクトリ]…

検索ディレクトリ
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動的にリンクする共用ライブラリのディレクトリを指定します。

規則
• 複数ディレクトリを検索対象とする場合，コロン（:）で区切って指定します。
• 動的なリンクの対象となる共用ライブラリは，次のディレクトリにある共用
ライブラリから順に，共用ライブラリの登録順で検索されます。
1.環境変数 CBLLPATH設定のディレクトリ下の共用ライブラリ
2.カレントディレクトリ下の共用ライブラリ

• 検索ディレクトリの指定がない場合は，カレントディレクトリ下の共用ライ
ブラリだけが動的なリンクの対象となります。

• 環境変数 CBLLPATHに指定した各ディレクトリ名称に，ロード対象の共用
ライブラリ名称を付加した文字列長は，終端 NULL文字を含めて 1,023バイ
トまでです。

環境変数 CBLLSLIB
検索対象となる共用ライブラリを指定します。

形式
CBLLSLIB=共用ライブラリ名称[:共用ライブラリ名称]…

共用ライブラリ名称
動的にリンクする共用ライブラリの名称を指定します。

規則
• 共用ライブラリ名称の指定方法には，共用ライブラリのファイル名称だけを
指定する方法と，ディレクトリを含めたファイル名称を指定する方法があり
ます。

• ファイル名称だけを指定した場合，カレントディレクトリの共用ライブラリ
だけが動的なリンクの対象となります。

• 複数の共用ライブラリを検索対象とする場合，コロン（:）で区切って指定し
ます。コロン（:）で区切られた最後の’/’は無視されます。

• 複数の共用ライブラリを検索対象とする場合，指定した順に検索を行うため，
指定順序によって検索時間を短縮できます。

注意事項
• Linuxまたは Solaris(SPARC)の場合，環境変数 CBLLSLIBにファイル名称
だけを指定したとき，カレントディレクトリは検索対象になりませんので，
必ず，システム環境変数 LD_LIBRARY_PATHで検索パスを設定してくださ
い。

• AIX(32)または AIX(64)の場合，アーカイブ形式の共用ライブラリも指定で
きます。

• 環境変数 CBLLSLIBの指定がない場合，ロード対象の共用ライブラリの検索
方法を次に示します。
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，または AIX(64)の場合は，環境変
数 CBLLPATHに指定したディレクトリおよびカレントディレクトリから検
索します。
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Linuxまたは Solaris(SPARC)の場合，動的なリンクを使用するとき，環境変
数 CBLLSLIBで共用ライブラリを必ず指定してください。環境変数
CBLLSLIBの指定がない場合には，検索する共用ライブラリがないことにな
ります。

システム環境変数 LD_LIBRARY_PATH（Linux，Solaris(SPARC)で有効）
共用ライブラリを動的にリンクする場合，検索ディレクトリを指定する環境変数
CBLLPATHは使用できません。
共用ライブラリの検索ディレクトリを指定する場合，システム環境変数
LD_LIBRARY_PATHで検索パスを設定する必要があります。システム環境変数
LD_LIBRARY_PATHについては，システムの ldコマンドのリファレンスを参照し
てください。

注意事項
• カレントディレクトリを検索ディレクトリとする場合でも，システム環境変
数 LD_LIBRARY_PATHで検索パスを設定してください。

環境変数 CBLLTAG（AIX(32)，AIX(64)で有効）
環境変数 CBLLTAGは，動的なリンクの動作を指示するオプションを指定します。

形式
CBLLTAG=オプション[:オプション]

オプション：SO／ NOSO，ARMBR／NOARMBR

規則
• 複数のオプションを指定する場合はコロン (:)で区切ります。
• この環境変数に指定できるオプションを次に示します。

SO／ NOSO
動的なリンクで，検索対象とする共用ライブラリの拡張子を選択できます。
SOを指定した場合は，拡張子「.so」の共用ライブラリを検索対象とします。
このオプションの標準値は SOです。
NOSOを指定した場合は，拡張子「.so」の共用ライブラリを検索対象としま
せん。ただし，すでにロードされている共用ライブラリには，このオプショ
ンは作用しません。すでにロードされている共用ライブラリとは，次に示す
共用ライブラリを指します。
・実行可能ファイル作成時にリンクした共用ライブラリ
・前に呼び出したプログラムのライブラリ作成時にリンクした共用ライブラリ
・ロード関数により，すでにロードされている共用ライブラリ
ARMBR／ NOARMBR
動的なリンクで，検索対象とするライブラリ種別を選択できます。
ARMBRを指定した場合は，アーカイブ化された共用ライブラリを検索対象
とします。このオプションの標準値は ARMBRです。
NOARMBRを指定した場合は，アーカイブ化された共用ライブラリを検索対
象としません。
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ARMBR／NOARMBRは，すでにロードされているアーカイブ化された共
用ライブラリについても有効となります。そのため，NOARMBRを指定した
場合は，実行可能ファイル作成時にリンクしたアーカイブ化された共用ライ
ブラリは検索対象になりません。

注意事項
• この環境変数を使用する場合は，プログラムの開発環境と実行環境で，必ず，
同じオプションを指定してください。

• 環境変数 CBLLSLIBに拡張子「.so」の共用ライブラリ指定した場合，環境
変数 CBLLTAGに NOSOを指定したときでも，環境変数 CBLLSLIBに指定
された共用ライブラリは検索対象となります。

• NOSO，NOARMBRオプションを指定する場合は，動的なリンクで呼び出す
サブプログラムは，次に示す点に注意して作成してください。

アーカイブ形式の共用ライブラリ（AIX(32)，AIX(64)で有効）
AIX(32)または AIX(64)では，共用ライブラリを arコマンドによってアーカイブ
ファイルにして（アーカイブ形式の共用ライブラリ），共有オブジェクトのメンバと
して扱うことができます。arコマンドの使用例は，「33　実行可能ファイルと共用
ライブラリの作成」を参照してください。
AIX(32)または AIX(64)で共用ライブラリを動的にリンクする場合，アーカイブ形
式の共用ライブラリ中のプログラムを動的なリンクで呼び出せます。

ロード対象
環境変数 CBLLSLIBにアーカイブ形式の共用ライブラリを指定した場合，アー
カイブファイルにある共有オブジェクトのメンバがロード対象になります。
環境変数 CBLLSLIBの指定がない場合，カレントディレクトリおよび環境変数
CBLLPATHで指定したディレクトリ下のすべての共用ライブラリがロード対
象となります。また，その共用ライブラリがアーカイブ形式の場合，ファイル
中の共有オブジェクトのメンバがロード対象となります。

注意事項
• ネストされたアーカイブは使用できません（ネストされたアーカイブとは，

arコマンドでいったん作成したアーカイブを，さらに arコマンドでアーカイ
ブ化することです）。

• アーカイブ形式の共用ライブラリに同じ名称のメンバが複数存在する場合は，
最初のメンバを対象とします。

• アーカイブ形式の共用ライブラリを静的にリンクした場合は，アーカイブ形
式でない共用ライブラリを静的にリンクした場合と同じく，リンク時に指定

指定するオプション 共用ライブラリファイル作成時の注意点

NOSOオプション 共用ライブラリファイルの拡張子は「.a」で作成してください。

NOARMBRオプション 共用ライブラリファイルは，ldコマンドで作成してください。
ldコマンドで作成した共用ライブラリを arコマンドでアーカイブファイ
ル化した場合は，動的なリンクで呼び出すことができません。
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した共用ライブラリが実行開始時にロードされます。

指定が必要なライブラリ（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)で有効）
動的なリンクを使用する場合，ELFアクセスライブラリ（libelf.sl）が必要です。

（例）
一意名指定の CALL文での呼び出しの場合は，動的なリンクでの呼び出しとなりま
す。

注意事項
• 環境変数の値は，プログラムで最初に呼ばれた CALL文の実行時に取得した値が，
そのプログラム中で有効になります。

（3） 注意事項
• マルチスレッド対応でない COBOLプログラムの場合，動的にロードされた共用ライ
ブラリは，COBOL実行環境の終了時にアンロードされます。したがって，atexitシ
ステム関数などのように，COBOL実行環境の終了後のタイミングで呼び出される関
数を共用ライブラリに登録する場合は，次の点に注意してください。
• COBOL実行環境終了後のタイミングで呼び出される関数は，動的にロードされる
共用ライブラリに含まれる関数であってはなりません。動的にロードされた共用ラ
イブラリがアンロードされると，その共用ライブラリに静的にリンクされた共用ラ
イブラリもアンロードされます。この場合，静的にリンクされた共用ライブラリに
登録する関数についても注意が必要です。

• 動的にロードされる共用ライブラリのアンロードを抑止するには，環境変数
CBLNO_LIBFREEを使用してください。環境変数 CBLNO_LIBFREEについて
は，「18.6.3　共用ライブラリのアンロード」を参照してください。

（4） プログラムのデバッグ

実行可能ファイルに静的にリンクした COBOLプログラムと同様に，動的にリンクした
共用ライブラリについてもテストデバッガを使用したデバッグができます。
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（5） 動的なリンクを使用するプログラム作成時の注意事項

プログラムの作成時には次のような注意が必要になります。

• Cプログラム，または -DynamicLinkオプションを指定しないでコンパイルした呼び
出し元プログラムから CALL文で呼び出し先プログラムを呼び出す場合，動的なリン
クは行いません。したがって，呼び出し先プログラムは次のような状態でなければな
りません。
• 主プログラムに静的にリンクされている。
• すでにロードされた共用ライブラリに含まれる。
• 呼び出し元プログラムと同じ共用ライブラリに含まれる。

また，呼び出し先プログラムが動的にロードされた共用ライブラリにある場合，その
共用ライブラリはアンロードされる場合があります。この場合，呼び出し元プログラ
ムを再実行したときの動作は保証しません。

• 動的にロードされる共用ライブラリに，静的にリンクされている共用ライブラリに含
まれる Cプログラムを呼び出す場合，次の注意が必要になります。
• Cプログラムには，外部属性を持つ変数の実体を定義してはならない。

動的なリンクによってロードされた共用ライブラリは，COBOLの実行環境終了時に
アンロードされます。このとき，システムによってアンロード対象の共用ライブラリ
に静的にリンクされている共用ライブラリもアンロードされます。この場合，外部属
性を持つ変数の実体がなくなるため，プログラムが正常に動作しなくなる場合があり
ます。

• Cプログラムで外部属性を持つ変数を参照する場合，その変数の実体はすでに実行さ
れたプログラムで定義しなければなりません。
未実行のプログラムで外部属性を持つ変数の実体が定義されている場合，そのプログ
ラムを含む共用ライブラリがアンロードされる場合があります。このため，外部属性
を持つ変数の実体がなくなり，プログラムが正常に動作しない場合があります。

• -DynamicLinkオプションを指定した COBOLオブジェクトファイルをリンクする場
合，-lelfオプションの指定が必要です。ccbl2002コマンドを使用してリンクまで実行
する場合，-DynamicLinkオプションを指定していると，ccbl2002コマンドがリンク
時に -lelfオプションを仮定します。

• HP-UX(IPF)または HP-UX(IPF64)の場合，実行可能ファイル中に存在するプログラ
ムを動的なリンクで呼び出すときは，実行可能ファイル作成（リンク）時に，-Eリン
カオプションの指定が必要です。
ccbl2002コマンドを使用してリンクまで実行する場合，-DynamicLink,Callオプショ
ンを指定していると，ccbl2002コマンドがリンク時に -Eリンカオプションを仮定し
ます。
-Eリンカオプションについては，システムのマニュアルを参照してください。

• Linuxの場合，実行可能ファイル中に存在するプログラムを動的なリンクで呼び出す
ときは，実行可能ファイル作成（リンク）時に，-Eまたは -export-dynamicリンカオ
プションの指定が必要です。
ccbl2002コマンドを使用してリンクまで実行する場合，-DynamicLinkオプションを
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指定していると，ccbl2002コマンドがリンク時に -Eリンカオプションを仮定します。
-Eリンカオプションについては，システムのマニュアルを参照してください。

• AIX(32)，AIX(64)の場合，動的なリンクを使用時に作業場所節のデータ記述項に
EXTERNAL句を指定し，データを共用するプログラムを使用するときは，実行可能
ファイル作成時に，次のリンカオプションを指定してください。
• -bexpallオプションまたは -bEオプション

EXTERNAL指定のデータ項目の名称を外部シンボルとしてエクスポートする場合
に指定します。
すべてのシンボルをエクスポートする場合は，-bexpallオプションを指定します。
エクスポートするシンボルを限定する場合は，-bEオプションでエクスポートする
EXTERNAL指定のデータ項目の名称を指定したファイルを指定します。

• -brtlオプション
実行時リンクを使用する場合に指定します。

すべてのシンボルをエクスポートして，EXTERNAL句を用いたデータの共用を行う
指定例を次に示します。

（例）
ccbl2002 -DynamicLink,Call -OutputFile prog1 prog1.cbl -Wl,-bexpall,-brtl

リンカオプションについては，システムのマニュアルの ldコマンドに関する説明を参
照してください。

• 利用者定義関数を含めた共用ライブラリは，動的なリンク（プログラム呼び出した時
にメモリにロードされるリンク方法）では呼び出せません。

プログラムの作成方法については，「33　実行可能ファイルと共用ライブラリの作成」を
参照してください。

（6） 動的なリンクを使用する場合の注意事項

動的なリンクでは，独自に共用ライブラリのロードやアンロードを管理しています。そ
のため，プログラムの実行中に，共用ライブラリのロードやアンロードに関連するシス

テム関数※を，ユーザプログラムから呼び出してはなりません。

注※
共用ライブラリのロードやアンロードに関連するシステム関数は，次のとおりです。

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合
shl_load，shl_unload

AIX(32)，AIX(64)，Linux，Solaris(SPARC)の場合
dlopen，dlclose

18.6.3　共用ライブラリのアンロード
動的なリンクによって呼び出された共用ライブラリだけがアンロードされます。
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（1） アンロード条件

動的にロードされた共用ライブラリは，COBOLの実行環境の終了時にアンロードされ
ます。

注意事項
次の場合，共用ライブラリはアンロードされません。
• マルチスレッド対応 COBOLプログラムの場合

（2） アンロードの抑止

環境変数 CBLNO_LIBFREEを使用すると，動的にロードされた共用ライブラリのアン
ロードを抑止できます。

環境変数 CBLNO_LIBFREE
COBOL実行環境の終了時に，動的にロードされた共用ライブラリのアンロードを
抑止します。

形式
CBLNO_LIBFREE=EXIT

規則
動的にロードされた共用ライブラリは，COBOL実行環境の終了時にアンロー
ドされます。atexitシステム関数などのように，COBOL実行環境の終了後の
タイミングで呼び出される関数を，共用ライブラリに登録する場合に，環境変
数 CBLNO_LIBFREEを使用し，関数の呼び出しに失敗し異常終了することを
回避します。

注意事項
• 環境変数 CBLNO_LIBFREEに EXITを指定した場合，動的にロードされた
すべての共用ライブラリが対象となります。
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18.7　実行可能ファイルの呼び出し
CALL文で実行可能ファイルの呼び出しができます。

実行可能ファイルとは，ccbl2002コマンドなどで作成した実行可能ファイルやシェルの
ように，単独で実行できるファイルのことです。

18.7.1　実行可能ファイル呼び出しの概要
CALL文で呼び出すプログラムの名称中にファイル拡張子の区切り文字のピリオド（.）
が含まれる場合（例：a.out），実行可能ファイルが指定されたものとみなされます。

注意事項
実行可能ファイルのファイル名を引用符（ " ）で囲むと，引用符（ " ）もファイル名
の一部として認識されます。

（例）
「PROG.1 ZIKKOU.out」というファイルがあった場合
　
・CALL ' PROG.1 ZIKKOU.out '
    →  「PROG.1 ZIKKOU.out」が呼び出される。
　
・CALL ' "PROG.1 ZIKKOU.out" '
    →  「"PROG.1 ZIKKOU.out"」と認識され，実行時エラーになる。

18.7.2　実行方式
CALL文で実行可能ファイルを指定すると，新しいプロセスが起動し，実行可能ファイ
ルは，そのプロセスで実行されます。呼び出し元のプログラムは，実行可能ファイルの
終了後，次の処理に移ります。

新しいプロセスが起動できない場合，CALL文に ON EXCEPTIONまたは ON 
OVERFLOWの指定があれば，この指定が有効となります。指定がなければ，共通例外
処理で定義した処理を実行します。共通例外処理を使用しないときは，エラーメッセー
ジが出力され，実行単位が異常終了します。

新しいプロセスのカレントディレクトリや環境変数などの実行環境は，呼び出し元のプ
ログラムの実行環境が引き継がれます。

外部属性を持つデータ項目のようなプログラム内で定義した情報は，呼び出し元プログ
ラムと呼び出し先プログラムとでプロセスが異なるため共用はできません。

18.7.3　実行可能ファイルの指定

（1） 実行可能ファイル名の指定方法

実行可能ファイル名は，CALL 定数，CALL 一意名のどちらでも指定できます。実行可
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能ファイルの指定方法には次の二つの方法があります。

• ディレクトリを含めたパス名で指定する。
• ディレクトリを含めないファイル名だけで指定する。

どちらの場合も，ファイル名は拡張子を含めて指定します。拡張子のないファイルを指
定するときは，ファイル名のあとに区切り文字のピリオド（.）を付けて指定します。

ファイル名がピリオド（.）で終わる場合，ファイル名の最後のピリオド（.）のあとに，
さらに実行可能ファイルの呼び出しであることを示す区切り文字のピリオド（.）を指定
します。

（2） ファイルの検索順序

パス名で指定した場合，実行されるファイルは，指定したディレクトリのファイルとな
ります。

ファイル名だけを指定した場合は，環境変数 PATH内に登録されているディレクトリか
ら検索され，最初に見つかったファイルが実行されます。

1. 環境変数 PATH内に登録されているディレクトリ

18.7.4　引数の受け渡し
実行可能ファイルが利用者引数（例えば，a.out AAAとして実行した場合の AAA）を必
要とする場合，実行可能ファイルに引数を渡すには次の方法があります。

（1） USING 一意名による方法

USING 一意名を指定すると，一意名に指定した値は，そのままの利用者引数となりま
す。

（例）
       01 PARM PIC X(3) VALUE 'AAA'.
           :
       CALL 'a.out' USING PARM.

この場合，「a.out AAA」という形で a.outが起動します。

複数の引数を渡す場合は，複数の一意名に分けて指定します。

なお，BY REFERENCE／ BY VALUE／ BY CONTENTなどの BY～指定に関係な
く，一意名に格納された値を引数として渡します。

18.7.5　実行可能ファイルの終了コードの取得
CALL文で実行可能ファイルを呼び出す場合，実行可能ファイルの終了コードは，呼び
出し元の RETURN-CODE特殊レジスタ，または CALL文の RETURNING指定で参照
できます。CALL文に RETURNING指定をした場合は，RETURN-CODE特殊レジス
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タでは参照できません。

上記のどちらの場合でも，UNIXでは利用しているシステムの仕様に従って，1バイト
（8ビット）で表現できる値が取得できます。

詳細は，「17.2　復帰コードと返却項目」を参照してください。

18.7.6　実行可能ファイルを呼び出す場合の注意事項
実行可能ファイルを呼び出す場合，次の点に注意する必要があります。

• 実行可能ファイルの呼び出しでエラーが発生した場合，SIGUSR1シグナルが発生し
ます。このため，次のような処理をする場合で，SIGUSR1シグナルの変更があると
きは，デフォルト状態へ変更するために SIG_DFLの割り当てを行う必要があります。
• 実行可能ファイルを呼び出す COBOLプログラムを，ほかのプログラムから呼び出
す場合

• ほかのプログラムから，実行可能ファイルを呼び出す COBOLプログラムに戻る場
合
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19　他言語とのプログラム間連
絡
この章では，COBOLプログラムとほかの言語で作成したプロ
グラムとを連携させる方法について説明します。

19.1　C言語との連携
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19.1　C言語との連携

19.1.1　概要

（1） COBOLプログラム，Cプログラム間でのプログラムの呼び出し

COBOLプログラムから Cプログラムを呼び出したり，逆に Cプログラムから COBOL
プログラムを呼び出したりできます。

ただし，COBOLプログラムを呼び出す Cプログラムや，COBOLプログラムから呼び
出される Cプログラムは，システムの規則に従って作成する必要があります。

（2） COBOLプログラム，Cプログラム間での引数の引き渡し方法

COBOLプログラムと Cプログラムとの間で引数を引き渡すには次の方法があります。

• ポインタ型で引き渡す方法
• 値渡しで引き渡す方法
• CALL文の引数に ADDRESS OF／ LENGTH OF一意名を指定する方法（ただし，

COBOLから Cを呼ぶ場合だけ）

（3） 64bitアプリケーション作成時の注意事項（UNIX64で有効）

Cプログラムは，64bitアプリケーションとして作成しなければならず，システムによっ
ては Cコンパイラのオプションが必要な場合があります。Cコンパイラのオプションに
ついては，システムのマニュアルを参照してください。64bitアプリケーションでは，ポ
インタ型および long型のサイズは 8バイトになります。

（4） 他言語で標準出力や標準エラー出力をする場合の注意事項

標準出力や標準エラー出力をしている他言語プログラムのあとに呼び出される COBOL
プログラムで，DISPLAY文や実行時メッセージを標準出力や標準エラー出力に出力して
いる場合，データの出力順が前後することがありますので，COBOLプログラムを呼び
出す前に標準出力や標準エラー出力のバッファをフラッシュしてください。

（5） Linux(x64) COBOL2002コンパイル時の注意

Linux(x64) COBOL2002は，スモールコードモデルのオブジェクトコードを生成しま
す。したがって，COBOLプログラムと連携させる C言語プログラムはスモールコード
モデルでコンパイルされている必要があります。スモールコードモデルの詳細および C
言語プログラムをスモールコードモデルでコンパイルする方法については，システムの
マニュアルを参照してください。
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19.1.2　Cプログラムから COBOLプログラムを呼び出す方
法

Cプログラムから COBOLプログラムを呼ぶときの規則を示します。

（1） Cから COBOLを呼ぶときの規則
• Cプログラム内で宣言された外部変数，および COBOLプログラム内の外部属性を持
つデータ項目は，それぞれのプログラムで参照できます。外部属性を持つデータ項目
の参照方法については，「19.1.4　外部属性を持つデータ項目の共用」を参照してくだ
さい。

• Cプログラムは，COBOLプログラムの RETURN-CODE特殊レジスタに設定された
戻り値を関数の戻り値として参照できます。COBOLプログラムが返す戻り値の有効
な範囲については，「17.2　復帰コードと返却項目」を参照してください。

• Cプログラムから COBOLプログラムを呼び出す場合，COBOL主プログラムと
COBOL副プログラムによって GOBACK文，EXIT PROGRAM文の動作が異なりま
す。詳細については，「16.3　COBOL実行単位の終了」を参照してください。

• Cプログラムから COBOLプログラムを呼び出して，浮動小数点型データの引数渡し
をする場合，Cプログラムでプロトタイプ宣言を行い，データ型を明確にする必要が
あります。また，COBOLプログラムの受け取り側作用対象は，次の規則に従う必要
があります。
1. 単精度浮動小数点型データの引数渡しをする場合，受け取り側作用対象の属性は

COMP-1とする。
2. 倍精度浮動小数点型データの引数渡しをする場合，受け取り側作用対象の属性は

COMP-2とする。

• 手続き部見出しに RETURNING指定がある場合，COBOLプログラムの返却項目は，
そのデータ項目に対応した C言語のデータ型にしなければなりません。
RETURNING指定がない場合は int型にしなければなりません。

• Cプログラムでは，COBOLプログラムの手続き部見出しの RETURNINGのデータ
項目（返却項目）に設定した戻り値を参照できます。RETURNING指定がない場合
は，RETURN-CODE特殊レジスタを参照します。

• COBOLプログラムに -MultiThreadオプションを指定した場合，システムのスレッ
ドライブラリを指定する必要があります。詳細は，「33　実行可能ファイルと共用ラ
イブラリの作成」を参照してください。マルチスレッド対応 COBOLプログラムにつ
いては，「25　マルチスレッド環境での実行」を参照してください。

• 利用者定義関数やメソッド定義は，Cプログラムから呼び出せません。

（2） COBOLのデータ項目と Cプログラムの型の対応

COBOLと Cのデータ型の対応を，次に示します。引数や戻り値などでデータを受け渡
す場合は，この規則に従う必要があります。
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表 19-1　COBOLのデータ項目と Cプログラムの型の対応
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15
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固定長集団項目 × × ○
※
1

可変長集団項目 × × ×

英字項目 ○
※
2

○
※
2

× ×

英数字項目 ○
※
2

○
※
2

× ×

英数字編集項目 × ×

外部 10進項目 ○
※
3

○
※
3

× ×

内部 10進項目 × ×

2進項目 ○
※
4
※
16

○
※
4

○
※
5

○
※
5

○
※
6
※
11
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※
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※
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※
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※
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× ×

COMP-X ○
※
7

○
※
7
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※
8
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※
8
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※
9

※
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○
※
9

※
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○
※
14

○
※
14

× ×

数字編集項目 × ×

外部浮動小数点数字項目 × ×

単精度内部浮動小数点数字項目 × × × × × × × × ○
※
10

× × ×

倍精度内部浮動小数点数字項目 × × × × × × × × × ○
※
10

× ×
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（凡例）
○：指定できる
空白：受け渡しできるかどうかはプラットフォームに依存するため，動作保証についてはユー
ザ責任とする
×：指定してはならない。指定したときの結果は保証しない

注※ 1
COBOLの集団項目を受け渡しする場合，Cプログラムでの境界調整を考慮して引数のデータ
項目を定義する必要があります。
COBOLの集団項目は，標準では各基本項目がすき間なく配置されるのに対し，Cプログラム
では計算機固有の境界に従って配置されます。このため，あらかじめ境界調整される分の未使
用領域を定義しておくなど，計算機固有の境界調整を意識したデータを定義しておくことを推
奨します。
なお，COBOLでは，SYNCHRONIZED句を指定することで計算機固有の境界調整に従って各
基本項目を配置できます。
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，および Linux(IPF64)では，プラットフォームの規約と

アドレスデータ項目 × × ○

指標データ項目 × ×

日本語項目 × ×

日本語編集項目 × ×

外部ブール項目 × ×

内部ブール項目 × ×

英数字定数 ○
※
2

○
※
2

× ×

数字定数 ○ × ×

浮動小数点数字定数 × × × × × × × × × ○ × ×

ZERO ○ × ×

NULL × × ○

オブジェクト参照項目 × ×

強く型付けされた集団項目 × ×
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COBOL言語仕様の差異によって，C言語モジュールとの間で次の構造体を値渡しの引数，ま
たは返却値として受け渡しした場合の動作は保証しません。
・float型のメンバだけで構成された構造体
・double型のメンバだけで構成された構造体
Linux(x64)では，プラットフォームの規約と COBOL言語仕様の差異によって，従属項目とし
て内部浮動小数点項目をもつ 16バイト以下の集団項目を値渡し（BY VALUE）の引数および返
却項目に指定した場合，C言語プログラムとの間での引数および返却項目の受け渡しは保証し
ません。
このような場合，次に示すどれかの方法でプログラムを修正する必要があります。
・集団項目ではなく同じサイズの文字列項目として値の受け渡しをする。
・値渡しではなく参照渡し（BY REFERENCE）または内容渡し（BY CONTENT）に変更す
る。
・集団項目のサイズが 16バイトを超えるようにする。
なお，-Lx64ConventionCheckオプションを指定すると，次の条件を満たす場合に警告レベル
のエラーメッセージが出力されます。
1.　サイズが 16バイト以下の集団項目を値渡しの引数および返却項目に指定している。
2.　1.の集団項目の従属項目に内部浮動小数点項目がある。
Linux(x86)では，プラットフォームの規約と COBOL言語仕様の差異によって，サイズが 1バ
イトの COBOL集団項目とサイズが 1バイトの C言語構造体との間で返却項目の受け渡しはで
きません。
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，および Solaris(SPARC)では，プラット
フォームの規約と COBOL言語仕様の差異によって，サイズが 1バイトの COBOL集団項目と
サイズが 1バイトの C言語構造体との間で値渡し（BY VALUE）の引数および返却項目の受け
渡しはできません。

注※ 2
標準文字集合で 1文字の場合は char型，2文字以上の場合は次の構造体と対応づけます（nは
文字数，nameは任意のフィールド名とします）。
struct {
　　char name[n];
};

注※ 3　SEPARATE指定なしの 1けたです。

注※ 4　-Bin1Byteオプションの指定がある場合，1～ 2けた（割り当てられる記憶域のサイズが 1
バイト）の整数です。

注※ 5
• -Bin1Byteオプションの指定がない場合，1～ 4けたの整数です。
• -Bin1Byteオプションの指定がある場合，3～ 4けた（割り当てられる記憶域のサイズが 2バイ
ト）の整数です。

注※ 6
UNIX32の場合，5～ 9けたの整数です。
UNIX64の場合，intまたは unsigned intのとき，5～ 9けたの整数です。

注※ 7　割り当てられる記憶域のサイズが 1バイトの場合，指定できます。

注※ 8　割り当てられる記憶域のサイズが 2バイトの場合，指定できます。

注※ 9
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UNIX32の場合，割り当てられる記憶域のサイズが 4バイトの場合，指定できます。
UNIX64の場合，intまたは unsigned intのとき，割り当てられる記憶域のサイズが 4バイト
の場合，指定できます。

注※ 10　Cプログラムから COBOLプログラムに引数を渡す場合，プロトタイプ宣言が必要です。

注※ 11　UNIX64の場合，longおよび unsigned longのとき，10～ 18けたの整数です。

注※ 12　UNIX64の場合，データ型が longおよび unsigned longで，割り当てられる記憶域のサイ
ズが 8バイトのときに指定できます。

注※ 13　10～ 18けたの整数です。

注※ 14　割り当てられる記憶域のサイズが 8バイトの場合，指定できます。

注※ 15　Solaris(SPARC)の場合，値渡し（BY VALUE）引数および返却項目のとき，C言語の
long long型または unsigned long long型の変数と値の受け渡しはできません。

注※ 16　符号修飾子を省略したとき，unsigned charと解釈する Cコンパイラを使用する場合，明
示的に signed charと書くか，または適切な Cコンパイラのオプションを指定して signed charと解
釈されるようにする必要があります。

（3） 引数の受け渡し

Cプログラムから COBOLプログラムへ引数を渡す方法を，次に示します。

（a）引数をポインタ型で受け取る例

Cプログラム
int SAMPLE2(int *,char *);
    :
int SAMPLE1(....)
{
int  cnt;
char  str[80];
    :
  SAMPLE2(&cnt,str);
    :
  return(0);
}

COBOLプログラム
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
           :
       LINKAGE SECTION.
       01 CNT PIC S9(9) USAGE COMP.
       01 STR PIC X(80).
           　
       PROCEDURE DIVISION USING BY REFERENCE CNT STR.
           :

• Cプログラムから COBOLプログラムへ引数がアドレスによって渡された場合，
COBOLプログラム内で受け取る引数に BY VALUEを指定してはいけません。

• COBOLプログラムは，Cプログラムから数字項目を受け取る場合，内部・外部 10進
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項目，内部・外部浮動小数点数字項目などの数字属性を意識する必要があります。

（b）引数を値渡しで受け取る例

Cプログラム
int  SAMPLE2(int,char);
int  SAMPLE1(....)
{
int  cnt;
char  str;
    :
  SAMPLE2(cnt,str);
    :
  return(0);
}

COBOLプログラム
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
           :
       LINKAGE SECTION.
       01 CNT PIC S9(9) USAGE COMP.
       01 STR PIC X(1).
           　
       PROCEDURE DIVISION USING BY VALUE CNT STR.
           :

• Cプログラムから COBOLプログラムへ引数が値渡しされた場合，PROCEDURE 
DIVISION USINGで BY VALUE指定する必要があります。

• Cプログラム内で設定する引数は，すべて値渡しである必要があります。
• COBOLのデータ項目と Cプログラムの型の対応については，「表 19-1　COBOLの
データ項目と Cプログラムの型の対応」を参照してください。

（4） 戻り値の受け渡し

COBOLプログラムから Cプログラムへ戻り値を返す方法を，次に示します。

（a）整数型のデータ項目を返す例

Cプログラム
extern int SAMPLE2();
    :
int main()
    {
    int rtc;
    :
    rtc = SAMPLE2();
    :
    }

COBOLプログラム
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
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           :
       LINKAGE SECTION.
       01 RTC PIC S9(9) USAGE COMP.
       PROCEDURE DIVISION RETURNING RTC.
           :
           MOVE 12345 TO RTC.
           EXIT PROGRAM.

（b）構造体型のデータ項目を返す例

Cプログラム
struct tbl{ int a; char b[10];};
extern struct tbl SAMPLE2();
int main()
    {
  struct tbl rtc;
    :
    rtc = SAMPLE2();
    :
    }

COBOLプログラム
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
           :
       LINKAGE SECTION.
       01 TBL.
         02 A PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 B PIC X(10).
           　
       PROCEDURE DIVISION RETURNING TBL.
           :
           EXIT PROGRAM.

注意事項
C言語の構造体の場合，要素の境界調整でパディング（領域間のギャップを埋める
ために挿入される暗黙の FILLER項目）が挿入されます。そのほかに，構造体のサ
イズを最大の基本要素サイズの倍数に切り上げるため，パディングが挿入されるこ
とがあります。この場合，パディングは構造体の末尾に挿入されます。例えば上記
の例の構造体 tblの場合，要素の合計のサイズは COBOLの集団項目 TBLと同じ
14バイトですが，構造体のサイズを 4バイト（最大の基本要素のサイズ）の倍数の
16バイトにするために，2バイトのパディングが構造体の末尾に挿入されます。こ
のため，COBOLの集団項目 TBLとはサイズが不一致になります。プラットフォー
ムによっては，このサイズの不一致が原因で，引数や戻り値の受け渡しで異常終了
や結果不正となることがあるため，次のどちらかの方法で C言語の構造体のサイズ
と COBOLの集団項目のサイズを一致させる必要があります。
• C言語の構造体のサイズを COBOLの集団項目のサイズに合わせる方法
構造体を詰めて配置する C言語の機能（C言語の言語仕様の #pragma packや C
言語のコンパイラのコンパイラオプションで提供されている）を使って構造体 tbl
のサイズを 14バイトにします。構造体を詰めて配置する C言語の機能について
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は，各システムの Cコンパイラのリファレンスを参照してください。
• COBOLの集団項目のサイズを C言語の構造体のサイズに合わせる方法

COBOLの集団項目 TBLのサイズを 16バイトにするために，COBOLの集団項
目 TBLの末尾に次の 2バイト分の FILLER項目を追加してください。

 
　　02 FILLER PIC X(2).
 

19.1.3　COBOLプログラムから Cプログラムを呼び出す方
法

COBOLプログラムから Cプログラムを呼ぶときの規則を示します。

（1） COBOLから Cを呼ぶときの規則
• COBOLプログラムを -DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，

-DebugData，-TDInf，-CVInfまたは -DebugRangeオプション指定でコンパイルし，
Cプログラムで例外処理をした場合，異常終了時の結果は保証しません。

• Cプログラム内で宣言された外部変数，および COBOLプログラム内の外部属性を持
つデータ項目はそれぞれのプログラムで参照できます。外部属性を持つデータ項目の
参照方法については，「19.1.4　外部属性を持つデータ項目の共用」を参照してくださ
い。

• COBOLプログラムは，Cプログラムの return文で設定された関数値を
RETURN-CODE特殊レジスタとして参照できます。Cプログラムが返す関数値の有
効な範囲については，「17.2　復帰コードと返却項目」を参照してください。

• COBOLプログラムから Cプログラムを呼び出して，内部浮動小数点項目の引数渡し
をする場合，受け取りのデータ型は次の規則に従う必要があります。
1. 単精度内部浮動小数点項目の引数渡しをする場合，受け取りのデータ型は floatと
する。

2. 倍精度内部浮動小数点項目，または浮動小数点数字定数の引数渡しをする場合，受
け取りのデータ型は doubleとする。

• CALL文に RETURNING指定がある場合，Cプログラムの戻り値は，そのデータ項
目に対応した C言語のデータ型にする必要があります。RETURNING指定がない場
合は int型にする必要があります。

• COBOLプログラムでは，Cプログラムの return文で設定した戻り値を，呼び出され
た CALL文に指定した RETURNINGのデータ項目として参照できます。
RETURNING指定がない場合は RETURN-CODE特殊レジスタで参照します。

• CALL 一意名で Cプログラムを呼ぶ場合，次の点に注意する必要があります。
• 共用ライブラリ中の Cプログラムを呼ぶ場合，共用ライブラリのエクスポート情報
中にプログラム名がなければなりません。このため，リンク時にオプションの指定
によってプログラムをエクスポートしなかった場合，そのプログラムは CALL 一意
名では呼び出せません。
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（2） Cプログラムの型と COBOLでの宣言

Cプログラムのデータ型と，対応する COBOLのデータ項目の型を，次に示します。

Cプログラムの
データ型

対応する COBOLのデータ項目の型

unsigned char -Bin1Byte指定
あり

符号なし 2進項目
（1～ 2けた）

9(1) COMP ～ 9(2) COMP

-Bin1Byte指定
なし

9(1) COMP-X ～ 9(2) COMP-X

－ 英数字項目（1けた） X(1)

char -Bin1Byte指定
あり

符号付き 2進項目
（1～ 2けた）

S9(1) COMP ～ S9(2) COMP※5

－ 英数字項目（1けた） X(1)

unsigned short － 符号なし 2進項目
（3～ 4けた）

9(3) COMP ～ 9(4) COMP
9(3) COMP-X ～ 9(4) COMP-X

short － 符号付き 2進項目
（3～ 4けた）

S9(3) COMP ～ S9(4) COMP

unsigned int － 符号なし 2進項目
（5～ 9けた）

9(5) COMP ～ 9(9) COMP
9(5) COMP-X ～ 9(9) COMP-X

int － 符号付き 2進項目
（5～ 9けた）

S9(5) COMP ～ S9(9) COMP

unsigned long － 符号なし 2進項目
（5～ 9けた）※ 1

9(5) COMP ～ 9(9) COMP
9(5) COMP-X ～ 9(9) COMP-X

符号なし 2進項目
（10～ 18けた）※ 2

9(10) COMP ～ 9(18) COMP
9(10) COMP-X ～ 9(18) COMP-X

long － 符号付き 2進項目
（5～ 9けた）※ 1

S9(5) COMP ～ S9(9) COMP

符号付き 2進項目
（10～ 18けた）※ 2

S9(10) COMP ～ S9(18) COMP

unsigned long 
long※ 4

－ 符号なし 2進項目
（10～ 18けた）

9(10) COMP ～ 9(18) COMP
9(10) COMP-X ～ 9(18) COMP-X

long long※ 4 － 符号付き 2進項目
（10～ 18けた）

S9(10) COMP ～ S9(18) COMP

float － 単精度内部浮動小数
点数字項目

COMP-1

double － 倍精度内部浮動小数
点数字項目

COMP-2

ポインタ型 － アドレス名，アドレ
スデータ項目

ADDRESS

配列型 － アドレスデータ項目 ADDRESS
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（凡例）
－：該当しない

注※ 1　UNIX32の場合です。

注※ 2　UNIX64の場合です。

注※ 3
COBOLの集団項目を受け渡しする場合，Cプログラムでの境界調整を考慮して引数のデータ
項目を定義する必要があります。
COBOLの集団項目は，標準では各基本項目がすき間なく配置されるのに対し，Cプログラム
では計算機固有の境界に従って配置されます。このため，あらかじめ境界調整される分の未使
用領域を定義しておくなど，計算機固有の境界調整を意識したデータを定義しておくことを推
奨します。
なお，COBOLでは，SYNCHRONIZED句を指定することで計算機固有の境界調整に従って各
基本項目を配置できます。
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，および Linux(IPF64)では，プラットフォームの規約と
COBOL言語仕様の差異によって，C言語モジュールとの間で次の構造体を値渡しの引数，ま
たは返却値として受け渡しした場合の動作は保証しません。
・float型のメンバだけで構成された構造体
・double型のメンバだけで構成された構造体
Linux(x64)では，プラットフォームの規約と COBOL言語仕様の差異によって，従属項目とし
て内部浮動小数点項目をもつ 16バイト以下の集団項目を値渡し（BY VALUE）の引数および返
却項目に指定した場合，C言語プログラムとの間での引数および返却項目の受け渡しは保証し
ません。
このような場合，次に示すどれかの方法でプログラムを修正する必要があります。
・集団項目ではなく同じサイズの文字列項目として値の受け渡しをする。
・値渡しではなく参照渡し（BY REFERENCE）または内容渡し（BY CONTENT）に変更す
る。
・集団項目のサイズが 16バイトを超えるようにする。
なお，-Lx64ConventionCheckオプションを指定すると，次の条件を満たす場合に警告レベル
のエラーメッセージが出力されます。
1.　サイズが 16バイト以下の集団項目を値渡しの引数および返却項目に指定している。
2.　1.の集団項目の従属項目に内部浮動小数点項目がある。
Linux(x86)では，プラットフォームの規約と COBOL言語仕様の差異によって，サイズが 1バ
イトの COBOL集団項目とサイズが 1バイトの C言語構造体との間で返却項目の受け渡しはで
きません。
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，および Solaris(SPARC)では，プラット
フォームの規約と COBOL言語仕様の差異によって，サイズが 1バイトの COBOL集団項目と
サイズが 1バイトの C言語構造体との間で値渡し（BY VALUE）の引数および返却項目の受け
渡しはできません。

注※ 4　Solaris(SPARC)の場合，値渡し（BY VALUE）引数および返却項目のとき，C言語の long 
long型または unsigned long long型の変数と値の受け渡しはできません。

構造体※ 3 － 集団項目 －

Cプログラムの
データ型

対応する COBOLのデータ項目の型
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注※ 5　符号修飾子を省略したとき，unsigned charと解釈する Cコンパイラを使用する場合，明示
的に signed charと書くか，または適切な Cコンパイラのオプションを指定して signed charと解釈
されるようにする必要がある。

（3） 引数の受け渡し

COBOLプログラムから Cプログラムへ引数を渡す方法を，次に示します。

（a）引数をポインタ型で引き渡す例

COBOLプログラム
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 CNT PIC S9(9) USAGE COMP.
       01 STR.
         02 STRCHAR PIC X(79).
         02 FILLER  PIC X VALUE LOW-VALUE.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
         CALL 'sample2' USING BY REFERENCE CNT STR.
           : 

Cプログラム
int  sample2(int *cnt, char *str)
{
    :
  return(0);
}

• COBOLプログラムから Cプログラムに BY VALUE指定なしで引き渡す引数は，す
べてポインタ型として引き渡されます。このため，Cプログラム内で受け取る引数は，
すべてポインタ型で宣言する必要があります。

• Cプログラムは，COBOLプログラムから数字項目を受け取る場合，内部・外部 10進
項目，内部・外部浮動小数点数字項目などの数字属性を意識する必要があります。

（b）引数を値渡しで引き渡す例

COBOLプログラム
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 CNT PIC S9(9) USAGE COMP.
       01 STR PIC X(1).
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
         CALL 'sample2' USING BY VALUE CNT STR.
           :

Cプログラム
int  sample2(int cnt, char str)
{
    :
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  return(0);
}

• Cプログラム内で受け取る引数は，BY VALUE指定の場合は値渡しで受け取ります。
CALL文の BY VALUEで指定した COBOLのデータ項目に対する C言語のデータ型
の対応については，「表 19-1　COBOLのデータ項目と Cプログラムの型の対応」を
参照してください。

• BY VALUE指定時，引数は次のように設定されます。
• 単精度内部浮動小数点数字項目は 4バイトで，倍精度内部浮動小数点数字項目は 8
バイトで設定されます。

• 数字定数，および ZEROは 4バイトの 2進形式として設定されます。
• 浮動小数点数字定数は倍精度浮動小数点形式として設定されます。

（c）CALL文の引数に ADDRESS OF 一意名，LENGTH OF 一意名を指定した例

COBOL主プログラム
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 WK-1.
         02 W01    PIC X(30)
            VALUE 'ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234'.
         02 FILLER PIC X VALUE LOW-VALUE. …5.
       PROCEDURE  DIVISION.
           CALL 'SAMPLE2'
                USING BY REFERENCE WK-1. …1.
           CALL 'SAMPLE3'
                USING BY REFERENCE ADDRESS OF WK-1. …2.
           CALL 'SAMPLE4'
                USING BY CONTENT LENGTH  OF WK-1. …3.
           CALL 'SAMPLE5'
                USING BY VALUE LENGTH  OF WK-1. …4.
           STOP RUN.
       END PROGRAM SAMPLE1.

C副プログラム
#include <stdio.h>
 int SAMPLE2(char *p_ptr_r)
 {
   printf("first char(r) =(%s)¥n",p_ptr_r);   … 1.
    :
 }
 int SAMPLE3(char **p_ptr_ra)
 {
   printf("first char(ra)=(%s)¥n",*p_ptr_ra);   … 2.
    :
 }
 int SAMPLE4(
     int *p_ptr_cl  /* この引数の型はUNIX32の場合  */
                    /* UNIX64の場合は long long *  */
     )
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 {
   printf("length(p)     =(%d)¥n",*p_ptr_cl);   … 3.
    :
 }
 int SAMPLE5(
     int p_ptr_vl  /* この引数の型はUNIX32の場合  */
                   /* UNIX64の場合は long long    */
     )
 {
   printf("length(p)     =(%d)¥n",p_ptr_vl);   … 4.
    :
 }

1. BY REFERENCE指定の CALL文で渡される値は，指定された一意名のアドレスで
す。

2. ADDRESS OFで修飾した場合に渡される値は，一意名のアドレスではなく，一意名
のアドレスが入っている領域のアドレスとなります。

3. LENGTH OFで修飾した CONTENT指定では，一意名の長さが入っている領域のア
ドレスが渡されます。

4. LENGTH OFで修飾した VALUE指定では，一意名の長さが値として渡されます。
5. Cプログラム中で文字列として参照するため，COBOLプログラム中で英数字項目の
終端に NULL文字（X'00'）を設定しています。

BY REFERENCE指定で渡される引数の値

実行結果
first char(r) =(ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234)
    :
first char(ra)=(ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234)
    :
length(p)     =(31)
    :
length(p)     =(31)
    :

（4） 戻り値の受け渡し

Cプログラムから COBOLプログラムへ戻り値を返す方法を，次に示します。
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（a）整数型のデータ項目をリターンする例

COBOLプログラム
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 RTC PIC S9(9) USAGE COMP.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           CALL 'sample2' RETURNING RTC.

Cプログラム
int sample2()
  {
  int rtc;
    :
  return (rtc);
  }

（b）構造体型のデータ項目をリターンする例

構造体型のデータ項目をリターンする場合，COBOLプログラムと Cプログラムでは境
界調整によってデータのマッピング方法が異なることがあるので注意が必要です。

COBOLプログラム
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 TBL.
         02 A PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 B PIC X(10).
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           CALL 'sample2' RETURNING TBL.

Cプログラム
struct tbl {int a; char b[10];};
struct tbl sample2()
{
    struct tbl rtn;
    :
    return (rtn);
}

注意事項
C言語の構造体の場合，要素の境界調整でパディング（領域間のギャップを埋める
ために挿入される暗黙の FILLER項目）が挿入されます。そのほかに，構造体のサ
イズを最大の基本要素サイズの倍数に切り上げるため，パディングが挿入されるこ
とがあります。この場合，パディングは構造体の末尾に挿入されます。例えば上記
の例の構造体 tblの場合，要素の合計のサイズは COBOLの集団項目 TBLと同じ
14バイトですが，構造体のサイズを 4バイト（最大の基本要素のサイズ）の倍数の
16バイトにするために，2バイトのパディングが構造体の末尾に挿入されます。こ
のため，COBOLの集団項目 TBLとはサイズが不一致になります。プラットフォー
ムによっては，このサイズの不一致が原因で，引数や戻り値の受け渡しで異常終了



19.　他言語とのプログラム間連絡

377

や結果不正となることがあるため，次のどちらかの方法で C言語の構造体のサイズ
と COBOLの集団項目のサイズを一致させる必要があります。
• C言語の構造体のサイズを COBOLの集団項目のサイズに合わせる方法
構造体を詰めて配置する C言語の機能（C言語の言語仕様の #pragma packや C
言語のコンパイラのコンパイラオプションで提供されている）を使って構造体 tbl
のサイズを 14バイトにします。構造体を詰めて配置する C言語の機能について
は，各システムの Cコンパイラのリファレンスを参照してください。

• COBOLの集団項目のサイズを C言語の構造体のサイズに合わせる方法
COBOLの集団項目 TBLのサイズを 16バイトにするために，COBOLの集団項
目 TBLの末尾に次の 2バイト分の FILLER項目を追加してください。

 
　　02 FILLER PIC X(2).
 

19.1.4　外部属性を持つデータ項目の共用
COBOLプログラムで定義した外部属性を持つデータ項目を Cプログラムと共有する方
法を，次に示します。

なお，外部属性を持つデータ項目の共有属性については，「4.2.2　外部属性
（EXTERNAL句）」を参照してください。

COBOLプログラム
                      :
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 EXTREC IS EXTERNAL.        ………… EXTERNAL領域定義
         02 EXT-REC1 PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 EXT-REC2 PIC S9(4) USAGE COMP.
         02 EXT-REC3 PIC X(14).
                      :

Cプログラム
struct extarea{
    int   ext_rec1;
    short ext_rec2;
    char  ext_rec3[14];
};
int sample2()
{
  extern struct extarea EXTREC;  ……… 外部参照宣言
  if (EXTREC.ext_rec1 == 1){
      EXTREC.ext_rec2 = 2;
  }
  return(0);
}

COBOLプログラムで外部属性を持つデータ項目を指定した場合，Cプログラムからこ
れを参照，更新できます。このときの注意事項を次に示します。

• Cプログラムで参照する外部変数名には，COBOLプログラムで定義したデータ項目
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の名称を使用してください。ただし，-EquivRule,NotAnyオプションが指定されてい
ない場合，COBOLプログラム中のデータ項目名に英小文字を用いると英大文字に変
換されるので，外部変数名に英小文字は使用できません。
また，外部変数名には，2バイトコードや，ハイフン（-），下線（_），#なども使用で
きません。

• COBOLプログラム内で定義するデータ項目の名称は，最外側のプログラム名と異な
る名称にしてください。

• Cプログラムとの間では，EXTERNAL句による属性チェックはされません。このた
め，Cプログラムで外部属性を持つデータ項目の参照，および更新する場合，各デー
タ項目の属性，位置，サイズを同じにする必要があります。

• EXTERNAL句に INDEXED BY指定をした場合，Cプログラムからの参照や更新は
できません。

• EXTERNAL句に DYNAMICを指定した場合，Cプログラムからの参照や更新はでき
ません。

• 外部属性を持つデータ項目が日本語の場合，Cプログラムからの参照や更新はできま
せん。

19.1.5　COBOLプログラムと Cプログラムのリンク方法
COBOLプログラムと Cプログラムをリンクする方法については，「33　実行可能ファイ
ルと共用ライブラリの作成」を参照してください。
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第 6編　オブジェクト指向機能

20　オブジェクト指向機能
オブジェクト指向機能は，メッセージのやり取りによる処理，
カプセル化，継承など，オブジェクト指向技術を導入した
COBOL言語仕様です。
この章では，オブジェクト指向の考え方やオブジェクト指向機
能の特徴について説明します。また，オブジェクト指向機能の
基本概念や用語についても説明します。

20.1　オブジェクト指向の紹介

20.2　COBOL2002でのオブジェクト指向機能
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20.1　オブジェクト指向の紹介
ここでは，オブジェクト指向について説明します。

20.1.1　ソフトウェア開発の現状
ソフトウェア開発の技術は，今日まで目覚ましい発展を遂げてきました。次々に新しい
技術が生まれ，ソフトウェアの規模は拡張されてきました。しかし，ソフトウェアの拡
張に伴い，さまざまな問題が出てきました。

（1） 生産面での問題点

従来のプログラムは，ある特定の業務を処理するために開発される，機能中心のもので
した。このようにして設計されるプログラムは，適用される業務が限定され，それ以外
の業務には対応できない柔軟性に欠けたものでした。そのため，プログラマは業務ごと
に新しいプログラムを設計しなければならず，作業に多くの時間を必要としていました。

（2） 信頼面での問題点

従来のプログラミング言語によるプログラムでは，処理形式などの標準化が徹底されて
いないため，既存のプログラムを再利用するのが難しく，新しいプログラムのほとんど
は最初から設計されていました。また，従来のプログラム設計では最後まで設計が終了
し，実際に実行させないと期待どおりの動きをするかどうかがわかりませんでした。そ
のため，設計に必要な時間の割に信頼性の低いプログラムしか作成できませんでした。

（3） 保守面での問題点

従来のプログラミング言語によるプログラムを変更または修正するのには，大変な手間
と時間が掛かりました。変更，修正がうまくできずに性能が劣化したり，使えなくなる
場合もありました。これは，データ間またはプログラム間の依存度が高いため，一つの
変更が，予想外の結果まで引き起こすことが頻発したからです。

これらの問題点に対応するための手段として，オブジェクト指向によるシステム開発技
法があります。オブジェクト指向とは，どのようなものかを次に示します。

20.1.2　オブジェクト指向
オブジェクトとは，英語で「もの」という意味です。この言葉からもわかるように，オ
ブジェクト指向とは，現実にある「もの」や，「もの」同士が作用し合うことによって作
り出される「現象」を，そのままコンピュータの世界に反映しようという考えです。

（1） データ中心の考え方（生産面での問題点の解決）

従来の COBOLプログラミングでは，実現したいシステムの処理（機能）を分析し，機
能ごとのモジュールを段階的に，細かく分割する手法がとられます。こうした分割手法
では，あるモジュールはその上位のモジュールの機能を実現するために必要な機能の一
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つとして存在します。このため，あるモジュールをまったく別のモジュール機能として，
部分的に再利用するのは困難です。また，プログラムを変更したり拡張したりする際に
は，機能を実現するために使用されるデータが，どこで，何の目的で参照・設定されて
いるのかを把握しなければなりませんでした。

オブジェクト指向では，実現したいシステムで使用されるデータを中心に考えます。シ
ステムの中で何らかの役割を担うデータをオブジェクトとして抽出し，データとその
データに対して与えられる機能を一まとまりにしてモジュールを構成します。つまり，
データを基にモジュールを分割する手法です。

このようにモジュールを分割すれば，同じデータを使用するシステムには，モジュール
を再利用できます。また，データを直接参照・設定する部分がそのモジュールに限られ
るため，プログラムの修正や拡張も容易になります。

（2） オブジェクトの構造

オブジェクトとは，処理対象のデータとそのデータを操作する手続き（属性とサービス）
をカプセル化したものです。次に例を挙げて説明します。

（例）　Aさんの銀行口座のオブジェクト

Aさんは，ある銀行に普通預金の口座を開設しています。ここでは，普通預金の口座を
例にして，オブジェクトを説明します。

Aさんの普通預金口座での処理をオブジェクト指向で実現させるために，必要な情報を
抽出します。まず，この口座が Aさんのものであるという情報が必要です。これらは，
次に示す情報で表されます。

• 名前
• 口座番号

次に，Aさんの口座の状態を知るための情報を示します。

• 残高
• 利率

これらが，Aさんの口座であるということと，その口座の状態を認識するのに必要な情
報です。これらの情報に対し，銀行の普通預金口座として機能を果たすために必要な動
作として，次の三つを挙げてみます。

• 預け入れ
• 引き出し
• 振り込み

Aさんの口座は，「名前」や「口座番号」で認識され，「残高」に対し「預け入れ」や
「引き出し」の処理を行うことができます。オブジェクト指向では，これらの情報をデー
タ，処理をメソッド（英語で手段を表す言葉）と表現します。

このような，Aさんの普通預金口座のオブジェクトは，次のような概念図で表せます。
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以後，このマニュアルではオブジェクトの概念図をこのように表します。

（3） カプセル化（保守面での問題点の解決）

オブジェクトを表す概念図は，オブジェクトのデータおよびメソッドの実装が隠ぺいさ
れている状態を示しています。オブジェクト内のデータは，原則としてそのオブジェク
トのメソッドによってだけ操作されます。また，オブジェクト内で変化したデータの値
が，そのオブジェクトの外部のデータ値に，暗黙的に影響を与えることもありません。

このように，データもメソッドの実装もオブジェクト内に閉じ込め，外部から隠ぺいす
ることを，カプセル化といいます。

このカプセル化は，従来のプログラミング言語によるシステム開発で課題となっていた，
データ間またはデータとプログラムの依存度の高さによって発生する変更時の障害を解
消します。

（4） クラス

クラスとは，オブジェクトを生成するときの型のことです。オブジェクト指向では，ク
ラスを使用してオブジェクトのデータ属性やメソッドを定義し，オブジェクトをカプセ
ル化します。

クラスとオブジェクトの関係を銀行口座を例にして説明します。

銀行口座に必要なデータ（名前，口座番号など）と，それらのデータを操作するメソッ
ド（預け入れ，引き出しなど）は，銀行口座クラスとして定義します。こうして定義さ
れたクラスは，オブジェクトを生成するための型であり，だれの口座でもありません。
実際の口座は，銀行口座クラスを基にオブジェクトとして生成します。各人の口座の
データの定義は同じですが，名前，口座番号などのデータには，それぞれ異なる値が設
定されます。
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（a）インスタンスオブジェクト

クラスから生成されるオブジェクトの実体のことを，インスタンスオブジェクトといい
ます。

一つのクラス定義から，複数のインスタンスオブジェクトを生成できます。生成された
インスタンスオブジェクトは，定義されたデータを個別に持っています。そのため，同
じクラスから生成されても，それぞれのインスタンスオブジェクトは，固有のデータ値
を持っています。

（b）ファクトリオブジェクト

同じクラスから生成されたインスタンスオブジェクトは，それぞれ固有のデータ値を
持っています。しかし，中には口座オブジェクトの「利率」のように，各オブジェクト
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に共通するデータ値もあります。このようなデータをすべてのオブジェクトが持ってい
てもかまいませんが，まとめて 1か所に保持しておく方が，保守しやすいオブジェクト
になります。

ファクトリオブジェクトは，このように全オブジェクトに共通するデータを，1か所で管
理するためのオブジェクトです。

例えば，「利率」を変更する場合，各インスタンスオブジェクトがそれぞれ「利率」を
持っていると，それらをすべて変更しなければなりません。しかし，「利率」がファクト
リオブジェクトに保持されていれば，ファクトリオブジェクトの「利率」だけを変更す
ればよいのです。

ファクトリオブジェクトは，一つのクラスに対して一つだけ存在します。

（5） メソッドの呼び起こし（メッセージパッシング）

オブジェクト指向では，データと処理は，それぞれにカプセル化されます。カプセル化
されたデータは，他オブジェクトからの影響を受けてはなりません。このカプセル化と
いう概念を守りながら，処理プログラムを実行させるために，オブジェクト指向では
メッセージを使用します。

メッセージとは，クラスからオブジェクトを生成させたり，またはあるオブジェクトが
自分では処理できない問題の解決を，その処理ができるほかのオブジェクトに依頼する
ときに使用されるものです。次に例を示します。
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（例）Aさんが Bさんの口座に現金を振り込む場合

Aさんが Bさんの口座に 1万円を振り込もうとしています。しかし，Aさんの口座オブ
ジェクトのメソッドは，Bさんの口座オブジェクトのデータを操作できません。そこで，
Bさんの口座オブジェクトに次のようなメッセージを送ります。

このようにして，メッセージを介してオブジェクトのメソッドを操作することをメソッ
ドの呼び起こし（メッセージパッシング）といいます。

（6） 継承（信頼面での問題点の解決）

継承とは，あるクラスが持つ性質をほかのクラスが受け継ぐことです。例えば，銀行が
従来のサービスに新たなサービスを加えて，新しいサービスを提供する制度を設けよう
とした場合，継承を利用します。次に例を示します。
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注
継承の矢印は，あるクラスがどのクラスを継承しているのかを示します。例えば，
クラス Bがクラス Aを継承しているとき，矢印の向きもクラス Bがクラス Aを指
します。

従来のサービスを持つクラスを継承したクラスでは，新しく追加するサービスだけを定
義します。継承によって，従来のサービスが受け継がれ，使用できるようになっている
ので，これらのサービスについては定義する必要はありません。また，受け継いだ性質
の再定義もできます。

このように，継承によって既存のクラスを利用して新しいクラスを作成すると，原始プ
ログラム中のコーディングの重複が避けられるので保守資産の増加を抑えられ，システ
ム開発にかかる労力を短縮できます。また，既存のクラスを利用することで，最初から
品質が保証されている，信頼性の高いクラスを作成できます。

なお，このマニュアルでは継承されるクラスを「スーパクラス」，継承するクラスを「サ
ブクラス」といいます。

（7） インタフェース

インタフェースは，このあとに説明する適合やポリモルフィズムに深くかかわっている
重要な概念です。インタフェースは，オブジェクトがどのようなサービスを提供するの
かを表します。具体的には，オブジェクトが持つメソッドの名前とパラメタの並び（こ
れらをまとめて，メソッド原型といいます）の集まりから成ります。インタフェースは，
オブジェクトが持つすべてのメソッド原型を表現することも，一部を表現することもで
きます。
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（a）メソッド名

メソッドには，それぞれ名前が付いています。メソッド名を，メソッドが提供するサー
ビス，つまり実装を簡潔に表すものにすると，プログラムが理解しやすくなります。メ
ソッド名は，一つのクラス中で一意でなければなりません。ただし，クラスが違えば，
異なるサービスを提供するメソッドに対し，同じメソッド名を付けてかまいません。

（b）パラメタ

パラメタには，処理するデータと，その処理の結果を返すデータを指定します。

注
メソッド実装とは，メソッド内の実処理を示します。

（8） ポリモルフィズム

ポリモルフィズムとは，同じメッセージを送っても，メッセージを受け取るオブジェク
トの生成元のクラスが異なれば，そのオブジェクトごとに異なる処理が行われる仕組み
です。この仕組みを使用すると，複数の処理を一つのメッセージで実現できます。

次に例を示します。

（例）普通預金口座および当座預金口座からの引き出し

普通預金口座および当座預金口座は，それぞれ別のクラスから生成されたオブジェクト
です。クラスが異なるので，それぞれのオブジェクトのメソッドに同じ名前を付けるこ
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とができます。

これらのオブジェクトは，「引き出してください。」というメッセージを受け取ることが
できます。普通預金口座クラスのオブジェクトのメソッドは普通預金から現金を引き出
します。当座預金口座クラスのオブジェクトのメソッドは，当座預金からの引き出しを
要求する小切手をチェックして，現金を引き出します。つまり，同じメッセージであっ
てもそれを受け取るオブジェクトのクラスが異なっていれば，異なる動作をするわけで
す。

ポリモルフィズムの仕組みは，メッセージのやり取りの単純化に役立ちます。また，新
規に受け手のクラスを定義しても，メッセージの送り手側を修正する必要がないため，
再利用性や保守性を向上させることができます。
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注
COBOL2002では，メソッドが適合していなければメソッドに同じ名前を付けるこ
と（オーバライド）は，できません。
メソッドが適合しているかどうかは，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　5.2.7(1) オブジェクト指向での「適合」」の規則に従ってチェックされます。
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20.2　COBOL2002でのオブジェクト指向機能

「20.1　オブジェクト指向の紹介」で紹介したオブジェクト指向を実現する言語仕様とし
て，COBOL2002ではオブジェクト指向機能があります。ここでは，オブジェクト指向
機能について簡単に説明します。

20.2.1　オブジェクト指向機能による定義

（1） クラスの定義

オブジェクト指向を取り入れたプログラム開発を，COBOL2002で実現するためには，
プログラム定義とクラス定義が必要です。

（a）プログラム定義

プログラム定義では，リポジトリ段落に使用するクラス名を指定します。また，インス
タンスオブジェクトを生成する場合，オブジェクトを識別するためのオブジェクト参照
を定義します。手続き部では，メソッドを呼び起すための手続き文である INVOKE文を
記述します。

リポジトリ段落の言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編
　8.2.7 リポジトリ段落（REPOSITORY）」を参照してください。

（b）クラス定義

クラス定義は，インスタンス定義とファクトリ定義という二つの定義部分で構成されま
す。また，インスタンス定義，ファクトリ定義にはそれぞれメソッド定義を定義できま
す。ファクトリ定義から生成されるオブジェクトがファクトリオブジェクト，インスタ
ンス定義から生成されるオブジェクトがインスタンスオブジェクトとなります。
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それぞれのオブジェクトをどのように定義しているのかを，オブジェクトの概念図との
対応で示します。

このクラス定義から，オブジェクトを生成します。

ファクトリオブジェクトは，クラス定義に対して一つだけ存在します。インスタンスオ
ブジェクトは，クラス定義に対して複数生成できます。

ファクトリ定義，インスタンス定義，およびクラス定義の言語仕様については，マニュ
アル「COBOL2002　言語　標準仕様編　7. 見出し部（IDENTIFICATION 
DIVISION）」を参照してください。

20.2.2　インスタンスオブジェクトの生成と消滅

（1） インスタンスオブジェクトの生成

定義したインスタンスオブジェクトは型であり，生成することで使用できるようになり
ます。インスタンスオブジェクトの生成とは，処理対象であるデータ値を格納するため
の記憶領域を確保することです。

インスタンスオブジェクトを生成するためには，NEWメソッドという特別なメソッドを
使用します。NEWメソッドは，COBOL2002が提供する「BASEクラス」というクラ
スのファクトリオブジェクトのメソッドです。NEWメソッドおよび BASEクラスにつ
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いては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　12. 標準クラス」を参照してく
ださい。なお，NEWメソッドを指定する場合は，'NEW'と大文字で指定する必要があ
ります。

次に，インスタンスオブジェクトの生成例を示します。

1. ここでは，NEWメソッドを呼び起こして普通預金口座クラスのインスタンスオブ
ジェクトを生成しています。インスタンスオブジェクトが生成されると，そのオブ
ジェクト参照が返却項目に設定されます。
オブジェクト参照とは，生成されたオブジェクトを参照するデータ項目です。オブ
ジェクト参照に関する言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準
仕様編　5.2.2 オブジェクト参照」を参照してください。

2. ここでは，生成したインスタンスオブジェクトのオブジェクト参照を使用して，「預
け入れ」メソッドを呼び起こしています。

（2） インスタンスオブジェクトの消滅

生成されたインスタンスオブジェクトが消滅させられるのは，実行単位の終了時か，
COBOL2002が提供するガーベジコレクション（メモリ管理機能）によって不要と判断
されたときです。

ガーベジコレクションとは，COBOL2002実行時ライブラリのメモリ管理機能です。
ガーベジコレクションが実行されると，どこからも参照されていないインスタンスオブ

ジェクト※が整理され，そのメモリ領域が再利用されます。この処理は，COBOL2002
が自動的に実行し，ユーザが意識する必要はありません。
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注※
オブジェクト参照データ項目は，SET文でNULLが設定されるか，別のオブジェク
ト参照データ項目を転記された場合，インスタンスオブジェクトを参照しなくなり
ます。

ガーベジコレクションは，NEWメソッドが実行されたとき，次の条件を満たすと発生し
ます。

• インスタンスオブジェクトのメモリ使用の累積が，512キロバイトを超えたとき。
なお，環境変数 CBLGCSTARTによって，上記の値を変更できます。

• 直前のガーベジコレクション完了時点からのメモリ追加量が，64キロバイトを超えた
とき。
なお，環境変数 CBLGCINTERVALによって，上記の値を変更できます。

環境変数 CBLGCSTARTおよび環境変数 CBLGCINTERVALについては，「34.3　プロ
グラムの実行環境の設定」を参照してください。

20.2.3　メソッドの呼び起こし（メッセージパッシング）
COBOL2002でのメソッドの呼び起こし（メッセージパッシング）には，「INVOKE文」
を使用します。次に例を示します。

 
INVOKE CLASS-A 'HIKIDASHI' USING H-1 RETURNING H-2
          1         2             3             4

1. 呼び起こすメソッドを参照するためのクラス名またはオブジェクト参照
2. 呼び起こしたいメソッド名
3. メソッドに渡すデータ項目
4. メソッドから返される結果を受け取る項目の名称

（1） メソッドの呼び起こし

COBOL2002は，クラス名またはオブジェクト参照で指定したオブジェクトが実装して
いるメソッドを探します。INVOKE文によって，オブジェクトに対しメソッドの実行を
要求することを「メソッドを呼び起こす」といいます。メソッドを呼び起こす場合には，
INVOKE文にクラス名，オブジェクト参照データ項目名，または既定義オブジェクト参
照を指定します。

INVOKE文の文法規則については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
10.8.26 INVOKE文」を参照してください。

（a）ファクトリメソッドの呼び起こし

クラス名を指定すると，そのクラスに定義されているファクトリメソッドが呼び起こさ
れます。記述例を，次に示します。
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       INVOKE CLASS-A 'FACTORY-METHOD' USING ARG1
                  1                      RETURNING ARG2.

1. クラス名

（b）インスタンスメソッドの呼び起こし

インスタンスメソッドを呼び起こす場合，そのメソッドを内包するインスタンスオブ
ジェクトを指すオブジェクト参照を指定します。

オブジェクト参照とは，生成されたオブジェクトを参照するデータ項目です。オブジェ
クト参照は，USAGE IS OBJECT REFERENCE句を使用して宣言します。オブジェク
ト参照の詳細はマニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　9.16.84 USAGE句」を
参照してください。

記述例を，次に示します。

 
             ：
       01 H-1 USAGE OBJECT-REFERENCE.
             ：
           INVOKE CLASS1 'NEW' RETURNING H-1.
             ：
           INVOKE H-1 'OBJECT-METHOD' USING ARG1
                   1                  RETURNING ARG2.

1. オブジェクト参照

（c）既定義オブジェクトを使用したメソッドの呼び起こし

現在実行中のメソッドの呼び起こし対象であるオブジェクトのメソッドを呼び起こす場
合，既定義オブジェクト参照の SELFまたは SUPERを使用します。

記述例を，次に示します。

 
       INVOKE SELF 'OBJECT-METHOD' USING ARG1
                1                  RETURNING ARG2.

1. 既定義オブジェクト参照

既定義オブジェクト参照には，ほかに NULLおよび EXCEPTION-OBJECTがありま
す。既定義オブジェクト参照については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　4.3.2 一意名のいろいろ」を参照してください。

（2） メソッドの検索

INVOKE文を実行すると，呼び起こすメソッドが検索されます。メソッドは，INVOKE
文の記述によって次のように検索されます。

• INVOKE クラス名 メソッド名
指定したクラスのファクトリメソッドが検索されます。指定したクラスに該当するメ
ソッドがなければ，指定したクラスのスーパクラスのファクトリメソッドが，継承し
た順に検索されます。
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• INVOKE SELF メソッド名
実行中のメソッドを呼び起こした際に指定したオブジェクトが属するクラスのファク
トリメソッドまたはインスタンスメソッドが検索されます。指定したクラスに該当す
るメソッドがなければ，そのクラスのスーパクラスのメソッドが，継承した順に検索
されます。

• INVOKE SUPER メソッド名
実行中のメソッドを呼び起こした際に指定されたオブジェクトが属するクラスのスー
パクラスのファクトリメソッドまたはインスタンスメソッドが検索されます。指定し
たクラスに該当するメソッドがなければ，そのクラスのスーパクラスのメソッドが，
継承した順に検索されます。

• INVOKE 一意名 メソッド名
オブジェクト参照が指すオブジェクトがファクトリオブジェクトの場合は，そのファ
クトリ定義を含むクラスのファクトリメソッドが検索されます。オブジェクト参照が
指すオブジェクトがインスタンスオブジェクトの場合は，そのインスタンス定義を含
むクラスのインスタンスメソッドが検索されます。指定したクラスに該当するメソッ
ドがなければ，そのクラスのスーパクラスのメソッドが，継承した順に検索されます。

（3） メソッドに渡す引数

メソッドに渡す引数を指定します。ここで指定した引数は，メソッド側に渡されます。
詳細は，「17　プログラム間の引数と返却項目」を参照してください。

（4） メソッドから返される結果を受け取る項目の名称

オブジェクトのメソッドを実行させた結果の値を受け取るための，データ項目を指定し
ます。

20.2.4　オブジェクトプロパティ
オブジェクトプロパティとは，オブジェクトが持つ属性の中で，外部からでもメソッド
を呼び起こさず，直接参照または更新できると宣言されたデータ項目のことです。また，
オブジェクトプロパティの参照および更新には，GETプロパティメソッド，SETプロパ
ティメソッドを使用します。また，プロパティメソッドには，暗黙的なプロパティメ
ソッドと明示的なプロパティメソッドとがあります。

オブジェクトプロパティの詳細についてはマニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　4.3.2(8) オブジェクトプロパティ」を参照してください。

（1） 明示的なプロパティメソッド

GETプロパティメソッド
メソッド名段落に GET PROPERTYを指定すると，そのメソッドは，GETプロパ
ティメソッドとなります。
GETプロパティメソッドは，オブジェクトプロパティが送り出し側作用対象として
参照されたとき，自動的に呼び起こされます。このとき，GETプロパティメソッド
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の RETURNINGに指定された項目が返却されます。

SETプロパティメソッド
メソッド名段落に SET PROPERTYを指定すると，そのメソッドは，SETプロパ
ティメソッドとなります。
SETプロパティメソッドは，オブジェクトプロパティが受け取り側作用対象として
参照されたとき，自動的に呼び起こされます。このとき，引数として SETプロパ
ティメソッドに値が渡されます。

記述例を，次に示します。

1. プログラムMAIN-Aからオブジェクトプロパティを送り出し側作用対象として参照
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します。これによって，GETプロパティメソッド P-1が呼び起こされます。
P-1は，ファクトリデータ GET-DATAを返却項目 RET-DATAに設定し，呼び出し元
へ制御を戻します。その結果，1.のW-1には，GET-DATAと同じ値が転記されます。

2. プログラムMAIN-Aからオブジェクトプロパティを受け取り側作用対象として参照
します。これによって，SETプロパティメソッド P-1が呼び起こされます。
このとき，2.のMOVE文では，X-1の値を SETプロパティメソッド P-1の引数に指
定して呼び起こします。P-1は，引数として渡された PARA-DATAをファクトリデー
タ SET-DATAに転記します。この結果，2.のMOVE文の X-1の値が SET-DATAに
設定されます。

明示的なプロパティメソッドの詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標
準仕様編　7.6 メソッド名段落（METHOD-ID）」を参照してください。

（2） 暗黙的なプロパティメソッド

ファクトリ定義およびインスタンス定義のデータ記述項に PROPERTY句を指定すると，
そのデータ項目は，オブジェクトプロパティとして参照できます。PROPERTY句が指
定されたデータ項目には，暗黙的に GETプロパティメソッドと SETプロパティメソッ
ドが生成されます。

記述例を，次に示します。

1. プログラムMAIN-Aからオブジェクトプロパティを送り出し側作用対象として参照
します。これによって，暗黙的な GETプロパティメソッドが呼び起こされます。
暗黙的な GETプロパティメソッドは，ファクトリデータ P-1の値を取得して返却し
ます。その結果，1.のW-1には，P-1と同じ値が転記されます。
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2. プログラムMAIN-Aからオブジェクトプロパティを受け取り側作用対象として参照
します。これによって，暗黙的な SETプロパティメソッドが呼び起こされ，2.の
MOVE文の X-1の値がファクトリデータ P-1に設定されます。

暗黙的なプロパティメソッドの場合，オブジェクトプロパティの値がそのままファクト
リデータおよびインスタンスデータに設定されます。これに対して，明示的なプロパ
ティメソッドの場合，オブジェクトプロパティの値を加工してファクトリデータおよび
インスタンスデータに設定できます。

暗黙的なプロパティメソッドの詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標
準仕様編　9.16.54 PROPERTY句」を参照してください。

20.2.5　オブジェクト指向による継承
継承を行うには，COBOL2002の「INHERITS句」を使用します。

（1） INHERITS句

INHERITS句は，クラスの "CLASS-ID. クラス名 "に続けて指定します。

（例）
CLASS-ID. クラス名 INHERITS スーパクラス名.

継承すると，スーパクラスの性質が，継承するクラスおよび継承するクラスのサブクラ
スにも定義されているかのように扱われます。継承の詳細については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.2.9 クラス継承」を参照してください。

（2） 継承の使い方

「預け入れ」メソッドと「引き出し」メソッドを持つ「預金口座」クラスがある場合，こ
の「預金口座」クラスを継承する例を，次に示します。

（例 1）
「預金口座」クラスの「預け入れ」メソッド，「引き出し」メソッドに加えて「残高
照会」メソッドを持つ「普通預金口座」クラスを作成します。この場合，「普通預金
口座」クラスは，「預金口座」クラスを継承し，「残高照会」メソッドだけを定義す
れば，必要なメソッドを備えられます。
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（例 2）
「預金口座」クラスの「預け入れ」メソッド，「引き出し」メソッドに加えて「残高
照会」メソッドを持ち，さらに「引き出し」メソッドが独自の処理をする「当座預
金口座」クラスを作成します。この場合，すでに「普通預金口座」クラスが存在す
るときは，「当座預金口座」クラスは，「普通預金口座」クラスを継承し，「引き出
し」メソッドだけを定義すれば，必要なメソッドを備えられます。
「引き出し」メソッドは，継承する「預金口座」クラスですでに定義されているた
め，「当座預金口座」クラスで独自の「引き出し」メソッドを定義する場合は，
METHOD-ID段落に OVERRIDE句を指定します。これによって，当座預金口座ク
ラスの引き出しメソッドが預金口座クラスの引き出しメソッドを上書きし，当座預
金口座クラスの引き出しメソッドが有効となります。
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20.2.6　オブジェクト指向でのインタフェース
インタフェースとは，メソッドの名称，引数，および返却項目の定義の集まりです。イ
ンタフェースは，メソッドの実装を持ちません。

ファクトリオブジェクトとインスタンスオブジェクトは，それぞれインタフェースを持
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ちます。このインタフェースは，それぞれのオブジェクトが持つ，すべてのメソッド定
義の集まりです。

インタフェースについては「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.2.7 適合とインタ
フェース」を参照してください。

（1） インタフェースの利用

インタフェースを使用すると，クラス中の一部のメソッドだけを公開できます。例えば，
プログラム AにはメソッドM1とM2だけを公開し，プログラム BにはメソッドM3と
M4だけを公開することができ，誤ったメソッドの使用などを防止できます。

（インタフェースの利用例）

上記の「預金口座」クラスは，五つのメソッドを持っています。
このうち，「パスワード変更メソッド」と「利息メソッド」を，預金者用のプログラ
ムから使用させたくない場合，「引き出しメソッド」「預け入れメソッド」「残高照会
メソッド」だけを含む「預金口座預金者」インタフェースを定義し，預金者用のプ
ログラムではこのインタフェースを使用します。
このようにすると，預金者用のプログラムからは，「パスワード変更メソッド」と
「利息メソッド」を隠ぺいできるため，誤ってメソッドを使用されることがありませ
ん。

このように，インタフェースを利用すると，プログラムごとに公開するメソッドの範囲
を変更できます。

インタフェースは，ファクトリメソッド，インスタンスメソッドのそれぞれに定義でき
ます。クラスがインタフェースを持っていることを，「インタフェースを実装する」とい
います。例えば，クラス Aのファクトリ定義がインタフェース 1を持つ場合は，「クラス
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Aのファクトリオブジェクトは，インタフェース 1を実装する」といいます。

また，クラス定義が未完成であっても，そのインタフェース部分だけが決まっていれば，
-Repository,Genオプションによってリポジトリファイルを作成できます。必要なリポジ
トリファイルを作成しておけば，リポジトリ段落に未完成のクラスの名前を指定した原
始プログラムでも，コンパイルできるようになります。詳細は「32.3.2　リポジトリファ
イルの単独生成」を参照してください。

（2） インタフェースの定義

インタフェースは，INTERFACE-IDを使って定義します。INTERFACE-IDの詳細につ
いては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　7.5 インタフェース名段落
（INTERFACE-ID）」を参照してください。

インタフェースの定義例を，次に示します。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       INTERFACE-ID. I-INT1. *> インタフェース名定義
       PROCEDURE DIVISION.
       IDENTIFICATION DIVISION.
       METHOD-ID. METH1. *> メソッド名定義
       DATA DIVISION.
       LINKAGE SECTION.
       01 PRM1 PIC X. *> 引数定義
       01 RET1 PIC X. *> 返却項目定義
       PROCEDURE DIVISION USING PRM1 RETURNING RET1.
          ：
       END METHOD METH1. *> メソッドの処理は定義しない
       IDENTIFICATION DIVISION.
       METHOD-ID. METH2. *> 必要なメソッドをすべて定義する
           :
       END METHOD METH2.
       END INTERFACE I-INT1.

（3） インタフェースの実装

クラス定義にインタフェースを実装する場合，ファクトリ定義またはインスタンス定義
の IMPLEMENTS句にインタフェース名を指定します。IMPLEMENTS句に指定され
たインタフェース名は，そのクラスから生成されるファクトリオブジェクトまたはイン
スタンスオブジェクトに実装されたインタフェースとなります。IMPLEMENTS句の詳
細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　7.7 オブジェクト段落
（OBJECT）」を参照してください。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       CLASS-ID. CLS1.
           ：
       IDENTIFICATION DIVISION.
       FACTORY. IMPLEMENTS F-INT1 F-INT2. 
                     *> ファクトリオブジェクトが実装する
                     *> インタフェース名の指定
           :
       END FACTORY.
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       IDENTIFICATION DIVISION.
       OBJECT. IMPLEMENTS I-INT1 I-INT2.
                     *> インスタンスオブジェクトが実装する
                     *> インタフェース名の指定
           :
       END OBJECT.
       END CLASS CLS1.

（4） インタフェースを使ったオブジェクトの使用

インタフェースによってインスタンスオブジェクトを使用する場合，インタフェース名
を指定したオブジェクト参照を使用します。

 
       01 OBJ-REF1 USAGE OBJECT REFERENCE I-INT1. 
                                      インタフェース名
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 I-INT-OR USAGE OBJECT REFERENCE I-INT1.
                  *> インタフェース名を指定した
                  *> オブジェクト参照
       PROCEDURE DIVISION.
           INVOKE CLS1 'NEW' RETURNING I-INT-OR.
                  *> 「CLS1」クラスのインスタンス
                  *> オブジェクトの作成
           INVOKE I-INT1-OR 'METH1'.
                  *> インタフェースによるメソッド実行（1.）

インタフェース指定のオブジェクト参照によってメソッドを実行する場合，そのメソッ
ドは，インタフェース定義中に定義されている必要があります。インタフェース中に定
義されていないメソッドを実行しようとした場合，コンパイル時にエラーとなります。

上記の例で，メソッド「METH1」がインタフェース「I-INT1」の定義中にない場合は，
インスタンスオブジェクト中に「METH1」があっても，1.の INVOKE文がコンパイル
時にエラーとなります。

また，クラスに実装されていないインタフェース名を指定したオブジェクト参照を使用
してメソッドを呼び出した場合，コンパイル時にエラーとなります。例えば，上記の例
で CLS1のインスタンス定義にインタフェース名 I-INT1の実装がない
（IMPLEMENTS句に指定されていない）場合，コンパイル時に適合エラーが発生しま
す。適合については，「20.2.7　オブジェクト指向による適合」を参照してください。

20.2.7　オブジェクト指向による適合
オブジェクト参照データ項目にクラス名またはインタフェース名を指定すると，メソッ
ドの呼び起こしやオブジェクト参照の転記の際に，適合がチェックされます。これに
よって，不当なメソッド呼び起こしや転記を防げます。適合するかどうかは，コンパイ
ル時または実行時にチェックされます。
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（1） オブジェクト参照の適合チェック

通常，オブジェクトを使用する場合は，オブジェクト参照を使用します。

オブジェクト参照の定義にクラス名やインタフェース名を指定した場合，そのオブジェ
クト参照を使用したプログラムが正しく動作するかが判定されます。

オブジェクト参照への値設定は，SET文の実行，メソッド呼び起こし時の引数への指定，
または返却項目へのオブジェクト参照指定などによって発生します。オブジェクト参照
へ値を設定する際，設定するデータの情報とオブジェクト参照に指定された情報との適
合がチェックされ，適合するデータだけが設定できます。これによってオブジェクト参
照が不適合なオブジェクトを指すことを防げます。

適合チェックの詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
10.8.43 SET文」，および「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.7 引数と返却項目の適
合」を参照してください。

ここでは，適合チェックの概要について，説明します。

（a）クラス同士またはインタフェース同士の適合

クラス同士，またはインタフェース同士の適合は，クラスおよびインタフェースの継承
関係によって，次の規則で判定されます。

• あるクラス Aに適合するクラスは，そのサブクラス（クラス Aを継承するクラス），
またはクラス Aである。

• あるインタフェース Bに適合するインタフェースは，インタフェース Bを継承するイ
ンタフェース，またはインタフェース Bである。

例えば，クラス「CLASS-A」がクラス「CLASS-B」を継承している場合，「CLASS-A
は，CLASS-Bに適合している」といえますが，「CLASS-Bは，CLASS-Aに適合してい
ない」ことになります。これは，CLASS-Bが CLASS-Aを継承していないためです。

 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 OR1 USAGE OBJECT REFERENCE CLASS-A.
       01 OR2 USAGE OBJECT REFERENCE CLASS-B.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
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          SET OR2 TO OR1. *> 1.
          SET OR1 TO OR2. *> 2.

1. 送り出し側作用対象である OR1に指定された CLASS-Aは，受け取り側作用対象で
ある OR2に指定された CLASS-Bに適合しているので，この SET文は正しいと判定
されます。

2. 送り出し側作用対象である OR2に指定された CLASS-Bは，受け取り側作用対象で
ある OR1に指定された CLASS-Aに適合していないので，この SET文はエラーとな
ります。

（b）インタフェースとクラスの適合

クラスとインタフェースの適合は，次の規則で判定されます。

• あるインタフェース Aに適合するのは，それを実装するクラスである。

クラスとインタフェースが適合するのは，上記のとおり「あるクラスがあるインタ
フェースに適合する」場合だけです。「あるインタフェースがあるクラスに適合する」と
いうことはありません。

例えば，クラス「CLASS-A」がインタフェース「INTERFACE-B」を実装している場
合，「CLASS-Aは INTERFACE-Bに適合している」といえますが，「INTERFACE-Bは
CLASS-Aに適合していない」ことになります。

 
       DATA  DIVISION.
       WORKING-STORAGE  SECTION.
       01 OR1 USAGE OBJECT REFERENCE CLASS-A.
       01 OR2 USAGE OBJECT REFERENCE INTERFACE-B.
           :
       PROCEDURE  DIVISION.
           :
           SET OR2 TO OR1. *> 1.
           SET OR1 TO OR2. *> 2.

1. 送り出し側作用対象である OR1に指定された CLASS-Aは，受け取り側作用対象で
ある OR2に指定された INTERFACE-Bに適合しているので，この SET文は正しい
と判定されます。

2. 送り出し側作用対象である OR2に指定された INTERFACE-Bは，受け取り側作用対
象である OR1に指定された CLASS-Aに適合していないので，この SET文はエラー
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となります。

（c）メソッド呼び起こしの適合

INVOKE文によってメソッドを呼び起こす場合，そのメソッドが実行できるかどうか
は，次の規則で判定されます。

• INVOKE文で使用するオブジェクト参照にクラス名が指定されていれば，実行するメ
ソッドは，そのクラスまたはそのクラスが継承するクラスのどちらかで定義されてい
なければならない。

• INVOKE文で使用するオブジェクト参照にインタフェース名が指定されていれば，実
行するメソッドは，そのインタフェースまたはそのインタフェースが継承するインタ
フェースのどちらかで定義されていなければならない。

クラス名またはインタフェース名指定のオブジェクト参照で，上記の規則に従っていな
いメソッドの呼び起こしがあると，コンパイル時にエラーとなります。

（2） 実装インタフェースの適合チェック

インタフェースを実装する場合，ファクトリ段落またはオブジェクト段落の
IMPLEMENTS句にインタフェース名を指定します。このとき，インタフェースは，
ファクトリオブジェクトまたはインスタンスオブジェクトが実装するインタフェースに
適合しているかどうかがチェックされます。このチェックでは，次の条件が成立する場
合だけ，適合しているとみなされます（適合条件の詳細については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.2.7 適合とインタフェース」を参照してくださ
い）。

• インタフェースが定義する各メソッドに対して，同名のメソッドがオブジェクトにも
存在する。

• 同名メソッドの引数と返却項目の定義が同じである。

このため，実装されるインタフェースの持つメソッド定義の集合は，それを実装するオ
ブジェクトが持つメソッド定義と同じ集合か，またはその部分集合となります。

例として，次のようなメソッド定義集合のインスタンスオブジェクトとインタフェース
があるとします。

クラス「CL-1」のインスタンスオブジェクトのメソッド定義集合
METH1，METH2，METH3

インタフェース「INT-1」のメソッド定義集合
METH1，METH2

インタフェース「INT-2」のメソッド定義集合
METH1，METH4
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インタフェース INT-1のメソッドは，すべてクラス CL-1に含まれています。このため，
インタフェース INT-1は，クラス CL-1に適合しているといえます。

一方，インタフェース INT-2は，クラス CL-1が持たないメソッドMETH4を含んでい
ます。このため，インタフェース INT-2は，クラス CL-1に適合していないといえます。

インタフェース INT-1，INT-2に IMPLEMENTS句を指定すると，コンパイル時に次の
ように判定されます。

（インタフェース INT1の場合）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       CLASS-ID. CL-1.
           ：
       OBJECT. IMPLEMENTS INT-1. …適合していると判定されます。
           ：
       END OBJECT.
       END CLASS CL-1.

（インタフェース INT2の場合）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       CLASS-ID. CL-2.
           ：
       OBJECT. IMPLEMENTS INT-2. …INT-2が持つMETH4がオブジェクト
           ：                      にないため，適合エラーとなります。
       END OBJECT.
       END CLASS CL-2.

（3） オブジェクトビューによる実行時の適合チェック

オブジェクトビューとは，一時的に ASの指定どおりの記述を持つように，オブジェク
ト参照を扱うものです。オブジェクトビューの言語規則については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　4.3.2(4) オブジェクトビュー」を参照してください。
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オブジェクトビューをオブジェクト参照に指定すると，コンパイル時にオブジェクト参
照の適合がチェックされないで，プログラム実行時にオブジェクト参照が指すオブジェ
クトとオブジェクトビューの指定内容の適合がチェックされます。チェックは，オブ
ジェクト参照にオブジェクトビューの情報（クラス名，インタフェース名など）が設定
された場合の，オブジェクト参照の適合チェックと同等となります。

オブジェクトビューを指定して，プログラム実行時に適合をチェックする例を，次に示
します。

• クラス「CLASS-A」は，クラス「CLASS-B」を継承している。
• CLASS-Aは，メソッド「METH-A」を，CLASS-Bは，メソッド「METH-B」を，
それぞれ持っている。

 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 OR-B USAGE OBJECT REFERENCE CLASS-B.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           INVOKE CLASS-A 'NEW' RETURNING OR-B.
               :
           INVOKE OR-B 'METH-A'. *> 1.

上記の場合，1.の INVOKE文は，OR-Bに指定された CLASS-BがMETH-Aを持たな
いため，コンパイル時にエラーとなります。しかし，OR-Bが指すのは CLASS-Aから作
成されたインスタンスオブジェクトなので，METH-Aを実装しています。このため，1.
の INVOKE文では，METH-Aを実行できます。

このような場合，次のようにオブジェクトビューを指定すれば，コンパイルエラーとな
らないでプログラムを実行できます。

 
           INVOKE OR-B AS CLASS-A 'METH-A'.
                    オブジェクトビュー

20.2.8　オブジェクト指向によるポリモルフィズム
ポリモルフィズムとは，一つのメッセージに対して異なる処理をすることを許す機能で
す。オブジェクト指向機能では，メソッドの呼び起こし（INVOKE文）でポリモルフィ
ズムができます。これは，「あるオブジェクト参照は，それに適合するオブジェクトのメ
ソッドを呼び起こせる」というオブジェクト参照の特徴を利用したものです。

ポリモルフィズムの使用例を，次に示します。

（例）
「20.2.5　オブジェクト指向による継承」の「（2）継承の使い方」の例の場合，クラ
スの継承関係は，次のようになっています。
「預金口座」クラス←「普通預金口座」クラス←「当座預金口座」クラス
（A← Bは，Bが Aを継承することを表します）
また，「引き出し」メソッドは，オブジェクトごとに次のようになっていて，それぞ
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れの「引き出し」メソッドの処理内容は異なります。
• 普通預金口座が実装する「引き出し」メソッド
預金口座から継承したメソッド

• 当座預金口座が実装する「引き出し」メソッド
当座預金口座で実装したメソッド

 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 HA USAGE OBJECT REFERENCE 預金口座. *> 1.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
               :
           IF 要求 = 普通預金処理 *> 2.
             INVOKE 普通預金口座 'NEW' RETURNING HA
           ELSE
             INVOKE 当座預金口座 'NEW' RETURNING HA
           END-IF.
               :
           INVOKE HA '引き出し'. *> 3.

1. 継承関係による適合によって，普通預金口座と当座預金口座の両方が適合している預
金口座クラスを指定したオブジェクト参照を使います。

2. 要求によって，普通預金口座を使うか当座預金口座を使うか切り分けます。
3. HAが指すオブジェクトにより，異なる「引き出し」メソッド（普通預金口座のメ
ソッドまたは当座預金口座のメソッド）を実行できます。

20.2.9　オブジェクト指向機能でのマルチスレッド対応
マルチスレッド環境下で，複数のスレッドで同時に実行できる COBOLプログラムのこ
とを，マルチスレッド対応 COBOLプログラムといいます。

ここでは，オブジェクト指向機能を使用したマルチスレッド対応 COBOLプログラムの
特徴について説明します。マルチスレッド対応 COBOLプログラムについては，「25　マ
ルチスレッド環境での実行」を参照してください。

（1） マルチスレッド環境下でのメソッドの実行

オブジェクト指向機能を使用したマルチスレッド対応 COBOLプログラムのスレッド呼
び出しの対象は，プログラム定義および他言語のプログラムです。メソッドはスレッド
呼び出しの対象とはなりません。マルチスレッド環境下でメソッドが実行されるのは，
スレッド起動後に，プログラム定義から呼び出される場合だけです。

この場合，END METHODによってメソッド処理が終了すると，COBOL実行環境を終
了しないで，呼び出し元に制御を返します。

また，スレッド実行中に STOP RUN文が実行されると，実行中のスレッドを終了しま
す。
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（2） マルチスレッド環境下でのファクトリデータ

マルチスレッド環境下のファクトリデータは，スレッド単位に存在するデータです。
データの存在するスレッドだけで参照したり更新したりできます。ほかのスレッドから
このデータを参照したり更新したりすることはできません。
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第 7編　例外処理

21　共通例外処理
例外処理とは，手続き文の実行中に発生したエラーに対して処
理する機能です。COBOL2002では，従来の COBOLで使用
できた入出力機能での例外処理に加えて，さまざまなエラーに
対応する処理を記述できます。ここでは，COBOL2002で新し
く追加された共通例外処理について説明します。

21.1　共通例外処理の概要

21.2　例外

21.3　TURN指令

21.4　共通例外の宣言手続き

21.5　例外の伝播

21.6　明示的な例外の引き起こし

21.7　例外情報の参照

21.8　例外の検出条件

21.9　共通例外処理の注意事項
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21.1　共通例外処理の概要
COBOL2002では，プログラムでエラーが発生した場合に，そのエラーに対する回復処
理を定義できます。これを，例外処理といいます。

COBOL2002規格では，従来の COBOLから仕様が拡張され，より細かい例外を処理で
きるようになりました。

COBOL2002で例外処理を定義する方法を，次に示します。

1. 手続き文固有の例外処理をする場合
次の手続き文には，その文固有の例外処理を定義できます。
• AT END指定のある READ文／ SEARCH文
• AT EOP指定のあるWRITE文
• INVALID KEY指定があるWRITE文／ REWRITE文／ DELETE文／ START文
• ON OVERFLOW／ ON EXCEPTION指定がある CALL文
• ON OVERFLOW指定がある STRING文／ UNSTRING文
• ON SIZE ERROR指定がある ADD文／ SUBTRACT文／MULTIPLY文／

DIVIDE文／ COMPUTE文

2. エラーの種類または入出力ファイル別に例外処理を定義する場合
USE文の宣言手続きを使用すると，発生するエラーの種類や入出力ファイルごとに
例外処理を定義できます。

21.1.1　共通例外の仕組みと使用する用語
共通例外の発生から例外処理が実行される状態になるまでには，次のような共通例外の
仕組みが規定されています。

図 21-1　共通例外の仕組み

注※
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TURN指令については，「21.3　TURN指令」を参照してください。

この章で使用する例外に関する用語について，次に定義します。

21.1.2　共通例外処理の機能
COBOL2002で新たに追加された例外処理を「共通例外処理」といいます。共通例外処
理は，従来形式の例外処理から次の機能が拡張されています。

1. 例外宣言手続きの実行
従来の例外処理では，入出力機能の例外が検出された場合に対してだけ，宣言手続き
が定義できましたが，共通例外処理では，さまざまな機能に対する例外宣言手続きを
定義できます。また，宣言手続きから指定した手続き名へ復帰できます。

2. 呼び出し元プログラムへの例外の伝播
検出された例外の情報を，呼び出し元プログラムに伝えられます。このことを，例外
の伝播といいます。呼び出し元プログラムでは，伝播によって例外を検出し，例外処
理を実行できます。

3. 例外を引き起こす文（RAISE文）を使用して，明示的に例外を引き起こせます。
4. 引き起こした例外の情報を，プログラム中で組み込み関数などを使用して参照できま
す。

21.1.3　共通例外処理の使用例
プログラムに共通例外処理を追加する例を，次に示します。

この例では，ACCEPT文に内部浮動小数点項目を指定しているため，-NumAcceptコン
パイラオプションの指定が必要です。

＜主プログラム：SAMPLE1.CBL（変更前）＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
        ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 PARAM USAGE COMP-1.
        ：
       PROCEDURE DIVISION.
 
         DISPLAY '値を入力してください '.

この章で使用する用語 意味

例外 例外状態を示します。

TURN指令のチェックが ON TURN指令で，該当する例外名が CHECKING ON指定であり，
指定された例外が引き起こせる状態であることを示します。

従来形式の例外処理 従来の COBOLの言語仕様にある，USE手続きや INVALID KEY
などの文ごとに指定できる無条件文を示します。これに対して，
COBOL2002で新たに追加された例外処理を「共通例外処理」と
いいます。
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         ACCEPT PARAM.
         CALL 'SAMPLE2' USING PARAM.
 
       END PROGRAM SAMPLE1.

＜副プログラム：SAMPLE2.CBL（変更前）＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
          ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ANS USAGE COMP-1.
       LINKAGE SECTION.
       01 PARAM USAGE COMP-1.
          ：
       PROCEDURE DIVISION USING PARAM.
 
           COMPUTE ANS = FUNCTION ACOS ( PARAM ).
           DISPLAY 'ANSWER  =' ANS.
 
       END PROGRAM SAMPLE2.

（変更前のプログラムの説明）
主プログラム SAMPLE1で入力された値について，副プログラム SAMPLE2内で
ACOS関数を使用して逆余弦の近似値を求めるプログラムです。入力した値が不正
な場合，実行時エラーメッセージが出力され，プログラムが異常終了します。

不正な値が入力された場合に共通例外処理を使用して例外を処理するために，上記のプ
ログラムを次のように修正します。

1. 組み込み関数の引数エラーについて，例外チェックを有効にする。
組み込み関数の引数エラーについて例外を引き起こすには，翻訳指令の TURN指令
を指定して，対応する例外名 EC-ARGUMENT-FUNCTIONのチェックを ONにし
ます。
 
>>TURN EC-ARGUMENT-FUNCTION CHECKING ON

TURN指令については，「21.3　TURN指令」を参照してください。

2. 宣言手続きを記述する。
共通例外処理として，EC-ARGUMENT-FUNCTION例外発生時の宣言手続きを記述
します。宣言手続きは，USE文を使用して次のように記述します。
 
DECLARATIVES.
USE-EC-ARGUMENT SECTION.
  USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-ARGUMENT-FUNCTION.
    DISPLAY '入力値不正!!'.
    RESUME AT ERR-RETRY.
END DECLARATIVES.

この例題では，主プログラム SAMPLE1で共通例外処理するため，SAMPLE1に宣
言手続きを記述します。宣言手続きについては，「21.4　共通例外の宣言手続き」を
参照してください。

3. 自動伝播を有効にする。
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呼び出し先プログラム（SAMPLE2）で引き起こした例外を，呼び出し元プログラム
（SAMPLE1）に自動伝播するためには，PROPAGATE指令を ONにします。
 
>>PROPAGATE ON

伝播については，「21.5　例外の伝播」を参照してください。

上記の例外処理を追加したサンプルプログラムを，次に示します。太字太字太字太字の個所が，追加
部分です。

＜主プログラム：SAMPLE1.CBL（変更後）＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
           ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 PARAM USAGE COMP-1.
           ：
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES. *> 3.
         USE-EC-ARGUMENT SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION
                               EC-ARGUMENT-FUNCTION.
           DISPLAY '入力値不正入力値不正入力値不正入力値不正!!'.
           RESUME AT ERR-RETRY. *> 4.
       END DECLARATIVES.
 
       ERR-RETRY.
         DISPLAY '値を入力してください '.
         ACCEPT PARAM.
       >>TURN EC-ARGUMENT-FUNCTION CHECKING ON
         CALL 'SAMPLE2' USING PARAM. *> 2.
 
       END PROGRAM SAMPLE1.

＜副プログラム：SAMPLE2.CBL（変更後）＞
       >>PROPAGATE ON
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
        ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ANS USAGE COMP-1.
       LINKAGE SECTION.
       01 PARAM USAGE COMP-1.
        ：
       PROCEDURE DIVISION USING PARAM.
 
       >>TURN EC-ARGUMENT-FUNCTION CHECKING ON
           COMPUTE ANS = FUNCTION ACOS ( PARAM ). *> 1.
           DISPLAY 'ANSWER  =' ANS.
 
       END PROGRAM SAMPLE2.

（変更後のプログラムの説明）
このプログラムを実行すると，SAMPLE2の COMPUTE文（1.）で組み込み関数
ACOSの引数エラーが発生した場合，次のように例外宣言処理が実行されます。
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1. SAMPLE2の COMPUTE文で組み込み関数 ACOSの引数エラーが発生します。
2. 組み込み関数の引数エラーに対応する例外名 EC-ARGUMENT-FUNCTIONの

TURN指令のチェックが ONのため，例外が引き起こされます。このとき，
PROPAGATE指令が ONになっているので，SAMPLE1の CALL文に例外が伝
播します。

3. 例外宣言手続きが実行されます。
4. RESUME文によって，例外宣言手続きから ERR-RETRY節に制御が戻ります。

21.1.4　共通例外処理に対応している機能
COBOL2002で共通例外処理に対応している機能を，次に示します。

表 21-1　共通例外が使用できる機能一覧

種類 機能名 共通例外
への対応

備考

規格 基本機能 ○

順編成ファイル ○

相対編成ファイル ○

索引編成ファイル ○

整列併合 △※ 1

プログラム間連絡 △ 詳細については，
「21.8.2　例外検出で
の注意事項」の「（2）
プログラム間連絡で
の注意事項」を参照
のこと。

組み込み関数 ○

オブジェクト指向 ○

再帰呼び出し ○

利用者定義関数 ○

局所場所節（LOCAL-STORAGE SECTION） －

X/Open テキスト編成ファイル ○

ファイル共用（ファイルシェア） ×

コマンド行および環境変数へのアクセス ×

画面節（SCREEN SECTION）による画面操作※ 7 ×

C言語インタフェース ×

　 インタナショナリゼーション × 　

拡張機能 日本語 ×

ブール（ビット操作） ○

アドレス操作 ○
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（凡例）
○：共通例外処理を使用できる
△：共通例外処理を制限付きで使用できる
×：エラーは発生するが，共通例外処理を使用できない
－：該当しない

注※ 1
整列併合処理の共通例外処理への対応を，次に示します。

1バイト 2進機能・COMP-X項目 ○

浮動小数点項目 ○

報告書作成機能 ×

HiRDBによる索引編成ファイル※ 6 ○

CSV編成ファイル ○

ラージファイル入出力 ○

ファイル入出力拡張機能 ○

プリンタへのアクセス（入出力による書式印刷機能）
※ 2

○

ファイルのディスク書き込み保証 ○

通信節による画面操作※ 2 ×

画面節（WINDOW SECTION）による画面操作※ 7 ×

データコミュニケーション機能※ 4 ×

XDMによるデータベースシミュレーション機能 ×

マルチスレッド環境での実行 ○※ 8

基本機能サービスルーチン ×

CGIプログラム作成支援機能※ 2 ×

COBOL入出力サービスルーチン ×

バイトストリーム入出力サービスルーチン※ 3 ×

Unicode機能※ 5 ○

数字項目のけた拡張機能※ 9 ○※ 10

デバッグ 実行時デバッグ機能 ○

テストデバッグ機能 ×

カバレージ機能 －

処理 共通例外への対応

SORT文 使用できない

種類 機能名 共通例外
への対応

備考
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注※ 2
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 3
UNIX32，HP-UX(IPF64)で有効です。

注※ 4
UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，Linux(IPF64)で有効です。

注※ 5
HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

注※ 6
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効で
す。

注※ 7
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 8
-MultiThreadオプションを指定したプログラムと -MultiThreadオプションを指定していない
プログラムが混在して動作した場合，UNIXでは例外を検出しません。

注※ 9
HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効です。

注※ 10
数字項目のけた拡張機能を使用する場合，EC-SIZE例外を使用できません。詳細については，
「27　数字項目のけた拡張機能（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。

MERGE文 使用できない

SORT／MERGE文の USING／ GIVINGに指定
したファイルの入出力処理

使用できない

整列併合処理の入出力手続きに指定したファイルの
入出力処理

使用できる

整列処理の RELEASE文 使用できる

整列処理の RETURN文 使用できる
（ただし，併合処理に使用している整列併合ファ
イルに対する，整列処理の RETURN文では使用
できない）

併合処理の RETURN文 使用できない

処理 共通例外への対応
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21.2　例外
例外は，手続き文の実行中にエラーが発生した場合，または例外を伝播した場合に検出
されます。検出された例外に対して共通例外処理を実行するには，例外に対応する例外
名を，TURN指令で ONに指定しておきます。また，RAISE文を実行した場合は，無条
件に指定した例外が引き起こされます。

共通例外処理は，引き起こされた例外に基づいて処理を実行します。例外は，例外名，
または例外オブジェクトとして表されます。

21.2.1　例外名
例外名とは，おのおのの例外に関連づけられた名前のことです。例えば，「0による除算」
の例外は，例外名「EC-SIZE-ZERO-DIVIDE」として識別されます。

（1） 例外名のレベル

例外名には，次の三つのレベルがあります。

レベル 3
最下位のレベルに位置する例外名です。
レベル 3に分類される例外名は，おのおのの例外を表します。

レベル 2
レベル 3の上位に位置する例外名です。
レベル 2に分類される例外名は，レベル 3例外名を機能や分類によってまとめたも
のです。機能・分類単位の例外を包括して指定したい場合に使用します。

レベル 1
最上位に位置する例外名です。
レベル 1に分類される例外名は，「EC-ALL」だけです。「EC-ALL」を指定すると，
すべての例外名を指定したのと同じように処理されます。
すべての例外を包括して指定したい場合に使用します。
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図 21-2　例外名のレベル構成

（2） 例外名の一覧

例外名の一覧を，次に示します。

表 21-2　例外名の一覧

例外名 致命度 説明 検出される文

EC-ALL － すべての例外 －

EC-ARGUMENT － 引数エラー －

EC-ARGUMENT-FUNCTION 致命的 関数で引数エラーが発生
した

組み込み関数を指
定できる手続き文※
1

EC-ARGUMENT-IMP 致命的 組み込み関数の処理中に
メモリ不足などのエラー
が発生した

組み込み関数を指
定できる手続き文※
1

EC-BOUND － 区域外 －

EC-BOUND-ODO 致命的 OCCURS～
DEPENDING ONデー
タ項目が区域外である※
2

OCCURS 
DEPENDING ON
一意名に値を設定
する手続き文※ 1

EC-BOUND-REF-MOD 致命的 区域外の部分参照子であ
る※ 3

部分参照を指定で
きる手続き文※ 1

EC-BOUND-SUBSCRIPT 致命的 区域外の添字である※ 4 添字を指定できる
手続き文※ 1

EC-DATA － データ例外 －
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EC-DATA-PTR-NULL 致命的 アドレス名によって参照
されるデータ項目を参照
するとき，アドレス名の
設定値が NULLである

アドレス名によっ
て参照されるデー
タ項目を指定した
手続き文※ 5

EC-FLOW － 実行制御フロー違反 －

EC-FLOW-GLOBAL-EXIT 致命的 大域的な宣言手続き中で
EXIT PROGRAM文が実
行された

EXIT文

EC-FLOW-GLOBAL-GOBACK 致命的 大域的な宣言手続き中で
GOBACK文が実行され
た

• GOBACK文
• 大域的な宣言手
続き中での自動
伝播の対象とな
る例外を引き起
こした手続き文

EC-FLOW-IMP 致命的 ALTER文で行き先を指
定する前に，行き先を省
略した GO TO文が実行
された

GO TO文

EC-FLOW-RELEASE 致命的 RELEASE文が SORT
文の範囲内にない

RELEASE文

EC-FLOW-RETURN 致命的 RETURN文がMERGE
文や SORT文の範囲内に
ない

RETURN文

EC-FLOW-USE 致命的 USE文が別の USE手続
きを実行させた

宣言手続き中で実
行中の宣言手続き
を実行する例外を
引き起こした手続
き文

EC-I-O － 入出力例外 －

EC-I-O-AT-END 非致命的 入出力状態「1x」が発生
した

READ文

EC-I-O-EOP 非致命的 ページ終了条件が発生し
た

WRITE文

EC-I-O-EOP-OVERFLOW 非致命的 ページあふれ条件が発生
した

WRITE文

EC-I-O-IMP 致命的 入出力状態「9x」が発生
した（入出力状態の詳細
は，「付録 F　入出力状
態の値」を参照）

• OPEN文
• CLOSE文
• READ文
• WRITE文
• REWRITE文
• DELETE文
• START文

例外名 致命度 説明 検出される文
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EC-I-O-INVALID-KEY 非致命的 入出力状態「2x」が発生
した

• READ文
• REWRITE文
• START文
• WRITE文
• DELETE文

EC-I-O-LINAGE 致命的 LINAGE句に指定した
データ名の値が要求範囲
外である

• WRITE文
• OPEN文

EC-I-O-LOGIC-ERROR 致命的 入出力状態「4x」が発生
した

• READ文
• CLOSE文
• REWRITE文
• DELETE文
• START文
• OPEN文
• WRITE文

EC-I-O-PERMANENT-ERROR 致命的 入出力状態「3x」が発生
した

• READ文
• OPEN文
• WRITE文
• REWRITE文
• DELETE文

EC-OO － オブジェクト指向に関連
するすべての既定義例外

－

EC-OO-CONFORMANCE 致命的 オブジェクトビューに対
する不成功が発生した

オブジェクト
ビューを指定でき
る手続き文

EC-OO-EXCEPTION 致命的 例外オブジェクトが処理
されなかった

• EXIT文
• GOBACK文

EC-OO-IMP 致命的 INVOKE文の一意名 1
に指定されたハンドルの
値が正しくない

INVOKE文

EC-OO-METHOD 致命的 要求されるメソッドが使
用できない

INVOKE文

EC-OO-NULL 致命的 NULLオブジェクト参照
を使用してメソッドを呼
び起こそうとした

INVOKE文

EC-OO-RESOURCE 致命的 オブジェクトの作成や拡
張に必要なシステム資源
が不十分である

INVOKE文

EC-OO-UNIVERSAL 致命的 実行時の型チェックが失
敗した

INVOKE文

EC-OVERFLOW － けたあふれ条件 －

EC-OVERFLOW-STRING 非致命的 STRING文のけたあふれ
条件が発生した

STRING文

EC-OVERFLOW-UNSTRING 非致命的 UNSTRING文のけたあ
ふれ条件が発生した

UNSTRING文

例外名 致命度 説明 検出される文
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EC-PROGRAM － プログラム間連絡例外 －

EC-PROGRAM-ARG-MISMATCH 致命的 引数が不一致である CALL文

EC-PROGRAM-CANCEL-ACTIVE 致命的 取り消されるプログラム
が活性状態である

CANCEL文

EC-PROGRAM-IMP
　
　

致命的
　
　

• 共用ライブラリをロー
ド中にエラーが発生し
た

• CALL文で実行可能
ファイルの処理中にエ
ラーが発生した

• EXTERNAL句を指定
したデータ項目やファ
イル定義を処理中にエ
ラーが発生した

• CALL文
• 利用者定義関数
を指定できる手
続き文

　

EC-PROGRAM-NOT-FOUND 致命的 呼び出し先プログラムが
見つからない

CALL文

EC-PROGRAM-RECURSIVE-CALL 致命的 呼び出し先プログラムが
活性状態である

CALL文

EC-PROGRAM-RESOURCES 致命的 呼び出し先プログラムで
資源が使用できない

• CALL文
• 利用者定義関数
を指定できる手
続き文

EC-RAISING － EXIT文 RAISING指定
か GOBACK文
RAISING指定で発生す
る例外

－

EC-RAISING-NOT-SPECIFIED 致命的 EXIT文 RAISING指定
か GOBACK文
RAISING指定の
EC-USER例外条件が手
続き部見出しの
RAISING指定にない

• EXIT文
• GOBACK文

EC-RANGE － 範囲例外 －

EC-RANGE-INSPECT-SIZE 致命的 INSPECT文での置き換
え項目のサイズが異なる

INSPECT文

EC-RANGE-INVALID 非致命的 THROUGH範囲の開始
値が終了値よりも大きい

• EVALUATE文
• 条件名指定の IF
文

EC-RANGE-PERFORM-VARYING 致命的 PERFORM文で変更項
目の設定が負値である

PERFORM文

EC-RANGE-SEARCH-INDEX 非致命的 指標の初期値が範囲外の
ため，SEARCH文で表
要素が見つからない

SEARCH文

例外名 致命度 説明 検出される文
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（凡例）
－：発生したレベル 3の例外名の動作に従う

EC-RANGE-SEARCH-NO-MATCH 非致命的 探索基準に合致する要素
がないため，SEARCH
文で表要素が見つからな
い

SEARCH文

EC-SIZE － けたあふれ例外 －

EC-SIZE-EXPONENTIATION 致命的 べき乗演算規則の違反が
発生した

COMPUTE文

EC-SIZE-OVERFLOW 致命的 計算でのけたあふれが発
生した

• ADD文
• COMPUTE文
• MULTIPLY文
• DIVIDE文
• SUBTRACT文

EC-SIZE-TRUNCATION 致命的 格納での有効けた切り捨
てが発生した

• MOVE文
• COMPUTE文
• ADD文
• SUBTRACT文
• DIVIDE文
• MULTIPLY文

EC-SIZE-UNDERFLOW 致命的 浮動小数点での下位けた
あふれが発生した

• ADD文
• COMPUTE文
• MULTIPLY文
• DIVIDE文
• SUBTRACT文

EC-SIZE-ZERO-DIVIDE 致命的 ゼロによる除算が発生し
た

• COMPUTE文
• DIVIDE文

EC-SORT-MERGE － 整列併合機能の例外 －

EC-SORT-MERGE-IMP 致命的 整列併合用ファイル記述
項の RECORD句で指定
した DEPENDING ON
データ名の値が数字では
ない

• RELEASE文
• RETURN文

EC-SORT-MERGE-RELEASE 致命的 RELEASE文のレコード
が長過ぎるまたは短過ぎ
る

RELEASE文

EC-SORT-MERGE-RETURN 致命的 RETURN文がファイル
終了条件発生中に実行さ
れた

RETURN文

EC-USER － 利用者定義の例外 －

EC-USER-（ユーザ定義例外名） 非致命的 レベル 3の利用者定義の
例外条件

• RAISE文
• EXIT文
• GOBACK文

例外名 致命度 説明 検出される文
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注※ 1
詳細は「21.8.1　例外が検出される文の詳細」を参照してください。

注※ 2
表操作で，DEPENDING ON指定のデータ名に格納されている繰り返し回数が，表
の最小から最大の範囲にないことを示します。

注※ 3
部分参照の指定が，一意名の範囲内にないことを示します。

注※ 4
表操作で使用する添字または指標名が指す表要素が，表の範囲内にないことを示し
ます。

注※ 5
ただし，連絡節中のデータ項目に対するポインタ変数がNULLである場合，例外が
検出されません。

（例）
連絡節中のデータ項目に対して SET文の ADDRESS OFによってNULLを設
定したあと，そのデータ項目を参照した場合は，例外が検出されません。

（3） 利用者定義例外名

利用者定義例外名とは，ユーザが独自の例外を定義して使用できる機能です。

利用者定義例外名は，「EC-USER-」で始まる任意の例外名を記述して定義します。利用
者定義例外名の命名規則については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
10.5.11(1) 例外」を参照してください。

利用者定義例外名として，「EC-USER-EXCEPTION」という例外名を使用する場合の
コーディング例を，次に示します。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
         EXCEPTIONHANDLER SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-USER-EXCEPTION. *> 1.
             DISPLAY  'EC-USER-EXCEPTION発生'.
       END DECLARATIVES.
 
           RAISE EXCEPTION EC-USER-EXCEPTION. *> 2.
 
       END PROGRAM SAMPLE.

1. 例外宣言手続き部に利用者定義例外名「EC-USER-EXCEPTION」を定義します。
2. RAISE文に EC-USER-EXCEPTIONを指定して，利用者定義の例外を引き起こしま
す。
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RAISE文で例外を引き起こす場合，TURN指令のチェックを ONにして例外チェッ
クを有効にする必要はありません。
RAISE文については，「21.6　明示的な例外の引き起こし」を参照してください。

21.2.2　例外オブジェクト
例外オブジェクトは，オブジェクト指向機能を使用した COBOLプログラムで例外を取
得するときに，例外名に関連づけられた例外と同じように使用します。例外オブジェク
トは，例外名に関連づけられた例外と比べて，多様な例外状況を取得できます。例外オ
ブジェクトの詳細については，「21.7.2　EXCEPTION-OBJECT」を参照してください。
また，オブジェクト指向機能については，「20　オブジェクト指向機能」を参照してくだ
さい。

21.2.3　例外の致命度
例外には致命的例外と非致命的例外の 2種類があります。

例外の致命度と例外名／例外オブジェクトとの対応を，次に示します。

図 21-3　例外の致命度と例外名／例外オブジェクトとの対応

例外が発生した場合の動作，および共通例外処理での例外処理は，例外の致命度によっ
てそれぞれ次のように異なります。

致命的例外の場合
実行単位が異常終了します。

非致命的例外の場合
実行が継続されます。

ただし，例外宣言手続きを実行して，宣言手続きから復帰した場合は，致命度に関係な
く実行が継続されます。宣言手続きからの復帰については，「21.4.2　宣言手続きからの
復帰」を参照してください。

例外の種類と致命度の対応については，「21.2.1　例外名」の「（2）例外名の一覧」を参
照してください。

なお，利用者定義例外名は，すべて非致命的な例外となります。
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21.2.4　最新例外状態
実行単位で最後に引き起こされた例外は，最新例外状態として保持されます。最新例外
状態は，例外が検出されていない状態か，検出されていれば例外に対応する例外名，例
外オブジェクトのどちらかを示します。

最新例外状態は，例外が引き起こされた場合に更新され，例外が引き起こされないで実
行が完了したか，SET LAST EXCEPTION TO OFFによって最新状態がクリアされるま
で保持されます。最新例外状態は，次の場合に更新されます。

• 手続き文の実行中にエラーが発生し，例外が引き起こされた場合
• RAISE文を実行した場合
• EXIT，GOBACK文の RAISING指定に例外名または一意名を指定して，例外を伝播
し，伝播先のプログラムで例外が引き起こされた場合。

最新例外状態は，組み込み関数を使用して参照できます。詳細は，「21.7.1　組み込み関
数を使用した例外情報の参照」を参照してください。

また，最新例外状態のクリアについては，「21.7.3　最新例外状態のクリア」を参照して
ください。
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21.3　TURN指令

特定の例外に対する共通例外処理は，TURN指令によって対応する例外名のチェックを
ONにすることで，指定します。ただし，RAISE文や例外オブジェクトで引き起こされ
る例外だけを扱う場合は，TURN指令のチェックを ONにする必要はありません。

21.3.1　TURN指令によるチェック
TURN指令に例外名を指定してチェックを ONにすると，例外名に対する例外を引き起
こせます。

TURN指令には，例外を表すレベル 3例外名以外にも，レベル 2またはレベル 1の例外
名を指定できます。また，EC-I-O例外名については，ファイル名を指定して，そのファ
イル名に対してだけチェックを ON，または OFFにできます。

TURN指令については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.15 TURN
指令」を参照してください。

TURN指令に指定する例外名のレベルと，その TURN指令の対象となる例外名の対応
を，次に示します。

表 21-3　TURN指令と対象の例外名

表 21-4　TURN指令と対象の例外名（EC-I-O例外名）

21.3.2　TURN指令の有効範囲
TURN指令は，その TURN指令を記述した行以降で開始される文に対して有効となりま
す。TURN指令を文の途中に記述した場合，TURN指令はその文には適用されないで，

TURN指令に指定する
例外名のレベル

対象となる例外名

レベル 1 すべてのレベル 3例外名

レベル 2 指定した機能，分類に対応するレベル 3例外名

レベル 3 指定したレベル 3例外名

TURN指令に指定する
例外名のレベル

ファイル名の
指定

対象となる EC-I-O例外名

レベル 2 あり 指定したファイル名に対応するすべてのレベル 3例外名

なし すべてのファイルに対応するすべてのレベル 3例外名

レベル 3 あり 指定したファイル名に対応するレベル 3例外名

なし すべてのファイルに対応する指定したレベル 3例外名
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次の文から適用されます。このため，一つの文の中で TURN指令のチェックの ON／
OFFを切り替えられません。

TURN指令を文の途中に記述した場合の例を，次に示します。

文の範囲は，先頭の語である文の名前から，明示的または暗黙的に文が終了するまでと
なります。文の開始から終了までの間の構文に現れたすべての手続き文も，文の範囲に
含まれます。このとき，入れ子構造になっている文の一部を共通例外処理の対象とした
い場合は，対象の文の直前で TURN指令のチェックを ONにします。

次の例では，PERFORM文，READ文，SET文，COMPUTE文は，それぞれ文です。
このとき，READ文は，SET文および COMPUTE文を含み，PERFORM文はその
READ文全体を含みます。

図 21-4　文の範囲
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上記の例で，COMPUTE文の EC-SIZEチェックを有効にしたい場合，次のように記述
します。

（COMPUTE文の EC-SIZEチェックを有効にする例）
           READ RECORD1
           AT END
             SET EOF TO TRUE
           NOT AT END
             >>TURN EC-SIZE CHECKING ON
             COMPUTE C = A + B
           END-READ

• READ文から見た場合，TURN指令が文の途中に記述されています。そのため，
READ文に対しては，TURN指令が適用されません。

• COMPUTE文から見た場合，TURN指令が文の外に記述されています。そのた
め，COMPUTE文に対しては，TURN指令が適用されます。

また，SET文および COMPUTE文の EC-SIZEチェックを有効にしたい場合，次のよう
に記述します。

（SET文および COMPUTE文の EC-SIZEチェックを有効にする例）
           READ RECORD1
           >>TURN EC-SIZE CHECKING ON
           AT END
             SET EOF TO TRUE
           NOT AT END
             COMPUTE C = A + B
           END-READ

• READ文から見た場合，TURN指令が文の途中に記述されています。そのため，
READ文に対しては，TURN指令が適用されません。

• SET文および COMPUTE文から見た場合，TURN指令が文の外に記述されてい
ます。そのため，SET文および COMPUTE文に対しては，TURN指令が適用さ
れます。

21.3.3　例外チェックが無効な場合の動作
（1） 手続き文の実行中にエラーが発生し，例外を検出した場合

手続き文でエラーが発生して例外を検出した際に，該当する例外チェックが無効な場合
は，検出された例外，コンパイラオプションの指定，および例外が検出された文に対す
る無条件文の指定によって，動作が異なります。

共通例外処理で取り扱える例外名について，例外チェックが無効な場合の動作を，次に
示します。
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表 21-5　エラー発生後に検出した例外に対して例外チェックが無効な場合の動作

例外名 例外チェックが無効な場合の動作

EC-ALL 以下のレベル 3の例外が発生した場合，おのおのに対応する
動作となる。

EC-ARGUMENT EC-ARGUMENTに関連するレベル 3の例外が発生した場
合，おのおのに対応する動作となる。

EC-ARGUMENT-FUNCTION 実行時エラーで異常終了。

EC-ARGUMENT-IMP 実行時エラーで異常終了。

EC-BOUND EC-BOUNDに関連するレベル 3の例外が発生した場合，お
のおのに対応する動作となる。

EC-BOUND-ODO エラーとならないが，実行結果は保証しない。※ 1

EC-BOUND-REF-MOD • -DebugCompatiオプションなしの場合
エラーとならないが，実行結果は保証しない。※ 1

• -DebugCompatiオプションありの場合
実行時エラーで異常終了。

EC-BOUND-SUBSCRIPT • -DebugCompatiまたは -DebugRangeオプションなしの場
合
エラーとならないが，実行結果は保証しない。※ 1

• -DebugCompatiまたは -DebugRangeオプションありの場
合
実行時エラーで異常終了。

EC-DATA EC-DATAに関連するレベル 3の例外が発生した場合，おの
おのに対応する動作となる。

EC-DATA-PTR-NULL シグナル発生による異常終了。

EC-FLOW EC-FLOWに関連するレベル 3の例外が発生した場合，おの
おのに対応する動作となる。

EC-FLOW-GLOBAL-EXIT エラーとならない。

EC-FLOW-GLOBAL-GOBACK エラーとならない。

EC-FLOW-IMP 実行時エラーで異常終了。

EC-FLOW-RELEASE 実行時エラーで異常終了。

EC-FLOW-RETURN 実行時エラーで異常終了。

EC-FLOW-USE 実行時エラーで異常終了。

EC-I-O EC-I-Oに関連するレベル 3の例外が発生した場合，おのお
のに対応する動作となる。

EC-I-O-AT-END • -Compati85,IoStatusオプションなしの場合
エラーとならない。

• -Compati85,IoStatusオプションありの場合
AT END指定がない場合は実行時エラーで異常終了。

EC-I-O-EOP エラーとならない。

EC-I-O-EOP-OVERFLOW エラーとならない。

EC-I-O-IMP 実行時エラーで異常終了。
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EC-I-O-INVALID-KEY • -Compati85,IoStatusオプションなしの場合
エラーとならない。

• -Compati85,IoStatusオプションありの場合
INVALID KEY指定がない場合は実行時エラーで異常終
了。

EC-I-O-LINAGE • -Compati85,Linageオプションなしの場合
実行時エラーで異常終了。

• -Compati85,Linageオプションありの場合
エラーとならない。

EC-I-O-LOGIC-ERROR 実行時エラーで異常終了。

EC-I-O-PERMANENT-ERROR 実行時エラーで異常終了。

EC-OO EC-OOに関連するレベル 3の例外が発生した場合，おのお
のに対応する動作となる。

EC-OO-CONFORMANCE 実行時エラーで異常終了。

EC-OO-EXCEPTION 実行時エラーで異常終了。

EC-OO-IMP 実行時エラーで異常終了。

EC-OO-METHOD 実行時エラーで異常終了。

EC-OO-NULL 実行時エラーで異常終了。

EC-OO-RESOURCE 実行時エラーで異常終了。

EC-OO-UNIVERSAL 実行時エラーで異常終了。

EC-OVERFLOW EC-OVERFLOWに関連するレベル 3の例外が発生した場
合，おのおのに対応する動作となる。

EC-OVERFLOW-STRING ON OVERFLOW指定がない場合でもエラーとはならない。
例外が検出される時点までの処理は実行されており，その時
点までの実行結果は保証する。

EC-OVERFLOW-UNSTRING ON OVERFLOW指定がない場合でもエラーとはならない。
例外が検出される時点までの処理は実行されており，その時
点までの実行結果は保証する。

EC-PROGRAM EC-PROGRAMに関連するレベル 3の例外が発生した場合，
おのおのに対応する動作となる。

EC-PROGRAM-ARG-MISMATCH コンパイラオプションの指定状況や CALL文の書き方によっ
て動作が異なる。※ 2

EC-PROGRAM-CANCEL-ACTIVE 実行時エラーで異常終了。

EC-PROGRAM-IMP コンパイラオプションの指定状況や CALL文の書き方によっ
て動作が異なる。※ 2

EC-PROGRAM-NOT-FOUND コンパイラオプションの指定状況や CALL文の書き方によっ
て動作が異なる。※ 2

EC-PROGRAM-RECURSIVE-CALL コンパイラオプションの指定状況や CALL文の書き方によっ
て動作が異なる。※ 2

例外名 例外チェックが無効な場合の動作
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注※ 1

EC-PROGRAM-RESOURCES コンパイラオプションの指定状況や CALL文の書き方によっ
て動作が異なる。※ 2

EC-RAISING EC-RAISINGに関連するレベル 3の例外が発生した場合，
おのおのに対応する動作となる。

EC-RAISING-NOT-SPECIFIED 実行時エラーで異常終了。

EC-RANGE EC-RANGEに関連するレベル 3の例外が発生した場合，お
のおのに対応する動作となる。

EC-RANGE-INSPECT-SIZE 実行時エラーで異常終了。

EC-RANGE-INVALID エラーとならないが，実行結果は保証しない。

EC-RANGE-PERFORM-VARYING エラーとならないが，実行結果は保証しない。

EC-RANGE-SEARCH-INDEX エラーとならないが，実行結果は保証しない。

EC-RANGE-SEARCH-NO-MATCH エラーとならないが，実行結果は保証しない。

EC-SIZE EC-SIZEに関連するレベル 3の例外が発生した場合，おのお
のに対応する動作となる。

EC-SIZE-EXPONENTIATION コンパイラオプションの指定状況や COMPUTE文の書き方
によって動作が異なる。※ 3

EC-SIZE-OVERFLOW エラーとならないが，ON SIZE ERROR, NOT ON SIZE 
ERROR指定がない場合の実行結果はけたあふれが発生して
いる。なお，べき乗演算についてはコンパイラオプションの
指定状況や COMPUTE文の書き方によって動作が異なる。※
3

EC-SIZE-TRUNCATION エラーとならないが，ON SIZE ERROR, NOT ON SIZE 
ERROR指定がない場合の実行結果はけたあふれが発生して
いる。

EC-SIZE-UNDERFLOW エラーとならないが，ON SIZE ERROR, NOT ON SIZE 
ERROR指定がない場合の実行結果はけたあふれが発生して
いる。なお，べき乗演算についてはコンパイラオプションの
指定状況や COMPUTE文の書き方によって動作が異なる。※
3

EC-SIZE-ZERO-DIVIDE ON SIZE ERROR，または NOT ON SIZE ERROR指定がな
い場合は実行時エラーで異常終了。

EC-SORT-MERGE EC-SORT-MERGEに関連するレベル 3の例外が発生した場
合，おのおのに対応する動作となる。

EC-SORT-MERGE-IMP 実行時エラーで異常終了。

EC-SORT-MERGE-RELEASE 実行時エラーで異常終了。

EC-SORT-MERGE-RETURN 実行時エラーで異常終了。

EC-USER EC-USERに関連するレベル 3の例外が発生した場合，おの
おのに対応する動作となる。

EC-USER-（ユーザ定義例外名） エラーとならない。

例外名 例外チェックが無効な場合の動作
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メモリの状態によっては，シグナル発生による異常終了となる場合があります。

注※ 2
動作の詳細については，「表 21-6　EC-PROGRAMとコンパイラオプションの組み合わせによ
る動作の相違」を参照してください。

注※ 3
動作の詳細については，「表 21-7　べき乗演算とコンパイラオプションの組み合わせによる動作
の相違」を参照してください。

表 21-6　EC-PROGRAMとコンパイラオプションの組み合わせによる動作の相違

例外名 -Compati8
5,Call
指定の有
無

CALL文の ON EXCEPTION または ON OVERFLOWの指定

あり なし

EC-PROGRAM-A
RG-MISMATCH

あり • -DebugCompatiありの場合
実行時エラーで異常終了。

• -DebugCompatiなしの場合
エラーとはならないが，実行結果を保証しない場合がある（引数
や返却項目の参照／設定の状態によっては，シグナル発生による
異常終了や実行結果不正となる場合がある）。

なし • -DebugCompatiありの場合
指定された無条件文を実行。

• -DebugCompatiなしの場合
エラーとはならないが，実行結
果を保証しない場合がある（引
数や返却項目の参照／設定の状
態によっては，シグナル発生に
よる異常終了や実行結果不正と
なる場合がある）。

• -DebugCompatiありの場
合
実行時エラーで異常終了。

• -DebugCompatiなしの場
合
エラーとはならないが，実
行結果を保証しない場合が
ある（引数や返却項目の参
照／設定の状態によって
は，シグナル発生による異
常終了や実行結果不正とな
る場合がある）。

EC-PROGRAM-I
MP

あり • 実行可能ファイル呼び出し，ま
たは共用ライブラリロード時に
例外を検出した場合，指定され
た無条件文を実行。

• 上記以外の場合，実行時エラー
で異常終了。

実行時エラーで異常終了。

なし 指定された無条件文を実行。

EC-PROGRAM-N
OT-FOUND

あり 指定された無条件文を実行。 実行時エラーで異常終了。

なし

EC-PROGRAM-R
ECURSIVE-CAL
L

あり 実行時エラーで異常終了。

なし 指定された無条件文を実行。 実行時エラーで異常終了。

EC-PROGRAM-R
ESOURCES

あり 実行時エラーで異常終了。

なし 指定された無条件文を実行。 実行時エラーで異常終了。
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表 21-7　べき乗演算とコンパイラオプションの組み合わせによる動作の相違

注※ 1
被べき数（底）が浮動小数点項目であるか，またはべき数（指数）が整数でない場合に演算の
中間結果が浮動小数点形式となり，上表の浮動小数点べき乗演算となります。

種
別
※ 1

例外名 -Compa
ti85,Po
wer指
定の有
無

COMPUTE文の ON SIZE ERRORの指定

あり なし

NOT ON SIZE ERROR NOT ON SIZE ERROR

あり なし あり なし

整
数
べ
き
乗

EC-SIZE-EXPON
ENTIATION

底  ：0
指数：0

あり NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

なし ON SIZEを実行。 エラーとならない。

底  ：0
指数：負

あり ON SIZEを実行。 エラーとな
らない。

実行時
エラー
で異常
終了。

なし

浮
動
小
数
点
べ
き
乗

EC-SIZE-EXPON
ENTIATION

底  ：0
指数：0

あり NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

　 なし ON SIZEを実行。 エラーとならない。

　 底  ：0
指数：負

あり※ 2 NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

　 　 　 あり※ 3 ON SIZEを実行。 エラーとな
らない。

実行時
エラー
で異常
終了。

　 　 　 なし ON SIZEを実行。 エラーとな
らない

実行時
エラー
で異常
終了。

　 　 底  ：負
指数：小
数

あり ON SIZEを実行。 エラーとな
らない。

実行時
エラー
で異常
終了。

　 　 なし

　 EC-SIZE-OVERFLOW あり NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

　 なし ON SIZEを実行。 エラーとならない。

　 EC-SIZE-UNDERFLOW あり NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

NOT ON 
SIZEを実
行。

エラー
となら
ない。

　 なし ON SIZEを実行。 エラーとならない。
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これ以外は，演算の中間結果が整数形式となり，整数べき乗演算となります。
演算の中間結果の詳細については，「5.2.4　演算の中間結果」を参照してください。

注※ 2　AIX(32)，AIX(64)の場合。

注※ 3　HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，Linux(x86)，Linux(x64)，Linux(IPF64)，
Solaris(SPARC)の場合。

（2） 伝播によって例外を検出した場合

伝播によって例外を検出した場合，CALL文，INVOKE文，および利用者定義関数の呼
び出しで検出された例外名の例外チェックが無効なときは，例外の致命度によって，次
に示す処理が実行されます。

表 21-8　伝播によって検出した例外に対して例外チェックが無効な場合の動作

注※
例外を受け取れないプログラムの詳細については，「21.5.3　例外を受け取れないプログラムに
例外を伝播させた場合の動作」を参照してください。

例外の伝播によって検出された例外の詳細については，「表 21-15　例外の伝播によって
検出された例外」を参照してください。

致命度 動作

致命的な例外 「図 21-5　プログラム「CHILDPROGRAM」から致命的な例外の伝播を実行する
が，プログラム「PARENTPROGRAM」の例外チェックが無効な場合の動作例」
のように，制御遷移した文（CALL文，INVOKE文，および利用者定義関数の呼
び出し）で，実行時エラーメッセージ（KCCC0402R-S）を出力し，実行単位が異
常終了となる。
なお，例外を受け取れないプログラム※の場合は，「図 21-6　プログラム
「CHILDPROGRAM」から致命的な例外の伝播を実行しようとするが，プログラ
ム「PARENTPROGRAM」が例外を受け取れない場合の動作例」のように，呼び
出し先プログラム中の例外を検出した文で，実行時エラーメッセージ
（KCCC0403R-S）を出力し，実行単位が異常終了となる。

非致命的な例外 「図 21-7　非致命的な例外のときは，例外の伝播は無視され，実行が継続される場
合の動作例」のように，例外の伝播は無視され，実行が継続される。



21.　共通例外処理

437

図 21-5　プログラム「CHILDPROGRAM」から致命的な例外の伝播を実行するが，プロ
グラム「PARENTPROGRAM」の例外チェックが無効な場合の動作例

1. プログラム「PARENTPROGRAM」中の CALL文で，プログラム
「CHILDPROGRAM」を呼び出します。

2. プログラム「CHILDPROGRAM」の DIVIDE文で，ゼロによる除算の例外が検出さ
れます（例外名：EC-SIZE-ZERO-DIVIDE）。

3. PROPAGATE指令が ONなので，プログラム「PARENTPROGRAM」の CALL文
に致命的な例外が伝播します。

4. プログラム「PARENTPROGRAM」中で，伝播された致命的な例外（例外名：
EC-SIZE-ZERO-DIVIDE）に対する例外チェックが無効なので，CALL文で実行時
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エラーメッセージ（KCCC0402R-S：「伝播により例外が検出されました。」）を出力
し，プログラムが異常終了します。

図 21-6　プログラム「CHILDPROGRAM」から致命的な例外の伝播を実行しようとする
が，プログラム「PARENTPROGRAM」が例外を受け取れない場合の動作例

　

1. プログラム「PARENTPROGRAM」中の CALL文で，プログラム
「CHILDPROGRAM」を呼び出します。

2. プログラム「CHILDPROGRAM」中の DIVIDE文で，ゼロによる除算の例外が検出
されます（例外名：EC-SIZE-ZERO-DIVIDE）。

3. PROPAGATE指令が ONになっていますが，プログラム「PARENTPROGRAM」が
例外を受け取れないプログラム※なので，致命的な例外が伝播できません。そのため，
プログラム「CHILDPROGRAM」の例外を検出した文（DIVIDE文）で実行時エ
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ラーメッセージ（KCCC0403R-S：「例外を伝播できません。」）を出力し，プログラム
が異常終了します。

注※
この場合の例外を受け取れないプログラムとは，次の条件がすべて重なった場合を
指します。
1. プログラム中に ON指定のある PROPAGATE指令が書かれていない。
2. プログラム中に TURN指令が一つも書かれていない。
3. 宣言節中のUSE文に EXCEPTION OBJECT指定が一つもない。
4. CALL文に ON OVERFLOW指定，ON EXCEPTION指定，NOT ON 

EXCEPTION指定がない。

例外を受け取れないプログラムの詳細については，「21.5.3　例外を受け取れないプ
ログラムに例外を伝播させた場合の動作」を参照してください。
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図 21-7　非致命的な例外のときは，例外の伝播は無視され，実行が継続される場合の動
作例

1. プログラム「PARENTPROGRAM」中の CALL文で，プログラム
「CHILDPROGRAM」を呼び出します。

2. プログラム「CHILDPROGRAM」中の SEARCH文で，指標名の範囲外による例外
が検出されます（例外名：EC-RANGE-SEARCH-INDEX）。

3. PROPAGATE指令が ONになっていますが，非致命的な例外のときは，例外の伝播
は無視され，実行が継続されます。



21.　共通例外処理

441

21.4　共通例外の宣言手続き
USE文に，引き起こされた例外に対する例外名，または例外オブジェクトを指定してい
る場合，共通例外の宣言手続きが実行されます。

共通例外の宣言手続きは，USE文に例外名，例外オブジェクトのクラス名，インタ
フェース名を指定して記述します。さらに，例外名 EC-I-Oについては，ファイル名を指
定すると，特定のファイルに対するUSE文を記述できます。USE文については，マ
ニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.53 USE文」を参照してください。

21.4.1　実行される宣言手続き
実行される宣言手続きは，引き起こされた例外と，USE文に指定した例外によって決定
します。実行される宣言手続きの詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　
標準仕様編　10.8.53 USE文」を参照してください。

（1） 例外によって実行される宣言手続き

例外名に関連する場合
引き起こされた例外が例外名に関連する場合は，例外に対応する例外名，または上
位レベルの例外名が指定されたUSE文の宣言手続きが実行されます。

例外オブジェクトの場合
引き起こされた例外オブジェクトに適合するクラス名またはインタフェース名が指
定されたUSE文の宣言手続きが実行されます。

（2） 実行される宣言手続きの優先順位

引き起こされた例外に対して宣言手続きを複数記述した場合，レベル 3，レベル 2，レベ
ル 1の順に検索され，宣言手続きが一つだけ実行されます。

次の例では，引き起こされた例外の例外名 EC-SIZE-ZERO-DIVIDEに対して，実行さ
れる宣言手続きが EXCEPTIONHANDLER1（例外名 EC-SIZEに該当）と
EXCEPTIONHANDLER2（例外名 EC-SIZE-ZERO-DIVIDEに該当）の 2種類があり
ます。この場合，レベル 2の例外よりもレベル 3の例外が優先されるため，
EXCEPTIONHANDLER1は実行されないで，EXCEPTIONHANDLER2が実行されま
す。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
       >>TURN EC-SIZE CHECKING ON
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE  SECTION.
       01 A PIC 9.
       01 B PIC 9 VALUE 0.
       01 C PIC 9.
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       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       EXCEPTION-HANDLER1 SECTION.
         USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-SIZE. *> 2.
           DISPLAY 'EC-SIZE'.
       EXCEPTION-HANDLER2 SECTION.
         USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-SIZE-ZERO-DIVIDE. *> 3.
           DISPLAY FUNCTION EXCEPTION-STATUS.
       END DECLARATIVES.
 
           DIVIDE A BY B GIVING C. *> 1.
 
       END PROGRAM SAMPLE.

1. DIVIDE文で例外 EC-SIZE-ZERO-DIVIDEが引き起こされます。
2. EXCEPTION-HANDLER1は，例外名 EC-SIZEに対応するため，1.の例外に該当し
ます。しかし，EXCEPTION-HANDLER1は実行されないで，より下位のレベル
EC-SIZE-ZERO-DIVIDEの例外宣言手続きが優先されます。

3. EXCEPTION-HANDLER2は，例外名 EC-SIZE-DIVIDEに対応するため，1.の例
外に該当します。さらに，EXCEPTION-HANDLER1の例外名 EC-SIZEより下位の
レベルのため，EXCEPTION-HANDLER2が優先となります。
EXCEPTIONHANDLER2が実行され，DISPLAY文で「EC-SIZE-ZERO-DIVIDE」
と表示されます。

　

なお，例外名が「EC-I-O-」ではじまる入出力例外は，ファイル名を指定する形式とファ
イル名を指定しない形式の 2種類が指定できますが，両方の形式の例外宣言手続きを指
定した場合，ファイル名を指定する形式の方が優先されます。

次の例では，FILE1の READ文で例外が引き起こされると，
IO-EXCEPTION-HANDLER2の方が実行されます。

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
 
       >>TURN EC-I-O CHECKING ON
       ENVIRONMENT DIVISION.
       INPUT-OUTPUT SECTION.
       FILE-CONTROL.
       SELECT FILE1 ASSIGN TO 'FILENAME.TXT'.
 
       DATA DIVISION.
       FILE SECTION.
       FD FILE1.
       01 REC PIC X.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       77 FILESTATUS PIC X(2).
       77 LOOP-EXIT-FLAG PIC 9 VALUE 0.
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       IO-EXCEPTION-HANDLER1 SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-I-O-AT-END. *> 2.
           DISPLAY 'GENERAL HANDLER'
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           RESUME AT TERMINATION.
       IO-EXCEPTION-HANDLER2 SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION
                               EC-I-O-AT-END FILE FILE1. *> 3.
           DISPLAY 'SPECIAL HANDLER FOR FILE1'
           CLOSE FILE1
           RESUME AT TERMINATION.
       END DECLARATIVES.
           OPEN INPUT FILE1
           PERFORM UNTIL LOOP-EXIT-FLAG = 1
             READ FILE1 *> 1.
             IF  FILESTATUS NOT = '00' AND '10' THEN
               MOVE 1 TO LOOP-EXIT-FLAG
               DISPLAY 'READ FILESTATUS = ' FILESTATUS
             END-IF
           END-PERFORM.
       TERMINATION.
           STOP RUN.
 
       END PROGRAM SAMPLE.

1. READ文で例外 EC-I-O-AT-ENDが引き起こされます。
2. IO-EXCEPTION-HANDLER1は，例外名 EC-I-O-AT-ENDに対応するため，1.の例
外に該当します。しかし，IO-EXCEPTION-HANDLER1は実行されないで，ファイ
ル名を指定した例外宣言手続きが優先されます。

3. EXCEPTION-HANDLER2は，例外名 EC-I-O-AT-ENDに対応するため，1.の例外
に該当します。さらに，ファイル名が指定されているため，
IO-EXCEPTION-HANDLER1より IO-EXCEPTION-HANDLER2の方が優先とな
ります。
IO-EXCEPTION-HANDLER2が実行され，DISPLAY文で「SPECIAL HANDLER 
FOR FILE1」と表示したあと，FILE1を閉じて手続き名 TERMINATIONに復帰し，
プログラムが終了します。

（3） 宣言手続き実行後の処理

宣言手続きからの復帰が行われない場合，例外の致命度によって，次の処理が実行され
ます。宣言手続きからの復帰については，「21.4.2　宣言手続きからの復帰」を参照して
ください。

致命的な例外の場合
宣言手続きの実行後，実行単位が終了します。ただし，例外名 EC-I-Oに関連する例
外の場合は，各文の一般規則に従って，実行が継続されます。

非致命的な例外の場合
宣言手続きを実行後，各文の一般規則に従って実行が継続されます。

（4） 注意事項

例外名 EC-FLOW-USEに対して実行される宣言手続きを，再帰的に実行するような処理
にしないでください。このような処理にすると，無限ループが発生します。
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21.4.2　宣言手続きからの復帰
宣言手続きの実行中に次の文を使用すると，宣言手続きの実行を中断して，制御を復帰
できます。

（1） RESUME文

RESUME文は，宣言手続きから復帰するときに使用します。RESUME文では，例外が
引き起こされた次の文に復帰させる方法と，指定した手続き名へ復帰させる方法があり
ます。

RESUME文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.37 
RESUME文」を参照してください。

RESUME文を使用した宣言手続きからの復帰の例を，次に示します。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
       >>TURN EC-SIZE CHECKING ON
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 A PIC 9 VALUE 9.
       01 B PIC 9 VALUE 0.
       01 C PIC 9.
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
         USE-1 SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-SIZE-ZERO-DIVIDE. *> 2.
             DISPLAY 'RESUME NEXT実行'.
             RESUME NEXT STATEMENT. *> 3.
         USE-2 SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-SIZE-TRUNCATION. *> 5.
             DISPLAY 'RESUME 手続き名実行'.
             RESUME 復帰手続き復帰手続き復帰手続き復帰手続き. *> 6.
       END DECLARATIVES.
 
           DIVIDE A BY B GIVING C. *> 1.
 
           COMPUTE C = A * 2. *> 4.
           STOP RUN.
 
       復帰手続き. *> 7.
           DISPLAY '宣言手続きからの復帰'.
                ：
       END PROGRAM SAMPLE.

1. DIVIDE文で，ゼロによる除算の例外 EC-SIZE-ZERO-DIVIDEが検出されます。
2. 例外名 EC-SIZE-ZERO-DIVIDEを指定した例外宣言手続きが実行されます。
3. RESUME文によって宣言手続きから復帰します。RESUME文に NEXT 

STATEMENTが指定されているため，例外が引き起こされた次の行（COMPUTE
文）に制御が移ります。

4. COMPUTE文で，算術けたあふれの例外 EC-SIZE-TRUNCATIONが検出されます。



21.　共通例外処理

445

5. 例外名 EC-SIZE-TRUNCATIONを指定した例外宣言手続きが実行されます。
6. RESUME文によって宣言手続きから復帰します。RESUME文に手続き名が指定さ
れているため，「復帰手続き」に制御が移ります。

7. 手続きが実行され，DISPLAY文で「宣言手続きからの復帰」と表示されます。

（2） GOBACK文，EXIT文

宣言手続きの実行中に，GOBACK文，または EXIT文を実行すると，暗黙的に宣言手続
きからの復帰が行われます。

GOBACK文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.22 
GOBACK文」を参照してください。

EXIT文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.20 EXIT文」
を参照してください。

GOBACK文を使用した宣言手続きからの復帰の例を，次に示します。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
 
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'SAMPLE2'. *> 1.
       END PROGRAM SAMPLE1.
 
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
 
       >>TURN EC-SIZE CHECKING ON
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 A PIC 9 VALUE 9.
       01 B PIC 9 VALUE 0.
       01 C PIC 9.
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
         USE-1 SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-ALL. *> 3.
             DISPLAY 'GOBACK実行'.
             GOBACK. *> 4.
       END DECLARATIVES.
                ：
           DIVIDE A BY B GIVING C. *> 2.
           EXIT PROGRAM.
       END PROGRAM SAMPLE2.

1. プログラム「SAMPLE1」中の CALL文で，プログラム「SAMPLE2」を呼び出しま
す。

2. プログラム「SAMPLE2」中の DIVIDE文で，例外が検出されます。
3. 例外宣言手続きが実行されます。
4. GOBACK文によって，宣言手続きから呼び出し元のプログラム「SAMPLE1」の

CALL文の次の行へ復帰します。
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21.5　例外の伝播
呼び出し先プログラムで検出された例外情報を，呼び出し元プログラムに伝える（以下，
伝播という）ことができます。

あるプログラムで例外が引き起こされ，該当する宣言手続きがない場合，呼び出し元プ
ログラムに例外を伝播できます。

例外の伝播の例を，次に示します。
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1. プログラム「PARENTPROGRAM」中の CALL文で，プログラム
「CHILDPROGRAM」を呼び出します。

2. プログラム「CHILDPROGRAM」中の DIVIDE文で，ゼロによる除算の例外が検出
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されます（例外名：EC-SIZE-ZERO-DIVIDE）。
3. PROPAGATE指令が ONなので，呼び出し元の CALL文に例外が伝播します。
4. 例外の伝播によって CALL文で例外が検出され（例外名：

EC-SIZE-ZERO-DIVIDE），例外が引き起こされます。これによって，例外名
EC-SIZEを指定した USE手続きへ制御が移ります。

5. EC-SIZE-ZERO-DIVIDEは致命的な例外のため，例外宣言節の実行後，プログラム
が異常終了します。

　

例外を伝播させる方法には，次の 2種類があります。

• PROPAGATE指令によって，例外を自動伝播させる
• GOBACK文または EXIT文の RAISING指定を使用して，明示的に呼び出し元へ例
外を伝播させる

21.5.1　PROPAGATE指令による例外の自動伝播
PROPAGATE指令を ONにすると，引き起こされた例外を自動的に呼び出し元プログラ
ムへ伝播させられます。

PROPAGATE指令については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.13 
PROPAGATE指令」を参照してください。

PROPAGATE指令を使用した例外の伝播の例を，次に示します。

＜主プログラム：SAMPLE1.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
         ：
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       ERROR-HANDLER SECTION.
         USE  AFTER EXCEPTION CONDITION EC-BOUND-SUBSCRIPT. *> 4.
           ：
       END DECLARATIVES.
       >>TURN EC-BOUND-SUBSCRIPT CHECKING ON
 
           CALL 'SAMPLE2'. *> 1.
 
       END PROGRAM SAMPLE1.

＜副プログラム：SAMPLE2.CBL＞
       >>PROPAGATE ON *> 3.
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
         ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 A.
         02 AA PIC 9 OCCURS 10 INDEXED BY B.
       01 C PIC 9.
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         ：
       PROCEDURE DIVISION.
           SET B DOWN BY 1.
       >>TURN EC-BOUND-SUBSCRIPT CHECKING ON
           MOVE AA ( B ) TO C. *> 2.
       END PROGRAM SAMPLE2.

1. プログラム「SAMPLE1」中の CALL文で，プログラム「SAMPLE2」を呼び出しま
す。

2. プログラム「SAMPLE2」中のMOVE文で，例外が検出されます（例外名：
EC-BOUND-SUBSCRIPT）。

3. PROPAGATE指令が ONなので，呼び出し元の CALL文に例外が伝播します。
4. 例外の伝播によって CALL文で例外が検出され，例外が引き起こされます。これに
よって，例外名 EC-BOUND-SUBSCRIPTを指定した USE手続きへ制御が移りま
す。

注意事項
• PROPAGATE ONが指定されたプログラムを COBOL主プログラムとした場合，
例外が引き起こされても例外は伝播されないで，COBOLプログラムが正常終了
します。

• 自動伝播される例外は，例外の致命度が致命的なものだけです。致命度が非致命
的な例外の場合，自動伝播されないで例外を引き起こした文の次の文が実行され
ます。

21.5.2　EXIT文，GOBACK文の RAISING指定による例外の
伝播

宣言手続き内で，GOBACK文または EXIT文の RAISING指定に伝播する例外を指定す
ると，指定した例外を呼び出し元のプログラムに伝播できます。RAISING指定には，例
外名，オブジェクト参照一意名，または LAST指定します。

RAISING指定については，「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.20 EXIT文」を参
照してください。

EXIT PROGRAM文の RAISING指定を使用した例外の伝播の例を，次に示します。

＜主プログラム：SAMPLE1.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
          ：
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       ERROR-HANDLER SECTION.
         USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-BOUND-SUBSCRIPT. *> 3.
           ：
       END DECLARATIVES.
 
       >>TURN EC-BOUND-SUBSCRIPT CHECKING ON
         CALL 'SAMPLE2'. *> 1.
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       END PROGRAM SAMPLE1.

＜副プログラム：SAMPLE2.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
         ：
       PROCEDURE DIVISION.
 
           EXIT PROGRAM RAISING EXCEPTION EC-BOUND-SUBSCRIPT. *> 2.
 
       END PROGRAM SAMPLE2.

1. プログラム「SAMPLE1」中の CALL文で，プログラム「SAMPLE2」を呼び出しま
す。

2. プログラム「SAMPLE2」中の EXIT PROGRAM文の RAISING指定に，伝播させ
る例外名 EC-BOUND-SUBSCRIPTが指定されているため，呼び出し元に例外が伝
播します。

3. 例外の伝播によって CALL文で例外が検出され，例外が引き起こされます。これに
よって，例外名 EC-BOUND-SUBSCRIPTを指定した USE手続きへ制御が移りま
す。

（1） RAISING LAST指定

EXIT文または GOBACK文の RAISING指定に LASTを指定すると，実行単位で最後
に引き起こされた例外を伝播できます。RAISING LAST指定は，宣言手続きの実行中だ
けで使用できます。

なお，何も例外が引き起こされていない状態では，RAISING LAST指定は無視されま
す。

RAISING LAST指定の例を，次に示します。

＜主プログラム：SAMPLE1.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       EXCEPTION-HANDLER SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-SIZE-ZERO-DIVIDE. *> 4.
           DISPLAY FUNCTION EXCEPTION-STATUS.
       END DECLARATIVES.
       >>TURN EC-SIZE-ZERO-DIVIDE CHECKING ON
           CALL 'SAMPLE2'. *> 1.
           STOP RUN.
       END PROGRAM SAMPLE1.

＜副プログラム：SAMPLE2.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
              ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 A-REC PIC S9(9) USAGE COMP VALUE 0.
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       01 B-REC PIC S9(9) USAGE COMP VALUE 0.
       01 C-REC PIC S9(9) USAGE COMP VALUE 0.
              ：
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       EXCEPTION-HANDLER SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-SIZE-ZERO-DIVIDE.
           EXIT PROGRAM RAISING LAST EXCEPTION. *> 3.
       END DECLARATIVES.
       >>TURN EC-SIZE-ZERO-DIVIDE CHECKING ON
           COMPUTE A-REC = B-REC / C-REC. *> 2.
       END PROGRAM SAMPLE2.

1. プログラム「SAMPLE1」中の CALL文で，プログラム「SAMPLE2」を呼び出しま
す。

2. プログラム「SAMPLE2」中の COMPUTE文で，例外 EC-SIZE-ZERO-DIVIDEが
引き起こされ，例外宣言手続きが実行されます。

3. EXIT PROGRAM文の RAISING LAST指定によって，最後に引き起こされた例外が
呼び出し元のプログラムに伝播します。

4. 例外の伝播によって CALL文で例外が検出され，例外が引き起こされます。これに
よって，例外名 EC-SIZE-ZERO-DIVIDEを指定した USE手続きへ制御が移ります。

（2） 手続き部見出しの RAISING指定

EXIT文または GOBACK文の RAISING指定を使って，利用者定義例外，または例外オ
ブジェクトを伝播する場合，手続き部見出しの RAISING指定に，利用者定義例外名，
またはオブジェクトのクラス名もしくはインタフェース名を指定する必要があります。
指定していない場合，RAISINGに例外名またはオブジェクト参照データを指定したとき
はコンパイルエラーとなり，RAISING LAST指定のときは例外名
EC-RAISING-NOT-SPECIFIEDまたは EC-OO-EXCEPTIONが伝播されます。

手続き部見出しの RAISING指定の例を，次に示します。

＜主プログラム：SAMPLE1.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       EXCEPTION-HANDLER SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-USER-XXX.
           DISPLAY FUNCTION EXCEPTION-STATUS.
       END DECLARATIVES.
       >>TURN EC-USER-XXX CHECKING ON
           CALL 'SAMPLE2'.
           STOP RUN.
       END PROGRAM SAMPLE1.

＜副プログラム：SAMPLE2.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
              ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
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       01 A-REC PIC S9(9) USAGE COMP VALUE 0.
       01 B-REC PIC S9(9) USAGE COMP VALUE 0.
       01 C-REC PIC S9(9) USAGE COMP VALUE 0.
              ：
       PROCEDURE DIVISION RAISING EC-USER-XXX.
       DECLARATIVES.
       ERROR-HANDLER SECTION.
         USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-SIZE-ZERO-DIVIDE.
           EXIT PROGRAM RAISING EXCEPTION EC-USER-XXX
       END DECLARATIVES.
       >>TURN EC-SIZE-ZERO-DIVIDE CHECKING ON
           ：
           COMPUTE A-REC = B-REC / C-REC.
           ：
       END PROGRAM SAMPLE2.

（3） RAISING指定による例外オブジェクトの伝播

RAISING指定を使用して例外オブジェクトを伝播する場合，次の規則が適用されます。
詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.5.11(1) 例外」の例外オブ
ジェクトの説明を参照してください。

EXIT文および GOBACK文を使って例外オブジェクトを伝播する場合，呼び出し元プロ
グラムおよび呼び出し先プログラムの状態によって，次に示す処理が実行されます。

注※ 1
伝播後，該当する宣言手続きを実行します。

注※ 2
伝播後，GOBACK RAISING LASTを実行します。

注※ 3
伝播後，GOBACK RAISING EXCEPTION EC-OO-EXCEPTIONを実行します。

　

RAISING指定による例外オブジェクトの伝播の例を，次に示します。

呼び先し先のプロ
グラムの状態

呼び出し元のプログラムの状態

該当する USE
宣言手続きあり

該当する USE宣言手続きなし

PROPAGATE指令 ON PROPAGATE指令 OFF

手続き部見出し
の RAISING指
定あり

手続き部見出し
の RAISING指
定なし

手続き部見出しの
RAISING指定あ
り

例外オブジェク
トを伝播する。
※ 1

例外オブジェク
トを伝播する。
※ 2

例外オブジェク
トを伝播する。
※ 3

EC-OO-EXCEPTION
を伝播する。

手続き部見出しの
RAISING指定な
し

EC-OO-EXCEPTIONを伝播する。
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＜主プログラム：SAMPLE1.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       EXCEPTION-HANDLER SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-OO-EXCEPTION. *> 3.
           DISPLAY FUNCTION EXCEPTION-STATUS.
       END DECLARATIVES.
       >>TURN EC-OO-EXCEPTION CHECKING ON
           CALL 'SAMPLE2'. *> 1.
           STOP RUN.

＜副プログラム：SAMPLE2.CBL＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
 
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       CLASS EXCEPT-CLASS.
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 OBJ USAGE OBJECT REFERENCE EXCEPT-CLASS.
 
       PROCEDURE DIVISION RAISING EXCEPT-CLASS.
           INVOKE EXCEPT-CLASS 'NEW' RETURNING OBJ.
           GOBACK RAISING OBJ. *> 2.
       END PROGRAM SAMPLE2.
 
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       CLASS-ID. EXCEPT-CLASS INHERITS BASE.
 
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       CLASS BASE.
             ：
       END CLASS EXCEPT-CLASS.

1. プログラム「SAMPLE1」中の CALL文で，プログラム「SAMPLE2」を呼び出しま
す。

2. プログラム「SAMPLE2」中の GOBACK文の RAISING指定によって，例外オブ
ジェクトの伝播が発生します。
このとき，SAMPLE2の手続き部見出しの RAISING指定には，クラス名が指定され
ていますが，主プログラム「SAMPLE1」に発生した例外に対応するUSE宣言手続
きや PROPAGATE指令がないため，GOBACK文の処理は，GOBACK RAISING 
EXCEPTION EC-OO-EXCEPTIONとなります。

3. 例外の伝播によって CALL文で例外 EC-OO-EXCEPTIONが検出され，該当する
USE手続きへ制御が移ります。
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21.5.3　例外を受け取れないプログラムに例外を伝播させた
場合の動作

（1） 例外を受け取れないプログラム

CALL文，INVOKE文，および利用者定義関数によって呼び出されたプログラム（例外
を送る側）で例外が発生し，呼び出し元プログラム（例外を受け取る側）へ例外の伝播
を実行しようとしても，呼び出し元プログラムが例外を受け取れない場合，例外は伝播
しません。

例外を受け取れる呼び出し元プログラム，例外を受け取れない呼び出し元プログラムの
条件を次に示します。

（凡例）
○：例外を受け取れる
×：例外を受け取れない
－：該当しない

注※ 1
例外の伝播を抑止するコンパイラオプションについては，「31.5.12　他システムと
の移行の設定」の「（2）-Compati85オプション」を参照してください。

注※ 2
次の条件が重なった場合，例外の伝播を抑止します。
1. プログラム中に ON指定のある PROPAGATE指令が書かれていない。
2. プログラム中に TURN指令が一つも書かれていない。
ただし上記の 1.～ 2.では，入れ子プログラムや複数の最外側のプログラムが書

条件 プログラム種別／指定

　 COBOL
85

COBOL2002 COBOL
以外の
言語　 -Compati85,NoProp

agate指定なし※ 1
-Compati85,NoProp
agate指定あり※ 1

　 伝播抑止

条件※ 2
左記
以外

伝播抑止

条件※ 2
左記
以外

例外を
受け取
る文

オブジェクト指向の
INVOKE文

－ × ○ × × －

　 利用者定義関数を参
照する文

－ × ○ × × －

　 CALL
文

無条件指定
なし※ 3

× × ○ × × －

　 　 無条件指定
あり※ 3

× ○※ 4 ○ × × －
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かれたソースで，該当するプログラムの前に ON指定のある PROPAGATE指令
や有効な TURN指令がある場合，それ以降に定義されたすべてのプログラムは，
例外の伝播を抑止する対象にはなりません。

3. 宣言節中のUSE文に EXCEPTION OBJECT指定が一つもない。

注※ 3
ON OVERFLOW指定，ON EXCEPTION指定，NOT ON EXCEPTION指定

注※ 4
呼び出されたプログラム（例外を送る側）で例外が発生し，呼び出し元プログラム
（例外を受け取る側）へ例外を伝播する場合，CALL文の無条件文は実行されませ
ん。詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.4(3) 一
般規則」を参照してください。

（2） 呼び出し元プログラムが例外を受け取れない場合の動作

呼び出し元プログラムが例外を受け取れない場合，呼び出し先プログラムで例外が検出
されたときの動作が異なります。

例外が検出されたときの動作の詳細については，「21.8.3　例外処理の動作」を参照して
ください。

例外を受け取れないプログラムへ例外の伝播を実行しようとした場合の例を次に示しま
す。

＜主プログラム：SAMPLE1.CBL（COBOL85で作成したプログラム）＞
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
           ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 PARAM USAGE COMP-1 VALUE +9.9E+01.
           ：
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'SAMPLE2' USING PARAM. *> 1.
       END PROGRAM SAMPLE1.

＜副プログラム：SAMPLE2.CBL（COBOL2002で作成したプログラム）＞
       >>PROPAGATE ON
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
           ：
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ANS USAGE COMP-1.
       01 DATA-A PIC X(21) VALUE '100300700800400600900'.
       01 DATA-B REDEFINES DATA-A.
          02 DATA-C PIC 9(3) OCCURS 7 TIMES
                    INDEXED BY DATA-D DATA-E.
       LINKAGE SECTION.
       01 PARAM USAGE COMP-1.
           ：
       PROCEDURE DIVISION USING PARAM.
           SET DATA-D DATA-E TO 0.
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       >>TURN EC-RANGE-SEARCH-INDEX CHECKING ON
           SEARCH DATA-C VARYING DATA-E      *>2.
               WHEN  DATA-C(DATA-E) > 1500
                   CONTINUE
           END-SEARCH.
       >>TURN EC-ARGUMENT-FUNCTION CHECKING ON
           COMPUTE ANS = FUNCTION ACOS ( PARAM ). *> 3.
           DISPLAY 'ANSWER  =' ANS.
       END PROGRAM SAMPLE2.

1. プログラム「SAMPLE1」中の CALL文で，プログラム「SAMPLE2」を呼び出しま
す。

2. PROPAGATE指令が ONになっていますが，プログラム「SAMPLE2」中の
SEARCH文で検出した例外が非致命的な例外のため，例外は伝播されず次の文
（COMPUTE文）へ実行が継続されます。

3. COMPUTE文で致命的な例外が検出され，かつ，PROPAGATE指令が ONになって
いますが，プログラム「SAMPLE1」は例外を受け取れないため，例外は伝播しませ
ん。この場合，実行時エラーメッセージ（KCCC0403R-S:「例外を伝播できませ
ん。」）を出力し，プログラム「SAMPLE2」が異常終了します。
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21.6　明示的な例外の引き起こし
COBOL2002では，明示的に例外を引き起こせます。明示的に例外を引き起こすと，
ユーザプログラムが固有に定めたエラー状態を利用者定義例外として発生させたり，あ
る例外種別で実行される宣言手続き処理に対してユーザプログラムから明示的に例外を
発生させて実行できます。これによって，宣言手続き処理を共通化できます。

共通例外処理で明示的に例外を引き起こすには，RAISE文を使用します。RAISE文に
レベル 3の例外名またはオブジェクト参照の一意名を指定して実行すると，指定した例
外が引き起こされます。

RAISE文に指定する例外が例外名の場合，該当する TURN指令のチェックが ONでな
くても，例外が引き起こされます。

また，RAISE文に例外名 EC-I-Oに関連する例外を指定して実行する場合，次の規則に
従います。

• 入出力状態は，変更されません。
• ファイル名指定の例外宣言手続きは，実行されません。

RAISE文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.32 RAISE
文」を参照してください。

RAISE文に例外名を指定して実行した場合の例を，次に示します。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       USE-1 SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-USER-EXCEPTION. *> 2.
           DISPLAY 'EC-USER-EXCEPTION RAISE'.
       END DECLARATIVES.
 
           RAISE EXCEPTION EC-USER-EXCEPTION. *> 1.
 
       END PROGRAM SAMPLE.

1. RAISE文によって，例外 EC-USER-EXCEPTIONが引き起こされます。
2. EC-USER-EXCEPTIONに対応する例外宣言手続きに処理が移り，DISPLAY文が実
行されます。
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21.7　例外情報の参照
最新例外状態を参照すると，最後に発生した例外情報を参照できます。最新例外状態の
参照には，組み込み関数や，EXCEPTION-OBJECTを使用します。

21.7.1　組み込み関数を使用した例外情報の参照
次の組み込み関数を使用すると，実行単位で最後に引き起こされた例外（最新例外状態）
の詳細な情報を取得できます。

（1） EXCEPTION-FILE関数

最新例外状態に関連するファイル結合子の入出力状態の値，およびファイル名称を返し
ます。関数の戻り値の長さは，64バイトです。

EXCEPTION-FILE関数の戻り値を，次に示します。

注※ 1
入出力に関連する例外（例外名 EC-I-Oに関連する例外）であっても，例外名
EC-I-O-LINAGE，EC-I-O-EOP，または EC-I-O-EOP-OVERFLOWの場合は，入
出力状態が 00となります。

注※ 2
入出力以外の例外の場合とは，次の状態を指します。
• 例外が検出されていない状態
• RAISE文で，例外名 EC-I-Oに関連する例外を指定して実行した場合
• 例外名 EC-I-O以外の例外が引き起こされている状態

EXCEPTION-FILE関数については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
11.18 EXCEPTION-FILE関数」を参照してください。

（2） EXCEPTION-LOCATION関数

最新例外状態に関連する文の位置を返します。関数の戻り値の長さは，303バイトです。

EXCEPTION-LOCATION関数の戻り値は，プログラム／利用者定義関数／メソッドの
名称，手続き名，およびソース行識別子から構成され，それぞれがセミコロン（;）と空
白 1文字で区切られた形式となっています。

EXCEPTION-LOCATION関数の戻り値を，次に示します。

例外の種類 関数の戻り値の内容

入出力に関連する例外の場合※ 1 入出力状態とファイル名

入出力以外の例外の場合※ 2 00
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例外ありの場合の形式
AAA…AA;△BB…B;△CCCCCCC/CCC

AAA…AA
プログラム／利用者定義関数／メソッドの名称

BB…B
手続き名

CCCCCCC/CCC
ソース行識別子

△
半角空白文字を示します。

　
それぞれの項目に返される値を，次に示します。

プログラム／利用者定義関数／メソッド
プログラム／利用者定義関数／メソッド名称として返される値について，次に示し
ます。

手続き名
手続き名として返される値について，次に示します。
手続き名は，例外が発生した文の段落名，節名の有無によって出力内容が異なりま
す。

注※

例外の有無 関数の戻り値の内容

例外あり • プログラム／利用者定義関数／メソッドの名称
• 手続き名
• ソース行識別子

例外なし 英数字空白

例外の引き起こされた位置を
含む定義の種別

関数の戻り値の内容

プログラム プログラム名

利用者定義関数 利用者定義関数名

メソッド メソッド名

手続きの種別 関数の戻り値の内容

段落名，節名あり※ 段落名 OF 節名

段落名だけあり 段落名

節名だけあり※ 節名

段落名，節名なし 何も戻さない
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-Optimize,2オプションの指定によって，そと PERFORM文のインライン展開
が処理された場合，インライン展開によって段落名および手続き文が移動され
ます。このため，インライン展開された個所で例外が発生したとき，インライ
ン展開されていない場合に返される手続き名の値と相違があります。
そと PERFORM文のインライン展開がされなかった個所（COMPUTE文）で
例外が発生した場合に返される手続き名の相違の例を，次に示します。

（凡例）　△：空白（X'20'）

ソース行識別子
ソース行識別子として返される値について，次に示します。
このシステムでのソース行識別子は，例外が発生した文の行番号 7けたと欄番号 3
けたの間に /を追加したものとなります。なお，行番号が 7けたを超える場合，ま
たは欄番号が 3けたを超える場合，各最大けたを超える上位けたについては，けた
落ちが発生します。

　

EXCEPTION-LOCATION関数については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕
様編　11.19 EXCEPTION-LOCATION関数」を参照してください。

（3） EXCEPTION-STATEMENT関数

例外が引き起こされた文の名前を返します。関数の戻り値の長さは，31バイトです。

EXCEPTION-STATEMENT関数の戻り値を，次に示します。

EXCEPTION-STATEMENT関数については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準
仕様編　11.20 EXCEPTION-STATEMENT関数」を参照してください。

インライン展開前の形式 インライン展開後の形式

AAA SECTION.
    PERFORM XXX.
    STOP RUN.
BBB SECTION.
XXX.
    COMPUTE A = B + 1.
CCC SECTION.
    COMPUTE A = B + 2.

AAA SECTION.
XXX.
    COMPUTE A = B + 1.
    STOP RUN.
BBB SECTION.
CCC SECTION.
    COMPUTE A = B +  2.

返される手続き名
　XXX△ OF△ BBB

返される手続き名
　XXX△ OF△ AAA

例外の有無 関数の戻り値の内容

例外あり 例外の発生した文の名前

例外なし 英数字空白 31文字
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（4） EXCEPTION-STATUS関数

最新例外状態に関連する例外名称を返します。関数の戻り値の長さは，31バイトです。

EXCEPTION-STATUS関数の戻り値を，次に示します。

EXCEPTION-STATUS関数については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編
　11.21 EXCEPTION-STATUS関数」を参照してください。

（5） 使用例

組み込み関数を使用して最新例外状態を参照する COBOLプログラムの例を，次に示し
ます。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
           ：
       ENVIRONMENT DIVISION.
       INPUT-OUTPUT SECTION.
       FILE-CONTROL.
       SELECT INFILE  ASSIGN 'INPUT-FILE'.
       SELECT OUTFILE ASSIGN 'OUTPUT-FILE'.
           ：
       DATA DIVISION.
       FILE SECTION.
       FD INFILE.
       01 INREC   PIC X(10).
       FD OUTFILE.
       01 OUTREC  PIC X(10).
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 EOF-FLG PIC 9 VALUE 0.
           ：
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       EXCEPTION-HANDLING SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-I-O.  *> 2.
             DISPLAY FUNCTION EXCEPTION-FILE.
             DISPLAY FUNCTION EXCEPTION-LOCATION.
             DISPLAY FUNCTION EXCEPTION-STATEMENT.
             DISPLAY FUNCTION EXCEPTION-STATUS.
             IF FUNCTION EXCEPTION-STATEMENT = 'OPEN' THEN
               IF FUNCTION EXCEPTION-FILE (3  :  ) = 'OUTFILE' THEN
                 RESUME AT ERROR-HANDLE2
               END-IF
               RESUME AT ERROR-HANDLE3
             END-IF.
             RESUME AT ERROR-HANDLE1.
       END DECLARATIVES. 
 
       >>TURN EC-I-O CHECKING ON

引き起こされた例外の種別 関数の戻り値の内容

例外名 例外名

例外オブジェクト EXCEPTION-OBJECT

例外なし 英数字空白 31文字
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           OPEN INPUT  INFILE. *> 1.
           OPEN OUTPUT OUTFILE.
           PERFORM UNTIL EOF-FLG = 1
             READ INFILE
             WRITE OUTREC FROM INREC
           END-PERFORM.
       ERROR-HANDLE1.
           CLOSE OUTFILE.
       ERROR-HANDLE2.
           CLOSE INFILE.
       ERROR-HANDLE3. *> 3.
           STOP RUN.
       END PROGRAM 'SAMPLE'.

1. 物理ファイル「INPUT-FILE」がない場合，OPEN文で永続誤りが発生し，最新例外
状態が更新されます。

2. 例外に該当する例外宣言手続きが実行されます。この手続き中で組み込み関数を使用
すれば，例外の情報を参照できます。この例では，次の例外情報が組み込み関数の戻
り値として取得されます。

（凡例）
△：半角空白文字を示す

注※
例外が発生した OPEN文の行番号が 35，欄番号が 11の場合です。

3. 例外宣言手続き中の IF文の判定によって，RESUME ERROR-HANDLE3が実行さ
れ，手続き ERROR-HANDLE3に復帰します。

（6） 注意事項
• EXCEPTION-STATEMENT関数，EXCEPTION-STATUS関数では，関数の戻り値
の英数字は，すべて大文字となります。

• 関数の戻り値に補われるスラント（/），セミコロン（;），空白文字は，英数字文字とし
て扱われます。

• 関数の戻り値の長さに満たない場合は，英数字空白が補われます。
• EXCEPTION-FILE関数，および EXCEPTION-LOCATION関数に含まれる利用者
定義語は，-EquivRule,NotExtend，-EquivRule,NotAny，または
-EquivRule,StdCodeオプションが指定されていない場合，等価規則に基づいて変換
されます。

• EXCEPTION-LOCATION関数でのプログラム／利用者定義関数／メソッドの名称
は，プログラム名，メソッド名，および利用者定義関数名の変換規則に基づいて変換
されます。

組み込み関数名 関数の戻り値

EXCEPTION-FILE 35INFILE

EXCEPTION-LOCATION SAMPLE;△ ;△ 0000035/011 ※

EXCEPTION-STATEMENT OPEN

EXCEPTION-STATUS EC-I-O-PERMANENT-ERROR
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21.7.2　EXCEPTION-OBJECT
例外オブジェクトが引き起こされると，そのオブジェクト参照が
EXCEPTION-OBJECTにセットされます。宣言手続き中で EXCEPTION-OBJECTを
参照すると，引き起こされたオブジェクトへの参照を取得できます。

EXCEPTION-OBJECTの詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　4.3.2(5) EXCEPTION-OBJECT」を参照してください。

EXCEPTION-OBJECTの規則
• 例外オブジェクトが引き起こされていない場合，または例外名による例外が引き
起こされた場合，EXCEPTION-OBJECTには NULLがセットされます。

• EXCEPTION-OBJECTは，値の参照およびクリアだけができます。値の代入は
できません。

• EXCEPTION-OBJECTは，外部属性を持つオブジェクト参照データ項目で，実
行単位に一つだけ存在します。

使用例
EXCEPTION-OBJECTの使用例を，次に示します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
 
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       CLASS EXCEPT-CLASS.
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 OBJ USAGE OBJECT REFERENCE EXCEPT-CLASS.
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       EXCEPTION-HANDLER SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION OBJECT EXCEPT-CLASS. *> 2.
           INVOKE EXCEPTION-OBJECT 'SAMPLEMETHOD'.
       END DECLARATIVES.
 
           INVOKE EXCEPT-CLASS 'NEW' RETURNING  OBJ.
           RAISE  OBJ. *> 1.
 
       END PROGRAM SAMPLE.
 
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       CLASS-ID. EXCEPT-CLASS INHERITS BASE.
 
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       CLASS BASE.
       IDENTIFICATION DIVISION.
       OBJECT.
       
       IDENTIFICATION DIVISION.
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       METHOD-ID. SAMPLEMETHOD.
       PROCEDURE DIVISION.
 
           DISPLAY 'EXCEPTION-OBJECTの使用例'.
 
       END METHOD SAMPLEMETHOD.
       END OBJECT.
       END CLASS EXCEPT-CLASS.

1. プログラム「SAMPLE」中の RAISE文に，オブジェクト参照一意名が指定されてい
るため，例外オブジェクトが引き起こされます。

2. 例外宣言手続き内で，INVOKE文に EXCEPTION-OBJECTが指定されているため，
例外オブジェクト（OBJ）を参照できます。SAMPLEMETHODが実行されます。

21.7.3　最新例外状態のクリア
最新例外状態は，一度例外が発生したあとに処理を継続すると，次に例外が発生するま
で，前の最新例外状態を示しています。前の最新例外状態を削除（クリア）するには，
SET文を使用します。このとき，EXCEPTION-OBJECTも，同時にクリアされます。

SET文の詳細については，「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.8.43 SET文」を参照
してください。

SET文を使用して最新例外状態をクリアする例を，次に示します。

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
       PROCEDURE DIVISION.
 
           RAISE EXCEPTION EC-OVERFLOW-STRING. *> 1.
           DISPLAY '-----RAISE文実行後-----'. *> 2.
           DISPLAY 'EXCEPTION-STATEMENT = '
                   FUNCTION EXCEPTION-STATEMENT. *> 2.
           DISPLAY 'EXCEPTION-STATUS = '
                   FUNCTION EXCEPTION-STATUS. *> 2.
 
           SET LAST EXCEPTION TO OFF. *> 3.
           DISPLAY '-----最新例外状態のクリア後-----'. *> 4.
           DISPLAY 'EXCEPTION-STATEMENT = '
                   FUNCTION EXCEPTION-STATEMENT. *> 4.
           DISPLAY 'EXCEPTION-STATUS = '
                   FUNCTION EXCEPTION-STATUS. *> 4.
 
           STOP RUN.
       END PROGRAM SAMPLE.

1. RAISE文によって例外が引き起こされ，最新例外状態が更新されます。
2. 1.で発生した最新例外状態の内容が DISPLAY文によって出力されます。例外が発生
した文の名前として「RAISE」が，最新例外状態の例外名として
「EC-OVERFLOW-STRING」が，それぞれ出力されます。

3. SET文によって，1.で設定された最新例外状態がクリアされます。
4. 2.と同様，最新例外状態の内容が DISPLAY文によって出力されます。3.の SET文
によって最新例外状態がクリアされているため，例外が発生した文の名前，および最



21.　共通例外処理

465

新例外状態の例外名には，それぞれ空白が出力されます。



21.　共通例外処理

466

21.8　例外の検出条件
共通例外処理では，文の種類や TURN指令の有無，PROPAGATE指令の有無などに
よって，検出される例外が異なります。

21.8.1　例外が検出される文の詳細
例外が検出される手続き文および組み込み関数の詳細を，次に示します。なお，例外名
の一覧については，「21.2.1　例外名」の「（2）例外名の一覧」を参照してください。

（1） 例外を検出する組み込み関数

例外を検出する組み込み関数の一覧を，次に示します。

組み込み関数 EC-ARGUMENT

FUNCTION IMP

ACOS ○ ○

ANNUITY ○ －

ASIN ○ ○

ATAN － ○

CHAR ○ －

COS － ○

DATE-OF-INTEGER ○ －

DAY-OF-INTEGER ○ －

FACTORIAL ○ －

INTEGER-OF-DATE ○ －

INTEGER-OF-DAY ○ －

LOG ○ ○

LOG10 ○ ○

LOWER-CASE ○ －

MEDIAN ○ ○

MOD ○ －

NUMVAL ○ －

NUMVAL-C ○ －

ORD ○ －

PRESENT-VALUE ○ －

RANDOM ○ －

REM ○ －
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（凡例）
○：例外が検出される
－：例外が検出されない

上記の表に記述のない組み込み関数については，例外が検出されません。

（2） おのおのの例外が検出される文

おのおのの例外が検出される文について，次に示します。

REVERSE ○ －

SIN － ○

SQRT ○ ○

TAN － ○

UPPER-CASE ○ －

文 EC-BOUND EC-PROGRAM
（利用者定義関数を
指定可能な文）ODO REF-MOD SUBSCRIPT

ACCEPT※ ○ ○ ○ －

ADD ○ － ○ －

CALL ○ － ○ －

CANCEL － － ○ －

COMPUTE ○ － ○ ○

DISPLAY － ○ ○ ○

DIVIDE ○ － ○ ○

EVALUATE － ○ ○ ○

EXIT － － － －

GOBACK － － － －

IF － ○ ○ ○

INITIALIZE ○ ○ ○ －

INSPECT ○ ○ ○ －

INVOKE ○ － ○ －

MOVE ○ ○ ○ ○

MULTIPLY ○ － ○ －

PERFORM ○ ○ ○ ○

RAISE － － － －

組み込み関数 EC-ARGUMENT

FUNCTION IMP
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（凡例）
○：例外が検出される
－：例外が検出されない

注※
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)の場合，画面節
（WINDOW SECTION）の画面操作で使用する，FIRST FIELD指定の一意名については，例
外が検出されません。

21.8.2　例外検出での注意事項
（1） 共通の注意事項

• Uレベルエラー（KCCCnnnnR-U）が発生した場合，発生した Uレベルエラーに対
しては，共通例外処理を実行できません。Uレベルエラーは，常に実行時エラーとな
ります。

（2） プログラム間連絡での注意事項
• CALL文で実行可能ファイルを呼び出す場合，次に示す例外に対してだけ共通例外処
理を実行できます。なお，実行可能ファイル内で引き起こされた例外は，呼び出し元
プログラムに伝播できません。

表 21-9　実行可能ファイルの呼び出しで検出される例外と例外名

READ ○ ○ ○ －

RELEASE － ○ ○ ○

RETURN ○ ○ ○ －

SEARCH － ○ ○ ○

SET － － － ○

STRING ○ ○ ○ ○

SUBTRACT ○ － ○ －

UNSTRING ○ ○ ○ ○

WRITE － ○ ○ ○

検出される例外 例外名

CALL文で指定した実行可能ファイルが見つからない。 EC-PROGRAM-NOT-FOUND

実行可能ファイルを実行中にメモリが不足した。 EC-PROGRAM-RESOURCES

実行可能ファイルの処理中にエラーが発生した。 EC-PROGRAM-IMP

文 EC-BOUND EC-PROGRAM
（利用者定義関数を
指定可能な文）ODO REF-MOD SUBSCRIPT
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• COBOL85※で作成したプログラムを CALL文に指定して呼び出す場合は，次に示す
例外に対してだけ共通例外処理を実行できます。

注※
COBOL85でコンパイルしたプログラムが動作可能なシステム

表 21-10　COBOL85で作成したプログラムの呼び出しで検出される共通例外と例外名

• CALL文に，ENTRY文で定義した呼び出し先プログラムの入口点を指定し，かつそ
の入口点に指定したプログラムがマルチスレッド対応 COBOLプログラムの場合は，
次に示す共通例外処理を実行できません。

表 21-11　CALL文に ENTRY文で定義した入口点を指定した場合に共通例外処理ができ
ない例外

（3） 入出力での注意事項
• 共通例外処理では，プログラムが順次処理していく過程で例外を検出するため，発生
する例外は，常に 1種類となります。ただし，次に示す場合は，処理の順序に関係な
く，致命的な例外が優先して検出されます。
• ページあふれ条件での例外が発生したあと，LINAGE句に指定したデータ名の値不
正によって例外が検出された場合。

• 入出力文を実行する際に，SELECT句のファイル名に割り当てられた物理ファイル，
または物理ファイルに対するレコードが，ほかの実行単位によって排他モードで使用
されている場合，入出力文の実行は不成功となり，入出力状態が 9xを示しますが，
例外名 EC-I-O-IMPは検出されません。

（4） コンパイラオプションとの関連性

共通例外処理とコンパイラオプションとの関連性について，次に示します。

• デバッグオプションを指定した場合に実行されるエラーチェックと，共通例外処理で
の例外の検出は，同時に実行できません。デバッグオプションを指定した場合に無効
となる例外名を，次に示します。

共通例外処理で検出される例外 例外名

CALL文で指定したプログラム名が，呼び出しできないプロ
グラムである。

EC-PROGRAM-NOT-FOUND

動的なリンクの処理中にメモリが不足した。 EC-PROGRAM-RESOURCES

共用ライブラリのロード中にエラーが発生した。 EC-PROGRAM-IMP

共通例外処理ができない例外 例外名

マルチスレッド機能の処理中にメモリが不足した。 EC-PROGRAM-RESOURCES
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表 21-12　デバッグオプション指定時に無効となる例外名

• デバッグオプションによるエラーチェックは，共通例外処理の例外の検出よりも優先
されます。そのため，デバッグオプションの指定の有無によって，実行結果が異なる
ことがあります。

• EC-ALLや複数の例外名を指定した場合，-DebugDataオプションの指定の有無に
よって，検出される例外が変わることがあります。

21.8.3　例外処理の動作
共通例外処理では，例外の検出された要因，および例外処理の指定有無によって，実行
される処理が異なります。それぞれの場合の処理について，「表 21-13　手続き文で検出
された例外」，「表 21-14　RAISE文によって引き起こされた例外」，および「表 21-15　
例外の伝播によって検出された例外」に示します。

なお，TURN指令のチェックが ONの場合の動作は，表の左から順にチェックされ，該
当するものが実行されます。

表 21-13　手続き文で検出された例外

デバッグオプション デバッグオプション指定時に無効となる例外名

-DebugCompati • EC-PROGRAM-ARG-MISMATCH
• EC-BOUND-REF-MOD
• EC-BOUND-SUBSCRIPT

-DebugRange • EC-BOUND-REF-MOD
• EC-BOUND-SUBSCRIPT

例外の
致命度

TURN指令の
チェックが OFF

TURN指令のチェックが ON

該当する宣言手

続きがある※ 1
PROPAGATE指令が ON 例外処理なし

呼び出し元
が例外を受
け取れない
プログラム
※ 2

左記以外

致命的 実行時エラー
または
実行を継続※ 3

該当する宣言手
続きを実行した
あと，エラー
メッセージ
（KCCC0015R-
S）を出力し，
実行単位が異常
終了※ 4

エラーメッ
セージ
（KCCC04
03R-S）を
出力し，実
行単位が異
常終了

例外を伝播 エラーメッセー
ジ
（KCCC0401R-
S）を出力し，
実行単位が異常
終了

非致命的 実行を継続※ 5 該当する宣言手
続きを実行し，
次の文から実行
を継続

実行を継続
※ 5

実行を継続
※ 5

実行を継続※ 5
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注※ 1
宣言手続きからの復帰が実行されない場合です。

注※ 2
例外を受け取れないプログラムの詳細については，「21.5.3　例外を受け取れないプログラムに
例外を伝播させた場合の動作」を参照してください。

注※ 3
致命的な例外に対する TURN指令のチェックが OFFの場合の動作については，「21.3.3　例外
チェックが無効な場合の動作」の「（1）手続き文の実行中にエラーが発生し，例外を検出した
場合」を参照してください。

注※ 4
致命的な例外のうち，入出力に分類される例外（例外名 EC-I-O）については，実行が継続され
ます。

注※ 5
実行継続の詳細については，各文の一般規則を参照してください。

表 21-14　RAISE文によって引き起こされた例外

注※ 1
宣言手続きからの復帰が実行されない場合です。

注※ 2
致命的な例外のうち，入出力に分類される例外（例外名 EC-I-O）については，実行が継続され
ます。

表 21-15　例外の伝播によって検出された例外

例外の
致命度

該当する宣言手続きがある※ 1 PROPAGATE指令が ON 例外処理なし

致命的 該当する宣言手続きを実行し
たあと，エラーメッセージ
（KCCC0015R-S）を出力し，
実行単位が異常終了※ 2

例外を伝播 エラーメッセージ
（KCCC0401R-S）を出
力し，実行単位が異常終
了

非致命的 該当する宣言手続きを実行し，
RAISE文の次の文から実行を
継続

RAISE文の次の文から実行
を継続

RAISE文の次の文から
実行を継続

例外の
致命度

TURN指令
のチェック
が OFF

TURN指令のチェックが ON

該当する宣言手続きが
ある※ 1

PROPAGATE指令が
ON

例外処理なし

致命的 エラーメッ
セージ
（KCCC040
2R-S）を出
力し，実行
単位が異常
終了

該当する宣言手続きを
実行したあと，エラー
メッセージ
（KCCC0015R-S）を
出力し，実行単位が異
常終了※ 2

例外を伝播 エラーメッセージ
（KCCC0401R-S）
を出力し，実行単
位が異常終了
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注※ 1
宣言手続きからの復帰が実行されない場合です。

注※ 2
致命的な例外のうち，入出力に分類される例外（例外名 EC-I-O）については，実行が継続され
ます。

注※ 3
EXIT文，GOBACK文の RAISING指定によって例外が伝播した場合だけが対象です。

注※ 4
次の文とは，CALL文，INVOKE文，および利用者定義関数を呼び出した文の次の文を指しま
す。

非致命的※ 3 次の文から
実行を継続※
4

該当する宣言手続きを
実行し，次の文から実
行を継続※ 4

次の文から実行を継続
※ 4

次の文から実行を
継続※ 4

例外の
致命度

TURN指令
のチェック
が OFF

TURN指令のチェックが ON

該当する宣言手続きが

ある※ 1
PROPAGATE指令が

ON
例外処理なし
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21.9　共通例外処理の注意事項

21.9.1　共通例外処理を使用した場合の性能について
共通例外処理を使用する場合（TURN指令のチェックを ONにした場合），例外処理の
ためのオブジェクトが生成されるため，TURN指令のチェックを OFFにした場合と比
較して，オブジェクトサイズや実行性能が劣化します。

21.9.2　従来形式の例外処理と共通例外処理の関係
（1） 従来形式の例外処理を実行する場合の最新例外状態の更新

従来形式の例外処理を実行する場合，検出した例外に対する例外名の TURN指令の
チェックが ONであれば，最新例外状態が更新されます。ただし，従来形式の例外処理
のうち ON SIZE ERROR指定については，ON SIZE ERRORを実行する際に例外が検
出されないため，TURN指令のチェックが ONであっても最新例外状態は更新されませ
ん。従来形式の例外処理を実行する場合に，最新例外状態が更新される例外処理と，更
新されない例外処理を，次に示します。

最新例外状態が更新される従来形式の例外処理
• 従来形式の宣言手続き
• READ文，SEARCH文の AT END指定
• WRITE文の AT EOP指定
• WRITE文，REWRITE文，DELETE文，START文の INVALID KEY指定
• CALL文の ON OVERFLOW，ON EXCEPTION指定
• STRING文，UNSTRING文の ON OVERFLOW指定

最新例外状態が更新されない従来形式の例外処理
• ADD文，SUBTRACT文，MULTIPLY文，DIVIDE文，COMPUTE文の ON 

SIZE ERROR指定

（2） 従来形式の宣言手続きと共通例外処理の宣言手続きの優先順序

従来形式の宣言手続きと共通例外処理の宣言手続きを同時に指定した場合，従来形式の
宣言手続きが優先して実行されます。ただし，例外を検出したプログラムが入れ子プロ
グラムで，上位プログラムに GLOBAL句を指定した従来形式の宣言手続きが定義されて
いるときは，入れ子プログラム中の共通例外処理の宣言手続きが優先して実行されます。

従来形式の宣言手続きが優先される例を，次に示します。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE.
 
       ENVIRONMENT DIVISION.
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       INPUT-OUTPUT SECTION.
       FILE-CONTROL.
       SELECT INFILE ASSIGN 'INPUT-FILE'.
 
       DATA DIVISION.
       FILE SECTION.
       FD INFILE.
       01 INREC    PIC X(10).
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 READDATA PIC X(10).
 
       PROCEDURE DIVISION.
       DECLARATIVES.
       EXCEPTION-HANDLE1 SECTION.
           USE AFTER STANDARD EXCEPTION PROCEDURE INFILE. *> 2.
           DISPLAY '従来形式USE実行'.
       EXCEPTION-HANDLE2 SECTION.
           USE AFTER EXCEPTION CONDITION EC-I-O. *> 3.
           DISPLAY '共通例外処理USE実行'.
       END DECLARATIVES.
 
       >>TURN EC-I-O CHECKING ON
         OPEN INPUT INFILE.
 
         READ INFILE INTO READDATA. *> 1.
         DISPLAY READDATA.
 
         CLOSE INFILE.
 
       END PROGRAM SAMPLE.

上記の例の場合，プログラム中の READ文（1.）によって例外が引き起こされた場合，
従来形式の宣言手続き（2.）が共通例外処理（3.）より優先して実行されます。

（3） FILE STATUS句の指定と共通例外処理での異常終了

COBOL85では，入出力エラーが発生した場合に FILE STATUS句の指定があると実行
を継続しますが，COBOL2002では，FILE STATUS句より共通例外処理が優先されま
す。そのため，入出力エラーが発生して共通例外処理が実行された場合，FILE STATUS
句の指定があっても実行が継続されません。

FILE STATUS句の指定の有無と共通例外処理の関係を，次に示します。
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（凡例）
ON：入出力エラーに対応する TURN指令のチェックが ON
OFF：入出力エラーに対応する TURN指令のチェックが OFF
なし：入出力エラーに対応する USE文がない
新形式：入出力エラーに対応する COBOL2002形式の USE文がある
従来形式：入出力エラーに対応する従来の COBOL形式の USE文がある
○：FILE STATUS句が指定されている
×：FILE STATUS句が指定されていない

注※
発生した入出力エラーが非致命的な場合，実行時エラーとはならないで，実行が継続されます。

発生した入出力エ
ラーに対応する

TURN指令の状態

入出力エラーに
対応する USE文

FILE STATUS
句の有無

入出力エラー発生時の動作

ON なし ○ 実行時エラー※

× 実行時エラー※

新形式 ○ 新形式の USE文を実行

× 新形式の USE文を実行

従来形式 ○ 従来形式の USE文を実行

× 従来形式の USE文を実行

新形式
従来形式

○ 従来形式の USE文を実行

× 従来形式の USE文を実行

OFF なし ○ 実行を継続

× 実行時エラー※

新形式 ○ 実行を継続

× 実行時エラー※

従来形式 ○ 従来形式の USE文を実行

× 従来形式の USE文を実行

新形式
従来形式

○ 従来形式の USE文を実行

× 従来形式の USE文を実行
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第 8編　DB／ DC連携

22　データコミュニケーション
機能（UNIX32，AIX(64)，
Linux(x64)，Linux(IPF64)で
有効）
データコミュニケーション機能は，さまざまな端末またはコン
ピュータシステムと，メッセージを受け渡しする機能です。こ
の章では，データコミュニケーション機能の使用方法について
説明します。

22.1　データコミュニケーション機能の概要

22.2　DCシミュレーション

22.3　データコミュニケーション機能を使用した COBOLプログラムの例
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22.1　データコミュニケーション機能の概要
データコミュニケーション機能は，オンラインコントロールプログラムを経由して，端
末，ファイル，またはほかのプログラムとメッセージを受け渡しする機能です。このシ
ステムでは，オンラインコントロールプログラムとして，OpenTP1（分散トランザク
ション処理機能）を使用できます。

データコミュニケーション機能の文法規則については，マニュアル「COBOL2002　言
語　拡張仕様編　8. データコミュニケーション機能」を参照してください。

データコミュニケーション機能で使用する文
データコミュニケーション機能は，ホスト（VOS3）COBOL85のデータコミュニ
ケーション機能と同じインタフェースの SEND文や RECEIVE文でメッセージの送
受信などができます。
データコミュニケーション機能で用いる文とその機能を，次に示します。

表 22-1　データコミュニケーション機能で用いる文

なお，データコミュニケーション機能で使用する文の厳密な意味については，オン
ラインコントロールプログラム側で規定しています。

文 機能

RECEIVE メッセージ受信

SEND メッセージ送信

ENABLE ファイル送信の開始

DISABLE ファイル送信の終了

COMMIT 同期点取得処理

ROLLBACK 部分回復処理
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22.2　DCシミュレーション

テストデバッガを使用すると，OpenTP1が組み込まれていない環境であっても，
COBOL2002で使用できる擬似 OpenTP1用ライブラリをリンク時に指定すれば，DCシ
ミュレーションができます。

DCシミュレーションの操作方法については，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　
操作編」のテストデバッガの説明を参照してください。

リンク方法
擬似 OpenTP1用ライブラリを使用した場合の実行可能ファイル生成例を次に示し
ます。
UNIX32，Linux(IPF64)，Linux(x64)の場合
 
        ccbl2002 -Main,System sample.cbl -lcbl2kdc

AIX(64)の場合
 
        ccbl2002 -Main,System sample.cbl -lcbl2kdc64

注意事項
• DCシミュレーション機能を使用するプログラムから実行可能ファイルまたは共用
ライブラリを作成する場合は，リンク時に -lcbl2kdcまたは -lcbl2kdc64オプショ
ンの指定が必要です。

• 擬似 OpenTP1用ライブラリをリンクした実行可能ファイルで，DCシミュレー
ションをしない場合，擬似 OpenTP1関数を実行中であることを通知するメッセー
ジが表示されます。

• OpenTP1では，標準入出力（stdin，stdout，stderr）のリダイレクションが行わ
れる場合があるため，COBOL実行時メッセージ，および ACCEPT／ DISPLAY
文については，出力先に注意する必要があります。
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22.3　データコミュニケーション機能を使用し
た COBOLプログラムの例

データコミュニケーション機能を使用した COBOLプログラムの例を，次に示します。

                :
       DATA DIVISION.
                :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 データ名1 PIC X(100).
       01 データ名2 PIC X(100).
       01 データ名3 PIC X(100).
                :
       COMMUNICATION SECTION.
       CD 通信記述名1 FOR I-O 
          STATUS KEY IS データ名4.
       CD 通信記述名2 FOR OUTPUT 
          STATUS KEY IS データ名5
          SYMBOLIC TERMINAL IS データ名6
          MAP NAME IS データ名7.
                :
       PROCEDURE DIVISION.
                :
           RECEIVE 通信記述名1 MESSAGE INTO データ名1. *> メッセージ受信
                :
      *    業務処理
                :
           SEND    通信記述名2 FROM データ名2 *> 分岐メッセージ送信
                               WITH EMI.
                :
           SEND    通信記述名1 FROM データ名3 *> 応答メッセージ送信
                               WITH EMI.
                :
           IF （エラー発生か？） THEN
              ROLLBACK
           END-IF.
                :



481

23　XDMによるデータベース操
作シミュレーション機能
この章では，XDMによるデータベース操作シミュレーション
機能について説明します。

23.1　データベース操作シミュレーションの概要

23.2　構造型データベース（XDM/SD）操作シミュレーション

23.3　リレーショナルデータベース（XDM/RD）操作シミュレーション



23.　XDMによるデータベース操作シミュレーション機能

482

23.1　データベース操作シミュレーションの概
要

データベース操作シミュレーション機能とは，ホスト（VOS3）COBOL85の環境で作成
した XDMによるデータベース操作を行うプログラムを，UNIX COBOL2002上でシ
ミュレーションする機能です。

データベース操作シミュレーション機能には次の二つの機能があります。

• 構造型データベース操作シミュレーション機能
ホストで構造型データベース XDM/SD（Extensible Data Manager／ Structured 
Database）を操作するプログラムを，UNIX上でコンパイルし，実行する機能です。
詳細は，「23.2　構造型データベース（XDM/SD）操作シミュレーション」を参照して
ください。

• リレーショナルデータベース操作シミュレーション機能
ホストでリレーショナルデータベース XDM/RD（Extensible Data Manager／
Relational Database）を操作するプログラムを，SQL文を覚え書きとしてコンパイ
ルし，テストデバッガの TDコマンド（ASSIGN DATAコマンドなど）を使用してテ
ストする機能です。
詳細は，「23.3　リレーショナルデータベース（XDM/RD）操作シミュレーション」
を参照してください。

　

これらのシミュレーション機能の使い方について説明します。

なお，データベース操作シミュレーション機能の文法規則については，マニュアル
「COBOL2002　言語　拡張仕様編　19. データベース操作シミュレーション機能」を参
照してください。
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23.2　構造型データベース（XDM/SD）操作シ
ミュレーション

ホストで構造型データベース XDM/SD（Extensible Data Manager／ Structured 
Database）を操作するプログラムを UNIX上でコンパイル，実行できます。このプログ
ラムのコンパイル，実行，テストの方法について説明します。

（1） コンパイル方法

プログラムのコンパイルまでの手順を次に示します。

1. データベース情報を COBOL宣言文に展開する。
ホスト上で XDMのユティリティを使用し，データベース情報であるスキーマ情報，
サブスキーマ情報を COBOL宣言文に展開します。このとき，COBOL宣言文
（COPY文で展開される原文）は，XDM E2系ユティリティ JXBSAIDを使用して作
成します。

（COBOL宣言文の展開例）

2. COBOL宣言文を UNIXに転送する。
作成した COBOL宣言文を，ファイル転送プログラムを使用して UNIXに転送しま
す。このとき，UNIX上で受け取るファイル名は "サブスキーマ名スキーマ名 .cbl"
（上記の例では，HSB1HSC1.cbl）とする必要があります。

3. プログラムをコンパイルする。
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UNIXに転送された COBOL宣言文（COPY展開される原文）は，コンパイル時の
SUBSCHEMA SECTION解析中に COPY文と同様に展開されます。このため，
COBOL宣言文の入ったファイルは，登録集原文が展開できるディレクトリ下に置く
必要があります。

（2） 実行方法

手続き部に記述した FIND文，FETCH文などのデータベース操作文は，"CALL 
'CBLXDMSD' USING 引数 ……"と内部的に展開されます。展開された CALL文で呼び
出されるプログラムでシミュレーションをする場合は，'CBLXDMSD'という名称の関数
を作成し，コンパイル，リンクして実行可能ファイルを生成しておきます。この結果，
手続き部のデータベース操作文は，'CBLXDMSD'で作成した関数を呼び出せます。

なお，'CBLXDMSD'という名称の関数を，コンパイル，リンクして実行可能ファイルを
生成しないときは，コンパイラが提供する，構造型データベース（XDM/SD）操作シ
ミュレーション機能の実行時ライブラリ用ダミールーチン CBLXDMSDが実行されま
す。

（3） 内部的に展開される CALL文の引数

CALL文に展開されたデータベース操作文の引数によって，利用者は XDM/SDプログラ
ムをテストできます。内部的に展開される CALL文の引数の形式を次に示します。

形式
CALL 'CBLXDMSD' USING インタフェースエリア
   DML情報エリア 固有情報エリア (その他の引数) …

データベース操作文で内部的に展開される CALL文を次に示します。

表 23-1　データベース操作文で内部的に展開される CALL文

データベース操作文 内部的に展開される CALL文と設定される引数

データベース条件文 CALL 'CBLXDMSD' USING インタフェースエリア
                      ,DML情報エリア
                      ,固有情報エリア

CONNECT文
DISCONNECT文
ERASE文
NULLIFY文
RECONNECT文

CALL 'CBLXDMSD' USING インタフェースエリア
                      ,DML情報エリア
                      ,固有情報エリア

FETCH文※ 1

FIND文
GET文※ 1

MODIFY文
STORE文

CALL 'CBLXDMSD' USING インタフェースエリア
                      ,DML情報エリア
                      ,固有情報エリア
                      ,データ受け渡しエリア※2

                    〔,付加機能用情報エリア〕※3
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注※ 1　DATA AREA指定がありません。

注※ 2
FROM，INTOで指定したデータ名です。指定しない場合にはサブスキーマ節の先頭のレコー
ドビュー名が使用されます。

注※ 3
FIND文，DATA AREA指定なしの FETCH文で USINGを指定したときのデータ名です。
〔　〕で囲まれた引数を指定しない場合，引数は BY REFERENCE指定で ZERO（4バイトの
0）を渡します。

注※ 4　DATA AREA指定があります。

注※ 5　DATA AREAで指定したデータ名です。

データベース操作文で内部的に展開される CALL文の引数を「表 23-2　データベース操
作文で内部的に展開される CALL文の引数」に示します。また，各項目の詳細を次の表
に示します。

• 表 23-3　インタフェースエリアの詳細
• 表 23-4　DML情報エリアの詳細
• 表 23-5　固有情報エリアの詳細

FETCH文※ 4 CALL 'CBLXDMSD' USING インタフェースエリア
                      ,DML情報エリア
                      ,固有情報エリア
                      ,データ受け渡しエリア※5

GET文※ 4 CALL 'CBLXDMSD' USING インタフェースエリア
                      ,DML情報エリア
                      ,固有情報エリア
                      ,データ受け渡しエリア※2

                      ,データ受け渡しエリア※5

データベース操作文 内部的に展開される CALL文と設定される引数
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表 23-2　データベース操作文で内部的に展開される CALL文の引数

引数の項目 設定内容

インタフェースエ
リア

01 SD-IFA.
  02 FILLER    PIC X(4).
  02 SD-IFA-01 PIC X(5).  ………… 実行結果を表す状態コード
  02 SD-IFA-02 PIC X(1).  ………… データベース条件の実行結果
  02 SD-IFA-03 PIC X(30). ………… 検索したレコードビュー名
  02 FILLER    PIC X(30).
  02 SD-IFA-04 PIC X(2).  ………… 使用しない
  02 SD-IFA-05 PIC X(2).  ………… 使用しない
  02 FILLER    PIC X(26).
  02 SD-IFA-06 PIC X(20). ………… 使用しない
  02 FILLER    PIC X(12).
  02 SD-IFA-07 PIC S9(4) COMP.  … カーソルグループ番号
  02 SD-IFA-08 PIC X(4).  ………… サブ状態コード
  02 SD-IFA-09 PIC S9(4) COMP.  … レコードビュー長
  02 FILLER    PIC X(20).
  02 SD-IFA-10 PIC X(30). ………… データベース操作文種別
  02 FILLER    PIC X(66).
  02 SD-IFA-11 PIC X(30). ………… サブスキーマ名
  02 SD-IFA-12 PIC X(30). ………… スキーマ名
  02 FILLER    PIC X(196).

DML情報エリア 01 SD-DML.
  02 SD-DML-01  PIC S9(4) COMP.  … DML情報エリア長
  02 FILLER    PIC X(2).
  02 SD-DML-02 PIC X(2).  ………… DML区分
  02 SD-DML-03 PIC X(2).  ………… 要求種別
  02 SD-DML-04 PIC X(2).  ………… 一括検索範囲指定
  02 SD-DML-05 PIC X(2).  ………… 位置指示子指定
  02 SD-DML-06 PIC X(30). ………… ビュー名
  02 FILLER    PIC X(2).
  02 SD-DML-07 PIC X(30). ………… インデクス名／
                                   親子集合ビュー名
  02 FILLER    PIC X(2).
  02 SD-DML-08 PIC X(2).  ………… 探索方向
  02 SD-DML-09 PIC X(2).  ………… 位置決め目的
  02 SD-DML-10 PIC S9(9) COMP.  … 探索方向の整数値
  02 SD-DML-11 PIC X(30). ………… パス名
  02 FILLER    PIC X(14).

固有情報エリア
（手続き文の各指
定情報）

01 SD-TYP.
  02 SD-TYP-01 PIC X(2).   ………… データ名指定情報
  02 FILLER PIC X(6).
  02 SD-TYP-02 PIC X(2).   ………… 条件種別
  02 FILLER PIC X(2).
  02 SD-TYP-03  PIC X(2).  ………… 左辺指定子
  02 SD-TYP-04  PIC X(30). ………… 左辺指定子ビュー名
  02 SD-TYP-05  PIC X(2).  ………… 右辺指定子
  02 SD-TYP-06  PIC X(30). ………… 右辺指定子ビュー名
  02 SD-TYP-07  PIC X(2).  ………… 検索条件の比較演算子
  02 SD-TYP-08  PIC X(30). ………… 検索条件の構成要素
                                    ビュー名
  02 FILLER      PIC X(32).
  02 SD-TYP-09   PIC X(1). ………… RETAINING種別
  02 FILLER      PIC X(1).
  02 SD-TYP-10   PIC S9(4) COMP. … 親子集合ビュー数
  02 FILLER OCCURS 2000 DEPENDING ON SD-TYP-10.
    03 SD-TYP-11 PIC X(30).  ……… 親子集合ビュー名
    03 FILLER    PIC X(2).
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表 23-3　インタフェースエリアの詳細

データ受け渡しエ
リアおよび付加機
能用情報エリア

データ名

領域名 CALL文
実行前

シミュ
レータ

CALL文
実行後

内容

SD-IFA-01 － 設定 参照 実行結果を表す。
STATUS句で指定したデータ名の領域に転記され
る。

SD-IFA-02 － 設定 参照 データベース条件の結果を表し，データベース条
件の判定に使用する。
'1'：判定結果は真
'0'：判定結果は偽

SD-IFA-03 － 設定 参照 検索したレコードビュー名を表す。
RECORD NAME句に指定したデータ名の領域に
転記される。RECORD NAME句の指定がない場
合は転記されない。

SD-IFA-04 － － － 使用しない。

SD-IFA-05 － － － 使用しない。

SD-IFA-06 － － － 使用しない。

SD-IFA-07 設定 参照 － カーソルグループ番号を表す。
CURSOR NUMBER句に指定したデータ名の領
域から転記される。
CURSOR NUMBER句の指定がない場合は 0が
転記される。

SD-IFA-08 － 設定 参照 サブ状態コードを表す。
DETAIL CODE句で指定したデータ名の領域に
転記される。DETAIL CODE句の指定がない場
合は転記されない。

SD-IFA-09 － 設定 参照 処理対象のレコードビュー長を表す。
RECORD LENGTH句で指定したデータ名の領
域に転記される。
RECORD LENGTH句の指定がない場合は転記
されない。

引数の項目 設定内容
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（凡例）
－：該当しない

データ受け渡しエリアおよび付加情報エリアでは，各文中に指定されたデータ名が引数
になります。指定できるデータ名を次に示します。

• FETCH文の DATA AREAまたは INTOに指定されたデータ名
• GET文の DATA AREAまたは INTOに指定されたデータ名
• MODIFY文の FROMに指定されたデータ名
• STORE文の FROMに指定されたデータ名
• FETCH文または FIND文の USINGに指定されたデータ名

表 23-4　DML情報エリアの詳細

SD-IFA-10 設定 参照 － データベース操作文の種別を表す。
'CONNECT' = CONNECT文
'DISCONNECT' = DISCONNECT文
'ERASE' = ERASE文
'FETCH' = FETCH文
'FIND' = FIND文
'GET' = GET文
'MODIFY' = MODIFY文
'NULLIFY' = NULLIFY文
'RECONNECT' = RECONNECT文
'STORE' = STORE文
'TEST' = データベース条件文

SD-IFA-11 設定 参照 － サブスキーマを表す。
サブスキーマが転記される。

SD-IFA-12 設定 参照 － スキーマを表す。
スキーマが転記される。

領域名 CALL文
実行前

シミュ
レータ

CALL文
実行後

内容

SD-DML-01 設定 － － DML情報エリア長を表す。
128の固定長が転記される。

SD-DML-02 － － － 使用しない。

領域名 CALL文
実行前

シミュ
レータ

CALL文
実行後

内容
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SD-DML-03 設定 参照 － 要求種別を表す。
'P' = ERASE文で ALL指定なし。
'R' = FETCH(1)文でWITHIN，INDEXEDの指
定なし。
または，FIND文で CURRENT，WITHIN，
INDEXEDの指定なし。
'RI'= FETCH(1)，FIND文で INDEXED指定あ
り。
'S' = FETCH(1)，FIND文でWITHIN指定あり。
'C' = FIND文で CURRENT指定あり。
'H' = FETCH(2)文でWITHIN，INDEXEDの指
定なし。
'HI'= FETCH(2)文で INDEXED指定あり。
'M' = FETCH(2)文でWITHIN指定あり。
'N' = GET(2)文。

SD-DML-04 設定 参照 － 一括検索範囲指定を表す。
'A' = FETCH文で ADVANCING指定あり。

SD-DML-05 設定 参照 － 位置指示子指定を表す。
'S' = NULLIFY文でレコードビュー名，
OWNER，MEMBERの指定なし。
または，CURRENT指定ありの FIND文で，レ
コードビュー名，OWNER，MEMBERの指定な
し。
'R' = NULLIFY文でレコードビュー名の指定あ
り。
または，FIND文で CURRENT　レコード
ビュー名の指定あり。
'O' = NULLIFY文で OWNER OF　親子集合
ビュー名の指定あり。
または，FIND文で CURRENT OWNER OF　親
子集合ビュー名の指定あり。
'M' = NULLIFY文でMEMBER OF　親子集合
ビュー名の指定あり。
または，FIND文で CURRENT MEMBER OF　
親子集合ビュー名の指定あり。

SD-DML-06 設定 参照 － 次のレコードビュー名または親子集合ビュー名を
表す。
• CONNECT，DISCONNECT，ERASE，

FETCH，GET，MODIFY，RECONNECT，
STORE文で指定されたレコードビュー名

• FIND文で CURRENT指定がない場合のレ
コードビュー名

• FIND，NULLIFY文で CURRENTに指定さ
れたレコードビュー名または親子集合ビュー名

領域名 CALL文
実行前

シミュ
レータ

CALL文
実行後

内容
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（凡例）
－：該当しない

FETCH(1)文，FETCH(2)文，GET(2)文は，それぞれ次の文を指します。

• FETCH(1)文：DATA AREA指定なしの FETCH文
• FETCH(2)文：DATA AREA指定ありの FETCH文
• GET(2)文：DATA AREA指定ありの GET文

表 23-5　固有情報エリアの詳細

SD-DML-07 設定 参照 － 次のインデクス名または親子集合ビュー名を表
す。
• FETCH，FIND文で INDEXED指定がある場
合のインデクス名

• FETCH，FIND，GET文でWITHIN指定が
ある場合の親子集合ビュー名

• CONNECT，DISCONNECT，RECONNECT
文で指定された先頭の親子集合ビュー名

SD-DML-08 設定 参照 － 探索方向を表す。
'F' = FETCH，FIND文で FIRST指定あり。
'L' = 〃 LAST指定あり。
'N' = 〃 NEXT指定あり。
'P' = 〃 PRIOR指定あり。
'A' = 〃 RELATIVE指定なし。
'R' = 〃 RELATIVE指定あり。
'D' = 〃 DYNAMIC指定あり。

SD-DML-09 設定 参照 － 位置決め目的を表す。
'U' = FETCH，FIND文で UPDATE指定あり。

SD-DML-10 設定 参照 － 探索方向の整数値を表す。
RELATIVE指定時，未指定時の一意名または整
数の値。

SD-DML-11 設定 参照 － パス名を表す。
FETCH文に指定されたパス名。

領域名 CALL文
実行前

シミュ
レータ

CALL文
実行後

内容

SD-TYP-01 設定 参照 － データ名指定を表す。
 'U' = USING指定あり。

領域名 CALL文
実行前

シミュ
レータ

CALL文
実行後

内容
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SD-TYP-02 設定 参照 － 条件種別を表す。
'A' = データベース条件文の ALSO指定
'NA'= 〃 NOT ALSO指定
'N' = 〃 NULL指定
'NN'= 〃 NOT NULL指定
'E' = 〃 EMPTY指定
'NE'= 〃 NOT EMPTY指定
'C' = 〃 CONTAINS指定
空白 = 上記以外

SD-TYP-03 設定 参照 － 左辺指定子を表す。
'R' = データベース条件左辺にレコードビュー名を
指定
'O' = 〃 OWNER OF　親子集合ビュー名を指定
'M' = 〃 MEMBER OF　親子集合ビュー名を指定
'S' = 〃 レコードビュー名，OWNER，MEMBER
のどの指定もなし
'X' = 〃 親子集合ビュー名を指定
空白 =上記以外

SD-TYP-04 設定 参照 － データベース条件左辺のレコードビュー名または
親子集合ビュー名を表す（SD-TYP-03が 'S'また
は空白のときは，この領域も空白となる）。

SD-TYP-05 設定 参照 － 右辺指定子を表す。
'R' = データベース条件右辺にレコードビュー名を
指定
'O' = 〃 OWNER OF　親子集合ビュー名を指定
'M' = 〃 MEMBER OF　親子集合ビュー名を指定
'S' = 〃 レコードビュー名，OWNER，MEMBER
のどの指定もなし
'X' = 〃 親子集合ビュー名を指定
空白 =上記以外

SD-TYP-06 設定 参照 － データベース条件右辺のレコードビュー名または
親子集合ビュー名を表す（SD-TYP-05が 'S'また
は空白のときは，この領域も空白となる）。

SD-TYP-07 設定 参照 － 探索条件の最初に現れた比較演算子を表す。
'>' = GREATER THAN　または > 指定
'<' = LESS THAN　または < 指定
'=' = EQUAL　または = 指定
'>='= GREATER THAN OR EQUAL または >= 指
定
'<='= LESS THAN OR EQUAL　または <= 指定
空白 = 上記以外

SD-TYP-08 設定 参照 － 探索条件の最初に現れた構成要素ビュー名または
KEYを表す
（SD-TYP-07が空白のときは，この領域も空白と
なる）。

領域名 CALL文
実行前

シミュ
レータ

CALL文
実行後

内容
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（凡例）
－：該当しない

注
SD-TYP-02～ 06は，データベース条件文情報です。
SD-TYP-07，08は，探索条件情報です。
SD-TYP-09～ 11は，RETAINING情報です。

（4） XDM/SDプログラムのテスト方法の制限事項

COBOL原始プログラムのコンパイル時，次の部分はエラーチェックの対象となりませ
ん。

（a）XDMシステム定義のスキーマ定義にだけ指定され，サブスキーマ節に展開されない部分
• 親子集合で親レコード，子レコードの対応関係があるもの
例えば，親子集合型内を検索する FETCH文で，レコードビュー名で示すレコード
は，親子集合ビュー名で示す親子集合の子レコードにしなければなりません。

• パスで指定したレコードの関係にあるもの
例えば，パス順に複数のレコードを検索する FETCH文で，エントリレコード名で示
すレコードは，パス名で示すパスのエントリレコードにしなければなりません。

• 副構成要素に関するもの
例えば，条件を指定した FETCH文で，比較条件に指定した構成要素ビュー名で示す
構成要素は，副構成要素以外にしなければなりません。

SD-TYP-09 設定 参照 － RETAINING種別を表す。
'A' = RETAINING指定ありの FETCH，FIND，
STORE文で，RECORD，親子集合ビュー名の指
定がない。
'R' = ERASE文で RETAINING指定あり。
または，RETAINING RECORD指定ありの
FETCH，FIND，STORE文で，親子集合ビュー
名の指定がない。
'S' = RETAINING　親子集合ビュー名指定ありの
FETCH，FIND，STORE文で，RECORDの指
定がない。
'B' = FETCH，FIND，STORE文に，
RETAINING RECORD　親子集合ビュー名の指
定がある。

SD-TYP-10 設定 参照 － RETAININGに指定された親子集合ビューの個数
を表す。親子集合ビュー名の指定があれば，その
個数が入る。

SD-TYP-11 設定 参照 － RETAININGに指定された親子集合ビュー名を表
す（SD-TYP-10が 0の場合，この領域はない）。

領域名 CALL文
実行前

シミュ
レータ

CALL文
実行後

内容
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（b）XDMシステム定義のサブスキーマ定義にだけ指定され，サブスキーマ節に展開されない
部分
• アクセス目的に関するもの
例えば，FOR UPDATE（更新）を指定した FETCH文で，レコードビュー名で示す
レコードは，サブスキーマ定義でUPDATE指定をしなければなりません。
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23.3　リレーショナルデータベース（XDM/RD）
操作シミュレーション

（1） コンパイル方法

リレーショナルデータベース（XDM/RD）操作シミュレーション機能を使用する場合，
-SQL,XDMオプションを指定してコンパイルします。また，SQL連絡領域 SQLCAは，
ホストの XDM/RDが提供している SQL連絡領域を SQLCA.cblという名称でUNIX上
に転送して使用します。このシステムでは，リレーショナルデータベース（XDM/RD）
操作シミュレーション機能の実行時ライブラリ用ダミールーチンとして，CBLXDMRD
を提供します。

（2） テスト方法

実行可能ファイルでは SQL文は実行に関係しないため，SQL文のテストはできません。
SQL以外の文のテストをする場合は，テストデバッガの TDコマンド（ASSIGN DATA
コマンドなど）を用いて次のようにテストします。

（例）
行番号 3000～ 3200の SQL文の擬似実行で，NAME-AREAにデータを代入し，行
番号 3300の IF文の THENの処理と ELSEの処理をテストする。

（原始プログラム）
001000 WORKING-STORAGE SECTION.
001100 EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
001200 01 NAME-AREA PIC N(20).
001300 EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
           :
002000 PROCEDURE DIVISION.
           :
003000     EXEC SQL
003100       SELECT NAME INTO :NAME-AREA FROM SHAIN
                               WHERE AGE = 30
003200     END-EXEC.
003300     IF NAME-AREA = N'山田　太郎'
003400       THEN
               :
004000       ELSE
               :
005000     END-IF.

（入力する TDコマンド）
SET BREAK STATEMENT(3000) COUNTER(CNT) DO
  IF CONDITION(CNT=1)
    ASSIGN DATA(NAME-AREA) VALUE(N'山田  太郎')
  ELSE
    ASSIGN DATA(NAME-AREA) VALUE(N'日立  花子')
  ENDIF
  GO
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ENDDO

1. 行番号 3000の行に制御が渡るごとに実行を中断します。
2. 最初の中断のときは "山田　太郎 "を，2回目以降の中断のときは "日立　
花子 "を NAME-AREAに設定します。

3. NAME-AREAに値を設定後，実行を再開始します。





497

第 9編　多様な COBOLプログラムの作成

24　CGIプログラム作成支援機
能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，
Solaris(SPARC)で有効）　
CGI（Common Gateway Interface）プログラム作成支援機能
を使うと，CGIを使ったプログラムを COBOL2002で作成で
きます。この章では，CGIプログラムの作成を支援する機能
と，その利用方法について説明します。

24.1　CGIプログラム作成支援機能の概要

24.2　CGIプログラムの種類と作成方法

24.3　フォーム情報の取得と CGIリスト

24.4　CGI環境変数へのアクセス

24.5　HTMLファイルを COBOLソースファイルに変換する方法

24.6　HTMLテンプレート機能

24.7　CGIプログラムの作成を支援するサービスルーチン

24.8　起動ファイルの作成方法

24.9　実行時エラーメッセージの取得方法

24.10　CGIプログラムのデバッグ

24.11　注意事項
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24.1　CGIプログラム作成支援機能の概要

24.1.1　概要
CGI（Common Gateway Interface）とは，Webページで，画面対話のような複雑な
サービスを使用できるようにするために用意された拡張 APIのことです。

CGIプログラム作成支援機能は，COBOL2002で作成したプログラムを CGIプログラム
として利用するための機能です。

24.1.2　CGIプログラムが動作するのに必要な環境
CGIプログラムを利用するには，サーバ，クライアントがそれぞれ次の条件を満たして
いる必要があります。

サーバ
CGIプログラムが動作するWebサーバが必要です。

クライアント
Webページを見るためのWWWブラウザが必要です。

24.1.3　CGIプログラム作成支援機能が提供する機能
CGIプログラム作成支援機能には，次のような機能があります。

（1） CGIプログラムの作成を支援するサービスルーチン

次のような機能を，サービスルーチンを使って利用できます。

• 標準 HTMLヘッダの出力
• システム環境変数へのアクセス
• フォーム情報の解析
• HTMLコードの自動生成
• デバッグ

詳細は「24.7　CGIプログラムの作成を支援するサービスルーチン」を参照してくださ
い。

（2） HTMLトランスレータ

HTMLトランスレータは，HTMLファイルを COBOL副プログラムのソースファイル
に変換するツールです。HTMLトランスレータを使うと，COBOLをプログラミングす
ることなく，HTMLファイルから COBOL副プログラムが作成できます。

詳細は「24.5　HTMLファイルを COBOLソースファイルに変換する方法」を参照して
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ください。

（3） HTMLテンプレート機能

HTMLテンプレートとは，HTMLファイル中にHTML拡張言語と呼ばれる拡張タグを
埋め込んだものです。HTMLテンプレートを利用すると，動的なWebページを出力する
COBOLプログラムを効率良く開発できます。

詳細は「24.6　HTMLテンプレート機能」を参照してください。

（4） 注意事項
• COBOL2002で作成した CGIプログラムは，サーバの高速化や ISAPI，NSAPIなど
の拡張 CGI機能を利用できません。

• CGIプログラムの環境変数の設定，および CGIプログラムを起動する起動ファイル
は，セキュリティなどの理由からサーバ管理者に起動を制限されている場合がありま
す。

• CGIプログラムのコンパイル時と実行時の環境変数 LANGは，同じでなければなり
ません。
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24.2　CGIプログラムの種類と作成方法

CGIプログラムは，プログラム定義として作成します。

CGIプログラムの作成には，3種類の方法があります。ここでは，それぞれの作成方法
と，作成されたプログラムの特徴について説明します。

24.2.1　スタティック型 CGIプログラムの作成方法
スタティック型 CGIプログラムは，あらかじめ HTMLトランスレータを使って，
HTMLテンプレートから COBOL副プログラムを生成しておく形式のプログラムです。

スタティック型 CGIプログラムは，実行速度が高速です。しかし，HTMLテンプレート
を変更するたびに再コンパイルする必要があります。

スタティック型 CGIプログラムの作成手順
1. Webページに出力するHTMLテンプレート（CGISUB.htm）を作成します。
2. HTMLトランスレータを使用して，HTMLテンプレートから COBOL副プログ
ラム（CGISUB.cbl）を生成します。

3. 2.で作成した COBOL副プログラムを呼び出す COBOL主プログラム
（CGIMAIN.cbl）を作成します。

4. COBOL主プログラム，COBOL副プログラムをコンパイルし，CGIプログラム
作成支援ライブラリ（CGIライブラリ）とリンクして，CGIプログラム
（CGIMAIN）を生成します。
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図 24-1　スタティック型 CGIプログラムの作成手順

24.2.2　インタプリット型 CGIプログラムの作成方法
インタプリット型 CGIプログラムは，COBOLプログラムが実行中に
CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンを利用して，HTMLテンプレートをインタプ
リット（動的変換）して出力する形式のプログラムです。

インタプリット型 CGIプログラムは，HTMLテンプレートを変更しても再コンパイルす
る必要がありません。したがって，HTMLテンプレートを変更することで，容易にWeb
ページの出力内容を変更できます。しかし，実行時にHTMLテンプレートをインタプ
リットするため，実行速度は低速です。

インタプリット型 CGIプログラムの作成手順
1. Webページに出力する HTMLテンプレート（CGISUB.htm）を作成します。
2. 1.の HTMLテンプレートをインタプリットする COBOL主プログラム
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（CGIMAIN.cbl）を作成します。
インタプリットには CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンを使用します。

3. COBOL主プログラムだけをコンパイルし，CGIライブラリとリンクして，CGI
プログラム（CGIMAIN）を生成します。
CGIプログラムの実行時に，HTMLテンプレートがインタプリットされます。

図 24-2　インタプリット型 CGIプログラムの作成手順

24.2.3　ダイナミック型 CGIプログラムの作成方法
ダイナミック型 CGIプログラムは，COBOLプログラムが実行中に
CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンを利用して，共用ライブラリを呼び出す形式の
プログラムです。共用ライブラリは，あらかじめ HTMLトランスレータを利用して
HTMLテンプレートから生成しておきます。

ダイナミック型 CGIプログラムは，テストしながら HTMLテンプレートを修正できま
す。また，HTMLテンプレートをテスト後に共用ライブラリ化しても，CGIプログラム
を再コンパイルする必要がありません。ただし，共用ライブラリの名称を変更した場合
は，CGIプログラムを再コンパイルする必要があります。また，HTMLテンプレートが
複数ある場合でも，一つの共用ライブラリファイルにまとめられません。この場合，
HTMLテンプレートごとに共用ライブラリファイルを作成する必要があります。

ダイナミック型 CGIプログラムの作成手順
1. Webページに出力するHTMLテンプレート（CGISUB.htm）を作成します。
2. 1.で作成したファイルを呼び出す COBOL主プログラム（CGIMAIN.cbl）を作
成します。
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COBOL主プログラムからは，CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンを使用
してHTMLテンプレートを呼び出すようにします。このとき，
CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンに指定する HTMLテンプレートの名称
には，1.のファイル名から拡張子を除いた名称（CGISUB）を指定してくださ
い。

3. COBOL主プログラムだけをコンパイルし，CGIライブラリとリンクして CGI
プログラム（CGIMAIN）を生成します。

4. CGIプログラムと HTMLテンプレートを使って，HTMLテンプレートが正しく
Webページに出力されるかテストします。
正しく出力されるまで，HTMLテンプレートを修正しながらテストを繰り返し
ます。

5. HTMLトランスレータを使用して，HTMLテンプレートから COBOL副プログ
ラムのソースファイル（CGISUB.cbl）を生成します。次に指定例を示します。
cblhtmtr CGISUB.htm

6. COBOL副プログラムのソースファイルをコンパイルし，共用ライブラリファイ
ル（CGISUB）を生成します。
CGIプログラムは，実行時に共用ライブラリファイル※を呼び出します。

注※
共用ライブラリファイルを作成する ldコマンドでのリンク例
• HP-UX(IPF)の場合

 
   ld -b -o CGISUB.so CGISUB.o -a archive
      -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml
 

• AIX(32)の場合

 
   ld -o CGISUB.a CGISUB.o -bpT:0x10000000
      -bpD:0x20000000 -bnoentry -bM:SRE -bexpall
      -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k
       -lcbl2kml -lm -lc
 

• Solaris(SPARC)の場合

 
   ld -G -o CGISUB.so CGISUB.o -Bstatic
      -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml
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図 24-3　ダイナミック型 CGIプログラムの作成手順

24.2.4　CGIプログラムのコンパイル，およびリンク方法
ここでは，CGIプログラム作成支援機能を使用した COBOLプログラムのコンパイル，
およびリンク方法について説明します。

（1） ccbl2002コマンドを使用する場合

ccbl2002コマンドを使う場合は，CGIライブラリとリンクするように指定してくださ
い。次に，形式を示します。

（a）スタティック型 CGIプログラムを作成する場合

HP-UX(IPF)
 
ccbl2002 -OutputFile CGIMAIN -Main,System CGIMAIN.cbl
         CGISUB.htm -lcbl2kcgi -ldld
 

AIX(32)，Solaris(SPARC)
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ccbl2002 -OutputFile CGIMAIN -Main,System CGIMAIN.cbl
         CGISUB.htm -lcbl2kcgi
 

（b）インタプリット型 CGIプログラムを作成する場合

HP-UX(IPF)
 
ccbl2002 -OutputFile CGIMAIN -Main,System CGIMAIN.cbl
         -lcbl2kcgi -ldld
 

AIX(32)，Solaris(SPARC)
 
ccbl2002 -OutputFile CGIMAIN -Main,System CGIMAIN.cbl
         -lcbl2kcgi
 

（c）ダイナミック型 CGIプログラムを作成する場合

HP-UX(IPF)
 
ccbl2002 -OutputFile CGIMAIN -Main,System CGIMAIN.cbl
         -lcbl2kcgi -ldld -Link -Wl
 

AIX(32)，Solaris(SPARC)
 
ccbl2002 -OutputFile CGIMAIN -Main,System CGIMAIN.cbl
         -lcbl2kcgi
 

（2） cc／ ldコマンドを使用する場合

ccコマンド，または ldコマンドを使う場合は，CGIライブラリとリンクするように指定
してください。次に，形式を示します。

（a）スタティック型 CGIプログラムを作成する場合

HP-UX(IPF)
 
cc CGIMAIN.o CGISUB.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k 
   -lcbl2kml … -ldld …
 

AIX(32)
 
cc CGIMAIN.o CGISUB.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k 
   -lcbl2kml … -ldl …
 

Solaris(SPARC)
 
cc CGIMAIN.o CGISUB.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k 
   -lcbl2kml … -lm -ldl …
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（b）インタプリット型 CGIプログラムを作成する場合

HP-UX(IPF)
 
cc CGIMAIN.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k 
   -lcbl2kml … -ldld …
 

AIX(32)
 
cc CGIMAIN.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k 
   -lcbl2kml … -ldl …
 

Solaris(SPARC)
 
cc CGIMAIN.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k 
   -lcbl2kml … -lm -ldl …
 

（c）ダイナミック型 CGIプログラムを作成する場合

HP-UX(IPF)
 
cc -Wl,-E CGIMAIN.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k
   -lcbl2kml … -ldld …
 

AIX(32)
 
cc CGIMAIN.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k 
   -lcbl2kml …
 

Solaris(SPARC)
 
cc CGIMAIN.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kcgi -lcbl2k 
   -lcbl2kml … -lm -ldl …
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24.3　フォーム情報の取得と CGIリスト

CGIプログラム作成支援機能では，Webページでフォームタグに入力された情報を，
CGIリストという形式で扱えます。ここでは，フォームタグに入力された情報から CGI
リストを作成する方法，および COBOLプログラムで CGIリストを扱う方法について説
明します。

24.3.1　CGIリストの概要
クライアントのWWWブラウザでフォームタグに対して入力された情報は，Webサーバ
を経由して CGIプログラムに渡されます。これをフォーム情報といいます。フォーム情
報は，データの「名前」とデータの「値」が対になっているデータ構造をしています。

CGIプログラム作成支援機能では，フォーム情報を解析し，COBOLで扱えるリスト構
造体に格納できます。このリスト構造体のことを CGIリストと呼びます。次に CGIリス
トの構造を示します。

図 24-4　CGIリストの構造

図中のポイント位置とは，COBOLプログラムが CGIリストにアクセスする時に，任意
のデータを指定するために必要なポインタのことです。詳細は，「24.7　CGIプログラム
の作成を支援するサービスルーチン」を参照してください。

24.3.2　CGIリストのデータと COBOLのデータ記述
CGIリストの「名前」と「値」の対応は，COBOLでは次に示す集団項目となります。

表 24-1　CGIリストのデータと COBOLのデータ記述の対応

注
「名前」は，COBOLのデータ名 1に対応し，28バイトの英数字項目で指定します。

CGIリストの
データ

COBOLのデータ記述

名前 01 データ名1 PIC X(28).

値 01 データ名2.
  02 データ名3 PIC S9(9) USAGE COMP.
  02 データ名4.
    03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON データ名3.
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「値」の長さは，COBOL集団項目のデータ名 3に対応し，4バイトの 2進項目で指定します。
「値」は，COBOL集団項目のデータ名 4に対応し，最大 1,024バイトの可変長英数字項目で指
定します。

24.3.3　CGIリストの作成と編集
フォーム情報から CGIリストを作成したり，CGIリストの内容を編集したりするには，
サービスルーチンを使用します。詳細は，「24.7　CGIプログラムの作成を支援するサー
ビスルーチン」を参照してください。
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24.4　CGI環境変数へのアクセス

CGIプログラム作成支援機能では，環境変数を使って CGIプログラムに必要な情報を取
得できます。CGIプログラムに必要な情報を提供する環境変数を，CGI環境変数と呼び
ます。

CGI環境変数から値を取得するには，CBLGETENVサービスルーチンを使用します。
また，CGI環境変数の一覧と値をHTML形式で出力するには，CBLPRINTENVサービ
スルーチンを使用します。各サービスルーチンの詳細については，「24.7　CGIプログラ
ムの作成を支援するサービスルーチン」を参照してください。

次に，アクセスできる CGI環境変数の一覧を示します。

表 24-2　CGIプログラム作成支援機能でアクセスできる CGI環境変数

CGI環境変数名 説明

AUTH_TYPE ユーザを認証するときに使う認証のタイプ

CONTENT_LENGTH POST要求の場合の入力バイト数

CONTENT_TYPE text/HTMLのようなMIMEタイプ
HTTPファイルのアップロード用には multipart/form-dataが
セットされる。

GATEWAY_INTERFACE サーバが使用する CGIプロトコルのバージョン

HTTP_ACCEPT WWWブラウザが受け取るMIMEタイプ

HTTP_COOKIE クッキー情報

HTTP_USER_AGENT クライアントが使用するWWWブラウザ名，バージョン

PATH_INFO CGIプログラムに渡される追加パス情報
（URL中のスクリプト名のあとのクエリー文字列の前にある部分）

PATH_TRANSLATED 環境変数 PATH_INFOに指定された絶対パス情報
（仮想パス名がディレクトリに展開される）

QUERY_STRING GET要求の場合，CGIプログラムに渡されるクエリー情報

REMOTE_ADDR クライアントの IPアドレス

REMOTE_HOST クライアントのホスト名

REMOTE_IDENT 要求を出しているクライアント

REMOTE_USER クライアントによって与えられ，サーバに認証されたユーザ名称
（AUTH_TYPEが設定されている時だけ有効）

REQUEST_METHOD HTTP要求メソッド名（"GET"または "POST"）

SCRIPT_NAME 実行中の CGIプログラム名

SERVER_NAME サーバのホスト名

SERVER_PORT サーバが動いているホストの TCP/IPポート番号

SERVER_PROTOCOL 要求された情報を取り出すプロトコル名とバージョン



24.　CGIプログラム作成支援機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）

510

SERVER_SOFTWARE クライアントの要求に答えているWebサーバ名とバージョン

CGI環境変数名 説明
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24.5　HTMLファイルを COBOLソースファイ
ルに変換する方法

HTMLトランスレータを使うと，HTMLファイルを COBOL副プログラムのソース
ファイルに変換できます。ここでは，HTMLトランスレータの使用方法について説明し
ます。

24.5.1　HTMLトランスレータを使った HTMLファイルの変
換

HTMLトランスレータで HTMLファイルを COBOLソースファイルに変換するには，
次のように指定します。

形式
cblhtmtr 〔-H2cbl〕 HTMLファイル名 〔…〕

-H2cbl
固定形式ソースに変換するオプションです。オプションを指定しなかった場合
は，-H2cblが仮定されます。

HTMLファイル名
COBOLソースファイルに変換したいHTMLファイルの名前を指定します。複
数の HTMLファイル名を指定した場合，別々の COBOLソースファイルに変
換されます。

戻り値
0：正常終了した場合
1：変換中にエラーが発生した場合

規則
• HTMLファイル名に指定できるのは，拡張子が .htm，および .htmlのファイルだ
けです。

• HTMLファイル名に指定するファイル名またはディレクトリ名に空白が含まれる
場合，ファイルを引用符（ " ）で囲って指定します。

• ファイル名の長さが 30バイトを超える場合，HTMLファイル名に指定できませ
ん。

• HTMLファイル名に指定するファイル名は，COBOLのプログラム名の構文規則
に従った名称でなければなりません。プログラム名に指定した英小文字，ハイフ
ン（－），#，¥，@はコンパイル時に別の文字に変換されるため，
CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンに指定する HTMLファイル名に使用し
ないでください。

• 絶対パス名の長さが 255バイトを超えるファイル名は，HTMLファイル名に指定
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できません。
• 出力される COBOLソースファイルの名称は，「HTMLファイル名 .cbl」となり
ます。

• 出力された COBOLソースファイルの PROGRAM-IDは，HTMLファイル名か
ら拡張子を除いた名称になります。

• HTMLファイルの変換中にエラーが発生した場合，エラーメッセージが出力され
ます。出力されるエラーメッセージの形式は，コンパイラが出力するメッセージ
と同じです。

注意事項
• 次の文字列は，HTMLトランスレータの予約語になっています。
• $%
• %$
• REPEAT
• END-REPEAT
• IF
• ELSE
• END-IF
• NULL

「$」および「%」をWebページに出力したい場合，実体参照で記述する必要がありま
す。実体参照での "$"，"%"の表記を，次に示します。

• HTMLトランスレータで固定形式ソースを作成すると，テキスト領域にある日本語な
どの多バイト文字は，環境変数 LANGの値によって次のような文字コードを使用して
いるとみなして処理されます。

注※
環境変数 LANGの設定値と文字コードについては，「付録 A　COBOLで使用する文字集合」

表示する文字 実体参照での表記

$ &#36;

% &#37;

システム 環境変数 LANGの設定値によっ
て有効となる文字コード※

文字コード

HP-UX(IPF)，AIX(32) シフト JISコード シフト JISコード

　 日本語 EUCコード 日本語 EUCコード

　 上記以外 シフト JISコード

Solaris(SPARC) シフト JISコード シフト JISコード

日本語 EUCコード 日本語 EUCコード

上記以外 日本語 EUCコード
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を参照してください。

漢字コードによるコード一覧を次に示します。

• HTMLテンプレートから COBOLファイルを生成中に HTML拡張言語でエラーが発
生した場合，エラーメッセージの行情報がずれて出力されることがあります。

24.5.2　ccbl2002コマンドからの HTMLファイルの変換
ccbl2002コマンドに HTMLファイルを指定すると，HTMLファイルの COBOLソース
ファイルへの変換，COBOLプログラムへのコンパイルが連携して実行されます。次に
ccbl2002コマンドで HTMLファイルをコンパイルする流れを示します。

図 24-5　ccbl2002コマンドで HTMLファイルをコンパイルするときの流れ

規則
• ccbl2002コマンドに指定されたファイルのうち，拡張子が .htm，および .htmlの
ファイルだけ，HTMLトランスレータの処理対象となります。

• ccbl2002コマンドに指定されたコンパイラオプションは，HTMLトランスレータ

漢字コード 先行コード 後続コード

シフト JISコード 0x81～ 0x9F，0xE0～ 0xFC 0x40～ 0x7E,0x80～ 0xFC

日本語 EUCコード 0xA1～ 0xFE 0xA1～ 0xFE
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が生成した COBOLソースファイルに対しても有効になります。
• ccbl2002コマンドから連携して HTMLトランスレータが起動された場合，変換さ
れた COBOLソースファイルは，カレントディレクトリに出力されます。

注意事項
ccbl2002コマンドに HTMLファイルと同名の COBOLソースファイルを指定して
はいけません。
例えば，「ccbl2002 CGIMAIN.cbl CGIMAIN.htm -lcbl2kcgi」と指定すると，
CGIMAIN.htmが COBOLソースファイルに変換され，CGIMAIN.cblに上書きさ
れます。
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24.6　HTMLテンプレート機能

ここでは，HTMLテンプレートと，その使用方法について説明します。

24.6.1　HTMLテンプレート機能の概要
HTMLテンプレートとは，Webページの原形となる HTMLファイルにHTML拡張言語
を埋め込んだものです。HTML拡張言語を利用すると，動的なWebページが効率良く作
成できます。

HTMLテンプレートで，動的なWebページが出力される例を次に示します。

図 24-6　HTMLテンプレート機能で動的なWebページが出力される例

1. クライアント側のWWWブラウザで「COBOL」という文字列を入力すると，サーバ
側の CGIプログラムに送られる。

2. CGIプログラムは，受け取った CGI情報を解析する。
3. CGIプログラムは，WWWブラウザに出力するWebページのひな形となる，HTML
テンプレートを読み込む。

4. CGIプログラムは，読み込んだHTMLテンプレート中の HTML拡張言語
「$%ITEM1%$」と入力された文字列「COBOL」を置換してWebページに出力する。

5. CGIプログラムから出力されたWebページが，WWWブラウザに表示される。

24.6.2　HTML拡張言語の文法
HTMLテンプレートに埋め込む HTML拡張言語の文法について説明します。

（1） $%変数名%$

形式
$%変数名%$

機能
COBOL主プログラムから渡された CGIリストの先頭から変数名と一致する「名
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前」を検索し，「名前」に対応する「値」と置換します。

構文規則
変数名は，以下の条件を満たす必要があります。
• 先頭の文字が英字である
• 2文字目以降が，英数字（A～ Z，a～ z，0～ 9），ハイフン（－），下線（＿）の
どれかで構成されている

• 長さが 28バイト以下である

使用例
CGIリストの「名前」が "ITEM"の項目の「値」を表示する例です。なお，この使
用例は，HTMLトランスレータを使用する CGIプログラムの作成例です。

HTMLテンプレート（CGISUB.htm）
<HTML>
<HEAD>
<TITLE>変数名</TITLE>
</HEAD>
<BODY>
Name : $%ITEM1%$
</BODY>
</HTML>

COBOL主プログラム（CGIMAIN.cbl）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CGIMAIN.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMELIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28).
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
      *> CGIリスト作成
           CALL 'CBLCREATELIST' USING NAMELIST.
           MOVE 'ITEM1' TO NAMEX.
           COMPUTE VALUE-LEN = FUNCTION LENGTH('COBOL2002').
           MOVE 'COBOL2002' TO VALUE-STRING.
           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
      *> COBOL副プログラムの呼び出し
           CALL 'CGISUB' USING NAMELIST.
      *> CGIリスト削除
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING NAMELIST.
           STOP RUN.

WWWブラウザの出力例
Name:COBOL2002

（2） $%REPEAT%$文

形式
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書き方 1（$%REPEAT%$文の間に $%変数名 %$が一つだけある場合）
$%REPEAT%$
  $%変数名%$
$%END-REPEAT%$

書き方 2（$%REPEAT%$文の間に $%変数名 %$が複数ある場合）
$%REPEAT%$
  $%変数名1%$
  $%変数名2%$
  :
$%END-REPEAT%$

機能

書き方 1の機能
COBOL主プログラムから渡された CGIリストの先頭から変数名と一致する「名
前」を検索し，次の条件が満たされるまで「名前」に対応する「値」を繰り返し出
力します。
• CGIリストの終端まで検索する
• 検索中に，CBLENDREPEATサービスルーチンで CGIリストに追加した終端イ
ンジケータ（REPEAT.TERMINATOR）が見つかる

書き方 2の機能
まず，COBOL主プログラムから渡された CGIリストの先頭から変数名 1と一致す
る「名前」を検索し，その「値」を出力します。次に，変数名 1を発見した位置以
降から変数名 2と一致する「名前」を検索し，その「値」を出力します。同様の作
業を繰り返し，最後の変数名の検索が終わったら，また，最初の変数名 1から検索
を続けます。
このような作業を，次の条件が満たされるまで繰り返します。
• CGIリストの終端まで検索する
• 検索中に，CBLENDREPEATサービスルーチンで CGIリストに追加した終端イ
ンジケータ（REPEAT.TERMINATOR）が見つかる

（例）
CGIリストの内容

HTMLテンプレート
  $%REPEAT%$
  $%ITEM1%$
  $%ITEM2%$

名前 値

ITEM1 DATA01

ITEM2 DATA02

ITEM1 DATA11

ITEM2 DATA12
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  $%END-REPEAT%$

表示される内容
  DATA01
  DATA02
  DATA11
  DATA12

構文規則
• 変数名は，以下の条件を満たす必要があります。

1. 先頭の文字が英字である
2. 2文字目以降が，英数字（A～ Z，a～ z，0～ 9），ハイフン（－），下線（＿）
のどれかで構成されている

3. 長さが 28バイト以下である

• $%REPEAT%$～ $%END-REPEAT%$の間には，$%IF%$文を記述できませ
ん。

• $%REPEAT%$文を入れ子にした場合，2階層までしか記述できません。
• $%REPEAT%$～ $%END-REPEAT%$の間に $%変数名 %$がない場合，

$%REPEAT%$文は COBOL副プログラムに変換されません。

使用例 1
CGIリストの「名前」が "CITY"または "COLOR"である項目の「値」をすべて表
示する例です。なお，この使用例は，HTMLトランスレータを使用する CGIプログ
ラムの作成例です。

HTMLテンプレート（CGISUB.htm）
<HTML>
<HEAD>
<TITLE>REPEAT</TITLE>
</HEAD>
<BODY>
$%REPEAT%$
$%CITY%$ : $%COLOR%$ <BR>
$%END-REPEAT%$
</BODY>
</HTML>

COBOL主プログラム（CGIMAIN.cbl）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CGIMAIN.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMELIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28).
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
      *> CGIリスト作成
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           CALL 'CBLCREATELIST' USING NAMELIST.
           MOVE 'CITY' TO NAMEX.
           MOVE 5 TO VALUE-LEN.
           MOVE 'TOKYO' TO VALUE-STRING.
           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
           MOVE 'COLOR' TO NAMEX.
           MOVE 4 TO VALUE-LEN.
           MOVE 'GRAY' TO VALUE-STRING.
           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
           MOVE 'CITY' TO NAMEX.
           MOVE 7 TO VALUE-LEN.
           MOVE 'FUKUOKA' TO VALUE-STRING.
           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
           MOVE 'COLOR' TO NAMEX.
           MOVE 3 TO VALUE-LEN.
           MOVE 'RED' TO VALUE-STRING.
           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
      *> COBOL副プログラムの呼び出し
           CALL 'CGISUB' USING NAMELIST.
      *> CGIリスト削除
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING NAMELIST.
           STOP RUN.

WWWブラウザの出力例
TOKYO:GRAY
FUKUOKA:RED

使用例 2
<TEXTAREA>のように 1,024バイト以上入力できるデータを $%REPEAT%$文で繰
り返して表示する場合は，入力用HTMLテンプレートに REPEAT文の終端インジ
ケータとなる「名前」と「値」（.REPEAT.TERMINATOR,1）を，非表示の INPUT
メソッドとして追加します。
また，CGIリストに分割された「名前」と「値」の終端として
（.REPEAT.TERMINATOR,1）が追加できます。次に，入力用 HTMLテンプレート
と出力用HTMLテンプレートの例を示します。

入力用 HTMLテンプレート
 
<FORM NAME="MAIN" METHOD="POST" ACTION=
"/scripts/cgisample">
<INPUT TYPE="text" NAME="INPUTTEXT1" VALUE="DATA1"
MAXLENGTH="20"><BR>
<TEXTAREA COLS="60" ROWS="8" NAME="TEXTAREA1">
</TEXTAREA><BR>
<INPUT TYPE="hidden" NAME=".REPEAT.TERMINATOR" 
VALUE="1">
<INPUT TYPE="text" NAME="INPUTTEXT1" VALUE="DATA2"
MAXLENGTH="20"><BR>
<TEXTAREA COLS="60" ROWS="8" NAME="TEXTAREA1">
</TEXTAREA><BR>
<INPUT TYPE="hidden" NAME=".REPEAT.TERMINATOR"
VALUE="1"><INPUT TYPE="submit" NAME="submit"
VALUE="送信" ><BR></FORM>  :
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出力用 HTMLテンプレート
  :
$%REPEAT%$
データ名：$%INPUTTEXT1%$ <BR>
データ内容：
$%REPEAT%$
$%TEXTAREA1%$
$%END-REPEAT%$
<BR>
$%END-REPEAT%$
  :

使用例 3
分割された「値」を $%REPEAT%$文で連続した「値」として出力する（$%変数
名 %$の間に空白文字を出力しない）HTMLテンプレートの例を示します。ただし，
連続した「値」を出力する場合を除いて，HTML拡張言語を並べて記述しないでく
ださい。
 
 :$%REPEAT%$$%NAME1%$$%END-REPEAT%$ :

（3） $%IF%$文

形式

書き方 1（変数名とリテラル文字を比較する場合）
$%IF ( 変数名 演算子 'リテラル文字' )%$
  :
  {$%ELSE%$}
  :
$%END-IF%$

書き方 2（変数名と変数名を比較する場合）
$%IF ( 変数名1 演算子 変数名2 )%$
  :
  {$%ELSE%$}
  :
$%END-IF%$

書き方 3（変数名の有無を確認する場合）
$%IF ( 変数名1 演算子 NULL )%$
  :
  {$%ELSE%$}
  :
$%END-IF%$

機能

書き方 1の機能
COBOL主プログラムから渡された CGIリストの先頭から変数名と一致する
「名前」を検索し，「名前」に対応する「値」と 'リテラル文字 'を演算子の条件
で評価します。

書き方 2の機能
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COBOL主プログラムから渡された CGIリストの先頭から，変数名 1と一致す
る「名前」，および変数名 2と一致する「名前」を検索し，それぞれの「名前」
に対応する「値」同士を演算子の条件で評価します。

書き方 3の機能
COBOL主プログラムから渡された CGIリスト中に，変数名 1と一致する「名
前」があるかどうかを演算子の条件で評価します。
例えば，「$%IF( 変数名 1 = NULL )%$」は，変数名 1に該当する名前が CGIリ
スト中にないことを意味します。CGIリスト中に変数名があるかどうかわから
ない場合は，この書き方 3を使って変数名があるかどうかを確認してから，
CGIリストを参照するようにしてください。NULLを比較する演算子は "="ま
たは "!="でなければなりません。

構文規則
• 変数名は，次の条件を満たす必要があります。

1. 先頭の文字が英字である
2. 2文字目以降が，英数字（A～ Z，a～ z，0～ 9），ハイフン（－），下線（＿）
のどれかで構成されている

3. 長さが 28バイト以下である

• 演算子は，次に示すものでなければなりません。

表 24-3　$%IF%$文で使用できる演算子

• リテラル文字は，160バイト以下の文字列で指定します。
• $%IF%$文を入れ子にした場合，3階層までしか記述できません。
• $%IF%$文は，条件によって次のように制御されます。

演算子 意味

= 等しい

!= 等しくない

> より大きい

>= より大きいか，または等しい

< より小さい

<= より小さいか，または等しい
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• $%ELSE%$は省略できます。
• 変数名と一致する「名前」に対応する「値」，およびリテラル文字は，英数字項目
として扱われます。

（例）'100'と '99'を比較する場合
英数字項目の比較なので '99'の末尾に空白が補われる。したがって，比較結果
は，
'100' ＜ '99 '
となる。

• $%IF%$文による条件比較は，コンパイラオプションの影響を受けません。

注意事項
• CGIリストが不定で，変数名があるかどうかわからない場合は，書き方 3で変数
があることを確認してから処理を実行することを推奨します。

• $%IF%$文に指定した変数名に一致する「名前」が CGIリストにない場合は，変
数名の値には NULLが仮定されます。

使用例
CGIリスト中にある「名前」が "ITEM"の項目の「値」と，リテラル文字
'VALUE-X'を比較し，結果を表示する例です。なお，この使用例は，HTMLトラン
スレータを使用する CGIプログラムの作成例です。

HTMLテンプレート（CGISUB.htm）
Content-type: text/HTML
 
<HTML>
<HEAD>
<TITLE>IF ELSE END-IF</TITLE>
</HEAD>
<BODY>
$%IF ( ITEM = 'VALUE-X' )%$
  ITEM IS 'VALUE-X'. <BR>
$%ELSE%$
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  NOT FOUND 'VALUE-X'. <BR>
$%END-IF%$
</BODY>
</HTML>

COBOL主プログラム（CGIMAIN.cbl）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CGIMAIN.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMELIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28).
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
      *> CGIリスト作成
           CALL 'CBLCREATELIST' USING NAMELIST.
           MOVE 'ITEM' TO NAMEX.
           MOVE 7 TO VALUE-LEN.
           MOVE 'VALUE-X' TO VALUE-STRING.
           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
      *> COBOL副プログラムの呼び出し
           CALL 'CGISUB' USING NAMELIST.
      *> CGIリスト削除
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING NAMELIST.
           STOP RUN.

WWWブラウザの出力例
ITEM IS 'VALUE-X'

（4） コメント

形式
$%-- コメント --%$

機能
HTMLテンプレートにコメントを記述します。"$%--"，"--%$"で囲まれた部分は，
HTMLトランスレータで生成される COBOL副プログラムに展開されません。

構文規則
$%--：コメントの始まり
--%$：コメントの終わり

使用例
コメントの使用例です。

HTMLテンプレート（CGISUB.htm）
Content-type: text/HTML
<HTML>
<HEAD>
<TITLE>COMMENT</TITLE>
</HEAD>
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<BODY>
Webページに出力される
<!-- Webページに出力されるが表示されない -->
$%-- Webページに出力されないコメント --%$
</BODY>
</HTML>

COBOL主プログラム（CGIMAIN.cbl）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CGIMAIN.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       PROCEDURE DIVISION.
      *> COBOL副プログラムの呼び出し
           CALL 'CGISUB'.
           STOP RUN.

WWWブラウザの出力例
Webページに出力される

WWWブラウザに表示されたWebページの内容
<HTML>
<HEAD>
<TITLE>COMMENT</TITLE>
</HEAD>
<BODY>
Webページに出力される
<!-- Webページに出力されるが表示されない -->
</BODY>
</HTML>

（5） HTML拡張言語を使用するときの注意事項
• HTML拡張言語の予約語は，英大文字で記述してください。
• HTML拡張言語の変数名と文は，1行に記述する必要があります。
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24.7　CGIプログラムの作成を支援するサービ
スルーチン

ここでは，CGIプログラム作成支援機能が提供するサービスルーチンについて説明しま
す。

24.7.1　サービスルーチンの一覧
CGIプログラムの作成を支援するために COBOL2002が用意しているサービスルーチン
の種類を，次に示します。

表 24-4　サービスルーチンの種類

項番 サービスルーチン 機能

1 CBLHTMLBEGIN HTMLの先頭部分を出力する。

2 CBLHTMLEND HTMLの終端部分を出力する。

3 CBLDISPLAYTEXT テキスト文字列を出力する。

4 CBLCONVERTTEXT テキスト文字列を実体参照形式に変換し，出力する。

5 CBLPRINTENV CGI環境変数の値を HTML形式で出力する。

6 CBLGETENV 環境変数の値を取得する。

7 CBLCGIINIT 受け取ったフォーム情報から CGIリストを作成する。

8 CBLCREATELIST CGIリストを新たに作成する。

9 CBLDESTROYLIST CGIリストを削除し，領域を解放する。

10 CBLADDPAIR CGIリストの最後に「名前」と「値」の対を追加する。

11 CBLDELETEPAIR CGIリストの現在のポイント位置の「名前」と「値」の対を削除
する。

12 CBLFINDPAIR CGIリストの先頭ポイント位置から「名前」で検索し，「値」を
取得する。

13 CBLFINDNEXTPAIR CGIリストの，次のポイント位置から「名前」をキーにして検索
し，「値」を取得する。

14 CBLGETPAIR CGIリストの現在のポイント位置から「名前」と「値」の対を取
得する。

15 CBLGETPAIRNEXT CGIリストの現在のポイント位置から「名前」と「値」の対を取
得し，ポイント位置を進める。

16 CBLLISTCOUNT CGIリストから「名前」と「値」の対の数を取得する。

17 CBLENDREPEAT CGIリストに HTML拡張言語で使用する終端インジケータを追
加する。

18 CBLFILLTEMPLATE HTMLテンプレートをインタプリットし，動的なWebページを
出力する。



24.　CGIプログラム作成支援機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）

526

なお，各サービスルーチンの戻り値は，ほかのサービスルーチンと同様に
RETURN-CODE特殊レジスタで参照できます。詳細は，「28.2　戻り値の使い方」を参
照してください。

24.7.2　サービスルーチンの説明
（1） CBLHTMLBEGIN

HTMLの先頭部分を出力するサービスルーチンです。CBLHTMLBEGINサービスルー
チンが出力する内容を，次に示します。

 
<HTML>
<HEAD>
<TITLE> 引数1 </TITLE>
</HEAD>
<BODY>

形式
CALL 'CBLHTMLBEGIN' USING 引数1

引数
引数 1には，WWWブラウザのタイトルバーに表示する文字列を，128バイトの英
数字項目で指定します。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（標準出力に出力できない場合）

規則
• HTMLテンプレートを使用する場合，CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンや

HTMLトランスレータによって HTMLの先頭部分が自動生成されるので，
CBLHTMLBEGINサービスルーチンは使用しないでください。

• WWWブラウザのタイトルバーに表示される文字数は，使用するWWWブラウザ
の種類によって異なります。また，WWWブラウザによっては，タイトルバーに
表示する文字列の中に連続した空白がある場合，一つの空白に置き換えて出力す
るものもあります。

使用例
       DATA DIVISION.

19 CBLPRINTLIST CGIリストの内容を HTML形式で出力する。

20 CBLSENDERROR エラーメッセージを HTML形式で出力する。

21 CBLCGITRACE CGIプログラムの作成を支援するサービスルーチンのトレース情
報をファイルに出力する。

項番 サービスルーチン 機能
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       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 TITLE-NAME PIC X(128).
       PROCEDURE DIVISION.
           MOVE 'This my test title' TO TITLE-NAME.
           CALL 'CBLHTMLBEGIN' USING TITLE-NAME.
           CALL 'CBLHTMLEND'.

（2） CBLHTMLEND

HTMLの終端部分を出力するサービスルーチンです。CBLHTMLENDサービスルーチ
ンが出力する内容を，次に示します。

 
</BODY>
</HTML>

形式
CALL 'CBLHTMLEND'

引数
なし。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（標準出力に出力できない場合）

規則
HTMLテンプレートを使用する場合，CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンや
HTMLトランスレータによって HTMLの先頭部分が自動生成されるので，
CBLHTMLENDサービスルーチンは使用しないでください。

使用例
「（1）CBLHTMLBEGIN」の使用例を参照してください。

（3） CBLDISPLAYTEXT

引数に指定された文字列を出力するサービスルーチンです。

形式
CALL 'CBLDISPLAYTEXT' USING 引数1

引数
引数 1には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 24-5　CBLDISPLAYTEXTサービスルーチンのインタフェース領域

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領域
の名前。
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戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（標準出力に出力できない場合）

規則
CBLDISPLAYTEXTサービスルーチンが出力する文字列の終端には，改行文字
("¥n")が追加されません。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMEX.
         02 NAME-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 NAME-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON NAME-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
           COMPUTE NAME-LEN = FUNCTION LENGTH('COBOL').
           MOVE 'COBOL' TO NAME-STRING.
           CALL 'CBLDISPLAYTEXT' USING NAMEX.

（4） CBLCONVERTTEXT

引数に指定した文字列を，実体参照の形式に変換して出力するサービスルーチンです。

実体参照とは，HTML言語で予約されているため表示できない文字を，別の文字列を
使って表す記法です。例えば，HTML言語では「＜」「＞」の文字が予約されているた
め，実体参照ではこれを「&#60;」「&#62;」と表します。

形式
CALL 'CBLCONVERTTEXT' USING 引数1

引数
引数 1には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 24-6　CBLCONVERTTEXTサービスルーチンのインタフェース領域

  02 データ名2 PIC S9(9)
                 USAGE COMP.

出力する文字列の長さを 4バイトの 2進項目で指定
する。

  02 データ名3.
    03 PIC X OCCURS 1024
         DEPENDING ON データ名2.

出力する文字列を可変長英数字項目で指定する。最
大 1,024バイトまで指定できる。

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領域
の名前。

  02 データ名2 PIC S9(9)
                 USAGE COMP.

変換して出力する文字列の長さを 4バイトの 2進項
目で指定する。

記述形式 内容
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戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（標準出力に出力できない場合）

規則
日本語などの多バイト文字は，CBLCONVERTTEXTサービスルーチンで実体参照
文字に変換されません。詳細については，以降の注意事項を参照してください。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMEX.
         02 NAME-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 NAME-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON NAME-LEN.
       01 TEXT-STR PIC X(17) VALUE 'SHOW AN <OPTION>.'.
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           COMPUTE NAME-LEN = FUNCTION  LENGTH (TEXT-STR).
 
           MOVE TEXT-STR TO NAME-STRING.
           CALL 'CBLCONVERTTEXT' USING NAMEX.

HTMLの出力例
&#83;&#72;&#79;&#87;&#32;&#65;&#78;&#32;&#60;&#79;
&#80;&#84;&#73;&#79;&#78;&#62;&#46;

実体参照での表した文字の一覧
実体参照での表記の一覧を，次に示します。

  02 データ名3.
    03 PIC X OCCURS 1024
         DEPENDING ON データ名2.

変換して出力する文字列を可変長英数字項目で指定
する。
最大 1,024バイトまで指定できる。

記述形式 内容
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注意事項
• 日本語などの多バイト文字は，CBLCONVERTTEXTで変換されません。また，
環境変数 LANGに指定した値によって次の表のようになります。
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注※
環境変数 LANGの設定値と文字コードについては，「付録 A　COBOLで使用
する文字集合」を参照してください。

「実体参照での表記の一覧」に記載されている文字，および環境変数 LANGの指定
によって変換されない文字以外の文字を使用できません。

（5） CBLPRINTENV

CGI環境変数の名前と現在の値を，HTML形式で出力するサービスルーチンです。

出力される環境変数の種類については，「24.4　CGI環境変数へのアクセス」を参照して
ください。

形式
CALL 'CBLPRINTENV'

引数
なし。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（標準出力に出力できない場合）

規則
環境変数に値が設定されていない場合，「（NULL）」が出力されます。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLPRINTENV'.
           :
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

HTMLの出力例
<HTML>
   <BODY>
<H3> Environment variable list: </H3>

環境変数 LANGの設定値によって有効となる
文字コード※

変換しない文字

シフト JISコード シフト JISコードは変換しない。

日本語 EUCコード 日本語 EUCコードは変換しない。

上記以外 「実体参照での表記の一覧」に記載されている文
字以外は無視する。
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AUTH_TYPE= (NULL) <BR>
CONTENT_LENGTH= 0 <BR>
CONTENT_TYPE= (NULL) <BR>
GATEWAY_INTERFACE= CGI/1.1 <BR>
 :
 :
   </BODY> 
</HTML>

（6） CBLGETENV

環境変数の値を取得するサービスルーチンです。

形式
CALL 'CBLGETENV' USING 引数1 引数2

引数
• 引数 1には，環境変数名を 28バイトの英数字項目で指定します。
• 引数 2には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 24-7　CBLGETENVサービスルーチンのインタフェース領域

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（該当する環境変数が見つからない場合）
1：環境変数の値が 1,024バイトを超えている場合

規則
• 環境変数に値が設定されていない場合，引数 2のデータ名 2には 0が，データ名 3に
は NULL文字が返されます。また，RETURN-CODE特殊レジスタの値は 0になりま
す。

• 指定した環境変数名の末尾が空白文字の場合，環境変数の内容は取得されません。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMEX PIC X(28) VALUE 'REMOTE_HOST'.
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領域
の名前。

  02 データ名2 PIC S9(9)
                 USAGE COMP.

取得した環境変数の値（文字列）の長さを格納する
領域で，4バイトの 2進項目で指定する。

  02 データ名3.
    03 PIC X OCCURS 1024 
         DEPENDING ON データ名2.

取得した環境変数の値を格納する領域で，最大
1,024バイトの可変長集団項目を指定する。
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           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLGETENV' USING NAMEX VALUEX.
           IF RETURN-CODE = 0 THEN
             DISPLAY 'THE CLIENT MACHINE IS ' VALUE-STRING
           ELSE
             DISPLAY 'ERROR'
           END-IF.

（7） CBLCGIINIT

フォーム情報から CGIリストを作成し，リストのアドレスを取得するサービスルーチン
です。フォーム情報が POSTメソッド（標準出力経由），GETメソッド（環境変数経由）
のどちらから転送されても，CGIリストを作成できます。

また，-TDInfオプションを指定してコンパイルした CGIプログラムで CBLCGIINIT
サービスルーチンが呼び出されると，CGI用環境変数の値を CGI環境ファイル（実行可
能ファイル名 .env）として，CGIプログラムと同じディレクトリに出力します。

形式
CALL 'CBLCGIINIT' USING 引数1

引数
引数 1には，作成した CGIリストのアドレスを格納する領域で，アドレスデータ項
目を指定します。

戻り値
 1：環境変数 CBLCGIINITSIZEに不当な値を設定した場合
 0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
-2：POST，GET以外をメソッドに指定した場合
-3：フォーム情報の文字列長が制限値（デフォルトは 64キロバイト），または環境
変数 CBLCGIINITSIZEで指定した値を超えた場合

変換規則
• フォーム情報から引き渡される「値」の長さが 1,024バイトを超える場合，1,024
バイト（または 1,023バイト）で分割した「値」を CGIリストに追加します。

環境変数 LANGの設定値によって有効となる
文字コード※

「値」が分割される位置

シフト JISコード 「値」の文字列は，シフト JISコードとして
1,024バイトをチェックします。1,024バイトが 2
バイトコードの先頭バイトの場合は，1,023バイ
トで文字列が分割されます。それ以外の場合は，
1,024バイトに文字列が分割されます。
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注※
環境変数 LANGの設定値と文字コードについては，「付録 A　COBOLで使用
する文字集合」を参照してください。

名前 = "NAME1"と値 ="(3,000バイト )"を受け取って，CGIリストに追加する例を
示します。

• 受け取れるフォーム情報の「名前」と「値」のデコードされていない最大の文字
列長は，デフォルトで 64キロバイトです。64キロバイトを超える文字列長の場
合は，CBLCGIINITサービスルーチンで -3が返され，処理が中断されます。
最大文字列長を変更する場合は，環境変数 CBLCGIINITSIZEを使用します。

 
CBLCGIINITSIZE=最大文字列長

1～ 2,000,000（単位：キロバイト）以外の値を指定した場合は 64が仮定されます。
この場合，CBLCGIINITサービスルーチンの戻り値は 1となります。
• フォーム情報の「名前」や「値」に日本語などの多バイト文字が含まれている場
合，CGIリストの「名前」「値」に格納されるデータは，CGIクライアントの
WWWブラウザで入力された文字コードに依存します。

一般規則
• CBLCGIINITサービスルーチンは，2回以上呼び出さないでください。
• CGIプログラムでは，ほかのサービスルーチンを呼び出す前に CBLCGIINIT
サービスルーチンを呼び出してください。ただし，CBLCGITRACEサービスルー
チンは除きます。

• CBLCGIINITサービスルーチンで CGIリストを作成した場合，CGIサブルーチ
ンの処理を終了する時に，CBLDESTROYLISTサービスルーチンを呼び出して
CGIリストを削除する必要があります。

日本語 EUCコード 「値」の文字列は，日本語 EUCコードとして
1,024バイトをチェックします。1,024バイトが 2
バイトコードの先頭バイトの場合は，1,023バイ
トで文字列が分割されます。それ以外の場合は
1,024バイトに文字列が分割されます。

上記以外 無条件に「値」を 1,024バイトで分割して CGI
リストに追加します。

名前 値

NAME1 1,024バイト

NAME1 1,024バイト

NAME1 952バイト

環境変数 LANGの設定値によって有効となる
文字コード※

「値」が分割される位置
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• CBLCGIINITサービスルーチンで CGIリストを作成した場合，作成した直後の
CGIリストのポイント位置は，不定となります。CGIリストのポイント位置は，
CBLFINDPAIRサービスルーチンで位置づけてください。

• マルチスレッド対応 COBOLプログラムで CBLCGIINITサービスルーチンを呼
び出した場合，CGI環境ファイルの出力内容は保証しません。

• CBLCGIINITサービスルーチンが呼び出されたとき，CGIプログラムの実行を支
援するサービスルーチンですでに CGIヘッダが出力されていなければ，
"Content-type: text/HTML¥n¥n"が出力されます。

• CGI環境ファイルは，REMOTE_ADDR，REMOTE_HOST環境変数の値がある
場合，または CGI環境ファイルがない場合に出力されます。

• CGIリストのアドレスがNULL以外の場合，CBLCGIINITサービスルーチンの
戻り値は -1となります。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
            :
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

（8） CBLCREATELIST

新たに CGIリストを作成し，リストのアドレスを取得するサービスルーチンです。

形式
CALL 'CBLCREATELIST' USING 引数1

引数
引数 1は，作成した CGIリストのアドレスを格納する領域で，アドレスデータ項目
を指定します。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（領域確保に失敗した場合など）

規則
• CBLCREATELISTサービスルーチンで CGIリストを作成した場合，CGIサブ
ルーチンの処理を終了する時に，CBLDESTROYLISTサービスルーチンを呼び出
して CGIリストを削除する必要があります。

• CBLCREATELISTサービスルーチンで CGIリストを作成した場合，作成した直
後の CGIリストのポイント位置は，不定となります。

• CGIリストのアドレスがNULL以外の場合，CBLCREATELISTサービスルーチ
ンの戻り値は -1となります。
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使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMELIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCREATELIST' USING NAMELIST.
            :
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING NAMELIST.

（9） CBLDESTROYLIST

CGIリストを削除して，領域を解放するサービスルーチンです。

形式
CALL 'CBLDESTROYLIST' USING 引数1

引数
引数 1には，削除する CGIリストのアドレスを，アドレスデータ項目で指定しま
す。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（領域の解放に失敗した場合など）

規則
CGIリストを削除したあとの，CGIリストのポインタの内容は保証しません。

使用例
「（7）CBLCGIINIT」の使用例を参照してください。

（10） CBLADDPAIR

指定した CGIリストの最後に，「名前」と「値」の対を追加するサービスルーチンです。

形式
CALL 'CBLADDPAIR' USING 引数1 引数2 引数3

引数
• 引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアド
レスを，アドレスデータ項目で指定します。

• 引数 2には，CGIリストに追加する「名前」を，28バイトの英数字項目で指定し
ます。

• 引数 3には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 24-8　CBLADDPAIRサービスルーチンのインタフェース領域

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領域
の名前。
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戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（追加時，領域確保に失敗した場合など）

規則
「名前」と「値」を追加した場合，ポイント位置は変更されません。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMELIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       01 NAMEX       PIC X(28) VALUE 'Hitachi'.
       01 NAMEX-VALUE PIC X(9) VALUE 'COBOL2002'.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCREATELIST' USING NAMELIST.
           COMPUTE VALUE-LEN = FUNCTION LENGTH(NAMEX-VALUE).
           MOVE NAMEX-VALUE TO VALUE-STRING.
           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING NAMELIST.

（11） CBLDELETEPAIR

指定した CGIリストの現在のポイント位置から，「名前」と「値」の対を削除するサー
ビスルーチンです。

形式
CALL 'CBLDELETEPAIR' USING 引数1

引数
引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアドレ
スを，アドレスデータ項目で指定します。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
1：CGIリストが空の場合

使用例

  02 データ名2 PIC S9(9)
                 USAGE COMP.

CGIリストに追加する「値」の長さを格納する領域
で，4バイトの 2進項目で指定する。

  02 データ名3.
    03 PIC X OCCURS 1024 
         DEPENDING ON データ名2.

CGIリストに追加する「値」を格納する領域で，最
大 1,024バイトの可変長集団項目を指定する。

記述形式 内容
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       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28) VALUE 'COBOL'.
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLFINDPAIR' USING INPUTLIST  
                 NAMEX  VALUEX.
           CALL 'CBLDELETEPAIR' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

規則
「名前」と「値」を削除した場合，ポイント位置を次に移動します。それ以外の場
合，ポイント位置は NULLになります。

（12） CBLFINDPAIR

指定した CGIリストの先頭のポイント位置から「名前」を検索し，「名前」に対応する
「値」を取得するサービスルーチンです。また，一致した「名前」にポイント位置を移動
します。

形式
CALL 'CBLFINDPAIR' USING 引数1 引数2 引数3

引数
• 引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアド
レスを，アドレスデータ項目で指定します。

• 引数 2には，検索する「名前」を，28バイトの英数字項目で指定します。
• 引数 3には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 24-9　CBLFINDPAIRサービスルーチンのインタフェース領域

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
1：検索した「名前」が見つからない場合，またはポイント位置が終端の場合

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領域
の名前。

  02 データ名2  PIC S9(9)
                  USAGE COMP.

検索した「名前」に対応する「値」の長さが格納さ
れる領域。4バイトの 2進項目を指定する。

  02 データ名3.
    03 PIC X OCCURS 1024 
         DEPENDING ON データ名2.

検索した「名前」に対応する「値」が格納される領
域。
最大 1,024バイトの可変長集団項目を指定する。
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規則
• 検索した「名前」に対応する「値」が NULLの場合，引数 3のデータ名 2には 0
が出力されます。

• 検索した「名前」が見つからない場合，ポイント位置は NULLになります。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28) VALUE 'Hitachi'.
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLFINDPAIR' USING INPUTLIST NAMEX VALUEX.
           CALL 'CBLDISPLAYTEXT' USING VALUEX.
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

（13） CBLFINDNEXTPAIR

指定した CGIリストの，次のポイント位置から「名前」を検索し，「名前」に対応する
「値」を取得するサービスルーチンです。また，一致した「名前」にポイント位置を移動
します。

形式
CALL 'CBLFINDNEXTPAIR' USING 引数1 引数2 引数3

引数
• 引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアド
レスを，アドレスデータ項目で指定します。

• 引数 2には，検索する「名前」を，28バイトの英数字項目で指定します。
• 引数 3には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 24-10　CBLFINDNEXTPAIRサービスルーチンのインタフェース領域

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領域の
名前。

  02 データ名2 PIC S9(9)
                  USAGE COMP.

検索した「名前」に対応する「値」の長さが格納され
る領域。4バイトの 2進項目を指定する。

  02 データ名3.
    03 PIC X OCCURS 1024 
         DEPENDING ON データ名2.

検索した「名前」に対応する「値」が格納される領
域。
最大 1,024バイトの可変長集団項目を指定する。
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1：検索した「名前」が見つからない場合，または終端インジケータ
（.REPEAT.TERMINATOR,1）が見つかった場合

規則
• 検索した「名前」に対応する「値」が NULLの場合，引数 3のデータ名 2には 0
が出力されます。

• 検索した「名前」が見つからない場合，ポイント位置は NULLになります。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28) VALUE 'Hitachi'.
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLFINDPAIR'
                 USING  INPUTLIST NAMEX VALUEX.
           CALL 'CBLDISPLAYTEXT' USING VALUEX.
           CALL 'CBLFINDNEXTPAIR'
                 USING  INPUTLIST NAMEX VALUEX.
           CALL 'CBLDISPLAYTEXT' USING VALUEX.
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

（14） CBLGETPAIR

指定した CGIリストの現在のポイント位置から「名前」と「値」の対を取得するサービ
スルーチンです。ポイント位置は移動しません。

形式
CALL 'CBLGETPAIR' USING 引数1 引数2 引数3

引数
• 引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアド
レスを，アドレスデータ項目で指定します。

• 引数 2には，「名前」を格納する領域を 28バイトの英数字項目で指定します。
• 引数 3には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 24-11　CBLGETPAIRサービスルーチンのインタフェース領域

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領
域の名前。

  02 データ名2 PIC S9(9)
                 USAGE COMP.

「値」の長さが格納される領域。4バイトの 2進
項目を指定する。
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戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
1：現在のポイント位置が CGIリストの終端にあるため，「名前」および「値」が取
得できない場合

規則
「名前」と「値」の取得時にエラーが発生した場合，ポイント位置は NULLになり
ます。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28).
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLGETPAIR' USING INPUTLIST NAMEX VALUEX.
           DISPLAY 'NAME = ' NAMEX.
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

（15） CBLGETPAIRNEXT

指定した CGIリストの現在のポイント位置から「名前」と「値」の対を取得するサービ
スルーチンです。また，ポイント位置を次に移動します。

形式
CALL 'CBLGETPAIRNEXT' USING 引数1 引数2 引数3

引数
• 引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアド
レスを，アドレスデータ項目で指定します。

• 引数 2には，「名前」を格納する領域を 28バイトの英数字項目で指定します。
• 引数 3には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 24-12　CBLGETPAIRNEXTサービスルーチンのインタフェース領域

  02 データ名3.
    03 PIC X OCCURS 1024
         DEPENDING ON データ名2.

「値」が格納される領域。最大 1,024バイトの可
変長集団項目を指定する。

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領
域の名前。

記述形式 内容
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戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
（現在のポイント位置が CGIリストの終端にあった場合）
1：現在のポイント位置が CGIリストの終端にあるため，「名前」および「値」が取
得できない場合

規則
「名前」と「値」の取得時にエラーが発生した場合，ポイント位置は NULLになり
ます。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28).
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLGETPAIRNEXT'
                 USING INPUTLIST NAMEX VALUEX.
           DISPLAY ' NAME = ' NAMEX.
           CALL 'CBLGETPAIRNEXT'
                 USING INPUTLIST NAMEX VALUEX.
           DISPLAY ' NAME = ' NAMEX.
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

（16） CBLLISTCOUNT

指定した CGIリスト中の「名前」と「値」の対の数を取得するサービスルーチンです。

形式
CALL 'CBLLISTCOUNT' USING 引数1 引数2

引数
• 引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアド
レスを，アドレスデータ項目で指定します。

• 引数 2には，CGIリスト中の「名前」と「値」の対の数を格納する領域を，4バ
イトの 2進項目で指定します。

  02 データ名2 PIC S9(9)
                 USAGE COMP.

「値」の長さが格納される領域。4バイトの 2進
項目を指定する。

  02 データ名3.
    03 PIC X OCCURS 1024 
         DEPENDING ON データ名2.

「値」が格納される領域。最大 1,024バイトの可
変長集団項目を指定する。

記述形式 内容
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戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
（不当な CGIアドレスを指定した場合など）

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 LIST-COUNT PIC S9(9) USAGE COMP.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLLISTCOUNT'
                 USING INPUTLIST LIST-COUNT.
           IF RETURN-CODE = 0 THEN
             DISPLAY 'LIST COUNT : ' LIST-COUNT
           END-IF.
            :
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

（17） CBLENDREPEAT

CGIリストにHTML拡張言語の REPEATで終端を認識する終端インジケータを追加す
るサービスルーチンです。終端インジケータは，特殊な名前と値
（.REPEAT.TERMINATOR，1）で構成されています。

本サービスルーチンは，CGIリストの途中で%REPEAT%文を打ち切りたい場合などに
使用します。

形式
CALL 'CBLENDREPEAT' USING 引数1

引数
引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアドレ
スを，アドレスデータ項目で指定します。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
（追加時，メモリの領域確保に失敗した場合など）

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 NAMELIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
        :
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCREATELIST' USING NAMELIST.
           MOVE 'CITY' TO NAMEX.
           COMPUTE VALUE-LEN = FUNCTION LENGTH ('TOKYO').
           MOVE 'TOKYO' TO VALUE-STRING.
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           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
           CALL 'CBLENDREPEAT' USING NAMELIST.
           COMPUTE VALUE-LEN = FUNCTION LENGTH ('FUKUOKA').
           MOVE 'FUKUOKA' TO VALUE-STRING.
           CALL 'CBLADDPAIR' USING NAMELIST NAMEX VALUEX.
           CALL 'CBLENDREPEAT' USING NAMELIST.
            :
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING NAMELIST.

（18） CBLFILLTEMPLATE

CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンは，HTMLテンプレートをインタプリットする
サービスルーチンです。また，HTMLテンプレートからあらかじめ生成した共用ライブ
ラリファイルを，実行時に呼び出せます。HTMLテンプレートについては，「24.6　
HTMLテンプレート機能」を参照してください。

形式
CALL 'CBLFILLTEMPLATE' USING 引数1 引数2

引数
• 引数 1には，HTMLテンプレート名を，256バイトの英数字項目で指定します。
• 引数 2には，HTMLテンプレートで使用する CGIリストのアドレスを，アドレス
データ項目で指定します。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合（標準出力に出力できない場合）

規則
• 引数 1に指定するファイル名のパス指定には，次の 3種類があります。

1. 絶対パス名
（例：/usr/local/httpd/cgi-bin/filename）

2. 環境変数 PATH_TRANSLATEDの相対パス名
（例：/cgi-bin/filename）

3. CGIプログラムのあるディレクトリからの相対パス名
ファイル名だけ，またはファイルインジケータ（..）を使ったファイル名が，相
対パス名として指定できます。（例：../filename）

ただし，エイリアス指定の仮想ディレクトリにあるファイルは，絶対パス名で指
定してください。

• 引数 1には，共用ライブラリファイル※ 1，HTMLファイル（.htm，または
.html）※ 2，または拡張子なしのファイル名が指定できます。拡張子なしのファ

イル名を指定した場合，次の順序でファイルが検索されます。
1.　共用ライブラリファイル
2.　HTMLファイル（拡張子 .htm）
3.　HTMLファイル（拡張子 .html）
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注※ 1
共用ライブラリファイルの拡張子は，次のとおりです。
HP-UX(IPF)，Solaris(SPARC)の場合：.so
AIX(32)の場合：.a

注※ 2
HTMLファイルの拡張子は，大文字と小文字は等価とみなされます。

• 引数 1に指定したHTMLテンプレート名や共用ライブラリ名の末尾に空白文字が
あった場合，その空白はファイル名に含まれません。

• 呼び出す共用ライブラリプログラムの名称は，共用ライブラリファイル名と同じ
になります。引数 1に指定する共用ライブラリファイル名に次のような文字列が
含まれる場合，COBOLのプログラム名の変換規則に注意する必要があります。
　ハイフン (－ )，#，¥，@，英小文字
変換規則の詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　7.8.2 構文規
則」を参照してください。

• HTMLテンプレートをインタプリット中に HTML拡張言語でエラーが発生した
場合，エラーメッセージの行情報がずれて出力されることがあります。

• CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンが呼び出されたとき，CGIプログラムの
実行を支援するサービスルーチンですでに CGIヘッダが出力されていなければ，
"Content-type: text/HTML"が出力されます。

• HTMLテンプレートのインタプリット時には，コンパイラオプションの指定は無
効になります。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 TMPLT-NAME PIC X(256) VALUE 'HITACHI.htm'.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLFILLTEMPLATE' USING TMPLT-NAME
                 INPUTLIST.
            :
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

（19） CBLPRINTLIST

指定した CGIリストの内容を，HTML形式で出力するサービスルーチンです。

形式
CALL 'CBLPRINTLIST' USING 引数1

引数
引数 1には，CBLCGIINITや CBLCREATELISTで作成した CGIリストのアドレ
スを，アドレスデータ項目で指定します。

戻り値
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0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
（標準出力に出力できない場合）

規則
CGIリストに「名前」と「値」が格納されていない場合，「名前」と「値」は出力さ
れません。

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLPRINTLIST' USING INPUTLIST.
            :
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

HTMLの出力例
<HTML>
   <BODY>
<H3> CGI list: </H3>
<DL>
<DT> name1
<DD> option1
<DT> name2
<DD> option2
</DL>
    </BODY>
</HTML>

（20） CBLSENDERROR

HTML形式でエラーメッセージを出力するサービスルーチンです。

形式
CALL 'CBLSENDERROR' USING 引数1

引数
引数 1には，出力するエラーメッセージが格納されている領域を，256バイトの英
数字項目で指定します。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合
（標準出力に出力できない場合）

使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ERROR-MESSAGE PIC X(256) VALUE 'ERROR STRING.'.
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       PROCEDURE DIVISION.
            :
           CALL 'CBLSENDERROR' USING ERROR-MESSAGE.

HTMLの出力例
<HTML>
   <HEAD>
     <TITLE>Error Message </TITLE>
   </HEAD>
   <BODY>
<BR>
<H2>!! Error Message from COBOL CGI program !!</H2>
<H3> ERROR STRING. </H3>
   </BODY> 
 </HTML> 

（21） CBLCGITRACE

CGIプログラムの作成を支援するサービスルーチンの呼び出しをトレースするサービス
ルーチンです。また，CGI環境変数の値も取得します。トレース情報や環境変数の情報
は，トレースファイル（実行可能ファイル名 .trc）に出力されます。

トレース情報には，呼び出したサービスルーチンの名称と引数情報が出力されます。例
えば，CBLCGIINITでは，CGIリストのアドレスが引数情報になります。

形式
CALL 'CBLCGITRACE'

引数
なし。

戻り値
なし。

規則
• CBLCGITRACEサービスルーチンは，CBLCGIINITサービスルーチンよりも先
に呼び出してください。

• CBLCGITRACEサービスルーチンが呼び出されると，トレースファイルは初期化
されます。

• CBLCGIINITサービスルーチンが呼び出されると，CGI環境変数の値をトレース
ファイルに出力します。

• マルチスレッド対応 COBOLプログラムで CBLCGITRACEサービスルーチンを
呼び出した場合，トレースファイルの出力内容は保証しません。

• 次に示すサービスルーチンは，CBLCGITRACEサービスルーチンでトレースされ
ません。
CBLDISPLAYTEXT
CBLPRINTENV
CBLPRINTLIST
CBLSENDERROR
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• CBLCGITRACEサービスルーチンが呼び出されたあとに CBLCGIINITサービス
ルーチンが呼び出されると，CGI環境変数の値がトレースファイルに出力されま
す。

出力されるトレース情報
各サービスルーチンを呼び出したときに出力されるトレース情報を，次に示します。

サービスルーチン 出力されるトレース情報

CBLHTMLBEGIN <! CBLHTMLBEGIN(); Title = "文字列 " >

CBLHTMLEND <! CBLHTMLEND(); >

CBLDISPLAYTEXT 出力されない。

CBLCONVERTTEXT <! CBLCONVERTTEXT(); input string = "文字列 " >

CBLPRINTENV 出力されない。

CBLGETENV <! CBLGETENV(); name = "環境変数名 ", value = "環境変数の値 " >

CBLCGIINIT CBLCGIINITを初めて呼び出した場合（CGIリストのアドレスが
NULLの場合）

<! CBLCGIINIT(); list = "CGIリストのアドレス " >

取得済み CGIリストのアドレスを指定した場合（CGIリストのアドレ
スが NULL以外の場合）

<! CBLCGIINIT(); list = second call (error) >

CBLCREATELIST 正常終了した場合
<! CBLCREATELIST(); list = " CGIリストのアドレス " >

取得済み CGIリストのアドレスを指定した場合（CGIリストのアドレ
スが NULL以外の場合）

<! CBLCREATELIST(); list = second call (error) >

CBLDESTROYLIST <! CBLDESTROYLIST(); list = " CGIリストのアドレス " >

CBLADDPAIR <! CBLADDPAIR(); list = " CGIリストのアドレス ", name = "名前 ", 
value = "値 " >

CBLDELETEPAIR <! CBLDELETEPAIR(); list = " CGIリストのアドレス " >

CBLFINDPAIR 正常終了した場合
<! CBLFINDPAIR(); list = " CGIリストのアドレス ", name = "名前
", value = "値 " >

検索した名前が見つからない場合
<! CBLFINDPAIR(); list = " CGIリストのアドレス " At end >

CBLFINDNEXTPAIR 正常終了した場合
<! CBLFINDNEXTPAIR(); list = " CGIリストのアドレス ", name = 
"名前 ", value = "値 " >

検索した名前が見つからない場合
<! CBLFINDNEXTPAIR(); list = " CGIリストのアドレス " At end >

CBLGETPAIR 正常終了した場合
<! CBLGETPAIR(); list = " CGIリストのアドレス ", name = "名前
", value = "値 " >
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使用例
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 INPUTLIST USAGE ADDRESS VALUE NULL.
       01 NAMEX PIC X(28) VALUE 'COBOL'.
       01 VALUEX.
         02 VALUE-LEN PIC S9(9) USAGE COMP.
         02 VALUE-STRING.
           03 PIC X OCCURS 1024 DEPENDING ON VALUE-LEN.
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CBLCGITRACE'.
           CALL 'CBLCGIINIT' USING INPUTLIST.
           CALL 'CBLPRINTENV'.
           CALL 'CBLFINDPAIR' USING INPUTLIST NAMEX VALUEX.
            :
           CALL 'CBLDESTROYLIST' USING INPUTLIST.

トレースファイルの例
<! CBLCGITRACE();YYYY-MM-DD (HH:MM:SS)>
 
<! **** CGI ENVIRONMENT VARIABLES ***>
AUTH_TYPE= (null)
CONTENT_LENGTH= 0
 :
<! **** END OF CGI ENVIRONMENT VARIABLES ***>
 
<! CBLCGIINIT();list = 0x890980 >
 :

名前／値を取得できない場合（空の CGIリスト，CGIリストのポイン
タが終端）

<! CBLGETPAIR(); list = " CGIリストのアドレス " At end >

CBLGETPAIRNEXT 正常終了した場合
<! CBLGETPAIRNEXT(); list = " CGIリストのアドレス ", name = "
名前 ", value = "値 " >

名前／値を取得できない場合（空の CGIリスト，CGIリストのポイン
タが終端）

<! CBLGETPAIRNEXT(); list = " CGIリストのアドレス " At end >

CBLLISTCOUNT <! CBLLISTCOUNT(); list = " CGIリストのアドレス ", count = "名前／
値の数 " >

CBLENDREPEAT <! CBLENDREPEAT(); list = " CGIリストのアドレス " >

CBLFILLTEMPLATE <! CBLFILLTEMPLATE(); list = " CGIリストのアドレス ", filename = '
テンプレート名 ' >

CBLPRINTLIST 出力されない。

CBLSENDERROR 出力されない。

CBLCGITRACE <! CBLCGITRACE(); YYYY-MM-DD (HH:MM:SS) >
YYYY-MM-DDは年 -月 -日，HH:MM:SSは時 :分 :秒を示す。

サービスルーチン 出力されるトレース情報
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24.7.3　サービスルーチンに関する注意事項
（1） エラーメッセージの出力に関する注意事項

• CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンで，HTMLテンプレートをインタプリット
するとき，HTML拡張言語のエラーメッセージの行情報がずれて表示されることがあ
ります。

• CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンで，インタプリット中にエラーが発生した場
合，WWWブラウザによっては標準出力のHTTPヘッダなどが文字列として表示され
ることがあります。
CGIプログラムで実行時エラーが発生したときのWWWブラウザの表示例を，次に
示します。

1. CBLFILLTEMPLATEサービスルーチンの COBOL実行時エラーメッセージ
2. COBOL実行時エラーメッセージ
3. CBLFILLTEMPLATEが標準出力した HTTPヘッダ
4. 異常終了時要約情報リスト

なお，エラーメッセージの詳細は，オンラインマニュアル「COBOL2002　メッセー
ジ」を参照してください。

（2） CGIリストのアドレスに関する注意事項

CBLCGIINITサービスルーチンおよび CBLCREATELISTサービスルーチンで取得した
CGIリストのアドレス以外の不当なアドレスを，CGIプログラムの作成を支援するサー
ビスルーチンに指定しないでください。不当なアドレスを指定した場合，動作は保証し
ません。
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24.8　起動ファイルの作成方法
起動ファイルは，CGIプログラムの環境変数を設定し，CGIプログラムを起動するファ
イルです。起動ファイルを使用しないで，直接 CGIプログラムを起動することもできま
すが，Webサーバの環境によっては COBOLで指定した環境変数が無効になる場合があ
ります。このような場合は，起動ファイルを使って環境変数を定義し，CGIプログラム
を実行する必要があります。

起動ファイルの例を，次に示します。

HP-UX(IPF)の場合（sh（Bシェル）を使用した起動ファイルの例）
 
#!/bin/sh                         …1.
CBL_SYSERR=./syserr.txt
export CBL_SYSERR                 …2.
./CGIMAIN                         …3.
unset CBL_SYSERR                  …4.
 

1. sh（Bシェル）を起動する
2. 実行時エラーメッセージを出力するファイルを環境変数 CBL_SYSERRに設定す
る

3. CGIプログラムを起動する
4. 環境変数 CBL_SYSERRを削除する

AIX(32)の場合（sh（Bシェル）を使用した起動ファイルの例）
 
#!/bin/sh                         …1.
LIBPATH=/opt/HILNGcbl2k/lib
export LIBPATH                    …2.
CBL_SYSERR=./errlog.txt
export CBL_SYSERR                 …3.
./CGIMAIN                         …4.
unset CBL_SYSERR                  …5.
unset LIBPATH                     …6.
 

1. sh（Bシェル）を起動する
2. COBOL2002の共用ライブラリパスを環境変数 LIBPATHに設定する
3. 実行時エラーメッセージを出力するファイルを環境変数 CBL_SYSERRに設定す
る

4. CGIプログラムを起動する
5. 環境変数 CBL_SYSERRを削除する
6. 環境変数 LIBPATHを削除する

Solaris(SPARC)の場合（sh（Bシェル）を使用した起動ファイルの例）
 
#!/bin/sh                         …1.
LD_LIBRARY_PATH=/opt/HILNGcbl2k/lib
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export LD_LIBRARY_PATH            …2.
CBL_SYSERR=./errlog.txt
export CBL_SYSERR                 …3.
./CGIMAIN                         …4.
unset CBL_SYSERR                  …5.
unset LD_LIBRARY_PATH             …6.
 

1. sh（Bシェル）を起動する
2. COBOL2002の共用ライブラリパスを環境変数 LD_LIBRARY_PATHに設定す
る

3. 実行時エラーメッセージを出力するファイルを環境変数 CBL_SYSERRに設定す
る

4. CGIプログラムを起動する
5. 環境変数 CBL_SYSERRを削除する
6. 環境変数 LD_LIBRARY_PATHを削除する
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24.9　実行時エラーメッセージの取得方法
COBOLで作成した CGIプログラムで実行時エラーが発生した場合，Webサーバや
WWWブラウザによって実行時エラーメッセージを表示する動作が異なります。CGIプ
ログラムの実行時エラーメッセージや異常終了時要約情報リストを取得するには，起動
ファイルに環境変数 CBL_SYSERR，および環境変数 CBLABNLSTを設定し，エラー
メッセージを取得してください。

システムに従った設定方法で，環境変数 CBL_SYSERR，および環境変数 CBLABNLST
を指定すると，COBOLで作成した CGIプログラムのすべてに有効となり，複数の CGI
プログラムでエラーが発生した場合，実行時エラーメッセージや異常終了時要約情報リ
ストを出力するファイルを上書きする可能性があるため，注意して使用してください。

CGIプログラムのデバッグでWWWブラウザに実行時エラーメッセージを表示したい場
合は，環境変数 CBLCGIERRに YESを指定します。環境変数 CBLCGIERRについて
次に示します。

形式
CBLCGIERR=YES

規則
• 環境変数 CBLCGIERRに YESを指定すると，実行時エラーメッセージの先頭に

HTTPヘッダのMIMEフォーマットを表す "Content-type: text/
plain¥n¥n"（以降，CGIヘッダと呼びます）が付けられ，出力されます。ただ
し，COBOL実行時ライブラリが環境変数を取得する前にエラーになった場合，
この指定は無効です。

• 環境変数 CBLCGIERRに YESを指定しても，異常終了時要約情報リストには
CGIヘッダが付けられません。

注意事項
WebサーバやWWWブラウザによって実行時エラーメッセージが出力されていて
も，画面に表示されない場合があります。
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24.10　CGIプログラムのデバッグ

ここでは，CGIプログラムをデバッグする方法について説明します。CGIプログラムを
デバッグするには，Webサーバを使用しない方法と，Webサーバを使用する方法の 2種
類があります。

24.10.1　Webサーバを使用しない方法
デバッグの実行時にWebサーバを使用しない方法について説明します。

1. Webサーバ上にある CGIプログラムを，-TDInfオプションを指定してコンパイルす
る。

2. WWWブラウザから CGIプログラムを実行する。
CGIプログラム中で CBLCGIINITサービスルーチンが呼び出されると，サーバで処
理した情報，およびクライアント（WWWブラウザ）から受け取った情報を含んだ
CGI環境ファイル（.env）が，CGIプログラムと同じディレクトリに作成されます。
以降は，Webサーバを使用しないでデバッグできます。

3. CGI環境ファイルの環境変数を実行環境ファイルに追加する。

4. 実行環境ファイルを CGIプログラムと同じディレクトリに格納する。

5. ラインモード，またはバッチモードのテストデバッガを起動し，CGIプログラムをデ
バッグする。

注意事項
デバッグ対象となる CGIプログラムがネットワーク上で実行される場合には，CGI
環境ファイル中に記述されている環境変数 PATH_TRANSLATEDのドライブ文字
を，対象となるドライブ文字に変更する必要があります。

24.10.2　Webサーバを使用する方法
Webサーバを使用するデバッグ方法について説明します。

1. CGIプログラムを -TDInfオプションを指定してコンパイルする。

2. 環境変数 CBLTDEXECの指定を追加した実行環境ファイルを作成する。
環境変数 CBLTDEXECの詳細については，「34.3　プログラムの実行環境の設定」を
参照してください。

3. サーバ上のWWWブラウザから，CGIプログラムを実行する。
CGIプログラムが起動されると，ラインモードのテストデバッガが連動実行されま
す。

4. CGIプログラムをデバッグする。
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注意事項
• 3.で，クライアント上のWWWブラウザからは CGIプログラムを起動できませ
ん。
必ずサーバ上のWWWブラウザから起動してください。

• デバッグ時に，ユーザアカウントの相違によってファイル参照が拒否されること
があります。このようなときは，テストデバッガを起動したログオン IDでファイ
ルが参照できるように設定する必要があります。

• 連動実行でのデバッグ時に，テストデバッガを表示するための端末が表示されな
いことがあります。この場合は，明示的に環境変数 CBLTDDISPLAYにウィンド
ウの表示先を設定する必要があります。環境変数 CBLTDDISPLAYの詳細につい
ては，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作編」を参照してください。
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24.11　注意事項
CGIプログラムを作成，実行する上で注意する点について説明します。

24.11.1　CGIプログラムを作成する場合の注意点
CGIプログラムの応答には，CGI経由でWWWブラウザを使用することが前提となって
います。したがって，画面出力や応答メッセージなどの，入力待ち状態が発生するプロ
グラムを作成してはいけません。

次のような機能は，入力待ち状態が発生するので，CGIプログラムでは使用しないでく
ださい。

• 入力待ち状態が発生する ACCEPT文
• STOP　定数文
• 画面機能（SCREEN SECTION，WINDOW SECTION）
• サービスルーチン（COBOLの実行を制御する CBLABN,CBLENDサービスルーチン
は除く）

• 入力待ち状態が発生するプログラムの呼び出し

24.11.2　出力文字に関する注意点
半角かたかな文字を出力する CGIプログラムを作成しないでください。WWWブラウザ
によっては，文字が正しく表示されないことがあります。
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25　マルチスレッド環境での実
行
マルチスレッド環境に対応する COBOLプログラムは，複数ス
レッドで同時に実行できます。この章では，マルチスレッド環
境に対応した COBOLプログラムの作成方法や，固有の機能に
ついて説明します。

25.1　マルチスレッド対応 COBOLプログラムの概要

25.2　マルチスレッド対応 COBOLプログラムの生成

25.3　整列併合機能を使用したマルチスレッド対応 COBOLプログラムのリ
ンク

25.4　索引ファイル機能を使用したマルチスレッド対応 COBOLプログラム
のリンク

25.5　マルチスレッド対応 COBOLプログラムが対応している機能

25.6　マルチスレッド対応 COBOLプログラムの開始と終了

25.7　実行時エラーが発生したときの動作

25.8　環境変数の取り扱い

25.9　マルチスレッド対応 COBOLプログラムのデバッグ

25.10　マルチスレッド対応 COBOLプログラムを使用する上での注意事項
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25.1　マルチスレッド対応 COBOLプログラム
の概要

マルチスレッド対応 COBOLプログラムとは，マルチスレッド環境下で，複数スレッド
で同時に実行できる COBOLプログラムのことです。

ただし，マルチスレッド対応 COBOLプログラム機能は，マルチスレッド環境自体を作
成するものではありません。

マルチスレッド対応 COBOLプログラムには，制限や注意点があります。

（1） スレッドの制御

スレッドの起動やスレッド間の同期制御など，スレッド制御に関する操作は，COBOL
プログラムで実行できません。

（2） 実行単位

マルチスレッド対応 COBOLプログラムの実行単位は，スレッドになります。各スレッ
ドはそれぞれに COBOL実行環境を持ち，独立して動作しています。

（3） データの共用

COBOLデータ項目の領域は，スレッドごとに割り当てられます。

COBOLデータは，同じスレッド内に限り共用できます。したがって，ほかのスレッド
の COBOLデータは共用できません。また，同じスレッド内であっても，Cプログラム
のデータは共用できません。

（4） プログラムのコーディング

マルチスレッド対応 COBOLプログラムは，通常の COBOLプログラムを作成するとき
と同じようにコーディングできます。特殊な命令文は使用しません。

（5） スレッド制御方式の指定

マルチスレッド対応 COBOLプログラムを作成するときには，システムごとのスレッド
制御方式に対応したスレッド関数ライブラリをリンクする必要があります。各システム
で使用できるスレッド制御方式，およびスレッド関数のリンク方法については，「25.2.2
　マルチスレッド対応 COBOLプログラムのリンク」を参照してください。
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25.2　マルチスレッド対応 COBOLプログラム
の生成

25.2.1　マルチスレッド対応 COBOLプログラムのコンパイ
ル

COBOLプログラムをマルチスレッド対応 COBOLプログラムにするためには，
-MultiThreadオプションを指定してプログラムをコンパイルします。

今まで通常のシングルスレッド対応 COBOLプログラムとして利用してきたプログラム
も，-MultiThreadオプションを指定して再コンパイルすれば，そのままマルチスレッド
環境で実行できるようになります。ただし，マルチスレッド対応 COBOLプログラムで
対応していない機能を使用しているプログラムは除きます。詳細は，「25.5　マルチス
レッド対応 COBOLプログラムが対応している機能」を参照してください。

注意事項
• マルチスレッド対応 COBOLプログラムで対応していない機能を使用したプログ
ラムを，-MultiThreadオプションを指定してコンパイルしても，実行時の動作は
保証しません。

• -MultiThreadオプションを使ってコンパイルする場合，プロセス内で動作するす
べての COBOLプログラムを，-MultiThreadオプションを使ってコンパイルする
必要があります。プロセス内に，-MultiThreadオプション指定有りでコンパイル
したプログラムと，オプション指定無しでコンパイルしたプログラムが混在して
いると，実行時の動作は保証しません。

• マルチスレッド対応 COBOLプログラムを ccbl2002コマンドでリンクする場合，
必ず -MultiThreadオプションを指定しなければなりません。

25.2.2　マルチスレッド対応 COBOLプログラムのリンク
マルチスレッド対応 COBOLプログラムは，ccbl2002コマンド，または cc／ ldコマン
ドでリンクします。

リンク時には，システムごとのスレッド制御方式に対応したスレッド関数ライブラリを
指定する必要があります。また，cc／ ldコマンドを使用してリンクするときは，さら
に，COBOL2002スレッド関数インタフェースライブラリを指定する必要があります。

なお，cc／ ldコマンドを使用して実行可能ファイルを生成する方法については，「33.1.5
　ccコマンドおよび ldコマンドの -lオプション」を参照してください。
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（1） マルチスレッド対応 COBOLプログラムのリンク時に指定するライブラ
リ

マルチスレッド対応 COBOLプログラムで使用するスレッド関数ライブラリと
COBOL2002スレッド関数インタフェースライブラリとの対応を次に示します。

（2） リンク方法

（a）HP-UX(IPF)の場合

HP-UX(IPF)の場合，スレッド関数ライブラリには libpthread.soを，COBOL2002ス
レッド関数インタフェースライブラリには libcbl2kkn.soを使用します。指定するオプ
ション，および指定例を次に示します。

ccbl2002コマンドを使用する場合
-MultiThread，-lpthreadオプションを指定します。

（例）
ccbl2002 -MultiThread cmain.o SUBCBL.o -lpthread

cc／ ldコマンドを使用する場合
-lcbl2kkn，-lpthreadオプションを指定します。

（例）
cc cmain.o SUBCBL.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k 
   -lcbl2kml -lcbl2kkn -lpthread -lm

（b）HP-UX(IPF64)の場合

HP-UX(IPF64)の場合，スレッド関数ライブラリには libpthread.soを，COBOL2002ス
レッド関数インタフェースライブラリには libcbl2kkn.soを使用します。指定するオプ
ション，および指定例を次に示します。

ccbl2002コマンドを使用する場合
-MultiThread，-lpthreadオプションを指定します。

（例）
ccbl2002 -MultiThread cmain.o SUBCBL.o -lpthread

使用できる OS スレッド関数ライブラリ COBOL2002スレッド関数
インタフェースライブラリ

HP-UX(IPF)
HP-UX(IPF64)

libpthread.so libcbl2kkn.so

AIX(32) libpthreads.a libcbl2kmp.a

AIX(64) libpthreads.a libcbl2kmp64.a

Solaris(SPARC) libpthread.so libcbl2kmp.so

Linux libpthread.so libcbl2kmp.so
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cc／ ldコマンドを使用する場合
-lcbl2kkn，-lpthreadオプションを指定します。

（例）
cc cmain.o SUBCBL.o +DD64 -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k
   -lcbl2kml -lcbl2kkn -lpthread -lm

（c）AIX(32)の場合

AIX(32)の場合，スレッド関数ライブラリには libpthreads.aを，COBOL2002スレッド
関数インタフェースライブラリには libcbl2kmp.aを使用します。指定するオプション，
および指定例を次に示します。

ccbl2002コマンドを使用する場合
-MultiThread，-lpthreadsオプションを指定します。

（例）
ccbl2002 -MultiThread  cmain.o SUBCBL.o -lpthreads

cc／ ldコマンドを使用する場合
-lcbl2kmp，-lpthreadsオプションを指定します。

（例）
cc cmain.o SUBCBL.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k 
   -lcbl2kml -lcbl2kmp -lpthreads -lXm -lm

（d）AIX(64)の場合

AIX(64)の場合，スレッド関数ライブラリには libpthreads.aを，COBOL2002スレッド
関数インタフェースライブラリには libcbl2kmp64.aを使用します。指定するオプショ
ン，および指定例を次に示します。

ccbl2002コマンドを使用する場合
-MultiThread，-lpthreadsオプションを指定します。

（例）
ccbl2002 -MultiThread  cmain.o SUBCBL.o -lpthreads

cc／ ldコマンドを使用する場合
-lcbl2kmp64，-lpthreadsオプションを指定します。

（例）
cc cmain.o SUBCBL.o -q64 -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k64 
   -lcbl2kml64 -lcbl2kmp64 -lpthreads -lXm -lm

（e）Solaris(SPARC)の場合

Solaris(SPARC)の場合，スレッド関数ライブラリには libpthread.soを，COBOL2002
スレッド関数インタフェースライブラリには libcbl2kmp.soを使用します。指定するオ
プション，および指定例を次に示します。

ccbl2002コマンドを使用する場合
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-MultiThread，-lpthreadオプションを指定します。

（例）
ccbl2002 -MultiThread  cmain.o SUBCBL.o -lpthread

cc／ ldコマンドを使用する場合
-lcbl2kmp，-lpthreadオプションを指定します。

（例）
cc cmain.o SUBCBL.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k
   -lcbl2kml -lcbl2kmp -lpthread -lm

（f） Linuxの場合

Linuxの場合，スレッド関数ライブラリには libpthread.soを，COBOL2002スレッド関
数インタフェースライブラリには libcbl2kmp.soを使用します。指定するオプション，
および指定例を次に示します。

ccbl2002コマンドを使用する場合
-MultiThread，-lpthreadオプションを指定します。

（例）Linux(x86)，Linux(x64)の場合
ccbl2002 -MultiThread -UniObjGen cmain.o SUBCBL.o -lpthread

（例）Linux(IPF64)の場合
ccbl2002 -MultiThread cmain.o SUBCBL.o -lpthread

cc／ ldコマンドを使用する場合
-lcbl2kmp，-lpthreadオプションを指定します。

（例）Linux(x86)，Linux(IPF64)の場合
cc cmain.o SUBCBL.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k
   -lcbl2kml -lcbl2kmp -lpthread -lm

（例）Linux(x64)の場合
cc cmain.o SUBCBL.o -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k
   -lcbl2kml -lcbl2kmp -lpthread -lm

（3） 注意事項
• 次のようなリンクをした場合，生成された実行可能ファイルの動作は保証しません。
• 指定したライブラリの組み合わせが不正である
• 必要なライブラリをリンクしなかった
• 必要なオプションを指定しなかった

• cc／ ldコマンドを使用したリンクで，システムのスレッドライブラリを指定する場合
は，ほかのシステムライブラリとの指定順序に制約がないか注意が必要です。詳細は，
システムのリファレンスで確認してください。

• Solaris(SPARC)または Linuxでは，スレッド関数ライブラリ libpthread.soをリンク
しないと，プログラムの実行時にメッセージが出力され，実行が中止されます。
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25.3　整列併合機能を使用したマルチスレッド
対応 COBOLプログラムのリンク

整列併合機能を使用したマルチスレッド対応 COBOLプログラムは，次の形式でリンク
します。

（a）HP-UX(IPF)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HISORTlib/lib -lmsort -lpthread
 

-lmsort
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort.so）を使用するために指定しま
す。

-lpthread
HP-UX(IPF)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（b）AIX(32)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HISORTlib/lib -lmsort 
-lpthreads
 

-lmsort
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort.a）を使用するために指定しま
す。

-lpthreads
AIX(32)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（c）AIX(64)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HISORTlib64/lib -lmsort64 
-lpthreads
 

-lmsort64
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort64.a）を使用するために指定し
ます。

-lpthreads
AIX(64)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（d）Solaris(SPARC)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HISORTlib/lib -lmsort -lpthread
 

-lmsort
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マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort.so）を使用するために指定しま
す。

-lpthread
Solaris(SPARC)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（e）Linux(x86)
 
ccbl2002 -MultiThread -UniObjGen tp.cbl -L/opt/HISORTlib/lib 
-lmsort -lpthread
 

-lmsort
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort.so）を使用するために指定しま
す。

-lpthread
Linux(x86)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（f） Linux(x64)
 
ccbl2002 -MultiThread -UniObjGen tp.cbl -L/opt/HISORTlib64/lib 
-lmsort64 -lpthread
 

-lmsort64
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort64.so）を使用するために指定し
ます。

-lpthread
Linux(x64)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（g）HP-UX(IPF64)，Linux(IPF64)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HISORTlib64/lib -lmsort64 
-lpthread
 

-lmsort64
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort64.so）を使用するために指定し
ます。

-lpthread
HP-UX(IPF64)，Linux(IPF64)が提供するスレッドライブラリを使用するために指
定します。
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25.4　索引ファイル機能を使用したマルチス
レッド対応 COBOLプログラムのリンク

索引ファイル機能を使用したマルチスレッド対応 COBOLプログラムは，次の形式でリ
ンクします。

（a）HP-UX(IPF)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HIISlib/lib -lmisam -L/opt/
HISORTlib/lib -lmsort -lpthread
 

-lmisam
マルチスレッド対応索引ファイルライブラリ（libmisam.so）を使用するために指定
します。

-lmsort
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort.so）を使用するために指定しま
す。

-lpthread
HP-UX(IPF)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（b）AIX(32)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HIISlib/lib -lmisam -L/opt/
HISORTlib/lib -lmsort -lpthreads
 

-lmisam
マルチスレッド対応索引ファイルライブラリ（libmisam.a）を使用するために指定
します。

-lmsort
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort.a）を使用するために指定しま
す。

-lpthreads
AIX(32)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（c）AIX(64)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HIISlib64/lib -lmisam64 -L/opt/
HISORTlib64/lib -lmsort64 -lpthreads
 

-lmisam64
マルチスレッド対応索引ファイルライブラリ（libmisam64.a）を使用するために指
定します。



25.　マルチスレッド環境での実行

566

-lmsort64
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort64.a）を使用するために指定し
ます。

-lpthreads
AIX(64)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（d）Solaris(SPARC)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HIISlib/lib -lmisam -L/opt/
HISORTlib/lib -lmsort -lpthread
 

-lmisam
マルチスレッド対応索引ファイルライブラリ（libmisam.so）を使用するために指定
します。

-lmsort
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort.so）を使用するために指定しま
す。

-lpthread
Solaris(SPARC)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（e）Linux(x86)
 
ccbl2002 -MultiThread -UniObjGen tp.cbl -L/opt/HIISlib/lib -lmisam 
-L/opt/HISORTlib/lib -lmsort -lpthread
 

-lmisam
マルチスレッド対応索引ファイルライブラリ（libmisam.so）を使用するために指定
します。

-lmsort
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort.so）を使用するために指定しま
す。

-lpthread
Linux(x86)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（f） Linux(x64)
 
ccbl2002 -MultiThread -UniObjGen tp.cbl -L/opt/HIISlib64/lib 
-lmisam64 -L/opt/HISORTlib64/lib -lmsort64 -lpthread
 

-lmisam64
マルチスレッド対応索引ファイルライブラリ（libmisam64.so）を使用するために指
定します。
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-lmsort64
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort64.so）を使用するために指定し
ます。

-lpthread
Linux(x64)が提供するスレッドライブラリを使用するために指定します。

（g）HP-UX(IPF64)，Linux(IPF64)
 
ccbl2002 -MultiThread tp.cbl -L/opt/HIISlib64/lib -lmisam64 -L/opt/
HISORTlib64/lib -lmsort64 -lpthread
 

-lmisam64
マルチスレッド対応索引ファイルライブラリ（libmisam64.so）を使用するために指
定します。

-lmsort64
マルチスレッド対応整列併合ライブラリ（libmsort64.so）を使用するために指定し
ます。

-lpthread
HP-UX(IPF64)，Linux(IPF64)が提供するスレッドライブラリを使用するために指
定します。
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25.5　マルチスレッド対応 COBOLプログラム
が対応している機能

マルチスレッド対応 COBOLプログラムが対応している機能を，次に示します。対応し
ていない機能をマルチスレッド対応 COBOLプログラムに適用しないよう注意してくだ
さい。

表 25-1　マルチスレッド対応 COBOLプログラムが対応する機能一覧

種類 機能名 マルチスレッドへ
の対応

備考

規格 基本機能 ○

順編成ファイル ×※ 1

相対編成ファイル ×※ 1

索引編成ファイル ○

整列併合 △※ 1 USING／ GIVING指定
に対して，マルチスレッド
で使用できないファイル編
成は指定できない。

プログラム間連絡 ○

組み込み関数 ○

オブジェクト指向 ○

共通例外処理 ○

再帰呼び出し ○

利用者定義関数 ○

局所場所節（LOCAL-STORAGE 
SECTION）

○

X/Open テキスト編成ファイル ×※ 1

ファイル共用
（ファイルシェ
ア）

索引編成ファイル以
外

×※ 1

索引編成ファイル ○※ 1 同一スレッド内でのファイ
ル共用は使用できない。

コマンド行および環境変数へのアクセ
ス

△ 環境変数アクセスだけで使
用できる。

画面節（SCREEN SECTION）による
画面操作※ 5

×※ 2

C言語インタフェース △ データの共用はできない。

　 インタナショナリゼーション ○ 　

拡張機能 日本語 ○

ブール（ビット操作） ○
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アドレス操作 ○

1バイト 2進機能・COMP-X項目 ○

浮動小数点項目 ○

報告書作成機能 ×※ 1

HiRDBによる索引編成ファイル※ 8 ×※ 1

CSV編成ファイル ×※ 1

ラージファイル入出力 △※ 1 各ファイル編成に従う。

ファイル入出力拡張機能 ×※ 1

プリンタへのアクセス（入出力による
書式印刷機能）※ 9

×※ 1

ファイルのディスク書き込み保証 ○

通信節による画面操作※ 9 ×※ 1

画面節（WINDOW SECTION）による
画面操作※ 5

×※ 2

データコミュニケーション機能※ 6 ×※ 1

XDMによるデータベースシミュレー
ション機能

○

基本機能サービスルーチン △ 実行できないサービスルー
チンがある。詳細は
「25.10.2　呼び出してはい
けないサービスルーチン」
を参照のこと。

CGIプログラム作成支援機能※ 9 △ 実行できないサービスルー
チンがある。詳細は「24.7
　CGIプログラムの作成
を支援するサービスルーチ
ン」を参照のこと。

COBOL入出力サービスルーチン ×

バイトストリーム入出力サービスルー
チン※ 3

×

Unicode機能※ 7 ○

数字項目のけた拡張機能※ 10 ○

デバッグ 実行時デバッグ機能 ○

テストデバッグ機能※ 4 △

カバレージ機能※ 4 △

種類 機能名 マルチスレッドへ
の対応

備考
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（凡例）
○：使用できる
△：制限付きで使用できる
×：使用できない

注※ 1
コンパイル時，この機能を使用する文に対してWレベル（警告エラー）のメッセージが出力さ
れます。

注※ 2
コンパイル時，この機能を使用する文に対して Sレベル（重大エラー）のメッセージが出力さ
れ，コンパイルは中止します。

注※ 3
UNIX32，HP-UX(IPF64)で有効です。

注※ 4
AIX(32)，AIX(64)で有効です。

注※ 5
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 6
UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，Linux(IPF64)で有効です。

注※ 7
HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

注※ 8
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効で
す。

注※ 9
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 10
HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効です。

開発／実
行環境

プロファイル機能 × プロファイル機能オプショ
ン（-Profile）は，
-MultiThreadオプション
と同時に指定した場合，無
視される。

種類 機能名 マルチスレッドへ
の対応

備考
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25.6　マルチスレッド対応 COBOLプログラム
の開始と終了

マルチスレッドプログラムの実行を開始する方法には，次の三つがあります。

• COBOL以外のプログラムからの呼び出しによる方法
• マルチスレッド対応 COBOLプログラムをスレッド開始関数として指定する方法
• マルチスレッド対応 COBOLプログラムをアプリケーションの主プログラムにする方
法

それぞれの開始方法と終了方法について説明します。

（1） COBOL以外のプログラムからの呼び出しによる方法

COBOLプログラム以外のプログラムを入り口としてスレッドを開始して，そのプログ
ラムから間接的にマルチスレッド対応 COBOLプログラムを呼び出せます。

この方法では，スレッド内で最初に呼ばれる COBOLプログラムが，COBOL主プログ
ラムの場合と，COBOL副プログラムの場合とで，プログラム終了時の動作が異なりま
す。COBOL主プログラムと副プログラムについては，「18.3　COBOL主プログラムと
副プログラム」を参照してください。

（a）COBOL主プログラムの場合

-MainNotCBLオプションを指定しないでコンパイルしたプログラムがスレッド内で最初
に実行された場合，COBOL主プログラムになります。

COBOL主プログラムを終了させるには，STOP RUN文を実行します。これによって，
COBOL実行環境が終了し，スレッドが終了されます。このとき，RETURN-CODE特
殊レジスタの値がスレッドの終了コードになります。

（b）COBOL副プログラムの場合

-MainNotCBLオプションを指定してコンパイルしたプログラムは，スレッド内で最初に
実行した場合でも，常に COBOL副プログラムとなります。

COBOL副プログラムは，呼び出し元のプログラムに復帰できます。このとき，COBOL
実行環境は保持されます。そのため，呼び出し元のプログラムは，スレッドが終了する
前に COBOL実行環境を終了させる必要があります。COBOL実行環境を終了させるに
は，CBLENDサービスルーチンを呼び出します。
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図 25-1　COBOL以外のプログラムからの呼び出しの例

（2） マルチスレッド対応 COBOLプログラムをスレッド開始関数として指定
する方法

マルチスレッド対応 COBOLプログラムを入り口としてスレッドを開始した場合，この
プログラムが終了したときに COBOL実行環境を終了し，スレッドが終了します。この
とき，RETURN-CODE特殊レジスタに指定した値が，スレッドの終了コードになりま
す。

注意事項
この方法を用いる場合は，プログラムをコンパイルする時に -MainNotCBLオプ
ションを指定しないでください。

図 25-2　COBOLプログラムがスレッド開始関数となる例
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（3） マルチスレッド対応 COBOLプログラムをアプリケーションの主プログ
ラムにする方法

マルチスレッド対応 COBOLプログラムに対して，-Main,Systemまたは -Main,V3オプ
ションを指定してコンパイルした COBOLプログラムは，アプリケーションの主プログ
ラムになります。この場合，COBOLプログラムがプライマリスレッドになります。

マルチスレッド対応 COBOLプログラムがアプリケーションの主プログラムである場合，
マルチスレッド対応 COBOLプログラムが終了したときに，プライマリスレッドが終了
し，プロセスも終了します。

なお，コンパイル時に例外を検知するオプション（-DebugInfオプションなど）を指定
した場合，プライマリスレッド内で発生した例外を取得できます。

（4） 戻り文に対する動作

上記 (1)～ (3)の方法について，戻り文に対する動作の違いを，次に示します。

COBOLプログラムの種類 STOP RUN文 GOBACK文 EXIT PROGRAM文

COBOL主プログラム STOP RUN文を実行
したスレッドが終了
する。

GOBACK文を実行
したスレッドが終了
する。

何も動作しない。

COBOL副プログラム STOP RUN文を実行
したスレッドが終了
する。

呼び出し元に制御が
戻る。

呼び出し元に制御が戻
る。
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25.7　実行時エラーが発生したときの動作
実行時エラーが検知された場合は，実行時エラーメッセージが出力されたあと，プログ
ラムの動作していたスレッドが終了されます。実行時メッセージの形式は次のようにな
ります。

形式
KCCCnnnnR-x(i) メッセージテキスト

nnnn
メッセージ番号

x
メッセージレベル

i
スレッド識別子の値

メッセージ番号，メッセージレベルなど，実行時メッセージ形式の詳細は，オンラ
インマニュアル「COBOL2002　メッセージ」を参照してください。

注意事項
• COBOL実行時メッセージなどの COBOL2002が出力する情報は，スレッド識別
子が付けられます。これによって対応するスレッドを識別できます。スレッド識
別子には，pthread_self関数が返すスレッド IDを用います。

• マルチスレッド対応 COBOLプログラム実行時の初期処理，または終了処理中に
エラーが発生した場合，KCCC03nnR-Sなどのメッセージ番号が 03nnで示され
る 300番台の実行時メッセージが，英語で出力されます。なお，この場合，異常
終了時要約情報リストは出力されません。
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25.8　環境変数の取り扱い
マルチスレッド環境で環境変数を扱う場合，設定値がすべてのスレッドで共用されるの
で注意してください。

マルチスレッド対応 COBOLプログラムでは，環境変数を扱う上での混乱を避けるため，
次の二つの機能を持っています。

• スレッドごとに固有の出力ファイル名称を付ける機能
• スレッドごとに環境変数を設定する機能

25.8.1　スレッドごとに固有の出力ファイル名称を付ける機
能

出力ファイル名を指定する実行時環境変数の設定がある場合，この機能が実行されます。
この機能は，実行時環境変数によって指定したファイル名へ，自動的にスレッドの識別
子を付けます。これによって，スレッドごとに固有のファイルが出力されることになり
ます。

形式
ファイル名_i.拡張子

i
スレッド識別子の値

注意事項
この機能の対象となる実行時環境変数は，次の五つです。
• CBL_SYSOUT
• CBL_SYSPUNCH
• CBL_SYSERR
• CBLABNLST
• CBLDDUMP

ただし，出力ファイル名に標準入力（stdin）,標準出力（stdout），または標準エ
ラー出力（stderr）が指定された場合，この機能の対象になりません。
これらの実行時環境変数の詳細は，「34.3　プログラムの実行環境の設定」を参照し
てください。

25.8.2　スレッドごとに環境変数を設定する機能
マルチスレッド対応 COBOLプログラムでは，環境変数へのアクセス機能を使えば，ス
レッドごとに環境変数の値を設定・取得できます。環境変数へのアクセス機能の詳細に
ついては，「10.4　環境変数へのアクセス」を参照してください。

規則



25.　マルチスレッド環境での実行

576

• 環境変数の値を設定・変更した場合，その値は実行スレッド内だけで有効となり
ます。

• 同一の環境変数に対して，スレッドごとに別々の値を設定できます。
• 設定した環境変数は，COBOL以外のプログラムで使用できません。また，PATH
などのシステム環境変数や，COBOL2002以外が管理する環境変数の値を設定・
変更しても有効になりません。

• この機能を使って，「25.8.1　スレッドごとに固有の出力ファイル名称を付ける機
能」で示した環境変数を設定した場合，この機能が優先され，出力ファイル名に
スレッド識別子は付けられません。
マルチスレッド対応 COBOLプログラムで環境変数へのアクセスを使用した場合，
内部的に環境変数名にスレッド識別子の値を付けた環境変数名で値を登録および
取得します。
スレッド識別子が 1000で環境変数 CBLABNLSTを設定する例を次に示します。

（例）
マルチスレッド対応 COBOLプログラムで，CBLABNLST=a.txtを設定したと
き，次のように環境変数を登録および取得します。
1. スレッド識別子を付けた環境変数名を使用して，
「CBLABNLST_1000=a.txt」を値に登録します。

2. マルチスレッド対応 COBOLプログラムで，環境変数を取得する場合，次の
順序で環境変数名をアクセスし，取得した値を返します。
1.　スレッド識別子を付けた環境変数名（CBLABNLST_1000）
2.　スレッド識別子を付けない環境変数名（CBLABNLST）

このため，環境変数の値をクリア※せずに COBOLプログラムの実行を終了し，
あとで同じスレッド識別子のスレッドで COBOLプログラムが動作した場合，
そのスレッドで環境変数を設定していなくても，以前のスレッドで設定した環
境変数の値が取得されます。
　
注※
　COBOLの環境変数へのアクセスの DISPLAY文でNULL値を設定すること
で，環境変数の設定を取り消せます。この場合，取り消せる環境変数は，ス
レッド識別子を付けた環境変数（CBLABNLST_1000）となります。そのあと
で環境変数へのアクセス機能で環境変数の値の読み込みを行った場合，COBOL
はスレッド識別子を付けない環境変数名（CBLABNLST）にアクセスし，取得
した値を返します。
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25.9　マルチスレッド対応 COBOLプログラム
のデバッグ

25.9.1　マルチスレッド対応 COBOLプログラムのデバッグ

（1） テストデバッガを使用したデバッグ

COBOLプログラムが実行されたすべてのスレッドに対して，テスト，およびデバッグ
ができます。詳細は，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作編」を参照してく
ださい。

（2） カバレージ機能

COBOLプログラムが実行されたすべてのスレッドに対して，カバレージ情報の採取，
およびカウント情報の表示ができます。詳細は，マニュアル「COBOL2002　使用の手
引　操作編」を参照してください。

25.9.2　実行時デバッグ機能
デバッグ用のオプション（-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，
-DebugData，-TDInf，-CVInf，-DebugRange）を指定しコンパイルしたマルチスレッ
ド対応 COBOLプログラムが，実行時に異常終了，またはエラーが発生した場合，異常
終了時要約情報が出力された後，スレッドが終了されます。

（1） シグナルの登録

マルチスレッド対応 COBOLプログラムでは，シグナルの登録に sigactionシステムコー
ルを使用します。登録するシグナルに関する詳細は，「35.9　シグナル」を参照してくだ
さい。

（2） シグナルの種別

マルチスレッド対応 COBOLプログラムでは，異常終了時要約情報リスト中のシグナル
種別として以下を追加する。

• RUNTIME ERROR（実行時エラーの発生）
• CBLABN（CBLABNサービスルーチンの呼び出し）

なお，-MultiThreadオプションの指定がない COBOLプログラムで，実行時エラーが発
生したり，CBLABNサービスルーチンが呼び出されたりした場合には，シグナル種別は
SIGIOT（abortによる異常終了）となります。

（3） シグナルに関する注意事項
• アプリケーションプログラムを実行中に，Cプログラムでシグナルの動作を指示する
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システムコールが発行された場合，異常終了時の結果は保証しません。
• マルチスレッド対応 COBOLプログラムの実行時に次の理由で終了した場合，コアダ
ンプは出力されません。
• COBOLがメッセージを出力して実行を中止したとき 
• デバッグ用のオプション（-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，

-DebugData，-TDInf，-CVInf，-DebugRange）を指定して異常終了したとき（環
境変数 CBLCOREは無効となります）

• CBLABNサービスルーチンを実行したとき

• マルチスレッド対応 COBOLプログラムでのシステムのシグナル処理は，プロセス単
位の管理となっており，シグナルの登録，回復は，プロセス内すべてのスレッドに影
響があります。シグナルの詳細は，「35.9　シグナル」を参照してください。



25.　マルチスレッド環境での実行

579

25.10　マルチスレッド対応 COBOLプログラ
ムを使用する上での注意事項

25.10.1　EXTERNAL句を用いたデータの共用
EXTERNAL句を指定した COBOLデータ項目は，同じスレッド内のプログラムでだけ
共用できます。異なるスレッドの間では，COBOLデータ項目を共用できません。

また，COBOLプログラムと Cプログラムとの間では，同じスレッド内であってもデー
タを共用できません。

25.10.2　呼び出してはいけないサービスルーチン
• マルチスレッド対応 COBOLプログラムから，次のサービスルーチンを呼び出さない
でください。呼び出した場合，動作は保証しません。
• JCPOPUPサービスルーチン

• マルチスレッド対応 COBOLプログラム，およびマルチスレッド環境下で動作する他
言語のプログラムから COBOL入出力サービスルーチンを呼び出さないでください。
呼び出した場合，動作は保証しません。

25.10.3　共用ライブラリがメモリ上から削除される条件
マルチスレッド対応 COBOLプログラムで CANCEL文を実行しても，共用ライブラリ
はメモリ上から削除されません。

また，STOP RUN文などによるスレッド実行環境の終了処理の場合，共用ライブラリは
メモリ上から削除されません。この場合，共用ライブラリは，プロセスの終了までメモ
リ上に読み込まれたままの状態になります。
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26　Unicode機能（HP-UX(IPF)，
AIX(32)，AIX(64)，
Linux(x86)，Linux(x64)で有
効）
Unicode機能は，COBOLが扱うデータを Unicodeとして扱う
機能です。Unicode機能を使用すると，プログラム間および
ファイル入出力を Unicodeでやり取りできます。この章では，
Unicode機能について説明します。

26.1　Unicode機能の概要

26.2　Unicode機能のサポート範囲

26.3　Unicode機能の前提条件

26.4　Unicode機能の詳細

26.5　Unicodeに対応する機能

26.6　入出力情報と取り扱う文字コード

26.7　Unicode機能での制限事項
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26.1　Unicode機能の概要

ここでは，コンパイル，実行，およびデバッグでの Unicode機能の概要について説明し
ます。

Unicode機能を使用できる環境について，表 26-1に示します。

表 26-1　Unicode機能を使用できる環境

（1） コンパイルでの Unicode機能

シフト JISで記述された COBOLソースプログラムを，-UniObjGenオプションを指定
してコンパイルすることで，コード系が Unicodeのオブジェクトを生成します。これに
よって，Unicodeデータ同士の転記または比較ができます。コンパイルでの Unicode機
能を次に示します。

OS 使用できる動作環境 環境変数 LANGの設定値

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

シフト JIS環境 「付録 A.2　シフト JISの場合」を参照してくださ
い。

Linux(x86)
Linux(x64)

UTF-8環境 「付録 A.4　Unicodeの場合」を参照してください。
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（a）シフト JIS環境下の場合

図 26-1　コンパイルでの Unicode機能（シフト JIS環境下）

1. シフト JISで記述された COBOLソースプログラム，登録集原文を入力し，
-UniObjGenオプションを指定しないでコンパイルすると，シフト JIS環境で動作す
るオブジェクトが生成されます。

2. シフト JISで記述された COBOLソースプログラム，登録集原文を入力し，
-UniObjGenオプションを指定してコンパイルすると，COBOLの Unicode機能を使
用する環境で動作するオブジェクトが生成されます。コンパイル時に出力されるコン
パイルメッセージ，コンパイルリストはシフト JISで出力されます。

3. Unicodeで記述された COBOLソースプログラムは，コンパイルできません。コンパ
イルした場合，動作は保証しません。

4. COBOL2002コンパイラは，COBOLソースプログラム上に記述された英数字文字定
数を UTF-8に，日本語文字定数を UTF-16に変換します。
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（b）UTF-8環境下の場合

図 26-2　コンパイルでの Unicode機能（UTF-8環境下）

1. シフト JISで記述された COBOLソースプログラム，登録集原文を入力し，
-UniObjGenオプションを指定しないでコンパイルすると，コンパイルエラーとなり
ます。

2. シフト JISで記述された COBOLソースプログラム，登録集原文を入力し，
-UniObjGenオプションを指定してコンパイルすると，COBOLの Unicode機能を使
用する環境で動作するオブジェクトが生成されます。コンパイル時に出力されるコン
パイルメッセージは UTF-8，コンパイルリストはシフト JISで出力されます。

3. Unicodeで記述された COBOLソースプログラムは，コンパイルできません。コンパ
イルした場合，動作は保証しません。

4. COBOL2002コンパイラは，COBOLソースプログラム上に記述された英数字文字定
数を UTF-8に，日本語文字定数を UTF-16に変換します。

（2） 実行での Unicode機能

プログラム実行時に実行時環境変数 CBLLANGに UNICODEが指定されている場合，
コード系が Unicodeとみなして実行します。プログラム実行時の Unicode機能について
次に示します。
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図 26-3　プログラム実行時の Unicode機能

1. XML連携機能※ 1と Cosminexus連携機能※ 2で Unicodeデータを使用できます。

注※ 1
HP-UX(IPF)，AIX(32)で有効です。

注※ 2
AIX(32)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

2. ファイル入出力機能で Unicodeデータの読み書きができます。

（3） デバッグでの Unicode機能

テストデバッガでプログラムをデバッグすると，Unicodeデータに対して次の操作がで
きます。詳細は，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作編」を参照してくださ
い。

• データ項目の値の表示
• データ項目への値の代入
• 比較条件式の設定
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26.2　Unicode機能のサポート範囲

Unicode機能で使用できる Unicodeの文字は，UCS-2の範囲とします。ただし，JIS 
X0213の第 3水準および第 4水準の文字は使用できません。UCS-2範囲外の文字コード
を使用した場合，動作は保証しません。



26.　Unicode機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

587

26.3　Unicode機能の前提条件

Unicode機能を使用する場合の前提条件を次に示します。

（1） コード変換ライブラリ

Unicode機能を使用する場合，次のプログラムプロダクト（以降プログラムプロダクト
をコード変換ライブラリと表記します）をインストールしてください。

• HP-UX(IPF)，AIX(32)，Linux(x86)の場合
• 日立コード変換 - Runtime

• AIX(64)，Linux(x64)の場合
• 日立コード変換 - Runtime(64)

また，COBOLプログラムから直接コード変換ライブラリを呼び出す場合は，上記に加
えて次のプログラムプロダクトが必要です。

• HP-UX(IPF)，AIX(32)，Linux(x86)の場合
• 日立コード変換 - Development Kit

• AIX(64)，Linux(x64)の場合
• 日立コード変換 - Development Kit(64)

（2） Unicode機能を使用したプログラムのコンパイルおよび実行

（a）HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)の場合

Unicode機能を使用したプログラムのコンパイルおよび実行は，シフト JIS環境下で
行ってください。シフト JIS環境にする方法は「付録 A.2　シフト JISの場合」を参照
してください。

（b）Linux(x86)，Linux(x64)の場合

Unicode機能を使用したプログラムのコンパイルおよび実行は，UTF-8環境下で行って
ください。UTF-8環境にする方法は「付録 A.4　Unicodeの場合」を参照してください。



26.　Unicode機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

588

26.4　Unicode機能の詳細

26.4.1　コンパイル
-UniObjGenオプションおよび -UniEndianオプションを指定すると英数字定数，および
日本語文字定数の文字コードを Unicodeに変換します。-UniObjGenオプションについ
ては，「31.5.14　その他の設定」の「（17）-UniObjGenオプション（HP-UX(IPF)，
AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。
-UniEndianオプションについては，「31.5.14　その他の設定」の「（18）-UniEndian
オプション（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参
照してください。

（1） -UniObjGenオプションと -UniEndianオプションの関係

-UniObjGenオプションと -UniEndianオプションの関係を，次に示します。

表 26-2　-UniObjGenオプションと -UniEndianオプションの関係

注※
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，-UniObjGenオプションを指定しなければなりません。指定
がない場合はコンパイルエラーとなります。

（2） -UniObjGenオプション指定時の注意事項

-UniObjGenオプション指定時の注意事項を次に示します。

• -UniObjGenオプション指定の有無が異なる COBOLプログラムを混在して実行する
ことはできません。混在して実行した場合，動作は保証しません。

• 前提条件を満たしていない環境で -UniObjGenオプションを指定してコンパイルした
場合，コンパイルエラーとなります。前提条件を満たしていない環境を次に示します。
• コード変換ライブラリがインストールされていない場合
• 使用するコード変換ライブラリが前提バージョンに満たない場合

-UniObjGenオプション指定 -UniEndianオプション指定

-UniEndian，Little -UniEndian，Big 指定なし（デフォルト）

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

指定あり 日本語文字
定数

UTF-16LEに変
換

UTF-16BEに変
換

UTF-16BE
に変換

UTF-16LE
に変換

英数字定数 UTF-8に変換（-UniEndianオプションの影響はない）

指定なし※ 無変換 該当しない
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• NATIVE指定以外の符号系名を，実行用計算機段落の PROGRAM COLLATING 
SEQUENCE句，または SORT，MERGE文の COLLATING SEQUENCE句に指定
した場合，コンパイルエラーとなります。

• -Switch，EBCDIKオプションまたは -Switch，EBCDICオプションと -UniObjGen
オプションを同時に指定した場合，コンパイルエラーとなります。

• コンパイル中にコード変換に失敗した場合，コンパイルエラーとなります。
• HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)の場合，EUC環境下で -UniObjGenオプションを
指定すると，コンパイルエラーとなります。

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，-UniObjGenオプション指定時に環境変数
CBLSRCENCODINGを指定していないと，コンパイルエラーとなります。

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，UTF-8環境下で -UniObjGenオプションを指定し
ていないと，コンパイルエラーとなります。

• -JPNオプション，-CompatiV3オプション，-V3Recオプションは指定できません。
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに YESを
指定すると，-UniObjGenオプションと -CompatiV3または -V3Recオプションを同
時に指定できます。コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEについては，「31.6.3　コ
ンパイラ環境変数の詳細」の「（15）CBLV3UNICODE（Linux(x86)，Linux(x64)で
有効）」を参照してください。

（3） -UniEndianオプション指定時の注意事項

-UniEndianオプション指定時の注意事項を次に示します。

• -UniEndianオプション指定（Little／ Big）の異なる COBOLプログラムを混在して
使用することはできません。混在して使用した場合，動作は保証しません。

26.4.2　実行
-UniObjGenオプションを指定してコンパイルしたプログラムを正しく実行するには，実
行時環境変数 CBLLANGに UNICODEを指定してください。実行時環境変数
CBLLANGについては，「34.3.3　一般」を参照してください。

ここでは，実行時での規則について説明します。

（1） 実行時環境変数 CBLLANGと CBLUNIENDIANの関係

実行時環境変数 CBLLANGの設定形式を次に示します。

形式
CBLLANG=UNICODE

実行時環境変数 CBLUNIENDIANの設定形式を次に示します。

形式
CBLUNIENDIAN=｛LITTLE｜BIG｝
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実行時環境変数 CBLLANGと CBLUNIENDIANの関係を，次に示します。

表 26-3　実行時環境変数 CBLLANGと CBLUNIENDIANの関係

注※
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，環境変数 CBLLANGに UNICODEを指定しなければなりま
せん。指定がない場合は実行時エラーとなります。

（2） -UniObjGenオプションと実行時環境変数 CBLLANGの関係（AIX(32)，
AIX(64)の場合）

-UniObjGenオプションと実行時環境変数 CBLLANGの関係を，次に示します。

表 26-4　-UniObjGenオプションと実行時環境変数 CBLLANGの関係

（凡例）
○：動作を保証する
×：動作を保証しない

注※
Unicode機能で動作します。

（3） -UniEndianオプションと実行時環境変数 CBLUNIENDIANの関係

-UniEndianオプションの指定（Little／ Big）と，実行時環境変数 CBLUNIENDIAN
の指定（LITTLE／ BIG）の組み合わせが異なる場合，動作は保証しません。
-UniEndianオプションと実行時環境変数 CBLUNIENDIANの関係を次に示します。

環境変数 CBLLANG指定 環境変数 CBLUNIENDIAN指定

LITTLE BIG 指定なし（デフォルト）

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

指定あり UNICODE
指定あり

用途が
NATIONAL
の項目

UTF-16LE
を仮定

UTF-16BE
を仮定

UTF-16BE
を仮定

UTF-16LE
を仮定

用途が
DISPLAYの
項目

UTF-8を仮定（環境変数 CBLUNIENDIANの影響はな
い）

指定なし※ 無変換 該当しない

-UniObjGenオプション指定 環境変数 CBLLANG指定

UNICODE 指定なし（デフォルト）

指定あり ○※ ×

指定なし × ○
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表 26-5　-UniEndianオプションと実行時環境変数 CBLUNIENDIANの関係

（凡例）
○：動作を保証する
×：動作を保証しない
－：該当しない

（4） コード変換失敗時の動作

コード変換ライブラリの前提条件を満たしていない環境で，実行時環境変数 CBLLANG
に UNICODEを指定して実行した場合，コード変換失敗となります。コード変換失敗時
の動作を次に示します。

表 26-6　コード変換失敗時の動作

（5） EUC環境で COBOLプログラムを実行した場合（HP-UX(IPF)，AIX(32)，
AIX(64)で有効）

EUC環境で，実行時環境変数 CBLLANGに UNICODEを指定して COBOLプログラム
を実行した場合，実行時エラーとなり，プログラムの実行を中止します。

（6） UTF-8環境で COBOLプログラムを実行した場合（Linux(x86)，
Linux(x64)で有効）

UTF-8環境で，実行時環境変数 CBLLANGに UNICODEを指定しないで COBOLプロ
グラムを実行した場合，実行時エラーとなり，プログラムの実行を中止します。

-UniEndianオプションの指定 環境変数 CBLUNIENDIANの指定

LITTLE BIG 指定なし（デフォルト）

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

-UniEndian，Little ○ × × ○

-UniEndian，Big × ○ ○ ×

指定なし HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

× ○ ○ －

Linux(x86)
Linux(x64)

○ × － ○

機能 コード変換失敗時の動作

CSV編成ファイルの入出力 実行時エラーとなる。

CBLNCNVサービスルーチン 戻り値として -2または -3を返す。詳細については，
「28.6.1　CBLNCNV」を参照のこと。
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26.5　Unicodeに対応する機能

Unicodeに対応する機能を，次に示します。

表 26-7　Unicodeに対応する機能

種
類

機能名 Unicode対応状況 備考

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONAL

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONALASCII

範囲

内※ 1

ASCII
範囲

外※ 1

ASCII
範囲

内※ 1

ASCII
範囲

外※ 1

規
格

基本機能 ○ △ △ ○ △ △ 定数に多バイト
文字を指定でき
ない句または文
がある。詳細に
ついては，
「26.5.1　基本機
能」，または
「26.7　Unicode
機能での制限事
項」を参照のこ
と。

順編成ファイル ○ ○※ 2 ○※ 2 ○ ○※ 2 ○※ 2

相対編成ファイル ○ ○※ 2 ○※ 2 ○ ○※ 2 ○※ 2

ISAMによる索引編
成ファイル

○ ○※ 2 ○※ 2 ○ ○※ 2 ○※ 2 キーとして用途
が NATIONAL
の項目を指定し
た場合，意図し
ない行に位置づ
けられることが
ある。

整列併合 ○ ○※ 2 ○※ 2 ○ ○※ 2 ○※ 2 キーとして用途
が NATIONAL
の項目を指定し
た場合，整列併
合の結果が意図
しない結果とな
ることがある。

プログラム間連絡 ○ ○※ 3
※ 4

○※ 3
※ 4

○ ○※ 3
※ 4

○※ 3
※ 4

組み込み関数 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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オブジェクト指向 ○ ○※ 3
※ 4

○※ 3
※ 4

○ ○※ 3
※ 4

○※ 3
※ 4

共通例外処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 次に示す組み込
み関数の戻り値
はシフト JISと
する。
• EXCEPTION-F

ILE関数
• EXCEPTION-L

OCATION関
数

• EXCEPTION-S
TATUS関数

• EXCEPTION-S
TATEMENT
関数

再帰呼び出し ○ ○ ○ ○ ○ ○

利用者定義関数 ○ ○ ○ ○ ○ ○

局所場所節
（LOCAL-STORA
GE SECTION）

○ ○ ○ ○ ○ ○

原始文操作 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自由形式正書法 ○ ○ ○ ○ ○ ○

TYPEDEF句と
SAME AS句

○ ○ ○ ○ ○ ○

条件翻訳 ○ ○ ○ ○ × × Unicode機能の
影響は受けない。
翻訳指令行の定
数および -Define
オプションで受
け取る値は環境
変数 LANGに依
存する。

区分化 ○ ○ ○ ○ ○ ○

種
類

機能名 Unicode対応状況 備考

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONAL

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONALASCII

範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1

ASCII
範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1
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X
/
O
p
e
n

テキスト編成ファイ
ル

○ △※ 2 △※ 2 ○ △※ 2 △※ 2

ファイル共用（ファ
イルシェア）

○ ○ ○ ○ ○ ○

コマンド
行および
環境変数
へのアク
セス

コマン
ド行

○ ○ ○ ○ ○ ×
環境変数 LANG
に依存して取得
する。

環境変
数の取
得

○ ○ ○ ○ ○ ×

環境変
数の設
定

○ × × ○ × × 多バイト文字を
指定した場合，
動作は保証しな
い。

画面節（SCREEN 
SECTION）による
画面操作

○ × × － － － 定数に多バイト
文字を指定でき
ない句または文
がある。詳細に
ついては，
「26.5.2　入出力
機能」の「（5）
画面入出力機能
（HP-UX(IPF)，
AIX(32)，
AIX(64)で有
効）」，または
「26.7　Unicode
機能での制限事
項」を参照のこ
と。

C言語インタフェー
ス

○ ○※ 3 ○※ 3 ○ ○※ 3 ○※ 3

インタナショナリ
ゼーション

○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

種
類

機能名 Unicode対応状況 備考

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONAL

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONALASCII

範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1

ASCII
範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1
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拡
張
機
能

日本語 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブール演算 ○ ○ ○ ○ ○ ○

アドレス操作 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1バイト 2進および
COMP-X項目

○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点項目 ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告書作成機能 ○ × × ○ × ×

ISAMによる索引編
成ファイル機能の拡
張（合成キー，逆順
読み）

○ ○ ○ ○ ○ ○ キーとして用途
が NATIONAL
の項目を指定し
た場合，意図し
ない行に位置づ
けられることが
ある。

HiRDBによる索引
編成ファイル

○ ○※ 2 ○※ 2 － － － キーとして用途
が NATIONAL
の項目を指定し
た場合，意図し
ない行に位置づ
けられることが
ある。

CSV編成ファイル ○ △※ 2 △※ 2 ○ △※ 2 △※ 2

ラージファイル入出
力

○ ○ ○ ○ ○ ○

ファイル入出力拡張
機能

○ ○ ○ ○ ○ ○

種
類

機能名 Unicode対応状況 備考

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONAL

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONALASCII

範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1

ASCII
範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1
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画面節（WINDOW 
SECTION）による
画面操作

○ × × － － － 定数に多バイト
文字を指定でき
ない句または文
がある。詳細に
ついては，
「26.5.2　入出力
機能」の「（5）
画面入出力機能
（HP-UX(IPF)，
AIX(32)，
AIX(64)で有
効）」，または
「26.7　Unicode
機能での制限事
項」を参照のこ
と。

通信節による画面操
作

○※ 5 × × － － －

COPY文の接頭辞
／接尾辞

○ ○ ○ ○ ○ ○

プリンタ
へのアク
セス

XMAP
3によ
る印刷

○※ 5 × × － － －

ファイルのディスク
書き込み保証

○ ○ ○ ○ ○ ○

データコミュニケー
ション機能

○ ○ ○ ○ ○ ○

XDMに
よるデー
タベース
シミュ
レーショ
ン機能

構造型
データ
ベース
（XDM/
SD）

○ ○ ○ ○ ○ ○

種
類

機能名 Unicode対応状況 備考

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONAL

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONALASCII

範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1

ASCII
範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1
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リレー
ショナ
ルデー
タベー
ス
（XDM/
RD）

○ ○ ○ ○ ○ ○

マルチスレッド環境
での実行

○ ○ ○ ○ ○ ○

EUCコード × × × × × ×

サービス
ルーチン

基本機
能サー
ビス
ルーチ
ン

○ △ ○ ○ △ ○ 引数を画面に出
力するサービス
ルーチンには対
応しない。

CGIプ
ログラ
ム作成
支援機
能

× × × － － －

COBO
L入出
力ルー
チン

○ ○ ○ ○ ○ ○

バイト
スト
リーム
入出力

○※ 5 ○※ 5 × ○ ○ × ファイル名に多
バイト文字を指
定した場合，動
作は保証しない。

数字項目のけた拡張
機能

－ － － ○※ 7 ○※ 7 ○※ 7

連
携
機
能

XML連携機能 ○※ 5 ○※ 5 ○※ 5 － － －

Cosminexus連携機
能

○※ 6 ○※ 6 ○※ 6 ○ ○ ○

種
類

機能名 Unicode対応状況 備考

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONAL

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONALASCII

範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1

ASCII
範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1
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（凡例）
○：制限なく使用できる
△：制限付きで使用できる
×：未対応
－：該当しない

注※ 1
USAGE DISPLAY項目の ASCII範囲内は 1バイト文字，ASCII範囲外は 2バイト以上の文字
を指します。

注※ 2
ファイル名の定数指定で多バイト文字を指定した場合，コンパイルエラーとなります。

注※ 3
プログラム名などの外部シンボルとなる名称に多バイト文字を含む場合，コンパイルエラーと
なります。詳細は，「26.7.2　コンパイル時の制限事項」を参照してください。

注※ 4
CALL文の定数（プログラム名）または INVOKE文の定数（メソッド名）に多バイト文字を指
定した場合，コンパイルエラーとなります。

注※ 5
AIX(64)は未対応です。

テ
ス
ト
デ
バ
ッ
ガ

実行時デバッグ機能 ○ △ △ ○ △ △ 異常終了時要約
リスト，データ
領域ダンプリス
トはシフト JIS
で出力されるが，
リスト中に含ま
れる Unicode文
字は変換されな
い。

テストデ
バッグ機
能

バッチ
モード

○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ライン
モード

○ ○ ○ ○ ○ ○

カバレー
ジ機能

バッチ
モード

○ ○ ○ ○ ○ ○

種
類

機能名 Unicode対応状況 備考

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONAL

用途 DISPLAY 用途
NATI
ONALASCII

範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1

ASCII
範囲
内※ 1

ASCII
範囲
外※ 1
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注※ 6
HP-UX(IPF)，AIX(64)は未対応です。

注※ 7
Linux(x86)は未対応です。

26.5.1　基本機能
ここでは，転記，文字列操作文などの基本機能での規則について説明します。

（1） 文字の長さ

UTF-8はシフト JISと比較して文字の長さ（バイト数）が異なります。そのため，表示
または印刷上の長さ（文字数）と実際にデータとして格納するときの長さ（バイト数）
が異なります。用途が DISPLAYの項目は 1バイトを 1文字として扱っているため，こ
れらの相違を考慮して確保してください。各文字コードの文字の長さを次に示します。

表 26-8　各文字コードの文字の長さ（バイト数）

半角かたかなの文字コードの例を次に示します。

（例）
UTF-8の場合，半角かたかなは 3バイトで表現するため，TEST-DATA1は英数字
で 9けた必要となります。

全角文字の文字コードの例を次に示します。

（例）
UTF-16の場合，全角文字は 2バイトで表現するため，TEST-DATA2は 2けた必要
となります。UTF-8の場合，全角文字は 3バイトで表現するため，TEST-DATA3
は 6けた必要となります。

文字コード 半角英数字 半角かたかな 全角（日本語）

シフト JIS 1 1 2

UTF-8 1 3 3
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（2） 空白文字，表意定数 SPACE，および転記の空白詰めの文字コード

空白文字，表意定数 SPACE，および転記の空白詰めの文字コードについて，次に示しま
す。

• 用途が DISPLAYの場合，UTF-8の半角空白（X'20'）を設定します。
• 用途が NATIONALの場合，バイトオーダによって次の文字コードを設定します。
• バイトオーダがリトルエンディアンの場合，全角空白（X'0030'）とします。
• バイトオーダがビッグエンディアンの場合，全角空白（X'3000'）とします。

（3） 表意定数 ZEROの文字コード

表意定数 ZEROの文字コードについて，次に示します。

• 用途が DISPLAYの場合，UTF-8の半角ゼロ（X'30'）を設定します。
• 用途が NATIONALの場合，バイトオーダによって次の文字コードを設定します。
• バイトオーダが UTF-16LEの場合，全角ゼロ（X'10FF'）とします。
• バイトオーダが UTF-16BEの場合，全角ゼロ（X'FF10'）とします。

（4） 文字コードを変換するプログラム例

Unicode機能を使用するプログラム実行時には，用途が DISPLAY／NATIONALの項
目に格納される文字データはすべて UTF-8／ UTF-16として処理します。たとえば，
ファイルから読み込んだレコード項目にシフト JISの文字データが格納されることで，
用途が DISPLAY／ NATIONALの項目に UTF-8／UTF-16以外の文字データが格納さ
れる場合は，コード変換ライブラリを使用して入力データを UTF-8／ UTF-16へ変換す
る必要があります。

コード変換ライブラリを使用してシフト JISの文字データを UTF-8へ変換するコーディ
ング例を次に示します。

コンパイル例
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HP-UX(IPF)の場合
ccbl2002 -UniObjGen sample1.cbl  -L /opt/hcodecnv32/lib 
-lhcodecnv

AIX(32)の場合
ccbl2002 -UniObjGen sample1.cbl  -L /opt/hcodecnv/lib -lhcodecnv 
-brtl

AIX(64)の場合
ccbl2002 -UniObjGen sample1.cbl  -L /opt/hcodecnv64/lib 
-lhcodecnv64 -brtl

Linux(x86)の場合
ccbl2002 -UniObjGen sample1.cbl  -L /opt/hcodecnv/lib -lhcodecnv

Linux(x64)の場合
ccbl2002 -UniObjGen sample1.cbl  -L /opt/hcodecnv64/lib 
-lhcodecnv64

プログラム例
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
      *>コード変換ライブラリ提供の登録集原文の取り込み
       COPY 'codeconv.cbl'.
       01 CONV-TABLE-P   ADDRESS.
       01 DEFAULT-CODE1  PIC X(1).
       01 DEFAULT-CODE2  PIC X(1).
       01 TABLE-FULLPATH ADDRESS VALUE NULL.
       01 MAPPING-FULLPATH ADDRESS VALUE NULL.
       01 RETCODE        PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 SYSTEM-ERRCODE PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 INLEN          PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 INBUF          PIC X(100).
       01 OUTLEN         PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 OUTBUF         PIC X(300).
       PROCEDURE DIVISION.
           CALL 'CodeConvOpen' USING
               BY VALUE     CCF-SJIS-UTF
                            0
               BY REFERENCE DEFAULT-CODE1
                            DEFAULT-CODE2
               BY VALUE     TABLE-FULLPATH
                            MAPPING-FULLPATH
               BY REFERENCE RETCODE
                            SYSTEM-ERRCODE
               RETURNING CONV-TABLE-P.
           IF CONV-TABLE-P NOT = NULL THEN
               COMPUTE CCT-CODECONVTABLEA = CONV-TABLE-P
                         ：
               （INBUFにシフトJISデータを格納）
                         ：
               MOVE 100 TO INLEN
               MOVE 300 TO OUTLEN
               CALL 'CodeConvString' USING
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                   BY REFERENCE CCT-CODECONVTABLE
                                INLEN
                                INBUF
                                OUTLEN
                                OUTBUF
           ELSE      *>エラー時の処理
                    ：
           END-IF.
           CALL 'CodeConvClose' USING
               BY REFERENCE CCT-CODECONVTABLE
                            SYSTEM-ERRCODE.
           DISPLAY 'INBUF=' INBUF.
           DISPLAY 'OUTBUF=' OUTBUF.
           EXIT PROGRAM.

（5） 用途 DISPLAYと用途 NATIONALとの間の変換

用途が DISPLAYの項目と，用途が NATIONALの項目との間で変換（転記）する場合，
コード変換ライブラリを使用して UTF-8と UTF-16を相互に変換する必要があります。

（6） 入出力データの変換

CSV編成ファイルを除き，入出力データは無変換とします。入出力データとは，次の機
能使用時に入出力されるデータのことです。

• ファイル入出力
• 少量入出力（DISPLAY文，ACCEPT文）
• 画面機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)で有効）
• サービスルーチン

（7） シフト JIS範囲外の文字

シフト JIS範囲外の文字については，16進英数字定数または 16進日本語文字定数を使
用し，UTF-8または UTF-16のコード値を直接指定してください。このとき，16進日本
語文字定数は，常に UTF-16BEで指定してください。COBOL2002コンパイラは，
-UniEndianオプションの指定に従い，16進日本語文字定数の文字コードを変換します。

（8） データの比較

データの比較は，文字コードによるバイナリ比較となります。そのため，用途が
NATIONALの項目または日本語文字定数の大小比較はバイトオーダによって結果が異な
ります。

26.5.2　入出力機能
Unicode機能では，順編成ファイル，相対編成ファイル，および索引編成ファイルにつ
いては，文字コードを意識することなく，入出力できます。しかし，テキスト編成ファ
イルおよび CSV編成ファイルは，ほかのアプリケーションで参照可能とするため，文字
コードを UTF-8に統一します。
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（1） テキスト編成ファイル

テキスト編成ファイルでは，UTF-8で作成されたファイルの入出力ができます。この機
能の規則を次に示します。

• 使用するテキスト編成ファイルはUTF-8で作成してください。また，テキスト編成
ファイルに関連づけられたレコード記述項は，用途を DISPLAYに統一してください。
用途を DISPLAYに統一していない場合は，コンパイルエラーとなります。

• 新規ファイルを作成時，該当するファイルにUnicodeシグニチャとして
（X'EFBBBF'）の 3バイトを付加します。
• Unicodeシグニチャを含むテキスト編成ファイルを入力する場合，Unicodeシグニ
チャは自動的に読み飛ばします。そのため，ユーザがUnicodeシグニチャを意識する
必要はありません。

（2） CSV編成ファイル

CSV編成ファイルでは UTF-8で作成されたファイルの入出力ができます。この機能の
規則を次に示します。

（a）CSV編成ファイルの入出力

CSV編成ファイルを入力する場合，対象ファイルは UTF-8で作成してください。対象
ファイルのレコード記述項に用途がNATIONALの項目が定義されている場合，入出力
時に UTF-8／ UTF-16の相互変換をします。そのため，CSV編成ファイルに UTF-8以
外の文字コードが含まれる場合，動作は保証しません。CSV編成ファイルの入出力につ
いて次に示します。

• 入力したデータに対応する項目の用途がNATIONALの場合，実行時環境変数
CBLUNIENDIANの指定に従い，UTF-8から UTF-16に自動変換し，データ項目に
格納します。

• 出力するレコード領域に用途がNATIONALの項目を含む場合，該当する項目の文字
コードをUTF-16から UTF-8に自動変換することで，CSV編成ファイルの文字コー
ドをUTF-8に統一します。

CSV編成ファイルでは，用途が NATIONALの項目の文字コードを UTF-16から UTF-8
に変換することで，プログラム上のサイズと実際のレコードサイズが異なります。

（例 1）
       IDENTIFICATION DIVISION.
             ：
       DATA DIVISION.
       FILE SECTION.
       FD FILE01.
       01 REC01 PIC X(5) USAGE DISPLAY.
       PROCEDURE DIVISION.
             ：
           MOVE 'ABCDE' TO REC01.
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           WRITE REC01.

この場合，データ項目「REC01」は用途が DISPLAYなので，文字コードは UTF-8
であり，実際に REC01に格納されたデータとファイルに書き出されたデータサイズ
は等しくなります。

（例 2）
       IDENTIFICATION DIVISION.
             ：
       DATA DIVISION.
       FILE SECTION.
       FD FILE02.
       01 REC02 PIC N(5) USAGE NATIONAL.
       PROCEDURE DIVISION.
             ：
           MOVE NC'あいうえお' TO REC02.
           WRITE REC02.

この場合，データ項目「REC02」は用途が NATIONALであり，文字コードは
UTF-16なので，ファイルへ書き出すときに UTF-8に自動変換します。UTF-16（2
バイトの固定）から UTF-8（可変。日本語は 3バイト）に変換することで，データ
サイズは大きくなります。

（例 3）
       IDENTIFICATION DIVISION.
             ：
       DATA DIVISION.
       FILE SECTION.
       FD FILE02.
       01 REC02 PIC N(5) USAGE NATIONAL.
       PROCEDURE DIVISION.
             ：
           READ  FILE02.

例 2で出力したデータを入力するとき，入力データはUTF-8で 15バイトですが，
入力時に UTF-16に変換することで 10バイトとなり，データサイズは小さくなりま
す。

（b）Unicodeシグニチャ

CSV編成ファイルは，Unicodeシグニチャを含まないでください。CSV編成ファイルに
Unicodeシグニチャが含まれる場合，データとして扱います。

（3） 順編成ファイル，相対編成ファイル，および索引編成ファイルを使用し
た入出力

順編成ファイル，相対編成ファイル，および索引編成ファイルを使用した入出力では，
用途が NATIONALの項目について UTF-16から UTF-8への自動変換はしません。この
機能の規則を次に示します。

• 順編成ファイル，索引編成ファイル，および相対編成ファイルの入力時，ファイル中
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の用途がNATIONALの項目に対応する UTF-16データと，実行時環境変数
CBLUNIENDIANのバイトオーダを一致させてください。

（4） ACCEPT／ DISPLAY文による入出力

（a）ACCEPT文による入力

ACCEPT文で外部から入力したデータは，文字コードを変換しません。HP-UX(IPF)，
AIX(32)，AIX(64)の場合，外部から入力することで，用途が DISPLAY／ NATIONAL
の項目に UTF-8／ UTF-16以外の文字データが格納されるときは，コード変換ライブラ
リを使用して入力データをUTF-8／ UTF-16へ変換してください。なお，Linux(x86)，
Linux(x64)の場合，ACCEPT文で外部から入力したデータを用途が NATIONALの項目
に格納できません。格納する場合の動作は保証しません。

（b）DISPLAY文による出力

DISPLAY文で用途が DISPLAY／ NATIONALの項目の内容を画面上に出力するとき，
文字コードは変換しません。出力する内容がUnicodeの場合，文字情報を正しく出力す
るためにはコード変換ライブラリを使用し文字コードを変換してください。

ただし，Linux(x86)，Linux(x64)の場合，UTF-8ロケールでの動作となるため，出力す
る内容が UTF-8のときは文字コードの変換は必要ありません。

（c）注意事項

DISPLAY文でファイルに出力する場合，指定した項目の用途にかかわらず，改行コード
は X'0A'となります。

（5） 画面入出力機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)で有効）

日本語，半角かたかななど，Unicodeの多バイト文字を COBOLプログラムから直接画
面表示はできません。

（6） プリンタへのアクセス（HP-UX(IPF)，AIX(32)で有効）

日本語，半角かたかななど，Unicodeの多バイト文字を COBOLプログラムから直接印
刷はできません。

26.5.3　CBLNCNVサービスルーチン
CBLNCNVサービスルーチンを呼び出すと，UTF-8で記述された半角文字から UTF-16
で記述された全角文字への変換ができます。CBLNCNVサービスルーチンについては，
「28.6.1　CBLNCNV」を参照してください。

（1） CBLNCNVサービスルーチンでの文字変換

CBLNCNVサービスルーチンでの文字変換は，次の順序でします。
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1. UTF-8のコード範囲の半角文字を UTF-8の全角文字コードに変換します。
2. 変換した UTF-8の全角文字コードを，実行時環境変数 CBLUNIENDIANの指定に
従い UTF-16LEまたはUTF-16BEに変換します。

（2） CBLNCNVサービスルーチンの戻り値

Unicode機能での CBLNCNVサービスルーチンの戻り値について次に示します。

• コード変換ライブラリが正しくインストールされていない場合，戻り値として -2を返
します。

• コード変換ライブラリがエラーを返し，コード変換に失敗した場合，戻り値として -3
を返します。主なエラーの要因を次に示します。
• 送り出し側作用対象の項目に，UTF-16に変換できない文字が含まれている。
• 送り出し側作用対象の項目が，日本語文字や半角かたかななどの多バイト文字の途
中で切れている。

その他のエラーの要因については，マニュアル「日立コード変換ユーザーズガイド」
の CodeConvString関数の説明を参照してください。
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26.6　入出力情報と取り扱う文字コード
Unicode機能を使用している場合，入出力時にデータを Unicode（UTF-8と UTF-16の
混在）として扱わないで，固定の文字コードとして取り扱う情報があります。

入出力情報と取り扱う文字コードの関係を次の表に示します。なお，次の表に記載して
いない入出力情報は，Unicodeとして取り扱います。

表 26-9　入出力情報と取り扱う文字コードの関係

分類 入力／出力 入出力情報 取り扱う文字コード

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)

翻訳時 入力 COBOLソースプログラム
（登録集原文を含む）

シフト JIS シフト JIS

外部で設定された環境変数の
設定値

シフト JIS UTF-8※ 1

コマンドラインの引数 シフト JIS UTF-8※ 1

出力 コンパイラメッセージ シフト JIS UTF-8

コンパイルリストファイル シフト JIS シフト JIS

TDコマンド格納ファイル シフト JIS シフト JIS

実行時 入力 外部で設定された環境変数の
設定値

シフト JIS UTF-8※ 1

コマンドラインの引数 シフト JIS UTF-8※ 1

ACCEPT文で入力したデー
タ

シフト JIS UTF-8

出力 実行時メッセージ シフト JIS UTF-8※ 3

異常終了時要約情報リスト シフト JIS UTF-8

データ領域ダンプリスト シフト JIS UTF-8※ 3

入出力サービスルーチンデ
バッグリスト

シフト JIS UTF-8

リポジトリ
管理ツール

出力 エラーメッセージ シフト JIS シフト JIS※ 2

リポジトリファイル情報リス
ト

シフト JIS シフト JIS※ 2
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注※ 1
Unicodeで多バイトとなる文字は使用できません。使用した場合，動作は保証しません。

注※ 2
エラーメッセージおよびリポジトリファイル情報リストは英文（ASCII範囲）で出力されます。

注※ 3
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，EXTERNAL句を指定したデータ名およびファイル名に
Unicodeで多バイトとなる文字は使用できません。使用した場合の動作は保証しません。

テストデ
バッガ

入力 TDコマンド格納ファイル シフト JIS シフト JIS

外部で設定された環境変数の
設定値

シフト JIS UTF-8※ 1

コマンドラインの引数 シフト JIS UTF-8※ 1

出力 モニタ表示出力ファイル（ロ
グ出力ファイル）

シフト JIS UTF-8

結果蓄積ファイル シフト JIS UTF-8

結果出力ファイル シフト JIS UTF-8

エラーメッセージ シフト JIS UTF-8

カバレージ 入力 外部で設定された環境変数の
設定値

シフト JIS UTF-8※ 1

コマンドラインの引数 シフト JIS UTF-8※ 1

出力 カウント情報リストファイル シフト JIS UTF-8

カバレージ情報リストファイ
ル

シフト JIS UTF-8

実行結果出力ファイル シフト JIS UTF-8

エラーメッセージ シフト JIS UTF-8

分類 入力／出力 入出力情報 取り扱う文字コード

HP-UX(IPF)
AIX(32)
AIX(64)

Linux(x86)
Linux(x64)
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26.7　Unicode機能での制限事項

ここでは，Unicode機能での制限事項を説明します。

26.7.1　Unicodeに対応していない機能
Unicodeに対応していない機能を次に示します。

（1） Unicodeを使用した場合，動作を保証しない機能
• CGIプログラム作成支援機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)で有効）

（2） コンパイルエラーとなる機能（Linux(x86)，Linux(x64)の場合）
• HiRDBによる索引編成ファイル

26.7.2　コンパイル時の制限事項
• 日本語，半角かたかななど，Unicodeで多バイト文字となる文字を含む語，英数字定
数または日本語文字定数を，次の個所に指定した場合，コンパイルエラーとなります。

表 26-10　UTF-8の多バイト文字および UTF-16の文字が指定できない個所

分類 翻訳時にエラーとなる個所

翻訳グループの構造 • END PROGRAMの定数 1および END METHODの定数 1

見出し部 • プログラム名段落のプログラム名 1／定数 2
• メソッド名段落のメソッド名 1／定数 2
• 関数名段落の利用者定義関数名 1※ 3

• クラス名段落のクラス名 1，およびインタフェース名段落の
インタフェース名 1※ 3

環境部 • ALPHABET句の定数指定の定数 1／ 2／ 3
• ASSIGN句の定数 1
• CLASS句の定数 5／ 6
• CURRENCY SIGN句の定数 7
• リポジトリ段落のクラス指定子，インタフェース指定子，関
数指定子，およびプロパティ指定子※ 3

• 特殊名段落の定数 10※ 5

データ部 • CODE句の定数 1
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注※ 1
画面への出力，環境変数へのアクセス，コマンドラインへのアクセス

注※ 2
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，DISPLAY文の定数 1および STOP文の定数 2に，Unicode
で多バイトとなる文字を含む英数字定数を指定できます。

注※ 3
Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

注※ 4
HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)で有効です。

注※ 5
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに YESを指定する
と，-UniObjGenオプションと -CompatiV3オプションを同時に指定できます。そのため，特
殊名段落の定数 10が使用できるようになりますが，Unicodeで多バイトとなる文字を指定した
場合，コンパイルエラーとなります。

• 16進英数字定数または 16進日本語文字定数と，文字定数が混在した連結式を指定し
た場合，コンパイルエラーとなります。

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，次のファイル名を指定する個所に，Unicodeで多バ
イトとなる文字を指定した場合，コンパイルエラーとなります。
• COPY文の定数 1
• INCLUDE文の原文名（定数で指定した場合）

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コマンドライン引数および環境変数の設定値に，
Unicodeで多バイトとなる文字を使用した場合，動作は保証しません。

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，次に示す項目に Unicodeで多バイトとなる文字は
使用できません。使用した場合の動作は保証しません。
• EXTERNAL句を指定したデータ名およびファイル名
• SELECT句に指定したファイル名 1

手続き部 • CALL文の定数 1
• CANCEL文の定数 1
• ENTRY文の定数
• DISPLAY文の定数 1／ 2／ 3※ 1※ 2

• INVOKE文の定数 1
• STOP文の定数 2※ 2

組み込み関数 • ADDR関数の引数 1

画面機能（SCREEN／WINDOW 
SECTION）※ 4

• DISPLAY文の定数 1（SCREEN SECTION）
• PICTURE句 FROM指定の定数 1（SCREEN SECTION）
• PROMPT句の定数 1（SCREEN SECTION）
• VALUE句の定数 1（SCREEN SECTION）
• RESET句の定数 1（WINDOW SECTION）
• VALUE句の定数 1（WINDOW SECTION）

分類 翻訳時にエラーとなる個所
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26.7.3　実行時の制限事項
実行時の制限事項について，次に示します。

• 使用できる文字コードはUCS-2の範囲です。UCS-2範囲外のUnicode文字を使用し
た場合，動作は保証しません。

• HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)の場合，日本語，半角かたかななど，Unicodeで多
バイト文字となる文字を，次のサービスルーチンに指定した場合，動作は保証しませ
ん。
• JCPOPUPサービスルーチン
• CBLHTMLBEGINサービスルーチン
• CBLDISPLAYTEXTサービスルーチン
• CBLCONVERTTEXTサービスルーチン
• CBLADDPAIRサービスルーチン
• CBLSENDERRORサービスルーチン
• CBLMESSAGEサービスルーチン
• CBLPUTサービスルーチン
• CBLSETTITLEサービスルーチン
• CBLINPUTDLGサービスルーチン

• 次に示す例外に関する組み込み関数の関数値の文字コードはシフト JISです。関数値
をUnicodeのデータで使用する場合，コード変換ライブラリを使用して，文字コード
を統一してください。
• EXCEPTION-FILE
• EXCEPTION-LOCATION
• EXCEPTION-STATEMENT
• EXCEPTION-STATUS

• 用途がNATIONALの項目を従属として含む集団項目と，用途が DISPLAYの項目間
の転記処理した場合，転記結果は保証しません。

• 転記や文字列操作機能（部分参照や STRING文などの文字列操作文）では，用途が
DISPLAYの項目に格納された文字は，1文字 1バイトとして処理し，用途が
NATIONALの項目に格納された文字は，1文字 2バイトとして処理します。文字列
操作文が，用途が DISPLAYの項目に対して作用する場合，定数または一意名の値に
多バイト文字を含まないでください。

• 日本語，半角かたかななど，Unicodeの多バイト文字を含むソースファイル名，およ
びパス名は使用できません。

• シフト JISなど Unicode以外のデータを入力し，Unicodeに変換しないで処理を続行
した場合，動作は保証しません。

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，実行時環境変数 CBLD_ファイル名のファイル名
（SELECT句に指定したファイル名 1）に，Unicodeで多バイトとなる文字は指定で
きません。指定した場合，この環境変数は無視されます。

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，次に示す項目にUnicodeで多バイトとなる文字は
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使用できません。使用した場合の動作は保証しません。
• EXTERNAL句を指定したデータ名およびファイル名
• 外部で設定された環境変数の設定値
• コマンドラインの引数

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，ACCEPT文で外部から入力したデータを用途が
NATIONALの項目に格納できません。格納する場合の動作は保証しません。
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27　数字項目のけた拡張機能
（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)
で有効）
数字項目のけた拡張機能は，数字項目や数字定数で扱えるけた
数の上限を 18けたから 38けたに拡張し，算術演算，転記，
および比較条件で使用できるようにします。この章では，数字
項目のけた拡張機能について説明します。

27.1　数字項目のけた拡張機能の概要

27.2　数字項目のけた拡張機能の詳細

27.3　数字項目のけた拡張機能での演算の中間結果

27.4　数字項目のけた拡張機能に対応する機能一覧

27.5　数字項目のけた拡張機能の注意事項
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27.1　数字項目のけた拡張機能の概要
ここでは，数字項目のけた拡張機能の概要について説明します。

27.1.1　概要
数字項目のけた拡張機能とは，数字項目（外部 10進項目，内部 10進項目）および数字
定数で扱えるけた数の上限を 18けたから 38けたに拡張するものです。これによって，
38けたに拡張した数字項目や数字定数を，算術演算，転記，および比較条件で使用でき
ます。なお，算術演算での中間結果を保持する領域は，30けたの固定小数点形式から 40
けたの 10進浮動小数点形式となります。

数字項目のけた拡張機能で 38けたの数字項目を定義したコーディング例を次に示しま
す。

図 27-1　38けたの数字項目を定義したコーディング例

数字項目のけた拡張機能を使用する場合の注意事項を次に示します。

• 数字項目のけた数は，従来の 18けたより大きなけた数が扱えますが，けた数が増え
ると実行時間も大きく増えるおそれがあります。

• 数字項目のけた拡張機能を使用した場合，中間結果で保持するけた数が，数字項目の
けた拡張機能を使用しない場合より大きい 40けたとなるため，従来の 18けた以下の
演算であっても演算結果が異なる場合があります。

• 次の場合は，数字項目のけた拡張機能と同時に使用できません。
• MEDIAN関数の引数に，算術式または一部の組み込み関数を指定したとき。
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MEDIAN関数の引数に指定できない組み込み関数については，マニュアル
「COBOL2002　言語　拡張仕様編　21.10.1 引数（数字項目のけた拡張機能）」を参
照してください。

• TURN指令に EC-SIZEを指定したとき。

27.1.2　数字項目のけた拡張機能で必要なコンパイラオプ
ション

数字項目のけた拡張機能を使用する場合は，コンパイル時に -MaxDigits38オプションと
-IntResult,DecFloat40オプションを同時に指定してください。-MaxDigits38オプショ
ンと -IntResult,DecFloat40オプションを同時に指定していない場合は，コンパイルエ
ラーとなります。

-MaxDigits38オプションの詳細については，「31.5.14　その他の設定」の「（21）
-MaxDigits38オプション（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。

-IntResult,DecFloat40オプションの詳細については，「31.5.14　その他の設定」の
「（22）-IntResult,DecFloat40オプション（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）」を参
照してください。
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27.2　数字項目のけた拡張機能の詳細
数字項目のけた拡張機能に対応している数字項目および数字定数は，最大けた数を 18け
たから 38けたに拡張できます。数字項目のけた拡張機能の詳細について説明します。

27.2.1　数字項目のけた拡張機能で対象となるデータ項目
数字項目のけた拡張機能の対象となるデータ項目の指定方法および表現形式を次の表に
示します。

表 27-1　数字項目のけた拡張機能に対応したデータ項目の指定方法および表現形式

（凡例）
○：指定できる
×：指定できない

注※
内部浮動小数点形式または外部浮動小数点形式の詳細については，マニュアル「COBOL2002
　言語　拡張仕様編　6. 浮動小数点形式データを扱う機能」を参照してください。

項目 PICTURE句
の指定

USAGE句の指定 表現形式 数字項
目のけ
た拡張
機能へ
の対応

数字項目 数字 DISPLAY 外部 10進形式 ○

PACKED-DECIMAL
または
COMPUTATIONAL-3

内部 10進形式 ○

BINARY
または
COMPUTATIONAL
COMPUTATIONAL-4
COMPUTATIONAL-5

2進形式 ×

'9'，'X'，'A'
だけ

COMPUTATIONAL-X 2進形式 ×

外部浮動小
数点の数字
※

DISPLAY 外部浮動小数点形式 ×

PICTURE
句の指定な
し

COMPUTATIONAL-1※ 内部浮動小数点形式（4バイ
ト）

×

COMPUTATIONAL-2※ 内部浮動小数点形式（8バイ
ト）

×

数字編集項
目

数字編集 DISPLAY 1バイトで 1文字を表現する ×



27.　数字項目のけた拡張機能（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）

617

27.2.2　数字項目のけた拡張機能で対象となる定数
数字項目のけた拡張機能の対象となる定数について次の表に示します。

表 27-2　数字項目のけた拡張機能に対応した定数

（凡例）
○：指定できる
×：指定できない

27.2.3　数字項目のけた拡張機能での有効けた数
算術文に対して，数字項目（外部 10進項目，内部 10進項目）を算術文の作用対象に指
定したときの有効けた数に関する共通事項を次に示します。

• 作用対象のデータ記述が同一である必要はありません。
計算の過程で，すべての必要な変数と小数点の位置が合わせられます。

• 作用対象の最大けた数は 38けたです。
また，作用対象の合成※の最大けた数も 38けたです。

注※
作用対象の合成とは，指定された各作用対象を小数点で位置合わせし，重ね合わ
せてできる仮想のデータ項目です。

字類と項類 定数 数字項目のけた拡張機能への対応

数字 数字定数 固定小数点数字定数 ○

浮動小数点数字定数 ×

16進数字定数 ×
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27.3　数字項目のけた拡張機能での演算の中間
結果

ここでは，数字項目のけた拡張機能での演算の中間結果について説明します。

27.3.1　演算の中間結果
数字項目のけた拡張機能での中間結果には，次の規則があります。

• 中間結果の表現形式は，40けた 10進浮動小数点形式です。中間結果の値は作用対象
のけた数にかかわらず，演算の結果の値によって，上位けたから有効な 40けたを格
納します。10進浮動小数点形式の詳細については，「27.3.2　10進浮動小数点形式に
ついて」を参照してください。

• 中間結果の 40けたに入りきれない値は，下位のけたが切り捨てられます。

数字項目のけた拡張機能での演算の中間結果についての注意事項
• 次のどれかに該当する演算の場合，内部浮動小数点演算となるため，中間結果に

40けた 10進浮動小数点形式は適用されません。
・被べき数（底）またはべき数（指数）が浮動小数点項目または浮動小数点定数の
べき乗演算
・べき数（指数）が算術式のべき乗演算
・べき数（指数）が整数でないべき乗演算
・関数値のデータ属性が内部浮動小数点形式の組み込み関数
・浮動小数点項目および浮動小数点定数に対するマイナス（-）単項演算子
・浮動小数点項目および浮動小数点定数同士の演算

27.3.2　10進浮動小数点形式について
数字項目のけた拡張機能での中間結果の表現形式は，40けた 10進浮動小数点形式です。

40けた 10進浮動小数点形式は，符号，仮数部（40けた）および指数部（4けた）で構
成し，図 27-2に示す範囲の数値を格納します。格納できる値の範囲を超えた場合は，
オーバーフロー（指数部が +9999より大きくなった状態）またはアンダーフロー（指数
部が -9999より小さくなった状態）となります。オーバーフローまたはアンダーフロー
となった場合の結果は保証しません。

図 27-2　40けた 10進浮動小数点の領域の範囲
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中間結果は，演算の結果の値によって有効な 40けたのけた数（精度）を保持します。図
27-3および図 27-4に，数字項目の加算を行う場合の例を示します。

図 27-3　数字項目の加算を行う場合の中間結果（例 1）
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図 27-4　数字項目の加算を行う場合の中間結果（例 2）
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27.4　数字項目のけた拡張機能に対応する機能
一覧

ここでは，数字項目のけた拡張機能に対応する機能について説明します。

27.4.1　数字項目のけた拡張機能で対象となる機能
数字項目のけた拡張機能に対応する機能を次に示します。

表 27-3　数字項目のけた拡張機能に対応する機能

種類 機能名 数字項目の
けた拡張機
能への対応

規格 基本機能 ○※ 1

順編成ファイル ○※ 1

相対編成ファイル ○※ 1

索引編成ファイル ×

整列併合 ×

プログラム間連絡 ○

組み込み関数 ×

オブジェクト指向 ×

共通例外処理 ○※ 2

再帰呼び出し ○

利用者定義関数 ×

局所場所節（LOCAL-STORAGE SECTION） ○

原始文操作 ○

自由形式正書法 ○

TYPEDEF句と SAME AS句 ○

翻訳指令 ○

区分化 ○

X/Open テキスト編成ファイル ○

ファイル共用（ファイルシェア） 順編成ファイル ○

相対編成ファイル ○

ISAMによる索引編成ファイル ×

テキスト編成ファイル ○

CSV編成ファイル ×

HiRDBによる索引編成ファイル ×
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コマンド行および環境変数へのアクセス ×

画面節（SCREEN SECTION）による画面操作※ 3 ×

C言語インタフェース ×

インタナショナリゼーション ×

拡張機能 日本語 ×

ブール演算 ×

アドレス操作 ×

1バイト 2進および COMP-X項目 ×

浮動小数点項目 ×

報告書作成機能 ×

ISAMによる索引編成ファイル機能の拡張（合成キー，逆順読み） ×

CSV編成ファイル ×

HiRDBによる索引編成ファイル ×

ラージファイル入出力 順編成ファイル ○

相対編成ファイル ○

テキスト編成ファイル ○

CSV編成ファイル ×

HiRDBによる索引編成ファイル ×

COBOL入出力サービスルーチン ×

バイトストリーム入出力サービスルーチン※ 3 ×

ファイル入出力拡張機能 ○

画面節（WINDOW SECTION）による画面操作※ 3 ×

COPY文の接頭辞／接尾辞 ○

ファイルのディスク書き込み保証 順編成ファイル ○

相対編成ファイル ○

ISAMによる索引編成ファイル ×

テキスト編成ファイル ○

CSV編成ファイル ×

HiRDBによる索引編成ファイル ×

データコミュニケーション機能※ 4 ×

XDMによるデータベースシュミレーション機能 ×

マルチスレッド環境 ○

種類 機能名 数字項目の
けた拡張機
能への対応



27.　数字項目のけた拡張機能（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）

623

（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

注※ 1
19～ 38けたの数字項目および数字定数を指定できない個所や文については，マニュアル
「COBOL2002　言語　拡張仕様編　21. 数字項目のけた拡張機能」を参照してください。

注※ 2
-MaxDigits38オプションを指定した場合，次の例外名は指定できません。
EC-SIZE，EC-SIZE-EXPONENTIATION，EC-SIZE-OVERFLOW，
EC-SIZE-TRUNCATION，EC-SIZE-UNDERFLOW，EC-SIZE-ZERO-DIVIDE

注※ 3
HP-UX(IPF64)で有効です。

注※ 4
Linux(x64)で有効です。

27.4.2　数字項目のけた拡張機能で対象となるソース単位
数字項目のけた拡張機能で対象となるソース単位について，次に示します。

表 27-4　数字項目のけた拡張機能で対象となるソース単位

エンディアン切り替え※ 4 ○

Unicode機能※ 4 ○

デバッグ機
能

実行時デバッグ機能 ○

テストデバッグ機能 ○

カバレージ機能 ○

連携機能 XML連携機能※ 3 ×

Cosminexus連携機能 ×

定義名 数字項目のけた拡張機能への対応

プログラム定義 ○

関数定義 ×

クラス定義 ×

ファクトリ定義 ×

インスタンス定義 ×

メソッド定義 ×

インタフェース定義 ×

種類 機能名 数字項目の
けた拡張機
能への対応
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（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

27.4.3　数字項目のけた拡張機能で対象となる節や文
数字項目のけた拡張機能の対象となる節や文について，次に示します。

（1） 環境部

環境部では，データ名および定数の指定できる個所に 19～ 38けたの数字項目および数
字定数の定義や参照はできません。

（2） データ部

数字項目のけた拡張機能の対象となる節を次に示します。

表 27-5　数字項目のけた拡張機能の対象となる節

（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

注※
HP-UX(IPF64)で有効です。

数字項目のけた拡張機能の対象となるファイルを次に示します。

表 27-6　数字項目のけた拡張機能の対象となるファイル

節名 数字項目のけた拡張機能への対応

ファイル節（FILE SECTION） ○

作業場所節（WORKING-STORAGE SECTION） ○

局所場所節（LOCAL-STORAGE SECTION） ○

連絡節（LINKAGE SECTION） ○

報告書節（REPORT SECTION） ×

画面節（SCREEN SECTION）※ ×

画面節（WINDOW SECTION）※ ×

通信節（COMMUNICATION SECTION） ×

サブスキーマ節（SUBSCHEMA SECTION） ×

ファイル編成 数字項目のけた拡張機能への対応

順編成ファイル ○

相対編成ファイル ○

索引編成ファイル ×
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（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

数字項目のけた拡張機能の対象となるその他のデータ部の句について，次に示します。

表 27-7　数字項目のけた拡張機能の対象となるその他のデータ部の句

（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

（3） 手続き部

数字項目のけた拡張機能の対象となる手続き部見出しおよび手続き文について，次に示
します。各手続き文の対応の詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準
仕様編」およびマニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編」を参照してください。

テキスト編成ファイル ○

CSV編成ファイル ×

整列併合ファイル ×

報告書ファイル ×

HiRDBによる索引編成ファイル ×

データ部の句 数字項目のけた拡
張機能への対応

BLANK WHEN ZERO句 ×

BLOCK CONTAINS句 ×

DATA RECORDS句 ×

EXTERNAL句 ×

LINAGE句 ×

OCCURS句 ×

PICTURE句 記号「P」を含む場合 ×

USAGE句 DISPLAY
COMPUTATIONAL-3
または
COMP-3
PACKED-DECIMAL

○

上記以外 ×

VALUE句（作業場所節，局所場所節，ファイル節，連絡節） ○

ファイル編成 数字項目のけた拡張機能への対応
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表 27-8　数字項目のけた拡張機能の対象となる手続き部見出しおよび手続き文

手続き部見出しおよび手続き文 数字項目のけた拡張機能への対応

手続き部見出しの引数と返却項目 ○

ACCEPT文 ×

ADD文 ○

ALTER文 －

CALL文 △

CANCEL文 －

CLOSE文 －

COMMIT文 －

COMPUTE文 ○

CONTINUE文 －

DELETE文 －

DISABLE文 ×

DISPLAY文 △

DIVIDE文 ○

ENABLE文 ×

ENTER文 －

ENTRY文 ○

ERASE文 ×

EVALUATE文 ○

EXAMINE文 ×

EXIT文 －

GO TO文 ×

GOBACK文 －

IF文 ○

INITIALIZE文 ○

INSPECT文 ×

INVOKE文 ×

MERGE文 ×

MOVE文 ○

MULTIPLY文 ○

OPEN文 －

PERFORM文 △
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（凡例）
○：使用できる
△：一部使用できない構文がある
×：使用できない
－：該当する指定がない

RAISE文 －

READ文 △

RECEIVE文 ×

RELEASE文 ×

REPLY文 ×

RESUME文 －

RETURN文 ×

REWRITE文 ○

ROLLBACK文 －

SEARCH文 △

SEND文 ×

SET文 ×

SORT文 ×

START文 ×

STOP文 ×

STRING文 ×

SUBTRACT文 ○

TRANSCEIVE文 ×

TRANSFORM文 ×

UNLOCK文 －

UNSTRING文 ×

USE文 －

WAIT文 －

WRITE文 △

手続き部見出しおよび手続き文 数字項目のけた拡張機能への対応
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27.5　数字項目のけた拡張機能の注意事項
ここでは，数字項目のけた拡張機能の注意事項について説明します。

（1） 数字項目のけた拡張機能を使用する場合の演算結果

数字項目のけた拡張機能を使用する場合，中間結果で保持するけた数が 40けたとなりま
す。そのため，従来の 1～ 18けたの演算であっても，数字項目のけた拡張機能を使用し
ない場合と演算結果が異なるときがあります。数字項目のけた拡張機能を使用しない場
合の演算結果と合わせるときは，別の数字項目を使用して演算を分けてください。

 
（例）
   01 A  PIC 9(4)  VALUE  0.
   01 B  PIC 9(2)  VALUE 10.
   01 C  PIC 9(1)  VALUE  4.
          ：    
   COMPUTE A = (B / C) * 100.
 

上記の COMPUTE文は，次のような連続した操作に変換します。なお，tempはこのシ
ステムが用意する中間結果項目です。

 
   B / C      → temp
   temp * 100 → A
 

数字項目のけた拡張機能を使用する場合，演算結果は次のようになります。

表 27-9　数字項目のけた拡張機能を使用する場合の演算結果

注※
数字項目のけた拡張機能を使用しないときの中間結果のけた数は，「5.2.4　演算の中間結果」を
参照してください。

数字項目のけた拡張機能を使用する場合の計算結果を，数字項目のけた拡張機能を使用
しないときと同じにするには，次のように除算（B/C）の結果を別の数字項目WK1（数

数字項目
のけた拡
張機能の
使用有無

tempの属性 tempに設定される
（B / C）の値

temp * 100の値 Aに設定される値

使用する 40けた 10進浮動
小数点

2.500・・・・000
（40けたの数値）

250.000・・・・000
（40けたの数値）

250

使用しな
い

次のけた数の数字
項目※

　整数部のけた
数：2
　小数部のけた
数：なし

2 200 200
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字項目のけた拡張機能を使用しない場合の tempの属性と同じけた数で定義）に転記し
たもので演算します。

 
   01 A   PIC 9(4)  VALUE  0.
   01 B   PIC 9(2)  VALUE 10.
   01 C   PIC 9(1)  VALUE  4.
   01 WK1 PIC 9(2)  VALUE  0.
          ：    
   COMPUTE WK1 = B / C.
   COMPUTE A = WK1 * 100.
 

（2） 内部浮動小数点項目から固定小数点形式の数字項目への転記

内部浮動小数点項目から固定小数点形式の数字項目への転記で，固定小数点形式の数字
項目が内部浮動小数点項目の有効けたを超える下位のけたを持つ場合，下位のけたが大
きくなるほど，誤差の影響も大きくなります。

内部浮動小数点数の小数点位置合わせに伴う誤差の影響が，けた数の拡張によって現れ
る例を次に示します。なお，内部浮動小数点数の有効けた数および標準けた寄せ規則に
ついては，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　6. 浮動小数点形式データを
扱う機能」を参照してください。

 
（例）
   01 A  USAGE COMP-2    VALUE 2.0E+0.
   01 B  PIC 9(1)V9(14).
   01 C  PIC 9(1)V9(23).
          ：
   COMPUTE B = A.
   COMPUTE C = A.
          ：
 
 （出力結果）
   B = +200000000000000
   C = +199999999999999983222784
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第 10編　サービスルーチン

28　サービスルーチン
サービスルーチンは，COBOLの言語仕様にない機能を，
CALL文で呼び出すプログラムとして提供しているものです。
この章では，このシステムが提供しているサービスルーチンの
機能と使い方について説明します。

28.1　サービスルーチンの種類と概要

28.2　戻り値の使い方

28.3　サービスルーチン使用時の注意事項

28.4　プログラム実行制御

28.5　ダイアログボックス／ウィンドウ

28.6　変換・転記・演算
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28.1　サービスルーチンの種類と概要

28.1.1　サービスルーチンの一覧
サービスルーチンは，COBOLの言語仕様にない機能を，CALL文で呼び出すプログラ
ムとして提供しているものです。このシステムが提供しているサービスルーチンを次に
示します。

（1） プログラム実行制御

主に COBOLプログラムの開始／終了時に，プログラムを制御するサービスルーチンで
す。

プログラム実行制御のサービスルーチンを，次に示します。

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

注※
COBOLプログラムの CALL文で呼び出して使用するのではなく，他言語のプログラムから呼
び出して使用するサービスルーチンです。

サービスルーチンの詳細については，「28.4　プログラム実行制御」を参照してくださ
い。

（2） ダイアログボックス／ウィンドウ

ダイアログボックスへの入出力，およびウィンドウへの入出力を制御するサービスルー

サービスルーチン 機能 OS

F H A B J K L S

CBLEND※ COBOLの実行環境を終了させる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLABN プログラムを異常終了させる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLARGC コマンド行に指定した引数の個数を取得
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLARGV コマンド行に指定した引数の内容を取得
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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チンです。

ダイアログボックスのサービスルーチンを，次に示します。

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

サービスルーチンの詳細については，「28.5　ダイアログボックス／ウィンドウ」を参照
してください。

（3） 変換・転記・演算

特殊な変換・転記・演算をするためのサービスルーチンです。

変換・転記・演算のサービスルーチンを，次に示します。

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)

サービスルーチン 機能 OS

F H A B J K L S

JCPOPUP 表形式のデータ項目を主画面とは別の画
面に表示し，選ばれたブロック番号をイ
ンタフェース領域に格納する。

○ ○ ○ ○ × × × ○

サービスルーチン 機能 OS

F H A B J K L S

CBLNCNV 英字・英数字・英数字編集・数字編集項
目を日本語・日本語編集項目に変換す
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLUBIT ビットデータを論理演算する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

サービスルーチンの詳細については，「28.6　変換・転記・演算」を参照してください。

（4） COBOLの入出力機能

COBOLの入出力機能についてのサービスルーチンは次のとおりです。

• COBOLで作成したファイルを他言語のプログラムから入出力するためのサービス
ルーチン
サービスルーチンの詳細については，「13　COBOL入出力サービスルーチン」を参照
してください。

• 他言語のプログラムで作成したバイナリファイルを COBOLで入出力するためのサー
ビスルーチン
サービスルーチンの詳細については，「15　バイトストリーム入出力サービスルーチ
ン（UNIX32，HP-UX(IPF64)で有効）」を参照してください。
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28.2　戻り値の使い方
各サービスルーチンの戻り値は，COBOLプログラムでは RETURN-CODE特殊レジス
タで参照できます。

サービスルーチンを呼び出した直後は，戻り値を参照し，異常終了時またはエラー発生
時の処理を記述しておくことを推奨します。詳細は，「28.4.4　CBLARGV」の使用例を
参照してください。
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28.3　サービスルーチン使用時の注意事項
サービスルーチンを使用する場合の注意事項を，次に示します。

• Linuxの場合，-BigEndian,Binオプションを指定すると，サービスルーチンの引数で
要求する 2進項目がビッグエンディアン形式になるため正常に動作しません。この場
合は，引数となる 2進項目を COMP-5で定義してください。

• 引数を省略したり，引数の属性や長さを誤って指定した場合，動作は保証しません。
• 各サービスルーチンの引数の説明では，2進形式の項目を指定する場合，「4バイトの

2進項目」のように，割り当てられる項目のサイズであるバイト数を示すものがあり
ます。
2進形式の項目では，PICTURE句で指定した項目のけた数と，その項目に割り当て
られる項目のサイズは異なります。
次に関係を示します。

表 28-1　2進形式の項目のけた数とサイズ

PICTURE句で指定したけた数 項目が占めるバイト数

1～ 2けた 2バイト
（1バイト 2進機能，または COMP-X項目の場合は，1バイ
ト）

3～ 4けた 2バイト

5～ 9けた 4バイト

10～ 18けた 8バイト
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28.4　プログラム実行制御

28.4.1　CBLEND
CBLENDサービスルーチンは，-MainNotCBLオプションを指定してコンパイルしたプ
ログラムが動作したときに，設定した COBOLの実行環境を終了させるものです。

このサービスルーチンは，CALL文で呼び出すのではなく，COBOL以外のプログラム
内で使用します。

記述例
extern int CBLEND();        /* CBLENDの外部参照宣言 */
 
CBLEND();                   /* CBLENDの呼び出し     */

引数
なし。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：COBOLプログラムが動作中であるため，CBLENDサービスルーチンが無視さ
れた場合

注意事項
• CBLENDサービスルーチンは，COBOLプログラムが終了したあと，1回だけ呼
び出さなければなりません。

• COBOLプログラム内で STOP RUN文を実行した場合，CBLENDサービスルー
チンを呼び出す必要はありません。

• COBOLプログラム内で STOP RUN文を実行したあと，CBLENDサービスルー
チンを呼び出した場合，何も処理しないでリターンします。

• CBLENDサービスルーチンは，COBOL以外の言語から呼び出さなければなりま
せん。
CBLENDサービスルーチンを COBOLプログラムから呼び出した場合，結果は保
証しません。

• CBLENDサービスルーチンを呼び出したあとでも，再度 COBOLプログラムを呼
び出せます。この場合，CBLENDサービスルーチンを呼び出す前の COBOL実行
環境が終了しているため，新たな実行環境で COBOLプログラムが実行されます。

• 再度 COBOLプログラムを呼び出さないで，CBLENDサービスルーチンを複数回
呼び出した場合，2回目以降の呼び出しでは何も処理しないでリターンします。

• このサービスルーチンを使用するプログラムでは，リンク時に次の共用ライブラ
リを指定してください。
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合：libcbl2k.so
AIX(32)の場合：libcbl2k.a
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AIX(64)の場合：libcbl2k64.a
Linuxの場合：libcbl2k.so
Solaris(SPARC)の場合：libcbl2k.so

使用例

1. C言語で記述されたmain関数から，-MainNotCBLオプション指定でコンパイルし
た COBOLプログラム APLSUBを呼び出します。

2. APLSUBは，COBOL副プログラムとして処理されるため，EXIT PROGRAM文で
制御が戻るとき，COBOL実行環境が終了されません。

3. CBLENDサービスルーチンを呼び出して，COBOL実行環境を終了します。

28.4.2　CBLABN
CBLABNサービスルーチンは，利用者がプログラムを異常終了させるときに呼び出すも
のです。このサービスルーチンを実行すると，引数 1に指定した要因コードと実行時
メッセージを表示し，実行プロセスが異常終了します。

形式
CALL 'CBLABN' USING 引数1

引数
引数 1には，異常終了時の要因コードを 2バイトの 2進項目で指定します。

戻り値
なし。

規則
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• このサービスルーチンは，COBOLプログラムだけから呼び出せます。
• このサービスルーチンは呼び出し元に制御を戻しません。
• VOS3 COBOL85との互換性を保つ必要があるときは，引数 1の要因コードは 0
～ 4,095の範囲で指定します。

使用例
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 AB-CODE PIC S9(4) USAGE COMP. …1.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           MOVE 100 TO AB-CODE.  …2.
           CALL 'CBLABN' USING AB-CODE.   …3.
           :

1. 異常終了時の要因コードを 2バイトの 2進項目で指定します。
2. 異常終了時の要因コードを設定します。
3. CBLABNサービスルーチンを呼び出します。

28.4.3　CBLARGC
CBLARGCサービスルーチンは，コマンド行に指定した引数の個数を，引数 1で指定し
た領域に格納するものです。コマンド引数の個数は，C言語のmain関数で受け取る
argcに該当します。

形式
CALL 'CBLARGC' USING 引数1

引数
引数 1には，コマンド行に指定した引数の個数を受け取る領域を 4バイトの 2進項
目で指定します。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合

規則
• このサービスルーチンは，-Main,Systemオプションを指定した最外側の COBOL
プログラムだけから呼び出せます。これ以外のプログラムから呼び出した場合は，
戻り値 -1が返されます。

• このサービスルーチンが異常終了した場合，CBLARGCに渡された引数 1の内容
は保証しません。

使用例
「28.4.4　CBLARGV」の使用例を参照してください。
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28.4.4　CBLARGV
CBLARGVサービスルーチンは，コマンド行に指定した引数の内容を，引数 2の領域に
転送するものです。コマンド引数の内容は，C言語のmain関数で受け取る argvに該当
します。

形式
CALL 'CBLARGV' USING 引数1 引数2

引数
• 引数 1には，CBLARGVサービスルーチンによって受け取るコマンド引数の順序
を 4バイトの 2進項目で指定します。

• 引数 2には，コマンド引数の情報を受け取る領域を指定します。この項目は次の
形式で定義します。

 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 PARM.
         02 PARM-LENGTH PIC 9(4) USAGE COMP.  …1.
         02 PARM-AREA.
           03 PARM-AREA-DETAIL PIC X(1) 
                    OCCURS 1 TO 100 TIMES  …2.
                    DEPENDING ON PARM-LENGTH.

1. コマンド引数の長さを格納する領域で，2バイトの 2進項目で指定します。コマ
ンド引数が 100バイトを超えたときは常に 100が設定されます。

2. コマンド引数の値を格納する領域で，最大長 100バイトの可変長項目で定義しま
す。コマンド引数が 100バイトを超えたときは先頭から 100バイトが格納され
ます。

戻り値
0：正常終了した場合
1：コマンド引数の長さが 100バイトを超えた場合
2：CBLARGCで戻された引数の個数を超えた値で引数 1を指定した場合，または
このサービスルーチンに引き渡された引数 1（引数の順序）に示される引数を，実
行する実行可能ファイルの引数に指定していない場合
-1：エラーが発生した場合（-Main,Systemオプションを指定した最外側の COBOL
プログラム以外から呼び出した場合）

規則
• このサービスルーチンは，-Main,Systemオプションを指定した最外側の COBOL
プログラムだけから呼び出せます。これ以外のプログラムから呼び出した場合は，
戻り値 -1が返されます。

• このサービスルーチンの戻り値が 0または 1以外の場合，CBLARGVに渡された
引数 2の内容は保証しません。

• 引数 2の領域は，コマンド引数として受け取れる最大長分の 100バイトを準備す
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る必要があります。引数 2に 100バイト未満の領域を指定した場合，領域を破壊
することがあります。

• コマンド引数の長さが 100バイト未満の場合，引数 2の引数格納領域の余った領
域には空白が設定されます。

使用例
       IDENTIFICATION DIVISION.
             :
       DATA DIVISION.
        WORKING-STORAGE SECTION.
         77 ARGC    PIC 9(9) USAGE COMP.
         77 COUNTER PIC 9(9) USAGE COMP.
             :
         01 PARM.                              …1.
           02 PARM-LENGTH PIC 9(4) USAGE COMP. …2.
           02 PARM-AREA.                       …3.
               03 PARM-AREA-C PIC X(1)
                   OCCURS 1 TO 100
                   DEPENDING ON PARM-LENGTH.
             :
       PROCEDURE DIVISION.
             :
           CALL 'CBLARGC' USING ARGC.
           IF RETURN-CODE NOT = 0 THEN
               CBLARGC異常時の処理
           END-IF.
             :
           MOVE 1 TO COUNTER.
           PERFORM UNTIL ARGC = 0
               MOVE SPACES TO PARM-AREA
               CALL 'CBLARGV' USING COUNTER PARM
               IF RETURN-CODE NOT = 0 THEN
                  CBLARGV異常時の処理
               END-IF
               CBLARGVで受け取ったパラメタに対応する処理
               ADD 1 TO COUNTER
               SUBTRACT 1 FROM ARGC
           END-PERFORM.
             :

1. CBLARGVに引き渡す実引数領域です。
2. CBLARGVによって 3.に示す引数格納領域に設定された文字列の長さを示します。
最大長を超えて引数を設定したときは 100が設定されます。

3. CBLARGVで設定する引数領域で，最大長 100バイトの領域として可変長で定義し
ます。100バイト以上の引数を指定した場合，実際のコマンドに指定した引数情報の
先頭から 100バイトまでが設定されます。
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28.5　ダイアログボックス／ウィンドウ
JCPOPUPサービスルーチンは，Linux COBOL2002では提供していません。

28.5.1　JCPOPUP（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，
AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効）

JCPOPUPサービスルーチンは，表形式のデータ項目を主画面とは別の画面に表示し，
画面中でブロックカーソルを移動して選んだブロック番号をインタフェース領域に格納
するものです。これを利用すると，画面上での各種のコードの入力などが目的の項目を
マウスやキーで選ぶだけでできるようになります。

なお，ここで表示される画面をポップアップブロックカーソル画面といいます。

形式
CALL 'JCPOPUP' USING 引数1 引数2

引数
• 引数 1には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 28-2　JCPOPUPサービスルーチンのインタフェース領域

記述形式 内容

01 データ名01. CALL文の USINGで指定するインタフェース領域の名前を指
定する。

  02 データ名02 PIC 9(02). JCPOPUPサービスルーチンが次の戻り値を設定する。
00：正常終了した。
10：異常終了した。

  02 データ名03 PIC 9(04). JCPOPUPサービスルーチンがブロックカーソルで選択したブ
ロック番号を設定する（先頭を 1とし，固定部分は含まない）。

  02 データ名04 PIC 9(02). データを表示する画面上の行の番号を 1～ 99で指定する。※ 1

  02 データ名05 PIC 9(02). データを表示する画面上のカラムの番号を 1～ 99で指定する。
※ 1

  02 データ名06 PIC 9(02). 画面の行数を 1～ 24で指定する。

  02 データ名07 PIC 9(02). 画面の列数を 1～ 80で指定する。

  02 データ名08 PIC 9(02). 画面の固定領域行数を 1～ 24で指定する。

  02 データ名09 PIC 9(02). 画面の 1ブロック（1エントリ）のサイズを指定する。

  02 データ名10 PIC X(02). 固定領域の色を指定する。
G△：緑色　W△：白色　R△：赤色　B△：青色
P△：紫色　Y△：黄色　S△：空色

  02 データ名11 PIC X(02). ブロックカーソルの色をデータ名 10と同じ形式で指定する。

  02 データ名12 PIC X(02). 可変領域の色をデータ名 10と同じ形式で指定する。
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（凡例）
△：半角空白を示す

注※ 1
使用できません。ポップアップウィンドウの出力位置は UNIXのシステムに依
存します。

注※ 2
終了キーと終了キーコードとの対応を次に示します。
Enterキー：89
PF1キー：00　PF9キー：08　PF17キー：53
PF2キー：01　PF10キー：09　PF18キー：54
PF3キー：02　PF11キー：18　PF19キー：55
PF4キー：03　PF12キー：19　PF20キー：56
PF5キー：04　PF13キー：49　PF21キー：57
PF6キー：05　PF14キー：50　PF22キー：58
PF7キー：06　PF15キー：51　PF23キー：59
PF8キー：07　PF16キー：52　PF24キー：60

• 引数 2には，1次元の繰り返し構造（表形式）を持つレベル番号 01のデータ項目
の名前を指定します。

（例）
 
01 データ名20.
  02 FILLER  PIC  X(16)  VALUE  LOW-VALUE.
  02 表示データ項目（固定領域+可変領域）を
     表形式で指定する。 … 1.
  02 FILLER  PIC  X(nn)  VALUE  LOW-VALUE. … 2.
 

  02 データ名13 PIC X(02). 可変領域の初期表示位置を指定する。
T△：先頭表示
B△：最終表示

  02 データ名14 PIC 9(04). 画面の固定領域のサイズを指定する。

  02 データ名15 PIC 9(02). 可変領域のデータ項目（1エントリ）のサイズを指定する。

  02 データ名16 PIC 9(04). 出力データのサイズ（固定領域＋可変領域）を指定する。

  02 データ名17 PIC 9(02). JCPOPUPサービスルーチンが終了キーコードを設定する。※
2

  02 データ名18 PIC X(01). 画面に枠けい線を出力するかどうかを指定する。
Y：出力する。
N：出力しない。

  02 FILLER     PIC X(09). 予備。値は X'00'でなければならない。ただし，このシステム
ではこの領域は使用しない。

記述形式 内容
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1. 表示データ項目のデータは文字形式でなければなりません。文字形式でない
場合，出力結果は保証しません。

2. nnには次のサイズを指定します。
・枠けい線機能を使用しない場合：32バイト
・枠けい線機能を使用する場合：（可変領域のサイズ／可変領域のデータ項目
のサイズ）× 9＋ 50バイト
ただし，この領域はこのシステムでは使用しません。

戻り値
なし。

使用例
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
           :
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ICHIRAN-GAMEN.
         02 HUKKI-CODE      PIC 9(2).
         02 BLOCK-NUMBER    PIC 9(4).  …1.
         02 Y-LOCATION      PIC 9(2) VALUE 10.
         02 X-LOCATION      PIC 9(2) VALUE 10.
         02 WINDOW-LINE     PIC 9(2) VALUE  5. …2.
         02 WINDOW-COLUMN   PIC 9(2) VALUE 20. …3.
         02 KOTEI-LINE      PIC 9(2) VALUE  2. …4.
         02 BLOCK-SIZE      PIC 9(2) VALUE 10. …5.
         02 KOTEI-COLOR     PIC X(2) VALUE 'G '.
         02 CURSOR-COLOR    PIC X(2) VALUE 'R '.
         02 KAHEN-COLOR     PIC X(2) VALUE 'B '.
         02 HYOUJI-ICHI     PIC X(2) VALUE 'T '. …6.
         02 KOTEI-SIZE      PIC 9(4) VALUE 60. …7.
         02 ENTRY-SIZE      PIC 9(2) VALUE 15. …8.
         02 DATA-SIZE       PIC 9(4) VALUE 210. …9.
         02 END-KEY         PIC 9(2). …10.
         02 WAKU-KEISEN     PIC X(1) VALUE 'Y'. …11.
         02 FILLER          PIC X(9) VALUE LOW-VALUE.
       01 ICHIRAN-DATA.
         02 FILLER          PIC X(16) VALUE LOW-VALUE.
         02 HD1             PIC X(15) VALUE 'コード一覧'.
         02 HD2             PIC X(15) VALUE SPACE.
         02 HD2             PIC X(15) VALUE SPACE.
         02 HD2             PIC X(15) VALUE SPACE.
         02 ATEM            PIC X(15) OCCURS 10 TIMES.
         02 FILLER          PIC X(140) VALUE LOW-VALUE.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           MOVE '1:AAA' TO ATEM(1).
           MOVE '2:BBB' TO ATEM(2).
           :
           MOVE '10:JJJ' TO ATEM(10).
           CALL 'JCPOPUP' USING ICHIRAN-GAMEN ICHIRAN-DATA.
           :
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上記の指定によって表示されるポップアップブロックカーソル画面を次に示します。
図中の数字は，プログラム中のコメントに記載している数字の個所と対応していま
す。

固定領域には，表示データ項目の先頭から固定領域のサイズ分（7.）の文字が，固
定領域に表示できる分（3.× 4.）だけ表示されます。
可変領域には，表示データ項目のうち，可変領域のサイズ（表示データ項目のサイ
ズ（9.）－固定領域のサイズ（7.））分の文字が，可変領域のデータ項目のサイズ
（8.）ごとに区切って各ブロックに表示されます。ただし，表示されるのは各項目と
も先頭から 1ブロック分のサイズ（5.）までで，はみ出す部分は表示されません。
なお，上図で表示されていない "7：GGG"以降の項目はスクロールによって表示で
きます。
上記の画面で［↑］キー，［↓］キー，［←］キー，［→］キー，またはマウスでブ
ロックカーソルを移動すると，ブロックを選べます。そのあと，終了キーを押すか
マウスでダブルクリックすると，画面が閉じ，選んだブロックの番号が
BLOCK-NUMBERの領域（1.）に格納されます。
また，このとき押された終了キーに対応する終了キーコードが 10.の領域に格納さ
れます。ダブルクリックで終了した場合の終了キーコードは 89です。

PFキーの割り当て
PFキーとして割り当てられているデフォルトのキーを示します。

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合
［PF1］キー：［PF1］キー　［PF9］キー：［Ctrl］+［PF1］キー
［PF2］キー：［PF2］キー　［PF10］キー：［Ctrl］+［PF2］キー
［PF3］キー：［PF3］キー　［PF11］キー：［Ctrl］+［PF3］キー
［PF4］キー：［PF4］キー　［PF12］キー：［Ctrl］+［PF4］キー
［PF5］キー：［PF5］キー　［PF13］キー：［Ctrl］+［PF5］キー
［PF6］キー：［PF6］キー　［PF14］キー：［Ctrl］+［PF6］キー
［PF7］キー：［PF7］キー　［PF15］キー：［Ctrl］+［PF7］キー
［PF8］キー：［PF8］キー　［PF16］キー：［Ctrl］+［PF8］キー
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AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)の場合
［PF1］キー：［PF1］キー　［PF13］キー：［Ctrl］+［PF1］キー
［PF2］キー：［PF2］キー　［PF14］キー：［Ctrl］+［PF2］キー
［PF3］キー：［PF3］キー　［PF15］キー：［Ctrl］+［PF3］キー
［PF4］キー：［PF4］キー　［PF16］キー：［Ctrl］+［PF4］キー
［PF5］キー：［PF5］キー　［PF17］キー：［Ctrl］+［PF5］キー
［PF6］キー：［PF6］キー　［PF18］キー：［Ctrl］+［PF6］キー
［PF7］キー：［PF7］キー　［PF19］キー：［Ctrl］+［PF7］キー
［PF8］キー：［PF8］キー　［PF20］キー：［Ctrl］+［PF8］キー
［PF9］キー：［PF9］キー　［PF21］キー：［Ctrl］+［PF9］キー
［PF10］キー：［PF10］キー　［PF22］キー：［Ctrl］+［PF10］キー
［PF11］キー：［PF11］キー　［PF23］キー：［Ctrl］+［PF11］キー
［PF12］キー：［PF12］キー　［PF24］キー：［Ctrl］+［PF12］キー

ただし，この割り当てキーがMotifのキーボード操作，およびそのデフォルトとし
て割り当てられている場合は，Motifのデフォルト設定が優先されます。詳細は，
Motifについて記載されているマニュアルを参照してください。

その他の説明

リソース
JCPOPUPサービスルーチンでは，ポップアップウィンドウの動作環境を定義
するためのリソースを用意しています。ユーザがリソースファイル中のリソー
ス値を設定することで，ポップアップウィンドウの終了キーメニュー中に表示
するファンクションキーなどを変更できます。
JCPOPUPサービスルーチン固有のリソース値については，「付録H　サービス
ルーチンのリソース一覧」を参照してください。
次に，設定方法を示します。
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)の場合
Cbl2002popup*リソース名:リソース値

HP-UX(IPF64)，AIX(64)の場合
Cbl2002popup64*リソース名:リソース値
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28.6　変換・転記・演算

28.6.1　CBLNCNV
CBLNCNVサービスルーチンは，英字項目・英数字項目・英数字編集項目・数字編集項
目を日本語項目・日本語編集項目に変換するものです。

形式
CALL 'CBLNCNV' USING 引数1 引数2 引数3

引数
• 引数 1には，次に示すインタフェース領域の名前を指定します。

表 28-3　CBLNCNVサービスルーチンのインタフェース領域

注※
ALL指定は，COBOLの言語仕様の ALL定数と同じように扱われます。ALL指定
がある場合，変換後のデータは，変換前のデータのデータ名 6で指定したけた数の
何回かの繰り返しによって，データ名 7で指定したけた数まで生成されます。ALL
指定がない場合は，データ名 6で指定したけた数しか変換しません。
• 引数 2には，変換前のデータを指定します。
• 引数 3には，変換後のデータが格納されます。

記述形式 内容

01 データ名1. CALL文の USINGで指定するインタフェース領域の名前
を指定する。

 02 データ名2. 転記インジケータの名前を指定する。

  03 データ名3 PIC X(01). ALL指定※の有無を指定する。
0：ALL指定なし。
1：ALL指定あり。

  03 データ名4 PIC X(01). 送り出し側作用対象のデータ属性を指定する。
0：英字，英数字，英数字編集，数字編集項目
1：数字項目

  03 データ名5 PIC X(01). 受け取り側作用対象のデータ属性を指定する。
0：日本語項目
1：日本語編集項目

  03 FILLER   PIC X(01). 予備。値は 0でなければならない。このシステムではこの
領域は使用しない。

 02 データ名6 PIC 9(8)
                USAGE COMP.

送り出し側作用対象の項目のけた数を指定する。

 02 データ名7 PIC 9(8)
                USAGE COMP.

受け取り側作用対象の項目のけた数を指定する。
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戻り値
0：正常終了した場合
-1：パラメタエラーが発生した場合
-2：コード変換のための環境が整っていない場合（Unicode機能を使用する場合）
-3：コード変換ライブラリでエラーが発生した場合（Unicode機能を使用する場合）

変換規則（シフト JISを使用する場合）
このサービスルーチンでの変換規則を次に示します。
• 次の半角文字はそのまま同じ全角文字に変換します。

• －（半角オーバライン）は全角の「～」に変換します。
• '（アポストロフィ）は全角の「’」（X'8166'）に変換します。
• "（引用符）は全角の「"」（X'8168'）に変換します。
• 次の文字は半角の空白 2個（X'2020'）に変換します。

`（アクサングラーブ，X'60'）　X'01'～ X'0F'
X'10'～ X'1F'　X'80'　X'A0'　X'FD'　X'FE'

• X'00'は，X'0000'に変換します。
• X'7F'および X'FFは，X'FFFF'に変換します。
• 半角の空白が偶数個のときは変換しません。
半角の空白が奇数個のときは，受け取り側作用対象が日本語項目か日本語編集項
目かによって次のように異なります。
・受け取り側作用対象が日本語項目のときは，最後の 1個を全角の空白（X'8140'）
に変換します。
・受け取り側作用対象が日本語編集項目のときは，最後に半角の空白（X'20'）を
追加します。

• 次の文字は変換しません。
全角文字　X'81'～ X'8F'　X'90'～ X'9F'　X'E0'～ X'EF'
X'F0'～ X'FC'
このとき，受け取り側作用対象の項目の後ろの空き領域には半角の空白（X'20'）
を埋めます。

一般規則（シフト JISを使用する場合）
• 規則に反した引数を指定した場合の結果は保証しません。

使用例（シフト JISを使用する場合）
半角の "AAAA"を全角の "ＡＡＡＡ"に変換する場合の使用方法を次に示します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
             :
       DATA DIVISION.
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       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 EISUU PIC X(4) VALUE 'AAAA'.
       01 NIHON PIC N(4).
       01 CHECK-PARM.
         02 CHECK-IND.
           03 CHECK-ALL PIC X(01).
           03 CHECK-TYP PIC X(01).
           03 CHECK-UKE PIC X(01).
           03 FILLER    PIC X(01)  VALUE  '0'.
         02  CHECK-LNG1 PIC 9(08) USAGE COMP.
         02  CHECK-LNG2 PIC 9(08) USAGE COMP.
             :
       PROCEDURE DIVISION.
             :
           MOVE '0' TO CHECK-ALL CHECK-TYP CHECK-UKE.
           MOVE  4  TO CHECK-LNG1.
           MOVE  4  TO CHECK-LNG2.
           CALL 'CBLNCNV' USING CHECK-PARM EISUU NIHON.
           IF RETURN-CODE NOT = 0 THEN
               CBLNCNVエラー処理
           END-IF.
             :

変換規則（EUCを使用する場合）
このサービスルーチンでの変換規則を次に示します。
• 次の半角文字はそのまま同じ全角文字に変換します。

• 次の半角文字は，対応する全角文字に変換されます。

ただし，X'8E'で始まる 2バイトのエリアで，2バイト目が X'A1'～ X'DF'以外の
場合は，半角の空白 2個（X'2020'）に変換します。

• －（半角オーバライン）は全角の「～」に変換します。
• '（アポストロフィ）は全角の「’」（X'A1C7'）に変換します。
• "（引用符）は全角の「"」（X'A1C9'）に変換します。
• ,（X'8EA4'）は全角の「、」（X'A1A2'）に変換します。
• 次の文字は X'2020'（半角の空白 2個）に変換します。

`（アクサングラーブ，X'60'）　X'01'～ X'0F'
X'10'～ X'1F'　X'80'～ X'8D'　X'90'～ X'9F'　X'A0'

• X'00'は，X'0000'に変換します。
• X'7F'および X'FFは，X'FFFF'に変換します。
• 半角の空白が偶数個のときは変換しません。
半角の空白が奇数個のときは，受け取り側作用対象が日本語項目か日本語編集項
目かによって次のように異なります。
・受け取り側作用対象が日本語項目のときは，最後の 1個を全角の空白
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（X'A1A1'）に変換します。
・受け取り側作用対象が日本語編集項目のときは，最後に半角の空白（X'20'）を
追加します。

• 日本語 EUCの全角文字は変換しません。
• 制御文字 X'8F'は変換しません。変換後のデータの後ろの空き領域には半角の空白
（X'20'）を埋めます。

一般規則（EUCを使用する場合）
• 規則に反した引数を指定した場合の結果は保証しません。
• 日本語以外の EUC環境では結果が保証しません。

使用例（EUCを使用する場合）
半角の "AAAA"を全角の "ＡＡＡＡ"に変換する場合の使用方法を次に示します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
             :
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 EISUU PIC X(8) VALUE 'AAAA'.
       01 NIHON PIC N(4).
       01 CHECK-PARM.
         02 CHECK-IND.
           03 CHECK-ALL PIC X(01).
           03 CHECK-TYP PIC X(01).
           03 CHECK-UKE PIC X(01).
           03 FILLER    PIC X(01)  VALUE  '0'.
         02  CHECK-LNG1 PIC 9(08) USAGE COMP.
         02  CHECK-LNG2 PIC 9(08) USAGE COMP.
             :
       PROCEDURE DIVISION.
             :
           MOVE '0' TO CHECK-ALL CHECK-TYP CHECK-UKE.
           MOVE  8  TO CHECK-LNG1.
           MOVE  4  TO CHECK-LNG2.
           CALL 'CBLNCNV' USING CHECK-PARM EISUU NIHON.
           IF RETURN-CODE NOT = 0 THEN
               CBLNCNVエラー処理
           END-IF.
             :

変換規則（Unicode機能を使用する場合）
Unicode機能については，「26　Unicode機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。
このサービスルーチンでの変換規則を次に示します。
• 次の半角文字（UTF-8）は，該当する全角文字（UTF-16）に変換します。

UTF-16への変換は，実行時環境変数 CBLUNIENDIANの設定に従い
UTF-16LE，またはUTF-16BEに変換します。
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• －（半角オーバライン）は全角の「～」に変換します。
• '（アポストロフィ）は全角の「’」（X'2019'）に変換します。
• "（引用符）は全角の「”」（X'201D'）に変換します。
• 次の文字は半角空白 1個※ 1に変換します。

`（アクサングラーブ，X'60'）　X'01'～ X'0F'　X'10'～ X'1F'
• X'00'は X'0000'に変換します。
• X'7F'は X'FFFF'に変換します。
• 半角の空白（X'20'）が偶数個のときは全角変換※ 1しません。

半角空白が奇数個のときは，受け取り側作用対象が日本語項目か日本語編集項目
かによって次のように異なります。

・受け取り側作用対象が日本語項目のときは，最後の 1個を全角の空白※ 2に変換

します。

・受け取り側作用対象が日本語編集項目のときは，最後に半角の空白※ 1を追加し
ます。

• 全角文字（UTF-8）は，対応する全角文字（UTF-16）へ変換します。

注※ 1
半角空白の文字コードは，UTF-16LEのときは X'2000'，UTF-16BEのときは
X'0020'となります。

注※ 2
全角空白の文字コードは，UTF-16LEのときは X'0030'，UTF-16BEのときは
X'3000'となります。

一般規則（Unicode機能を使用する場合）
• 規則に反した引数を指定した場合の結果は保証しません。

使用例（Unicode機能を使用する場合）

半角の " "を全角の "ＡＡアア "に変換する場合の使用方法を次に示します。
用途が DISPLAYの項目の領域は，文字コードを意識して設定してください。シフ
ト JISと UTF-8では必要とする領域のサイズが異なります。半角かたかなの場合，
シフト JISでは 1文字が 1バイトですが，UTF-8では 1文字が 3バイトとなりま
す。
 
       IDENTIFICATION  DIVISION.
       PROGRAM-ID.  SAMPLE1.
                ：
       DATA  DIVISION.
       WORKING-STORAGE  SECTION.

       01  EISUU  PIC  X(8)  VALUE  ' '.
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       01  NIHON  PIC  N(4).
       01  CHECK-PARM.
         02  CHECK-IND.
           03  CHECK-ALL  PIC  X(01).
           03  CHECK-TYP  PIC  X(01).
           03  CHECK-UKE  PIC  X(01).
           03  FILLER       PIC  X(01)  VALUE  '0'.
         02  CHECK-LNG1     PIC  9(8)  USAGE  COMP.
         02  CHECK-LNG2     PIC  9(8)  USAGE  COMP.
                ：
       PROCEDURE  DIVISION.
                ：
           MOVE  '0'  TO  CHECK-ALL  CHECK-TYP  CHECK-UKE.
           MOVE   8   TO  CHECK-LNG1.
           MOVE   4   TO  CHECK-LNG2.
           CALL  'CBLNCNV'  USING  CHECK-PARM  EISUU  NIHON.
           IF  RETURN-CODE  NOT = 0  THEN
               *> CBLNCNVエラー処理
           END-IF.
                ：

28.6.2　CBLUBIT
CBLUBITサービスルーチンは，ビットデータを論理演算するものです。

形式
CALL 'CBLUBIT' USING 引数1 引数2 引数3 引数4

引数
• 引数 1には，第一演算項のデータを 1バイトの英数字項目で指定します。
• 引数 2には，第二演算項のデータを 1バイトの英数字項目で指定します。
• 引数 3には，次の演算命令コードを指定します。

A：AND（論理積）
O：OR（論理和）
X：XOR（排他的論理和）

• 引数 4には，演算結果が格納されます。

戻り値
0：正常終了した場合
-1：エラーが発生した場合

規則
引数 1～ 4が 1バイト以上の長さの場合，先頭の 1バイトだけが有効となります。

使用例
X'00'と X'FF'の論理積を求める場合の使用例を次に示します。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
            :
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       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE  SECTION.
       01 OP-1 PIC X(01) VALUE X'00'.
       01 OP-2 PIC X(01) VALUE X'FF'.
       01 OP-3 PIC X(01) VALUE 'A'.
       01 OP-4 PIC X(01).
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           CALL 'CBLUBIT' USING OP-1 OP-2 OP-3 OP-4.
           IF RETURN-CODE NOT = 0 THEN
               CBLUBITエラー処理
           END-IF.
           :
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第 11編　プログラム作成上の留意点

29　プログラミング上の留意点
この章では，処理速度が速く，移植性の良いプログラムを作成
する上での留意点について説明します。

29.1　処理速度の速いプログラムの作成

29.2　移植性の良いプログラムの作成

29.3　COBOLプログラムが使用するスタック領域
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29.1　処理速度の速いプログラムの作成
処理速度の速いプログラムを作成するためのチェック項目と，その理由などについて説
明します。

29.1.1　チェック項目一覧

29.1.2　チェック項目の説明
（1） 数字項目の定義や演算を工夫できないか

データ項目の属性変換が発生しないようにしたり，算術演算子を少なくしたりして中間
結果のけた数を最小にすると処理速度が向上します。そのために留意する点を次に示し
ます。

• 数字項目を定義する場合は，SYNC句指定のある符号付き 2進項目（COMP）とし，
けた数も少なくします。

• 10進項目は演算に使わないようにします。例えば，入出力レコード中の 10進のデー
タ項目を演算で頻繁に使うときは，データ項目を 2進項目の作業領域に移してから演
算するようにします。

• 属性の異なるもの同士の演算は避けます。例えば，2進項目と内部 10進項目，2進項
目と外部 10進項目などの演算を避けます。

• 複雑な COMPUTE文は分割するなどし，一つの COMPUTE文中の算術演算子を少
なくします。COMPUTE文中に多くの算術演算子を使うと，けたあふれも発生しやす
くなります。

項
番

分類 チェック項目

1 演算，転記，比較 数字項目の定義や演算を工夫できないか。

2 添字は 4バイトの符号付き 2進項目で定義しているか。

3 添字は定数で指定できないか。

4 比較する項目の長さは同じか。

5 2進項目，指標データ項目，浮動小数点項目の境界は適切な位置にある
か。

6 USAGE句項目の指定や，小数点以下のけた数は一致しているか。

7 データ転送にむだはないか。

8 不要な小数点はないか。

9 可変長項目のあとに固定長項目を定義していないか。

10 ファイル処理 READ INTO，WRITE FROMを使っていないか。

11 領域 作業場所節および局所場所節で，一緒に使う項目は互いに近くで定義して
いるか。
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• 1バイト 2進項目を使用する処理はできるだけ局所化し，演算に使用する項目には 2
バイト 2進項目を使用するようにします。

（2） 添字は 4バイトの符号付き 2進項目で定義しているか

添字は 4バイトの符号付き 2進項目として処理されます。それ以外の形式のときは，
データ変換命令が生成されるため処理速度が遅くなります。

（3） 添字は定数で指定できないか

添字を定数にすると，アドレス計算のための命令が生成されないので，処理速度が向上
します。

（悪い例）
             :
           MOVE 3 TO J.
           MOVE A TO B(J).

（良い例）
             :
           MOVE A TO B(3).

（4） 比較する項目の長さは同じか

英数字項目を比較するときに項目の長さが異なると，コンパイラは長さの差の部分が空
白かどうかを調べるオブジェクトコードを生成します。このため，項目の長さを同じに
すると処理速度が向上します。

（5） 2進項目，指標データ項目，浮動小数点項目の境界は適切な位置にあるか

2進項目，指標データ項目，浮動小数点項目がそれぞれの適切な境界にないと，処理速度
が遅くなります。境界については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
4.4.1(7) 実行用コードの効率を高めるための項目のけた詰め」を参照してください。

境界を合わせるには，SYNC句を指定する方法と，利用者がバイト数を計算して合わせ
る方法とがあります。ただし，SYNC句を使うと処理速度は向上しますが，多用すると
実行可能プログラムが必要以上に大きくなることがあるので注意してください。

バイト数を計算して境界を合わせる例を次に示します。

（例）
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 DATA-SGROUPS.
          *> 境界合わせが必要なものをまとめ,境界合わせを
          *> 計算しながら並べる
         02 A PIC S9(12) USAGE COMP.
         02 B PIC S9(7) USAGE COMP.
         02 C PIC S9(7) USAGE COMP.
         02 D USAGE COMP-1.
         02 E USAGE COMP-1.
         02 F USAGE COMP-2.
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         02 G PIC S9(14) USAGE PACKED-DECIMAL.
         02 H PIC S9(10) USAGE COMP.
         02 I USAGE INDEX.
          *> 境界合わせが不要なものをまとめる
         02 J PIC S9(10) DISPLAY.

（6） USAGE句項目の指定や，小数点以下のけた数は一致しているか

USAGE句項目が一致していないと，データ変換命令が生成されるため処理速度が遅く
なります。また，小数点以下のけた数が一致していないと，演算のときにけた数を合わ
せる命令が生成されるため処理速度が遅くなります。

（悪い例）
       WORKING-STORAGE SECTION.
       77 TOL PIC S9(3) USAGE COMP.
       77 NUM PIC S9(3)V99 USAGE PACKED-DECIMAL.
       77 AVE PIC S9(3)V9.
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           COMPUTE AVE = TOL / NUM.

（良い例）
       WORKING-STORAGE SECTION.
       77 TOL PIC S9(3)V9 USAGE PACKED-DECIMAL.
       77 NUM PIC S9(3)V9 USAGE PACKED-DECIMAL.
       77 AVE PIC S9(3)V9 USAGE PACKED-DECIMAL.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           COMPUTE AVE = TOL / NUM.

（7） データ転送にむだはないか

入力レコードを作業領域に転送するとき，むだなデータを転送することがよくあります。
転記する文は，項目の長さに比例して時間が掛かります。複数のMOVE文に分けて実際
に転送する長さを短くすると処理速度が向上します。

（悪い例 1）
       01 A1.     *> 入力領域
         02 FILLER PIC X(300).
         02 B1     PIC X(5).
         02 FILLER PIC X(30).
         02 C1     PIC X(5).
       01 A2.     *> 作業領域
         02 FILLER PIC X(300).
         02 B2     PIC X(5).
         02 FILLER PIC X(30).
         02 C2     PIC X(5).
              :
       PROCEDURE DIVISION.
              :
           MOVE A1 TO A2.
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（良い例 1）
       01 A1.     *> 入力領域
         02 FILLER PIC X(300).
         02 B1     PIC X(5).
         02 FILLER PIC X(30).
         02 C1     PIC X(5).
       01 A2.     *> 作業領域
         02 FILLER PIC X(300).
         02 B2     PIC X(5).
         02 FILLER PIC X(30).
         02 C2     PIC X(5).
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           MOVE B1 TO B2.
           MOVE C1 TO C2.

（悪い例 2）
       FILE SECTION.
       FD AFILE RECORDING MODE V.
       01 A1.
         02 L      PIC S9(5) USAGE COMP. *> 入力レコード長
         02 FILLER PIC X(4000).
            *> 最大レコードだけを定義している
           :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 WK.
         02 詳細なレコード定義
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           MOVE A1 TO WK.

（良い例 2）
       FILE SECTION.
       FD AFILE
       RECORD VARYING IN SIZE
               TO 4000
               DEPENDING ON CNT.
       01 A1 PIC X(4000).
               :
       WORKING-STORAGE SECTION.
       77 CNT PIC 9(4).
       01 WK.
         02 詳細なレコード定義
               :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           MOVE A1(1:CNT) TO WK(1:CNT).

（8） 不要な小数点はないか

小数点があると処理が複雑になることがあり，処理速度が遅くなります。
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（9） 可変長項目のあとに固定長項目を定義していないか

可変長項目の長さは実行時に変化します。可変長項目のあとにある固定長項目を参照す
る文があると，コンパイラはアドレスづけのための特別なオブジェクトコードを生成し
ます。このため，通常の固定長項目を参照するよりも処理速度が遅くなります。

また，可変長項目のあとにその可変長項目に従属する項目以外を記述することは，
COBOL規格で禁止されています。そのため，このような記述をする場合は，COBOL規
格外の記述として注意する必要があります。

（悪い例）
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 V-GROUP.
         02 C PIC X
            OCCURS …… DEPENDING  ON I.
         02 A PIC S9(5) USAGE COMP.
         02 B PIC 9(6).
               :

（良い例）
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 J-GROUP.
         02 A PIC S9(5) USAGE COMP.
         02 B PIC 9(6).
         02 C PIC X
           OCCURS …… DEPENDING ON I.
               :

（10） READ INTO，WRITE FROMを使っていないか

READ INTO，WRITE FROMを使うと，レコードの入出力処理でプログラム内のレ
コード領域との間でデータ転送が発生し，処理速度が遅くなります。

（11） 作業場所節および局所場所節で，一緒に使う項目は互いに近くで定義し
ているか

このシステムでは，作業場所節および局所場所節で定義した項目は，定義した場所に確
保されます。このため，一緒に使用する項目は近くに定義して参照を局所化すると処理
速度が向上します。
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29.2　移植性の良いプログラムの作成
移植性の良いプログラムを作成するためのチェック項目と，その理由などについて説明
します。

29.2.1　チェック項目一覧

29.2.2　チェック項目の説明

（1） 半角かたかなは使わないようにできないか

コンパイラがサポートするコード系には，シフト JIS（SJIS）コードまたは日本語 EUC
コード（UJIS）の２種類があり，どちらの種類のコード系を対象とするかは，システム
によって異なります。

半角かたかな文字のバイト数が，シフト JISコードと日本語 EUCコードでは次のよう
に異なります。このため，半角かたかな文字は使わないで全角かたかなを使った方が移
植性が良くなります。

項
番

分類 チェック項目

1 定数 半角かたかな文字は使わないようにできないか。

2 16進英数字定数は使わないようにできないか。

3 日本語文字データの転記，比較に英数字定数を使わないようにできないか。

4 日本語定数の中に空白を使わないようにしているか。

5 プログラム名 プログラム名には英小文字を使わないようにできないか。

6 文字比較 異なった文字集合間での順序の比較はしていないか。

7 内部表現 数値の内部表現を意識したコーディングをしていないか。

8 入出力 9xの入出力状態は利用しないようにできないか。

9 正書法 固定形式正書法の場合，日本語を含む原始プログラムの 1行を，プログラム原文
領域の 2/3程度までで終わらせているか。

10 COPY文
REPLACE
文

COPY文の REPLACING指定および REPLACE文の作用対象に日本語を使わ
ないようにできないか。

11 その他 システム固有の言語仕様を使わないようにできないか。



29.　プログラミング上の留意点

662

（2） 16進英数字定数は使わないようにできないか

内部コードはシステムによって異なります。16進英数字定数を使うということは内部
コードを意識しているということなので移植性が悪くなります。

（3） 日本語文字データの転記，比較に英数字定数を使わないようにできない
か

システムによってはシフトコードを指定することで日本語文字データを区別しているも
のがあります。日本語定数を使わないで，英数字定数で日本語文字データを指定すると，
英数字定数の長さが異なってきます。日本語文字データの転記，比較などは日本語定数
を使った方が移植性が良くなります。

（4） 日本語定数の中に空白を含まないようにしているか

全角の空白を記述した場合，システムによってコード値が (2020)16になったり，

(8140)16になったりします。このため，比較や転記などで使用する日本語定数の中に空

白があると，生成されるオブジェクトコードが異なります。

（5） プログラム名には英小文字を使わないようにできないか

システムによっては，プログラム名に英小文字を使えないものや英大文字と英小文字の
等価規則が適用されないものがあります。このため，プログラム名段落や CALL文のプ
ログラム名に英小文字を使わない方が移植性が良くなります。

（6） 異なった文字集合間での順序の比較はしていないか

異なった文字集合（例えば，かたかな文字と英数字文字）の順序は，システムによって
異なります。このため，異なった文字集合間の比較をしない方が移植性が良くなります。

（7） 数値の内部表現を意識したコーディングをしていないか

数値の表現方法は，符号表現を含めてシステムに依存します。このため，数値の内部表
現を意識したコーディングを避けた方が移植性が良くなります。

（悪い例）
       01 X.
         02 A PIC 9(2) USAGE COMP-X.



29.　プログラミング上の留意点

663

         02 B PIC X.
       01 FILLER REDEFINES X.
         02 AA PIC X.
         02 BB PIC 9(2) USAGE COMP-X.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           MOVE 65 TO A.
           IF AA = 'A' THEN
               :

（8） 9xの入出力状態は利用しないようにできないか

9xの入出力状態はシステムによって異なります。このため，比較などに使わない方が移
植性が良くなります。

9xを使う必要があるときは，90以上かどうかを問う比較にした方が，移植性が良くなり
ます。

（悪い例）
           :
       SELECT A-FILE...
               FILE STATUS IS RTN.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
         IF RTN = '90'

（良い例）
           :
       SELECT A-FILE...
               FILE STATUS IS RTN.
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
         IF RTN NOT < '90'

（9） 固定形式正書法の場合，日本語を含む原始プログラムの 1行をプログラ
ム原文領域の 2/3程度で終わらせているか

システムによっては，シフトコードを指定することで日本語文字を区別しているものが
あります。

日本語を含む 1行でプログラム原文領域すべてを使った原始プログラムをほかのシステ
ム（例えば，VOS3など）に移植すると，シフトコードを付加してプログラム原文領域
をはみ出てしまうおそれがあります。このため，日本語を含む原始プログラムは，シフ
トコードを意識して 1行を終わらせた方が移植性が良くなります。

（10） COPY文の REPLACING指定および REPLACE文の作用対象に日本語を
使わないようにできないか

システムによっては，COPY文の REPLACING指定および REPLACE文の作用対象に，
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日本語が指定できないものがあります。このため，COPY文の REPLACING指定および
REPLACE文の作用対象に日本語を使わない方が移植性が良くなります。
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29.3　COBOLプログラムが使用するスタック
領域

プログラムが実行時に異常終了する原因の一つに，スタックオーバフローがあります。
スタックオーバフローを回避するには，プログラムが使用するスタック領域の量につい
て事前に把握しておく必要があります。ここでは，COBOLプログラムがスタック領域
に配置するデータの種類とサイズについて説明します。

29.3.1　スタック領域に配置されるデータ
COBOLプログラム実行時にスタック領域に配置されるデータを次に示します。

• 局所場所節に定義したデータ項目
• 連絡節に定義したデータ項目
• COBOLプログラムが内部的に使用するデータ

（1） 局所場所節に定義したデータ項目

局所場所節に定義したデータ項目はスタック領域に配置します。データの配置について
は，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　4.4.1 機種によらないデータ記述」
を参照してください。局所場所節に非常にサイズの大きいデータを定義した場合，ス
タック領域が不足するおそれがありますので注意してください。

（2） 連絡節に定義したデータ項目

連絡節に定義したデータ項目はスタック領域に配置します。配置するサイズは，手続き
部の USING／ RETURNING指定によって異なります。

（a）BY REFERENCE指定のデータ項目
• 参照渡しの場合

配置するサイズはポインタサイズ（4バイト）※１となります。手続き部の USINGに
指定したデータの数だけポインタサイズを配置します。

• 内容渡しの場合

配置するサイズは，定義したデータ項目のサイズ（4バイト境界に切り上げ）※２とポ
インタサイズ（4バイト）※１を合計した値となります。
なお，サイズが非常に大きいデータを定義した場合は，スタック領域が不足するおそ
れがあるため注意してください。

注※ 1
HP-UX(IPF)，UNIX64の場合では 8バイトとなります。

注※ 2
UNIX64の場合は 8バイト境界に切り上げます。
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（b）BY VALUE／ RETURNING指定のデータ項目

配置するサイズは，定義したデータ項目のサイズ（4バイト境界に切り上げ）※となりま
す。スタック領域に定義したデータ項目の値をそのまま配置します。データの配置につ
いては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　4.4.1 機種によらないデータ記
述」を参照してください。

なお，サイズが非常に大きいデータを定義した場合，スタック領域が不足するおそれが
あるため注意してください。

注※
UNIX64の場合は 8バイト境界に切り上げます。

（3） COBOLプログラムが内部的に使用するデータ

COBOLプログラムで明示的に定義したデータ項目以外に，COBOLプログラムが内部的
に使用するデータがあります。このデータはプログラムを実行するために必要なデータ
です。このデータは COBOLコンパイラが内部的に自動生成するものであり，またプロ
グラムの内容に依存します。

29.3.2　プログラム実行時呼び出し関係に依存するスタック
領域の消費量

プログラム実行時に必要なスタック領域のサイズは，実行時要素の呼び出し関係やその
属性に依存します。実行時要素が必要とするスタック領域のサイズは，スタック領域に
配置されるデータの合計サイズです。スタック領域に配置されるデータについては，
「29.3.1　スタック領域に配置されるデータ」を参照してください。

（1） 実行時要素の呼び出し関係

プログラム実行時に必要なスタック領域のサイズは，実行時要素の呼び出し関係に依存
します。例えば，ある実行時要素が別の実行時要素を呼び出し，呼び出された実行時要
素がまた別の実行時要素を呼び出します。このように実行時要素の呼び出しが入れ子に
なっている場合，実行時に必要なスタック領域のサイズは，各実行時要素が必要とする
スタック領域のサイズの合計となります。

（2） 再帰属性プログラム

再帰属性プログラムが実行時に必要とするスタック領域のサイズは，プログラムが再帰
的に呼び出される回数に依存します。再帰属性プログラムが実行時に必要とするスタッ
ク領域のサイズを次に示します。

再帰属性プログラムが一つの実行時要素として必要とするスタック領域のサイズ×再帰
的に呼び出される回数
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29.3.3　スタック領域のサイズ変更方法
プログラムが使用できるスタック領域のサイズは変更できます。規定の状態ではスタッ
クオーバフローが起こるプログラムであっても，スタック領域のサイズを変更すると正
常に実行できます。ただし，この対処方法はプログラムが使用するスタック領域の最大
値があらかじめ予想できる場合だけ使用できます。

システムの設定値を変更して使用できるスタック領域のサイズを変更します。変更方法
についてはシステムのマニュアルを参照してください。
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30　最適化機能
COBOL2002には，プログラムの実行効率を上げるための最適
化機能があります。最適化をするためには，最適化オプション
を指定してコンパイルします。この章では，指定するオプショ
ンと最適化の内容について説明します。

30.1　最適化のレベル

30.2　最適化の内容
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30.1　最適化のレベル

30.1.1　最適化オプションの種類
最適化用のオプションには次に示す -Optimize,0，-Optimize,1，-Optimize,2，
-Optimize,3の 4種類があり，省略時は -Optimize,1が仮定されます。

（1） -Optimize,0オプション

最適化をしません。このため，コンパイル時間は最短になります。

（2） -Optimize,1オプション

文の中で閉じた次の最適化をします。

• 命令レベルでの最適化（ピープホールによる不要命令の削除など）（ただし，
Solaris(SPARC)ではピープホール最適化はサポートしていません）

（3） -Optimize,2オプション

広域的な次の最適化をします。

• 命令レベルでの最適化（ピープホールによる不要命令の削除など）（ただし，
Solaris(SPARC)ではピープホール最適化はサポートしていません）

• 不変式のループ外への移動
• コピー伝播
• 定数の畳み込み
• 共通式の削除
• 演算の強さの軽減
• そと PERFORM文のインライン展開

（4） -Optimize,3オプション

-Optimize,2オプションでの最適化に加えて，10進項目を 2進項目に変換します。

（5） 注意事項
• 最適化によって文または文の一部が移動または削除されると，実行時メッセージや異
常終了時要約情報リストなどの行番号／欄の情報が正しく出力されないことがありま
す。
正しい行番号／欄の情報を出力するには，コンパイル時に -Optimize,0オプションを
指定して最適化を抑止する必要があります。

• -Optimize,3オプションを指定すると次のような副作用を伴うことがあります。

（例）
       01 A PIC S9(9) VALUE +123456789.
       01 B PIC S9(5).
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       01 C PIC S9(9).
           :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           MOVE A TO B.
           MOVE B TO C.
           DISPLAY C.

-Optimize,3指定以外のときはデータ項目 Cに +56,789が設定されますが，
-Optimize,3指定の場合，+123,456,789が設定されます（-DigitsTrunc指定ありの場
合を除く）。
また，演算よりも 10進項目への代入の方が多いプログラムなど，プログラムによっ
ては -Optimize,3オプションを指定すると実行速度がかえって低下する場合がありま
す。
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30.2　最適化の内容

30.2.1　そと PERFORM文のインライン展開
そと PERFORM文のインライン展開の規則について説明します。

なお，PERFORM文については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
10.8.31 PERFORM文」を参照してください。

（1） 対象となる節，段落

手続き部分で定義された節と段落であることが必要です。宣言節で定義された節，段落
はインライン化の対象となりません。

（2） THRU指定のある PERFORM文

THRU指定のある PERFORM文の場合，次のどちらかの条件を満たしていなければな
りません。

• 手続き名 1と手続き名 2の両方が節である
• 手続き名 1と手続き名 2の両方が段落である

例 1の PERFORM文は，SECT-1が節，PARG-2-1が段落であるため，インライン化の
対象となりません。

（例 1）
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           PERFORM SECT-1 THRU PARG-2-1.
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
           :
           SECT-2 SECTION.
           PARG-2-1.
           :

• 手続き名 1と手続き名 2が節の場合，手続き名 2の節は手続き名 1の節の直後に定義
された節である

例 2の PERFORM文は，SECT-2が SECT-1の直後に定義されています。

（例 2）
               :
       PROCEDURE DIVISION.
               :
           PERFORM SECT-1 THRU SECT-2.
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
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               :
           SECT-2 SECTION.
           PARG-2-1.
               :

• 手続き名 1と手続き名 2が段落の場合，手続き名 2の段落は手続き名 1の段落の直後
に定義された段落である

例 3の PERFORM文は，PARG-1-3が PARG-1-1の直後に定義された段落ではないた
め，インライン化の対象となりません。

（例 3）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           PERFORM PARG-1-1 THRU PARG-1-3.
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
            :
           PARG-1-2.
            :
           PARG-1-3.
            :

（3） 呼ばれる節と段落

呼ばれる節と段落が次の（a）（b）の条件を満たしていることが必要です。

（a）THRU指定がある場合
• 手続き名 1と手続き名 2が節の場合，節または節に従属する段落を分岐文や複数の

PERFORM文で参照してはなりません。
• 手続き名 1と手続き名 2が段落の場合，段落を分岐文や複数の PERFORM文で参照
してはなりません。

例 1の PERFORM文は，PARG-2-1が GO TO文によって参照されているため，インラ
イン化の対象となりません。

（例 1）
             :
       PROCEDURE DIVISION.
             :
           PERFORM SECT-1 THRU SECT-2.
             :
           GO TO PARG-2-1.
             :
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
             :
           SECT-2 SECTION.
           PARG-2-1.
             :

例 2の（1）の PERFORM文は，PARG-1-2と PARG-1-3が（2）の PERFORM文と
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（3）の GO TO文によって参照されているため，インライン化の対象となりません。

（例 2）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           PERFORM PARG-1-2 THRU PARG-1-3. …(1)
            :
           PERFORM PARG-1-1 THRU PARG-1-4. …(2)
            :
           GO TO SECT-1. …(3)
            :
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
            :
           PARG-1-2.
            :
           PARG-1-3.
            :
           PARG-1-4.
            :

（b）THRU指定がない場合
• 手続き名 1が節の場合，節または節に従属する段落を分岐文や複数の PERFORM文
で参照してはなりません。

• 手続き名 1が段落の場合，段落を分岐文や複数の PERFORM文で参照してはなりま
せん。

例 1の PERFORM文は，PARG-1-2が GO TO文によって参照されているため，インラ
イン化の対象となりません。

（例 1）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           PERFORM SECT-1.
            :
           GO TO PARG-1-2.
            :
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
            :
           PARG-1-2.
            :
           SECT-2 SECTION.
            :

例 2の（1）の PERFORM文は，PARG-1-2が（2）の PERFORM文と（3）の GO TO
文によって参照されているため，インライン化の対象となりません。

（例 2）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
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            :
           PERFORM PARG-1-2. …(1)
            :
           PERFORM PARG-1-1 THRU PARG-1-3. …(2)
            :
           GO TO SECT-1. …(3)
            :
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
            :
           PARG-1-2.
            :
           PARG-1-3.
            :
           PARG-1-4.
            :

（4） PERFORM文の位置

PERFORM文が記述されている位置が次の (a)(b)の条件を満たしていることが必要で
す。

（a）THRU指定がある場合
• 手続き名 1と手続き名 2が節の場合，節または節に従属する段落の中に呼び出し元の

PERFORM文があってはなりません。
• 手続き名 1と手続き名 2が段落の場合，段落の中に呼び出し元の PERFORM文が
あってはなりません。

例 1の PERFORM文は，SECT-2の中に書かれているため，インライン化の対象となり
ません。

（例 1）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           SECT-1 SECTION.
            :
           SECT-2 SECTION.
           PARG-2-1.
            :
           PERFORM SECT-1 THRU SECT-2.
            :
           SECT-3 SECTION.
            :

例 2の PERFORM文は，PARG-1-2中に書かれているため，インライン化の対象となり
ません。

（例 2）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           SECT-1 SECTION.
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           PARG-1-1.
            :
           PARG-1-2.
            :
           PERFORM PARG-1-1 THRU PARG-1-2.
            :
           PARG-1-3.
            :

（b）THRU指定がない場合
• 手続き名 1が節の場合，節または節に従属する段落の中に呼び出し元の PERFORM
文があってはなりません。

• 手続き名 1が段落の場合，段落の中に呼び出し元の PERFORM文があってはなりま
せん。

例 1の PERFORM文は SECT-1中に書かれているため，インライン化の対象となりませ
ん。

（例 1）
           :
       PROCEDURE DIVISION.
           :
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
           :
           PERFORM SECT-1.
           :
           SECT-2 SECTION.
           :

例 2の PERFORM文は PARG-1-1中に書かれているため，インライン化の対象となり
ません。

（例 2）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           SECT-1 SECTION.
           PARG-1-1.
            :
           PERFORM PARG-1-1.
            :
           SECT-2 SECTION.
            :

（5） 呼ばれる節と段落までの間にある文

呼び出し元の PERFORM文または手続き部先頭から（「（7）注意事項」を参照），呼ばれ
る節と段落までの間にある文が次の二つの条件を満たしていることが必要です。

1. 最上位レベルの STOP RUN文（「（7）注意事項」を参照）など，プログラムの実行を
終了する文がなければなりません。
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例 1では，STOP RUN文が文のレベルの最上位でないため，インライン化の対象と
はなりません。

（例 1）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           PERFORM SECT-1.
            :
           IF FLAG = 'ON' THEN
           STOP  RUN.
            :
           SECT-1 SECTION.
            :

2. 文のレベルに関係なく，ENTRY文があってはなりません。
例 1では ENTRY文があるため，インライン化の対象となりません。

（例 1）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           PERFORM SECT-1.
            :
           IF FLAG = 'ON' THEN
           ENTRY 'SUB01'.
            :
           SECT-1 SECTION.
            :

（6） 呼ばれる節と段落までの間にある節と段落

呼び出し元の PERFORM文または手続き部先頭から（「（7）注意事項」を参照），呼ばれ
る節と段落までの間にある節と段落が GO TO文と ALTER文の飛び先で参照されてはな
りません。

例の PERFORM文は，1.の GO TO文によって SECT-1が参照されているため，インラ
イン化の対象となりません。

（例）
            :
       PROCEDURE DIVISION.
            :
           GO TO SECT-1.  *> 1.
            :
           PERFORM SECT-2.
            :
           SECT-1 SECTION.
            :
           SECT-2 SECTION.
            :

（7） 注意事項
•（5），（6）の適用範囲を次の図に示します。
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• PERFORM文の方が節と段落の定義より前に書かれたときは 1.の範囲。
• 節と段落の定義の方が PERFORM文より前に書かれたときは 2.の範囲。

• STOP RUN文，-MainNotCBLオプションの指定，または内側のプログラムの EXIT 
PROGRAM文，EXIT METHOD文，EXIT FUNCTION文，GOBACK文を示しま
す。宣言節中の節と段落は対象外となるため，EXIT USE文，GO TO 
MORE-LABELS文は対象となりません。

• インライン展開された個所で例外が発生した場合，EXCEPTION-LOCATION関数で
返される手続き名の値は，インライン展開されていない場合と相違があります。詳細
については，「21.7.1　組み込み関数を使用した例外情報の参照」の「（2）
EXCEPTION-LOCATION関数」の注を参照してください。

30.2.2　10進項目の 2進項目化
10進項目の 2進項目化とは，作業場所節および局所場所節で定義された内部 10進項目，
外部 10進項目を 2進項目として扱うことをいいます。すなわち，USAGE句に
BINARYが指定されているものとして扱います。-Bin1Byteオプションが指定されてい
ても，けた数が 1～ 2けたの 10進項目なら 2バイトの 2進項目として扱います。ただ
し，次のどれかの条件に該当する場合は，2進項目化の対象にはなりません。

（1） 2進項目が指定できない個所に指定されているもの
• 画面機能（SCREEN SECTION）※の CURSOR データ名
• BLANK WHEN ZERO句がある
• SIGN句があるデータ名
• サブスキーマ節の STATUS データ名
• サブスキーマ節の DETAIL CODE データ名
• 部分参照がある
• 字類条件 一意名
• 英字，英数字，英数字型関数，英数字編集，数字編集，ZERO以外の表意定数，英数
字定数との比較条件（EVALUATEの選択主体と選択対象の比較も含む）

• EXAMINE文 一意名 1
• INSPECT文 一意名 1，一意名 3～一意名 n
• STRING文 一意名 1，2，3
• TRANSFORM文 一意名 1
• UNSTRING文 一意名 4
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注※　HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

（2） 2進化することでサイズが大きくなるもの

次の場合，2進化することでサイズが大きくなります。ただし，01／ 77レベルは除きま
す。

• 1けたの外部 10進
• 1，5，10，11，12，13けたの内部 10進

（3） データを外部と入出力するもの
• EXTERNAL属性
• ADDR関数の引数
• 次の文に指定された ADDRESS OF 一意名
• CALL文 REFERENCE 一意名
• 比較条件 一意名
• SET文 送り出し側作用対象 一意名
• SET文 受け取り側作用対象 一意名

• ACCEPT文
ただし，次の一意名，データ名は除きます。
• ACCEPT 一意名 FROM DATE／ DAY／ DAY-OF-WEEK／ TIME
• 画面節（SCREEN SECTION）※での ACCEPT文の LINE／ COLUMN 一意名
• コマンド行の引数の個数を取得する ACCEPT文の一意名 9

• DISPLAY文
ただし，次の一意名，データ名は除きます。

• 画面節（SCREEN SECTION）※での DISPLAY文の LINE／ COLUMN 一意名
• コマンド行の引数の読み込み位置を設定する DISPLAY文の一意名 7

• CALL文 USING
• CALL文 RETURNING
• DISABLE文 一意名 1
• ENABLE文 一意名 1
• RECEIVE文 一意名 1
• SEND文 一意名 1，2，3，4
• TRANSCEIVE文 一意名 1，2
• INVOKE文 USING
• INVOKE文 RETURNING
• 利用者定義関数

注※　HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。



30.　最適化機能

680

（4） 2進にすると長さが異なるもの
• LENGTH関数
• 次の文に指定された LENGTH OF 一意名
• CALL文 BY CONTENT 一意名
• CALL文 BY VALUE 一意名
• INVOKE文 BY CONTENT 一意名
• INVOKE文 BY VALUE 一意名

（5） 英数字転記／比較をするもの

MOVE文の転記の規則に従って転記するWRITE FROM，REWRITE FROM，
RELEASE FROM，報告書節（REPORT SECTION）の SOURCE句，画面節
（WINDOW SECTION）※の SOURCE句などを含みます。

• 集団項目との比較（EVALUATEの選択主体と選択対象の比較も含む）
• MOVE 2進項目 TO 集団項目
• MOVE 集団項目 TO 2進項目
• READ文 INTO 一意名
• RETURN文 INTO 一意名
• -H8SwitchオプションがあるときのMOVE 2進項目 TO 英数字／英数字編集項目

注※　HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

（6） 外部 10進，内部 10進，2進で設定される値が異なるもの
• MOVE WHEN-COMPILED TO 一意名
• MOVE CURRENT-DATE TO 一意名
• MOVE 外部 10進項目／内部 10進項目／ 2進項目／浮動小数点項目／数字編集項目
以外の項目，英数字型関数 TO 一意名
（MOVE文の転記の規則に従って転記する場合も含む）

（7） 10進項目を間接的に参照／更新するもの
• 10進項目を含む集団項目が参照／更新されている

注
CORRESPONDING指定のある ADD文，SUBTRACT文，MOVE文，および
INITIALIZE文で指定した集団項目中の 10進項目は 2進化されません。

• 10進項目が再定義項目または被再定義項目となっている
• 10進項目を含む集団項目が再定義項目または被再定義項目となっている
• 10進項目にアドレス名指定がある
• 10進項目を含む集団項目にアドレス名指定または VALUE句がある
• 再命名項目（RENAMES句がある）
• 被再命名項目（THRUなし）
• 被再命名項目（THRUあり）
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• 被再命名項目（THRU範囲内の項目）

（8） 2進化すると実行速度が遅くなるもの
• MOVE 2進 TO 数字編集項目（MOVE文の転記の規則に従って転記する場合も含む）

（9） ファクトリ定義およびインスタンス定義中の 10進項目

（10） その他
• 作業場所節または局所場所節以外で定義されている
• SYNCHRONIZED句がある
• FILLER項目
• 特殊レジスタ
• 可変長集団項目中の 10進項目
• 外部 10進項目を含む集団項目に SIGN LEADING指定または SIGN SEPARATE指
定がある

• PICTURE句の左端に「P」がある
• CSV編成ファイルに対するWRITE文 FROM 一意名

30.2.3　不変式のループ外移動
繰り返し処理中で結果が常に同じになるような式や代入を繰り返し処理の前に移動する
ことによって，繰り返し内の実行命令数を削減します。

（最適化前）
           :
           :
           :
       PERFORM VARYING I
         FROM 1 BY 1 UNTIL I = 100
           MULTIPLY A BY B GIVING C(I)
           MOVE 10 TO D
       END-PERFORM.

（最適化後）
          :
       MULTIPLY A BY B GIVING temp.
       MOVE 10 TO D.
       PERFORM VARYING I
         FROM 1 BY 1 UNTIL I = 100
           MOVE temp TO C(I)
       END-PERFORM.
          :

演算の最適化条件
• 四則演算である。

代入の最適化条件
• 代入元変数（この最適化によって前に出された式の結果の一時的記憶域を含む）
がループ内で不変である。
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• 代入先変数はループ内ではこの代入以外で変更されない。
• 代入元変数として代入先変数を参照している場合，必ずこの代入の結果を参照す
る。すなわち，ループ外で設定された値を参照することはない。

30.2.4　コピー伝播
変数 1=定数

変数 1=変数 2

このような単純な代入文があったとき，次の変数 1への代入までに現れた変数 1の参照
を定数や変数 2で置き換えることによって，定数の畳み込みや無用命令の削除（代入が
あり，次の代入または終わりまでに参照がない場合，その代入は無用である）などをし
ます。ただし，-Optimize,2オプション指定時には，ユーザが定義したデータ項目への代
入に対する無用命令の削除はしません。

次の例では，A，Bはユーザ定義変数ではないものとします。

定数 "23"を代入している Aは 1.，2.で参照されているだけなので，1.，2.の Aはそれ
ぞれ定数 "23"に変更されます。さらに，Bは 2.で参照されているだけなので，Bも定数
"23"に変更されます。なお，この例では 2.の COMPUTE文が定数の演算だけになるた
め，定数の畳み込みによって最終的に定数 "50"に変更されます。

最適化条件
次の条件を満たす代入 X=Yによってだけコピー伝播は行われます。
• Xは添字指定を含まない。
• Xに対する別名はない。
• Yが定数なら，Yは Xのデータの型およびサイズに変換できる。
• Yが変数なら，Yは Xのデータの型およびサイズに等しい。

30.2.5　共通式の削除
同一の式が複数ある場合，最初の式だけ計算をし，残りの式は最初の式の結果で置き換
えることによって演算時間の短縮を図ります。

（最適化前）
COMPUTE C = A + B.
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COMPUTE D(I) = A + B.
COMPUTE E = A + B + C.
MOVE D(I) TO F.

（最適化後）
ADD     A TO B GIVING C temp.
MOVE    temp TO D(I).
COMPUTE E = temp + C.
MOVE D(I) TO F.

最適化条件
二つの式 Xと Yの間で式の共通化が行われる条件は次のとおりです。
• 式 Xは Yの前にある。
• 式 Xまたは Yがループ内にある場合，式 Yまたは Xも同一ループ内にある。
• 式 Yは代入を含まない。
• 式 X，式 Yの両方で参照である同じ演算項に対して，式間でこの演算項への代入
がない。

30.2.6　定数の畳み込み
式の中に複数の定数があった場合，計算可能な範囲でコンパイラが定数同士の演算を計
算することによって式を単純化します。

（最適化前）
COMPUTE C = 1 + 3.
COMPUTE D = 0.1415926 + 3.0000000 + A.

（最適化後）
MOVE    4 TO C.
COMPUTE D = 3.1415926 + A.

最適化条件
COBOLの演算順序に従った演算の過程で定数同士の演算が発生する場合だけ，こ
の最適化は行われます。

30.2.7　演算強さの軽減
（1） ループの削除

次のようなループを削除します。

• ループ本体が空であり，かつループ制御変数が不要であるループ
• ほかの最適化によってループ本体が空になったループ

最適化条件
• ループ本体が空である。
• ループ制御変数が不要なループである。
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第 12編　コンパイルと実行

31　COBOLソースの作成とコン
パイル
この章では，COBOLソースの作成方法とコンパイル方法につ
いて，コンパイラ環境の設定方法や，コンパイル時の入出力構
成，使用するファイル，登録集原文の使用方法なども含めて説
明します。

31.1　コンパイル時の主な入出力ファイル

31.2　COBOLソースの作成方法

31.3　さまざまな形態の COBOL原始プログラムのコンパイル

31.4　コンパイラの起動方法

31.5　コンパイラオプション

31.6　コンパイラ環境変数

31.7　コンパイラ付属機能
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31.1　コンパイル時の主な入出力ファイル
プログラムをコンパイルするときの主な入出力の流れを次に示します。

図 31-1　コンパイル時の入出力の流れ

1. ccbl2002コマンドを実行すると，COBOL2002コンパイラに制御が渡り，COBOL
ソースファイルからオブジェクトファイル（.o）が生成されます。

2. オブジェクトファイルがリンカに取り込まれ，実行可能ファイルが生成されます。

上記に示したファイルや，その他 COBOL2002で使用するファイルの内容については，
「付録 D　COBOLで使用するファイル」を参照してください。
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31.2　COBOLソースの作成方法

コンパイル対象の COBOLソースファイルを作成するときの規則について説明します。

31.2.1　ソースファイル名と拡張子
ソースファイル名，拡張子の指定規則を次に示します。

（1） ソースファイル名

ソースファイル名はUNIXのファイル名の規則に従って指定します。ただし，ccbl2002
コマンドに指定するソースファイル名に次の文字を使用した場合の動作は保証しません。

 
ハイフン（-）

（2） 拡張子

COBOLソースファイルは，ファイル名のあとに次の拡張子を付けます。

• 固定形式正書法で書かれた原始プログラムをコンパイルする場合

.cbl，.CBL※，.cob，.ocb，または環境変数 CBLFIXで指定した拡張子
注※
拡張子に等価規則は適用されません。

• 自由形式正書法で書かれた原始プログラムをコンパイルする場合
.cbf，.ocf，または環境変数 CBLFREEで指定した拡張子

31.2.2　原始プログラムの作成規則
COBOL原始プログラムは次の規則に従って記述します。

• 各行は復帰改行文字で終了させます。
• 固定形式正書法の場合は，1行は 80バイト以内とします。また，自由形式正書法の場
合は，1行は 255バイト以内とします。これらの制限を超えた分は無視されます。

• タブ文字以外の制御文字（X'00'～ X'1F'，および X'7F'）は，使用できません。
• タブ文字は，次のタブ位置まで空白として扱われます。タブを空白に置き換えるとき
の空白の個数は，環境変数 CBLTABで設定できます。

31.2.3　正書法
ここでは，COBOLソースファイルの拡張子と正書法の関係，および SOURCE 
FORMAT指令を使った正書法の切り替え方法について説明します。

正書法および SOURCE FORMAT指令の文法規則については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　2. 正書法（Reference format）」および
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「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.14 SOURCE FORMAT指令」を参照してくださ
い。

（1） 正書法の種類と概要

正書法は，COBOL原始プログラムや登録集原文を記述するための規約です。COBOLに
は，自由形式正書法と固定形式正書法の二つの正書法があります。それぞれの正書法の
特徴を，次に示します。

• 固定形式正書法
行の文字位置によって，一連番号領域，標識領域，プログラム記述領域などの用途が
はっきり決められている書き方です。

• 自由形式正書法
一連番号領域，標識領域などはなく，プログラムを行中の任意の位置に記述できる書
き方です。

また，SOURCE FORMAT指令を使用すると，2種類の正書法を原始プログラムや登録
集原文の途中で切り替えることができます。

なお，正書法の言語仕様についてはマニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　2. 
正書法（Reference format）」を，SOURCE FORMAT指令の言語仕様についてはマニュ
アル「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.3.14 SOURCE FORMAT指令」を，それぞ
れ参照してください。

（2） 拡張子による正書法の指定

（a）ソースファイルの拡張子と正書法の種類の対応

COBOL2002のコンパイラは，拡張子によって COBOLソースファイルの種類が固定形
式正書法か，自由形式正書法かを区別します。

拡張子が .cbl，.CBL，.cob，.ocbの COBOLソースファイル
固定形式正書法で記述されているものとして扱われます。

拡張子が .cbf，.ocfの COBOLソースファイル
自由形式正書法で記述されているものとして扱われます。

また，上記以外の拡張子が付いたファイルであっても，環境変数 CBLFIXまたは
CBLFREEに設定しておくことで，それぞれ固定形式正書法，自由形式正書法で書かれ
た COBOL原始プログラムとしてコンパイルできます。

環境変数 CBLFIXまたは CBLFREEを使用して，COBOL原始プログラムの拡張子を指
定する方法については，「31.6　コンパイラ環境変数」を参照してください。

（b）正書法の決定の優先順位

COBOL原始プログラムの正書法
COBOL原始プログラムが，固定形式／自由形式のどちらの正書法としてコンパイ
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ルされるかは，次の 1.～ 3.の判定順序に従って決定されます。
1. 環境変数 CBLFIXに設定した拡張子のファイルは，固定形式正書法で書かれた

COBOL原始プログラムとしてコンパイルされます。
2. 環境変数 CBLFREEに設定した拡張子のファイルは，自由形式正書法で書かれ
た COBOL原始プログラムとしてコンパイルされます。

3. 拡張子が .cbl，.CBL，.cob，.ocbのファイルは，固定形式正書法で書かれた
COBOL原始プログラムとしてコンパイルされます。また，拡張子が .cbf，.ocf
のファイルは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムとしてコンパ
イルされます。

したがって，同じ拡張子を環境変数 CBLFIX，環境変数 CBLFREEの両方に指定し
た場合，環境変数 CBLFIXの指定が有効となり，COBOL原始プログラムは固定形
式正書法としてコンパイルされます。

登録集原文の正書法
登録集原文の正書法も，COBOL原始プログラムと同じ規則で決定されます。ただ
し，原文名定数に書かれた登録集原文ファイルの拡張子が，上記以外の拡張子の場
合，登録集原文は，固定形式正書法で書かれたものとして扱われます。

登録集原文ファイルの検索
登録集原文ファイルは，次の 1.～ 4.の順に検索されます。ただし，原文名定数で書
かれた場合は，除きます。
1. 環境変数 CBLFIXに設定した拡張子の左から順に，その拡張子が付くファイル。
2. 環境変数 CBLFREEに設定された拡張子の左から順に，その拡張子が付くファ
イル。

3. .cbl，.CBL，.cob，.ocbの順に，その拡張子が付くファイル。
4. .cbf，.ocfの順に，その拡張子が付くファイル。

上記の検索順位は，登録集原文の複写元の原始プログラムの正書法とは関係しませ
ん。
例えば自由形式の原始プログラム TP001.cbfの中に「COPY ABC.」という記述が
あって，ABC.cblと ABC.cbfという二つのファイルがある場合，ABC.cblの方が展
開されます。

正書法の異なるプログラム間の複写
COPY文を使用して，固定形式正書法の原始プログラムから自由形式正書法の原始
プログラムを取り込んだり，自由形式正書法の原始プログラムから固定形式正書法
の原始プログラムを取り込んだりできます。
この場合，ファイルの拡張子で正書法が判断されるため，SOURCE FORMAT指令
によって明示的に正書法を指定する必要はありません。

（3） SOURCE FORMAT指令による正書法の切り替え

SOURCE FORMAT指令を使用すると，原始プログラムの正書法を切り替えられます。
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原始プログラムの先頭に SOURCE FORMAT指令を記述すると，原始プログラム全体の
正書法を変更できます

また，原始プログラムの途中で SOURCE FORMAT指令を記述すると，SOURCE 
FORMAT指令の次の行から正書法を変更できます。

次に，SOURCE FORMAT指令の使用例を示します。

（例 1）

固定形式正書法の COBOLソースファイルに自由形式正書法を適用する場合

 
000100 >>SOURCE FORMAT IS FREE     …1.
IDENTIFICATION DIVISION.           …2.
PROGRAM-ID. FIX-FORM-EXAMPLE.
DATA DIVISION.
WORKING-STORAGE SECTION.
01 A-LONG-ITEM PIC X(100) VALUE 'THE FIRST PART CONTINUED'-
   ' ON THE NEXT LINE - SIMPLE ENOUGH'.
01 NUM-ITEM PIC 9(10).
PROCEDURE DIVISION.
A-PARAGRAPH-NAME.
  ：

1. SOURCE FORMAT指令が有効となるのは，SOURCE FORMAT指令の次の行から
です。このため，「>>SOURCE FORMAT IS FREE」を指定している行自身は，固定
形式正書法に従って記述する必要があります。

2. 別の SOURCE FORMAT指令が現れるまで，1.の指定が有効となります。

（例 2）

自由形式正書法の COBOLソースファイルに固定形式正書法を適用する場合

 
>>SOURCE FORMAT IS FIXED                      …1.
000010 IDENTIFICATION DIVISION.               …2.
000020 PROGRAM-ID. FIX-FORM-EXAMPLE.
000030 DATA DIVISION.
000040 WORKING-STORAGE SECTION.
000050 01 A-LONG-ITEM PIC X(100) VALUE 'THE FIRST PART CONTINUED
000060- '  ON THE NEXT LINE - SIMPLE ENOUGH'.
000070 01 NUM-ITEM PIC 9(10).
  ：

1. SOURCE FORMAT指令が有効となるのは，SOURCE FORMAT指令の次の行から
です。このため，「>>SOURCE FORMAT IS FIXED」を指定している行自身は，自
由形式正書法に従って記述する必要があります。

2. 別の SOURCE FORMAT指令が現れるまで，1.の指定が有効となります。

（4） 自由形式正書法で指定できないコンパイラオプション

次のオプションは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムとしてコンパイ
ルされるプログラムには，指定できません。指定してコンパイルした場合，エラーと
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なってコンパイルが中止されます。

表 31-1　自由形式正書法で指定できないコンパイラオプション

なお，固定形式正書法で書かれたソースの途中に「>>SOURCE FORMAT IS FREE」が
指定されている場合も，これらのコンパイラオプションを指定するとエラーとなります。

オプション名 機能

-StdVersion 第 1次規格／第 2次規格の解釈でコンパイルする

-V3Rec ホスト（VOS3）の固定長または可変長レコード形式のプログラムを，VOS3の
日本語文字の扱いに合わせてコンパイルする

-CompatiV3 VOS3 COBOL85互換を指定する

-StdMIA MIA仕様の範囲外チェックをする

-Std85 JIS仕様でチェックする

-EucPosition EUCコード使用時，見かけ上の文字位置で固定形式正書法の境界を決定する
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31.3　さまざまな形態の COBOL原始プログラ
ムのコンパイル

31.3.1　原始文操作機能
ここでは，COBOL2002の原始文操作機能について説明します。

（1） COPY文による登録集原文の取り込み

登録集原文（COPY登録集）は，プログラムでよく利用する標準化した手続き，ファイ
ル記述，完全なプログラムなどを登録したファイルです。プログラム中に COPY文を記
述すると，この登録集原文を複写してコンパイルできます。

（2） 登録集原文のファイル形式

登録集原文は，ファイル単位に登録・複写します。

登録集原文を登録するファイルのファイル形式は，.cbl，.CBL，.cob，.ocb，.cbf，.ocf
のどれかの拡張子の付いた形式とします。ただし，環境変数 CBLFREEまたは CBLFIX
で自由形式拡張子，固定形式拡張子が設定してあれば，該当する拡張子の付いた形式も
有効です。

（3） COPY文の指定形式

COPY文の指定形式を次に示します。COPY文の文法の詳細については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.2.2 COPY文」を参照してください。

原文名
• 原文名には，登録集原文が登録されているファイルの名称を，拡張子を付けない
で指定します。

• 原文名には，かな文字と拡張コード文字は使用できません。また，原文名で英大
文字と英小文字は区別されません。

• 原文名は，COBOL語の定義に従い 31文字まで指定できます。ただし，
-Compati85,Syntaxオプション指定時は，先頭の 30文字までしか有効となりませ
ん。また，次のオプションを指定している場合は，先頭の 8文字までしか有効と
なりません。
-V3Rec,Fixed　-V3Rec,Variable　-CompatiV3
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原文名定数
原文名定数は，登録集原文を登録してあるファイルの絶対パス名を引用符で囲んで
指定します。このとき，ファイル名には拡張子も付けます。

-V3ConvtNameオプションを指定したときの原文名定数の扱い
-V3ConvtNameオプションを指定する場合，原文名定数には登録集原文を登録
してあるファイルのファイル名を引用符で囲んで指定します。
-V3ConvtNameオプションを指定すると，VOS3 COBOL85のソースファイル
との互換のため，原文名定数中の文字が変換されて検索されます。変換規則に
ついては，「31.5.12　他システムとの移行の設定」の「（11）-V3ConvtName
オプション」を参照してください。

登録集名
登録集名は，登録集環境変数として次のように設定しておきます。

形式
登録集名=登録集検索ディレクトリ〔; …〕
export 登録集名

規則
• 登録集検索ディレクトリには，原文名に対応するファイルを検索する任意の
ディレクトリを絶対パスで指定します。このパス名に，原文名または原文名
定数で指定したファイル名を連結して絶対パス名とします。

• 登録集環境変数名は，先頭が英大文字で始まる，英大文字と数字で構成され
る 8文字以下の文字列でなければなりません。

• 登録集環境変数に設定するパス名は，複数指定できます。複数指定した場合，
左側から指定した順番に検索されます。

（4） 登録集原文の検索順序

原文名で指定したファイルは，拡張子，ディレクトリの二つの条件で検索されます。そ
れぞれの検索順序は次のようになっていて，両者のうちでは拡張子による検索順序が優
先します。また，-V3ConvtNameオプションを指定した場合，原文名定数に指定した
ファイルは，ディレクトリによる検索順序で検索されます。

拡張子による検索順序
1. 固定形式拡張子（環境変数 CBLFIXで設定）
2. 自由形式拡張子（環境変数 CBLFREEで設定）
3. .cbl
4. .CBL
5. .cob
6. .ocb
7. .cbf
8. .ocf
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ディレクトリによる検索順序
1. 登録集環境変数で設定したディレクトリ
2. 環境変数 CBLLIBで指定したディレクトリ
3. カレントディレクトリ

例えば，固定形式拡張子，自由形式拡張子とも設定されていない場合，"ファイル名
.cbl"で 1.～ 3.の順にディレクトリを検索し，目的のファイルがなければ，次に "
ファイル名 .CBL"で同様に検索します。

31.3.2　スタックコンパイル機能（連続コンパイル機能）の
利用

スタックコンパイル機能とは，複数個の翻訳単位のソース単位を含む翻訳グループを一
つのコンパイル単位としてコンパイルする機能です。この機能には次のような利点があ
ります。

• 一つの COBOLソースファイルに主プログラム，副プログラムを含めることができま
す。このソースファイルから作成される実行可能ファイルと 1対 1で対応するため管
理がしやすくなります。

• 一つのライブラリを構成する副プログラム群を，同じソースファイルにまとめること
ができます。

（1） コンパイラオプションとの関係

主プログラム指定（-Main,System／ -Main,V3）以外のオプションは，すべての翻訳単
位のソース単位に対して有効となります。-Main,System，-Main,V3オプションとほか
のオプションとの関係については，「31.5.5　最終生成物の種類の設定」を参照してくだ
さい。

（2） 主プログラム指定

主プログラム指定（-Main,System／ -Main,V3）を指定した場合は，ソースファイル中
の先頭の最外側のプログラムが主プログラムとなります。したがって，制御プログラム
からは先頭の最外側のプログラムだけが呼び出せます。2番目以降の最外側のプログラム
は，呼び出せません。
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（3） スタックコンパイル（連続コンパイル）時の出現順序

クラス定義，インタフェース定義を含むソースファイルを，連続コンパイルできます。
ただし，リポジトリ段落に指定された翻訳単位が別のソースファイルで定義されている
場合，別のソースファイルを先にコンパイルしておく必要があります。詳細は，「32　定
義別のコンパイル方法とリポジトリファイル」を参照してください。

なお，インタフェース定義は，ほかのソース単位より先に記述されていてもかまいませ
ん。
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（4） コンパイルリスト

スタックコンパイルを実行したときのコンパイルリストについては，「付録 C　コンパイ
ルリスト」を参照してください。

（5） プログラム間連絡

一つのコンパイル単位に最外側のプログラムが複数個含まれていても，これらの最外側
のプログラムはすべて別のコンパイル単位の CALL文で呼び出せます。

（6） ソースファイルと各種ファイルの関係

スタックコンパイル時にコンパイラが生成するファイルは，通常のコンパイル時に生成
するファイルと同じです。

（7） 実行可能ファイルの作成単位

スタックコンパイル機能を使用した場合，オブジェクトファイルは，ソースファイル単
位で作成されます。このため，ソースファイル中の複数のプログラムから，別々の実行
可能ファイルを作成することはできません。

複数の最外側のプログラムを含むソースファイルをスタックコンパイルし，生成された
オブジェクトファイルの一部のプログラムだけを利用するような実行可能プログラムは，
作成できます。ただし，使用しないプログラムを含んでいるため，必要以上に実行可能
ファイルのサイズが大きくなります。
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31.3.3　条件翻訳の利用
条件翻訳を使用すると，翻訳変数を用いた条件式の真偽に従って，ソースコードの有効
／無効を制御できます。翻訳変数は，原始プログラム中に DEFINEを書いて定義する方
法と，コンパイル時に -Defineオプションを指定して定義する方法があります。

翻訳指令の詳細な構文規則および一般規則については，マニュアル「COBOL2002　言
語　標準仕様編　3. 翻訳指令機能」を参照してください。

条件翻訳の使用例を，次に示します。

（例 1）IF指令の使用例
IF指令は，分岐の条件翻訳をしたい場合に使用します。
>>IFに続く条件式の真偽によって，プログラムテキストの有効・無効を指示できま
す。
 
000100*>IFとDEFINED条件の例
000200 IDENTIFICATION DIVISION.
000300 PROGRAM-ID. IF-SYNTAX.
000400 DATA DIVISION.
000500 >>DEFINE CHR01 AS 'ABCD'
000600 WORKING-STORAGE SECTION.
000700 PROCEDURE DIVISION.
000800 >>IF CHR01 IS DEFINED
000810     *> 翻訳変数CHR01は定義されているのでこちらが有効になる
000900     DISPLAY '--- CHR01 IS DEFINED ---'.
001000 >>ELSE
001100     *> こちらの行はコンパイルの結果無効となる
001100     DISPLAY '--- CHR01 IS NOT DEFINED ---'.
001200 >>END-IF
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（例 2）IF指令および DEFINED条件と -Defineオプションの例
DEFINED条件は，指定された翻訳変数名が定義済みかどうかを判定する条件文で
す。
次の原始プログラムでは，翻訳変数 DEBUGの定義の有無によって，IF指令の真偽
が決定します。コンパイル時に「-Define DEBUG」を指定すると，翻訳変数
DEBUGが定義され，IF指令が真となります。-Defineオプションを指定しない場
合は，IF指令が偽となります。
 
000100 IDENTIFICATION DIVISION.
000200 PROGRAM-ID. TEST001.
000300 PROCEDURE DIVISION.
000400
000500 >>IF DEBUG IS DEFINED
000600     DISPLAY 'this is debug message'.
000700 >>END-IF

デバッグ行を使用しても同様の処理ができますが，デバッグ行は第 4次規格の廃要
素であり，次回規格改訂時には削除される予定のため，条件翻訳を使用することを
推奨します。

（例 3）EVALUATE指令の例－書き方 1
EVALUATE指令は，多方向分岐の条件翻訳をしたい場合に使用します。
WHEN以下の条件によって，有効となるプログラムテキストが選択されます。
 
000100 IDENTIFICATION DIVISION.
000200 PROGRAM-ID. TEST001.
000300 DATA DIVISION.
000400 WORKING-STORAGE SECTION.
000500 PROCEDURE DIVISION.
000600 >>DEFINE EXD01 AS 10
000700
000800 >>EVALUATE EXD01 *> 翻訳変数 EXD01の値を評価する
000900   >>WHEN  3
001000     DISPLAY '--- 3          ---'.
001100   >>WHEN  15        
001200     DISPLAY '--- 15         ---'.
001300   >>WHEN  9  THRU 11 *> 9から11の間にある場合
001400     DISPLAY '---  9 THRU 11 ---'. *> ここが有効となる
001500   >>WHEN OTHER
001600     DISPLAY '--- WHEN OTHER ---'.
001700 >>END-EVALUATE

（例 4）EVALUATE指令の例－書き方 2
 
000100 IDENTIFICATION DIVISION.
000200 PROGRAM-ID. DEFINE01.
000300 DATA DIVISION.
000400 WORKING-STORAGE SECTION.
000500 >>DEFINE LEVEL AS 2
000600 PROCEDURE DIVISION.
000700 >>EVALUATE TRUE
000800   >>WHEN LEVEL < 3  *> ここが真
000900     DISPLAY 'lower'.
001000   >>WHEN LEVEL > 5
001100     DISPLAY 'higher'.
001200   >>WHEN OTHER
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001300     DISPLAY 'other'.
001400 >>END-EVALUATE

（例 5）EVALUATE指令の例－書き方 2
EVALUATE指令では，一度真の条件が現れた場合，それ以降にさらに真の条件が
あっても実行されません。
 
000100 IDENTIFICATION DIVISION.
000200 PROGRAM-ID. DEFINE01.
000300 DATA DIVISION.
000400 WORKING-STORAGE SECTION.
000500 >>DEFINE LEVEL AS 2
000600 PROCEDURE DIVISION.
000700 >>EVALUATE TRUE
000800   >>WHEN LEVEL < 3 *> ここが真
000900     DISPLAY 'lower'.
001000   >>WHEN LEVEL > 5
001100     DISPLAY 'higher'.
001200   >>WHEN LEVEL < 5 *>ここも真だが，すでに真となるWHENが存在す
る。
001300     DISPLAY 'lower 2'. *> よってここは実行されない。
001400   >>WHEN OTHER
001500     DISPLAY 'other'.
001600 >>END-EVALUATE

（例 6）-Defineオプションの使用例
次のプログラムを「ccbl2002 -Define CHR01=ABCD SAMPLE1.cbl」と指定してコ
ンパイルした場合，「>>IF CHR01 = 'ABCD'」の条件が真となります。
 
ソースファイル名称：SAMPLE1.cbl
000100 IDENTIFICATION DIVISION.
000200 PROGRAM-ID. DEFINEOPTION.
000300 DATA DIVISION.
000400 WORKING-STORAGE SECTION.
000500 PROCEDURE DIVISION.
000600 >>IF CHR01 = 'ABCD'
000700     *> 翻訳変数CHR01は-DefineオプションでABCDと定義。
000750     *> よってこちらが真。
000800     DISPLAY '--- CHR01 IS "ABCD" ---'.
000900 >>ELSE
001000     *> こちらの行は偽
001100     DISPLAY '--- CHR01 IS NOT "ABCD" ---'.
001200 >>END-IF

注意事項
-Defineオプションでは，翻訳変数値を文字列として扱います。このため，数値は渡
せません。

31.3.4　条件翻訳結果のコンパイルリスト
条件翻訳の結果，コンパイル対象とならなかった行を，無効行と呼びます。

COBOL2002では，コンパイルリスト上で，原始プログラム中の無効行となった部分を
確認できます。また，コンパイルリストに無効行を出力しない機能もあります。
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（1） コンパイルリスト上の表示

条件翻訳の結果無効行となった行は，コンパイルリストに 'X'が出力されます。

また，コンパイルリストに無効行を出力したくない場合は，-SrcListオプションに
NoFalsePathサブオプションを付けて指定します。

コンパイルリストに関係するその他のオプションについては，「付録 C.1　リストの出力」
を参照してください。

コンパイルリストの例 1

-SrcList,CopyAllオプションを指定した場合

 
D CP N 
----+----1----+----2----+----3----+----4----+----5----+----6----+
       000100 IDENTIFICATION DIVISION.
       000200 >>DEFINE CMPVAR1 AS -123456
       000500 PROGRAM-ID. AAA.
       000900 PROCEDURE DIVISION.
       001000 >>IF CMPVAR1 IS DEFINED
       001100     DISPLAY '--- test (1) ---'.
       001200     DISPLAY '--- test (2) ---'.
       001300 >>ELSE 
X      001400     DISPLAY '--- test (3) ---'.
X      001500     DISPLAY '--- test (4) ---'.
       001600 >>END-IF

（説明）
翻訳変数 CMPVAR1が 000200行で定義されているので，ELSE側である 001400，
001500行は無効行となります。そのため，これらの行の先頭に Xが出力されます。

コンパイルリストの例 2

-SrcList,CopyAll,NoFalsePathオプションを指定した場合

 
D CP N 
----+----1----+----2----+----3----+----4----+----5----+----6----+
       000100 IDENTIFICATION DIVISION.  
       000200 >>DEFINE CMPVAR1 AS -123456
       000500 PROGRAM-ID. AAA.
       000900 PROCEDURE DIVISION.
       001000 >>IF CMPVAR1 IS DEFINED
       001100    DISPLAY '--- test (1) ---'.
       001200    DISPLAY '--- test (2) ---'.
       001300 >>ELSE 
       001600 >>END-IF 

（説明）
-SrcListオプションに NoFalsePathサブオプションを指定した場合，無効行となっ
た 001400，001500行は，コンパイルリストに出力されません。
その結果，001600行が詰められて，001300行の次に出力されます。
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（2） 無効行の定義

無効行の定義を，次に示します。

1. 条件翻訳として判定中の >>IF，>>ELSE，>>END-IF，>>EVALUATE，>>WHEN，
>>END-EVALUATEが指定された行自身は，無効行とはなりません。

2. 条件翻訳のための翻訳指令行でも，無効な領域にある場合は無効行となります。
3. >>SOURCE FORMATは，常に無効行となりません。

次に，各定義の例を示します。なお，例中の「X」は，その行が無効行となることを示し
ます。

1.の例（その 1）

>>IFの >>ELSE側が無効な場合，>>IFや >>ELSEなどは無効行となりません。

 
      >>DEFINE ABC 123
      >>IF ABC = 123
          DISPLAY 'OK'.
      >>ELSE
X         DISPLAY 'NG'.
      >>END-IF

1.の例（その 2）

>>IFの >>ELSE側が有効な場合の例です。

 
      >>DEFINE ABC 123
      >>IF ABC = 12345
X         DISPLAY 'NG'.
      >>ELSE
          DISPLAY 'OK'.
      >>END-IF

1.の例（その 3）

>>EVALUATEの例です。

 
      >>DEFINE CHAR01  AS  'ABCD'
      >>EVALUATE TRUE
        >>WHEN CHAR01 = 'ABCD'
          DISPLAY '0001'.
          DISPLAY '0002'.
        >>WHEN CHAR01 = 'XYZ'
X         DISPLAY '0003'.
X         DISPLAY '0004'.
        >>WHEN OTHER
X         DISPLAY 'OTHER'.
      >>END-EVALUATE

2.の例

無効な領域にある場合は，>>IFなどの翻訳指令行自身も無効行となります。
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      >>DEFINE ABC 123
      >>IF ABC = 123
          DISPLAY 'OK'.
      >>ELSE
X         DISPLAY 'NG'.
X         >>IF ABC = 456
X           DISPLAY 'OK'.
X         >>ELSE
X           DISPLAY 'NG'.
X         >>END-IF
      >>END-IF

3.の例

無効な領域にある場合でも，>>SOURCE FORMAT指令は，無効行になりません
（>>SOURCE FORMAT指令は，どこに指定されても有効となります）。

 
      >>DEFINE ABC 123
      >>IF ABC = 123
          DISPLAY 'OK'.
      >>ELSE
X         DISPLAY 'NG1'.
X         DISPLAY 'NG2'.
          >>SOURCE FORMAT IS FREE
X         DISPLAY 'NG3'.
X         DISPLAY 'NG4'.
      >>END-IF
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31.4　コンパイラの起動方法
COBOL2002で作成したプログラムをコンパイルするには次の方法があります。

• ccbl2002コマンドによる方法
ccbl2002コマンドを実行することで，COBOLソースファイルをコンパイル，リンク
し，実行可能ファイルを生成できます。

• ccblコマンドによる方法
ccblコマンドを使用することで，COBOL85形式のコンパイラオプションを指定して，
プログラムのコンパイル，リンクができます。

31.4.1　ccbl2002コマンド
ccbl2002コマンドの入力によって，COBOLソースファイル中のプログラムをコンパイ
ルして，オブジェクトファイルや実行可能ファイルなどを出力できます。

ccbl2002コマンドの形式を次に示します。

形式
ccbl2002 〔オプション〔…〕〕 ファイル名〔…〕

オプション
コンパイラオプションを指定します。
コンパイラオプションの指定方法には，ccbl2002コマンドの引数に指定する方
法と環境変数 CBLCOPT2002で指定する方法の 2種類があります。なお，
ccbl2002コマンドの引数と環境変数 CBLCOPT2002の両方にコンパイラオプ
ションを指定した場合は，引数で指定したオプションの方が優先されます。
個々のコンパイラオプションの機能と使用方法については，「31.5　コンパイラ
オプション」を参照してください。

ファイル名
コンパイルする COBOLソースファイルや，その他必要なファイルの名称を指
定します。指定できるファイルの種類は次のとおりです。
• COBOLソースファイル（.cblほか）
• オブジェクトファイル（.o）
• HTMLファイル※ 1（.htm，.html）
• ライブラリファイル（共用ライブラリ）※ 2

注※ 1
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 2
ライブラリファイルやライブラリ検索パスの指定方法は，システムの規則に従って
ください。
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指定規則
• 各引数は，一つ以上の空白，タブ，または改行文字で区切ります。
ただし，ccbl2002コマンドに空白を含むファイル名を指定する場合は，ファイル
名をアポストロフィ（'）で囲む必要があります。

• コマンドライン上には，リンカに渡すオプションも指定できます。この場合，
-Linkオプションを使用します。-Linkオプションの使い方については，「31.5　
コンパイラオプション」を参照してください。

終了コード
ccbl2002コマンドは，次の終了コードを返します。

なお，エラーの詳細については，コンパイルリストやエラーメッセージを参照して
ください。

ccbl2002コマンドのヘルプ
オプションもファイル名も指定しないで，ccbl2002コマンドだけが入力された場合，
または -Helpオプションを指定された場合に ccbl2002コマンドのヘルプを出力でき
ます。

形式
ccbl2002 〔-Help〕

31.4.2　ccblコマンド（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，
AIX(32)，AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で
有効）

ccblコマンドは，COBOL85から COBOL2002への移行を円滑にするために使用するコ
マンドです。

ccblコマンドを使用すると，COBOL85形式のコンパイラオプションを指定して，
COBOLプログラムをコンパイルおよびリンクできます。これによって，既存の
COBOL85で作成した資産（コンパイル用のメイクファイルなど）を COBOL2002で流
用できます。ただし，COBOL2002で新たに追加されたコンパイラオプションは，ccbl
コマンドでは使用できません。したがって，通常は，ccbl2002コマンドを使用してくだ
さい。

ccblコマンドは，オプションの指定形式が ccbl2002コマンドとは異なりますが，以下の

終了コード 意味 出力される
エラーメッセージのレベル

0 コンパイルは正常終了した。 Iレベルエラー
Wレベルエラー

1 重大エラーが発生した。 Sレベルエラー

2 回復不能エラーが発生した。 Uレベルエラー
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「注意事項」にある場合を除き，コンパイル結果や生成するオブジェクトは，ccbl2002と
同じです。ただし，ccblコマンドによって生成したさまざまなファイル（オブジェクト
ファイル，実行可能ファイル，プログラム情報ファイルなど）は COBOL85環境で使用
することはできません。

形式
ccbl 〔オプション〔…〕〕 ファイル名〔…〕

• ccblコマンドの形式，指定方法，および終了コードは，COBOL85の ccblコマン
ドと同じです。また，コンパイラオプションの指定形式も，COBOL85と同じ形
式です。

• COBOL85形式のコンパイラオプションの詳細については，「付録 G　COBOL85
と COBOL2002のコンパイラオプションの対応」を参照してください。

ccblコマンドのヘルプ
オプションもファイル名も指定せず，ccblコマンドだけが入力された場合，ccblコ
マンドのヘルプを出力できます。なお，COBOL85でサポートされているオプショ
ンだけが出力され，COBOL2002で新規に追加されたオプションは出力されません。

形式
ccbl 

注意事項
• ccblコマンドには，COBOL2002形式のコンパイラオプションを指定できません。
また，COBOL2002で新規に追加されたコンパイラオプションは，ccblコマンド
には指定できません。

• コンパイルリストやコンパイラオプション詳細情報表示では，ccblコマンドに指
定された旧形式のオプションは，新形式に変換されて表示されます。

• ccblコマンドは，常に -Compati85,Allオプションを暗黙的に仮定して動作しま
す。
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31.5　コンパイラオプション
ここでは，ccbl2002コマンドに指定するコンパイラオプションについて説明します。な
お，COBOL85のコンパイラオプションと COBOL2002のコンパイラオプションとの対
応については，「付録 G　COBOL85と COBOL2002のコンパイラオプションの対応」
を参照してください。

31.5.1　構文規則
コンパイラオプションの構文規則について説明します。

（1） オプション指定項

コマンドライン上で，コンパイラオプションを指定する部分をオプション指定項と呼び
ます。

次の例の下線部分は，それぞれオプション指定項です。

 
ccbl2002 -Option,SubOption -AnotherOption filename.cbl

（2） オプション指定項の構成

一つのオプション指定項を構成する要素，および構成要素の名称を次に示します。

 
-Option,SubOption Argument
   1.      2.        3.

• 1.をオプション名と呼びます。
• 2.をサブオプション名と呼びます。
• 3.をオプションの引数と呼びます。上記の例では，サブオプション名に引数が従属し
ていますが，オプション名に直接引数が従属することもあります。

• 2.と 3.を合わせて，サブオプションと呼びます。
• 1.～ 3.を合わせて，オプションと呼びます（オプションは，一つのオプション指定項
全体を表します）。

規則
• あるオプション Optionに従属するオプションのことを「Optionのサブオプショ
ン」と呼びます。また，説明の対象となるサブオプションがどのオプションに従
属するか明確な場合には，主従関係を特定しないで単に「サブオプション」と呼
びます。

• SubOptionが Optionのサブオプションである場合，構文規則およびオプション
指定項では，次のように記述します。
-Option,SubOption
また，複数のサブオプションを持つオプションは，次のように記述します。
-Option,SubOption1,SubOption2
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• オプションとサブオプションの区切りには，コンマ（,）を使用します。また，サ
ブオプション同士の区切りにもコンマを使用します。

• オプションには，サブオプションのほかに，ファイル名や数値などの値を引数と
して持つものもあります。
オプション Optionが引数 Argumentを持つ場合は，次のように記述します。
-Option Argument

• 引数は，オプション一つにつき一つだけしか指定できません。
• オプション名同士，およびオプション名と引数の区切りには，半角空白文字を使
用します。

31.5.2　一般規則
コンパイラオプションの一般規則について説明します。

• 大文字小文字は，等価とみなされます。
• オプション指定項の先頭文字は，ハイフン（-）となります。
• オプションとサブオプションを区切るコンマの前後には，空白を入れてはいけません。
• コンパイラオプションの指定に構文誤りがある場合，コンパイル時に回復不能（Uレ
ベル）エラーとなり，コンパイルが中止されます。

31.5.3　コンパイラオプションの優先順位
複数のコンパイラオプションを指定した場合の，各オプションの優先順位を次に示しま
す。

（1） 指定個所による優先順位

コンパイラオプションを指定した個所によって，優先順位が高くなります。

ccbl2002コマンドの場合
次の順序で，コンパイラオプションの優先順位が高くなります。

ccblコマンドの場合
次の順序で，コンパイラオプションの優先順位が高くなります。

優先度 指定個所 オプションの形式

1 ccbl2002のコマンド行に指定したオプション 新形式

2 環境変数 CBLCOPT2002に指定したオプション 新形式

優先度 指定個所 オプションの形式

1 ccblのコマンド行に指定したオプション 旧形式

2 環境変数 CBLCOPTに指定したオプション 旧形式

3 ccblコマンドで暗黙的に仮定されるオプション 新形式
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環境変数 CBLCOPT2002，CBLCOPTについては，「31.6　コンパイラ環境変数」を参
照してください。

（2） オプション間の優先順位

コンパイラオプションには，オプション同士が背反の関係となっていたり，あるオプ
ションを指定するとほかのオプションが仮定されたりするものがあります。このような
オプション間の優先順位を，次に示します。

（a）あとに指定した方のオプションが有効となる場合

次のオプションを同時に指定した場合，あとに指定した方のオプションが有効となりま
す。

• -DigitsTrunc／ -Comp5
• -V3Rec／ -EquivRule
• -CompatiV3／ -EquivRule

（b）オプションを指定すると，ほかのオプションが無効となる場合

次のコンパイラオプションを指定した場合，無効となるオプションがあります。

指定したオプション 無効となるオプション

-MainNotCBL • -Main

-Compile • -OutputFile

-Compile,CheckOnly • -DebugInf
• -DebugCompati
• -DebugData
• -TDInf
• -CVInf
• -DebugRange
• -TestCmd

• -PIC
• -Profile
• -IdentCall
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注※ 1
HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

注※ 2
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(IPF64)で有効です。

-StdMIA
-Std85
-Std2002

• -V3Spec
• -StdVersion
• -CompatiV3※ 2

• -H8Switch
• -Cblctr
• -IgnoreLCC
• -JPN※ 2

• -CmDol
• -Comp5
• -NumAccept
• -V3Rec※ 2

• -EquivRule,NotAny
• -SQL
• -BinExtend

　 • -MaxDigits38※ 4

• -IntResult,DecFloat40※ 4

-StdMIA,13 • -EquivRule,StdCode
• -Bin1Byte

-V3Spec • -Comp5
• -CmAster
• -BinExtend
• -CBLVALUE
• -Bin1Byte
• -NumAccept
• -CmDol

　 • -MaxDigits38※ 4

• -IntResult,DecFloat40※ 4

-Repository,Gen • -Compile

-PIC • -Profile

-MultiThread • -Profile

-UniObjGen※ 1 • -JPN※ 2

• -CompatiV3※ 2※ 3

• -V3Rec※ 2※ 3

-MaxDigits38※ 4 • -CompatiV3※ 2

-IntResult,DecFloat40※ 4 • -Compati85,Power（-Compati85,All指定時も含む）
• -CompatiV3※ 2

指定したオプション 無効となるオプション
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注※ 3
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに YESを指定する
と，-UniObjGenを同時に指定しても -CompatiV3および -V3Recは有効となります。

注※ 4
HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効です。

（c）仕様チェックオプションを複数指定した場合

-StdMIAオプション，-Std85オプション，-Std2002オプションは，同時に指定できま
せん。同時に指定した場合，警告のメッセージが出力され，次の優先順位で有効となり
ます。

1. -Std2002オプション
2. -Std85オプション
3. -StdMIAオプション

（d）オプションを指定することによって，仮定されるオプション

次のコンパイラオプションを指定した場合，仮定されるオプションがあります。

注※ 1
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(IPF64)で有効です。

注※ 2

指定したオプション 仮定されるオプション

-V3Spec • -V3Rec,Variable

-CompatiV3※ 1 • -JPN,Alnum※ 2

• -V3Rec,Variable

-DebugCompati • -DebugInf

-DebugData • -DebugInf

-DebugRange • -DebugInf
• -DebugCompati

-TestCmd • -DebugInf
• -TDInf

-TDInf • -DebugInf

-TDInfと -Optimize,3を同時に
指定

• -Optimize,2
（-Optimize,3を指定しても -Optimize,2が仮定される）

-CVInf • -DebugInf

-StdMIA,14 • -StdMIA,13

-PIC • -Compile,NoLink

-MaxDigits38，
-IntResult,DecFloat40，および
-Optimize,3を同時に指定※ 3

• -Optimize,2
（-Optimize,3を指定しても -Optimize,2が仮定される）
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コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに YESを指定し，かつ -UniObjGenを指定した場合，
-CompatiV3を指定しても -JPN,Alnum は仮定されません。

注※ 3
HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効です。

（e）ほかのオプションの指定を必要とするオプション

次のコンパイラオプションは，同時に指定する必要があるオプションがあります。

注※ 1
HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。
同時に指定する必要があるオプションの指定がない場合，指定したオプションは無視されます。

注※ 2
HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効です。
同時に指定する必要があるオプションの指定がない場合，コンパイルエラーとなります。

（3） 同じオプションを重複して指定した場合の規則

同じオプションを重複して指定した場合，次の規則に従ってオプションが決定されます。
なお，オプションごとのサブオプションの指定規則については，「31.5.4　コンパイラオ
プションの一覧」を参照してください。

（a）背反関係にあるサブオプション同士を指定した場合

最後に指定されたオプションが有効となります。

（例）
-Compile,｛CheckOnly｜NoLink｝
に対して
-Compile,CheckOnly -Compile,NoLink
と指定した場合，-Compile,NoLinkが有効となります。

ただし，次の場合は，特定のサブオプションが有効となります。

• -TestCmd,Fullオプションと -TestCmd,Breakオプション，または -TestCmd,Fullオ
プションと -TestCmd,Simオプションを重複して指定した場合
-TestCmd,Fullオプションが有効となります。

• -JPN,Alnumオプションと -JPN,V3JPNオプションを重複して指定した場合
-JPN,V3JPNオプションが有効となります。

• -Std85,Highオプション，-Std85,Middleオプション，-Std85,Lowオプションを重複
して指定した場合

指定したオプション 同時に指定する必要があるオプション

-UniEndian※ 1 -UniObjGen※ 1

-MaxDigits38※ 2 -IntResult,DecFloat40※ 2
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次の優先順位で有効となります。
1. -Std85,Lowオプション
2. -Std85,Middleオプション
3. -Std85,Highオプション

（b）省略可能なサブオプション同士，または複数選択できるサブオプション同士を指定した
場合

前に指定したサブオプションの指定を引き継ぎ，あとに指定したサブオプションの指定
が追加で有効となります。

（例）
-ErrSup ｛,I｜ ,Ｗ｝+
に対して
-ErrSup,I -ErrSup,Ｗ
と指定した場合，IサブオプションとＷサブオプションの両方が有効となります。
これは，「-ErrSup,I,Ｗ」を指定した場合と同じです。

（4） オプションの打ち消し指定

デフォルト設定や環境変数などで指定済みのオプションを，コンパイル時に打ち消した
い場合は，プリフィクス 'no'の付いたコンパイラオプションを使用します。

例えば，環境変数 CBLCOPT2002でオプション「-Details」が指定されている場合，コ
マンドラインで「ccbl2002 -noDetails …」と指定すると，環境変数 CBLCOPT2002で
設定済みのオプション「-Details」を打ち消せます。

規則
• オプションにデフォルト値の設定がある場合，プリフィクス 'no'は指定できませ
ん。この場合，オプションのデフォルト値を指定することで，オプションを打ち
消します。
例えば，環境変数 CBLCOPT2002でオプション「-Optimize,3」が指定されてい
る場合，デフォルト値に戻したいときは，コマンドラインで「-Optimize,1」を指
定します。

• 通常のオプションと打ち消しのオプションを同時に指定した場合は，あとに指定
したオプションが有効となります。

注意事項
コンパイルリストに出力されるオプション一覧や，-Detailsオプションを指定した
場合にコマンドラインへ出力されるコンパイラオプションの詳細情報表示では，no
指定のコンパイラオプションは表示されません。コンパイラオプションとして有効
となったオプションだけが表示されます。
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31.5.4　コンパイラオプションの一覧
コンパイラオプションの一覧を次に示します。

（1） 最終生成物の種類

最終生成物※の種類を設定するコンパイラオプションを，次に示します。

注※
最終生成物とは，コンパイラが最終的に生成する実行可能ファイルのことを示しま
す。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.5　最終生成物の種類の設定」を
参照してください。

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

（2） 製品連携

他製品との連携を設定するコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.6　他製品との連携の設定」を参
照してください。

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-Main,｛System｜ V3｝ ファイル
名

先頭の最外側プログラ
ムを主プログラムとし
て作成する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-PIC,｛Std｜ Expand｝
-noPIC

共用ライブラリに使う
位置独立コードの作成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

（3） 実行

実行時の動作を設定するコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.7　実行の設定」を参照してくだ
さい。

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-SQL,XDM
-noSQL

リレーショナルデータ
ベース（XDM/RD）操
作シミュレーション機
能を使用できるように
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-RDBTran
-noRDBTran

HiRDBによる索引ファ
イル入出力機能を使用
する。

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

-XMAP,LinePrint
-noXMAP

書式印刷機能を使用し
て，順編成ファイルを
プリンタに出力する。

○ × ○ × × × × ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-NumAccept
-noNumAccept

ACCEPT文に数字項目
を指定できるようにす
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-NumCsv
-noNumCsv

CSV編成ファイルで，
セルデータを数値とし
て入出力できるように
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-MultiThread
-noMultiThread

マルチスレッド対応
COBOLプログラムを
作成する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

（4） 最適化

プログラムの最適化を設定するコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.8　プログラムの最適化の設定」
を参照してください。

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

（5） デバッグ

デバッグを設定するコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.9　デバッグの設定」を参照して
ください。

-MainNotCBL
-noMainNotCBL

すべて副プログラムと
して作成する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-Optimize,｛0｜ 1｜ 2｜ 3｝ コンパイル時の最適化
のレベルを指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-DebugLine
-noDebugLine

デバッグ行を有効にす
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-DebugInf〔,Trace〕
-noDebugInf

異常終了時，エラー要
約情報を出力する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-DebugCompati
-noDebugCompati

実行時に次のチェック
をする。
• 添字，指標名の繰り
返し回数の範囲外
チェック

• プログラム間整合性
チェック

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-DebugData
-noDebugData

データ例外を検出する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-TDInf
-noTDInf

テストデバッグ情報を
出力する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-CVInf
-noCVInf

カバレージ情報を出力
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-DebugRange
-noDebugRange

添字，指標名の繰り返
し回数について，次元
ごとの範囲外チェック
をする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-TestCmd｛,Full｜ ,Break｜
,Sim｝+
-noTestCmd

TDコマンド格納ファ
イルに出力する情報の
種類を指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-SimMain プログラム名
-noSimMain

主プログラムをシミュ
レーションする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-SimSub プログラム名
-noSimSub

副プログラムをシミュ
レーションする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-SimIdent
-noSimIdent

副プログラム（一意名
CALL文）をシミュ
レーションする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（6） リンク

リンクを設定するコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.10　リンクの設定」を参照してく
ださい。

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

（7） 規格

規格仕様のチェックを設定するコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.11　規格の設定」を参照してくだ
さい。

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-Compile,｛CheckOnly｜
NoLink｝
-noCompile

コンパイルの処理範囲
を指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-OutputFile ファイル名
-noOutputFile

生成する実行可能ファ
イル名を指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Link オプションの並び
-noLink

リンカに渡すオプショ
ンを指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-DynamicLink,｛Call｜
IdentCall｝
-noDynamicLink

ダイナミックリンクを
使用する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-StdMIA｛,13｜ ,14｝+
-noStdMIA※

MIA仕様の範囲外
チェックをする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

注※
これらのオプションは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムとしてコンパイル
するプログラムには指定できません。指定してコンパイルすると，エラーとなってコンパイル
が中止されます。

（8） 移行

他システムとの移行を設定するコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.12　他システムとの移行の設定」
を参照してください。

-Std85｛,｛High｜Middle｜
Low｝｜ ,Obso｜ ,Report｝+
-noStd85※

JIS仕様をチェックす
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Std2002｛,OutRange｜ ,Obso｜
,Archaic｝+
-noStd2002

COBOL2002規格仕様
をチェックする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-StdVersion,｛1｜ 2｝
-noStdVersion※

第 1次規格／第 2次規
格の解釈でコンパイル
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-CompatiV3※ 1※ 2

-noCompatiV3
VOS3 COBOL85との
互換機能を有効にする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Compati85｛,IoStatus｜
,Linage｜ ,Call｜ ,Power｜
,Syntax｜ ,IDParag｜ ,RsvWord
｜ ,NoPropagate｜ ,All｝+
-noCompati85

COBOL85互換機能を
有効にする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S
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-H8Switch
-noH8Switch

HITAC8000シリーズ
の仕様でコンパイルす
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Cblctr
-noCblctr

CBL-CTR特殊レジス
タを使用できるように
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-DigitsTrunc
-noDigitsTrunc

転記文で上位けたを切
り捨てる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-IgnoreLCC
-noIgnoreLCC

行送り制御文字を無視
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-CmAster
-noCmAster

1カラム目が '*'の行を
注記行とする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-CmDol
-noCmDol

7カラム目が '$'の行を
注記行とする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Comp5
-noComp5

COMP-5を指定できる
ようにする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-V3Spec〔,CopyEased〕
-noV3Spec

VOS3 COBOL85に対
する UNIX 
COBOL2002固有の構
文をチェックする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-V3ConvtName
-noV3ConvtName

VOS3 COBOL85から
のソースファイル互換
のため，COPY文の原
文名定数中の '¥'と '@'
を変換する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Switch,｛EBCDIC｜ EBCDIK｝
-noSwitch

字類条件を指定する。 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

-V3Rec,｛Fixed｜ Variable｝※ 1

※ 2
-noV3Rec

ホスト（VOS3）の固
定長または可変長レ
コード形式のプログラ
ムを，VOS3の日本語
文字の扱いに合わせて
コンパイルする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-DoubleQuote
-noDoubleQuote

引用符（ " ）を分離符
とみなしてコンパイル
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-BigEndian｛,Bin｜ ,Float｝+
-noBigEndian

2進データ項目または
浮動小数点データ項目
をビッグエンディアン
形式で処理する。

× × × × ○ ○ ○ ×

-International
-noInternational

インタナショナリゼー
ション機能を使用する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

注※ 1
これらのオプションは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムとしてコンパイル
するプログラムには指定できません。指定してコンパイルすると，エラーとなってコンパイル
が中止されます。

注※ 2
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに YESを指定したと
きだけ有効です。

（9） リスト出力

リスト出力の設定をするコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.13　リスト出力の設定」を参照し
てください。

（凡例）
F：HP-UX(IPF)

-EucPosition※ 1

-noEucPosition
EUCコード使用時，見
かけ上の文字位置でコ
ンパイルする。

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-SrcList,｛OutputAll｜ CopyAll
｜ CopySup｜ NoCopy｝
〔,NoFalsePath〕〔,DataLoc〕※
-noSrcList

コンパイルリストを出
力する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-ErrSup｛,I｜ ,W｝+
-noErrSup

IレベルまたはWレベ
ルエラーの出力を抑止
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オプション 機能 OS

F H A B J K L S
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H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

注※
DataLocサブオプションは，HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

（10） その他

その他の設定をするコンパイラオプションを，次に示します。

表中のコンパイラオプションの詳細については，「31.5.14　その他の設定」を参照してく
ださい。

オプション 機能 OS

F H A B J K L S

-Bin1Byte
-noBin1Byte

1バイトの 2進項目を
有効にする
（PICTURE句の指定で
2けたまでは 1バイト
として扱う）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-JPN,｛Alnum｜ V3JPN｝
-noJPN

日本語項目の扱いを指
定する。

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

-EquivRule,｛NotExtend｜
NotAny｜ StdCode｝
-noEquivRule

文字の等価規則をどう
変更するか指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-UscoreStart
-noUscoreStart

先頭が下線の CALL定
数を指定できるように
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-BinExtend
-noBinExtend

2進データ項目に指定
できる初期値を拡張す
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-MinusZero
-noMinusZero

10進項目で負の符号を
持つゼロを正の符号を
持つゼロに変換する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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-TruncCheck〔,Binary〕
-noTruncCheck

転記でのデータ切り捨
てをチェックする。
送り出し側作用対象が
2進項目で，受け取り
側作用対象が外部 10進
項目／内部 10進項目の
とき，2進項目は格納
できる最大けた数で転
記のけた数をチェック
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-LowerAsUpper
-noLowerAsUpper

定数指定の CALLに指
定された英小文字を英
大文字に変換してプロ
グラムを呼び出す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-CBLVALUE
-noCBLVALUE

環境変数 CBLVALUE
を有効にする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Repository,｛Gen｜ Sup｝
-noRepository

リポジトリファイルの
生成時，強制的に出力
するか，更新しないか
を指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-RepositoryCheck
-noRepositoryCheck

同じソースファイル中
の翻訳単位の定義と外
部リポジトリ中の情報
に相違があるかどうか
をチェックする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Define 翻訳変数名〔=値〕〔,翻訳
変数名〔=値〕〕…
-noDefine

コンパイル時に有効と
なる，翻訳変数名とそ
の値を定義する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Details
-noDetails

コンパイラオプション
の詳細情報を出力する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-OldForm '旧オプションの並び ' UNIX COBOL85のオ
プションを指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Help ccbl2002コマンドのヘ
ルプを出力する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-Profile,｛Prof｜ Gprof｝※
-noProfile

profまたは gprofでの
プロファイル用オブ
ジェクトファイルを作
成する。

○ ○ ○ ○ ○
※

○
※

○
※

○

-UniObjGen
-noUniObjGen

シフト JISの COBOL
ソースから Unicodeの
オブジェクトを生成す
る。

○ × ○ ○ ○ ○ × ×

オプション 機能 OS

F H A B J K L S
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

注※
次のオプションは，Linuxでは使用できません。
-Profile,Prof

31.5.5　最終生成物の種類の設定
最終生成物※の種類を設定するコンパイラオプションについて，説明します。

注※

-UniEndian,｛Little｜ Big｝
-noUniEndian

シフト JISで記述され
た日本語文字定数を
UTF-16LE，または
UTF-16BEに変換す
る。

○ × ○ ○ ○ ○ × ×

-Lx64ConventionCheck
-noLx64ConventionCheck

Linux(x64)で C言語と
の連携を行うときに問
題となる可能性のある
コードがある場合，
チェックする。

× × × × × ○ × ×

-ExternRef
-noExternRef

外部属性を持つデータ
項目が 8バイト境界に
整列されていないこと
を想定したオブジェク
トを生成する。

× × × × × × × ○

-MaxDigits38 数字項目および数字定
数に指定できる最大け
た数を 18けたから 38
けたに拡張する。

× ○ × × × ○ × ×

-IntResult,DecFloat40 算術演算の中間結果の
表現形式を 40けたの
10進浮動小数点形式に
する。

× ○ × × × ○ × ×

オプション 機能 OS

F H A B J K L S
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最終生成物とは，コンパイラが最終的に生成する実行可能ファイルのことを示しま
す。

（1） -Mainオプション

（a）形式
 
-Main,｛System｜V3｝ ファイル名

（b）機能

最外側のプログラムをアプリケーションの主プログラムとしてコンパイルします。

ファイル中に複数の最外側のプログラムがあるときは，先頭の最外側のプログラムを主
プログラムとしてコンパイルします。

-Main,System ファイル名
最外側のプログラムをアプリケーションの主プログラムとしてコンパイルします。
このとき，主プログラムが制御プログラムから受け取る引数の形式を，システム固
有の argc，argv形式に合わせます。

-Main,V3 ファイル名
最外側のプログラムをアプリケーションの主プログラムとしてコンパイルします。
このとき，主プログラムが制御プログラムから受け取る引数の形式を，ホスト
（VOS3）に合わせます。

（c）注意事項
• -Main,Systemオプションまたは -Main,V3オプションの指定がない場合で，次の条件
をすべて満たすときには，先頭の COBOLソースファイルに -Main,Systemオプショ
ンを指定したものと仮定されます。
1. -Compileオプションの指定がなく，かつ，オブジェクトファイル（.o），Cソース
ファイル（.c），アセンブラソースファイル（.s）の指定がない。

2. 環境変数 CBLCCの指定がない。
3. -SimMainオプションの指定がない。

• -Mainオプションと -MainNotCBLオプションを同時に指定した場合，-Mainオプ
ションが無効となります。

（例）
-MainNotCBL -Main,System
と指定した場合，-MainNotCBLオプションが有効となり，-Mainオプションは
無効となります。

• -Main,Systemオプション，-Main,V3オプションについては，「16.2　引数の受け取
りと外部スイッチ」の記述も参照してください。

• このオプションは，直後に指定されたファイルをアプリケーションの主プログラムと
して扱います。
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• ENTRY文の記述があるソースファイルに，このオプションを指定しても ENTRY文
に制御は渡りません。

• -Main,V3オプションを指定して作成した実行可能ファイルを実行するとき，受け取れ
るコマンド引数は一つ（空白まで）です。コマンド引数に空白を含むときは，アポス
トロフィ（'）で囲みます。

（2） -PICオプション

（a）形式
 
-PIC,｛Std｜Expand｝
-noPIC
 

（b）機能

-PIC,Std
共用ライブラリに使う位置独立（PIC）コードを作成する場合に指定します。
ただし，HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，および Linux(IPF64)では位置独立コード
が標準生成のため，-PIC,Std，-PIC,Expandオプションを指定したときと指定しな
いときに，生成されるオブジェクトは同じです。

-PIC,Expand
-PIC,Stdを指定した場合と同じコードを生成します。

-noPIC
-PICオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -PICオプションを指定した場合，リンクできるオブジェクトファイル（.o）が作成さ
れます（-Compile,NoLinkが仮定される）。

• -PICオプションは，次のオプションと相反しています。同時に指定した場合は，この
オプションを優先します。
-Profileオプション

• -PICオプションは，共用ライブラリ化する COBOLオブジェクトファイル作成のため
に指定します。実行可能ファイルにリンクする COBOLオブジェクトファイルや，
アーカイブファイル化する COBOLオブジェクトファイルを作成する場合は，これら
のオプションを指定しないでください。指定した場合，関数の呼び出し元への戻り制
御が正常に動作しない場合があります。

• Cコンパイラにも，位置独立コード（PIC）を作成するオプションがあります。Ｃコ
ンパイラのオプションについては，システムのマニュアルを参照してください。
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• 共用ライブラリは，ldコマンドで作成します。次に，共用ライブラリの作成例を示し
ます。

（例）
オブジェクトファイル名：xxx.o

HP-UX(IPF)の場合（共用ライブラリ名：libucbl.so）
 
ld -b xxx.o -o libucbl.so -a archive -L/opt/HILNGcbl2k/lib 
-lcbl2kml
 

HP-UX(IPF64)の場合（共用ライブラリ名：libucbl.so）
 
ld -b xxx.o -o libucbl.so -a archive -L/opt/HILNGcbl2k64/lib 
-lcbl2kml
 

AIX(32)の場合（共用ライブラリ名：libucbl.a）
 
ld -o libucbl.a xxx.o -bpT:0x10000000
   -bpD:0x20000000 -bnoentry -bM:SRE -bE:libucbl.exp 
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml -lm -lc
 

AIX(64)の場合（共用ライブラリ名：libucbl.a）
 
ld -o libucbl.a a.o b.o -b64 -bpT:0x100000000
   -bpD:0x110000000 -bnoentry -bM:SRE -bE:libucbl.exp 
   -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k64 -lcbl2kml64 -lm -lc
 

Linux(x86)，Linux(IPF64)の場合（共用ライブラリ名：libucbl.so）
 
ld -E xxx.o -o libucbl.so -shared -L/opt/HILNGcbl2k/lib 
-lcbl2kml
 

Linux(x64)の場合（共用ライブラリ名：libucbl.so）
 
ld -E xxx.o -o libucbl.so -shared -L/opt/HILNGcbl2k64/lib 
-lcbl2kml
 

Solaris(SPARC)の場合（共用ライブラリ名：libucbl.so）
 
ld -G xxx.o -o libucbl.so -Bstatic -L/opt/HILNGcbl2k/lib 
-lcbl2kml
 

オブジェクトファイルは複数指定できます。

31.5.6　他製品との連携の設定
他製品との連携を設定するコンパイラオプションについて，説明します。
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（1） -SQLオプション

（a）形式
 
-SQL,XDM
-noSQL

（b）機能

-SQL,XDM
リレーショナルデータベース（XDM/RD）操作シミュレーション機能を使用する場
合に指定します。このオプションを指定すると，VOS3 XDM/RDの SQLは覚え書
きとみなされます。

-noSQL
-SQLオプションの指定を打ち消します。

（2） -RDBTranオプション（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

（a）形式
 
-RDBTran
-noRDBTran

（b）機能

-RDBTran
翻訳単位中に記述された COMMIT文，ROLLBACK文を，HiRDBによる索引編成
ファイルに対して適用します。また，HiRDBによる索引編成ファイル入出力機能に
対するライブラリのリンクを行います。詳細は，「6.9.6　プログラムのコンパイルと
実行」を参照してください。
なお，このオプションを指定するとデータコミュニケーション（DC）機能，および
DCシミュレーション機能は使用できません。
また，このオプションを指定しないと，COMMIT文，ROLLBACK文は，DC機能
に対して適用されます。

-noRDBTran
-RDBTranオプションの指定を打ち消します。

（3） -XMAPオプション（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効 )

（a）形式
 
-XMAP,LinePrint
-noXMAP

（b）機能

-XMAP,LinePrint
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XMAP3を使用して，順編成ファイルをプリンタに出力するときに指定します。こ
のとき，次の印刷機能も使用できます。
• 書式オーバレイ（APPLY FORMS-OVERLAY句）
• 印刷制御付き（CHARACTER TYPE句）

COBOLプログラム中に APPLY FORMS-OVERLAY句または CHARACTER TYPE
句があっても，-XMAP,LinePrintオプションの指定がなければ，これらの句は覚え
書きとなります。
これらの印刷機能の詳細については，「8　プリンタへのアクセス」の該当する節を
参照してください。

-noXMAP
-XMAPオプションの指定を打ち消します。

31.5.7　実行の設定
実行の設定をするコンパイラオプションについて，説明します。

（1） -NumAcceptオプション

（a）形式
 
-NumAccept
-noNumAccept

（b）機能

-NumAccept
ACCEPT文の一意名 1に次の項目を指定できるようにします。
• 符号なし数字項目
• 符号あり数字項目
• 数字編集項目
• 外部浮動小数点数字項目
• 内部浮動小数点数字項目

数字項目を指定した場合，入力データは右詰めで格納され，残りの部分には左側に
0が埋められます。数字編集項目を指定した場合，編集文字に合わせて右詰めで格
納されます。浮動小数点数字項目を指定した場合，受け取りの有効けた数分の値が
格納されます。

-noNumAccept
-NumAcceptオプションの指定を打ち消します。

（2） -NumCsvオプション

（a）形式
 
-NumCsv
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-noNumCsv

（b）機能

-NumCsv
CSV編成ファイルで，セルのデータを数値として入出力したい場合に指定するオプ
ションです。詳細は，「6.8.5　セルデータを数値として入出力する機能」を参照して
ください。

-noNumCsv
-NumCsvオプションの指定を打ち消します。

（3） -MultiThreadオプション

（a）形式
 
-MultiThread
-noMultiThread

（b）機能

-MultiThread
COBOLプログラムをマルチスレッド環境下で動作させたい場合に指定します。
詳細は，「25.2　マルチスレッド対応 COBOLプログラムの生成」を参照してくださ
い。

-noMultiThread
-MultiThreadオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -MultiThreadオプションと -Profileオプションを同時に指定した場合，-Profileオプ
ションは無効となります。

（4） -MainNotCBLオプション

（a）形式
 
-MainNotCBL
-noMainNotCBL

（b）機能

-MainNotCBL
実行中のプロセスで最初に呼び出される COBOLプログラムを，副プログラムとし
ます。他言語で作成したアプリケーションのメインプログラムから COBOLプログ
ラムを呼び出す場合，このオプションを指定します。

-noMainNotCBL
-MainNotCBLオプションの指定を打ち消します。
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（c）注意事項
• -Mainオプションと -MainNotCBLオプションを同時に指定した場合，

-MainNotCBLオプションが有効となります。

31.5.8　プログラムの最適化の設定
プログラムの最適化を設定するコンパイラオプションについて，説明します。

（1） -Optimizeオプション

（a）形式
 
-Optimize,｛0｜1｜2｜3｝

（b）機能

最適化のレベルを指定します。-Optimizeオプションの詳細については，「30　最適化機
能」を参照してください。

-Optimize,0
最適化しません。

-Optimize,1
文の中で閉じた次の最適化をします。
• 命令レベルでの最適化（ピープホールによる不要命令の削除など）（ただし，

Solaris(SPARC)ではピープホール最適化はサポートしていません）

-Optimizeオプションを指定しなかった場合，このオプションが仮定されます。

-Optimize,2
広域的な次の最適化をします。
• 命令レベルでの最適化（ピープホールによる不要命令の削除など）（ただし，

Solaris(SPARC)ではピープホール最適化はサポートしていません）
• 不変式のループ外への移動
• コピー伝播
• 定数の畳み込み
• 共通式の削除
• 演算の強さの軽減
• そと PERFORM文のインライン展開

-Optimize,3
-Optimize,2オプションでの最適化に加えて，10進項目を 2進項目に変換します。

（c）注意事項
• 最適化オプションを指定すると，データ項目の使用状況の解析や文の順番の入れ替え
などをするため，コンパイル時間が増加します。-Optimize,0指定時が最短で，
-Optimize,3指定時が最長となります。
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• -Optimize,3オプションと -TDInfオプションを同時に指定すると，-Optimize,3オプ
ションが無効になり，-Optimize,2オプションが仮定されます。

• 最適化の内容については，「30　最適化機能」を参照してください。
• -Optimize,3オプションを指定すると 10進項目を 2進項目化するため，アドレス操作
機能を使用しているプログラムは正しく動作しないことがあります。

• HP-UX(IPF64)，Linux(x64)の場合，-Optimize,3オプション，-MaxDigits38オプ
ション，および -IntResult,DecFloat40オプションを同時に指定したときは，
-Optimize,3オプションは無効となり，-Optimize,2オプションが仮定されます。

31.5.9　デバッグの設定
デバッグを設定するコンパイラオプションについて，説明します。

（1） -DebugLineオプション

（a）形式
 
-DebugLine
-noDebugLine

（b）機能

-DebugLine
原始プログラム中のデバッグ行をコンパイルの対象とします。デバッグ行とは，原
始プログラムの標識領域にデバッグ標識（「D」または「d」）が記述されているか，
浮動デバッグ指示子（「>>D」）が記述されている行のことです。
このシステムでは，WITH DEBUGGING MODE句は覚え書きとみなされるので，
デバッグ行を有効にするためにはこのオプションの指定が必要です。

-noDebugLine
-DebugLineオプションの指定を打ち消します。

（2） -DebugInfオプション

（a）形式
 
-DebugInf〔,Trace〕
-noDebugInf

（b）機能

-DebugInf
実行時に異常終了した場合，または実行時エラーが発生した場合，異常終了時要約
情報リストを出力します。異常終了時要約情報リストの詳細については，「35.2　異
常終了時要約情報リスト」を参照してください。

-DebugInf,Trace
異常終了時要約情報リスト中にトレースバック情報を出力します。
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-noDebugInf
-DebugInfオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -DebugInfオプション，-TDInfオプション，-CVInfオプション，-DebugRangeオプ
ション，-DebugCompatiオプション，-DebugDataオプション，および -TestCmdオ
プションを指定していない場合，エラー／デバッグ情報（異常終了時要約情報リスト
やデータ領域ダンプリスト）が出力されません。

• -DebugInfオプションと -Compile,CheckOnlyオプションを同時に指定した場合，
-DebugInfオプションが無効となります。

• -DebugInf,Traceオプションを指定すると，実行時の処理速度が遅くなる可能性があ
ります。このため，-DebugInf,Traceオプションは，デバッグの目的でコンパイルす
るときだけ指定してください。

（3） -DebugCompatiオプション

（a）形式
 
-DebugCompati
-noDebugCompati

（b）機能

-DebugCompati
次のチェックをします。
• 表操作で使用する添字または指標名が指す表要素が表の範囲内であるかどうか。
• 部分参照の指定が一意名の範囲内であるかどうか。
• プログラム間で整合性が取れているかどうか。

ただし，実行時環境変数 CBLPRMCHKWに NOCHKを指定したときは，プログラ
ム間で整合性が取れていなくてもエラーとしないで，実行を継続します。
詳細は，「35.5　プログラム間整合性チェック」を参照してください。

-noDebugCompati
-DebugCompatiオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -DebugCompatiオプションと -Compile,CheckOnlyオプションを同時に指定した場
合，-DebugCompatiオプションが無効となります。

• -DebugCompatiオプションを指定すると，-DebugInfオプションが仮定されます。
• -DebugCompatiオプションを指定すると，実行時の処理速度が遅くなる可能性があり
ます。このため，-DebugCompatiオプションは，デバッグの目的でコンパイルすると
きだけ指定してください。

• -DebugCompatiオプションを指定すると，一部の例外名に対する TURN指令が無効
となります。詳細は「21.8.2　例外検出での注意事項」の「（4）コンパイラオプショ
ンとの関連性」を参照してください。
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（4） -DebugDataオプション

（a）形式
 
-DebugData
-noDebugData

（b）機能

-DebugData
外部または内部 10進項目に対して，格納値がデータ項目の属性と矛盾している場
合，データ例外エラーを検出します。
詳細は，「35.7　データ例外検出機能」を参照してください。

-noDebugData
-DebugDataオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -DebugDataオプションと -Compile,CheckOnlyオプションを同時に指定した場合，

-DebugDataオプションが無効となります。
• -DebugDataオプションを指定すると，-DebugInfオプションが仮定されます。
• -DebugDataオプションを指定すると，実行時の処理速度が遅くなる可能性がありま
す。このため，-DebugDataオプションは，デバッグの目的でコンパイルするときだ
け指定してください。

（5） -TDInfオプション

（a）形式
 
-TDInf
-noTDInf

（b）機能

-TDInf
デバッグ情報を含むプログラム情報ファイル（.cbp）を出力します。
-TDInfオプションを指定したプログラムをテストデバッガでデバッグする場合，
-DebugCompatiオプションの指定の有無に関係なく，プログラム間の整合性が
チェックされます。プログラム間の整合性チェックについては，「（3）
-DebugCompatiオプション」を参照してください。

-noTDInf
-TDInfオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -TDInfオプションと -Compile,CheckOnlyオプションを同時に指定した場合，-TDInf
オプションが無効となります。

• -TDInfオプションを指定すると，-DebugInfオプションが仮定されます。
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• -TDInfオプションと -Optimize,3オプションを同時に指定すると，-Optimize,3オプ
ションが無効になり，-Optimize,2オプションが仮定されます。

• コンパイルとリンクを別々に実行する場合で，-TDInfオプションを指定してコンパイ
ルしたときは，ccbl2002コマンドでリンクを実行するときにも，同じオプションを指
定する必要があります。

• -TDInfオプションを指定すると，実行時の処理速度が遅くなる可能性があります。こ
のため，-TDInfオプションは，デバッグの目的でコンパイルするときだけ指定してく
ださい。

• -TDInfオプションはテストデバッガのためにゼロによる除算チェックなど最適化に影
響を与えるオブジェクトコードを生成します。これによって，-TDInfオプションを指
定することで，異常終了時要約リストなどの行番号／欄の情報が変化することがあり
ます。行番号／欄の情報を常に正しく保つためには，-Optimize,0オプションを指定
する必要があります。

（6） -CVInfオプション

（a）形式
 
-CVInf
-noCVInf

（b）機能

-CVInf
カバレージ情報を含むプログラム情報ファイル（.cbp）を出力します。

-noCVInf
-CVInfオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -CVInfオプションと -Compile,CheckOnlyオプションを同時に指定した場合，-CVInf
オプションが無効となります。

• -CVInfオプションを指定すると，-DebugInfオプションが仮定されます。
• コンパイルとリンクを別々に実行する場合で，-CVInfオプションを指定してコンパイ
ルしたときは，ccbl2002コマンドでリンクを実行するときにも，同じオプションを指
定する必要があります。

• -CVInfオプションを指定すると，実行時の処理速度が遅くなる可能性があります。こ
のため，-CVInfオプションは，デバッグの目的でコンパイルするときだけ指定してく
ださい。

• -CVInfオプションを指定してカバレージ情報を出力できるのは，ccbl2002コマンド
でコンパイルして出力したプログラム情報ファイルだけです。COBOL85で作成した
プログラム情報ファイルを使用した場合，ccbl2002コマンドに -CVInfオプションを
指定してコンパイルしても，プログラム情報ファイルにカバレージ情報を出力しませ
ん。
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（7） -DebugRangeオプション

（a）形式
 
-DebugRange
-noDebugRange

（b）機能

-DebugRange
表操作で使用する添字および指標名の値が，次元ごとに OCCURS句で指定した繰
り返し回数の範囲内であるかどうかを，実行時に調べます。

-noDebugRange
-DebugRangeオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -DebugRangeオプションと -Compile,CheckOnlyオプションを同時に指定した場合，

-DebugRangeオプションが無効となります。
• -DebugRangeオプションを指定すると，-DebugInfオプションおよび

-DebugCompatiオプションが仮定されます。
• -DebugRangeオプションを指定すると，実行時の処理速度が遅くなる可能性がありま
す。このため，-DebugRangeオプションは，デバッグの目的でコンパイルするときだ
け指定してください。

• -DebugRangeオプションを指定すると，一部の例外名に対する TURN指令が無効と
なります。詳細は「21.8.2　例外検出での注意事項」の「（4）コンパイラオプション
との関連性」を参照してください。

（8） -TestCmdオプション

（a）形式
 
-TestCmd｛,Full｜,Break｜,Sim｝+
-noTestCmd

（b）機能

TDコマンド格納ファイルに出力する情報の種類を指定します。

-TestCmd,Full
中断点情報，シミュレーション情報の TDコマンドを TDコマンド格納ファイル
（.tdi）に出力します。

-TestCmd,Break
中断点情報の TDコマンドを TDコマンド格納ファイル（.tdi）に出力します。

-TestCmd,Sim
シミュレーション情報の TDコマンドを TDコマンド格納ファイル（.tds）に出力し
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ます。

-noTestCmd
-TestCmdオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -TestCmd,Fullオプションと -TestCmd,Breakオプション，または -TestCmd,Fullオ
プションと -TestCmd,Simオプションを重複して指定した場合，-TestCmd,Fullオプ
ションが有効となります。

• -TestCmdオプションを指定すると，-DebugInfおよび -TDInfオプションが仮定され
ます。

• コンパイルとリンクを別々にする場合で，コンパイル時に -TestCmdオプションを指
定したときは，ccbl2002コマンドでのリンク時に -TDInfオプションを指定する必要
があります。

（9） -SimMainオプション

（a）形式
 
-SimMain プログラム名
-noSimMain

（b）機能

-SimMain プログラム名
テストデバッガの主プログラムシミュレーション機能を使用します。
プログラム名には，主プログラムシミュレーションの対象となる副プログラムの名
称（最外側のプログラムのプログラム名段落で指定した名称）を指定します。
このオプションを指定すると，主プログラムシミュレーション用の一時的な
COBOLソースファイル（擬似主プログラム）が内部的に生成され，コンパイルさ
れます。コンパイルによって生成されたオブジェクトファイルは，リンク時に取り
込まれます。ここで生成されたソースファイル，およびオブジェクトファイルは，
コンパイル終了時に消去されます。
また，テストデバッガで必要な擬似主プログラム用のプログラム情報ファイル
（.cbs）が生成されます。テストデバッガの主プログラムシミュレーション機能を使
用するとき，生成されたプログラム情報ファイル（.cbs）をテストデバッガ環境に指
定してください。生成するプログラム情報ファイルの名称については，「（12）主／
副プログラムシミュレーションで生成する擬似プログラム用プログラム情報ファイ
ル」を参照してください。
　
擬似主プログラムを生成する COBOLソースファイルの情報は，プログラム情報
ファイル（.cbp）から取得されます。このため，このオプションを指定する場合は，
次のどちらかをする必要があります。
• -TDInfオプションを同時に指定してコンパイルする。
• 副プログラムを含む COBOLソースファイルを -TDInfオプションを指定してコン
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パイルし，生成された .cbpファイルを，環境変数 CBLPIDIRで指定したディレ
クトリまたはカレントディレクトリに入れておく。

-OutputFileオプションで実行可能ファイル名を指定しないと，生成される主プログ
ラムの実行可能ファイル名は a.outとなります。

注意事項
• 下記に示すデータ項目を主プログラムシミュレーションの対象となる副プロ
グラムの手続き部見出しに指定することはできません。
・プロパティ項目
・関数一意名
• 共用ライブラリやアーカイブライブラリを使用しての主プログラムシミュ
レーションはできません。

-noSimMain
-SimMainオプションの指定を打ち消します。

（10） -SimSubオプション

（a）形式
 
-SimSub プログラム名〔,…〕
-noSimSub

（b）機能

-SimSub プログラム名〔,…〕
テストデバッガの副プログラムシミュレーション機能を使用します。
プログラム名には，副プログラムシミュレーションの対象となる副プログラムの名
称（CALL文で指定した名称）を指定します。ただし，副プログラムの呼び出し方
法は，CALL文の定数指定呼び出しでなければなりません。
このオプションを指定すると，副プログラムシミュレーション用の一時的な
COBOLソースファイル（擬似副プログラム）が内部的に生成され，コンパイルさ
れます。コンパイルによって生成されたオブジェクトファイルは，リンク時に取り
込まれます。ここで生成されたソースファイル，およびオブジェクトファイルは，
コンパイル終了時に消去されます。
また，テストデバッガで必要な擬似副プログラム用のプログラム情報ファイル
（.cbs）が生成されます。テストデバッガの副プログラムシミュレーション機能を使
用するとき，生成されたプログラム情報ファイル（.cbs）をテストデバッガ環境に指
定してください。生成するプログラム情報ファイルの名称については，「（12）主／
副プログラムシミュレーションで生成する擬似プログラム用プログラム情報ファイ
ル」を参照してください。
　
擬似副プログラムを生成する COBOLソースファイルの情報は，プログラム情報
ファイル（.cbp）から取得されます。このため，このオプションを指定する場合は，
次のどちらかをする必要があります。
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• -TDInfオプションを同時に指定してコンパイルする。
• 副プログラムを呼び出している COBOLソースファイルを -TDInfオプションを指
定してコンパイルし，生成された .cbpファイルを，環境変数 CBLPIDIRで指定
したディレクトリまたはカレントディレクトリに入れておく。

注意事項
• 下記に示すデータ項目を副プログラムシミュレーションの対象となるプログ
ラムに指定した CALL文の引数に指定することはできません。
・プロパティ項目
・関数一意名
• 共用ライブラリやアーカイブライブラリを使用しての副プログラムシミュ
レーションはできません。

-noSimSub
-SimSubオプションの指定を打ち消します。

（11） -SimIdentオプション

（a）形式
 
-SimIdent
-noSimIdent

（b）機能

-SimIdent
テストデバッガの副プログラムシミュレーション機能を使用します。この場合，副
プログラムシミュレーションの対象となるのは，一意名呼び出しの CALL文を指定
したプログラムです。
このオプションを指定すると，副プログラムシミュレーション用の一時的な
COBOLソースファイルが内部的に生成され，コンパイルされます。コンパイルに
よって生成されたオブジェクトファイルは，リンク時に取り込まれます。ここで生
成されたソースファイル，およびオブジェクトファイルは，コンパイル終了時に消
去されます。
また，テストデバッガで必要な擬似副プログラム用のプログラム情報ファイル
（.cbs）が生成されます。テストデバッガの副プログラムシミュレーション機能を使
用するとき，生成されたプログラム情報ファイル（.cbs）をテストデバッガ環境に指
定してください。生成するプログラム情報ファイルの名称については，「（12）主／
副プログラムシミュレーションで生成する擬似プログラム用プログラム情報ファイ
ル」を参照してください。
　
擬似副プログラムを生成する COBOLソースファイルの情報は，プログラム情報
ファイル（.cbp）から取得されます。このため，このオプションを指定する場合は，
次のどちらかをする必要があります。
• -TDInfオプションを同時に指定してコンパイルする。
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• 副プログラムを呼び出している COBOLソースファイルを -TDInfオプションを指
定してコンパイルし，生成された .cbpファイルを，環境変数 CBLPIDIRで指定
したディレクトリまたはカレントディレクトリに入れておく。

注意事項
• 下記に示すデータ項目を副プログラムシミュレーションの対象となるプログ
ラムに指定した CALL文の引数に指定することはできません。
・プロパティ項目
・関数一意名
• 共用ライブラリやアーカイブライブラリを使用しての副プログラムシミュ
レーションはできません。

-noSimIdent
-SimIdentオプションの指定を打ち消します。

（12） 主／副プログラムシミュレーションで生成する擬似プログラム用プログ
ラム情報ファイル

主／副プログラムシミュレーションでは，テストデバッガで必要な情報である擬似プロ
グラム用プログラム情報ファイル（.cbs）が生成されます。擬似プログラム用プログラム
情報ファイル（.cbs）は，カレントディレクトリ，または環境変数 CBLPIDIRで指定し
たディレクトリに出力されます。

生成される擬似プログラム用プログラム情報ファイル（.cbs）の名称規則を，次に示しま
す。

• -SimMainオプションによって，擬似主プログラムシミュレーションする場合
SimMain@（-SimMainオプションで指定したプログラム名）.cbs

• -SimSubオプションによって，定数指定の CALL文の擬似副プログラムシミュレー
ションする場合

SimSub@（-SimSubオプションで指定したプログラム名※）.cbs

注※
プログラム名を複数指定した場合，先頭のプログラム名が使用されます。

• -SimIdentオプションによって，一意名指定の CALL文の擬似副プログラムシミュ
レーションする場合
SimIdent@001.cbs

31.5.10　リンクの設定
リンクを設定するコンパイラオプションについて，説明します。

（1） -Compileオプション

（a）形式
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-Compile,｛CheckOnly｜NoLink｝
-noCompile

（b）機能

プログラムのコンパイル時，オブジェクトファイル（.o），および実行可能ファイルの生
成を抑止します。

-Compile,CheckOnly
このオプションを指定すると，実行可能ファイルを生成しないため，コンパイル速
度が向上します。単にエラーチェックだけをしたい場合に指定します。

-Compile,NoLink
オブジェクトファイルは出力しますが，実行可能ファイルは生成しません。出力し
たオブジェクトファイルは，あとでリンカを使用して実行可能ファイルにできます。

-noCompile
-Compileオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -Compileオプションを指定した場合，-OutputFileオプションの指定は無効となりま
す。
また，-Compile,CheckOnlyオプションを指定した場合，アプリケーションデバッグ
機能に関連するオプション（-DebugInf，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，
-CVInf，-DebugRange，または -TestCmdオプション）が指定されても，無効となり
ます。

• -Compile,CheckOnlyオプションを指定した場合，-PICオプション，-Profileオプ
ション，-IdentCallオプションが指定されても無効となります。

（2） -OutputFileオプション

（a）形式
 
-OutputFile ファイル名
-noOutputFile

（b）機能

-OutputFile ファイル名
生成する実行可能ファイルの名称を指定します。
ファイル名には，生成する実行可能ファイルの名称を指定します。
このオプションの指定がない場合，実行可能ファイルの名称は，a.outとなります。
実行可能ファイルをカレントディレクトリに出力する場合の指定例を，次に示しま
す。

（例）
 
ccbl2002 -OutputFile TEST1 -Main,System source.cbl
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実行可能ファイルは，TEST1という名称で出力されます。
実行可能ファイルを任意のディレクトリに出力する場合の指定例を，次に示します。

（例）
 
ccbl2002 -Main,System TEST1.cbl -OutputFile /usr/user1/
TEST1.out
 

実行可能ファイルは，/usr/user1ディレクトリに TEST1.outという名称で出力
されます。パスプレフィックスの指定が省略された場合，実行可能ファイルは，
カレントディレクトリに出力されます。

-OutputFileオプションと -Compileオプションを同時に指定した場合，
-OutputFileオプションは，無効となります。

-noOutputFile
-OutputFileオプションの指定を打ち消します。

（3） -Linkオプション

（a）形式
 
-Link オプションの並び
-noLink

（b）機能

-Link オプションの並び
リンカに渡すオプションの並びを指定します。オプションとオプションの間は，空
白で区切ります。

-noLink
-Linkオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -Linkオプション以降の文字は，ほかのオプション名，ファイル名なども含めすべて
リンカに渡されます。したがって，このオプションは最後に指定してください。

• -Linkオプションは，-Detailsオプションでのコンパイラオプションの詳細情報表示
の対象にはなりません。

• -Linkオプションに指定した文字列は，そのまま ccコマンドに渡されるため，指定す
るリンカオプションは，ccコマンドのオプションとなります。ただし，OSが
AIX(32)または AIX(64)で Cコンパイラが組み込まれていない場合は，ldコマンドが
直接起動されます。この場合，-Linkオプション以降の文字列には，ldコマンドのオ
プションを指定してください。

（4） -DynamicLinkオプション

（a）形式
 



31.　COBOLソースの作成とコンパイル

742

-DynamicLink,｛Call｜IdentCall｝
-noDynamicLink
 

（b）機能

-DynamicLink,Call
プログラムを呼び出す場合，呼び出されるプログラムが静的にリンクされていない
場合，動的なリンク（ダイナミックリンク）が設定されます。詳細は「18　プログ
ラムの呼び出し」を参照してください。

-DynamicLink,IdentCall
一意名指定の CALL文でプログラムを呼び出す場合，動的なリンク（ダイナミック
リンク）を行います。定数指定の CALL文は，静的なリンク（スタティックリンク）
となります。詳細は「18　プログラムの呼び出し」を参照してください。

-noDynamicLink
-DynamicLinkオプションの指定を打ち消します。

31.5.11　規格の設定
規格との仕様チェックを設定するコンパイラオプションについて，説明します。

（1） -StdMIAオプション

（a）形式
 
-StdMIA｛,13｜,14｝+
-noStdMIA

（b）機能

仕様チェック機能として，MIA仕様※を範囲外チェックします。

仕様範囲外の記述があると，警告レベルのエラーメッセージが出力されます。

注※
MULTIVENDOR INTEGRATION ARCHITECTURE VERSION 1.3および 1.4（日
本電信電話株式会社）の仕様（JIS X 3002-1988　電子計算機プログラム COBOLの
仕様が前提）

-StdMIA,13
MIAバージョン 1.3仕様を範囲外チェックします。

-StdMIA,14
MIAバージョン 1.4仕様を範囲外チェックします。
なお，このオプションを指定すると，-StdMIA,13サブオプションを仮定します。

-noStdMIA
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-StdMIAオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -StdMIAオプション，-Std85オプション，-Std2002オプションは，同時に指定でき
ません。同時に指定した場合は，警告のメッセージが出力され，次の優先順位に従っ
てオプションが有効となります。
1. -Std2002オプション
2. -Std85オプション
3. -StdMIAオプション

• 次のオプションは，-StdMIAオプションと背反となるため，同時に指定できません。
同時に指定した場合は，-StdMIAオプションが有効となり，次のオプションが無効と
なります。
-V3Spec　-StdVersion　　-CompatiV3　-H8Switch
-Cblctr　-IgnoreLCC　-JPN　-CmDol　-Comp5　-NumAccept
-V3Rec　-EquivRule,NotAny　-SQL　-BinExtend　-MaxDigits38
-IntResult,DecFloat40

• -StdMIA,13オプションは，次のオプションと背反となるため，同時に指定できませ
ん。同時に指定した場合は，-StdMIA,13オプションが有効となり，次のオプション
が無効となります。
-EquivRule,StdCode　-Bin1Byte

• このオプションは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムをコンパイル
する場合には指定できません。指定した場合，エラーとなってコンパイルが中止され
ます。

（2） -Std85オプション

（a）形式
 
-Std85｛,｛High｜Middle｜Low ｝｜,Obso｜,Report｝+
-noStd85

（b）機能

仕様チェック機能として，JIS仕様※の範囲外チェックや廃要素をチェックします。

仕様範囲外の記述や廃要素があると，警告レベルのエラーメッセージが出力されます。

注※
JIS X 3002-1992　電子計算機プログラム COBOLの仕様

-Std85,High
JIS仕様の範囲外チェックをします。

-Std85,Middle
JIS仕様の中位集合範囲外（上位集合，JIS仕様の範囲外）チェックをします。
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-Std85,Low
JIS仕様の下位集合範囲外（中位集合，上位集合，JIS仕様の範囲外）チェックをし
ます。

-Std85,Obso
JIS仕様の廃要素をチェックします。

-Std85,Report
JIS仕様の報告書作成機能をチェックします。

-noStd85
-Std85オプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -Std85オプションは，次のオプションと背反となるため，同時に指定できません。同
時に指定した場合は，-Std85オプションが有効となり，次のオプションが無効となり
ます。
-V3Spec　-StdVersion　　-CompatiV3　-H8Switch　-Cblctr
-IgnoreLCC　-JPN　-CmDol　-Comp5　-NumAccept　-V3Rec
-EquivRule,NotAny　-SQL　-BinExtend　-MaxDigits38
-IntResult,DecFloat40

• このオプションは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムをコンパイル
する場合には指定できません。指定した場合，エラーとなってコンパイルが中止され
ます。

（3） -Std2002オプション

（a）形式
 
-Std2002｛,OutRange｜,Obso｜,Archaic｝+
-noStd2002

（b）機能

仕様チェック機能として，COBOL2002仕様の範囲外チェックや廃要素をチェックしま
す。

仕様範囲外の記述や廃要素があると，警告レベルのエラーメッセージが出力されます。

-Std2002,OutRange
COBOL2002仕様の範囲外チェックをします。

-Std2002,Obso
COBOL2002仕様の廃要素をチェックします。

-Std2002,Archaic
COBOL2002仕様の古典的要素をチェックします。
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-noStd2002
-Std2002オプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -Std2002オプションは，次のオプションと背反関係にあり同時に指定した場合は，

-Std2002オプションを有効とします。
-V3Spec　-StdVersion　　-CompatiV3　-H8Switch　-Cblctr
-IgnoreLCC　-JPN　-CmDol　-Comp5　-NumAccept　-V3Rec
-EquivRule,NotAny　-SQL　-BinExtend　-MaxDigits38
-IntResult,DecFloat40

（4） -StdVersionオプション

（a）形式
 
-StdVersion,｛1｜2｝
-noStdVersion

（b）機能

第 1次または第 2次規格の言語仕様の解釈でコンパイルするためのオプションです。こ
のオプションを指定しないときは，第 3次規格以降の解釈でコンパイルされます。

-StdVersion,1
第 1次規格（JIS72，ISO72，ANSI68）の解釈でコンパイルします。

-StdVersion,2
第 2次規格（JIS80，ISO78，ANSI74）の解釈でコンパイルします。

-noStdVersion
-StdVersionオプションの指定を打ち消します。
このオプションを指定した場合，第 3次規格以降の解釈※でコンパイルします。

注※
第 3次規格以降の解釈とは，次の二つの規格の解釈を指します。
• 第 3次規格（ISO85，ANSI85，JIS88，JIS92）
• 第 4次規格（ISO/IEC 1989:2002）

-StdVersionオプション指定時，および未指定時の言語仕様の相違を，次に示します。

差異の生じる言語
仕様

第 1次規格 第 2次規格 第 3次規格以降

比較条件の略記法
の NOT

略記法の条件の中の NOTが比較演
算子の一部とも取れるときには論理
演算子とみなす。

NOTの直後に GREATER，>，LESS，
<，EQUAL，=，>=，<=のどれかが続く
とき，NOTは比較条件の一部となる。こ
れ以外の NOTは論理演算子とみなす。
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（c）注意事項
• このオプションは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムをコンパイル
する場合には指定できません。指定した場合，エラーとなってコンパイルが中止され
ます。

31.5.12　他システムとの移行の設定
他システムとの移行に関連するコンパイラオプションについて，説明します。

MOVE文の位取り 送り出し側作用対象が位取りした整
数項目（PICTURE句の右端文字が
P）で，受け取り側作用対象が英数
字編集項目の場合，あとに続くゼロ
を切り捨てて空白とする。

左記の場合，あとに続くゼロを切り捨て
ない。

UNSTRING文の
DELIMITED BY 
ALL指定

複数の連続する区切り文字が現れた
場合，区切り文字の受け取り領域に
入るだけ区切り文字を移す。

左記の場合，区切り文字の受け取り領域
には 1個（1組）の区切り文字しか移さな
い。

COPY文の展開 第 1次規格の仕様に従った書き方は
旧仕様として展開する。

第 2次規格以降の仕様に従って COPY文
を展開する。

JUST句の処理 JUST句の指定がある英数字，英
字，英数字編集，数字編集項目に
VALUE句で初期値を与える場合，
JUST句の機能を働かせる。

左記の場合，JUST句の機能を働かせな
い。

WRITE文の
ADVANCINGの仮
定

1ファイルに対する複数個の
WRITE文で ADVANCING指定が
あるものとないものを混用した場
合，ADVANCING指定のないもの
に対しては BEFORE 
ADVANCING 1か AFTER 
ADVANCING 1のどちらかを仮定
する。どちらを仮定するかは
WRITE文の指定の内容による。

左記の場合，常に AFTER ADVANCING 
1を仮定する。

PERFORM文の
VARYING
AFTER指定がある
場合の反復制御変
数を初期化する位
置

• TEST AFTER指定時
外側のループの反復制御変数を BY指定の値で増加
させてから，内側のループの反復制御変数を FROM
指定の変数で再び初期化する。

• TEST BEFORE指定時
内側のループの反復制御変数 FROM指定の変数で
初期化してから，外側のループの反復制御変数を
BY指定の値で増加させる。

TEST AFTER指定時も
TEST BEFORE指定時
も，外側のループの反
復制御変数を BY指定
の値で増加させてから，
内側の反復制御変数を
FROM指定で再び初期
化する。

SELECT 
OPTIONAL句

覚え書きとする。 覚え書きとしない。

CURRENCY SIGN
句に指定できる定
数

"="，"/"が指定できる。 "="，"/"は指定できない。

差異の生じる言語
仕様

第 1次規格 第 2次規格 第 3次規格以降
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（1） -CompatiV3オプション

（a）形式
 
-CompatiV3
-noCompatiV3

（b）機能

-CompatiV3
ホスト（VOS3 COBOL85）との互換を指定するオプションです。-CompatiV3オプ
ションは，VOS3 COBOL85で開発した COBOLプログラムを UNIX環境に移行す
ることを目的として提供しているオプションで，日立拡張機能の中で使用頻度の高
いものを対象としています。
このオプションを指定した場合，指定しない場合と比べて次の点が異なります。
• ASSIGN句で指定した外部装置名に関連する環境変数名が，次のように変更され
ます。

（書き方）
SYSnnn〔-装置クラス〕〔-装置名〕〔-編成〕
または，〔装置クラス-〕〔装置名-〕〔編成-〕ファイル定義名
 

• -CompatiV3オプション指定時の環境変数名
次のどちらかとなる。
CBL_SYSnnn
CBL_ファイル定義名

• -CompatiV3オプション未指定時の環境変数名
次のどちらかとなる。
CBL_SYSnnn〔_装置クラス〕〔_装置名〕〔_編成〕
CBL_〔装置クラス _〕〔装置名 _〕〔編成 _〕ファイル定義名

• OPEN I-Oで開かれた順ファイルに対してWRITE文が指定できます。このとき，
次の条件をすべて満たすと，WRITE文は REWRITE文として扱われます。

（条件）
• -CompatiV3オプションの指定がある。
• EXTERNAL句が指定されているか，または OPEN I-Oで開かれている。
• WRITE文に ADVANCING指定がない。
• LINAGE句の指定がない。

• -CompatiV3オプションを指定した場合，次のオプションが仮定されます。

（仮定されるオプション）
• -V3Rec,Variable
可変長形式の原始プログラムのコンパイルを，ホストの日本語項目の扱いに
合わせるオプションです。
なお，固定長形式でコンパイルする場合，-CompatiV3オプションと
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-V3Rec,Fixedオプションを指定する必要があります。
• -JPN,Alnum
日本語項目，日本語編集項目，および日本語文字定数を，それぞれ英数字項
目，英数字編集項目，および英数字定数として扱うオプションです。
VOS3 COBOL85で XCOBOL=(N)を指定したときと同じ動作となります。

• VOS3 COBOL85上で使用できる報告書作成機能を記述したプログラムをコンパ
イルできます。
なお，-CompatiV3オプションを指定しない場合，UNIX COBOL85と同じ言語仕
様の報告書作成機能を使用します。

• 通信節による画面機能で，複数プログラムで通信文が実行された場合，一つの仮
想端末を複数のプログラム間で共用し，送受信します。

• DIVIDE文書き方 4および書き方 5の，除算の剰余を計算するのに使う商は，商
を計算したときの中間結果と同じけた数，同じ小数点位置，同じ符号の有無を持
ちます。

（例）
DIVIDE A BY B GIVING C REMAINDER D.
 

上記の例の DIVIDE文は，下記のような連続した操作に変換されます（ただ
し，TMP1，TMP2，TMP3はコンパイラによって作成された中間結果の記憶場
所を表します）。
 
A/B → TMP1
TMP1 → TMP2
A - (B * TMP2) → TMP3
TMP1 → C
TMP3 → D
 

• -CompatiV3オプションを指定したときは，TMP2は TMP1と同じけた数，
同じ小数点位置，同じ符号になります。

• -CompatiV3オプション未指定のときは，TMP2は商（C）と同じけた数，同
じ小数点位置，同じ符号になります。

• -CompatiV3オプションを指定した場合，英数字定数の分離符には，アポストロ
フィ（'）だけが使用できます。

• -CompatiV3オプションと -EquivRuleオプションは，同時に指定できません。指
定した場合，あとに指定したオプションが有効となります。

-noCompatiV3
-CompatiV3オプションの指定を打ち消します。
-CompatiV3オプションを指定した場合，-V3Rec,Variableオプションおよび
-JPN,Alnumオプションが仮定されますが，-noCompatiV3オプションを指定して
も，仮定された -V3Rec,Variableオプションおよび -JPN,Alnumオプションは打ち
消されません。
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（c）注意事項
• このオプションは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムをコンパイル
する場合には指定できません。指定した場合，エラーとなってコンパイルが中止され
ます。

• このオプションを指定した場合，連結式を記述できません。
• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに YESを
指定し，かつ -UniObjGenを指定すると，このオプションを指定しても -JPN,Alnum 
は仮定されません。

• このオプションを指定した場合，特殊名段落の定数 10が有効になります。ただし，
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに YESを
指定すると，-UniObjGenオプションとこのオプションの同時指定が可能となるため，
Unicodeで多バイトになる文字を指定した場合，コンパイルエラーとなります。

（2） -Compati85オプション

（a）形式
 
-Compati85｛,IoStatus｜,Linage｜,Call｜,Power｜,Syntax｜,IDParag｜
,RsvWord｜,NoPropagate｜,All｝+
-noCompati85

（b）機能

-Compati85,IoStatus
入出力状態 1x，2xに対する処理を COBOL85と同様にします。

-Compati85,Linage
LINAGE値が不正なときの処理を COBOL85と同様にします。

-Compati85,Call
CALL文の ON EXCEPTION，または ON OVERFLOW指定の無条件文を実行する
エラーの条件を COBOL85と同様にします。

-Compati85,Power
べき乗演算でのエラー時の処理を COBOL85と同様にします。また，べき乗演算の
精度を，同一システムの COBOL85（製品が存在する場合だけ）と同様にします。
べき乗演算と -Compati85,Powerオプションとの関係については，「21.3.3　例外
チェックが無効な場合の動作」の「（1）手続き文の実行中にエラーが発生し，例外
を検出した場合」を参照してください。

-Compati85,Syntax
次の機能について，コンパイル時の解釈を COBOL85と同様にします。
• COPY文の REPLACING指定での置換位置
• 見出し部注記項（-Compati85,IDParagオプション指定時と同等の解釈をする）
• 部の見出し，節名，段落名，END PROGRAMなどの開始位置チェック
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• 直前のピリオドが省略された A領域に置かれた語の解釈
• COBOL語の最大長（30文字とする）
• 予約語（COBOL85では予約語で，COBOL2002では文脈依存語に変更されたも
のを予約語に戻す）
なお，COBOL85で予約語だったものが COBOL2002で文脈依存語となっている
のは，次の語です。
ONLY　PREVIOUS　RECURSIVE

• プログラム名の長さ（30バイトとする）
• 自由形式正書法の 1行の長さ（80文字とする）

-Compati85,IDParag
見出し部の構文チェックを緩和します。
このオプションを指定すると，見出し部に AUTHOR段落，INSTALLATION段落，
DATE-WRITTEN段落，DATE-COMPILED段落，SECURITY段落，および
REMARKS段落が記述できます。

-Compati85,RsvWord
予約語のうち COBOL2002で新たに追加されたものを除き，COBOL85の予約語と
同じ範囲でコンパイルします。

-Compati85,NoPropagate
CALL文，INVOKE文，および利用者定義関数で伝播を抑止します。
次のプログラムを呼び出す場合，例外が伝播することはないため，このオプション
を指定するとオブジェクトファイルサイズを縮小できます。
• PROPAGATE指令が指定されていないプログラム
• COBOL85で作成したプログラム
• Cプログラムなど，COBOL言語以外の言語を使用したプログラム
• COBOL2002で使用できるサービスルーチン
• OpenTP1，XMAP3（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）などの関
連プログラムが提供している関数など

ただし，条件によっては，自動的に呼び出し元プログラムへの伝播が抑止される場
合があります。その場合は，このオプションを指定する必要はありません。詳細は，
「21.5.3　例外を受け取れないプログラムに例外を伝播させた場合の動作」を参照し
てください。

-Compati85,All
-Compati85オプションのすべてのサブオプションを仮定します。
-Compati85,Allを指定した場合，-Compati85オプションのすべてのサブオプショ
ンを指定したものとみなします。

-noCompati85
-Compati85オプションの指定を打ち消します。
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（c）注意事項 
• -Compati85オプションは，単独で指定できません。必ずサブオプションを指定する
必要があります。

• -Compati85,IDParagオプションを指定した場合，見出し部中に COPY文，
REPLACE文，および INCLUDE文を記述できません。注記項中に COPY文，
REPLACE文，または INCLUDE文を記述した場合，その COPY文，REPLACE
文，または INCLUDE文を注記とみなします。

• -Compati85,IDParagオプションを指定した場合，注記項中に継続行を表す標識（-）
が現れたときは，コンパイルエラーとなります。

• -Compati85,IDParagオプションを指定した場合，見出し部には，COBOL85で指定
できる段落見出し（PROGRAM-ID，AUTHOR，INSTALLATION，
DATE-WRITTEN，DATE-COMPILED，SECURITY，および REMARKS）以外を
指定できません。

• -Compati85,Syntaxオプションを指定した場合に適用される予約語は，COBOL2002
の予約語および ONLY，PREVIOUS，RECURSIVE の三つの語となります。
-Compati85,RsvWordオプションを指定した場合に適用される予約語は，COBOL85
の予約語だけとなります。

• -Compati85,RsvWordオプションを指定した場合，COBOL2002で新しく追加された
構文が利用できなくなります。このため，既存プログラムに COBOL2002の新機能を
加えて拡張することが困難になります。既存プログラムに COBOL2002の新しい予約
語が使われている場合，新しい予約語とは異なる語に置き換えることを推奨します。
COBOL2002で追加された新しい予約語については，マニュアル「COBOL2002　言
語　標準仕様編　4.8 予約語」を参照してください。

• -Compati85オプションのうち次のオプションを指定した場合，COBOLソース中に
TURN指令を指定できません。指定した場合，コンパイルエラーとなります。
• -Compati85,IoStatus
• -Compati85,Linage
• -Compati85,Call
• -Compati85,Power
• -Compati85,NoPropagate

• -Compati85,NoPropagateオプションは，CALL文のほかに INVOKE文，および利
用者定義関数の呼び出しの場合にも，伝播が抑止されます。なお，CALL文，
INVOKE文，および利用者定義関数を使用していない場合，このオプションは意味を
持ちません。

（3） -H8Switchオプション

（a）形式
 
-H8Switch
-noH8Switch
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（b）機能

-H8Switch
HITAC8000シリーズの仕様でコンパイルするためのオプションです。
次の文で，送り出し側作用対象が数字項目（または固定小数点数字定数）で，受け
取り側作用対象が英数字項目（または英数字編集項目）の場合，数字項目を英数字
項目とみなして転記します。
• MOVE
• WRITE FROM
• REWRITE FROM
• RELEASE FROM
• ACCEPT FROM DAY
• ACCEPT FROM DATE
• ACCEPT FROM TIME
• ACCEPT FROM DAY-OF-WEEK

また，比較条件で，両辺の組み合わせが数字項目（または固定小数点数字定数）と
英数字項目（または英数字編集項目，英字項目，英数字定数）の場合，数字項目を
英数字項目とみなして比較します。
このオプションを指定しなかった場合，数字項目は数字項目として転記，比較され
ます。

-noH8Switch
-H8Switchオプションの指定を打ち消します。

（4） -Cblctrオプション

（a）形式
 
-Cblctr
-noCblctr

（b）機能

-Cblctr
報告書作成機能を使用するときに指定します。このオプションを指定すると，
CBL-CTR特殊レジスタが生成され，COBOLプログラムと報告書作成機能間で連絡
ができるようになります。
詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　拡張仕様編　7. 報告書作成機能の拡張」
を参照してください。

-noCblctr
-Cblctrオプションの指定を打ち消します。
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（5） -DigitsTruncオプション

（a）形式
 
-DigitsTrunc
-noDigitsTrunc

（b）機能

-DigitsTrunc
原始プログラム中の転記文で受け取り側作用対象が 2進項目の場合，送り出し側作
用対象のけたが受け取り側作用対象よりも大きいときに，上位のけたを切り捨てま
す。

（例）次のプログラムの実行結果を示します。
 
       77 A PIC S9(4) USAGE COMP VALUE +123.
       77 B PIC S9(2) USAGE COMP.
           :
           MOVE A TO B.
 

• -DigitsTruncオプションを指定した場合 …… +23
• -DigitsTruncオプションを指定しない場合 … +123

このオプションを指定しなかった場合，原始プログラム中の転記文で受け取り側作
用対象が 2進項目のとき，送り出し側作用対象の有効けた数が受け取り側作用対象
よりも大きいと，入り切らない部分が切り捨てられます。

-noDigitsTrunc
-DigitsTruncオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -DigitsTruncオプションと -Comp5オプションを同時に指定した場合，あとに指定し
たオプションだけが有効となります。

（6） -IgnoreLCCオプション

（a）形式
 
-IgnoreLCC
-noIgnoreLCC

（b）機能

-IgnoreLCC
WRITE～ ADVANCING／ POSITIONING文で書き出すレコードの先頭 1バイト
を出力しないことを指定します。
あらかじめ，レコード記述項で行送り制御文字用の 1バイト分の領域を確保してお
いたプログラムをコンパイルするときに指定します。ただし，次の場合には
-IgnoreLCCオプションの指定があっても，レコードの先頭から出力されます。
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• 順ファイル以外のファイルの場合
• 順ファイルのWRITE文に行送りの指定（ADVANCING，POSITIONING）がな
い場合

• 順ファイルのファイル記述項に LINAGE句の指定がある場合

-noIgnoreLCC
-IgnoreLCCオプションの指定を打ち消します。

（7） -CmAsterオプション

（a）形式
 
-CmAster
-noCmAster

（b）機能

-CmAster
固定形式正書法のとき，行の先頭文字（1カラム目の文字）が標準コードの星印
（*）である行を注記行とします。
ただし，このオプションは固定形式正書法で記述された COBOLソースファイルを
コンパイルするときだけ有効となります。

-noCmAster
-CmAsterオプションの指定を打ち消します。

（8） -CmDolオプション

（a）形式
 
-CmDol
-noCmDol

（b）機能

-CmDol
固定形式正書法のとき，行の先頭から 7カラム目の文字が「$」記号である行を注記
行とします。
ただし，このオプションは固定形式正書法で記述された COBOLソースファイルを
コンパイルするときだけ有効となります。

-noCmDol
-CmDolオプションの指定を打ち消します。

（9） -Comp5オプション

（a）形式
 
-Comp5
-noComp5
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（b）機能

-Comp5
COBOLプログラム中の USAGE句の COMP-5を使用できるようにするオプション
です。
このオプションを指定すると，COMP-5は，COMPを指定した場合と同様に処理さ
れます。このオプションを指定しなかった場合，USAGE句に COMP-5が指定され
ているとエラーになります。
COMP-5は，-BigEndian,Binオプションの対象にはなりません。（Linuxで有効）
COMP-5を指定できる場所は，COMPを指定できる場所と同じです。また，
COMP-5は，COMPと同じ仕様となるため，PICTURE句のけた数，データのバイ
ト数，および実際に格納できる数値は次のとおりです。

表 31-2　COMP-5で実際に格納できる数値

-noComp5
-Comp5オプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -Comp5オプションと -DigitsTruncオプションを同時に指定した場合，あとに指定し
たオプションだけが有効となります。

（10） -V3Specオプション

（a）形式
 
-V3Spec〔,CopyEased〕
-noV3Spec

（b）機能

-V3Spec
VOS3 COBOL85でサポートされていない，UNIX固有の言語仕様に対して構文
チェックするためのオプションです。
VOS3 COBOL85 09-00を対象として，ほぼ同等の言語仕様で構文チェックをし，
VOS3 COBOL85ではサポートされていない UNIX固有の言語仕様に対して警告
メッセージを出力します。
出力するオブジェクトファイルは，このオプションの影響を受けません。

PICTURE句のけた数 データのバイト数 実際に格納できる数値

符号あり 符号なし

1～ 4けた 2バイト -215～ 215-1 0～ 215-1

5～ 9けた 4バイト -231～ 231-1 0～ 231-1

10～ 18けた 8バイト -263～ 263-1 0～ 263-1
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このオプションは，VOS3 COBOL85互換機能です。

-V3Spec,CopyEased
-V3Specオプションで指定された構文チェックの範囲を緩和し，COPY文，
REPLACE文の一部のエラーチェックをしません。
このオプションは，VOS3 COBOL85互換機能です。

-noV3Spec
-V3Specオプションの指定を打ち消します。
-V3Specオプションを指定した場合，-V3Rec,Variableオプションが仮定されます
が，-noV3Specオプションを指定しても，仮定された -V3Rec,Variableオプション
は打ち消されません。

（c）注意事項
• 日本語項目の部分参照については，VOS3 COBOL85の XCOBOL=(-N)オプションを
指定した状態を対象とします。

• -V3Specオプションと -CompatiV3オプションを同時に指定した場合，一部のチェッ
ク項目が重複するため，-CompatiV3オプションのエラーメッセージが出力され，こ
のオプションのエラーメッセージは出力されません。

• -V3Specオプションを指定すると，-V3Rec,Variableオプションが仮定されます。こ
のため，固定長形式でコンパイルする場合は -V3Rec,Fixedオプションを同時に指定
する必要があります。

• -V3Specオプションと次のオプションを同時に指定すると，-V3Specオプションが有
効になり，次のオプションは無効になります。
-Comp5　-CmAster　-BinExtend　-CBLVALUE　-Bin1Byte
-NumAccept　-CmDol　-MaxDigits38　-IntResult,DecFloat40

• 次の機能は，このオプションではチェックされません。
• データコミュニケーション機能
• 構造型データベース（XDM/SD）操作シミュレーション機能
• リレーショナルデータベース（XDM/RD）操作シミュレーション機能

（11） -V3ConvtNameオプション

（a）形式
 
-V3ConvtName
-noV3ConvtName

（b）機能

-V3ConvtName
原文名定数の「¥」を「_」に，「@」を「!」に変換した名称で登録集原文を検索する
場合，このオプションを指定します。このオプションは，COPY文および
INCLUDE文で有効になります。また，原文名定数の末尾の拡張子を省略した場合
は，「.cbl」が仮定されます。なお，原文名指定の場合は，このオプションの対象と
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なりません。

（例 1）原文名定数に ¥，@が含まれる場合
原文名定数中に ¥，@が含まれる場合は，-V3ConvtNameオプションを指定し
てコンパイルします。
• COPY '¥ABC'.

_ABC.cblを登録集原文として検索します。
• COPY '@ABC'.

!ABC.cblを登録集原文として検索します。

（例 2）原文名に ¥，@が含まれる場合
¥，@，#は，COBOL2002では原文名に使用できない文字のため，コンパイル
エラーとなります。この場合は，¥，@を含む原文名を定数指定に変更してから
-V3ConvtNameオプションを指定してコンパイルします。※

• COPY ¥ABC.　→　COPY '¥ABC'.
_ABC.cblを登録集原文として検索します。

• COPY @ABC.　→　COPY '@ABC'.
!ABC.cblを登録集原文として検索します。

-V3ConvtNameオプションを使用しない場合は，¥，@を ¥，@，#以外の文字
に変更してください。

注※
#を含む原文名は，原文名定数に変更するだけで使用できます。

　
COPY文での登録集原文の利用については，「31.3.1　原始文操作機能」を参照して
ください。
このオプションは，VOS3 COBOL85互換機能です。

-noV3ConvtName
-V3ConvtNameオプションの指定を打ち消します。

（12） -Switchオプション（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

（a）形式
 
-Switch,｛EBCDIC｜EBCDIK｝
-noSwitch

（b）機能

字類条件を EBCDICコードまたは EBCDIKコードに切り替えるためのオプションです。
このオプションを指定しないときの字類条件は ASCIIコードとなります。

-Switch,EBCDIC
字類条件を EBCDICコードに切り換えます。
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-Switch,EBCDIK
字類条件を EBCDIKコードに切り換えます。

-noSwitch
-Switchオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項

字類条件の判断基準と文字の大小関係
プログラムに記述した字類条件に対するコードの判断基準と文字の大小関係を，次
に示します。

表 31-3　字類条件の判断基準と文字の大小関係

（凡例）
－：字類条件が真になる事はない
＞：大きい（a＞ b　aは bより大きい）
＜：小さい（a＜ b　aは bより小さい）
→：置換（a→ b　aを bに置換する）
　
なお，PROGRAM COLLATING SEQUENCE句との背反があった場合，コンパイ
ル時にエラーとなります。

-Switchオプションの対象
-Switchオプションの対象は，英数字項目です。
比較のときに使用する照合順序として，1バイトの印字可能文字は対応する文字位
置に割り当てられ，その他の印字できないコードはすべて X'FF'に割り当てられま
す。

-Switchオプションを指定したプログラムでの比較結果
-Switchオプションを指定したプログラムでは，比較結果で注意が必要です。
次のように，日本語データや集団項目を比較条件に指定している場合は，等しいと
解釈されたり，大小関係が逆転することがあります。

条件 ASCII EBCDIC EBCDIK

字類の判断基準 ALPHABETIC a～ z，A～ Z A～ Z，a～ z A～ Z

ALPHABETIC-UPPER A～ Z A～ Z A～ Z

ALPHABETIC-LOWER a～ z a～ z －

文字の大小関係 a～ z＞ A～ Z a～ z＜ A～ Z a～ z＜
A～ Z

組み込み関数の結果 UPPER-CASE a～ z→ A～ Z a～ z→ A～ Z a～ z→
A～ Z

LOWER-CASE A～ Z→ a～ z A～ Z→ a～ z A～ Z→
a～ z
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データ種別
• 日本語データ
• 集団項目中に，用途（USAGE句）が DISPLAY以外の数字項目（内部，または 2
進形式）の基本項目がある（集団項目は英数字項目とみなして比較されます）。

比較結果
• 日本語データや数字データで，1バイトの印字できないコードでは，等しいと解釈
されることがあります。

• 日本語データや数字データで，1バイトの印字可能文字では，字類条件が
EBCDICコードまたは EBCDIKコードに切り替わり，大小関係が逆転すること
があります。

（13） -V3Recオプション

（a）形式
 
-V3Rec,｛Fixed｜Variable｝
-noV3Rec

（b）機能

ホスト（VOS3 COBOL85）の固定長または可変長レコード形式のプログラムを，VOS3 
COBOL85の日本語文字の扱いに合わせてコンパイルするためのオプションです。

-V3Rec,Fixed
VOS3 COBOL85の固定長レコード形式の COBOL原始プログラムを，VOS3 
COBOL85の日本語文字の扱いに合わせてコンパイルします。

-V3Rec,Variable
VOS3 COBOL85の可変長レコード形式の COBOL原始プログラムを，VOS3 
COBOL85の日本語文字の扱いに合わせてコンパイルします。
-V3Rec,Variableオプションは，-CompatiV3オプションと同時に指定できます。ま
た，-CompatiV3オプションを指定すると，-V3Rec,Variableオプションが仮定され
ます。

-noV3Rec
-V3Recオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -V3Recオプションと -EquivRuleオプションを重複指定した場合，あとに指定したオ
プションを優先します。

• このオプションを指定した場合，このシステムの標準コードと拡張コードの等価規則
は適用されません。また，日本語文字定数に標準コードの空白を書いてもエラーとは
なりません。ただし，日本語文字定数に空白以外の標準コード文字を書けますが，警
告レベルのエラーとなります。なお，日本語文字定数の標準コード文字数は偶数とし
てください。日本語文字定数の標準コード文字数が奇数の場合，警告レベルのエラー
とし，日本語文字定数に標準コードの空白を追加します。
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• VOS3 COBOL85の固定長レコード形式の原始プログラムと可変長レコード形式の原
始プログラムは，このオプションを指定したときだけコンパイルできます。
したがって，COPY文で複写した原始プログラムを含め，固定長レコード形式の原始
プログラムと可変長レコード形式の原始プログラムは同時にコンパイルできません。

• このオプションを指定した場合，72カラムより前に改行文字がある COBOL原始プロ
グラムは，改行文字から 72カラムまで空白に置き換えてコンパイルされます。

• このオプションは，自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムをコンパイル
する場合には指定できません。指定した場合，エラーとなってコンパイルが中止され
ます。

• このオプションを指定した場合，英数字定数の分離符には，アポストロフィ（'）だけ
が使用できます。

（14） -DoubleQuoteオプション

（a）形式
 
-DoubleQuote
-noDoubleQuote

（b）機能

-DoubleQuote
VOS3 COBOL85互換に関連するオプションである -V3Rec，-CompatiV3のどちら
かを指定したときに，英数字定数の分離符として引用符（ " ）を用いることを指定
するオプションです。このオプションを指定しないときは，アポストロフィ（ ' ）を
分離符として用います。
-V3Recオプション，-CompatiV3オプションのどちらも指定していない場合は，
-DoubleQuoteオプションを指定しても無効となります。この場合は，引用符（ " ），
アポストロフィ（ ' ）のどちらも分離符として使用できます。
ただし，SQL文中の定数の分離符は，-DoubleQuoteオプションの指定に関係なく，
常にアポストロフィ（ ' ）を使用します。
また，QUOTE表意定数は，-V3Recオプション，-CompatiV3オプションの指定に
関係なく，-DoubleQuoteオプション指定時は引用符（ " ）を意味し，-DoubleQuote
オプション指定なしのときはアポストロフィ（ ' ）を意味します。
なお，このオプションは，翻訳指令に対しても有効となります。

-noDoubleQuote
-DoubleQuoteオプションの指定を打ち消します。

（15） -BigEndianオプション（Linuxで有効）

（a）形式
 
-BigEndian｛,Bin｜,Float｝+
-noBigEndian
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（b）機能

用途（USAGE句）が 2進または浮動小数点のデータ項目の形式を，ビッグエンディア
ン形式にするためのオプションです。

-BigEndian,Bin
用途が 2進（BINARY，COMP，COMP-4）のデータ項目の形式を，ビッグエン
ディアン形式にします。
このオプションを指定した場合，2進項目を演算などで参照すると，実行性能が劣
化します。このため，必要のないかぎりこのオプションは指定しないでください。

-BigEndian,Float
用途が浮動小数点（COMP-1，COMP-2）のデータ項目の形式を，ビッグエンディ
アン形式にします。
このオプションを指定した場合，浮動小数点を演算などで参照すると，実行性能が
劣化します。このため，必要のないかぎりこのオプションは指定しないでください。

-noBigEndian
-BigEndianオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項

ビッグエンディアン形式とリトルエンディアン形式との違い
コンピュータで扱うバイナリ形式のデータ（2進データ，内部浮動小数点数字デー
タ）には，ビッグエンディアン形式とリトルエンディアン形式の 2種類があります。
これは，マイクロプロセッサのアーキテクチャの違いによるもので，システムに
よって採用されるエンディアン形式が異なります。システムごとのエンディアン形
式を次に示します。

ビッグエンディアン形式とリトルエンディアン形式では，バイナリデータがメモリ
上に配置されるときの順序が次の例のように逆になります。

（例）
10（=H'0000000A'）が 4バイトのメモリに配置された場合の違い

システム エンディアン形式

Windows
Linux

リトルエンディアン

HP-UX(IPF)
HP-UX(IPF64)
AIX(32)
AIX(64)
Solaris(SPARC)

ビッグエンディアン
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ビッグエンディアン形式では左側から右側へ 1バイトずつ配置されるのに対して，
リトルエンディアン形式では右側から左側へ 1バイトずつ配置されます。このため，
ビッグエンディアン形式のシステムとリトルエンディアン形式のシステムで同じ
データを扱う場合でも，参照のしかたによっては違った結果になることがあります。
-BigEndianオプションは，このような場合にデータを正しく処理できるようにする
ために使用します。

-BigEndianオプションの使い方
リトルエンディアン形式のシステムで 2進データをそのまま参照したり，リトルエ
ンディアン形式のシステムで作成したファイルを参照したりする場合は，このオプ
ションを指定する必要はありません。しかし，REDEFINES句などで英数字データ
を 2進データとして参照したり，ビッグエンディアン形式のシステムで作られた
ファイル（可変長ファイルは対象外）を参照したりする場合は，ビッグエンディア
ン形式のシステムとリトルエンディアン形式のシステムで 2進データ，内部浮動小
数点数字データの表現形式が異なるため，このオプションを指定する必要がありま
す。このオプションは次のような場合に指定してください。
• ビッグエンディアン形式のシステム上で開発した 2進データや内部浮動小数点数
字データのメモリ上での配置を意識しているようなプログラムをリトルエンディ
アン形式のシステム上に移植する場合

• ビッグエンディアン形式のシステム上で作成した 2進データや内部浮動小数点数
字データを含むファイルをそのままリトルエンディアン形式のシステム上へ移行
し，リトルエンディアン形式のシステム上のプログラムで参照する場合

• ビッグエンディアン形式のシステム上で開発した REDEFINES句でほかの形式の
データ項目を 2進データとして参照するようなプログラムをリトルエンディアン
形式のシステム上に移植する場合

使用上の注意
-BigEndianオプションの使用上の注意を次に示します。
• C言語と連携している場合，-BigEndian,Binオプション指定時には，Cプログラ
ムとインタフェースを取る 2進データは COMP-5で定義してください。

• コマンド行に指定した引数を受け取る場合（16.2.2　引数の受け取り方法（C言語
インタフェースに従った形式の場合）または 16.2.3　引数の受け取り方法（VOS3
インタフェースに従った形式の場合）を参照）-BigEndian,Bin指定時には，連絡
節の 2進データは，COMP-5で定義してください。

• 2進項目を引数とするサービスルーチンは，受け取る項目を COMP-5で定義して
ください。

• CALL文で LENGTH OF 一意名を指定した場合，呼び出し先プログラムは，受け
取る項目を COMP-5で定義してください。
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• HP-UX(IPF)，AIX(32)，または Solaris(SPARC)で XMAP3を使用する場合は，
XMAP3のオプションと合わせる必要があります。

• 索引ファイル，および整列併合機能で使用するキーデータ項目の 2進データ項目
は，リトルエンディアン形式でキーを大小比較します。このため，このオプショ
ンを指定したビッグエンディアン形式では，正常に動作できません。
キーデータ項目の 2進データ項目は COMP-5で定義するか，またはリトルエン
ディアン形式データとしてください。

（16） -Internationalオプション

（a）形式
 
-International
-noInternational
 

（b）機能

-International
インターナショナリゼーション機能を使用するときに指定します。インターナショ
ナリゼーション機能の適用範囲は，ロケールが日本語または英語に対応するときだ
けです。インターナショナリゼーション機能を使用すれば，通貨記号を自動的に変
換できます。

-noInternational
-Internationalオプションの指定を打ち消します。

（17） -EucPositionオプション（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，
AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

（a）形式
 
-EucPosition
-noEucPosition
 

（b）機能

-EucPosition
EUCコード使用時，見かけ上の文字位置で固定形式正書法の境界を決定するときに
指定します。このオプションを指定した場合の半角かたかな文字の扱いは，正書法
の境界を決定するときには見かけ上の 1バイトとして扱われますが，文字定数中の
半角かたかな文字は 2バイトとして扱われます。

-noEucPosition
-EucPositionオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -EucPositionオプションは，EUCコード使用時，固定形式正書法の COBOLソース
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ファイルに対してだけ有効です。
• -EucPositionオプションを指定した場合，次の項目中に 3バイトコード文字は使用で
きません。
• COBOLソースファイル，および登録集原文中
• COBOLソースファイルのファイル名
• カレントディレクトリ，および COBOLソースファイルがあるディレクトリのパス
名

• 登録集名の環境変数，および環境変数 CBLLIBに指定したディレクトリのパス名
• 環境変数 CBLFIX，および環境変数 CBLFREEに指定したサフィックス名

31.5.13　リスト出力の設定
リスト出力を設定するコンパイラオプションについて，説明します。

（1） -SrcListオプション

（a）形式
 
-SrcList,｛OutputAll｜CopyAll｜CopySup｜NoCopy｝〔,NoFalsePath〕
〔,DataLoc〕※
-noSrcList

注※
DataLocサブオプションは，HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

（b）機能

コンパイルリストの出力形式を指定するオプションです。このオプションを指定しな
かった場合，コンパイルリストは，出力されません。

出力されるリストの内容については，「付録 C　コンパイルリスト」を参照してくださ
い。また，コンパイルリストに関連する翻訳指令については，「2.3.4　コンパイルリスト
に関連する翻訳指令」を参照してください。

-SrcList,OutputAll
すべての情報を出力します。
原始プログラム中に，COPY文の SUPPRESS指定や LISTING OFF指令がある場
合でも，すべてのソースをコンパイルリストに展開します。

-SrcList,CopyAll
SUPPRESS指定を無視して，すべての COPY文を強制的に展開します。

-SrcList,CopySup
プログラムに SUPPRESS指定があるときだけ，COPY文の展開を抑止します。
SUPPRESS指定がない COPY文は，すべて展開します。

-SrcList,NoCopy
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すべての COPY文の展開を抑止します。

-SrcList,xxxxx,NoFalsePath
条件翻訳の無効行を出力しません。
xxxxxには，CopyAll，CopySup，NoCopyのどれかを指定します。
-SrcList,OutputAll,NoFalsePathと指定した場合は，OutputAllサブオプションが
有効となり，NoFalsePathサブオプションは無効になります。

-SrcList,xxxxx,DataLoc（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）
コンパイルリスト（原始プログラムリスト）にデータ項目の相対位置と長さ（バイ
ト）を 16進数で表示します。相対位置は，データ部のファイル節／作業場所節／局
所場所節の各節の先頭からの位置を表示します。
xxxxxには，OutputAll，CopyAll，CopySup，NoCopyのどれかを指定します。
Sレベル／Uレベルのコンパイルエラーが発生した場合は，指定があっても相対位
置は表示しません。なお，相対位置の表示については，「付録 C.2　リストの見方」
の「（4）相対位置表示時の原始プログラムリスト（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，
Linux(x64)で有効）」を参照してください。

-noSrcList
-SrcListオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項

NoFalsePathサブオプションや DataLocサブオプションを指定した場合，-noSrcListオ
プションの指定がないと，NoFalsePathサブオプションや DataLocサブオプションの指
定は有効となります。NoFalsePathサブオプションや DataLocサブオプションの指定を
打ち消すときは，-noSrcListオプションを指定してください。

（例 1） NoFalsePathサブオプションや DataLocサブオプション指定が打ち消されない場
合

 
ccbl2002 -SrcList,OutputAll,NoFalsePath,DataLoc 
-SrcList,CopyAll …
 

（コンパイル結果）
 
-SrcList,CopyAll,NoFalsePath,DataLoc
 
ccbl2002 -SrcList,OutputAll,NoFalsePath -SrcList,CopySup 
-SrcList,CopyAll,DataLoc …
 

（コンパイル結果）
 
-SrcList,CopyAll,NoFalsePath,DataLoc
 

（例 2） NoFalsePathサブオプションや DataLocサブオプション指定が打ち消される場合
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ccbl2002 -SrcList,CopySup,NoFalsePath,DataLoc -noSrcList 
-SrcList,CopyAll …
 

（コンパイル結果）
 
-SrcList,CopyAll
 

（2） -ErrSupオプション

（a）形式
 
-ErrSup｛,I｜,W｝+
-noErrSup

（b）機能

コンパイル時に IレベルまたはWレベルメッセージの出力を抑止します。

-ErrSup,I
コンパイル時に Iレベル（お知らせ）メッセージの出力を抑止します。

-ErrSup,W
コンパイル時にWレベル（警告）メッセージの出力を抑止します。

-noErrSup
-ErrSupオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -ErrSup,Wオプションを指定した場合，利用者が注意する必要があるエラー（コンパ
イラによる解釈の変更や，中間結果けた数制限の適用など）の出力が抑止されます。
このため，必要な場合以外は，-ErrSup,Wオプションを指定しないようにしてくださ
い。

• -ErrSupオプションを指定してエラーメッセージの出力を抑止した場合，標準エラー
およびコンパイルリストにも，該当レベルのエラーが出力されません。

• 抑止されたエラーメッセージは，コンパイルリストに出力されるエラー件数にはカウ
ントされません。

• コマンドライン上の記述誤りに対するWレベルメッセージは，抑止されません。

31.5.14　その他の設定
その他のコンパイラオプションについて，説明します。

（1） -Bin1Byteオプション

（a）形式
 
-Bin1Byte
-noBin1Byte
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（b）機能

-Bin1Byte
1バイトの 2進項目を有効にします。

-noBin1Byte
-Bin1Byteオプションの指定を打ち消します。

（2） -JPNオプション（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

（a）形式
 
-JPN,｛Alnum｜V3JPN｝
-noJPN

（b）機能

-JPN,Alnum
日本語項目，日本語編集項目，および日本語文字定数をそれぞれ英数字項目，英数
字編集項目，および英数字定数として扱います。これは，ホスト（VOS3）
COBOL85で XCOBOL=(N)オプションを指定したときと同じ動作です。
なお，-CompatiV3オプションを指定すると，このオプションが仮定されます。

-JPN,V3JPN
日本語項目，日本語編集項目，および日本語文字定数をそれぞれ英数字項目，英数
字編集項目，および英数字定数として扱うようにするためのオプションです。ただ
し STRING文，UNSTRING文，または INSPECT文では日本語項目，日本語編集
項目，および日本語文字定数はそのままの属性として扱います。
また，日本語項目または日本語編集項目の部分参照は，英数字項目または英数字編
集項目として扱いますが，最左端の文字位置と長さは日本語文字数を表します。
これは，ホスト（VOS3）COBOL85で XCOBOL=(-N)オプションを指定したとき
と同じ動作です。

-noJPN
-JPNオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -JPN,Alnumオプションと -JPN,V3JPNオプションを重複して同時に指定した場合，

-JPN,V3JPNオプションが有効になり，-JPN,Alnumオプションが無効になります。

（3） -EquivRuleオプション

（a）形式
 
-EquivRule,｛NotExtend｜NotAny｜StdCode｝
-noEquivRule
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（b）機能

拡張コード文字と標準コード文字を等価とみなさないようにするためのオプションです。

標準コードおよび拡張コードについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様
編　付録 I 用語の定義（Terms and Definitions）」を参照してください。

-EquivRule,NotExtend
拡張コード文字と標準コード文字を等価とみなしません。

-EquivRule,NotAny
拡張コード文字と標準コード文字を等価とみなしません。さらに，標準コードの英
大文字と標準コードの英小文字も等価とみなしません。
この場合，予約語および文脈依存語はすべて標準コードの英大文字で記述しなけれ
ばなりません。

-EquivRule,StdCode
拡張コード文字と標準コード文字を等価とみなしません。さらに，日本語文字定数
中に標準コードの空白を書いてもエラーとしません。ただし，日本語文字定数中に
空白以外の標準コード文字を書いた場合は，警告レベルのエラーとなります。なお，
日本語文字定数の標準コード文字数は偶数としてください。日本語文字定数の標準
コード文字数が奇数の場合，警告レベルのエラーとし，日本語文字定数に標準コー
ドの空白を追加します。
また，72カラムより前に改行文字がある COBOL原始プログラムは，改行文字から
72カラムまでを空白に置き換えてコンパイルします。

-noEquivRule
-EquivRuleオプションの指定を打ち消します。

（4） -UscoreStartオプション

（a）形式
 
-UscoreStart
-noUscoreStart

（b）機能

-UscoreStart
先頭が下線の CALL定数を指定できるようにします。
先頭が下線のプログラム名を CALL定数で指定した場合，定数の先頭から '_'または
'__'（下線 2個）を除いた名称でプログラムを呼び出します。

-noUscoreStart
-UscoreStartオプションの指定を打ち消します。
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（5） -BinExtendオプション

（a）形式
 
-BinExtend
-noBinExtend

（b）機能

-BinExtend
用途（USAGE句）が 2進（BINARY，COMP，COMP-4）のデータ項目に指定で
きる初期値（VALUE句の値）を拡張します。
PICTURE句で指定したけた数と VALUE句に指定できる値との対応は次のとおり
です。

-noBinExtend
-BinExtendオプションの指定を打ち消します。

（6） -MinusZeroオプション

（a）形式
 
-MinusZero
-noMinusZero

（b）機能

符号付き内部 10進項目または符号付き外部 10進項目への転記で切り捨てが発生した結
果，負の符号を持つゼロ（以下，-0と表記します）が発生することがあります。この -0
は演算や比較で数値として参照する場合は，正の符号を持つゼロ（以下，+0と表記しま
す）と同じに扱われ，プログラムの動作には影響しません。しかし，DISPLAY文で表示
したり，上位の集団項目で参照したり，REDEFINES句で別の属性として参照した場合
に，実行結果が異なることがあります。-MinusZeroオプションは，符号付き内部 10進
項目および符号付き外部 10進項目に，ほかのデータ項目の値や演算結果を転記する場合
に発生した -0を強制的に +0に変換して，-0の発生を防止するオプションです。他シス
テムや他社の COBOLとのデータの互換性や移行性が向上します。

（例 1）
       01 A PIC S9(5) USAGE DISPLAY.
       01 B PIC S9(5) USAGE DISPLAY VALUE 0.
           COMPUTE A = B - 0.1.
 

PICTURE句で指定したけた数 VALUE句に指定できる値

1～ 4けた -215～ 215-1

5～ 9けた -231～ 231-1

10～ 18けた -999,999,999,999,999,999～ 999,999,999,999,999,999
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右辺の式の結果は -0.1になり，それを Aに格納する際に，小数部が切り捨てられて
-0となる。※ -MinusZeroオプションを指定すると，-0が +0に変換されて Aに格納
される。

注※
ただし，演算結果が必ず -0になるとは限りません。

（例 2）
       01 A PIC S9(4) USAGE DISPLAY.
       01 B PIC S9(5) USAGE DISPLAY VALUE -10000.
           MOVE B TO A. 
 

Aに格納する際に，10,000の最上位けたの 1が切り捨てられて -0となる。
-MinusZeroオプションを指定すると，-0が +0に変換されて Aに格納される。

-MinusZero
負の符号を持つゼロ（-0）を強制的に正の符号を持つゼロ（+0）に変換します。

-noMinusZero
-MinusZeroオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -MinusZeroオプションは，符号付き外部 10進項目への転記および符号付き内部 10
進項目への転記に対してだけ有効です。したがって，-MinusZeroオプションを指定し
ていても，REDEFINES句や集団項目名で，10進項目を 10進項目以外の項目として
転記した場合，-0（例えば，内部 10進数 3けたの場合には X'000D'）がそのまま転記
されます。

（7） -TruncCheckオプション

（a）形式
 
-TruncCheck〔,Binary〕
-noTruncCheck

（b）機能

-TruncCheck
転記での送り出し側作用対象のサイズをチェックします。
送り出し側作用対象のけた数が受け取り側作用対象のけた数より大きい場合は，
メッセージが出力されます。

-TruncCheck,Binary
-TruncCheckオプションのチェックに加え，送り出し側作用対象が 2進項目で，受
け取り側作用対象が外部 10進項目／内部 10進項目のとき，送り出し側作用対象の
2進項目は格納可能な最大けた数でチェックします。

-noTruncCheck
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-TruncCheckオプションの指定を打ち消します。

（c） -TruncCheckオプションのチェック対象

-TruncCheckオプションは，次の項目について，転記での送り出し側作用対象のサイズ
をチェックします。

チェック対象となる項目
• 外部 10進項目
• 内部 10進項目
• 2進項目（1バイト 2進項目を含む）
• 数字定数（16進数字定数を含む）
• 固定長集団項目
• 英数字項目
• 英数字定数（16進英数字定数を含む）
• ALL英数字定数
• 数字型，整数型，または英数字型の，組み込み関数※および利用者定義関数

注
送り出し側作用対象，または受け取り側作用対象のどちらかに，次に示す項目
がある場合はチェックしません。
• 対象項目以外の項目
• 部分参照がある項目
• COMP-X項目

注※
組み込み関数のけた数については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕
様編　11.6 関数の表現形式」を参照してください。

チェック対象となる転記の個所
• VALUE句
• 画面節（WINDOW SECTION）の SOURCE句※ 2

• ACCEPT文の書き方 2（日付と時刻を取得する ACCEPT文）
• INITIALIZE文の REPLACING指定
• MOVE文
• READ文の INTO指定
• RELEASE文の FROM指定
• RETURN文の INTO指定
• SET文の書き方 4（条件設定の SET文）
• WRITE文の FROM指定
• COMPUTE文（送り出し側作用対象が単一の数字項目や数字定数の場合）
• 上記以外の算術文（中間結果のけた数※ 1が受け取り側作用対象のけた数より大き

い場合※ 3）
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注※ 1
中間結果のけた数については，「5.2.4　演算の中間結果」を参照してください。

注※ 2
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)で有効です。

注※ 3
HP-UX(IPF64)，Linux(x64)の場合，-MaxDigits38オプションおよび
-IntResult,DecFloat40オプションを指定しているときは，常に中間結果のけた
数の方が大きいと判定します。

受け取り側作用対象が英数字の場合
• 受け取り側作用対象が固定長集団項目のときはバイト数で比較されます。
• 送り出し側作用対象が数字で，受け取り側作用対象が英数字のときは，送り出し
側作用対象はけた数（小数けたを含む）で比較します。

• -H8Switchオプションが指定してあり，送り出し側作用対象が数字で受け取り側
作用対象が英数字のときは，数字項目はバイト数で比較されます。

受け取り側作用対象が数字の場合
• 整数けた数で比較します。
• 次のすべての条件を満たすときはチェックしません。
・-DigitsTruncオプションの指定がある
・-MaxDigits38オプションおよび -IntResult,DecFloat40オプションを指定して
いない（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)の場合）
・受け取り側作用対象が 2進項目である
・VALUE句の転記ではない
• 送り出し側作用対象が 18けた※を超える英数字項目のときはチェックしません。

注※
HP-UX(IPF64)，Linux(x64)の場合，-MaxDigits38オプションおよび
-IntResult,DecFloat40オプションを指定しているときは，38けたとなります。

送り出し側が 2進項目で，受け取り側が外部 10進項目／内部 10進項目の場合の規則
（-TruncCheck,Binaryオプション指定時のチェック項目）

• 整数けた数の比較で，送り出し側作用対象のけた数が大きいときは，メッセージ
を出力します（-TruncCheckと同じチェック）。

• 整数けた数の比較で，送り出し側作用対象のけた数が大きくなく，次に示す 2進
項目に格納可能な最大けた数が，受け取り側作用対象の整数けた数より大きいと
きは，メッセージを出力します（-TruncCheck,Binary固有のチェック）。

PICTURE句のけた数※ 1 2進項目に格納できる最大けた数※ 2

1～ 2けた
　

5けた
（-Bin1Byte指定時は 3けた）

3～ 4けた 5けた
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注※ 1
整数部と小数部のけた数の合計値です。

注※ 2
小数部があるときは，小数部のけた数を除いたけた数です。

（例）
 
01 A PIC 9(4)V9(2) COMP.
 

上記の場合，整数部と小数部の PICTURE句のけた数の合計値は 6けたになり
ます。2進項目では PICTURE句のけた数 6けたで格納できる最大けた数は，
10けたになりますが，これから小数部のけた数 2を除いた 8けたを使用しま
す。

-TruncCheckオプションと -TruncCheck,Binaryオプションの相違点
次に -TruncCheckオプションと -TruncCheck,Binaryオプションの相違点を示しま
す。

注※
       01 B5  PIC 9(5) COMP.
       01 B6  PIC 9(6) COMP.
       01 B7  PIC 9(7) COMP.
       01 E6  PIC 9(6).

（8） -LowerAsUpperオプション

（a）形式
 
-LowerAsUpper
-noLowerAsUpper

（b）機能

-LowerAsUpper
CALL定数の英小文字を英大文字に変換した名称でプログラムを呼び出します。

-noLowerAsUpper

5～ 9けた 10けた

10～ 18けた 19けた

項目 -TruncCheck -TruncCheck,Binary

MOVE B5 TO E6※ ノーエラー お知らせのメッセージを出力する

MOVE B6 TO E6※ ノーエラー お知らせのメッセージを出力する

MOVE B7 TO E6※ お知らせのメッセージを出力する お知らせのメッセージを出力する

PICTURE句のけた数※ 1 2進項目に格納できる最大けた数※ 2
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-LowerAsUpperオプションの指定を打ち消します。

（9） -CBLVALUEオプション

（a）形式
 
-CBLVALUE
-noCBLVALUE

（b）機能

-CBLVALUE
環境変数 CBLVALUEを有効にするためのオプションです。
環境変数 CBLVALUEの詳細については，「31.6.3　コンパイラ環境変数の詳細」の
「（14）CBLVALUE」を参照してください。

-noCBLVALUE
-CBLVALUEオプションの指定を打ち消します。

（10） -Repositoryオプション

（a）形式
 
-Repository,｛Gen｜Sup｝
-noRepository

（b）機能

-Repository,Gen
ソースファイルからリポジトリファイルを作成するときに指定します。この場合，
オブジェクトファイルは作成されません。
なお，翻訳単位（プログラム定義を除く）が未完成でも，シグニチャと呼ばれるイ
ンタフェース部分が決まっていれば，リポジトリファイルを作成できます。詳細は，
「32.3.2　リポジトリファイルの単独生成」を参照してください。

注意事項
• クラス定義，インタフェース定義，および関数定義が一つも格納されていな
いファイルに -Repository,Genオプションを指定した場合，オプションの指
定が無効となります。

• -Repository,Genオプションと -Compileオプションが同時に指定された場合，
-Repository,Genオプションが有効になり，-Compileオプションが無効にな
ります。

-Repository,Sup
リポジトリファイルを更新しません。
ただし，リポジトリファイルがない場合は，新規に作成します。
また，オブジェクトファイルは，生成されます。

-noRepository
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-Repositoryオプションの指定を打ち消します。

（11） -RepositoryCheckオプション

（a）形式
 
-RepositoryCheck
-noRepositoryCheck

（b）機能

-RepositoryCheck
同じソースファイル中の翻訳単位の定義と外部リポジトリ中の情報に相違があるか
どうかをチェックし，相違がある場合には警告メッセージを出力します。
-RepositoryCheckオプションを指定した場合，リポジトリファイルは更新されませ
ん。
詳細は，「32.2.3　リポジトリファイルの生成方法」を参照してください。

-noRepositoryCheck
-RepositoryCheckオプションの指定を打ち消します。

（12） -Defineオプション

（a）形式
 
-Define 翻訳変数名〔=値〕〔,翻訳変数名〔=値〕〕…
-noDefine

（b）機能

-Define 翻訳変数名〔=値〕〔,翻訳変数名〔=値〕〕…
翻訳変数名（条件翻訳で，ソース行の取り込みや読み飛ばしを制御する変数の名称）
を定義します。
詳細は，「31.3.3　条件翻訳の利用」を参照してください。

-noDefine
-Defineオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• 翻訳変数名は，31文字まで指定できます。32文字以上の文字列を指定した場合，コ
ンパイル時に警告メッセージが出力され，先頭の 31文字だけが翻訳変数名として有
効となります。

• 翻訳変数名は，-Defineオプションに指定した文字列がそのまま使われます。この文
字列には，COBOLの語の等価変換が適用されません。
-Defineオプションで定義した英小文字の翻訳変数名を COBOLプログラム中で参照
するには，-EquivRule,NotAnyオプションの指定が必要です。

• 翻訳変数の値は，160バイトまで指定できます。161バイト以上の文字列を指定した
場合，コンパイル時に警告メッセージが出力され，先頭の 160バイトだけが翻訳変数
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の値として有効となります。
• 翻訳変数名で使用できる文字は，COBOLの語で使用できる文字と同じです。ただし，
コンパイラオプションの区切り文字となるイコール（=），コンマ（,）および半角空白
文字は，指定できません。

• 翻訳変数の値を指定する場合の注意事項を，次に示します。
1. 翻訳変数に指定した値は，すべて英数字定数として扱われます。
（例 1）
　コンパイラオプションに，-Define VER=3 を指定したとき，ソース中に
　>>IF VER = '3'
　という記述があれば，上記条件が真となる。
（例 2）
　コンパイラオプションに，-Define VER=5 を指定したとき，ソース中に
　>>IF VER = '3'
　という記述があれば，上記条件が偽となる。

2. コンパイラオプションの区切り文字となるイコール（=），コンマ（,）は，指定で
きません。

3. 文字列内に区切り文字（空白）を指定するときは，値全体をアポストロフィ（'）
で囲む必要があります。このとき，アポストロフィは値として扱われません。
（例）
　-Define DEF01='aaa bbb'
　翻訳変数名：DEF01
　値　　　　：aaa bbb

• -Defineオプションで定義した英小文字の翻訳変数名を COBOLプログラム中で参照
するには，-EquivRule,NotAnyオプションを指定する必要があります。

• プログラムに記述した文字コードと同じ文字コードで，翻訳変数名および翻訳変数の
値を指定する必要があります。
なお，Linux(x86)，Linux(x64)の場合，プログラムに記述した文字コードとコマンド
ライン引数の文字コードが異なるため，翻訳変数名および翻訳変数の値に Unicodeで
多バイトとなる文字は含まないでください。多バイト文字を含む場合，指定した定義
が有効になりません。

（13） -Detailsオプション

（a）形式
 
-Details
-noDetails

（b）機能

-Details
コンパイラオプションの詳細情報を標準エラー出力（stderr）へ出力します。
出力形式は，次のようになります。
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形式
COBOL2002インストールディレクトリ /bin/ccbl2002:  ccbl2002オプ
ション群　COBOLソースファイル名群

ccbl2002オプション群
ccbl2002コマンドが認識するオプションがすべて出力されます。ほかのオプ
ションを指定したために仮定されたオプションも出力されます。反対に，ほか
のオプションを指定したために無視されたオプションは出力されません。引数
を指定した場合は引数も出力されます。

COBOLソースファイル名群
コンパイル対象の COBOLソースファイル名がすべて出力されます。

（例）
入力
ccbl2002 -TDInf -SrcList,CopyAll -SimSub PROG1 -Details 
sample1.cbl

出力
COBOL2002インストールディレクトリ /bin/ccbl2002:  ccbl2002 

-DebugInf -TDInf -SrcList,CopyAll -Details -Optimize,1 

-SimSub PROG1 -Main,System sample1.cbl

注
COBOL2002インストールディレクトリは，OSによって異なります。
UNIX32，Linux(IPF64)の場合
/opt/HILNGcbl2k

HP-UX(IPF64)，AIX(64)，Linux(x64)の場合
/opt/HILNGcbl2k64

-noDetails
-Detailsオプションの指定を打ち消します。

（14） -OldFormオプション

（a）形式
 
-OldForm '旧オプションの並び'

（b）機能

-OldForm '旧オプションの並び '
旧形式のオプション（UNIX　COBOL85用のコンパイラオプション）を指定できる
ようにします。

（c）注意事項
• -OldFormオプションはアポストロフィ（'）で囲んで指定します。
指定例を，次に示します。
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-OldForm '-P3 -v -Mw sample.cbl'
 

• -OldFormオプションに指定する旧オプションの並びに，旧オプションの引数ではな
い単独ファイル名を指定した場合，そのファイル名は無視されます。ただし，旧オプ
ションの引数として指定したファイル名については，有効となります。
指定例を，次に示します。
 
-OldForm '-Mw sample.cbl subsample.cbl'
 

sample.cblは，-Mwオプションの引数として有効となりますが，subsample.cblは旧
オプションの引数でない単独のファイル名のため，無視されます。

（15） -Helpオプション

（a）形式
 
-Help

（b）機能

ccbl2002コマンドのヘルプを表示します。

（c）注意事項
• -Helpオプションを指定した場合，ほかのオプションやファイル名を指定しても無視
されます。

• このオプションは，コマンドライン（ccbl2002コマンド）で指定できます。

（16） -Profileオプション

（a）形式
 
-Profile,｛Prof｜Gprof｝
-noProfile
 

（b）機能

-Profile,Prof　(HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で
有効 )

profでのプロファイル用オブジェクトファイルを作成します。profの詳細について
は，システムのマニュアルを参照してください。

-Profile,Gprof
gprofでのプロファイル用オブジェクトファイルを作成します。gprofの詳細につい
ては，システムのマニュアルを参照してください。

-noProfile
-Profileオプションの指定を打ち消します。



31.　COBOLソースの作成とコンパイル

779

（c）注意事項
• プロファイリング（実行回数および実行時間の分析）の対象になるのは，プログラム，
利用者定義関数，メソッド，およびプロパティメソッドです。それぞれ，次の名前で
プロファイル情報が出力されます。nは，オブジェクトモジュール内で名前を一意に
するためにつけられた番号です。

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，Solaris(SPARC)の場合
• 最外側のプログラム：プログラム名（ただし，-Mainコンパイラオプションが適用
された最外側のプログラムはmain）

• 入れ子プログラム：$最外側プログラム名 $n$_入れ子プログラム名
• 利用者定義関数：利用者定義関数名
• メソッド：$クラス名 $n$_メソッド名
• GETプロパティメソッド：$クラス名 $n$_GET$プロパティ名
• SETプロパティメソッド：$クラス名 $n$_SET$プロパティ名

Linux(x86)，Linux(x64)の場合
• 最外側のプログラム：プログラム名（ただし，-Mainコンパイラオプションが適用
された最外側のプログラムはmain）

• 入れ子プログラム：_最外側プログラム名 _n_入れ子プログラム名
• 利用者定義関数：利用者定義関数名
• メソッド：_クラス名 _n_メソッド名
• プロパティメソッド：プロファイル対象外

Linux(IPF64)の場合
• 最外側のプログラム：プログラム名（ただし，-Mainコンパイラオプションが適用
された最外側のプログラムはmain）

• 利用者定義関数：利用者定義関数名
• その他：プロファイル対象外

AIX(32)，AIX(64)の場合
• 最外側のプログラム：.プログラム名（ただし，-Mainコンパイラオプションが適用
された最外側のプログラムは .main）

• 入れ子プログラム：.最外側プログラム名 .n._入れ子プログラム名
• 利用者定義関数：.利用者定義関数名
• メソッド：.クラス名 .n._メソッド名
• GETプロパティメソッド：.クラス名 .n._GET$プロパティ名
• SETプロパティメソッド：.クラス名 .n._SET$プロパティ名

• COBOLプログラムが COBOL実行時ライブラリを使って実装されている機能を使用
している場合，プログラムの実行時間の情報には実行時ライブラリの実行時間は含ま
れません。純粋にプログラムのオブジェクトコードの実行時間だけが対象となります。

• AIX(32)，AIX(64)，Linux，Solaris(SPARC)の場合，ENTRY文で指定した入口点に
対しては，呼び出し回数に関する情報は，それぞれの入口点ごとに作成されます。し
かし，実行時間の情報に関しては，ENTRY文に指定した入口点が呼び出された場合
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も，ENTRY文の入口点の実行時間の情報ではなく，ENTRY文を含むプログラムの
実行時間の情報に累積されます。

• HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合，ENTRY文で指定した入口点の呼び出しを個
別にプロファイリングすることはできません。その ENTRY文を含むプログラムの呼
び出しを行ったものとみなしてプロファイリングします。

• HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)の場合，profを
使用して入れ子プログラムやクラス定義を含む COBOLプログラムのプロファイル情
報を出力するときは，profに -gオプションを指定してください。-gオプションの詳
細については，システムのマニュアルを参照してください。

（17） -UniObjGenオプション（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，
Linux(x64)で有効）

（a）形式
 
-UniObjGen
-noUniObjGen

（b）機能

-UniObjGen
シフト JISで記述された COBOLソースから英数字定数を UTF-8に，日本語文字定
数を UTF-16LEまたは UTF-16BEに変換したオブジェクトファイルを生成します。

-noUniObjGen
-UniObjGenオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• 日本語文字定数の文字コードのバイトオーダは，-UniEndianオプションの指定に従
います。

• このオプションを指定する場合，次のオプションは同時に指定できません。同時に指
定した場合，このオプションが有効となり，次のオプションは無効になります。
-JPN　-CompatiV3　-V3Rec
ただし，Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに
YESを指定すると，このオプションを指定しても -CompatiV3および -V3Recオプ
ションは有効となります。

• HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)の場合，EUC環境下で -UniObjGenオプションを
指定した場合，コンパイルエラーとなります。

• Linux(x86)，Linux(x64)の場合，UTF-8環境下で，-UniObjGenオプションを指定し
ないでコンパイルすると，コンパイルエラーとなります。また，-UniObjGenオプ
ションを指定する場合は，環境変数 CBLSRCENCODINGを同時に指定する必要があ
ります。
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（18） -UniEndianオプション（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，
Linux(x64)で有効）

（a）形式
 
-UniEndian,｛Little｜Big｝
-noUniEndian

（b）機能

-UniEndian,Little
日本語文字定数をUTF-16LEに変換したオブジェクトファイルを生成します。

-UniEndian,Big
日本語文字定数をUTF-16BEに変換したオブジェクトファイルを生成します。

-noUniEndian
-UniEndianオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• このオプションは，-UniObjGenオプションが指定された場合だけ有効となります。
• -UniObjGenオプションが指定されていて，-UniEndianオプションが指定されていな
い場合，日本語文字定数は次のコードに変換されます。
• HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)の場合：UTF-16BE
• Linux(x86)，Linux(x64)の場合：UTF-16LE

（19） -Lx64ConventionCheckオプション（Linux(x64)で有効）

（a）形式
 
-Lx64ConventionCheck
-noLx64ConventionCheck

（b）機能

-Lx64ConventionCheck
Linux(x64) COBOL2002で C言語との連携を行うときに問題となる可能性がある場
合（次に示す条件を満たす場合），警告レベルのエラーメッセージを出力します。詳
細については，「19.1.2　Cプログラムから COBOLプログラムを呼び出す方法」の
「表 19-1　COBOLのデータ項目と Cプログラムの型の対応」の注※ 1を参照して
ください。
1. サイズが 16バイト以下の集団項目を値渡し（BY VALUE）の引数および返却項
目に指定している。

2. 1.の集団項目の従属項目に内部浮動小数点項目がある。

-noLx64ConventionCheck
-Lx64ConventionCheckオプションの指定を打ち消します。
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（c）注意事項
• CALL文によって呼び出されるプログラムが COBOLプログラムであっても警告レベ
ルのエラーメッセージが出力されます。

（20） -ExternRefオプション（Solaris(SPARC)で有効）

（a）形式
 
-ExternRef
-noExternRef
 

（b）機能

-ExternRef
8バイト境界に整列されていない外部属性を持つデータ項目を参照および更新でき
るようにするオプションです。外部属性を持つデータ項目への参照は，標準では，
すべて 8バイト境界に整列されていることを前提とした命令語に翻訳されます。し
かし，C言語などの他言語で宣言された外部変数は，8バイト境界に整列されていな
いことがあります。そのため，COBOLプログラムが，外部属性を持つデータ項目
を使って，Cプログラムなどの他言語で実体を割り当てられた，8バイト境界に整列
されていないデータを参照および更新すると，実行時に異常終了する場合がありま
す。このような場合に，このオプションを指定します。
外部属性を持つデータ項目が 8バイト境界に整列されていないことが異常終了の原
因の場合は，このオプションを指定することで，その問題が解決されます。
なお，COBOLプログラムだけで外部属性を持つデータ項目を共有している場合や，
他言語で実体を割り当てられた外部変数を COBOLプログラムから正常に参照およ
び更新できる場合は，このオプションの指定は不要です。

-noExternRef
-ExternRefオプションの指定を打ち消します。

（21） -MaxDigits38オプション（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）

（a）形式
 
-MaxDigits38
-noMaxDigits38
 

（b）機能

-MaxDigits38
数字項目および数字定数に指定できる最大けた数を 18けたから 38けたに拡張しま
す。外部 10進形式および内部 10進形式の数字項目と固定小数点数字定数で，けた
数を拡張できます。詳細については，「27　数字項目のけた拡張機能
（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）」およびマニュアル「COBOL2002　言語　
拡張仕様編　21. 数字項目のけた拡張機能」を参照してください。
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-noMaxDigits38
-MaxDigits38オプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -IntResult,DecFloat40オプションと同時に指定してください。

-IntResult,DecFloat40オプションの指定がない場合，エラーメッセージが出力されま
す。

• -MaxDigits38オプション，-IntResult,DecFloat40オプション，および -Optimize,3
オプションを同時に指定した場合，-Optimize,3オプションは無効となり，
-Optimize,2オプションが仮定されます。

• -MaxDigits38オプションを指定しても，19～ 38けたの数字項目および数字定数が指
定できない機能や文があります。詳細については，「27　数字項目のけた拡張機能
（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）」およびマニュアル「COBOL2002　言語　拡
張仕様編　21. 数字項目のけた拡張機能」を参照してください。

（22） -IntResult,DecFloat40オプション（HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効）

（a）形式
 
-IntResult,DecFloat40
-noIntResult
 

（b）機能

-IntResult,DecFloat40
算術演算の中間結果の表現形式を 40けた 10進浮動小数点形式にします。詳細につ
いては，「27.3　数字項目のけた拡張機能での演算の中間結果」を参照してくださ
い。

-noIntResult
-IntResultオプションの指定を打ち消します。

（c）注意事項
• -MaxDigits38オプションと同時に指定してください。-MaxDigits38オプションの指
定がない場合，エラーメッセージが出力されます。

• -IntResult,DecFloat40オプション，-MaxDigits38オプション，および -Optimize,3
オプションを同時に指定した場合，-Optimize,3オプションは無効となり，
-Optimize,2オプションが仮定されます。

• -IntResult,DecFloat40オプション，-MaxDigits38オプション，および
-Compati85,Powerオプション（-Compati85,All指定による仮定時を含む）を同時に
指定した場合，-Compati85,Powerオプションは無効となります。

• -IntResult,DecFloat40オプション，-MaxDigits38オプション，および -CompatiV3
オプションを同時に指定した場合，-CompatiV3オプションは無効となります。なお，
-CompatiV3オプション指定によって仮定された -V3Rec,Variableオプションおよび
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-JPN,Alnumオプションは無効になりません。
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31.6　コンパイラ環境変数
ここでは，ccbl2002コマンドでコンパイルするときに使用する環境変数について，設定
方法と環境変数の種類を説明します。

31.6.1　コンパイラ環境変数の設定方法
ccbl2002コマンドでのコンパイラ環境は環境変数で設定できます。

（1） sh（Bシェル）の場合

形式
 
環境変数=環境変数の値
export 環境変数
 

31.6.2　コンパイラ環境変数の一覧
コンパイラ環境変数の一覧を，次に示します。

表 31-4　コンパイラ環境変数の一覧

環境変数 設定内容 OS

F H A B J K L S

CBL_RDBSYS HiRDBによる索引編成
ファイルで操作対象と
なるデータベースシス
テムの種別

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

CBLCC ccコマンドに渡すオプ
ション列およびファイ
ル名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLCOPT ccblコマンドに指定す
る旧形式のオプション
列

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

CBLCOPT2002 ccbl2002コマンドに指
定する新形式のオプ
ション列

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLERRMAX コンパイルを打ち切る
Sレベルのエラーの数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLFIX 固定形式正書法の
COBOLソースファイ
ルの拡張子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLFREE 自由形式正書法の
COBOLソースファイ
ルの拡張子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

CBLLIB 登録集原文の検索ディ
レクトリ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLPIDIR プログラム情報ファイ
ル（.cbp）の生成先
ディレクトリ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLREP リポジトリファイルの
出力先のディレクトリ，
およびリポジトリ段落
で指定した翻訳単位名
を含むリポジトリファ
イルを検索するディレ
クトリ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLSRCENCODING Unicode機能で入力す
る COBOLソースの文
字コード

× × × × ○ ○ × ×

CBLSYSREP リポジトリファイルの
参照時に検索するディ
レクトリ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLTAB タブコードを空白に変
換するときの値

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLVALUE VALUE句の指定のな
いデータ項目の初期値

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLV3UNICODE -UniObjGenオプショ
ン指定時に，
-CompatiV3オプショ
ンおよび -V3Recオプ
ションの指定を有効と
するかどうか

× × × × ○ ○ × ×

登録集環境変数 登録集原文の検索ディ
レクトリ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数 設定内容 OS

F H A B J K L S
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31.6.3　コンパイラ環境変数の詳細
（1） CBL_RDBSYS（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，

Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

HiRDBによる索引編成ファイルの操作対象になるデータベースシステムを設定します。
指定できる値は，HiRDBだけです。この環境変数の指定がない場合，および指定した値
に誤りがある場合は，HiRDBが仮定されます。

（例）
CBL_RDBSYS=HiRDB
export CBL_RDBSYS

（2） CBLCC

ccコマンドに渡すオプション列およびファイル名を設定します。当環境変数に設定する
ことによって，指定のオプションおよびオプション引数を cコンパイラに渡します。

コマンドの指定は，ccコマンドのコマンド列全体をアポストロフィ（'）で囲みます。

（例）
CBLCC='-c -o TEST  a.c b.s'
export CBLCC

（3） CBLCOPT（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

ccblコマンドに指定するオプション列（コンパイラオプションの並び）を設定します。
この環境変数に設定しておけば，ccblのコマンドラインにオプションを指定する必要が
なくなります。ただし，この環境変数は COBOL85からの移行を目的とする場合にだけ
使用してください。

環境変数 CBLCOPTにファイル名を指定した場合は，ファイル名が無視されます。

各オプションを空白で区切り，コマンド列全体をアポストロフィ（'）で囲みます。 

（例）
CBLCOPT='-S1 -T4 -Ek'
export CBLCOPT

（4） CBLCOPT2002

ccbl2002コマンドに指定するオプション列（コンパイラオプションの並び）を設定しま
す。この環境変数に設定しておけば，ccbl2002のコマンドラインにオプションを指定す
る必要がなくなります。

環境変数 CBLCOPT2002にファイル名を指定した場合は，ファイル名が無視されます。

各オプションを空白で区切り，コマンド列全体をアポストロフィ（'）で囲みます。 
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（例）
CBLCOPT2002='-StdVersion,1 -DebugData -Switch,EBCDIK'
export CBLCOPT2002

（5） CBLERRMAX

コンパイルを打ち切る Sレベルのエラーの数を設定します。設定した個数分のエラーが
発生すると，メッセージが出力され，コンパイルが打ち切られます。

設定できる範囲は 0～ 999,999で，省略時は 30が仮定されます。コンパイルを続行し，
すべてのエラーメッセージを出力したい場合は 0を設定します。

なお，コンパイルリストを出力する場合（-SrcListオプションを指定した場合），この環
境変数は無効となります。

（例）
CBLERRMAX=15
export CBLERRMAX

（6） CBLFIX

固定形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムとしてコンパイルする COBOLソー
スファイルの拡張子を設定します。ただし，拡張子 .cbl，.CBL，.cob，.ocbの付いた
ファイルは，ここで設定しなくても固定形式正書法で書かれた COBOL原始プログラム
としてコンパイルされます。

拡張子は，先頭のピリオド（.）と 3文字以内の英数字で指定します。複数の拡張子を設
定する場合は，それぞれの拡張子を半角空白文字で区切り，全体をアポストロフィ（'）
で囲みます。

（例）
CBLFIX=.fix
export CBLFIX

注意事項
• コンパイル後のファイル種別の変換
環境変数 CBLFIXおよび CBLFREEに，コンパイラで使用するファイル
（COBOLソースファイルを除く）の拡張子は指定しないでください。COBOL
ソースファイルが別のファイル種別に変換されることがあります。

（7） CBLFREE

自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムとしてコンパイルする COBOLソー
スファイルの拡張子を設定します。ただし，拡張子 .cbf，.ocfの付いたファイルは，ここ
で設定しなくても自由形式正書法で書かれた COBOL原始プログラムとしてコンパイル
されます。

拡張子は，先頭のピリオド（.）と 3文字以内の英数字で指定します。複数の拡張子を設
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定する場合は，それぞれの拡張子を半角空白文字で区切り，全体をアポストロフィ（'）
で囲みます。

（例）
CBLFREE='.aaa .bbb .ccc'
export CBLFREE

注意事項
• 環境変数 CBLFIXおよび環境変数 CBLFREEに，コンパイラで使用するファイル
（COBOLソースファイルを除く）の拡張子は指定しないでください。COBOL
ソースファイルが別のファイル種別に変換されることがあります。

• 自由形式正書法で書かれた COBOLソースに対するコンパイラオプションの制限
自由形式正書法で書かれた COBOLソースをコンパイルするとき，次のコンパイ
ラオプションは指定できません。
-StdVersion，-V3Rec，-CompatiV3，-StdMIA，-Std85

（8） CBLLIB

登録集原文を検索するパスプレフィクスを設定します。ディレクトリを複数指定する場
合は，それぞれパスプレフィックスをコロン（:）で区切って指定します。

（例）
CBLLIB=/usr/user/copylib
export CBLLIB
 

（9） CBLPIDIR

プログラム情報ファイル（.cbp）を任意のディレクトリに生成したい場合に設定します。
プログラム情報ファイルは，テストデバッガを使用するときに必要となるファイルです。
設定できるディレクトリは一つだけです。

（例）
CBLPIDIR=/temp
export CBLPIDIR

（10） CBLREP

リポジトリファイル（.rep）を任意のディレクトリに生成，または更新したい場合に，出
力先のディレクトリを指定します。指定されたディレクトリは，リポジトリ段落で指定
された名前の翻訳単位（関数定義，クラス定義，またはインタフェース定義）を含むリ
ポジトリファイル参照時の検索対象となります。

詳細は，「32　定義別のコンパイル方法とリポジトリファイル」を参照してください。

規則
• 指定するディレクトリが複数ある場合は，各ディレクトリをセミコロン（;）で区
切って指定します。

• 指定したディレクトリ群に同じ名称のリポジトリファイルが複数ある場合，先に
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指定したディレクトリに含まれるリポジトリファイルを優先します。
• 生成または更新時に，同じ名称のリポジトリファイルがない場合，最初に指定さ
れたディレクトリにリポジトリファイルを新規に生成します。

• リポジトリファイル検索時に同じ名称のリポジトリファイルが見つからなければ，
カレントディレクトリが検索されます。また，環境変数 CBLREPの指定がない場
合，リポジトリファイルの生成，更新，および検索は，カレントディレクトリが
対象となります。

（例）
ディレクトリとして /usr/user/replibを指定します。
 
CBLREP=/usr/user/replib

（11） CBLSRCENCODING（Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

Linux(x86)，Linux(x64)の場合，Unicode機能で入力する COBOLソースの文字コード
がシフト JISであるときに文字コードを設定します。指定できる値は，SJISだけです。

（例）
CBLSRCENCODING=SJIS
export CBLSRCENCODING

なお，この環境変数は次の場合は無効となります。

• この環境変数に SJISを指定していない場合
• -UniObjGenオプションを指定していない場合
• UTF-8環境下ではない場合

（12） CBLSYSREP

リポジトリ段落で指定された名前の翻訳単位（関数定義，クラス定義，またはインタ
フェース定義）を含むリポジトリファイルを検索するディレクトリを指定します。

環境変数 CBLSYSREPに指定したディレクトリに格納されたリポジトリファイルは，リ
ポジトリファイルに情報が格納されている翻訳単位と同じ名称の翻訳単位を作成してコ
ンパイルした場合でも，上書きされることはありません。このため，環境変数
CBLSYSREPには，主に（共用ファイルとリポジトリファイルだけが提供されている場
合など）生成元ソースファイルのないリポジトリファイルの検索ディレクトリを指定す
る場合に使用します。

詳細は，「32　定義別のコンパイル方法とリポジトリファイル」を参照してください。

規則
• 指定するディレクトリが複数ある場合は，各ディレクトリをコロン（:）で区切っ
て指定します。

• リポジトリファイルの検索順序は，カレントディレクトリが優先されます。

（例）
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ディレクトリとして /usr/user/sysreplibと /users/lib/repを指定します。
 
CBLSYSREP=/usr/user/sysreplib:/users/lib/rep

（13） CBLTAB

COBOL原始プログラム中のタブコードを空白に変換するときの，空白の数を設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 72で，省略時は 8が仮定されます。

（例）
CBLTAB=4
export CBLTAB

（14） CBLVALUE

サブスキーマ節，作業場所節，画面節（WINDOW SECTION／ SCREEN SECTION）
※，報告書節，ファイル節で定義しているデータ項目の VALUE句の指定のない初期値
を，このシステムで採用している計算機文字集合である JIS8単位コードの順序位置（1
～ 256）で指定します。JIS8単位コードについては，マニュアル「COBOL2002　言語
　標準仕様編　付録 B 計算機文字集合」を参照してください。

なお，ASCII範囲外の文字コードは，動作するロケールによって扱いが異なります。

注※　HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

実行単位でプログラムが最初に呼び出された場合だけ，この環境変数に指定した初期値
をデータ項目に設定します。

この環境変数は，-CBLVALUEオプションを指定した場合だけ有効です。また，
-CBLVALUEオプションを指定している場合で，この環境変数の指定がないとき，およ
び指定した値に誤りがあるときは，1が仮定されます。

（例）
CBLVALUE=33
export CBLVALUE

VALUE句のないデータ項目の初期値に，空白文字（JIS8単位コードで 33番目の文
字）を指定します。

なお，この環境変数は次のデータ項目には適用されません。

• VALUE句の指定のあるデータ項目
• ADDRESSED句の指定のあるデータ項目
• EXTERNAL句の指定のあるデータ項目

（15） CBLV3UNICODE（Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

-UniObjGenオプション指定時，-CompatiV3オプションおよび -V3Recオプションの指
定を有効としたい場合に設定します。
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ただし，この環境変数を設定した場合，-CompatiV3オプションは -JPN,Alnumオプ
ションを仮定しません。

（例）
CBLV3UNICODE=YES
export CBLV3UNICODE

なお，この環境変数は次の場合は無効となります。

• この環境変数に YESを指定していない場合
• -UniObjGenオプションを指定していない場合

UTF-8環境下での，この環境変数とコンパイラオプションの組み合わせによるホスト
（VOS3）COBOL85移行用オプションである，-CompatiV3オプション，-JPNオプショ
ン，および -V3Recオプションの有効／無効の関係を次に示します。

（凡例）
○：有効となる
×：無効となる

注※
-V3Rec,Variableオプションは仮定されますが，-JPN,Alnumオプションは仮定されません。

注意事項
• -JPN,Alnumオプションが仮定されないことで，日本語項目，日本語編集項目，
および日本語文字定数をそれぞれ英数字項目，英数字編集項目，および英数字定
数として扱うことができないため，日本語項目と英数字項目間での比較および転
記ができません。また，VOS3 COBOL85と日本語機能に差異があるため，日本
語項目または英数字項目のどちらか一方に合わせる必要があります。VOS3 
COBOL85と COBOL2002との日本語機能差異を次に示します。

環境変数 CBLV3UNICODE -UniObjGen
指定

指定するオプション

-CompatiV3 -JPN -V3Rec

YES あり ○※ × ○

YES以外 × × ×

YES なし コンパイルエラー

YES以外

項目 VOS3 COBOL85 COBOL2002※

日本語項目と英数字項目間の転記／比較 LANGOPT=(-D)の場
合，転記または比較で
きる。

転記または比較できない。
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注※
コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODE=YES，-CompatiV3オプション指定あ
り，および -UniObjGenオプション指定あり

• -V3Rec,Variableオプションが指定できることで，日本語文字定数に標準コード文
字が指定できます。日本語文字定数が UTF-16となり，標準コード文字も 2バイ
トとなります。このことから，転記先のけた数を増やす必要があり，その日本語
項目または日本語編集項目を参照している個所も修正が必要となる場合がありま
す。例を次に示します。
（転記先のけた数の見直しの例）
01  ABC  PIC N(2).
01  DEF  PIC N(1).
：
MOVE  N'あ AB'   TO    ABC. 
MOVE  ABC(2:1)  TO    DEF. 
日本語文字定数は 3けた（6バイト）になることから，転記先の ABCけた数を 3
けたに修正する必要があります。
また，標準コード文字が 2バイトになることから，DEFに 'AB'が格納されている
ことを期待する場合，標準コード文字 'AB'を参照する部分参照の長さを 1から 2 
に修正する必要があり，その転記先となる DEFのけた数も 1から 2に修正する必
要があります。
（日本語文字定数の半角空白補完による転記先のけた数の見直しの例）
01  ABC  PIC N(3).
  ：
MOVE  N'あ abc'   TO    ABC. 
日本語文字定数の標準コード文字数が奇数になる場合は，標準コード文字数が偶
数になるように日本語文字定数の終端に半角空白が補完されます。これによって，

INITIALIZE文（日本語項目の初期設定） • REPLACING指定が
ないと半角空白で初
期化する。

• REPLACING 
ALPHANUMERIC，
ALPHANUMERIC-
EDITED指定時，一
意名２，定数１の値
で初期化する。

• REPLACING指定がな
いと全角空白で初期化
する。

• NATIONAL,NATIONAL
-EDITED以外の
REPLACING指定の場
合，初期化されない。

INSPECT，STRING，UNSTRING文の日本
語項目

XCOBOL=(N)オプ
ションのときは 1バイ
ト単位で処理する。

日本語単位で処理する。

日本語項目パディング LANGOPT=(-D)の場
合，パディング文字に
半角空白 (0x40)を使用
する。

パディング文字に全角空
白 (0x3000)を使用する。

項目 VOS3 COBOL85 COBOL2002※
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補完された半角空白を含み，日本語文字定数は 5けた（10バイト）になることか
ら，転記先となる ABCのけた数を 5けたに修正する必要があります。

• -CompatiV3オプションが指定できることによって，報告書作成機能が拡張され，
特殊名段落の定数 10が指定可能となりますが，1バイト文字の指定が前提である
ため，UTF-8で多バイトとなる半角かたかなは指定できません。このことから，
定数 10に UTF-8で多バイトとなる文字を指定している場合，UTF-8で 1バイト
となる文字に変更する必要があります。

（16） 登録集環境変数

登録集原文を検索するディレクトリを設定します。ディレクトリを複数指定する場合は，
コロン（:）で区切って指定します。

（例）
登録集名=/usr/user/copylib
export 登録集名

登録集名は，英大文字と数字から成る 8文字以内の任意の文字列で指定します。

ここで指定したディレクトリは，環境変数 CBLLIBで指定したディレクトリよりも優先
します。詳細については，「31.3.1　原始文操作機能」を参照してください。
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31.7　コンパイラ付属機能

31.7.1　TDコマンド生成機能
TDコマンド生成機能とは，COBOLソースファイルを解析して，テストデバッガで使用
する TDコマンドをファイルに生成する機能です。

生成される TDコマンドには，中断点情報，プログラムのシミュレーション情報，およ
びファイルのシミュレーション情報の 3種類があります。

これらの TDコマンド群は，-TestCmd,Break，-TestCmd,Sim，-TestCmd,Fullオプ
ションを指定してコンパイルしたときに生成されます。生成された TDコマンド群に，
必要に応じて TDコマンドの修正や追加をすることで，TDコマンド格納ファイルを作成
できます。

また，TDコマンド生成機能の対象となるプログラムは，コンパイルしたときすべてのプ
ログラムで，Sレベル，Uレベルのコンパイルエラーのなかった原始プログラムファイ
ルだけです。

TDコマンド生成機能の詳細については，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作
編」を参照してください。

31.7.2　makefile生成機能

（1） makefile生成機能の概要

makefile生成機能とは，COBOL2002で作成するプログラムやライブラリの作成方法や
保守方法を，makeに通知するmakefileを生成する機能です。この機能は，cbl2kmfコ
マンドで使用します。生成したmakefileは，テキストエディタで変更できます。

（2） makefileの生成方法

（a）cbl2kmfコマンド

形式
 
cbl2kmf  〔-cls〕〔-f makefile名〕〔 マクロ名＝値〕 …
 

機能
• COBOL用のmakefileを生成します。
• makefile生成前に，既存のmakefileの有無を調べます。

規則

-c
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'creating makefile from …'のメッセージを表示しません。

-l
makefileをライブラリ用のmakefileにします。

-s
cbl2kmf起動前makefileの COBOLマクロ情報および COBOLサフィックス
のルールをmakefileが引き継ぎます。

-f makefile名
makefileのファイル名を指定します。省略した場合は，Makefileになります。

マクロ定義
cbl2kmfでは，次のマクロ定義を使用できます。また，mkmfコマンドで使用
できるマクロ定義も使用できます。mkmfコマンドで使用できるマクロ定義の
詳細は，システムのマニュアルを参照してください。
・CBLMAIN
　 メインプログラムのソースファイル名を指定します（COBOL以外のプロ
　 グラムがメインプログラムのときは指定しないでください）。
・CBLFLAGS
　 COBOL2002のコンパイラオプションを指定します。
　 複数のフラグを指定するときは，引用符（"）で囲んでください。

環境変数
cbl2kmfに指定できる環境変数を次に示します。

• CBLMAINと CBLFLAGSは，マクロ定義，環境変数，-sオプションの順に優先
します。

• 登録集原文を検索するディレクトリを設定する環境変数 CBLLIBなど，ccbl2002
コマンドでコンパイルするときに必要な環境変数は，cbl2kmfコマンド起動時も
必要となります。環境変数の詳細については，「31.6.2　コンパイラ環境変数の一
覧」を参照してください。

• cbl2kmfコマンドは，次の終了コードを返します。

環境変数 意味 デフォルト値

LD makefileのマクロ定義と置換 "ccbl2002"

CBLMAIN メインプログラムのソースファイル名を指定 ""

CBLFLAGS COBOL2002のコンパイラオプションを指定 ""

終了コード 意味

0 cbl2kmfは，正常に終了した。

1 cbl2kmfで，エラーが発生した。

2 cbl2kmfで，回復不能エラーが発生した。
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注意事項
• cbl2kmfで作成されたmakefileは，make時にmkmfが受け付ける要求の中で次
の要求は受け付けません。
・index：標準出力への関数インデクスのプリント
・tags ：exエディタ用のタグファイルの作成
mkmfが受け付ける要求については，システムのマニュアルを参照してください。

• プログラム名とライブラリの名称のデフォルトは，それぞれ a.outと lib.aです。
変更するときは，マクロ名 PROGRAMおよび LIBRARYの値設定式を指定して
ください。

• 生成された依存関係の情報は，####で始まるmakefileの行の後に現れます。こ
れらの行を変更してはなりません。

• cbl2kmfに不正なオプションを指定すると，mkmfのエラーメッセージが出力さ
れる場合があります。

• ソースファイル中にクラス定義，インタフェース定義，関数定義があった場合で
も，次のディレクトリに対する環境変数は生成されません。
・リポジトリファイルの検索対象ディレクトリ
・リポジトリファイルの出力先のディレクトリ
• ソースファイル中にクラス定義，インタフェース定義，関数定義があった場合で
も，リポジトリファイルに対する COBOL原始プログラムや登録集原文との依存
関係を示す情報は生成されません。

• cbl2kmfコマンドで生成されたmakefileを使用すると，ソースファイル名のアル
ファベット順にソースファイルがコンパイルされます。参照関係を持つクラス定
義，インタフェース定義，関数定義がある場合は，参照先のソースファイルを先
にコンパイルするために，参照先のソースファイル名は参照元のソースファイル
名よりアルファベット順が先になるようにする必要があります。参照元および参
照先のソースファイル（翻訳単位）の関係については，「32.1　リポジトリファイ
ルを使用する COBOLプログラム開発の概要」を参照してください。
参照元および参照先のソースファイルと，生成されたmakefileでのコンパイル順
序の例を次に示します。

makefileの生成

cbl2kmf CBLMAIN=PROGRAM1.cbl
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生成された makefileでのコンパイル順序
ccbl2002 -Compile,NoLink CLASS01.cbl
ccbl2002 -Compile,NoLink CLASS02.cbl
ccbl2002 -Compile,NoLink -Main,System PROGRAM1.cbl
 

• 生成したmakefileでコンパイルを実行するときに指定しなければならないコンパ
イラオプションがある場合は，cbl2kmfコマンドを実行するときに必要なすべて
のコンパイラオプションを次のどれかに指定してください。
・マクロ定義 CBLFLAGS
・環境変数 CBLFLAGS
・コンパイラ環境変数 CBLCOPT2002
また，必要なコンパイラオプションをコンパイラ環境変数 CBLCOPT2002に指定
してmakefileを生成した場合は，makeを実行するときにも同じコンパイラオプ
ションを指定する必要があります。

（b）使用例

makefile生成機能の使用例を示します。

前提条件

ファイル構成と操作概要

作成する実行可能ファイル名称 example1

原始プログラム名称 main.cbl
（主プログラム，原始プログラムに登録集 cpy1.cbl，cpy2.cbl
を複写）

　 sub1.CBL
（副プログラム，原始プログラムに登録集 cpy1.cblを複写）

　 sub2.cob
（副プログラム，原始プログラムに登録集 cpy2.cblを複写）

登録集原文名 cpy1.cbl
（原始プログラムとは別ディレクトリ）

　 cpy2.cbl
（原始プログラムとは別ディレクトリ）

コンパイラオプション -TDInf
（テストデバッグ機能が使用できる実行可能ファイルを作成）

　 -DoubleQuote
（原文中に引用符を使用）
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makefileの内容
 
CFLAGS        =
DEST          = .
EXTHDRS       = ../copylib/cpy1.cbl ¥
                ../copylib/cpy2.cbl
HDRS          = 
INSTALL       = /etc/install
LD            = ccbl2002
LDFLAGS       = -TDInf
LIBS          =
MAKEFILE      = Makefile
OBJS          = main.o ¥
                sub1.o ¥
                sub2.o
PRINT         = pr
PROGRAM       = example1
SHELL         = /bin/sh
SRCS          = main.cbl ¥
                sub1.CBL ¥
                sub2.cob
SYSHDRS       =
all:            $(PROGRAM)
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$(PROGRAM):     $(OBJS) $(LIBS)
                @echo "Linking $(PROGRAM)..."
                @$(LD) $(LDFLAGS) $(OBJS) $(LIBS) -o $(PROGRAM)
                @echo "done"
clean:;         @rm -f $(OBJS) core
clobber:;       @rm -f $(OBJS) $(PROGRAM) core tags
depend:;        @mkmf -f $(MAKEFILE) ROOT=$(ROOT)
echo:;          @echo $(HDRS) $(SRCS)
index:;         @ctags -wx $(HDRS) $(SRCS)
install:        $(PROGRAM)
                @echo Installing $(PROGRAM) in $(DEST)
                @-strip $(PROGRAM)
                @if [ $(DEST) != . ]; then ¥
             (rm -f $(DEST)/$(PROGRAM); $(INSTALL) -f $(DEST) 
$(PROGRAM); fi
print:;         @$(PRINT) $(HDRS) $(SRCS)
tags:           $(HDRS) $(SRCS); @ctags $(HDRS) $(SRCS)
update:         $(DEST)/$(PROGRAM)
$(DEST)/$(PROGRAM): $(SRCS) $(LIBS) $(HDRS) $(EXTHDRS)
                @$(MAKE) -f $(MAKEFILE) ROOT=$(ROOT) DEST=$(DEST) 
install
###
 

上記のmakefileの内容の詳細は，システムのマニュアルを参照してください。

環境変数指定またはマクロ定義によるマクロ
 
CBL          = ccbl2002
CBLFLAGS     = -TDInf -DoubleQuote
CBLMAINOPT   = -Main,System
CBLCMPLOPT   = -Compile,NoLink
 

COBOL言語用サフィックス

.cbl:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLMAINOPT) $< $(LDFLAGS) -O $<

.cbl.o:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLCMPLOPT) $<

.CBL:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLMAINOPT) $< $(LDFLAGS) -O $<

.CBL.o:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLCMPLOPT) $<

.cob:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLMAINOPT) $< $(LDFLAGS) -O $<

.cob.o:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLCMPLOPT) $<

.ocb:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLMAINOPT) $< $(LDFLAGS) -O $<

.ocb.o:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLCMPLOPT) $<
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.cbf:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLMAINOPT) $< $(LDFLAGS) -O $<

.cbf.o:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLCMPLOPT) $<

.ocf:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLMAINOPT) $< $(LDFLAGS) -O $<

.ocf.o:
$(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLCMPLOPT) $<

.SUFFIXES : .cbl .CBL .cob .ocb .cbf .ocf

COBOL原始プログラムと COBOL登録集原文の依存関係を示すターゲット行とシェル行
 
####
main.o: ../copylib/cpy1.cbl ../copylib/cpy2.cbl
        $(CBL) $(CBLFLAGS) $(CBLCMPLOPT) $(CBLMAINOPT) $<
sub1.o: ../copylib/cpy1.cbl
sub2.o: ../copylib/cpy2.cbl
 

具体的な操作

コマンド
 
cd     /home/src      *>1.
CBLLIB=/home/copylib  *>2.
export CBLLIB         *>3.
cbl2kmf  PROGRAM=example1 CBLMAIN=main.cbl 
         CBLFLAGS="-TDInf -DoubleQuote"
         LDFLAGS=-TDInf  *>4.
make                     *>5.
 

説明
1. 原始プログラムが，存在するディレクトリを変更します。
2. 登録集原文は，別ディレクトリであるため，cbl2kmfが検索できるように環
境変数 CBLLIBを設定します。

3. 環境変数 CBLLIBを有効にします。
4. makefileを生成します。
5. 実行可能ファイル example1を生成します。

（3） cbl2kmfコマンドに関する注意事項

cbl2kmfコマンドは，COBOLソースファイルだけを対象としてmakefileを生成します。
Cプログラムに対しては，makefileが生成されないので注意してください。

Cプログラムに対するmakefileを生成するmkmfコマンドがある場合は，次の環境変数
を指定することによって，Cプログラムを含めたmakefileを生成できます。

環境変数の指定例（コマンド名：mkmf）
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sh（Bシェル）の場合
 
$CBLMKMF=/home/tools/bin/mkmf
$export CBLMKMF

31.7.3　ヘルプ機能
ここではヘルプ機能（オプション表示）について説明します。

（1） ヘルプ機能（オプション表示）

ヘルプ機能（オプション表示）とは，COBOL2002のコンパイラを起動するとき，
ccbl2002コマンド行，および ccblコマンド行に指定できるオプションを画面に表示する
機能です。

オプションを何も指定しないで ccbl2002コマンド，および ccblコマンドを起動すると，
すべてのコンパイラオプションが表示されます。

ccbl2002コマンド，および ccblコマンドについての詳細は，「31.4.1　ccbl2002コマン
ド」，および「31.4.2　ccblコマンド（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，
AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）」を参照してください。
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32　定義別のコンパイル方法と
リポジトリファイル
COBOL2002では，プログラム定義のほかに，関数定義，クラ
ス定義，およびインタフェース定義など，さまざまな定義を指
定できます。この章では，定義の情報を保管するリポジトリ
ファイルについて説明します。また，定義別のコンパイル方法
について説明します。

32.1　リポジトリファイルを使用する COBOLプログラム開発の概要

32.2　リポジトリファイル

32.3　リポジトリ段落を指定したソースファイルのコンパイル方法

32.4　リポジトリファイルの管理

32.5　リポジトリファイルの生成に関連するコンパイラオプション
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32.1　リポジトリファイルを使用する COBOL
プログラム開発の概要

32.1.1　概要
COBOL2002では，関数定義，クラス定義，およびインタフェース定義を使用できます。
これらの翻訳単位が参照関係を持つ場合，参照先の翻訳単位と参照元の翻訳単位とで，
それぞれ次のような処理が必要になります。

• 参照先の翻訳単位
参照元の翻訳単位から参照されるときに必要な定義情報を，参照元の翻訳単位のコン
パイルより前に出力する必要があります。この定義情報を，外部リポジトリと呼びま
す。外部リポジトリの言語仕様については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準
仕様編　4.12 外部リポジトリ」を参照してください。
COBOL2002では，関数定義，クラス定義，またはインタフェース定義をコンパイル
すると，自動的に翻訳単位の外部リポジトリをリポジトリファイル（.rep）に出力し
ます。

• 参照元の翻訳単位
参照先の翻訳単位の定義情報を取り込む指定が必要です。
COBOL2002では，参照元の翻訳単位のリポジトリ段落に参照先の翻訳単位名を指定
しておくことによって，参照元の翻訳単位のコンパイル時に参照先の翻訳単位に対応
するリポジトリファイルを取り込めます。
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規則
• 参照元の翻訳単位と参照先の翻訳単位が同じソースファイル中だけに存在する場
合は，リポジトリファイルがなくても翻訳単位をコンパイルできます。

• プログラム定義だけで構成されている COBOLプログラムの場合，リポジトリ
ファイルは出力されません。また，リポジトリ段落に参照するプログラム名を指
定する必要もありません。詳細は，「32.3.3　プログラム定義だけのコンパイル」
を参照してください。

• 参照元の翻訳単位をコンパイルする時点で，参照先の翻訳単位のリポジトリファ
イルが出力されていない場合，参照関係が解決できないためコンパイルエラーと
なります。そのため，異なるソースファイルに存在する翻訳単位同士が参照関係
を持つ場合は，ソースファイルをコンパイルする順序を意識する必要があります。

32.1.2　リポジトリファイルを使用する COBOLプログラム
の作成手順

リポジトリファイルを使用する COBOLプログラム作成の例として，各翻訳単位の定義
と，それを参照する翻訳単位を別々のソースファイルで作成する場合の開発手順につい
て説明します。この手順は，例えば複数の開発者が担当部分の原始プログラムを作成お
よびコンパイルし，最後にそれぞれのオブジェクトファイルをリンクして実行可能ファ
イルを作成するようなケースに適用できます。

開発手順を，次に示します。
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1. 翻訳単位間のインタフェースの決定
まず，参照先の翻訳単位と参照元の翻訳単位の間のインタフェースを決定する必要が
あります。COBOL2002では，この翻訳単位間のインタフェース情報のことをシグニ
チャと呼びます。シグニチャの詳細については，マニュアル「COBOL2002　言語　
標準仕様編　4.12 外部リポジトリ」を参照してください。
翻訳単位間のインタフェースを決定するためには，参照先の翻訳単位の原始プログラ
ムで，シグニチャを作成しておく必要があります。
ただし，オブジェクト指向機能の場合，クラス定義のシグニチャを作成する代わり
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に，インタフェース定義を使用する方法もあります。インタフェース定義は，実装す
るクラス定義とインタフェースの構成を変更したい場合などに使用します。インタ
フェースの詳細は，「20　オブジェクト指向機能」を参照してください。

2. リポジトリファイルの生成
1.で作成したシグニチャを持つ，参照先の翻訳単位の原始プログラムをコンパイルし
て，リポジトリファイルを生成します。リポジトリファイルの生成方法については，
「32.3.2　リポジトリファイルの単独生成」を参照してください。

3. 原始プログラムの作成
原始プログラムを作成します。
参照元の翻訳単位で，環境部構成節のリポジトリ段落に，参照先の翻訳単位名を指定
します。また，1.でシグニチャだけを作成した参照先の翻訳単位の原始プログラムも
完成させます。

4. リポジトリファイルの取り込みとコンパイル
リポジトリファイルの格納ディレクトリに，2.で生成した，参照先の翻訳単位から生
成したリポジトリファイルを格納します。リポジトリファイルの格納ディレクトリに
ついては，「32.2.4　リポジトリファイルの参照方法」を参照してください。
翻訳単位をコンパイルすると，コンパイラによってリポジトリファイルが読み込ま
れ，参照先の翻訳単位のシグニチャと，参照元の翻訳単位の INVOKE文，SET文，
関数一意名などの参照情報との適合がチェックされます。適合チェックの詳細は，
「32.1.3　リポジトリファイルに格納される情報と適合チェック」を参照してくださ
い。

5. 実行可能ファイルまたは共用ライブラリの生成
4.で生成したオブジェクトファイルをリンカによって結合して，実行可能ファイルま
たは共用ライブラリを生成します。

32.1.3　リポジトリファイルに格納される情報と適合チェッ
ク

リポジトリファイルには，関数定義，クラス定義，およびインタフェース定義のシグニ
チャ（定義情報）が格納されます。COBOL2002コンパイラは，コンパイル時にリポジ
トリファイルを使用して，次の適合チェックをします。

関数定義の場合
参照元の引数と参照先の返却項目の適合がチェックされます。

クラス定義およびインタフェース定義の場合
オブジェクトの適合がチェックされます。このとき，メソッド定義を呼び出すとき
の引数と返却項目の適合についても，チェックされます。

適合していれば，実行時に関数定義やメソッド定義を呼び出せます。引数と返却項目の
適合については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.7 引数と返却項目
の適合」を参照してください。また，オブジェクトの適合については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.2.7 適合とインタフェース」および「20　オブ



32.　定義別のコンパイル方法とリポジトリファイル

808

ジェクト指向機能」を参照してください。
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32.2　リポジトリファイル
COBOL2002の場合，翻訳単位の原始プログラムをコンパイルしたときに出力される外
部リポジトリは，リポジトリファイル（.rep）に格納されます。

リポジトリファイルは，ソースファイルと 1対 1の関係となっています。そのため，
ソースファイルをコンパイルした場合，一つのソースファイルに対して一つのリポジト
リファイルが生成されます。生成されるリポジトリファイルの名称は，ソースファイル
の名称と同じで，拡張子が .repとなります。

32.2.1　リポジトリファイルの生成とコンパイル時の利用
関数定義の場合とオブジェクト指向機能の場合について，それぞれリポジトリファイル
の生成とコンパイル時のリポジトリファイルの利用について，例を示します。

（1） 関数定義の場合

関数定義を呼び出す COBOLプログラムの場合の例を，次に示します。なお，関数定義
については，「2.5　利用者定義関数」を参照してください。

1. 関数定義 FUNC1が含まれるソースファイル FUNC1.cblをコンパイルして，リポジ
トリファイル FUNC1.repを生成します。

2. 関数定義 FUNC1を参照するプログラム定義 PROGRAM1で，環境部構成節のリポ
ジトリ段落に，参照する関数定義 FUNC1を指定します。

3. プログラム定義 PROGRAM1をコンパイルすると，リポジトリ段落の指定を基に，
関数定義 FUNC1が含まれるリポジトリファイル FUNC1.repが検索して取り込まれ
ます。リポジトリファイルの検索規則については，「32.2.4　リポジトリファイルの参
照方法」の「（2）リポジトリファイルの検索」を参照してください。
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4. コンパイラは，リポジトリファイルから取り込んだ関数定義 FUNC1の情報と，参照
しているプログラム定義 PROGRAM1の関数一意名 FUNCTION FUNC1の情報の適
合をチェックします。このとき，情報が適合していなければエラーメッセージが出力
され，適合していればコンパイルが正常終了します。

（2） オブジェクト指向機能の場合

オブジェクト指向機能を呼び出す COBOLプログラムの場合の例を，次に示します。な
お，オブジェクト指向機能については，「20　オブジェクト指向機能」を参照してくださ
い。

1. クラス定義 CLASS1が含まれるソースファイル CLASS1.cblをコンパイルして，リ
ポジトリファイル CLASS1.repを生成します。

2. クラス定義 CLASS1を参照するプログラム定義 PROGRAM1で，環境部構成節のリ
ポジトリ段落に，参照するクラス定義 CLASS1を指定します。

3. プログラム定義 PROGRAM1をコンパイルすると，リポジトリ段落の指定を基に，
クラス定義 CLASS1が含まれるリポジトリファイル CLASS1.repが検索して取り込
まれます。リポジトリファイルの検索規則については，「32.2.4　リポジトリファイル
の参照方法」の「（2）リポジトリファイルの検索」を参照してください。

4. コンパイラは，取り込んだクラス定義 CLASS1の情報から，クラス定義 CLASS1に
含まれるメソッド定義METH-1の情報と，参照しているプログラム定義
PROGRAM1の INVOKE文に指定したメソッドMETH-1の情報の適合をチェック
します。このとき，情報が適合していなければエラーメッセージが出力され，適合し
ていればコンパイルが正常終了します。



32.　定義別のコンパイル方法とリポジトリファイル

811

32.2.2　ソースファイル，リポジトリファイル，およびリポ
ジトリ段落の関係

リポジトリファイル（.rep）は，COBOLソースファイルをコンパイルしたときに，その
ソースファイルに格納されている翻訳単位ごとの定義情報から生成されます。

リポジトリファイルが生成されるディレクトリの規則について，次に示します。

• 環境変数 CBLREPを設定している場合は，環境変数に指定したディレクトリに生成
されます。環境変数 CBLREPに複数のディレクトリを指定している場合は，最初に
指定したディレクトリに生成されます。

• 環境変数 CBLREPを設定していない場合は，カレントディレクトリに生成されます。

ここでは，複数の翻訳単位を含む COBOLソースファイルを例にして，ソースファイル，
リポジトリファイル，およびリポジトリ段落の関連を説明します。

（1） ソースファイルとリポジトリファイルの関係

（例）
クラス定義，インタフェース定義，関数定義，およびプログラム定義を格納してい
るソースファイル（FILE1.cbl）をコンパイルすると，ソースファイルと同名で拡張
子が（.rep）となったリポジトリファイル（FILE1.rep）が作成されます。リポジト
リファイルには，それぞれの定義に対応する情報が格納されます。ただし，プログ
ラム定義に対応する情報は，格納されません。
ソースファイルとリポジトリファイルの関係を，次に示します。

図 32-1　ソースファイルとリポジトリファイルの関係
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（2） リポジトリファイルとリポジトリ段落の関係

リポジトリ段落に指定したクラス名，インタフェース名，利用者定義関数名，およびプ
ロパティ名は，コンパイル時に同じソースファイル中に存在する翻訳単位，およびリポ
ジトリファイル中から検索された情報と関連づけられます。

（例）
プログラム定義が関数定義を呼び出す場合の，リポジトリ段落の指定例について，
次に示します。

1. プログラム定義のリポジトリ段落で，参照する利用者定義関数名（FUNC1）を
宣言します。

2. プログラム定義（PROGRAM1）は，リポジトリ段落の宣言に従ってリポジトリ
ファイル（FILE1.rep）の中の利用者定義関数名（FUNC1）の情報を参照でき
ます。リポジトリファイル内の定義情報を検索する方法については，「32.2.4　リ
ポジトリファイルの参照方法」の「（2）リポジトリファイルの検索」を参照して
ください。

リポジトリファイルとリポジトリ段落の関係を，次に示します。

図 32-2　リポジトリファイルとリポジトリ段落の関係

注意事項
• リポジトリ段落で指定するクラス名，インタフェース名，または利用者定義関数
名が，リポジトリ段落を指定した翻訳単位と異なるソースファイル中にある場合，
参照先の翻訳単位をあらかじめコンパイルして，リポジトリファイルを生成して
おく必要があります。

• リポジトリ段落に指定したクラス名，インタフェース名，利用者定義関数名，お
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よびプロパティ名は，リポジトリ段落を指定した定義中だけで有効となります。

32.2.3　リポジトリファイルの生成方法
リポジトリファイルは，ソースファイルにクラス定義，インタフェース定義，または関
数定義を含む場合，ソースファイルのコンパイル時に生成されます。このとき，オブ
ジェクトファイルを生成しないでリポジトリファイルだけの生成もできます。リポジト
リファイルの生成方法については，「32.3.2　リポジトリファイルの単独生成」を参照し
てください。

（1） リポジトリファイルの生成規則

リポジトリファイルの生成規則を，次に示します。

環境変数 CBLREPを指定している場合
1. 環境変数 CBLREPに指定したディレクトリが指定順に検索され，ソースファイ
ルと同じ名称のリポジトリファイルが最初に見つかった時点で，そのリポジトリ
ファイルが更新されます。

2. ソースファイルと同じ名称のリポジトリファイルが見つからなければ，環境変数
CBLREPに指定した最初の有効なディレクトリに，リポジトリファイルが新規
に生成されます。

環境変数 CBLREPを指定していない場合，または環境変数 CBLREPに指定したディレ
クトリが存在しない場合

1. カレントディレクトリ※にソースファイルと同じ名称のリポジトリファイルが存
在する場合，そのリポジトリファイルが更新されます

2. カレントディレクトリ※に，ソースファイルと同じ名称のリポジトリファイルが
存在しない場合，カレントディレクトリ※に，リポジトリファイルが新規に生成
されます。

注※
この場合のカレントディレクトリは，次のようになります。
• ccbl2002コマンドを使用している場合

ccbl2002コマンドを起動したディレクトリ

注意事項
• -Repository,Supオプションを指定している場合，すでに存在するリポジトリファ
イルは，更新されません。詳細は，「32.5　リポジトリファイルの生成に関連する
コンパイラオプション」を参照してください。

• リポジトリファイルの生成に関連するコンパイラオプションを指定しないでコン
パイルした場合，インタフェースの情報（シグニチャ）に変更がないときは，リ
ポジトリファイルが更新されません。詳細は，「32.5　リポジトリファイルの生成
に関連するコンパイラオプション」を参照してください。



32.　定義別のコンパイル方法とリポジトリファイル

814

32.2.4　リポジトリファイルの参照方法
リポジトリ段落に指定したクラス名，インタフェース名，または利用者定義関数名の情
報は，コンパイル時に次の順序で検索されます。

1. 同じソースファイル中に存在する翻訳単位のクラス名，インタフェース名，または利
用者定義関数名

2. リポジトリファイル中のクラス名，インタフェース名，または利用者定義関数名

注意事項
リポジトリ段落に指定したプロパティ名の定義情報は，同じリポジトリ段落に指定
したクラス定義やインタフェース定義に含まれるため，個別の定義情報は検索され
ません。

（1） 同じソースファイル中に存在する翻訳単位名の検索

COBOL2002コンパイラは，まず同じソースファイル中に存在する翻訳単位中で，リポ
ジトリ段落に指定されたクラス名，インタフェース名，または利用者定義関数名を探し
ます。

同じソースファイル中で，リポジトリ段落よりも後に参照するクラス名，インタフェー
ス名，または利用者定義関数名を指定してもかまいません。また，リポジトリファイル
に同じクラス名，インタフェース名，または利用者定義関数名が存在する場合でも，同
じソースファイル中の翻訳単位名の情報が優先して使用されます。

図 32-3　同じソースファイル中の翻訳単位名の検索の例

1. クラス名を定義するクラス定義 DRINKが，リポジトリ段落でのクラス名 DRINKの
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宣言より後に出現してもかまいません。
2. 同じソースファイル中にクラス名 DRINKの情報があるため，リポジトリファイルは
参照されません。

（2） リポジトリファイルの検索

リポジトリファイルは，次の順序で検索されます。

1. 環境変数 CBLREPに指定したディレクトリ
2. カレントディレクトリ※

3. 環境変数 CBLSYSREPに指定したディレクトリ
4. インストールディレクトリ下の repディレクトリ

注※
この場合のカレントディレクトリは，次のようになります。
• ccbl2002コマンドを使用している場合

ccbl2002コマンドを起動したディレクトリ

環境変数 CBLREPには，リポジトリファイルの検索ディレクトリをカレントディレクト
リ以外の場所に指定したい場合に設定します。環境変数 CBLSYSREPは，共用ライブラ
リとリポジトリファイルだけが提供されている場合など，生成元ソースファイルのない
リポジトリファイルの検索ディレクトリを設定します。これらの環境変数の詳細につい
ては，「31.6　コンパイラ環境変数」を参照してください。

なお，標準クラスの BASEクラスは，インストールディレクトリ下の repディレクトリ
に格納されています。BASEクラスについては，「COBOL2002　言語　標準仕様編　
12.2 BASEクラス」を参照してください。

翻訳単位名の検索時，同じディレクトリに複数のリポジトリファイルが存在する場合，
検索する翻訳単位名と同名のリポジトリファイルの中が検索され，見つからなければ，
アルファベット順にリポジトリファイルが検索され，見つかった時点で検索が終了しま
す。

検索したディレクトリ下にリポジトリファイルがない場合や，リポジトリファイルに読
み込み権限がない場合，リポジトリファイルが不当な場合は，コンパイル時にエラー
メッセージが出力され，コンパイルが終了します。



32.　定義別のコンパイル方法とリポジトリファイル

816

32.3　リポジトリ段落を指定したソースファイ
ルのコンパイル方法

異なるソースファイルで定義されたクラス名，インタフェース名，利用者定義関数名を
リポジトリ段落に指定したソースファイルをコンパイルする場合，それらの定義を含む
ソースファイルを先にコンパイルしておく必要があります。

リポジトリ段落で参照するクラス定義，インタフェース定義，または関数定義のような
翻訳単位を含むソースファイルを先にコンパイルしておく必要があります。

翻訳単位別にソースファイルをコンパイルする方法を，次に示します。

32.3.1　リポジトリ段落でほかの翻訳単位を参照する場合の
コンパイル

リポジトリ段落でほかの翻訳単位を参照する場合，その翻訳単位を含む別のソースファ
イルを，先にコンパイルしておく必要があります。

例えば，次のように，ソースファイル PROGRAM1.cbl内のプログラム定義
PROGRAM1で，リポジトリ段落に関数定義 FUNC1を指定して参照する場合，FUNC1
を含むソースファイル FUNC1.cblを先にコンパイルし，その後でソースファイル
PROGRAM1.cblをコンパイルする必要があります。

この場合，次のようなコマンドを指定して，コンパイルします。

 
ccbl2002 FUNC1.cbl -Main,System PROGRAM1.cbl
 

ソースファイルでコンパイル順序を考慮したくない場合は，-Repository,Genオプション
を使用して，コンパイルを実行する前にリポジトリファイルだけを先に生成しておく必
要があります。-Repository,Genオプションの詳細については，「32.3.2　リポジトリ
ファイルの単独生成」を参照してください。
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32.3.2　リポジトリファイルの単独生成
ソースファイルのコンパイル時に -Repository,Genオプションを指定すると，ソースファ
イルのコンパイルが実行されないで，リポジトリファイルだけを作成できます。
-Repository,Genオプションは，インタフェース部分だけを作成した翻訳単位を含むソー
スファイルをコンパイルしたり，互いに参照し合う翻訳単位をコンパイルしたりする場
合に使用します。

ここでは，-Repository,Genオプションの使用方法について説明します。
-Repository,Genオプションの指定方法や規則の詳細については，「31　COBOLソース
の作成とコンパイル」を参照してください。

（1） インタフェース部分だけを作成した翻訳単位のコンパイル

翻訳単位が未完成であっても，そのインタフェース部分だけが決まっていれば，
-Repository,Genオプションによってリポジトリファイルを作成できます。必要なリポジ
トリファイルを作成しておけば，リポジトリ段落に未完成の翻訳単位の名前を指定した
原始プログラムでも，コンパイルできるようになります。この機能を利用すると，参照
先の翻訳単位が未完成の状態でも，参照元の翻訳単位に -Compile,NoLinkオプションを
指定してコンパイルを実行し，構文レベルの誤りがないか確認できます。

例えば，インタフェース部分だけが決まっているクラス定義 CLASS1およびそれをリポ
ジトリ段落に指定したプログラム定義 PROGRAM1があり，それぞれ CLASS1.cblファ
イルおよび PROGRAM1.cblファイルに格納されているとします。この場合は，次の手
順で PROGRAM1.cblをコンパイルします。

1. CLASS1に対応するリポジトリファイルを生成する
「ccbl2002 -Repository,Gen CLASS1.cbl」と指定すると，CLASS1がインタフェース
部分だけ作成されていても，リポジトリファイル CLASS1.repが作成されます。

2. CLASS1のリポジトリファイルの情報を取り込み，PROGRAM1をコンパイルする
「ccbl2002 PROGRAM1.cbl」と指定すると，1で作成した CLASS1.repが
COBOL2002コンパイラによって取り込まれ，PROGRAM1.cblがコンパイルされま
す。

（2） 互いに参照し合う翻訳単位のコンパイル

プログラム単位を除く翻訳単位が，リポジトリ段落に互いの翻訳単位名を指定して，互
いに定義情報を参照しあうような場合は，まず -Repository,Genオプションによって必要
なリポジトリファイルを作成しておき，次にそれぞれの翻訳単位をコンパイルしてくだ
さい。

例えば，互いに参照しているクラス定義 CLASS1および CLASS2があり，それぞれ
CLASS1.cblファイルおよび CLASS2.cblファイルに格納されているとします。
CLASS1.cbl，CLASS2.cblの順序でコンパイルしたい場合は，次の手順で互いのクラス
定義をコンパイルします。
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1. CLASS2に対応するリポジトリファイルを生成する
「ccbl2002 -Repository,Gen CLASS2.cbl」と指定すると，リポジトリファイル
CLASS2.repが作成されます。

2. CLASS2のリポジトリファイルの情報を取り込み，CLASS1をコンパイルする
「ccbl2002 CLASS1.cbl」と指定すると，1で作成された CLASS2.repが COBOL2002
コンパイラによって取り込まれ，CLASS1.cblがコンパイルされます。このとき，
CLASS1のリポジトリファイル CLASS1.repが作成されます。

3. CLASS1のリポジトリファイルの情報を取り込み，CLASS2をコンパイルする
「ccbl2002 CLASS2.cbl」と指定すると，2で作成された CLASS1.repが COBOL2002
コンパイラによって取り込まれ，CLASS2.cblがコンパイルされます。
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注意事項
• 一つのソースファイル中でスタックコンパイルとして翻訳単位を複数定義し，そ
の中で互いに参照する場合は，リポジトリファイルを先に作成する必要はなく，
一度にコンパイルできます。

• 互いに参照し合う翻訳単位を含むソースファイルから別々の共用ライブラリを作
成できません。

32.3.3　プログラム定義だけのコンパイル
プログラム定義だけで構成されているソースファイルをコンパイルする場合，リポジト
リ段落を使用してほかのプログラム定義を参照しないため，特に順番を考慮しないでコ
ンパイルできます。
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32.4　リポジトリファイルの管理

32.4.1　外部リポジトリに関連したコンパイルエラー発生時
の対処方法

この項では，外部リポジトリを使用した COBOLプログラムをコンパイルしたときに出
力されるコンパイルエラーの対処方法について，次のような場合に分けて説明します。

• 外部リポジトリに翻訳単位が見つからない場合
• メソッドまたは利用者定義関数の定義情報が適合しない場合
• インタフェースを実装，またはメソッドの上書きができない場合

（1） 外部リポジトリに翻訳単位が見つからない場合

リポジトリ段落に記述した参照先の翻訳単位の定義情報が外部リポジトリに見つからな
い場合，コンパイルエラーが出力されます。コンパイルリストを使った対処方法を次に
説明します。

注意
外部リポジトリの検索手順は，「32.2.4　リポジトリファイルの参照方法」の「（2）
リポジトリファイルの検索」を参照してください。コンパイルリストについては，
「付録 C　コンパイルリスト」を参照してください。

図 32-4　参照元の翻訳単位を含む COBOLプログラムのコンパイルリスト（外部リポジ
トリに翻訳単位が見つからない場合）

1. コンパイルリストで，?が付いた個所（図 32-4の 1.）の記述を参照し，翻訳単位の名
称（CLS1），CLASS，INTERFACE，FUNCTION，および PROPERTYの指定が正
しいかを確認してください。

2. 記述が誤っている場合は，COBOLプログラムの誤りを修正してください。
3. 記述が正しい場合は，記述した翻訳単位を定義した COBOLプログラムを先にコンパ
イルし，「32.2.4　リポジトリファイルの参照方法」の「（2）リポジトリファイルの検
索」に記載している検索対象のディレクトリにリポジトリファイルを作成してくださ
い。
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（2） メソッドまたは利用者定義関数の定義情報が適合しない場合

INVOKE文や関数一意名で，呼び起こし対象のメソッドまたは利用者定義関数の定義情
報が適合しない場合，コンパイルエラーが出力されます。コンパイルリストを使った対
処方法を次に説明します。

呼び起こすメソッドを定義したクラス，または利用者定義関数が定義された COBOLプ
ログラムを特定できる場合は，「（a）COBOLプログラムを使った対処方法」に記載して
いる手順でコンパイルエラーの要因を修正してください。COBOLプログラムが特定で
きない場合は，「（b）リポジトリファイルを使った対処方法」に記載している手順でコン
パイルエラーの要因を修正してください。

注意
適合チェックの詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　10.7 引数
と返却項目の適合」を参照してください。コンパイルリストについては，「付録 C　
コンパイルリスト」を参照してください。

（a）COBOLプログラムを使った対処方法

図 32-5　参照元の翻訳単位を含む COBOLプログラムのコンパイルリスト（メソッドま
たは利用者定義関数の定義情報が適合しない場合：その 1）

1. コンパイルリストで，?が付いた個所（図 32-5の 1.）の記述を参照し，呼び起こすメ
ソッドを定義したクラス，または利用者定義関数の名称（CLS1）を確認してくださ
い。

2. 手順 1.のクラスまたは利用者定義関数が定義された COBOLプログラムを参照し，
定義情報を確認してください。

3. 確認した定義情報を使って COBOLプログラムの誤りを修正してください。
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（b）リポジトリファイルを使った対処方法

図 32-6　参照元の翻訳単位を含む COBOLプログラムのコンパイルリスト（メソッドま
たは利用者定義関数の定義情報が適合しない場合：その 2）

1. コンパイルリストで，?が付いた個所（図 32-6の 1.）の記述を参照し，呼び起こすメ
ソッドを定義したクラス，または利用者定義関数の名称（CLS1）を確認してくださ
い。

2. 手順 1.のクラスまたは利用者定義関数の名称（CLS1）を，参照元の COBOLプログ
ラムで最初に定義した，リポジトリ段落の行番号 6を確認してください（図 32-6の
2.）。

3. 手順 2.の行番号 6を基に，参照しているリポジトリファイル名（/users/cobol2002/
CLASS1.rep）をコンパイルリストで確認してください（図 32-6の 3.）。

4. 手順 3.で確認したリポジトリファイル名（/users/cobol2002/CLASS1.rep）から，リ
ポジトリ管理ツールを使用して定義情報を出力してください。リポジトリ管理ツール
の仕様については，「32.4.2　リポジトリ管理ツール」を参照してください。

5. リポジトリ管理ツールが出力した定義情報（図 32-7の 1.）を使って COBOLプログ
ラムの誤りを修正してください。リポジトリ管理ツールの出力例を次に示します。
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図 32-7　リポジトリ管理ツールの出力例（メソッドまたは利用者定義関数の定義情報が
適合しない場合：その 3）

（3） インタフェースを実装，またはメソッドの上書きができない場合

インタフェースを実装するとき，または継承したクラスのメソッドを上書きするとき，
実装または上書きするメソッド原型（またはメソッド）がない，または適合しない場合
は，コンパイルエラーが出力されます。

インタフェースを実装する場合を例に，コンパイルリストを使った対処方法を次に説明
します。

実装するインタフェースが定義された COBOLプログラムを特定できる場合は，「（a）
COBOLプログラムを使った対処方法」に記載している手順でコンパイルエラーの要因
を修正してください。COBOLプログラムが特定できない場合は，「（b）リポジトリファ
イルを使った対処方法」に記載している手順でコンパイルエラーの要因を修正してくだ
さい。

注意
適合チェックの詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　5.2.7 適合
とインタフェース」を参照してください。コンパイルリストについては，「付録 C　
コンパイルリスト」を参照してください。



32.　定義別のコンパイル方法とリポジトリファイル

824

（a）COBOLプログラムを使った対処方法

図 32-8　参照元の翻訳単位を含む COBOLプログラムのコンパイルリスト（インタ
フェースを実装，またはメソッドの上書きができない場合：その 1）

1. コンパイルリストで，?が付いた個所（図 32-8の 1.）の記述を参照し，実装するイン
タフェース名（INT1）を確認してください。

2. 手順 1.のインタフェース（INT1）が定義された COBOLプログラムを参照し，定義
しているメソッド原型を確認してください。

3. 確認したメソッド原型をすべて実装するように COBOLプログラムを修正してくださ
い。

（b）リポジトリファイルを使った対処方法

図 32-9　参照元の翻訳単位を含む COBOLプログラムのコンパイルリスト（インタ
フェースを実装，またはメソッドの上書きができない場合：その 2）

1. コンパイルリストで，?が付いた個所（図 32-9の 1.）の記述を参照し，実装するイン
タフェースの名称（INT1）を確認してください。

2. 手順 1.のインタフェースの名称（INT1）を，参照元の COBOLプログラムで最初に
定義したリポジトリ段落の行番号 6を確認してください（図 32-9の 1.）。

3. 手順 2.の行番号 6を基に，参照しているリポジトリファイル名（/users/cobol2002/
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INTERFACE1.rep）をコンパイルリストで確認してください（図 32-9の 2.）。
4. 手順 3.で確認したリポジトリファイル名（/users/cobol2002/INTERFACE1.rep）か
ら，リポジトリ管理ツールを使用して定義情報を出力してください。リポジトリ管理
ツールの仕様については，「32.4.2　リポジトリ管理ツール」参照してください。

5. リポジトリ管理ツールが出力した定義情報（図 32-10の 1.）を使って，インタフェー
ス（INT1）で定義されたすべてのメソッド原型を実装するように COBOLプログラ
ムを修正してください。リポジトリ管理ツールの出力例を次に示します。

図 32-10　リポジトリ管理ツールの出力例（インタフェースを実装，またはメソッドの上
書きができない場合：その 3）

32.4.2　リポジトリ管理ツール
外部リポジトリに関連したコンパイルエラーが発生したとき，リポジトリファイルに格
納された情報を確認すると，コンパイルエラーの原因を容易に特定できることがありま
す。

リポジトリ管理ツールは，リポジトリファイルに格納された翻訳単位の定義情報を出力
できます。この項では，リポジトリ管理ツール（cbl2krepコマンド）の機能について説
明します。

コンパイルエラー発生時の対処方法については，「32.4.1　外部リポジトリに関連したコ
ンパイルエラー発生時の対処方法」を参照してください。

（1） リポジトリ管理ツールの概要

リポジトリ管理ツールには，次に示す機能があります。

• 翻訳単位の情報の表示
• オプション概略の一覧（ヘルプ機能）

（a）形式
 
cbl2krep 〔リポジトリファイル名〕 … 〔オプション〕 …

リポジトリファイル名
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リポジトリファイル名を指定します。ファイルの表示をするときは，指定した順序
に従ってリポジトリファイルが処理されます。

オプション
リポジトリファイルをどのように処理するかを指定するオプションです。次のオプ
ションを指定できます。
 
-list -help

オプションの詳細については，「（2）リポジトリ管理ツールの機能詳細」を参照して
ください。

リポジトリファイル名およびオプションの指定を省略した場合，リポジトリ管理ツール
の指定形式を出力します。

（b）終了コード

リポジトリ管理ツールの終了コードを表 32-1に示します。

表 32-1　リポジトリ管理ツールの終了コード

（c）注意事項

リポジトリ管理ツールを使用するときの注意事項を次に示します。

1. リポジトリファイル名は，.repを付けて指定する必要があります。
2. 複数のオペランドを指定する場合は，各オペランドを空白またはタブで区切ります。
3. 複数のリポジトリファイル名を指定できる個所には，ワイルドカード（*）が使用で
きます。

4. -helpオプションを指定した場合，そのほかのオプションやリポジトリファイル名の
指定は無視されます。

5. オプションで使用する文字は，英大文字と英小文字は等価とみなされます。
6. リポジトリファイル名，および翻訳単位名で使用する文字は，英大文字と英小文字が
等価とみなされません。

終了コード 意味

0 正常終了

1 エラーが発生

2 回復不能エラーが発生
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（2） リポジトリ管理ツールの機能詳細

（a）翻訳単位情報の表示

形式
cbl2krep リポジトリファイル名1 … -list

機能
指定したリポジトリファイル中の翻訳単位の情報を標準出力に出力します。ただし，
標準出力に出力されるのは，指定したリポジトリファイル内の定義情報だけです。
継承したクラスやインタフェースのプロパティ情報，およびメソッド情報は出力さ
れません。

オペランド

リポジトリファイル名 1
表示したいリポジトリファイルを指定します。

-list
リポジトリファイル中の翻訳単位の情報を標準出力に出力します。
-listオプションを指定したときに出力されるクラス定義の翻訳単位情報の内容
を図 32-11に，関数定義の翻訳単位情報の表示を図 32-12に示します。
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図 32-11　-listオプションを指定したときに出力されるクラス定義の翻訳単位情報の内容

1. リポジトリファイルヘッダ情報
リポジトリファイル名，リポジトリファイルの生成時刻（YYYY-MM-DD 年 -月 -日，
HH:MM:SS 時 :分 :秒），およびリポジトリファイルを生成したコンパイラ名（バー
ジョン（VV-RR）を含む）が表示されます。コンパイラ名の（X）は，COBOL2002
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の稼働システム識別を示します。詳細は「はじめに」を参照してください。リポジト
リファイル名はコマンドラインに指定した名前で表示されます。

2. 生成時刻
リポジトリファイル内の翻訳単位情報の生成時刻（YYYY-MM-DD 年 -月 -日，
HH:MM:SS 時 :分 :秒）が表示されます。

3. 継承クラス・インタフェース情報
リポジトリ段落に指定した翻訳単位名のうち，INHERITS句に指定したクラス名お
よびインタフェース名が出力されます。括弧内には，翻訳単位の種別が出力されま
す。

4. 参照翻訳単位情報
リポジトリ段落に指定した翻訳単位名のうち，INHERITS句に指定していない翻訳
単位名が出力されます。括弧内には，翻訳単位の種別が出力されます。

5. プロパティ情報
クラス定義に指定したオブジェクトプロパティの情報（プロパティ名，参照（GET）
／更新（SET）種別，データの属性情報）が出力されます。プロパティ情報は，ファ
クトリオブジェクトとインスタンスオブジェクトとで別々に出力されます。出力され
る項目がない場合は，「None」が出力されます。出力される属性情報については，属
性情報の詳細に示します。

6. メソッド情報
クラス定義に指定したメソッドの情報（メソッド名，引数／返却項目の情報）が出力
されます。メソッド情報は，ファクトリオブジェクトとインスタンスオブジェクトと
で別々に出力されます。出力される項目がない場合は，「None」が出力されます。
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図 32-12　-listオプションを指定したときに出力される関数定義の翻訳単位情報の内容

1. リポジトリファイルヘッダ情報
リポジトリファイル名，リポジトリファイルの生成時刻（YYYY-MM-DD 年 -月 -日，
HH:MM:SS 時 :分 :秒），およびリポジトリファイルを生成したコンパイラ名（バー
ジョン（VV-RR）を含む）が表示されます。コンパイラ名の（X）は，COBOL2002
の稼働システム識別を示します。詳細は「はじめに」を参照してください。リポジト
リファイル名はコマンドラインに指定した名前で表示されます。

2. 参照翻訳単位情報
リポジトリ段落に指定した翻訳単位名が出力されます。括弧内には，翻訳単位の種別
が出力されます。

3. 関数情報
関数定義の情報（関数名，引数／返却項目の情報）が出力されます。

　

属性情報の詳細
データ項目の種類とプロパティ情報に出力される属性情報の対応を表 32-2に示しま
す。
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表 32-2　データ項目の種類とプロパティ情報に出力される属性情報の対応

（b）オプション概略の一覧

形式
cbl2krep -help

機能
オプションの概略を一覧表示します。

データ項目の種類 プロパティ情報に出力される属性情報

外部 10進項目 USAGE DISPLAY

ただし，SIGN句の属性情報がある場合，SIGN句の属性情報に従って次のど
れかが表示されます。
USAGE DISPLAY SIGN IS LEADING

USAGE DISPLAY SIGN IS TRAILING

USAGE DISPLAY SIGN IS LEADING SEPARATE

USAGE DISPLAY SIGN IS TRAILING SEPARATE

内部 10進項目 USAGE COMP-3

外部浮動小数点項目 USAGE DISPLAY

内部浮動小数点項目 USAGE COMP-1

USAGE COMP-2

アドレスデータ項目／
ポインタ項目

USAGE ADDRESS

指標データ項目 USAGE INDEX

2進項目 USAGE COMP

USAGE COMP-5

ブール項目 USAGE BIT

USAGE DISPLAY

英字／英数字項目 USAGE DISPLAY

日本語項目 USAGE NATIONAL

オブジェクト参照デー
タ項目

OBJECT REFERENCE

（インタフェース名／ [FACTORY OF] ACTIVE CLASS／ [FACTORY OF] ク
ラス名 [ONLY] 指定ありの場合，その指定も出力されます）
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（3） リポジトリ管理ツール使用時のエラーメッセージ

（a）エラーメッセージの形式

リポジトリ管理ツールが出力するメッセージの形式を，次に示します。

形式
cbl2krep : error エラー番号: メッセージ内容

このマニュアルでは，リポジトリ管理ツールが出力するエラーメッセージを，次の形式
で記載します。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号

メッセージ内容

（要因）
エラーが返される要因を示す。

（S）
システムの処置を示す。

（P）
プログラム作成者の処置を示す。

　

エラーメッセージの内容を次に示します。

（b）エラーメッセージの内容

リポジトリ管理ツールが出力するメッセージのエラー番号およびメッセージ内容を，次
に示します。

0001000100010001
Cannot open file -- '******'.

0002000200020002
Cannot read file -- '******'.

0003000300030003
annot write file -- '******'.

（要因）
リポジトリファイルの書き込みで I/Oエラーが発生した。次の要因が考えられる。
1. カレントディレクトリがネットワークディレクトリのとき，ネットワーク障害が
発生している。

2. ディスクの空きがない。または，ディスク障害が発生している。
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（S）
cbl2krepの実行を中止する。

（P）
1. 何度かコンパイルを試みる。
2. コンピュータの管理者に問い合わせる。

0004000400040004
File -- '******' is not a repository file.

0005000500050005
Repository file -- '******' is not readable because of unsuitable target machine.

0006000600060006
Repository file -- '******' is corrupt.

0007000700070007
Cannot find compilation unit name -- '******' in repository file.

0008000800080008
Duplicate compilation unit name -- '******'.

0009000900090009
Logical error occurred. Error code : ******.

（要因）
cbl2krepの実行で，内部的に論理エラーが発生した。

（S）
cbl2krepの実行を中止する。

（P）
当社保守員に連絡する。

0010001000100010
Out of memory.

（要因）
cbl2krepが稼働するメモリが足りない。

（S）
cbl2krepの実行を中止する。

（P）
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削除できる資源を削除して再実行する。

0011001100110011
Invalid option -- '******' is specified.

0012001200120012
Option -- '******' has no parameter.

0013001300130013
Option -- '******' is too long.

0014001400140014
Repository file -- '******' is not accessable by this version cbl2krep.

0017001700170017
Cannot find class name -- '******' in repository file.

0018001800180018
Cannot find interface name -- '******' in repository file.

0019001900190019
Unnecessary parameter specified for option -- '******'.

0020002000200020
No repository file specified.

0023002300230023
Cannot open a file because many files are opened by other programs.

（要因）
ほかのプログラムで，システムの制限までファイルを開いている。

（S）
cbl2krepの実行を中止する。

（P）
ほかのプログラムで使用しているファイルを閉じる。

0025002500250025
Cannot find file -- '******'.
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32.5　リポジトリファイルの生成に関連するコ
ンパイラオプション

リポジトリファイルの生成に関連するコンパイラオプションについて説明します。

-Repository,Genオプション
-Repository,Genオプションを指定した場合，ソースファイルからオブジェクトファ
イルを生成しないで，リポジトリファイルだけを生成します。詳細は，「32.3.2　リ
ポジトリファイルの単独生成」を参照してください。

-Repository,Supオプション
-Repository,Supオプションを指定した場合，コンパイル時にリポジトリファイルが
更新されません。ただし，リポジトリファイルが存在しない場合は，
-Repository,Supオプションの指定に関係なく，リポジトリファイルが新規に生成さ
れます。
-Repository,Supオプションを指定した場合は，コンパイルによってオブジェクト
ファイルが生成されます。

-RepositoryCheckオプション
-RepositoryCheckオプションを指定した場合，同じソースファイル中の翻訳単位の
定義とリポジトリファイル中の情報に相違があるとき，コンパイル時に
KCCC3301C-Wの警告メッセージが出力されます。このとき，リポジトリファイル
は更新されません。
-RepositoryCheckオプションによって警告メッセージが出力される例を，次に示し
ます。

-RepositoryCheckオプションを指定した場合，FILE1.cblのクラス DRINKの定義
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情報と，FILE1.repのクラス DRINKの情報に相違があるため，警告メッセージが
出力されます。
このとき，FILE1.repは更新されません。

　

おのおののコンパイラオプションを指定した場合，コンパイル時にリポジトリファイル
が更新されるかどうかを，次に示します。

（凡例）
○：リポジトリファイルが更新される
×：リポジトリファイルが更新されない

指定するコンパイラオプション インタフェースの情報
（シグニチャ）に変更あり

インタフェースの情報
（シグニチャ）に変更なし

オプションなし ○ ×

-Repository,Genオプションを指定 ○ ○

-Repository,Supオプションを指定 × ×

-RepositoryCheckオプションを指定 × ×
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33　実行可能ファイルと共用ラ
イブラリの作成
この章では，プログラムをコンパイルして作成したオブジェク
トファイルをリンクして，実行可能ファイルや共用ライブラリ
を作成する方法について説明します。

33.1　実行可能ファイルの作成方法

33.2　共用ライブラリの作成方法
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33.1　実行可能ファイルの作成方法
実行可能ファイルとは，一つ以上のプログラムによって構成され，制御プログラムから
直接呼び出して実行できるファイルのことです。

ここでは，ccbl2002コマンドを使って，COBOLプログラムから実行可能ファイルを作
成したり，Cプログラムのオブジェクトファイルなどとリンクする方法について，説明
します。

33.1.1　コンパイルとリンクを同時に実行する方法
ccbl2002コマンドを使用すると，COBOLプログラムのコンパイルとリンクを同時に実
行して，実行可能ファイルを生成できます。

ccbl2002コマンドの詳細については，「31　COBOLソースの作成とコンパイル」を参照
してください。

ccbl2002コマンドを使って実行可能ファイルを生成する例を，次に示します。

（1） 一つの COBOLプログラムから実行可能ファイルを生成する

一つの COBOLプログラムをコンパイル，リンクして実行可能ファイルを生成する例を，
次に示します。

ソースファイル名称：test01.cbl
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. TEST01.
                :
       PROCEDURE DIVISION.
                :
           STOP RUN.

ccbl2002コマンドの指定
COBOLプログラム "test01.cbl"に -Main,Systemオプションを指定し，実行可能
ファイル名称に "test02"を指定します。
 
ccbl2002 -Main,System test01.cbl -OutputFile test02
 

上記のコマンドを実行すると，実行可能ファイル "test02"が生成されます。

（2） 複数の COBOLプログラムから実行可能ファイルを生成する

複数の COBOLプログラムをコンパイル，リンクして実行可能ファイルを生成する例を，
次に示します。
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ccbl2002コマンドの指定
主プログラムである "test01.cbl"に -Main,Systemオプションを指定し，副プログラ
ムである "test02.cbl"には何も指定しないで ccbl2002コマンドを実行します。
 
ccbl2002 -Main,System test01.cbl test02.cbl -OutputFile test03
 

上記のコマンドを実行すると，実行可能ファイル "test03"が生成されます。

（3） COBOLプログラムと Cプログラムの混在した実行可能ファイルを生成す
る

COBOLプログラムと Cプログラムが混在する実行可能ファイルを生成する例を，次に
示します。

ccbl2002コマンドの指定
主プログラムである "test01.cbl"に -Main,Systemオプションを指定し，副プログラ
ムである "test02.c"には何も指定しないで ccbl2002コマンドを実行します。
 
ccbl2002 -Main,System test01.cbl test02.c -OutputFile test03
 

上記のコマンドを実行すると，実行可能ファイル "test03"が生成されます。
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33.1.2　コンパイルとリンクを別々に実行する方法
COBOLプログラムが複数ある場合，あらかじめ ccbl2002コマンドでオブジェクトファ
イルを作成しておき，その後 ccbl2002コマンドや ccコマンドでオブジェクトファイル
をリンクして実行可能ファイルを生成できます。

（1） ccbl2002コマンドによるリンク方法

ccbl2002コマンドでコンパイルとリンクを別々に実行する方法を，次に示します。

ccbl2002コマンドの指定
まず，COBOLプログラム "test01.cbl"および "test02.cbl"をコンパイルし，オブ
ジェクトファイルを生成します。コンパイルだけを実行し，リンクを実行しない場
合は，ccbl2002コマンドに -Compile,NoLinkオプションを指定します。
 
ccbl2002 -Main,System test01.cbl -Compile,NoLink
ccbl2002 test02.cbl -Compile,NoLink
 

次に，生成された "test01.o"および "test02.o"を ccbl2002コマンドを使用してリン
クします。
 
ccbl2002 test01.o test02.o -OutputFile test03
 

上記のコマンドを実行すると，実行可能ファイル "test03"が生成されます。

（2） ccコマンドによるリンク方法

ccコマンドでコンパイルとリンクを別々に実行する方法を，次に示します。
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ccbl2002コマンドの指定
まず，COBOLプログラム "test01.cbl"および "test02.cbl"をコンパイルし，オブ
ジェクトファイルを生成します。コンパイルだけを実行し，リンクを実行しない場
合は，ccbl2002コマンドに -Compile,NoLinkオプションを指定します。
 
ccbl2002 -Main,System test01.cbl test02.cbl -Compile,NoLink
 

次に，生成された "test01.o"および "test02.o"を ccコマンドを使用してリンクしま
す。
 
cc test01.o test02.o -o test03 -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k
   -lcbl2kml -lm
 

上記のコマンドを実行すると，実行可能ファイル "test03"が生成されます。

注
-Lオプションに指定する検索パスや -lオプションに指定するライブラリ名につ
いては，「33.1.5　ccコマンドおよび ldコマンドの -lオプション」の「（1）
COBOL2002実行時ライブラリを使用する場合」を参照してください。

注意事項
• AIXシステムでは，cc／ ldコマンドで特にオプションを指定しない場合，参照関
係がないファイルは，リンク対象になりません。参照関係がないファイルをリン
ク対象とするには，-bgcbypassリンカオプションを指定してください。
COBOLでは，ほかの COBOLシステムとの動作互換を高めるため，ccbl2002や
ccblコマンドで内部的に -bgcbypassリンカオプションを仮定しています。

• Linux(x86) COBOL2002で生成したオブジェクトを，ccコマンドを使用してリン
クする場合，32bitアプリケーションとしてリンクしなければなりません。x64向
け Linux環境では，-m32オプションの指定が必要です。なお，ccコマンドのオ
プションの詳細は，システムのマニュアルを参照してください。

33.1.3　ccbl2002コマンドの -lオプション
ccbl2002コマンドを使って実行可能ファイルを生成する場合，使用する機能によって，
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-lオプションの指定が必要になります。

注意事項
ccbl2002コマンドは，システムのリンカ（ccコマンド）を呼び出して実行可能ファ
イルを作成します。リンカは，コマンド行に指定された順序どおりにファイルを処
理します。このため，ccbl2002コマンドでは，使用する機能のライブラリ（-lisam，
-lrsortなど）をその機能を使用する COBOLプログラムよりあとに指定してくださ
い。

（1） 整列併合機能を使用する場合

SORTライブラリ（-lrsort，-lrsort64オプションなど）を使用する場合は，ライブラリ
の検索パスに次の指定が必要です。

UNIX32の場合
/opt/HISORTlib/lib

UNIX64の場合
/opt/HISORTlib64/lib

（a）マルチスレッド機能を使用しない場合

UNIX32の場合
-lrsortオプションの指定が必要です。

UNIX64の場合
-lrsort64オプションの指定が必要です。

（b）マルチスレッド機能を使用する場合

UNIX32の場合
-lmsortオプションの指定が必要です。

UNIX64の場合
-lmsort64オプションの指定が必要です。

（2） 画面機能を使用する場合（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有
効）

XMAPの入出力ドライバのためのオプションの指定が必要です。

詳細については，マニュアル「画面・帳票サポートシステム XMAP3 Server」を参照し
てください。

（3） 索引ファイル機能を使用する場合

ISAMライブラリ（-lisam，-lisam64オプションなど），SORTライブラリ（-lrsort，
-lrsort64オプションなど）を使用する場合は，ライブラリの検索パスに次の指定が必要
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です。

UNIX32の場合
/opt/HIISlib/lib，/opt/HISORTlib/lib

UNIX64の場合
/opt/HIISlib64/lib，/opt/HISORTlib64/lib

（a）マルチスレッド機能を使用しない場合

UNIX32の場合
-lisam，-lrsortオプションの指定が必要です。

UNIX64の場合
-lisam64，-lrsort64オプションの指定が必要です。

（b）マルチスレッド機能を使用する場合

UNIX32の場合
-lmisam，-lmsortオプションの指定が必要です。

UNIX64の場合
-lmisam64，-lmsort64オプションの指定が必要です。

（4） データコミュニケーション機能をシミュレーションによってテストデ
バッグする場合（UNIX32，AIX(64)，Linux(x64)，Linux(IPF64)で有効）

UNIX32，Linux(x64)，Linux(IPF64)の場合
-lcbl2kdcオプションの指定が必要です。

AIX(64)の場合
-lcbl2kdc64オプションの指定が必要です。

（5） プリンタを使用する場合（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有
効）

書式印刷機能（-XMAP,LinePrintオプション）で XMAP3を使用する場合，-lxmovlま
たは -lxpwオプションが必要です。

（6） CGIプログラム作成支援機能を使用する場合（HP-UX(IPF)，AIX(32)，
Solaris(SPARC)で有効）

-lcbl2kcgiオプションの指定が必要です。

（7） マルチスレッド機能を使用する場合

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，Linux(x86)，Linux(x64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)
の場合
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-lpthreadオプションの指定が必要です。

AIX(32)，AIX(64)の場合
-lpthreadsオプションの指定が必要です。

（8） HiRDBによる索引ファイル入出力機能を使用する場合（HP-UX(IPF)，
HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有
効）

HiRDBのライブラリが必要です。

HiRDBのライブラリ指定については，マニュアル「HiRDBの UAP開発ガイドマニュ
アル」を参照してください。

（9） XML対応 COBOLプログラムを使用する場合（HP-UX(IPF)，
HP-UX(IPF64)，AIX(32)で有効）

ccbl2002コマンドを使って，XMLドキュメントにアクセスする COBOLプログラムを
リンクできません。

XMLドキュメントにアクセスする COBOLプログラムのコンパイルとリンクについて
は，マニュアル「COBOL2002　XML連携機能ガイド」を参照してください。

33.1.4　ccbl2002コマンド使用時の検索ライブラリの種別指
定

ccbl2002コマンドを使って，リンクするときに検索するライブラリの種別（アーカイブ
ファイルまたは共用ライブラリ）を指定するには，次のオプションを指定します。

なお，ccbl2002コマンドでは，指定したライブラリのあとに内部的にシステムライブラ
リが指定されます。システムライブラリにはアーカイブ提供がない場合があるため，オ
プションでアーカイブファイルを指定した場合には，必ず，続けて共用ライブラリ（シ
ステムの標準）検索のオプションを指定する必要があります。

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合
-Wlおよび -aオプションを指定します。
-Wlおよび -aオプションは，HP-UX(IPF)および HP-UX(IPF64)の ccコマンドの
オプションです。共用ライブラリ検索のオプションの指定は「default」です。

（例）
ccbl2002 -Main,System a.cbl b.o -L. -Wl,-a,archive -lxxx 
-Wl,-a,default

AIX(32)，AIX(64)の場合
-bオプションを指定します。
-bオプションは，AIX(32)および AIX(64)の，ccコマンドまたは ldコマンドのオプ
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ションです。共用ライブラリ検索のオプションの指定は「-bdynamic」です。

（例）
ccbl2002 -Main,System a.cbl b.o -L. -bstatic -lxxx -bdynamic

Solaris(SPARC)の場合
-Bオプションを指定します。
-Bオプションは，Solaris(SPARC)の ccコマンドのオプションです。共用ライブラ
リ検索のオプションの指定は「-Bdynamic」です。

（例）
ccbl2002 -Main,System a.cbl b.o -L. -Bstatic -lxxx -Bdynamic

Linux(x86)の場合
-Wlおよび -Bオプションを指定します。
-Wlおよび -Bオプションは，Linux(x86)の ccコマンドのオプションです。共用ラ
イブラリ検索のオプションの指定は「-Bdynamic」です。

（例）
ccbl2002 -UniObjGen -Main,System a.cbl b.o -L. -Wl,-Bstatic 
-lxxx -Wl,-Bdynamic

Linux(x64)の場合
-Wlおよび -Bオプションを指定します。
-Wlおよび -Bオプションは，Linux(x64)の ccコマンドのオプションです。共用ラ
イブラリ検索のオプションの指定は「-Bdynamic」です。

（例）
ccbl2002 -UniObjGen -Main,System a.cbl b.o -L. -Wl,-Bstatic 
-lxxx -Wl,-Bdynamic

Linux(IPF64)の場合
-Wlおよび -Bオプションを指定します。
-Wlおよび -Bオプションは，Linux(IPF64)の ccコマンドのオプションです。共用
ライブラリ検索のオプションの指定は「-Bdynamic」です。

（例）
ccbl2002 -Main,System a.cbl b.o -L. -Wl,-Bstatic -lxxx 
-Wl,-Bdynamic

33.1.5　ccコマンドおよび ldコマンドの -lオプション
ccコマンドおよび ldコマンドを使って実行可能ファイルを生成したいときは，-lオプ
ションについて次のような指定が必要です。ccコマンドおよび ldコマンドの詳細につい
ては，システムのマニュアルを参照してください。-lオプションの詳細については，
「33.1.3　ccbl2002コマンドの -lオプション」を参照してください。
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（1） COBOL2002実行時ライブラリを使用する場合

COBOL2002実行時ライブラリには共用ライブラリが提供されています。次に共用ライ
ブラリを示します。

注※ 1
-lcbl2kオプション指定時は，常に共用ライブラリが参照されます。
また，-lcbl2kオプションに続いて -lcbl2kmlオプションの指定が必要です。COBOL2002での
ライブラリ指定文字列（-lcbl2kなど）を使用するとき，ライブラリの検索パスに UNIX32，ま
たは Linux(IPF64)の場合は「/opt/HILNGcbl2k/lib」の指定が，HP-UX(IPF64)，Linux(x64)
の場合は「/opt/HILNGcbl2k64/lib」の指定が必要です。

注※ 2
-lcbl2k64オプション指定時は，常に共用ライブラリが参照されます。
また，-lcbl2k64オプションに続いて -lcbl2kml64オプションの指定が必要です。COBOL2002
でのライブラリ指定文字列（-lcbl2k64など）を使用するとき，ライブラリの検索パスに「/opt/
HILNGcbl2k64/lib」の指定が必要です。

注意事項
ccコマンドおよび ldコマンドは，コマンド行に指定された順序どおりにファイルを
処理します。このため，ccコマンドおよび ldコマンドには，次の順序で引数を指定
します。
• -lcbl2k，-lcbl2k64，-lcbl2kml，および -lcbl2kml64オプションは，COBOLプロ
グラムよりあとに指定する。

• COBOLプログラムで使用する機能のライブラリ（-lisam，-lisam64，-lrsort，
-lrsort64など）は，-lcbl2k，-lcbl2k64，-lcbl2kml，および -lcbl2kml64オプショ
ンよりあとに指定する。

（例）
HP-UX(IPF)の場合
  cc  xxx.o  -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml …
      -L/opt/HIISlib/lib -lisam -L/opt/HISORTlib/lib
      -lrsort … -lm

HP-UX(IPF64)の場合

システム名 共用ライブラリ

ファイル名 使用時に必要なオプション

HP-UX(IPF)
HP-UX(IPF64)

libcbl2k.so -lcbl2k※ 1

AIX(32) libcbl2k.a

AIX(64) libcbl2k64.a -lcbl2k64※ 2

Solaris(SPARC) libcbl2k.so -lcbl2k※ 1

Linux libcbl2k.so
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  cc  xxx.o  +DD64 -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k 
      -lcbl2kml … -L/opt/HIISlib64/lib -lisam64
      -L/opt/HISORTlib64/lib lrsort64 … -lm

AIX(32)の場合
  cc  xxx.o  -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml …
      -L/opt/HIISlib/lib -lisam -L/opt/HISORTlib/lib
      -lrsort … -lm

AIX(64)の場合
  cc  xxx.o  -q64 -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k64 
      -lcbl2kml64 … -L/opt/HIISlib64/lib -lisam64
      -L/opt/HISORTlib64/lib -lrsort64 … -lm

Solaris(SPARC)の場合
  cc  xxx.o  -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml …
      -L/opt/HIISlib/lib -lisam -L/opt/HISORTlib/lib
      -lrsort … -lm

Linux(x86)の場合
  cc  xxx.o  -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml …
      -L/opt/HIISlib/lib -lisam -L/opt/HISORTlib/lib
      -lrsort … -lm

Linux(x64)の場合
  cc  xxx.o  -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k -lcbl2kml …
      -L/opt/HIISlib64/lib -lisam64 -L/opt/HISORTlib64/lib 
      -lrsort64 … -lm

Linux(IPF64)の場合
  cc  xxx.o  -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml …
      -L/opt/HIISlib64/lib -lisam64 -L/opt/HISORTlib64/lib 
      -lrsort64 … -lm

（2） ccコマンドを使用する場合

ccコマンドを使用して実行可能ファイルを作成するときは，ダイナミックローダライブ
ラリオプションの指定が必要です。次にダイナミックローダライブラリオプションを示
します。

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合
-ldldオプションの指定が必要です。

AIX(32)，AIX(64)，Linux，Solaris(SPARC)の場合
-ldlオプションの指定が必要です。

（3） DISPLAY文および浮動小数点形式データを使用する場合

-lmオプションの指定が必要です。
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（4） テストデバッガを使用する場合（-TDInf，-CVInf，-TestCmd,Full，および
-TestCmd,Simオプション指定時）

-TDInf，-CVInf，-TestCmd,Full，および -TestCmd,Simオプションのどれかを指定し
てコンパイルした COBOLオブジェクトをリンクする場合，次の指定が必要です。

HP-UX(IPF)の場合
cc  xxx.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2ktd -lcbl2k 
    -lcbl2kml … -ldld …

HP-UX(IPF64)の場合
cc  xxx.o +DD64 -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2ktd -lcbl2k 
    -lcbl2kml … -ldld …

AIX(32)，Linux(x86)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)の場合
cc  xxx.o -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml … -ldl …

AIX(64)の場合
cc  xxx.o -q64 -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k64 
    -lcbl2kml64 … -ldl …

Linux(x64)の場合
cc  xxx.o -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k -lcbl2kml … -ldl …

（5） 組み込み関数機能を使用する場合

次に示す組み込み関数を使用する場合，-lmオプションの指定が必要です。

ACOS関数，ASIN関数，ATAN関数，COS関数，SIN関数，TAN関数，LOG関数，
LOG10関数，SQRT関数

（6） HP-UX(IPF)または HP-UX(IPF64)で動的なリンクを使用する場合

-DynamicLink,Call，-DynamicLink,IdentCallオプションを指定してコンパイルした
COBOLオブジェクトをリンクする場合，-lelfオプションの指定が必要です。

また，動的なリンクを使用するプログラムを cc／ ldコマンドでリンクするmakefileや
シェルなどのプログラム開発用資産を，ほかのシステムから HP-UX(IPF)または
HP-UX(IPF64)へ移行する場合，-lelfオプションの指定が必要です。

（7） マルチスレッド機能を使用する場合

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)の場合
-lcbl2kknおよび -lpthreadオプションの指定が必要です。

AIX(32)の場合
-lcbl2kmpおよび -lpthreadsオプションの指定が必要です。

AIX(64)の場合
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-lcbl2kmp64および -lpthreadsオプションの指定が必要です。

Solaris(SPARC)，Linuxの場合
-lcbl2kmpおよび -lpthreadオプションの指定が必要です。

（8） CGIプログラム作成支援機能を使用する場合（HP-UX(IPF)，AIX(32)，
Solaris(SPARC)で有効）

-lcbl2kcgiオプションの指定が必要です。

（9） HiRDBによる索引ファイル入出力機能を使用する場合

HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)の場合
-lcbl2krdオプションの指定およびHiRDBのライブラリが必要です。

AIX(64)の場合
-lcbl2krd64オプションの指定および HiRDBのライブラリが必要です。

なお，HiRDB ライブラリを指定する際は COBOL プログラムで次に示す機能を使用しな
いでください。

• OLTP(OpenTP1)環境下での実行
• 複数接続機能
• 64 ビットモード（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)の場合）
• 32 ビットモード（HP-UX(IPF64)，AIX(64)，Linux(IPF64)の場合）

HiRDBのライブラリ指定については，マニュアル「HiRDBの UAP開発ガイドマニュ
アル」を参照してください。

（10） XML対応 COBOLプログラムを使用する場合（HP-UX(IPF)，
HP-UX(IPF64)，AIX(32)で有効）

XMLアクセス用実行時ライブラリが必要です。ライブラリ指定については，マニュアル
「COBOL2002　XML連携機能ガイド」を参照してください。

（11） HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，または Solaris(SPARC)で使用する場合

-lmオプションの指定が必要です。

（12） 整列併合機能を使用する場合

SORTライブラリ（-lrsort，-lrsort64オプションなど）を使用する場合は，ライブラリ
の検索パスに次の指定が必要です。

UNIX32の場合
/opt/HISORTlib/lib

UNIX64の場合
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/opt/HISORTlib64/lib

（a）マルチスレッド機能を使用しない場合

UNIX32の場合
-lrsortオプションの指定が必要です。

UNIX64の場合
-lrsort64オプションの指定が必要です。

（b）マルチスレッド機能を使用する場合

UNIX32の場合
-lmsortオプションの指定が必要です。

UNIX64の場合
-lmsort64オプションの指定が必要です。

（13） 索引ファイル機能を使用する場合

ISAMライブラリ（-lisam，-lisam64オプションなど），SORTライブラリ（-lrsort，
-lrsort64オプションなど）を使用する場合は，ライブラリの検索パスに次の指定が必要
です。

UNIX32の場合
/opt/HIISlib/lib，/opt/HISORTlib/lib

UNIX64の場合
/opt/HIISlib64/lib，/opt/HISORTlib64/lib

（a）マルチスレッド機能を使用しない場合

UNIX32の場合
-lisam，-lrsortオプションの指定が必要です。

UNIX64の場合
-lisam64，-lrsort64オプションの指定が必要です。

（b）マルチスレッド機能を使用する場合

UNIX32の場合
-lmisam，-lmsortオプションの指定が必要です。

UNIX64の場合
-lmisam64，-lmsort64オプションの指定が必要です。
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33.2　共用ライブラリの作成方法

33.2.1　共用ライブラリの作成
共用ライブラリとは，副プログラムだけで構成され，実行可能ファイル中のプログラム
から呼ばれることで実行できるファイルのことです。ここでは，次に示すファイルを共
用ライブラリと呼びます。

注※
xxx.soライブラリを，リンク時に -lオプションで指定する場合は，-brtlオプションの指定が必
要です。-brtlオプションの詳細については，システムのマニュアルを参照してください。

共用ライブラリを作成する方法は，実行可能ファイルの生成と同じです。ここでは，共
用ライブラリの作成方法のうち，実行可能ファイルの生成と異なる部分について説明し
ます。

（1） 共用ライブラリを作成する

ccbl2002コマンドで COBOLプログラムから共用ライブラリを作成する場合は，
-PIC,Stdオプションを指定します。コンパイルとリンクを別々に ccbl2002コマンドで行
う場合は，コンパイル時，リンク時，共に -PIC,Stdオプションを指定します。

次に，共用ライブラリを作成する例を示します。

ソースファイル名称：test02.cbl
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. TEST02.
       PROCEDURE DIVISION.
           DISPLAY '--- TEST02  START ---'.
           DISPLAY '--- TEST02    END ---'.

ccbl2002コマンドの指定

HP-UX(IPF)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std test02.cbl
ld -b -o test02.so test02.o -a archive
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml

システム名 共用ライブラリ

HP-UX(IPF)
HP-UX(IPF64)

xxx.so
xxx.sl

AIX(32)
AIX(64)

xxx.a
xxx.so※

Solaris(SPARC) xxx.so

Linux xxx.so
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上記のコマンドを実行すると，共用ライブラリ "test02.so"が生成されます。

HP-UX(IPF64)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std test02.cbl
ld -b -o test02.so test02.o -a archive
   -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2kml

上記のコマンドを実行すると，共用ライブラリ "test02.so"が生成されます。

AIX(32)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std  test02.cbl
ld -o test02.a test02.o -bpT:0x10000000 -bpD:0x20000000
   -bnoentry -bM:SRE -bexpall
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml -lm -lc

上記のコマンドを実行すると，共用ライブラリ "test02.a"が生成されます。

AIX(64)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std  test02.cbl
ld -o test02.a test02.o -b64 -bpT:0x100000000 
-bpD:0x110000000
   -bnoentry -bM:SRE -bexpall
   -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2k64 -lcbl2kml64 -lm -lc

上記のコマンドを実行すると，共用ライブラリ "test02.a"が生成されます。

Solaris(SPARC)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std  test02.cbl
ld -G -o test02.so test02.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc

上記のコマンドを実行すると，共用ライブラリ "test02.so"が生成されます。

Linux(x86)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -UniObjGen test02.cbl
ld -shared -o test02.so test02.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc

上記のコマンドを実行すると，共用ライブラリ "test02.so"が生成されます。

Linux(x64)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -UniobjGen test02.cbl
ld -shared -o test02.so test02.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc

上記のコマンドを実行すると，共用ライブラリ "test02.so"が生成されます。

Linux(IPF64)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std test02.cbl
ld -shared -o test02.so test02.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc

上記のコマンドを実行すると，共用ライブラリ "test02.so"が生成されます。
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（2） アーカイブ形式の共用ライブラリを作成する

AIX(32)または AIX(64)の場合，arコマンドを使用してアーカイブ形式の共用ライブラ
リを作成できます。

アーカイブ形式の共用ライブラリにした場合，動的なリンクによって，アーカイブ形式
の共用ライブラリ中のプログラムを呼び出せます。詳細については，「18　プログラムの
呼び出し」を参照してください。

また，arコマンドについては，システムのマニュアルを参照してください。

(１ )の共用ライブラリ "test02.a"と，別の共用ライブラリ "test03.a"をアーカイブ形式
の共用ライブラリにまとめる場合の例を示します。

ソースファイル名称：test03.cbl
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. TEST03.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
         01 DAT1   PIC X(10).
       PROCEDURE DIVISION.
           MOVE ALL 'A' TO DAT1.
           DISPLAY DAT1.

ccbl2002コマンドおよび arコマンドの指定
 
ccbl2002 -PIC,Std  test03.cbl
ld -o test03.a test03.o -bpT:0x10000000 -bpD:0x20000000
   -bnoentry -bM:SRE -bexpall
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2k -lcbl2kml -lm -lc
ar rv libSUB.a test02.a test03.a

（3） ほかのプログラムを呼ぶ副プログラムを作成する

共用ライブラリに含まれるプログラム（副プログラム）からほかのプログラムを呼び出
すとき，次の条件に当てはまる場合は，コンパイル時に -DynamicLink,Callオプション
を指定する必要があります。

• 動的なリンクによって，ほかのプログラムを呼び出す場合
• 一意名指定の CALL文によって，ほかのプログラムを呼び出す場合

ほかのプログラムを呼ぶ副プログラムの作成例を，次に示します。

副プログラムが COBOLプログラムの場合
"test01.cbl"から "test02.cbl"を呼び出す場合の例を示します。

HP-UX(IPF)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -DynamicLink,Call test01.cbl test02.cbl
ld -b -o test01.so test01.o -a archive
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -a default -lelf
ld -b -o test02.so test02.o -a archive
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -a default -lelf
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HP-UX(IPF64)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -DynamicLink,Call test01.cbl test02.cbl
ld -b -o test01.so test01.o -a archive
   -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2kml -a default -lelf
ld -b -o test02.so test02.o -a archive
   -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2kml -a default -lelf

AIX(32)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -DynamicLink,Call test01.cbl test02.cbl
ld -o test01.a test01.o -bpT:0x10000000
   -bpD:0x20000000 -bnoentry -bM:SRE
   -bexpall -L/opt/HILNGcbl2k/lib
   -lcbl2k -lcbl2kml -lm -lc
ld -o test02.a test02.o -bpT:0x10000000
   -bpD:0x20000000 -bnoentry -bM:SRE
   -bexpall -L/opt/HILNGcbl2k/lib
   -lcbl2k -lcbl2kml -lm -lc

AIX(64)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -DynamicLink,Call test01.cbl test02.cbl
ld -o test01.a test01.o -b64 -bpT:0x100000000
   -bpD:0x110000000 -bnoentry -bM:SRE
   -bexpall -L/opt/HILNGcbl2k64/lib
   -lcbl2k64 -lcbl2kml64 -lm -lc
ld -o test02.a test02.o -b64 -bpT:0x100000000
   -bpD:0x110000000 -bnoentry -bM:SRE
   -bexpall -L/opt/HILNGcbl2k64/lib
   -lcbl2k64 -lcbl2kml64 -lm -lc

Solaris(SPARC)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -DynamicLink,Call test01.cbl test02.cbl
ld -G -o test01.so test01.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc
ld -G -o test02.so test02.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc

Linux(x86)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -UniObjGen -DynamicLink,Call test01.cbl 
test02.cbl
ld -shared -o test01.so test01.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc
ld -shared -o test02.so test02.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc

Linux(x64)の場合
 
ccbl2002 -PIC,Std -UniObjGen -DynamicLink,Call test01.cbl 
test02.cbl
ld -shared -o test01.so test01.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc
ld -shared -o test02.so test02.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k64/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc

Linux(IPF64)の場合
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ccbl2002 -PIC,Std -DynamicLink,Call test01.cbl test02.cbl
ld -shared -o test01.so test01.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc
ld -shared -o test02.so test02.o -Bstatic
   -L/opt/HILNGcbl2k/lib -lcbl2kml -Bdynamic -lc

注意事項
• コンパイルするとき，-DynamicLink,Callオプションを指定しないで，別コ
ンパイルすることもできます。

• オブジェクトファイルは，一つの共用ライブラリにまとめることもできます。

副プログラム "test01.c"から共用ライブラリを作成する場合
副プログラム "test01.c"を作成する場合の例を示します。

HP-UX(IPF)の場合
 
cc -c test01.c
ld -b -o test01.so test01.o

HP-UX(IPF64)の場合
 
cc -c test01.c +DD64
ld -b -o test01.so test01.o

AIX(32)の場合
 
cc -c test01.c
cc -G -o test01.a test01.o

• Cプログラムで作成した共用ライブラリ（test01.a）と COBOLプログラム
で作成した共用ライブラリ（test02.a）をアーカイブ形式の共用ライブラリに
まとめることもできます。

 
    ccbl2002 -PIC,Std test02.cbl
    ld -o test02.a test02.o -bpT:0x10000000
       -bpD:0x20000000 -bnoentry -bM:SRE
       -bexpall -L/opt/HILNGcbl2k/lib
       -lcbl2k -lcbl2kml -lm -lc
 
    ar rv libSUB2.a test01.a test02.a

アーカイブ形式の共用ライブラリにした場合，動的なリンクによって，アーカ
イブ形式の共用ライブラリ中のプログラムを呼び出せます。詳細については，
「18　プログラムの呼び出し」を参照してください。
また，arコマンドについては，システムのマニュアルを参照してください。

AIX(64)の場合
 
cc -c test01.c -q64
cc -G -o test01.a test01.o -q64

• Cプログラムで作成した共用ライブラリ（test01.a）と COBOLプログラム
で作成した共用ライブラリ（test02.a）をアーカイブ形式の共用ライブラリに
まとめることもできます。
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    ccbl2002 -PIC,Std test02.cbl
    ld -o test02.a test02.o -b64 -bpT:0x100000000
       -bpD:0x110000000 -bnoentry -bM:SRE
       -bexpall -L/opt/HILNGcbl2k64/lib
       -lcbl2k64 -lcbl2kml64 -lm -lc
 
    ar -X64 rv libSUB2.a test01.a test02.a

アーカイブ形式の共用ライブラリにした場合，動的なリンクによって，アーカ
イブ形式の共用ライブラリ中のプログラムを呼び出せます。詳細については，
「18　プログラムの呼び出し」を参照してください。
また，arコマンドについては，システムのマニュアルを参照してください。

Solaris(SPARC)の場合
 
cc -xcode=pic13 -c test01.c
ld -G -o test01.so test01.o -lc

Linuxの場合
 
cc -fpic -c test01.c
ld -shared -o test01.so test01.o -lc

（4） 注意事項

Linux(x86) COBOL2002で生成したオブジェクトを，ccコマンドまたは ldコマンドを
使用してリンクする場合，32bitアプリケーションとしてリンクしなければなりません。
x64向け Linux環境では，それぞれ次のオプションの指定が必要です。なお，ccコマン
ドおよび ldコマンドのオプションの詳細は，システムのマニュアルを参照してくださ
い。

• ccコマンドの場合：-m32オプション
• ldコマンドの場合：-melf_i386オプション
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34　プログラムの実行
この章では，コンパイル・リンクによって作成した COBOLプ
ログラムを実行する方法について説明します。

34.1　実行可能ファイルの起動方法

34.2　画面環境の設定（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Solaris(SPARC)で有効）

34.3　プログラムの実行環境の設定
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34.1　実行可能ファイルの起動方法
COBOL2002で作成したプログラムを実行する方法を，以下に示します。

実行可能ファイル名称を次のように入力します。

形式
実行可能ファイル名称 〔実行可能ファイルの引数〕

実行可能ファイル名称 
実行可能ファイル名称は，原始プログラムをコンパイル時に -OutputFileオプショ
ンで指定したファイル名です。-OutputFileオプションを指定しなかったときのファ
イル名称は，a.outになります。
-OutputFileオプションの詳細は，「31.5.10　リンクの設定」の「（2）-OutputFile
オプション」を参照してください。

実行可能ファイルの引数
指定した引数は，原始プログラム中の PROCEDURE DIVISIONの USING指定の
引数，または CBLARGVサービスルーチンなどによって取り込めます。実行可能
ファイルの引数を複数指定するときは，それぞれを空白で区切ります。引数の受け
取り方法の詳細は，「16　COBOLの実行単位」を参照してください。 
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34.2　画面環境の設定（HP-UX(IPF)，
HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Solaris(SPARC)で有効）

実行時に使用する画面環境の設定は，リソースファイルによって行います。

リソースファイルについては，「12　画面入出力機能（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，
AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効）」，「28.5.1　JCPOPUP（HP-UX(IPF)，
HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効）」を参照してください。
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34.3　プログラムの実行環境の設定

34.3.1　実行時環境変数の設定方法
実行時の環境は実行時環境変数で設定します。

実行時環境変数は，次の方法で設定します。

• システムに従った環境変数の設定方法

（1） システムに従った環境変数の設定方法

sh（Ｂシェル）の場合

形式
 
環境変数名=環境変数の値
export 環境変数名
 

注意事項
セミコロン（;）などの特殊文字を環境変数の値に含むときは，アポストロフィ（'）
または引用符（"）で囲んでください。

（2） 実行時環境変数の規則

実行時環境変数の規則を，次に示します。

• 設定する環境変数名，および環境変数の値の大文字と小文字は等価とみなしません。

34.3.2　実行時環境変数の一覧
実行時環境変数の一覧を，次に示します。

なお，未サポートの実行時環境変数が指定された場合，指定された内容は無効となって
実行されます。

（1） 一般

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S

CBLENVMAX 環境変数値の書き出しを行う
DISPLAY文の実行回数の設定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLEXVALUE EXTERNAL句の指定のあるデー
タ項目の初期値を指定する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLLANG 動作する言語環境（文字コード）
を指定する

○ × ○ ○ ○ ○ × ×
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

（2） 少量データ

CBLLPATH 動的なリンク時，共用ライブラリ
検索ディレクトリを指定する場
合，検索したい共用ライブラリの
あるディレクトリの指定

○ ○ ○ ○ × × × ×

CBLLSLIB 動的なリンク時，検索する共用ラ
イブラリを限定したい場合，検索
したい共用ライブラリ名の指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLUNIENDIAN 用途が NATIONALの項目に対す
る Unicodeのバイトオーダを指定
する

○ × ○ ○ ○ ○ × ×

CBLUPSI 外部スイッチの状態 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBL_SYSERR 実行時エラーメッセージの出力先
ファイル名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLLTAG 動的なリンクで検索ライブラリ種
別を指示するオプションを指定す
る

× × ○ ○ × × × ×

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S

CBLDATE ACCEPT文，CURRENT-DATE
関数，MOVE文（日付と時刻用）
でシステムから受け取る西暦年月
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLDAY ACCEPT文でシステムから受け取
る通算日付

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

（3） ファイル

CBLSTDIOLVL DISPLAY文によってデータを標
準出力，または標準エラー出力す
る場合，COBOL実行時ライブラ
リが使用するシステム入出力関数
のレベルの指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBL_STOPNOADV STOP　定数文を実行したとき，
メッセージ IDと定数 1の直後の
改行文字を出力するかどうか

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBL_SYSIN FROM SYSIN指定の ACCEPT文
での入力ファイル名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBL_SYSOUT UPON SYSOUT指定の
DISPLAY文での出力ファイル名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBL_SYSPUNCH UPON SYSPUNCH指定の
DISPLAY文での出力ファイル名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBL_SYSSTD FROM SYSSTD指定の ACCEPT
文での入力ファイル名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S

CBLCSVCHAR -NumCsvオプションを指定して
CSV編成ファイルを数値として読
み込むとき，無視する文字列

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLCSVINIT CSV編成ファイルの READ文実
行時に，セルと対応しない未使用
の基本項目を初期化するかどうか

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLD_ファイル名 ファイル単位に入出力を指示する
オプション

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLFSYNC ファイルクローズ時のディスク書
き込み保証を適用するかどうか

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)

CBLINBUFSIZE OPEN文のモードが INPUT指定
のバッファサイズ制御によるファ
イル入力時に使用するバッファサ
イズ

○ × × × ○ ○ × ×

CBLISAMDL 既存の索引ファイルに対して
OPEN OUTPUTを実行したとき，
旧ファイルを削除後，新規に作成
するかどうか

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLLARGEFILE ラージファイル入出力機能の対象
である実行単位中のファイルに対
して，ラージファイル入出力機能
を適用するかどうか

○ × × × ○ ○ × ×

CBLOUTBUFSIZE OPEN文のモードが OUTPUT/
EXTEND指定のバッファサイズ
制御によるファイル出力時に使用
するバッファサイズ

○ × × × ○ ○ × ×

CBLRDBDATAERR HiRDBによる索引編成ファイル
で，レコード中の保証されない
データをエラーとして検出するか
どうか

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

CBLRDBILWAIT HiRDBによる索引編成ファイル
で，内部的に発行される SELECT
に対して排他オプションを付ける
かどうか

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

CBLRDBOPURGE HiRDBによる索引編成ファイル
の全データを削除する際に，
PURGE TABLEを使用するかど
うか

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

CBLX_外部装置名 書式印刷するときの印刷サービス
名称

○ × ○ × × × × ○

CBL_RDBCOMMIT HiRDBによる索引編成ファイル
のトランザクション管理をするか
どうか

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

CBL_外部装置名 ファイル入出力での入出力ファイ
ル名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S
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S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

（4） 画面（XMAP）（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

（5） 整列併合

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S

CBLPRNTID 画面機能での送信先のプリンタに
対する仮想端末名

○ × ○ × × × × ○

CBLPRNT_xxx 画面機能で送信先がプリンタのと
きの仮想端末名

○ × ○ × × × × ○

CBLTERMID 画面機能での送信先のディスプレ
イに対する仮想端末名

○ × ○ × × × × ○

CBLTERMSHAR 複数プログラムでの仮想端末共有 ○ × ○ × × × × ○

CBLTERM_xxx 画面機能で送信先がディスプレイ
のときの仮想端末名

○ × ○ × × × × ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S

CBLSORTSIZE 整列処理で使用するメモリサイズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLSORTWORK 整列処理用の作業用ファイルの
ディレクトリ名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

（6） 拡張機能

（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている
×：サポートしていない

（7） デバッグ

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S

CBLCGIERR CGIプログラムで実行時エラーが
発生した場合，エラー情報の先頭
に HTTPヘッダを付けるかどうか

○ × ○ × × × × ○

CBLCGIINITSIZE CBLCGIINITサービスルーチン
が受け取ったフォーム情報で，
「名前」または「値」として受け
取る文字列の最大長

○ × ○ × × × × ○

CBLMTEND マルチスレッド対応 COBOLプロ
グラムで実行時エラーが発生した
ときに，abort関数を発行して終
了させたい場合，ABORTを指定
する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLNO_LIBFREE COBOLプログラムの終了処理で
COBOLが動的なリンクでロード
した COBOL実行時ライブラリを
アンロードするかどうか

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S

CBLABNLST 異常終了時要約情報リストの出力
先

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLCORE シグナル発生時のコアダンプを出
力するかどうか

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

注※
詳細は，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作編」を参照してください。

（8） オブジェクト指向

CBLDDUMP データ領域ダンプの出力先 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLDMPLEVEL データ領域ダンプリストの出力
で，情報の出力レベルの指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLDMPPGMN データ領域ダンプリストを出力す
るとき，ダンプリストを出力する
プログラム名の指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLPRMCHKW -DebugCompatiオプション指定
時，またはテストデバッグ時のプ
ログラム間整合性チェックを緩和
する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLTDEXEC※ プログラム実行時にテストデバッ
ガを起動するかどうか

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBL_FLSRVDUMP COBOL入出力サービスルーチン
のデバッグ情報を出力するファイ
ル名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLTDDISPLAY 連動実行時，デバッガを表示する
ための端末の表示先の指定※

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CBLEXCEPT プログラムの実行で例外が発生し
たときの動作を指定する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S

CBLGCINTERVAL 前回のガーベジコレクションを終
了してから，次のガーベジコレク
ションを開始するまでのメモリ使
用量（ガーベジコレクションの実
行間隔）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S
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（凡例）
F：HP-UX(IPF)
H：HP-UX(IPF64)
A：AIX(32)
B：AIX(64)
J：Linux(x86)
K：Linux(x64)
L：Linux(IPF64)
S：Solaris(SPARC)
○：サポートしている

34.3.3　一般
（1） CBLENVMAX

環境変数値の書き出しを行う DISPLAY文の実行回数を 8けた以内の符号なし整数で指
定します。

詳細は，「10.4　環境変数へのアクセス」を参照してください。

（2） CBLEXVALUE

EXTERNAL句指定のあるデータ項目に NULLを設定して，領域を初期化します。この
環境変数の指定は，作業場所節で定義しているデータ項目に対して有効となります。

詳細は，「4.2.2　外部属性（EXTERNAL句）」を参照してください。

（3） CBLLANG（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で
有効）

動作する言語環境（文字コード）を指定します。

詳細は，「26.4.2　実行」を参照してください。

（4） CBLLPATH（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)で有効）

動的なリンク時，共用ライブラリの検索ディレクトリを指定します。

詳細は，「18.5　静的なリンクと動的なリンク」を参照してください。

CBLGCSTART ガーベジコレクタの開始条件とな
る，インスタンスオブジェクトの
生成によるメモリ使用量の累積値

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境変数名 指定する内容 OS

F H A B J K L S
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（5） CBLLSLIB

動的なリンク時，検索したい共用ライブラリ名を指定します。

詳細は，「18.5　静的なリンクと動的なリンク」を参照してください。

（6） CBLUNIENDIAN（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，
Linux(x64)で有効）

用途が NATIONALの項目に対する Unicodeのバイトオーダを指定します。

詳細は，「26.4.2　実行」を参照してください。

（7） CBLUPSI

外部スイッチの状態を，8個の 0と 1で指定します。

詳細は，「16.2.4　外部スイッチ」の「（2）外部スイッチの設定方法」を参照してくださ
い。

（8） CBL_SYSERR

実行時エラーメッセージの出力先ファイル名を指定します。ファイル名は絶対パス名で
指定します。拡張子の種類や拡張子を付けるかどうかは任意です。CBL_SYSERRの指
定形式は次のようになります。

形式
CBL_SYSERR=ファイル名〔+〕

＋を指定した場合：追加モードで出力されます。

CBL_SYSERRを指定した場合の実行時エラーメッセージの出力先を次に示します。

注
標準出力（stdout），および標準エラー出力（stderr）を指定する場合は，英小文字で指定して
ください。「STDOUT」のように英大文字で指定した場合，物理ファイル名として扱われます。

注※
追加モードは無視されます。

ファイル名の指定 データの出力先

CBL_SYSERR=stdin〔+〕 ファイル名「stdin」

CBL_SYSERR=stdout〔+〕 標準出力※

CBL_SYSERR=stderr〔+〕 標準エラー出力※

CBL_SYSERR=
　上記以外のファイル名〔+〕

環境変数 CBL_SYSERRで指定した名称のファイル
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（9） CBLLTAG（AIX(32)，AIX(64)で有効）

この環境変数は，動的なリンクの動作を指示するオプションを指定します。

複数のオプションを指定する場合は，各オプションをコロン (:)で区切って指定します。
同じオプションを複数指定した場合は，後に指定した値が有効となります。

この環境変数に指定するオプション文字列の長さは，1,024バイト以内にしてください。
1,024バイトを超える文字列を指定した場合，メッセージが出力され，この環境変数の指
定は無効となります。

（例）
 CBLLTAG=NOSO:NOARMBR

詳細は，「18.6.2　共用ライブラリに含まれるプログラムの呼び出し方法」の「（2）動的
なリンク」を参照してください。

次に指定できるオプションを示します。

SO／ NOSO
動的なリンクで，検索対象とするライブラリの拡張子を選択できます。SOを指定し
た場合は，拡張子「.so」の共用ライブラリを検索対象とします。NOSOを指定した
場合は，拡張子「.so」の共用ライブラリを検索対象としません。このオプションの
標準値は，SOです。

ARMBR／ NOARMBR
動的なリンクで，検索対象とするライブラリ種別を選択できます。ARMBRを指定
した場合は，アーカイブ化された共用ライブラリを検索対象とします。NOARMBR
を指定した場合は，アーカイブ化された共用ライブラリを検索対象としません。こ
のオプションの標準値は，ARMBRです。

34.3.4　少量データ
（1） CBLDATE

システムから受け取る西暦年月日を，yyyymmdd（yyyyは西暦の年，mmは月，ddは
日）の 8けたの形式で指定します。

詳細は，「10.2.3　日付や時刻を取得する ACCEPT文」の「（2）ACCEPT文で取得する
日付の変更」を参照してください。

（2） CBLDAY

ACCEPT文でシステムから受け取る西暦年，および通年日を yyyyddd（yyyyは西暦の
年，dddは通年日）の 7けたの形式で設定します。

詳細は，「10.2.3　日付や時刻を取得する ACCEPT文」の「（2）ACCEPT文で取得する
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日付の変更」を参照してください。

（3） CBLSTDIOLVL

DISPLAY文によってデータを標準出力（stdout），または標準エラー出力（stderr）に
出力する場合，COBOL実行時ライブラリが使用するシステム入出力関数のレベルを指
定します。

形式
 
CBLSTDIOLVL=OUTLOW:ERRLOW
 

規則
• 複数のオプションを指定する場合は，各オプションをコロン（:）で区切って指定
してください。また，同じオプションを複数指定した場合，後に設定した値が有
効となります。

• 環境変数 CBLSTDIOLVLに指定する文字列の長さは，1,024バイト以内でなけれ
ばなりません。1,024バイトを超える文字列を指定した場合は，メッセージが出力
され，環境変数 CBLSTDIOLVLの指定は無効となります。

環境変数 CBLSTDIOLVLは，標準出力または標準エラー出力を高水準システム入出力関
数の使用が制限される出力先に変更しているときに指定します。

環境変数 CBLSTDIOLVLに ERRLOWまたは OUTLOWを指定した場合，DISPLAY文
でエラーが発生してもプログラムの実行を継続します。また，エラー発生時の DISPLAY
文の出力データを COBOLログファイルに出力します。

標準出力または標準エラー出力の出力先を変更しない場合は，環境変数 CBLSTDIOLVL
を指定する必要はありません。環境変数 CBLSTDIOLVLの指定条件と機能の詳細につい
ては，「10.2.5　システム入出力関数レベルの指定」を参照してください。

設定できるオプションを次に示します。次に示すオプション以外は無効となります。

（a）OUTLOW／ OUTHIGH

OUTLOWを指定した場合，出力先が標準出力（stdout）の DISPLAY文実行時，低水準
システム関数を使用してデータを出力します。OUTHIGHを指定した場合，高水準シス
テム関数を使用します。標準値は OUTHIGHになります。

（b）ERRLOW／ ERRHIGH

ERRLOWを指定した場合，出力先が標準エラー出力（stderr）の DISPLAY文実行時，
低水準システム関数を使用してデータを出力します。ERRHIGHを指定した場合，高水
準システム関数を使用します。標準値は ERRHIGHになります。
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（4） CBL_STOPNOADV

環境変数 CBL_STOPNOADVに YESを指定すると，STOP定数文を実行したとき，実
行時メッセージ IDと，定数の直後の改行文字が出力されません。

詳細は，「10.2.6　STOP文」を参照してください。

（5） CBL_SYSIN

FROM SYSIN指定時の ACCEPT文で入力ファイル名を指定します。

詳細は，「10.2.2　外部からのデータを入力する ACCEPT文」の「（1）標準転記による
ACCEPT文」を参照してください。

（6） CBL_SYSOUT

UPON SYSOUT指定時の DISPLAY文で出力ファイル名を指定します。

詳細は，「10.2.4　DISPLAY文によるデータの出力」を参照してください。

（7） CBL_SYSPUNCH

UPON SYSPUNCH指定時の DISPLAY文で出力ファイル名を指定します。

詳細は，「10.2.4　DISPLAY文によるデータの出力」を参照してください。

（8） CBL_SYSSTD

FROM SYSSTD指定時の ACCEPT文で入力ファイル名を指定します。

詳細は，「10.2.2　外部からのデータを入力する ACCEPT文」の「（1）標準転記による
ACCEPT文」を参照してください。

34.3.5　ファイル
（1） CBLCSVCHAR

-NumCsvオプションを指定して CSV編成ファイルの入出力をする場合，無視したい文
字列を指定します。

規則
• 環境変数 CBLCSVCHARに複数の文字列を指定する場合は，各文字列をセミコロ
ン（;）で区切ります。

• 環境変数 CBLCSVCHARに指定する文字列の長さは，1,024バイト以内でなけれ
ばなりません。1,024バイトを超える文字列を指定した場合は，メッセージが出力
され，環境変数 CBLCSVCHARの指定は無効となります。

詳細は，「6.8.5　セルデータを数値として入出力する機能」の「（3）数値として入力する
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とき，不要な文字列を無視する機能」を参照してください。

（2） CBLCSVINIT

CSVファイルの READ文実行時に，セルと対応しない未使用の基本項目を初期化する場
合に指定します。

詳細は，「6.8.7　入力時の未使用項目の初期化機能」を参照してください。

（3） CBLD_ファイル名

入出力動作を指示する下記のオプションをファイル単位に指定します。

規則
• 複数のオプションを指定するときは各オプションをコロン（：）で区切ります。
• 環境変数 CBLD_ファイル名は，OPEN文を実行するごとに環境変数の値が参照
されます。

• ここで指定するファイル名は SELECT句で指定したファイル名に対応します。た
だし，ファイル名内のハイフン（-）は下線（_）に置き換えて指定します。

• 背反するオプションを同時に指定した場合，あとから指定したオプションが有効
となります。

• 環境変数 CBLD_ファイル名に指定する文字列の長さは，1,024バイト以内でなけ
ればなりません。1,024バイトを超える文字列を指定した場合，メッセージが出力
され，これらの環境変数の指定は無効となります。 

• 同じファイルに対して環境変数 CBLD_ファイル名と環境変数 CBL_ファイル名
の両方を指定した場合，環境変数 CBLD_ファイル名に指定した内容だけが有効
となり，環境変数 CBL_ファイル名に指定した値は無効となります。なお，環境
変数 CBLD_ファイル名にNULL（指定値なし）を指定した場合でも，環境変数
CBL_ファイル名に指定した内容は無効となります。 

設定例

（例 1）

（COBOLでの記述例）
SELECT A-FILE ASSIGN TO SYS000.

（環境変数の設定例）
CBLD_A_FILE=ISAMDL:NOISAMPREV

（例 2）
背反するオプションを同時に指定した場合，あとから指定したオプションが有効と
なります。
 
CBLD_A_FILE=ISAMDL:NOISAMDL

上記の指定をした場合，最初の "ISAMDL"は無効となり，あとに設定した
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"NOISAMDL"が有効となります。

設定できるオプションを次に示します。次に示すオプション以外は無効となります。

（a） ISAMDL／ NOISAMDL

ISAMDLは，索引編成ファイルで OPENモードが OUTPUTの場合，既存のファイルを
削除して再生成します。NOISAMDLは，ファイルの削除はしません。省略時は
NOISAMDLが仮定されます。

（b） ISAMPREV／ NOISAMPREV

ISAMPREVは，索引編成ファイルで START文の指定が LESS，LESS THAN OR 
EQUAL，および LASTの場合，あとに続く NEXT指定の READ文でキーの降順に呼び
出します。NOISAMPREVは，START文の指定に関係なく，NEXT指定の READ文は
キーの昇順に呼び出します。省略時は ISAMPREVが仮定されます。

（c）SAMAADV／ NOSAMAADV

SAMAADVは，ADVANCING指定を書かないWRITE文に AFTER ADVANCING 1 
LINEを仮定します。NOSAMAADVはこれを仮定しません。省略時は NOSAMAADV
が仮定されます。

SAMAADVと SAMBADVを同時に指定した場合は，あとに設定した方が有効となりま
す。

（d）CSVQUOTE／ NOCSVQUOTE

CSVQUOTEは，CSV編成ファイルのWRITE文でセルの内容を出力するとき，データ
を引用符（ " ）で囲みます。NOCSVQUOTEは，引用符を付けません。省略時は
CSVQUOTEが仮定されます。

NOCSVQUOTEを指定した場合の詳細は，「6.8　CSV編成ファイル（表計算プログラ
ムファイル）」を参照してください。

（e）CSVWRITESPACE／ NOCSVWRITESPACE

CSVWRITESPACEは，CSV編成ファイルのWRITE文で，出力するレコードの基本項
目のデータの最後の空白文字を出力します。NOCSVWRITESPACEは，データの最後の
空白文字を出力しません。なお，省略時はNOCSVWRITESPACEが仮定されます。

CSVWRITESPACEを指定した場合の詳細は，「6.8.8　データの後の空白文字を出力す
る機能」を参照してください。

（f） CSVTABSEPARATED／ NOCSVTABSEPARATED

CSVTABSEPARATEDは，CSVファイル入出力機能でセルデータをタブ文字区切りで
入出力します。NOCSVTABSEPARATEDはセルデータにコンマ（,）区切りで入出力し
ます。なお，省略時はNOCSVTABSEPARATEDが仮定されます。
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CSVTABSEPARATEDを指定した場合の詳細は，「6.8.9　セルデータをタブ文字区切り
で入出力する機能」を参照してください。

（g）FSYNC／ NOFSYNC／WDISK

強制的にディスク書き込みをするかしないかを指定します。

FSYNCを指定した場合，プログラムの終了時，または CLOSE文の実行終了時に，
COBOLプログラムの環境部のファイル記述項で指定したファイル名のファイルに対し
て，強制的なディスク書き込みを適用します。

WDISKを指定した場合，WRITE文，REWRITE文，または DELETE文の実行終了時
に，COBOLプログラムの環境部のファイル記述項で指定したファイル名のファイルに
対して，強制的なディスク書き込みを適用します。

NOFSYNCを指定した場合は，ディスクへの書き込み保証が適用されません。

FSYNC，NOFSYNC，WDISKのどれかを同時に指定した場合は，あとに指定した方が
有効となります。また，FSYNC，NOFSYNC，WDISKのどれも指定しない場合は，環
境変数 CBLFSYNCの指定に従います。

ファイルのディスク書き込み保証機能についての詳細は，「14.1　ファイルのディスク書
き込み保証」を参照してください。

（h）SAMENDIO／ NOSAMENDIO

SAMENDIOは，固定長形式の順ファイルでファイルサイズがレコード長の整数倍では
なく，ファイルの最終レコードが定義レコード長よりも短い場合でも入出力できるよう
にします。

NOSAMENDIOでは，ファイルの最終レコードが定義レコード長より短い場合，エラー
になります。標準値は，NOSAMENDIOになります。

詳細は，「6.11.1　ファイルサイズがレコード長の整数倍でない固定長形式の順ファイル
の入出力」を参照してください。

（i） LARGEFILE／ NOLARGEFILE

LARGEFILEは，ラージファイル（ファイルサイズが 2GBより大きいファイル）に対
しても入出力ができるようにします。

NOLARGEFILEでは，ラージファイルに対してアクセスした場合，エラーになります。
標準値は，NOLARGEFILEになります。詳細は，「6.10　ラージファイル入出力機能」
を参照してください。

（j） NOINBUFSIZE／ NOOUTBUFSIZE（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

NOINBUFSIZEは，指定されたファイルのバッファサイズ制御による入力時に，環境変
数 CBLINBUFSIZEで設定された値を無効にします。NOOUTBUFSIZEは，指定され
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たファイルのバッファサイズ制御による出力時に，環境変数 CBLOUTBUFSIZEで設定
された値を無効にします。詳細は「6.11.2　ファイルバッファサイズ指定機能
（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。

（4） CBLFSYNC

プロセス内のすべてのファイルに対して，クローズ時のディスクへの書き込み保証を適
用したいときに YESを指定します。YES以外の値を指定したときは，無効となります。

詳細は，「14.1.2　ファイルクローズ時のディスク書き込み保証の指定方法」および
「13.6　COBOL入出力サービスルーチンでのディスク書き込み保証」を参照してくださ
い。

（5） CBLINBUFSIZE（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

OPEN文のモードが INPUT指定のバッファサイズ制御によるファイル入力時に，使用
するバッファサイズを 2,000,000,000（約 2GB）までの数値で指定します。

（6） CBLISAMDL

既存の索引ファイルに対して OPEN OUTPUTを実行した場合，旧ファイルを削除後，
ファイルを新しく作成したいときに YESを指定します。指定しなかったときや，YES
以外の文字を指定したときは，NOが仮定されます。このとき，既存のファイルに対して
の追加書きとなります。

（7） CBLLARGEFILE（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

ラージファイル入出力機能の対象である実行単位中のすべてのファイルに対して，ラー
ジファイル入出力機能を適用するときに YESを指定します。詳細は「6.10　ラージファ
イル入出力機能」を参照してください。

（8） CBLOUTBUFSIZE（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

OPEN文のモードが OUTPUT／ EXTEND指定のバッファサイズ制御によるファイル
出力時に，使用するバッファサイズを 2,000,000,000（約 2GB）までの数値で指定しま
す。

（9） CBLRDBDATAERR（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

HiRDBによる索引編成ファイルで，レコード中に保証されないデータが含まれていない
かをチェックする場合に YESを指定します。

詳細は「6.9.5(5)（b）データチェック機能」を参照してください。
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（10） CBLRDBILWAIT（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

RDBファイル入出力機能を使用する場合，INPUTモードで開いたファイルに対し，内
部的に発行する SELECTに「WITHOUT LOCK WAIT」の排他オプションを付加する
ときに YESを指定します。

詳細は「6.9.5（4）HiRDBによる索引編成ファイル固有のファイル共用を参照してくだ
さい。

（11） CBLRDBOPURGE（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC))で有効）

HiRDBによる索引編成ファイルに対して出力モードでファイルを開く場合，すでにファ
イル内に存在するレコードを高速で削除したいときに YESを指定します。

詳細は「6.9.5(5)（a）出力ファイルの高速オープン機能」を参照してください。

（12） CBLX_外部装置名（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）

書式印刷機能を使用したプリンタ出力するときの印刷サービス名称を指定します。

詳細は，「8.4　XMAP3による印刷（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）」
を参照してください。

（13） CBL_RDBCOMMIT（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

HiRDBによる索引編成ファイルに対して，COMMIT文，ROLLBACK文によって RDB
アクセスのトランザクション管理を行う場合に YES，AUTO，またはMANUALを指定
します。

詳細は「6.9.5(1)（a）環境変数 CBL_RDBCOMMIT」を参照してください。

（14） CBL_外部装置名

ファイル入出力での入出力ファイル名を指定します。

詳細は，「6.2.2　環境変数指定」を参照してください。

34.3.6　画面（XMAP）（HP-UX(IPF)，AIX(32)，
Solaris(SPARC)で有効）

（1） CBLPRNTID

通信節による画面機能で SYMBOLIC TERMINAL句の指定を省略した場合，送信先の
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プリンタに対する仮想端末名を指定します。

詳細は，「12.1.4　プリンタに対する帳票出力」の「（4）送信先の設定方法」を参照して
ください。

（2） CBLPRNT_xxx

通信節による画面機能で SYMBOLIC TERMINAL句を指定した場合，送信先がプリン
タのときの仮想端末名を指定します。

詳細は，「12.1.4　プリンタに対する帳票出力」の「（4）送信先の設定方法」を参照して
ください。

（3） CBLTERMID

通信節による画面機能で SYMBOLIC TERMINAL句の指定を省略した場合，送受信先
がディスプレイのときの仮想端末名を指定します。

詳細は，「12.1.2　画面に対する入出力」の「（7）送受信先の設定方法」を参照してくだ
さい。

（4） CBLTERMSHAR

複数プログラム間で一つの仮想端末を共有する場合，YESを指定します。YES以外の値
を指定したときは，無効となります。

詳細は，「12.1.3　仮想端末の共用」を参照してください。

（5） CBLTERM_xxx

通信節による画面機能で SYMBOLIC TERMINAL句を指定した場合，送受信先がディ
スプレイのときの仮想端末名を指定します。

詳細は，「12.1.2　画面に対する入出力」の「（7）送受信先の設定方法」を参照してくだ
さい。

34.3.7　整列併合
（1） CBLSORTSIZE

整列処理で外部ファイルを使用するとき，整列機能が確保するメモリサイズをキロバイ
ト単位で指定します。8けたの符号なし整数で設定します。

詳細には，「11.3.1　整列処理のメモリサイズ」を参照してください。

（2） CBLSORTWORK

整列処理するときの作業用ファイルのパスプレフィクスを指定します。
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詳細は，「11.2.2　整列作業用ファイル」を参照してください。

34.3.8　拡張機能
（1） CBLCGIERR（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）

CGIプログラムで実行時エラーが発生したとき，メッセージの先頭に CGIヘッダ
（HTTPヘッダのMIMEフォーマットを表す "Content-type: text/plain¥n¥n"）を付けて
出力したい場合に指定します。

詳細は，「24.9　実行時エラーメッセージの取得方法」を参照してください。

（2） CBLCGIINITSIZE（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）

CBLCGIINITサービスルーチンが受け取るフォーム情報で，「名前」「値」のデコードさ
れていない状態での最大文字列長をキロバイト単位で指定します。指定できる値の範囲
は，1～ 2,000,000です。この範囲外の値を指定した場合，または環境変数
CBLCGIINITSIZEを指定しなかった場合は，64が仮定されます。

詳細は，「24.7.2　サービスルーチンの説明」の「（7）CBLCGIINIT」を参照してくださ
い。

（3） CBLMTEND

マルチスレッド対応 COBOLプログラムで，実行時エラーが発生したときのスレッドの
終了方法を変更できます。環境変数 CBLMTENDを指定しない場合，COBOLは
pthread_exit関数を発行してそのスレッドを終了します。

例えば，マルチスレッド対応 COBOLプログラムで実行時エラーが発生し，スレッドの
終了ではなくプロセスが終了しなければならない製品と連携している場合は，環境変数
CBLMTEND = ABORTを指定することで，実行時エラーが発生したときのスレッドの
終了方法を変更できます。

また，ABORTを指定した場合に，マルチスレッド対応 COBOLプログラムで COBOL
実行時エラーが発生したとき，または -DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，
-DebugData，-TDInf，-CVInf，-DebugRangeオプションのどれかを指定したプログラ
ムが異常終了したときに，abort関数を発行します。

注意事項
• STOP RUN文実行時は，環境変数 CBLMTENDの指定がないときと同様に，

pthread_exit関数を発行して，そのスレッドを終了させます。
• abort関数が発行された場合，その abortシグナルを補足するプログラムがないか
ぎり，システムがプロセスを終了するため，ほかの実行中のスレッドも強制的に
終了します。

• 環境変数 CBLMTENDは，スレッド単位での指定はできません。プログラム実行
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の前に指定してください。

（4） CBLNO_LIBFREE

環境変数 CBLNO_LIBFREEに EXITを指定した場合，COBOLプログラムの終了処理
で COBOLが動的なリンクでロードした COBOL実行時ライブラリをアンロードしませ
ん。環境変数 CBLNO_LIBFREEを省略した場合，または EXIT以外が指定された場合
は適用されません。詳細については，「18.6　共用ライブラリに含まれるプログラムの呼
び出しと共用ライブラリのアンロード」を参照してください。

34.3.9　デバッグ

（1） CBLABNLST

異常終了時要約情報リストの出力先を指定します。

詳細は，「35.2　異常終了時要約情報リスト」を参照してください。

（2） CBLCORE

シグナル発生時にコアダンプを出力するかどうかを指定します。詳細については，「35.8
　コアダンプの出力」を参照してください。

（3） CBLDDUMP

データ領域ダンプの出力先を指定します。詳細については，「35.3　データ領域ダンプリ
スト」を参照してください。

（4） CBLDMPLEVEL

データ領域ダンプリスト出力で，情報の出力レベルを指定します。詳細については，
「35.3.2　データ領域ダンプリストの出力先」を参照してください。

（5） CBLDMPPGMN

データ領域ダンプリストを出力するとき，ダンプリストを出力するプログラム名を指定
します。詳細については，「35.3.2　データ領域ダンプリストの出力先」を参照してくだ
さい。

（6） CBLPRMCHKW

形式
CBLPRMCHKW=｛YES｜NOCHK｝

YES
テストデバッグ中のプログラム間整合性エラーを警告化します。

NOCHK
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-DebugCompatiオプション指定時でもプログラム間整合性チェックはしません。

プログラム間の引数および返却項目に関するエラーがあることがわかっているが，異常
終了させないでテストデバッグまたはプログラムを実行したいときに指定する環境変数
です。

詳細は，「35.5.2　整合性チェックの警告エラー出力」を参照してください。

（7） CBLTDEXEC

プログラムの開始と同時に，次のテストデバッガの機能を連動させるときに指定します。
この環境変数は，デバッグの対象となるプログラムを起動する前に指定しておく必要が
あります。

• ラインモードによるテストデバッガ
• カバレージ採取
• カウント

プログラムからの連動実行の詳細は，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作編」
を参照してください。

形式
CBLTDEXEC=｛TL 引数｜CV 引数｜CN 引数｝

TL引数
ラインモードによるテストデバッグを連動実行します。

CV引数
カバレージ採取を連動実行します。

CN引数
カウントを連動実行します。

注意事項
引数に空白やタブを含むファイル名やディレクトリ名は指定してはなりません。

（8） CBL_FLSRVDUMP

COBOL入出力サービスルーチンのデバッグ情報を出力するファイル名を指定します。
詳細は，「13.5.2　インタフェース領域のダンプ出力」を参照してください。

（9） CBLTDDISPLAY

連動実行時，テストデバッガを表示するための端末の表示先を変更するときに指定しま
す。詳細は，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作編」を参照してください。

（10） CBLEXCEPT

この環境変数に NOSIGNALを指定すると，-DebugInf，-DebugInf,Trace，
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-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，-DebugRangeのどれかを指定したプ
ログラムの実行中に，例外が発生した場合，COBOLでの例外検出はしません。詳細は，
「35.9　シグナル」を参照してください。

34.3.10　オブジェクト指向

（1） CBLGCINTERVAL

前回のガーベジコレクションの終了時から，インスタンスオブジェクトの生成によって
メモリ使用量がどれだけ増加するとガーベジコレクションを開始するかを指定します。

規則
• 指定できるバイト数の値は，0～ 2,147,483,647です。この値以外が指定されたと
きは，65,535バイトが仮定されます。

• 環境変数 CBLGCINTERVALを指定しなかった場合は，65,535バイトが仮定され
ます。

• 指定できる値のけた数は，10けた以内です。10けたを超えているときは，65,535
バイトが仮定されます。

指定例
ガーベジコレクションの実行間隔を 32,768バイトにする例を次に示します。
 
CBLGCINTERVAL=32768
export CBLGCINTERVAL

注意事項
この環境変数の指定値を大きく設定した場合，メモリ資源を多く使用しますが，実
行性能は向上する傾向にあります。指定値を小さく設定した場合，実行性能は向上
しませんがメモリ資源を節約できます。アプリケーションの性質や環境を考慮に入
れて指定してください。

（2） CBLGCSTART

ガーベジコレクタの開始条件である，インスタンスオブジェクトの生成によるメモリ使
用量の累積値を指定します。メモリ使用量の累積が，指定された値以上になったとき
ガーベジコレクションが実行されます。

規則
• 指定できるバイト数の値は，0～ 2,147,483,647です。この値以外が指定されてい
るときは，524,288バイトが仮定されます。

• 環境変数 CBLGCSTARTを指定しなかった場合は，524,288バイトが仮定されま
す。

• 指定できる値のけた数は，10けた以内です。10けたを超えているときは，
524,288バイトが仮定されます。

指定例
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ガーベジコレクションの開始条件のメモリ使用量を 65,536バイトにする例を次に示
します。
 
CBLGCSTART=65536
export CBLGCSTART

注意事項
この環境変数の指定値を大きく設定した場合，メモリ資源を多く使用しますが，実
行性能は向上する傾向にあります。指定値を小さく設定した場合，実行性能は向上
しませんがメモリ資源を節約できます。アプリケーションの性質や環境を考慮に入
れて指定してください。
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第 13編　デバッグ

35　アプリケーションデバッグ
機能
この章では，プログラムの実行時にデバッグ用のリスト出力や
各種のチェックをする機能について説明します。

35.1　デバッグ機能の種類と概要

35.2　異常終了時要約情報リスト

35.3　データ領域ダンプリスト

35.4　データ領域ダンプリスト出力情報の選択

35.5　プログラム間整合性チェック

35.6　添字，指標の繰り返し回数，制御変数チェック

35.7　データ例外検出機能

35.8　コアダンプの出力

35.9　シグナル

35.10　テストデバッグ機能

35.11　カバレージ機能
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35.1　デバッグ機能の種類と概要
アプリケーションデバッグ機能とは，プログラムの実行時に各種のエラーチェックをし
たり，異常終了時やエラー発生時にデバッグに役立つリストを出力したりする機能です。

アプリケーションデバッグ機能を使うためには，デバッグ用のコンパイラオプションの
指定が必要です。アプリケーションデバッグの各機能と指定するコンパイラオプション
との対応を次に示します。

表 35-1　アプリケーションデバッグ機能と指定するコンパイラオプション

注
-TDInfオプションを指定したプログラムをテストデバッガでデバッグするとき，
-DebugCompatiオプションの指定有無に関係なく，プログラム間の引数および返却項目に関す
るエラーをチェックします。
また，-TDInfオプションはテストデバッガのためにゼロによる除算チェックなど，最適化に影
響を与えるオブジェクトコードを生成します。これによって，-TDInfオプションを指定するこ
とで，異常終了時要約情報リストなどの行番号／欄の情報が変化する場合があります。行番号
／欄の情報を常に正しく保つためには，-Optimize,0オプションを指定してください。

機能 指定するコンパイラオプション

異常終了時要約情報リストの出力 -DebugInf，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，
-CVInf，-DebugRangeのどれか（ただし，リスト中に
トレースバック情報もあわせて出力するためには
-DebugInf,Traceオプションの指定が必要）

データ領域ダンプリストの出力 -DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，
-DebugData，-TDInf，-CVInf，-DebugRangeのどれか

プログラム間整合性チェック -DebugCompati

添字，部分参照範囲外チェック -DebugCompati

データ例外検出機能 -DebugData

テストデバッグ機能 -TDInf

カバレージ機能 -CVInf

添字の繰り返し回数の範囲外チェック -DebugRange

デバッグ行の利用 -DebugLine
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35.2　異常終了時要約情報リスト
COBOL2002では，プログラムが異常終了した場合に原因を究明するための情報を，異
常終了時要約情報リストとして出力できます。

異常終了時要約情報リストを出力するには，COBOLプログラムのコンパイル時に
-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRangeのどれかのオプションを指定してください。

ただし，COBOLプログラム実行時の初期処理，または終了処理中にエラーが発生した
場合は，異常終了時要約情報リストが出力されない場合があります。

35.2.1　異常終了時要約情報リストの内容
異常終了時要約情報リストに出力される情報を，次に示します。

なお，次の説明中の「行番号」とは，コンパイルリストに示された行番号のことを指し
ます。

最終実行文情報

異常終了したプログラムの名称※，コンパイル日時，行番号，欄が出力されます。

注※
プログラムの名称には，プログラムの種類によって次のどれかが表示されます。
• 関数名
• クラス名／メソッド名
• プログラム名

呼び出し元プログラムトレース
CALL文または INVOKE文で呼び出されたプログラム（内側のプログラムと最外側
のプログラムの呼び出しも含む）で異常終了した場合，呼び出し元のプログラムの

名称※と CALL文または INVOKE文の行番号が出力されます。

注※
プログラムの名称には，プログラムの種類によって次のどれかが表示されます。
• 関数名
• クラス名／メソッド名
• プログラム名

シグナル種別
シグナルの種別とその意味が出力されます。シグナル種別については，「35.9　シグ
ナル」を参照してください。

トレースバック情報（-DebugInf,Traceオプション指定時だけ出力）

異常終了するまでに実行の対象となったプログラムの名称※と行番号が出力されま
す。詳細は，「35.2.2　トレースバック表示」を参照してください。
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注※
プログラムの名称には，プログラムの種類によって次のどれかが表示されます。
• 関数名
• メソッド名
• プログラム名

出力例
異常終了時要約情報リストの出力例を，次に示します。

1.異常終了時要約情報リストの先頭に出力されるリストヘッダの内容を次に示しま
す。

COBOL2002
COBOL2002を示します。

（c）
COBOL2002の稼働システム識別を示します。詳細は「はじめに」を参照して
ください。

VV-RR
COBOL2002のバージョン番号を示します。

YYYY-MM-DD
異常終了したプログラムの実行日付（年 -月 -日）を示します。

HH:MM:SS
異常終了したプログラムの実行時刻（時 :分 :秒）を示します。

2.-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRangeのどれかのオプションを指定した場合，最終実行文情報，および
CALL文または INVOKE文のトレース情報が出力されます。
3.-DebugInf,Traceオプションを指定した場合，トレースバック情報が出力されま
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す。

注意事項
最適化によって，最終実行文情報の行番号に数行のずれが発生したり，0になるこ
とがあります。正しい行番号／欄の情報を出力するには，コンパイル時に
-Optimize,0オプションを指定して最適化を抑止する必要があります。

35.2.2　トレースバック表示
-DebugInf,Traceオプションを指定してコンパイルしたプログラムでは，異常終了時要約
情報リストにトレースバック情報が出力されます。

トレースバック情報には，異常終了するまでに実行の対象となったプログラムの名称と

次の行番号※が出力されます。

• PROCEDURE DIVISIONまたは ENTRY文の行番号※

• 実行された手続きの名称が書かれた行の行番号※

• IF文などで分岐したあと，最初に実行した文の行番号※

出力される行番号※は 1プログラム当たり最大 240個です。

注※
行番号は，コンパイルリストに示された番号です。

トレースバック情報は，次の例の点線で示した矢印のように追跡して出力されます。こ
の例では，プログラム SUBPRG1は実行済みであってもトレースバック情報の対象には
なりません。

（トレースバック情報出力範囲の例）
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35.2.3　異常終了時要約情報リストの出力先
異常終了時要約情報リストの出力先は，環境変数 CBLABNLSTで指定します。

環境変数の指定例を次に示します。

形式
CBLABNLST=/users/abend.lst
export CBLABNLST

規則
• ファイルは，絶対パス名で指定します。
• 指定したファイルがすでにある場合は，ファイルの最後にリストが追加されます。
ファイルがない場合は，ファイルが新規に作成されます。

• 複数のプロセスから同時に一つのファイルに対して異常終了時要約情報リストを
出力した場合，動作は保証しません。このため，環境変数 CBLABNLSTで指定す
る異常終了時要約情報リストの出力先は，プロセスごとに異なるファイルとなる
ようにしてください。

• 環境変数 CBLABNLSTの指定がない場合，異常終了時要約情報リストは，標準エ
ラー（stderr）に出力されます。

• また，環境変数に値を設定していない場合（"CBLABNLST="だけを指定した場
合），ファイルは出力されません。

35.2.4　プログラム混在時のリストの内容
次のように種類の異なるプログラムが混在していると，出力される異常終了時要約情報
リストの内容が異なります。

• デバッグ用オプション（-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，
-DebugData，-TDInf，-CVInf，または -DebugRange）を指定したプログラムと指定
しないプログラムが混在している場合

• COBOL以外のプログラムが混在している場合

プログラムが混在している場合に出力される異常終了時要約情報リストの内容を次に示
します。

表 35-2　プログラム混在時の異常終了時要約情報リストの内容

異常終了したプログラム 異常終了前の状態

-DebugInf,Trace指定
のプログラムがすでに

動作している

デバッグ用オプション
指定のプログラムがす
でに動作している

デバッグ用オプション
指定のプログラムがま
だ動作していない

デバッグ用オプションの
どれかを指定したプログ
ラム

○※ 1 × ×
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（凡例）
○：異常終了時要約情報リスト中にトレースバック情報を含む
×：異常終了時要約情報リスト中にトレースバック情報を含まない

注※ 1
リストは，異常終了したプログラムよりも前に制御が渡っている -DebugInf,Trace指定のプロ
グラムから出力されます。

注※ 2
リストは，異常終了したプログラムよりも前に制御が渡っている -DebugInf，-DebugCompati，
-DebugData，-TDInf，-CVInf，または -DebugRange指定のプログラムから出力されます。

-DebugInf,Traceを指定
したプログラム

○ ○ ○

デバッグ用オプション指
定のないプログラム，ま
たは Cなどの他言語プ
ログラム

×※ 1 ×※ 2 リストは出力されな
い。

異常終了したプログラム 異常終了前の状態

-DebugInf,Trace指定
のプログラムがすでに

動作している

デバッグ用オプション
指定のプログラムがす
でに動作している

デバッグ用オプション
指定のプログラムがま
だ動作していない
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35.3　データ領域ダンプリスト
COBOL2002では，プログラムが異常終了したときのデータ領域の状態を，データ領域
ダンプリストとして出力できます。

データ領域ダンプリストを出力するには，COBOLプログラムのコンパイル時に
-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRangeのどれかのオプションを指定してください。

HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で，COBOLプログラムの翻訳時に
-SrcList,xxxxx,DataLocオプション※を指定して，コンパイルリスト（原始プログラム
リスト）にデータ項目の相対位置を表示させた場合，データ領域中の各データ項目の相
対位置がわかるため，データ領域を効率良く参照できます。

注※
xxxxxには，OutputAll，CopyAll，CopySup，NoCopyのどれかを指定します。

なお，相対位置の表示については，「31.5.13　リスト出力の設定」の「（1）-SrcListオプ
ション」および「付録 C.2　リストの見方」の「（4）相対位置表示時の原始プログラム
リスト（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。

35.3.1　データ領域ダンプリストの内容
（1） データ領域ダンプの出力条件

データ領域ダンプの出力の対象となるプログラムを次に示します。

• 1回以上実行され，かつ，異常終了の時点で CANCEL文で取り消されていないプロ
グラム（INITIAL句の指定がない場合）

• 異常終了の時点で動作中であった COBOLプログラム（INITIAL句の指定がある場
合）

• 1回以上実行された利用者定義関数
• 異常終了した時点で動作中のメソッド
• 異常終了したメソッドを含むクラス

（2） 出力される内容

データ領域ダンプリストに出力される情報を，次に示します。

• 異常終了までに実行された COBOLプログラム名※と，定義されているデータの内容
• EXTERNAL句を指定したファイル名とレコード領域の内容
• EXTERNAL句を指定したデータ名とデータの内容

注※
プログラムの名称には，プログラムの種類によって次のどれかが表示されます。
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• 関数名
• クラス名／メソッド名
• プログラム名

これらのリストは，それぞれの領域の先頭を 0としたデータの相対的な位置と内容をダ
ンプ形式で出力したものです。

（3） 出力例

（a）プログラムで定義されたデータ領域の出力例

注
同一内容の行が続く場合は，「LINE(S)位置　SAME AS ABOVE」が表示されます。

このリスト中のプログラム名は，PROGRAM-ID段落に書かれたプログラム名です。
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（b）EXTERNAL句を指定したファイルのレコード領域の出力例

このリスト中のファイル名は，SELECTの直後に書かれたファイル名です。

（c） EXTERNAL句を指定したデータ領域の出力例

このリスト中のデータ名は，EXTERNAL句を指定した 01レベルのデータ名を示しま
す。位置と内容の部分は，データの先頭を 0とした相対的な位置と内容をダンプ形式で
示したものです。

35.3.2　データ領域ダンプリストの出力先
データ領域ダンプの出力先は，環境変数 CBLDDUMPで指定します。環境変数の指定例
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を次に示します。

 
CBLDDUMP=/users/data.dmp
export CBLDDUMP
 

ファイルは，絶対パス名で指定します。

指定したファイルがすでにある場合は，ファイルの最後にリストが追加されます。ファ
イルがない場合は，ファイルが新規に作成されます。

環境変数の指定がない場合，および値を設定しなかった場合（"CBLDDUMP="だけを指
定した場合），リストは出力されません。
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35.4　データ領域ダンプリスト出力情報の選択
データ領域ダンプリストを出力する場合，プログラムの構成によっては，多量のリスト
が出力されることがあります。

リストが多量に出力されると，データ領域を参照するときに，該当する領域を探すのが
困難だったり，エディタで編集できなかったりする場合があります。

出力するリストの情報を選択するためには，環境変数 CBLDMPPGMNまたは環境変数
CBLDMPLEVELを使用します。

なお，環境変数 CBLDMPPGMNと環境変数 CBLDMPLEVELは，組み合わせても使用
できます。

（1） 環境変数の設定

（a）CBLDMPPGMN

形式
 
CBLDMPPGMN=プログラム名称〔:プログラム名称〕
 

規則
• プログラム名称には，データ領域ダンプリストのプログラムで定義されたデータ
領域（EXTERNAL句指定以外）の情報で，出力したいプログラムのプログラム
名称を指定します。

• 複数のプログラム名称を指定する場合は，コロン（:）で区切ります。
• プログラム名称の直前に空白文字を入れてはいけません。

使用例
 
CBLDMPPGMN=SAMPLE1:SAMPLE5
export CBLDMPPGMN
 

プログラム名称が SAMPLE1と SAMPLE5の情報だけを出力します。

（b）CBLDMPLEVEL

形式
 
CBLDMPLEVEL = ｛1｜2｝
 

規則
• 1を指定した場合は，プログラムで定義されたデータ領域（EXTERNAL句指定以
外）の情報だけを出力します。

• 2を指定した場合は，EXTERNAL句指定ファイルのレコード領域と EXTERNAL
句指定のデータ領域の情報だけを出力します。
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注意事項
上記以外の値が指定された場合や，これらの環境変数の指定がない場合は，データ
領域ダンプリストの出力情報の選択はできません。

（2） 環境変数の組み合わせによるデータ領域ダンプリストの出力情報の設定

環境変数 CBLDMPPGMN，CBLDMPLEVELの組み合わせによる出力情報の内容を，
次に示します。

表 35-3　環境変数の組み合わせによるデータ領域ダンプリストの出力内容

出力情報の内容

Ａ
プログラムで定義されたデータ領域（EXTERNAL句指定以外）の情報をすべ
て出力します。

Ｂ
EXTERNAL句指定ファイルのレコード領域，および EXTERNAL句指定の
データ領域の情報を出力します。

Ｃ
プログラムで定義されたデータ領域（EXTERNAL句指定以外）の情報を指定
されたプログラム名についてだけ出力します。

なお，Ｂだけ出力する場合でも，プログラムで定義されたデータ領域
（EXTERNAL句指定以外）出力時のヘッダ情報は出力されます。ただし，Ａ，Ｃだ
け出力する場合は，EXTERNAL句指定ファイルのレコード領域，または
EXTERNAL句指定のデータ領域出力時のヘッダ情報は出力されません。
リスト出力のプログラム名は，プログラムの種類によって，次のどれかとなります。
• 関数名
• クラス名／メソッド名
• プログラム名

（3） 出力例

次に，環境変数 CBLDMPPGMNまたは CBLDMPLEVELを指定して出力したデータ領
域ダンプリストの出力例を示します。

環境変数 CBLDMPPGMN 環境変数 CBLDMPLEVEL

　 指定なし 指定あり

　 　 １ ２

指定なし Ａ，Ｂ Ａ Ｂ

指定あり Ｃ，Ｂ Ｃ Ｂ
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（a）CBLDMPPGMN=SUBPRG1かつ CBLDMPLEVEL=1を指定した場合
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（b）CBLDMPLEVEL=2だけを指定した場合

なお，上記のリストでは，印刷すると 1.および 2.で改ページされます。
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35.5　プログラム間整合性チェック
引数および返却項目を利用してプログラム間の連絡をする場合，呼び出し元プログラム
と呼び出し先プログラムの引数および返却項目の形式が異なると，プログラムが異常終
了したり，不正な動作をしたりすることがあります。COBOL2002では，
-DebugCompatiまたは -TDInfオプションを指定すれば，プログラム間の引数および返
却項目の整合性をチェックできます。

なお，COBOL2002では，プログラム間整合性チェックよりも，例外名
EC-PROGRAM-ARG-MISMATCHでの引数と返却項目の適合チェックの使用を推奨し
ます。引数と返却項目の適合チェックの詳細は，マニュアル「COBOL2002　言語　標
準仕様編　10.7 引数と返却項目の適合」を参照してください。

35.5.1　整合性チェックの内容
-DebugCompatiまたは -TDInfオプションを指定すると，次の項目についてプログラム
間の整合性をチェックできます。

• 引数の長さ
• 引数の個数
• 引数の属性（BY REFERENCE，BY CONTENT，BY VALUE）
• 返却項目の長さ

コンパイラオプションと整合性チェックの関係
呼び出し元プログラム，呼び出し先プログラムのコンパイル時に指定したオプショ
ンと，整合性チェックの関係を次に示します。

（凡例）
○：整合性チェックが行われる
△：テストデバッガを使用したデバッグ時だけ，整合性チェックが行われる
×：整合性チェックは行われない

規則
プログラム間の整合性チェックに関する規則を次に示します。
• 整合性チェックでプログラム間で受け渡す引数および返却項目に矛盾がある場合
は，メッセージが出力され，プログラムが異常終了します。
ただし，-DebugCompatiオプションの指定がないプログラムをテストデバッグす

呼び出し先 呼び出し元

-DebugCompati -TDInf -DebugCompati，-TDInfなし

-DebugCompati ○ △ ×

-TDInf △ △ ×

-DebugCompati，-TDInfなし × × ×
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る場合は，環境変数 CBLPRMCHKWに YESを指定すると処理を続行できます。
また，環境変数 CBLPRMCHKWに NOCHKを指定すると，-DebugCompatiオ
プション指定時およびテストデバッグ時に，プログラム間整合性チェックで不整
合があってもエラーとしないで，処理を続行できます。詳細は，「35.5.2　整合性
チェックの警告エラー出力」を参照してください。

• 整合性をチェックするのは，CALL文で COBOLプログラムを呼び出すときで，
実行時にチェックします。

• CALL定数で内側のプログラムを呼び出すときは，コンパイル時に整合性を
チェックします。

• COBOLプログラムと Cプログラムとの間のチェックはしません。
• 引数が可変長項目のとき，引数の長さはチェックしません。
• -Main,System，-Main,V3オプションを指定したプログラムに対しては，引数の
長さ，引数の個数をチェックしません。

• -SimMainオプションを指定した実行可能ファイルで，最初に制御が渡るプログラ
ムでの引数チェックはしません。

• BY VALUE指定の浮動小数点項目は，送り出し側作用対象と受け取り側作用対象
で同じ属性でなければなりません。属性が異なる場合，整合性チェックでエラー
となります。

• -DebugCompatiオプションを指定すると，一部の例外名に対する TURN指令が
無効となります。詳細は「21.8.2　例外検出での注意事項」の「（4）コンパイラオ
プションとの関連性」を参照してください。

35.5.2　整合性チェックの警告エラー出力
プログラム間の引数および返却項目に矛盾があっても，整合性エラーとしないでテスト
デバッグを実行したい場合，環境変数 CBLPRMCHKWを指定します。

形式
CBLPRMCHKW =｛NOCHK｜YES｝
export CBLPRMCHKW

規則
• 環境変数 CBLPRMCHKWに NOCHKを指定した場合
プログラム間の引数および返却項目について，整合性がチェックされません。こ
の場合，プログラム間の引数および返却項目に不整合があっても異常終了しない
で，メッセージも出力されません。
-DebugCompatiまたは -DebugRangeオプションを指定したプログラムでも，プ
ログラム間の引数および返却項目に不整合があっても異常終了しないで，メッ
セージも出力されません。ただし，プログラム間の引数および返却項目の整合性
チェック以外のチェック（繰り返し回数の範囲チェックなど）は，実行されます。

• 環境変数 CBLPRMCHKWに YESを指定した場合
-DebugCompatiまたは -DebugRangeオプションを指定しないプログラムのテス
トデバッグ中に，プログラム間の引数および返却項目に関するエラーが発生した
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ときには，警告メッセージが出力され実行が継続されます。
-DebugCompatiまたは -DebugRangeオプションを指定したプログラムでは，環
境変数 CBLPRMCHKWに YESを指定しても無効となり，エラー発生時にはメッ
セージが出力され異常終了します。

• YES，または NOCHK以外の文字を指定した場合は，この環境変数の指定は無効
になります。

注意事項
• この環境変数を指定した場合，引数および返却項目の矛盾した領域に対して不当
な値を設定したり，不当な領域を参照したりすると，異常終了やシステムダウン
することがあります。また，引数および返却項目に次のような矛盾があるプログ
ラム間で，データを受け渡しする場合はプログラムの見直しが必要です。
・RETURNING指定ありと，指定なしが混在している
・USING指定のデータ項目数が異なる
・データ項目の長さが 8バイトを超えるデータと 8バイト以下のデータとで受け
渡しする

• この環境変数の指定は，引数が不一致の場合の COBOLの動作を保証するもので
はありません。
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35.6　添字，指標の繰り返し回数，制御変数
チェック

-DebugCompatiまたは -DebugRangeオプションを指定してコンパイルしたプログラム
の実行時，次のエラーが検出されると，メッセージが出力され，実行が中止します。

（1） -DebugCompatiオプション指定時
• 表操作で使用する添字または指標名が指す表要素が表の範囲外である。
• 部分参照の指定がデータ項目の範囲外である。
• プログラム間で整合性が取れていない。

（2） -DebugRangeオプション指定時
• 表操作で使用する添字または指標名の値が各次元の繰り返し回数の範囲外である。
• 部分参照の指定がデータ項目の範囲外である。

（3） 注意事項
• -DebugCompatiまたは -DebugRangeオプションを指定すると，一部の例外名に対す
る TURN指令が無効となります。詳細は「21.8.2　例外検出での注意事項」の「（4）
コンパイラオプションとの関連性」を参照してください。

• COBOL2002では，-DebugCompatiまたは -DebugRangeオプションよりも，例外名
EC-BOUND-REF-MOD，または EC-BOUND-SUBSCRIPTでの，添字，指標の繰り
返し回数，制御変数チェックの使用を推奨します。
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35.7　データ例外検出機能
-DebugDataオプションを指定してコンパイルしたプログラムを実行したとき，格納値と
データ項目の属性とがチェックされます。チェックされるのは，次の外部または内部 10
進項目です。格納値がデータ項目の属性と矛盾している場合，データ例外エラーとなり
ます。

• 転記の送り出し側作用対象（受け取り側作用対象が 2進項目の場合だけ）
• 算術式の作用対象
• 比較の作用対象
• 添字
• 部分参照の最左端位置と長さ

データ例外が検出されると，エラーメッセージが出力され，プログラムが異常終了しま
す。
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35.8　コアダンプの出力
-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRangeオプションのどれかを指定してコンパイルしたプログラムが異常終了した
とき，通常はコアダンプは出力されません。コアダンプが出力されるためには，環境変
数 CBLCOREに 1を設定します。環境変数 CBLCOREの形式を次に示します。

形式
 
CBLCORE=1
 

規則
1以外の値を設定したときは，コアダンプが出力されません。

注意事項
システムの coreファイルサイズの設定値が 0になっている場合，coreファイルが出
力されません。システムのマニュアルなどで必要な設定値をご確認ください。
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35.9　シグナル

（1） COBOLが登録するシグナル

シグナルとは，ハードウェア，およびソフトウェアで発生する割り込みのことです。
COBOLでは，-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，
-CVInf，-DebugRangeオプションのどれかを指定してコンパイルしたプログラムを実行
する場合，次に示すシグナルを登録します。

• SIGILL（無効な命令）
• SIGIOT（abortによる異常終了）
• SIGEMT（EMT命令）(HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，

Solaris(SPARC)で有効 )
• SIGFPE（浮動小数点例外，算術演算エラー）
• SIGBUS（バスエラー）
• SIGSEGV（セグメンテーション違反）

なお，マルチスレッド対応 COBOLプログラムでは，さらに次の二つが追加されます。
これらは，システムのシグナルではなく，異常終了時要約情報リストに表示されるシグ
ナル種別です。

• RUNTIME ERROR（実行時エラーの発生） 
• CBLABN（CBLABNサービスルーチンの呼び出し） 

COBOL以外のプログラムで上記シグナルを登録した場合，異常終了時の結果を保証で
きない場合があります。詳細は，「19.1　C言語との連携」を参照してください。

上記シグナルが発生した原因として，代表的なものを次に示します。

• 添字，または指標の値が OCCURS句で定義した範囲を超えた場合
• 部分参照で一意名の範囲を超えて参照した場合
• 呼び出すプログラムと呼び出されるプログラムとで引数の属性，長さ，数が不一致で
ある場合

• COBOL実行時エラーの発生，CBLABNサービスルーチンの呼び出し，または
COBOLプログラム以外 abortシステムコールを発行した場合

また，-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRangeオプションのどれかを指定してコンパイルされた COBOLプログラムに，
一度以上制御が渡り，上記のシグナル発生によって異常終了した場合，COBOLの戻り
値は 1になります。

割り込み発生条件が，COBOLによって変更されることはありません。
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（2） シグナルの登録と回復

-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRangeオプションと -MultiThreadオプション（マルチスレッド対応 COBOLプ
ログラム）指定によるシグナルの登録と，COBOLプログラム終了時のシグナルの回復
について，次に示します。

（凡例）
－：該当しない

注※ 1
-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRangeオプションを指定しないプログラムだけが動作した場合です。

注※ 2
-MultiThreadオプションを指定しないマルチスレッド非対応の COBOLプログラムだけが動作
した場合です。

注※ 3
-DebugInf，-DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRangeオプション指定プログラムが初めて動作したときに COBOLがシグナルを登録
し，COBOLプログラム終了時シグナルが回復します。

（3） シグナルの登録と回復の注意事項

（a）COBOLがシグナルを登録する場合
• プログラム実行中にシグナルが発生したとき，COBOLは異常終了を通知する

COBOLのメッセージ，および異常終了時要約情報リストを出力して，マルチスレッ
ド対応 COBOLプログラム動作時はスレッドを終了します。マルチスレッド対応

コンパイラオプション COBOLのシグナル登録／回復

-DebugInf
-DebugInf,Trace
-DebugCompati

-DebugData
-TDInf
-CVInf

-DebugRange

-MultiThread シグナル登録 シグナル回復

あり
　

あり
　

登録あり
シグナルは，すべてのス
レッドで有効

回復なし
　

　 なし※ 2 登録あり 回復あり

なし※ 1 － 登録なし －

あり／なしが混在
　

あり
　

登録あり
シグナルは，すべてのス
レッドで有効

回復なし
　

　 なし※ 2 登録あり※ 3 回復あり※ 3
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COBOLプログラム以外ではプロセスを終了します。
• COBOLプログラム以外でシグナルを登録し，その後，COBOLが同じシグナルを登
録するとき，COBOLがシグナルを回復しないかぎり，先に登録していたシグナルの
アクションには従いません。

（b）COBOLがシグナルを登録しない場合
• プログラム実行中にシグナルが発生しても，異常終了を通知する COBOLのメッセー
ジ，および異常終了時要約情報リストは出力されません。プログラムの終了方法はシ
ステムに依存します。

• COBOLプログラム以外でシグナルを登録している場合は，登録時のアクションに従
います。

（c）COBOLがシグナルを回復する場合
• COBOLプログラムの終了時，COBOLは登録したシグナルを COBOLプログラム実
行前の状態に回復します。

• CBLENDサービスルーチン呼び出し後，シグナルは COBOLプログラム実行前の状
態に回復しています。サービスルーチンの詳細は，「28　サービスルーチン」を参照
してください。

（d）COBOLがシグナルを回復しない場合
• COBOLプログラムの終了，または CBLENDサービスルーチン呼び出し後，COBOL
はシグナルを回復しません。

• COBOLプログラム以外でシグナルを登録し，その後，COBOLが同じシグナルを登
録するとき，先に登録していたシグナルの動作には従いません。

（e）マルチスレッド対応 COBOLプログラムの場合
• 登録したシグナルは，すべてのスレッドで有効となります。
• COBOLプログラムの終了時，COBOLは登録したシグナルを回復しません。このた
め，CBLENDサービスルーチン呼び出し後でも，シグナルは COBOLが登録した状
態です。

• シグナルの動作は，プロセス内のすべてのスレッドに影響があります。
このため，次の順でシグナルが発生した場合，COBOLはシグナルをとらえ，異常終
了を通知する COBOLのメッセージを出力してシグナルが発生したスレッドを終了し
ます。
1. スレッドで，-DebugInfオプション指定のプログラムを実行した。
2. 1.以降，-DebugInfオプション指定のプログラムが動作していない別スレッドでシ
グナルが発生した。 

（f） COBOL以外のプログラムでのシグナル登録（ユーザの設定）
• COBOLプログラムの呼び出し終了後，シグナル発生時の動作を規定する必要がある
ときは，COBOL以外のプログラムでシグナルの再登録を行ってください。

• -DebugInfオプションを指定したプログラムが実行されたときに COBOLが登録する
シグナルが，COBOL以外のプログラムで登録するシグナルに影響があるときは，プ
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ログラムの制御を変更するか，または -DebugInfオプションを指定しなければ回避で
きます。

（4） プロセスの終了

異常終了時要約情報リストを出力後，プロセスは終了コード１で終了します。

（5） プログラム実行時にシグナル登録しない環境変数 CBLEXCEPT

この環境変数に NOSIGNALを指定すると，デバッグ用コンパイラオプション
-DebugInf, -DebugInf,Trace，-DebugCompati，-DebugData，-TDInf，-CVInf，
-DebugRange のどれかを指定したプログラムの実行中にシグナル登録をしません。

このため，異常終了要因となるシグナルが発生しても，デバッグ情報は出力しません。
終了方法は，制御プログラムの終了処理に依存します。

制御プログラムの終了処理を次に示します。

• NOSIGNALを指定した場合，セグメンテーション違反など，シグナルの発生により
異常終了したとき，メッセージ，および異常終了時要約情報リストなどは出力されま

せん。このとき，coreファイルが出力されます※ので，coreファイル，実行可能ファ
イルからシステムデバッガ (xdbや dbxなど )のトレース情報を採取してください。
また，ユーザプログラムで例外処理（シグナル登録）があれば，ユーザプログラムに
制御が移ります。
なお，ミドルソフトウェアなどで，この例外処理を実装している場合もありますので，
異常終了時の出力情報を確認してください。

• NOSIGNALの指定をしても，COBOL実行時エラーメッセージを出力して異常終了
する場合は，従来と同じ動作となり，デバッグ用コンパイラオプションを指定したプ
ログラムでは，メッセージ，および異常終了時要約情報リストが出力されます。

• この環境変数を指定しない場合は，従来と同様に，COBOLがシグナルを登録し，シ
グナル発生時はデバッグ情報を出力する動作となります。

• この環境変数を指定しても実行性能への影響はありません。

注※
システムの coreファイルサイズの設定値が 0になっている場合，coreファイル
が出力されません。システムのマニュアルなどで必要な設定値をご確認ください。
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35.10　テストデバッグ機能
テストデバッガは，TDコマンドなどでプログラムの実行を制御しながらプログラムをテ
ストしたり，テバッグしたりする機能です。テストデバッガで，プログラムの実行を実
行文単位に中断し，データ項目に対して値を表示，代入，比較してデバッグできます。
また，未完成のプログラムをテストできます。

テストデバッガには，ラインモードとバッチモードの二つの方法があります。

ラインモードでは，TDコマンドを入力することによって，対話的にテストしたり，デ
バッグしたりできます。ラインの入出力だけなので，応答の速いテストデバッグができ
ます。

バッチモードでは，あらかじめ，実行したい TDコマンドをファイルにまとめて記述し
ておき，そのファイルを入力して起動することによって，一括してテストデバッグを実
行する方法です。TDコマンドを記述したファイルを指定した起動コマンドを入力する
と，ファイルに記述された TDコマンドを一括して実行します。一度実行を開始すれば，
利用者の操作を必要としないので，効率良く大量のプログラムがテストできます。

テストデバッグ機能の詳細については，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作
編」を参照してください。

（1） デバッグ機能
•  実行プログラムの中断
プログラムの実行を実行文単位に中断し，データの代入などができます。

• 実行の制御
設定した中断点などに基づき実行できます。機能の概要についてはマニュアル
「COBOL2002　使用の手引　操作編」を参照してください。
• データの操作

COBOLプログラムのデータに対して，値の表示，値の代入，比較ができます。

（2） テスト機能

未完成のプログラムを単体でテストできます。呼び出し元のプログラム，呼び出し先の
プログラム，ファイル，または DC（データコミュニケーション）を，TDコマンドに
よってシミュレーションできます。
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35.11　カバレージ機能
カバレージを使用して，テスト終了後，C0メジャー，C1メジャー，未実行文情報など
のカバレージ情報を集計して表示できます。カバレージ情報を確認することでテストの
進捗状況や性能を数値で把握できます。カバレージには，テストの進捗状況を定量的に
表すカバレージ情報，文の実行回数をカウントするカウント情報の表示機能があります。

カバレージの方法には，バッチモードがあります。

バッチモードでは，起動コマンドの指示によって，カバレージの機能を操作できます。
プログラムからカバレージを連動実行させ，一括してカバレージの蓄積およびカウント
情報を表示することもできます。一度実行を開始すれば，利用者の操作を必要としない
ので，効率良く大量のプログラムのカバレージ情報の蓄積ができます。

カバレージ機能の詳細については，マニュアル「COBOL2002　使用の手引　操作編」
を参照してください。

（1） カバレージ情報の表示

カバレージ情報は，テストによって実行された手続き文の割合です。計画したテスト内
容に従って，プログラムに記述した手続き文がテスト実行されたかどうかを把握でき，
テスト工程の進捗度を判定できます。

実行されたテストプログラムの文はカバレージ情報としてプログラム情報ファイルに記
憶されます。プログラム情報ファイルに蓄積されたカバレージ情報は，次の形式で表示
できます。

• 翻訳単位ごとに実行された文の割合を，文・分岐・呼び出し文ごとに示す。 
• ソース原文を表示して実行が済んだ文と実行されていない文を示す。 
• 原始プログラムの修正によって変更された差分に対するカバレージ情報を示す。 

さらに，蓄積したカバレージ情報をクリアする，別の環境で蓄積したカバレージ情報を
マージするなどの機能があります。

（2） カウント情報の表示

テスト実行させたプログラムの文の実行回数を表示します。繰り返し実行される文の実
行回数や，呼び出すプログラムの実行回数も計測できるため，プログラムの実行性能を
把握できます。このカウント情報を基にして，改善の施策を検討できます。
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第 14編　64bitアプリケーションの作成

36　64bitアプリケーションの作
成
この章では，UNIX64 COBOL2002について説明します。

36.1　UNIX64 COBOL2002について

36.2　COBOLソースの作成とコンパイル

36.3　プログラムの実行

36.4　実行可能ファイルと共用ライブラリの作成
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36.1　UNIX64 COBOL2002について

UNIX64 COBOL2002では，ポインタサイズの 64bit化に対応しています。

ここでは，UNIX64 COBOL2002の機能について説明します。

36.1.1　使用できない機能
ここでは，UNIX64 COBOL2002で使用できない機能について説明します。

（1） 機能

UNIX64 COBOL2002では使用できない機能を次に示します。

表 36-1　UNIX64 COBOL2002で使用できない機能

機能名 OS 説明

HP-UX
(IPF64)

AIX
(64)

Linux
(x64)

Linux
(IPF64)

画面節（SCREEN 
SECTION）による画
面操作

○ ○ × × 画面節（SCREEN 
SECTION）を使用して
画面の入出力をします。

画面節（WINDOW 
SECTION）による画
面操作

○ ○ × × 画面節（WINDOW 
SECTION）を使用して
画面の入出力をします。

バイトストリーム入出
力サービスルーチン

○ × × × COBOLのレコード定義
に依存しないで，Cプロ
グラムなどで作成したバ
イナリファイルの入出力
をするサービスルーチン
です。

XMAP3を使用した書
式印刷機能

× × × × 書式と行データを重ね合
わせる印刷（書式オーバ
レイ印刷）や，印刷制御
付きの行データを印刷し
ます。

リモートファイルアク
セス機能

× × × × 接続されているほかの
ワークステーションや
PC上にある，ISAMを
使用する索引編成ファイ
ルにアクセスします。

通信節による画面操作 × × × × ディスプレイとの間で画
面データを送受信したり，
プリンタに帳票データを
送信したりします。
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（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

（2） サービスルーチン

UNIX64 COBOL2002では使用できないサービスルーチンを次に示します。

データコミュニケー
ション機能

× ○ ○ ○ オンラインコントロール
プログラムを経由して，
端末，ファイル，または
ほかのプログラムとメッ
セージを受け渡します。

CGIプログラム作成支
援機能

× × × × COBOL2002で作成した
プログラムを CGIプログ
ラムとして利用するため
の機能です。

Unicode機能 × ○ ○ × COBOLが扱うデータを
Unicodeとして扱うこと
で，プログラム間および
ファイル入出力では，
Unicodeでやり取りをす
る機能です。

数字項目のけた拡張機
能

○ × ○ × 数字項目（外部 10進項
目，内部 10進項目）お
よび数字定数で扱えるけ
た数の上限を 18けたか
ら 38けたに拡張する機
能です。

XML連携機能 × × × × COBOLプログラムから，
XMLデータを COBOL
のレコードとして入出力
します。

Cosminexus連携機能 ○ × ○ ○ 日立アプリケーション
サーバ Cosminexusの
Javaアプリケーションか
ら，COBOLプログラム
を JavaBeansまたは
EJBとして呼び出しま
す。

機能名 OS 説明

HP-UX
(IPF64)

AIX
(64)

Linux
(x64)

Linux
(IPF64)



36.　64bitアプリケーションの作成

914

表 36-2　UNIX64 COBOL2002で使用できないサービスルーチン

サービスルーチン名 OS 説明

HP-UX
(IPF64)

AIX
(64)

Linux
(x64)

Linux
(IPF64)

CBLADDPAIR × × × × CGIリストの最後に「名
前」と「値」の対を追加
します。

CBLCGIINIT × × × × 受け取ったフォーム情報
から CGIリストを作成し
ます。

CBLCGITRACE × × × × CGIプログラムの作成を
支援します。サービス
ルーチンのトレース情報
をファイルに出力します。

CBLCONVERTTEXT × × × × テキスト文字列を実体参
照形式に変換し，出力し
ます。

CBLCREATELIST × × × × CGIリストを新たに作成
します。

CBLDELETEPAIR × × × × CGIリストの現在のポイ
ント位置の「名前」と
「値」の対を削除します。

CBLDESTROYLIST × × × × CGIリストを削除し，領
域を解放します。

CBLDISPLAYTEXT × × × × テキスト文字列を出力し
ます。

CBLENDREPEAT × × × × CGIリストに，HTML拡
張言語の REPEATで終
端を認識する終端インジ
ケータを追加します。

CBLFILLTEMPLATE × × × × HTMLテンプレートをイ
ンタプリットし，動的な
Webページを出力しま
す。

CBLFINDNEXTPAIR × × × × CGIリストの，次のポイ
ント位置から「名前」を
キーにして検索し，「値」
を取得します。

CBLFINDPAIR × × × × CGIリストの先頭ポイン
ト位置から「名前」で検
索し，「値」を取得しま
す。

CBLGETENV × × × × 環境変数の値を取得しま
す。



36.　64bitアプリケーションの作成

915

（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

36.1.2　UNIX64 COBOL2002固有の言語仕様
UNIX64 COBOL2002では，ポインタサイズの 64bit化に対応しました。そのため，
UNIX64 COBOL2002に対応する COBOL2002の言語仕様にも一部変更があります。こ
こでは，UNIX64 COBOL2002固有の言語仕様について説明します。

（1） アドレス系データを表現するデータ項目

長さが 8バイトになるアドレス系データを表現するデータ項目を，次に示します。これ
らの項目の自然な境界は 8バイトです。SYNCHRONIZED句を指定してけた詰めする場

CBLGETPAIR × × × × CGIリストの現在のポイ
ント位置から「名前」と
「値」の対を取得します。

CBLGETPAIRNEXT × × × × CGIリストの現在のポイ
ント位置から「名前」と
「値」の対を取得し，ポイ
ント位置を進めます。

CBLHTMLBEGIN × × × × HTMLの先頭部分を出力
します。

CBLHTMLEND × × × × HTMLの終端部分を出力
します。

CBLLISTCOUNT × × × × CGIリストから「名前」
と「値」の対の数を取得
します。

CBLPRINTENV × × × × CGI環境変数の値を
HTML形式で出力しま
す。

CBLPRINTLIST × × × × CGIリストの内容を
HTML形式で出力しま
す。

CBLSENDERROR × × × × エラーメッセージを
HTML形式で出力しま
す。

JCPOPUP ○ ○ × × 表形式のデータ項目を主
画面とは別の画面に表示
し，選ばれたブロック番
号をインタフェース領域
に格納します。

サービスルーチン名 OS 説明

HP-UX
(IPF64)

AIX
(64)

Linux
(x64)

Linux
(IPF64)
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合は，8バイト境界になります。

• アドレス名
• アドレスデータ項目
• ポインタ項目
• 指標名
• 指標データ項目
• オブジェクト参照データ項目
• 既定義オブジェクト参照
• ADDRESS OF指定で指定した一意名のアドレス
• 連絡節での BY REFERENCE指定のデータ項目

SYNCHRONIZED句については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　
9.16.78 SYNCHRONIZED句」を参照してください。

けた詰めについては，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　4.4.1(7) 実行用
コードの効率を高めるための項目のけた詰め」を参照してください。

（2） 長さを返す組み込み関数の戻り値

返却値のサイズが 8バイト 2進になる組み込み関数を，次に示します。

• LENGTH関数
• LENGTH OF指定で生成されるデータ領域

LENGTH関数については，マニュアル「COBOL2002　言語　標準仕様編　11.27 
LENGTH関数」を参照してください。

36.1.3　UNIX64 COBOL2002各機能の固有仕様
ここでは，各機能の固有仕様について説明します。

（1） サービスルーチンの引数でのハンドル項目

引数のハンドル項目サイズが 8バイト 2進になるサービスルーチンを，次に示します。

表 36-3　引数のハンドル項目サイズが 8バイト 2進になるサービスルーチン

注※
UNIX64 COBOL2002では，HP-UX(IPF64)で有効です。

サービスルーチン名 参照先

バイトストリーム入出力サービスルーチン※ 15　バイトストリーム入出力サービスルーチン
（UNIX32，HP-UX(IPF64)で有効）
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（2） インタフェース領域中のアドレス格納領域

インタフェース領域中のアドレス格納領域が 8バイトになるサービスルーチンを，次に
示します。

• COBOL入出力サービスルーチン

なお，UNIX64 COBOL2002では，アドレス格納領域が自然な境界の 8バイトになるよ
うに，アドレス格納領域の直前に明示的な境界の調整領域を追加しました。領域につい
ては，「13.3.2　インタフェース領域の形式」を参照してください。

（3） 併合処理のメモリサイズについて

併合処理のメモリサイズについては，アドレス格納領域として使うサイズがUNIX64 
COBOL2002では 8バイトになります。併合処理で使用するメモリサイズの計算式につ
いては，「11.3.2　併合処理のメモリサイズ」を参照してください。
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36.2　COBOLソースの作成とコンパイル

UNIX64 COBOL2002での COBOLソースのコンパイル方法は，UNIX32 COBOL2002
と同じです。しかし，UNIX64 COBOL2002と UNIX32 COBOL2002では使用できるコ
ンパイラオプションの一部が違います。

UNIX64 COBOL2002が使用できるコンパイラオプションについては，「31.5.4　コンパ
イラオプションの一覧」を参照してください。

36.2.1　定義別のコンパイル方法とリポジトリファイル
UNIX64 COBOL2002での定義別のコンパイル方法とリポジトリファイルは，UNIX32 
COBOL2002と同じです。

定義別のコンパイル方法とリポジトリファイルについては，「32　定義別のコンパイル方
法とリポジトリファイル」を参照してください。
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36.3　プログラムの実行
ここでは，プログラムの実行について説明します。

36.3.1　プログラムの実行環境の設定
ここでは，プログラムの実行環境の設定について説明します。

（1） 実行時環境変数の設定方法

UNIX64 COBOL2002での実行時環境変数の設定方法は，UNIX32 COBOL2002と同じ
です。詳細については，「34.3.1　実行時環境変数の設定方法」を参照してください。

（2） 実行時環境変数の一覧

UNIX64 COBOL2002と UNIX32 COBOL2002では使用できる実行時環境変数の一部が
違います。UNIX64 COBOL2002が使用できる実行時環境変数については，「34.3.2　実
行時環境変数の一覧」を参照してください。

36.3.2　プログラムの実行時の注意事項
UNIX64 COBOL2002でのプログラム実行時の注意事項を次に示します。

HP-UX(IPF64)の場合
HP-UX(IPF64) COBOL2002で作成したアプリケーションから CALL文を使用し
て，HP-UX(IPF) COBOL2002で作成した実行可能ファイルを呼び出せます※。た
だし，HP-UX(IPF64) COBOL2002で作成したアプリケーションからは
HP-UX(IPF) COBOL2002で作成した共用ライブラリに含まれるプログラムは呼び
出せません。

注※
HP-UX(IPF64) COBOL2002とHP-UX(IPF) COBOL2002がインストールされ
た環境で実行してください。

Linux(x64)の場合
Linux(x64) COBOL2002で作成したアプリケーションから CALL文を使用して，
Linux(x86) COBOL2002で作成した実行可能ファイルを呼び出せます※。ただし，
Linux(x64) COBOL2002で作成したアプリケーションからは Linux(x86) 
COBOL2002で作成した共用ライブラリに含まれるプログラムは呼び出せません。

注※
Linux(x64) COBOL2002と Linux(x86) COBOL2002がインストールされた環
境で実行してください。

Linux(IPF64)の場合
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Linux(IPF64) COBOL2002で作成したアプリケーションから CALL文を使用して，
Linux(x86) COBOL2002で作成した実行可能ファイル，および共用ライブラリに含
まれるプログラムは呼び出せません。

注
Linux(IPF64) COBOL2002と，Linux(x86) COBOL2002または Linux(x64) 
COBOL2002は同一マシン上にインストールできません。前提となるシステム
が異なります。

AIX(64)の場合
AIX(64) COBOL2002で作成したアプリケーションから CALL文を使用して，
AIX(32) COBOL2002で作成した実行可能ファイルを呼び出せます※。ただし，
AIX(64) COBOL2002で作成したアプリケーションからは AIX(32) COBOL2002で
作成した共用ライブラリに含まれるプログラムは呼び出せません。

注※
AIX(64) COBOL2002と AIX(32) COBOL2002がインストールされた環境で実
行してください。
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36.4　実行可能ファイルと共用ライブラリの作
成

UNIX64 COBOL2002での実行可能ファイルと共用ライブラリの作成の詳細については，
「33　実行可能ファイルと共用ライブラリの作成」を参照してください。

36.4.1　実行可能ファイルと共用ライブラリの作成時の注意
事項

UNIX64 COBOL2002での実行可能ファイルと共用ライブラリの作成時の注意事項を次
に示します。

• 他システムの COBOL2002で作成したファイル（オブジェクト，共用ライブラリ，
アーカイブ）をリンクすることはできません。
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第 15編　Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002での UTF-8
ロケールの対応

37　Linux(x86) COBOL2002，
Linux(x64) COBOL2002での
UTF-8ロケールの対応
この章では，Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) 
COBOL2002を使用する場合の注意事項について説明します。

37.1　Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002について

37.2　コンパイル時の注意事項

37.3　実行可能ファイルと共用ライブラリの作成時の注意事項

37.4　実行時の注意事項
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37.1　Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) 
COBOL2002について

ここでは，Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002の動作環境，使用できる
機能，使用できるサービスルーチンについて説明します。

37.1.1　動作環境
Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002では，UTF-8ロケールだけをサ
ポートしています。

UTF-8ロケールで動作する場合，Unicode機能を前提機能としています。このため，使
用できる機能，日本語項目，および多バイト文字の使用範囲に制限があります。

UTF-8ロケールの詳細については，「付録 A.4　Unicodeの場合」の「（1）UTF-8の動
作環境（Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。Unicode機能の詳細
については，「26　Unicode機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，
Linux(x64)で有効）」を参照してください。

37.1.2　使用できる機能
Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002で使用できる機能については，
「26.5　Unicodeに対応する機能」を参照してください。

37.1.3　使用できるサービスルーチン
使用できるサービスルーチンに制限があります。

使用できるサービスルーチンについては，次の章を参照してください。

サービスルーチン
「28　サービスルーチン」を参照してください。
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37.2　コンパイル時の注意事項
Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002でコンパイルするときの注意事項を
次に示します。

• シフト JISで記述された COBOLソースプログラムだけがコンパイルできます。
UTF-8で記述された COBOLソースはコンパイルできません。

• コンパイル時には，-UniObjGenオプションおよび環境変数 CBLSRCENCODINGに
SJISを指定しなければなりません。
-UniObjGenオプションの詳細は，「31.5　コンパイラオプション」の「31.5.14　そ
の他の設定」の「（17）-UniObjGenオプション（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。コンパイラ環境変数
CBLSRCENCODINGの詳細は，「31.6.3　コンパイラ環境変数の詳細」の「（11）
CBLSRCENCODING（Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。

• ccblコマンドは使用できません。ccbl2002コマンドを使用してください。
• 日本語文字，半角かたかななど，UTF-8で多バイトとなる文字は，言語仕様上，使用
できる個所に制限があります。詳細は，「26.7.2　コンパイル時の制限事項」を参照し
てください。

• 環境変数名，環境変数に設定する値，コマンドライン引数，コンパイル時に使用する
ファイル名，ディレクトリの絶対パス名，およびコンパイルを実行するカレントディ
レクトリの絶対パス名には，UTF-8で多バイトとなる文字は使用できません。詳細
は，「26.7.2　コンパイル時の制限事項」を参照してください。

• Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002で使用できるコンパイラオプショ
ンについては，「31.5.4　コンパイラオプションの一覧」を参照してください。また，
-UniObjGenオプションと同時に指定した場合に無効となるオプションについては，
「31.5.3　コンパイラオプションの優先順位」の「（2）オプション間の優先順位」の
「（b）オプションを指定すると，ほかのオプションが無効となる場合」を参照してくだ
さい。

• Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002で使用できるコンパイラ環境変数
については，「31.6.2　コンパイラ環境変数の一覧」を参照してください。

• コンパイルリストはシフト JISで出力されます。詳細は，「26.6　入出力情報と取り扱
う文字コード」を参照してください。

• コンソールに出力するエラーメッセージはUTF-8で出力されます。詳細は，「26.6　
入出力情報と取り扱う文字コード」を参照してください。
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37.3　実行可能ファイルと共用ライブラリの作
成時の注意事項

Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002で，実行可能ファイルと共用ライブ
ラリを作成するときの注意事項を次に示します。

• Linux(x86) COBOL85で作成したファイル（オブジェクト，共用ライブラリ，アーカ
イブ）をリンクすることはできません。COBOL2002環境下で再コンパイルが必要で
す。

• 実行可能ファイル名および共用ライブラリ名に UTF-8で多バイトとなる文字を使用し
ないでください。使用した場合の動作は保証しません。
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37.4　実行時の注意事項
Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002の実行時の注意事項を次に示しま
す。

• Linux(x86) COBOL85で作成した実行可能ファイル，または共用ライブラリは，
COBOL2002環境下で実行および呼び出すことはできません。COBOL2002環境下
で，COBOL85で作成したプログラムが実行または呼び出された場合，
KCCC0117R-Sのメッセージが出力されます。

• 実行時には，環境変数 CBLLANGにUNICODEを指定しなければなりません。環境
変数 CBLLANGなどの Unicode機能で使用する環境変数については，「26　Unicode
機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」の
「26.4.2　実行」を参照してください。
• 日本語文字，半角かたかななど，UTF-8で多バイトとなる文字は，ファイル名に使用
できないなどの制限があります。詳細は，「26.7.3　実行時の制限事項」を参照してく
ださい。
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付録 A　COBOLで使用する文字集合
ここでは，COBOLで使用する文字集合について説明します。

付録 A.1　概要
このシステムでは，「計算機コード化文字集合の国別文字集合」および「COBOL文字集
合における拡張文字」の表現形式として次の文字を使用できます。

• シフト JIS
• 日本語 EUC
• Unicode（ただし，Unicode機能を使用する場合。COBOL文字集合には使用できな
い。）

COBOLで使用する文字集合の分類と定義に関する詳細については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　4.1 文字集合」を参照してください。

各システムで使用できる動作環境および文字コードについて，次に示します。

（1） 動作環境と文字コード

環境変数 LANGの設定値と，コンパイル，実行の動作環境，および COBOLで使用する
文字コードを次に示します。

表 A-1　動作環境と文字コード

システム 環境変数 LANG
の設定値

動作環境
（ロケール）

文字コード

HP-UX(IPF) ja_JP.SJIS シフト JIS シフト JIS
Unicode※

ja_JP.eucJP 日本語 EUC 日本語 EUC

HP-UX(IPF64) ja_JP.SJIS シフト JIS シフト JIS

ja_JP.eucJP 日本語 EUC 日本語 EUC

AIX(32)
AIX(64)

Ja_JP シフト JIS シフト JIS
Unicode※

ja_JP 日本語 EUC 日本語 EUC

Solaris(SPARC) ja_JP.PCK シフト JIS シフト JIS(PCK)

ja 日本語 EUC 日本語 EUC

Linux(IPF64) ja_JP.eucJP
ja_JP.ujis

日本語 EUC 日本語 EUC

Linux(x86)
Linux(x64)

ja_JP.UTF-8
ja_JP.utf8

UTF-8 Unicode※
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注※
Unicode機能を使用することで，Unicodeデータを扱うことができます。詳細については，「付
録 A.4　Unicodeの場合」を参照してください。

（2） 文字コードに関する注意事項

（a）環境変数 LANGの扱い

環境変数 LANGの設定値について詳しくは，「付録 A.2　シフト JISの場合」，「付録 A.3
　EUCの場合」，および「付録 A.4　Unicodeの場合」を参照してください。

環境変数 LANGに値を指定しなかった場合，または表中の環境変数 LANGの値以外を
指定した場合，エラーメッセージは英語で表示されます。

日本語項目に対する表意定数の値
日本語項目に対する表意定数の値は，次のようになります。

シフト JISコード，および PCKコードの場合
SPACE：(8140)16

ZERO：(824F)16

日本語 EUCコードの場合
SPACE：(A1A1)16

ZERO：(A3B0)16

Unicodeの場合
Unicode機能を使用した場合の表意定数については，「26.5　Unicodeに対応す
る機能」の「26.5.1　基本機能」を参照してください。

付録 A.2　シフト JISの場合
環境変数 LANGにシフト JISに対応した設定値が設定された環境（シフト JIS環境）で
は，コンパイル時および実行時の動作環境がシフト JISとなります。シフト JIS環境で
は，シフト JISコードで記述された COBOLソースをコンパイルおよび実行することが
できます。シフト JISに対応した環境変数 LANGの設定値を次に示します。

表 A-2　動作環境がシフト JISとなる環境変数 LANGの設定値

OS 環境変数 LANGの設定値

HP-UX(IPF)
HP-UX(IPF64)

ja_JP.SJIS

AIX(32)
AIX(64)

Ja_JP

Solaris(SPARC) ja_JP.PCK

Linux 設定できません。
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シフト JIS環境で作成した COBOLプログラム（オブジェクト，アーカイブライブラリ，
共用ライブラリ，または実行可能ファイル）は，シフト JIS環境で実行する必要があり
ます。また，ほかの環境で作成した COBOLプログラムと混在して使用することはでき
ません。シフト JIS環境以外で実行した場合，およびほかの環境で作成した COBOLプ
ログラムと混在して使用した場合は，動作は保証しません。

付録 A.3　EUCの場合

（1） EUCコードを使用した COBOLプログラム

（a）使用方法

環境変数 LANGに，日本語 EUCに対応した設定値が設定された環境（日本語 EUC環
境）では，コンパイル時および実行時の動作環境が日本語 EUCとなります。日本語
EUC環境では，日本語 EUCコードで記述された COBOLソースをコンパイルおよび実
行することができます。日本語 EUCに対応した環境変数 LANGの設定値を次に示しま
す。

表 A-3　動作環境が日本語 EUCとなる環境変数 LANGの設定値

日本語 EUC環境で作成した COBOLプログラム（オブジェクト，アーカイブライブラ
リ，共用ライブラリ，または実行可能ファイル）は，日本語 EUC環境で実行する必要が
あります。また，ほかの環境で作成した COBOLプログラムと混在して使用することは
できません。日本語 EUC環境以外で実行した場合，およびほかの環境で作成した
COBOLプログラムと混在して使用した場合は，動作は保証しません。

（b）  注意事項

次の内容に反した場合の結果は保証しません。また，エラーチェックもその旨の記述が
ないときは行われません。

• 半角かたかな文字は，2バイト文字となります。そのため，半角かたかな文字がある
文字定数と関連する定義エリアは 2バイト分必要となります。

OS 環境変数 LANGの設定値

HP-UX(IPF)
HP-UX(IPF64)

ja_JP.eucJP

AIX(32)
AIX(64)

ja_JP

Solaris(SPARC) ja

Linux(x86)
Linux(x64)

設定できません。

Linux(IPF64) ja_JP.eucJP
ja_JP.ujis
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（例）

• 文字定数に関する既存のエラーチェックも半角かたかな 1文字を 2バイトとして行
います。

• 半角かたかな文字は，日本語定数の中に含めることはできません。日本語定数の中
に半角かたかな文字を指定した場合，コンパイルエラーとなります。

• 半角かたかな文字は，2バイトで 1文字しか印刷されません。そのため，後ろの
データ項目の印刷位置が半角かたかな文字の文字数分だけずれます。

• 固定形式正書法では 72バイト目までが翻訳の対象とされ，73バイト目以降の記述
は無視されます。シフト JIS環境で作成された半角かな文字を含む原始プログラム
を EUCコードに変換して使用すると，半角かな文字の部分が右側にずれます。73
バイト目以降にずれた部分は，翻訳の対象とみなされません。

• 利用者語およびデータ項目として，3バイトの外字は使用できません。
• 外字，機種依存文字およびシフト JISコードの 2バイト文字データ，シフト JISコー
ドの半角かたかな文字のデータ自体をプログラム中で使用する場合は，16進文字定数
または 16進日本語文字定数で指定してください。

• 2バイト文字，半角かたかな文字の COBOLソースファイルファイル名，ディレクト
リ名は使用できません。コード体系の相違から問題が発生する場合があります。

• -Switch,EBCDIK／ -Switch,EBCDICオプション指定時，または PROGRAM 
COLLATING SEQUENCE句の指定時に，比較条件に半角かたかな文字を含む ALL
文字定数を指定した場合の動作は保証しません。

（2） -EucPositionオプション（HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，
AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効）

EUCコード使用時に見かけ上の文字位置で，固定形式正書法の境界を決定するときに指
定します。このオプションを指定した場合，半角かたかな文字は 2バイトとして扱われ
ます。しかし，固定形式正書法の境界を決定するときには，見かけ上の 1バイトとして
扱われます。

（例）

• この COBOLソースファイルが EUCコードで書かれていた場合，コンパイルエ
ラーとなります。

• -EucPositionオプションを指定すると，このままコンパイルできます。ただし，
この場合でも PIC X(5)ではなく，PIC X(10)にする必要があります。
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（a）使用方法

コンパイル時に，-EucPositionオプションを指定します。

（b） -EucPositionオプション指定時の注意事項
• -EucPositionオプションの対象となる COBOLソースファイルが EUCコードでない
場，その結果は保証しません。

• 環境変数 LANGに，「表 A-3　動作環境が日本語 EUCとなる環境変数 LANGの設定
値」に示す設定値が指定されていない環境で -EucPositionオプションが指定されたと
き，-EucPositionオプションは無視されます。

• 自由形式正書法の COBOLソースファイルに対して，-EucPositionオプションは指定
できません。自由形式正書法の COBOLソースファイルに -EucPositionオプションを
指定した場合は，コンパイルエラーとなります。自由形式正書法とオプションとの関
係については，「31.2.3　正書法」の「（4）自由形式正書法で指定できないコンパイラ
オプション」を参照してください。

付録 A.4　Unicodeの場合
Unicodeについては，「26　Unicode機能（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してください。

（1） UTF-8の動作環境（Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

環境変数 LANGにUTF-8に対応した設定値が設定された環境（UTF-8環境）では，コ
ンパイル時および実行時の動作環境が UTF-8となります。UTF-8環境では，シフト JIS
コードで記述された COBOLソースをコンパイルおよび実行することができます。
UTF-8に対応した環境変数 LANGの設定値を次に示します。

表 A-4　動作環境が UTF-8となる環境変数 LANGの設定値

注意事項

• Unicode機能を使用する必要があります。
• UTF-8環境で作成した COBOLプログラム（オブジェクト，アーカイブライブラリ，
共用ライブラリ，または実行可能ファイル）は，UTF-8環境で実行する必要がありま
す。また，ほかの環境で作成した COBOLプログラムと混在して使用することはでき
ません。UTF-8環境以外で実行した場合，およびほかの環境で作成した COBOLプロ
グラムと混在して使用した場合は，動作は保証しません。

• UTF-8環境では，Unicodeで記述された COBOLソースはコンパイルおよび実行でき
ません。

OS 環境変数 LANGの設定値

Linux(x86)
Linux(x64)

ja_JP.UTF-8
ja_JP.utf8
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• ccblコマンドは使用できません。

（2） Unicodeデータを扱う COBOLプログラム（HP-UX(IPF)，AIX(32)，
AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）

COBOL2002では，Unicode機能を使用して Unicodeのデータを扱う COBOLプログラ
ムをコンパイルおよび実行できます。Unicode機能の詳細は，「26　Unicode機能
（HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）」を参照してくだ
さい。
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付録 B　日立 COBOL85からの古い仕様
ここでは，COBOL85で作成したプログラムを移行するために用意されている機能につ
いて説明します。

COBOL2002で新規にプログラムを作成する場合は，-IdentCallオプション
（COBOL85形式オプション -i ）や環境変数 CBL_ファイル名を使用しないで，
-DynamicLink,IdentCallオプション（COBOL85形式オプション -Bs）や環境変数
CBLD_ファイル名を使用してください。

付録 B.1　COBOL85移行用コンパイラオプション

（1） -IdentCallオプション（COBOL85形式オプション -i ）

形式

COBOL2002形式オプション
 
-IdentCall プログラム名 [,プログラム名…]
 

COBOL85形式オプション
 
-i プログラム名 [,プログラム名…]
 

一意名指定の CALL文で呼び出す可能性のあるプログラム名称を指定して，動的なリン
クで呼び出すシミュレーションができます。ただし，このオプションで指定するプログ
ラム名称が格納されている COBOLソースファイル，またはオブジェクトファイルをコ
ンパイルしたときに同時に指定し，同一ロード上でリンクしてください。

-IdentCallオプションを指定して動的なリンクでの呼び出しのシミュレーションを行っ
ている一意名指定の CALL文は，-DynamicLink,IdentCallオプション（COBOL85形
式オプション -Bs）へ移行することを推奨します。

-DynamicLink,IdentCallオプションの詳細については，「31.5.4　コンパイラオプション
の一覧」を参照してください。

（2） CBL_ファイル名

環境変数 CBL_ファイル名は，UNIX COBOL85の互換ため用意されている環境変数で
す。COBOL2002では，環境変数 CBLD_ファイル名を使用してください。

規則
• 環境変数 CBL_ファイル名は，環境変数 CBLD_ファイル名の指定がある場合，
無効となります。
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そのほかの規則，および設定方法については，「34.3.5　ファイル」の「（3）CBLD_
ファイル名」を参照してください。

設定例

（COBOLでの記述例）
SELECT A-FILE ASSIGN TO SYS000.
 

（環境変数の設定例）
CBL_A_FILE=ISAMDL:NOISAMPREV
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付録 C　コンパイルリスト

付録 C.1　リストの出力
コンパイラが出力するリストの種類と出力方法について説明します。

（1） コンパイルリストの種類

（a）情報リスト

プログラム情報やエラー総数などのコンパイル時の情報を要約して出力したものです。

（b）原始プログラムリスト

コンパイル時に入力した原始プログラムを出力したものです。相互参照情報やコンパイ
ル時にエラーが検出されたときのエラーメッセージなども出力されます。

（c）エラーリスト

コンパイルエラーのエラーレベルやエラーメッセージを出力したものです。

（2） リストの出力方法

（a）コンパイラオプションの指定

COBOLプログラムをコンパイルしてコンパイルリストを出力するオプションを次に示
します。これらのコンパイラオプションを指定しない場合，コンパイルリストを出力し
ません。

-SrcList,NoCopy
COPY文で複写した登録集原文の内容を原始プログラムリスト中に展開しません。

-SrcList,CopySup
SUPPRESS指定のある COPY文で複写した登録集原文の内容は原始プログラムリ
スト中に展開しません。SUPPRESS指定のない COPY文の場合はすべて展開しま
す。

-SrcList,CopyAll
COPY文で複写した登録集原文の内容をすべて原始プログラムリスト中に展開しま
す。

-SrcList,OutputAll
COPY文の指定や条件翻訳，LISTING指令にかかわらず，強制的にすべてのソース
原文をコンパイルリストに展開します。SUPPRESS指定のある COPY文の場合も
展開します。

-SrcList,xxxxx,NoFalsePath
条件翻訳結果の無効行はコンパイルリストに出力しません。
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xxxxxには，CopyAll，CopySup，NoCopyのどれかを指定します。 

-SrcList,xxxxx,DataLoc（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効）
コンパイルリスト（原始プログラムリスト）にデータ項目の相対位置と長さ（バイ
ト）を 16進数で表示します。相対位置は，データ部のファイル節／作業場所節／局
所場所節の各節の先頭からの位置を表示します。
xxxxxには，OutputAll，CopyAll，CopySup，NoCopyのどれかを指定します。
　

• NoCopy，CopySup，CopyAll，および OutputAllサブオプションは，同時には指定
できません。同時に指定した場合，最後に指定したオプションが有効になります。

• NoFalsePathサブオプションは，その他のオプションと同時に指定する必要がありま
す。ただし，OutputAllサブオプションと同時に指定した場合は，すべての行が出力
されるため，NoFalsePathサブオプションは意味を持ちません。

• HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で DataLocサブオプション指定時に Sレベ
ル／Uレベルのコンパイルエラーが発生した場合，DataLocサブオプションの指定が
あっても相対位置は表示しません。

• HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で DataLocサブオプションを指定する場合，
OutputAll，CopyAll，CopySup，NoCopyのどれかと同時に指定する必要がありま
す。指定がない場合は，コンパイルエラーとなります。

（b）コンパイルリストの出力先

情報リストと原始プログラムリストはコンパイルリストファイル（.lst）に出力されま
す。

また，エラーリストは標準エラー出力（stderr）に出力されます。

（3） コンパイルリストの出力に関連する翻訳指令

コンパイルリストの出力に関連する翻訳指令について，説明します。

（a）LISTING指令

LISTING指令は，コンパイルリストにソースを出力するかどうかを指定します。

>>LISTING ON

この行以降のソースをコンパイルリストに出力します。

>>LISTING OFF

この行の次行以降のソースをコンパイルリストに出力しません。

なお，LISTING指令の行そのものは，ON／ OFFの状態に関係なく，常にコンパイル
リストに出力されます。

LISTING指令の例を次に示します。下線部分は，コンパイルリストに出力されません
（出力されない行は詰められます）。
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（例 1）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       >>LISTING OFF
       01 A PIC X(10).
       >>LISTING ON
       01 B PIC X(10).
       PROCEDURE DIVISION.
       
           DISPLAY 'OK'.

上記のプログラムを -SrcList,CopyAllオプションを指定してコンパイルした場合，
次のようなコンパイルリストが出力されます。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       >>LISTING OFF
       >>LISTING ON
       01 B PIC X(10).
       PROCEDURE DIVISION.
       
           DISPLAY 'OK'.

コンパイルリストへの出力が OFFの状態でも，LISTING OFFの行は出力されます。
LISTING OFFが出力される例を次に示します。

（例 2）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       >>LISTING OFF
       01 A PIC X(10).
       >>LISTING OFF       ←この行は出力される
       01 B PIC X(10).
       >>LISTING ON
       PROCEDURE DIVISION. 
       
           DISPLAY 'OK'.

上記のプログラムを -SrcList,CopyAllオプションを指定してコンパイルした場合，
次のようなコンパイルリストが出力されます。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
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       >>LISTING OFF
       >>LISTING OFF
       >>LISTING ON
       PROCEDURE DIVISION. 
       
           DISPLAY 'OK'.

LISTING指令を含む COBOLプログラム（登録集原文）を COPY文で複写した場合，
LISTING指令の効果は登録集原文の終わりで終了し，複写元のプログラムの COPY文
が持つ LISTING指令の状態に戻ります。COPY文の言語仕様については，マニュアル
「COBOL2002　言語　標準仕様編　3.2.2 COPY文」を参照してください。

原始プログラム（SAMPLE1.CBL）中の COPY文で，LISTING指令を含む COBOLプ
ログラム（登録集原文　SAMPLE2.CBL）を複写した場合の例を次に示します。

（例 3）

原始プログラム SAMPLE1.CBL
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       COPY SAMPLE2.
       PROCEDURE DIVISION.
       
           DISPLAY 'OK'.

登録集原文 SAMPLE2.CBL
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       >>LISTING OFF
       01 A PIC X(10).

登録集原文複写後のプログラム
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       COPY SAMPLE2.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       >>LISTING OFF
       01 A PIC X(10).
       PROCEDURE DIVISION.  ←この行以降は出力される
       
           DISPLAY 'OK'.

上記のプログラムを -SrcList,CopyAllオプションを指定してコンパイルした場合，
次のようなコンパイルリストが出力されます。
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       COPY SAMPLE2.
C1     DATA DIVISION.
C1     WORKING-STORAGE SECTION.
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C1     >>LISTING OFF
       PROCEDURE DIVISION.
       
           DISPLAY 'OK'.

（b）PAGE指令

PAGE指令は，コンパイルリストの改ページを指定します。PAGE指令のコンパイルリ
ストでの効果は，固定形式正書法の改ページ標識「/」と同じです。

PAGE指令の例を次に示します。

（例）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       >>PAGE   ←この行から改ページする
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

コンパイルリスト
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
 
（この位置で改ページ）
 
       >>PAGE
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

（c） LISTING指令および PAGE指令の共通規則

このシステムでは，翻訳処理の最後に LISTING指令および PAGE指令が処理されます。
そのため，条件翻訳の無効行（条件翻訳の結果，コンパイル対象とならなかった行）に
LISTING指令または PAGE指令が現れた場合，これらの指令は無効となります。

LISTING指令および PAGE指令が条件翻訳の無効行にある場合の例を次に示します。

（例）
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. SAMPLE1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       >>DEFINE ABC 123
       >>IF ABC  = 123
      *>  コメント
       >>ELSE
         >>PAGE          ←この>>PAGEは効果がない
         >>LISTING OFF   ←この>>LISTING OFFは効果がない
       >>END-IF
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       PROCEDURE DIVISION.
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付録 C.2　リストの見方
リストのヘッダと各リストの見方について説明します。

（1） リストのヘッダ

リストの先頭に出力されるヘッダの出力形式を次に示します。

図 C-1　ヘッダの出力形式

1. COBOL2002：COBOL2002であることの記述
2.（ｃ）：COBOL2002の稼働システムの識別記号
識別記号については「はじめに」を参照

3. VV-RR：COBOL2002のバージョン番号
4. CCC・・・CCC：リストの名称（「情報リスト」または「原始プログラムリスト」）
5. YYYY-MM-DD：コンパイル日付（年 -月 -日）
6. HH:MM:SS：コンパイル時刻（時 :分 :秒）

（2） 情報リスト

情報リスト（INFORMATION LIST）の出力形式を次に示します。リスト 1行当たりの
カラム数は 80カラムです。
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図 C-2　情報リストの出力形式
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1. プログラム名

a.
IDENTIFICATION DIVISIONの行番号

b.
最外側の原始プログラムの PROGRAM-ID段落で指定した名称

c.
PROGRAM-ID段落で指定されたプログラム属性
出力内容は，INITIAL／ RECURSIVEのどちらかとなります。
PROGRAM-ID段落でプログラム属性を指定していない場合は出力されません。
　

スタックコンパイル機能（連続コンパイル機能）を使用している場合，最外側のプロ
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グラム定義が複数ある場合があります。この場合，プログラム名は 1行に一つずつ出
力されます。

2. クラス名

a.
IDENTIFICATION DIVISIONの行番号

b.
CLASS-ID段落で指定した名称

c.
CLASS-ID段落で指定した属性
出力内容は，FINALだけとなります。
属性が指定されていない場合は，出力されません。

スタックコンパイル機能（連続コンパイル機能）を使用している場合，クラス定義が
複数ある場合があります。この場合，クラス名は 1行に一つずつ出力されます。

3. インタフェース名

a.
IDENTIFICATION DIVISIONの行番号

b.
INTERFACE-ID段落で指定した名称

スタックコンパイル機能（連続コンパイル機能）を使用している場合，インタフェー
ス定義が複数ある場合があります。この場合，インタフェース名は 1行に一つずつ出
力されます。

4. 関数名

a.
IDENTIFICATION DIVISIONの行番号

b.
FUNCTION-ID段落で指定した名称

スタックコンパイル機能（連続コンパイル機能）を使用している場合，関数定義が複
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数ある場合があります。この場合，関数名は 1行に一つずつ出力されます。
5. 入力ファイル名：コンパイラに入力したファイルの名称
6. エラー総数：発生したエラーの総数
ただし，メッセージ番号 9000番台以降を除きます。また，Uレベル（回復不能）エ
ラーの個数を含みます。
エラー総数が 0以外の場合，Wレベル，Sレベルが必ず表示されます。
　　Wレベル：警告エラーの個数
　　Sレベル：重大エラーの個数
情報提示レベルのメッセージが発生した場合，Iレベルが表示されます。
　　Iレベル：情報提示レベルのメッセージ

7. オプション：コンパイル時に有効となったコンパイラオプション
オプションは，1行に一つずつ出力されます。ただし，80カラムを超えた場合は，次
の行に出力されます。

8. 入力ソース枚数：入力した原始プログラムのレコード枚数
主入力：主入力のレコード枚数
登録集：登録集のレコード枚数
記述項：データ名の個数
文：手続き部の文の個数
ただし，「文」には，ELSE，END動詞は含みません。また，EXEC SQL ～ 
END-EXECは 1文として数えます。

9. 登録集原文名
行番号：COPY文が記述されている原始プログラム中の行番号
登録集原文名：COPY文で取り込む登録集原文が格納されているファイルの名称

10.リポジトリファイル名
行番号：構成節中でクラス名／インタフェース名が指定された行番号
リポジトリファイル名：取り込んだリポジトリファイル名（絶対パス）

11.サブスキーマ情報
行番号：サブスキーマ名が記述されている原始プログラム中の行番号
サブスキーマ名：サブスキーマ名
スキーマ名：スキーマ名

12.ファイル情報
行番号：入出力処理で使用するファイルを定義している行番号
ファイル名：ファイル記述項で指定したファイル名

編成：ファイル編成
S：順編成ファイル
SX：XMAP3のプリンタ（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効）だ
けを使用する順編成ファイル
Sx：実行時に XMAP3のプリンタ（HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で
有効），または順編成ファイルの使用を指定できるファイル
I：索引編成ファイル
R：相対編成ファイル
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T：テキスト編成ファイル
SR：整列用ファイル
CV：CSV編成ファイル
RB：HiRDBによる索引編成ファイル

アクセス：ファイルのアクセス法
SEQ：順アクセス
RAN：乱アクセス
DYN：動的アクセス

OPEN種別：ファイルオープンの目的の種別
I：INPUT
O：OUTPUT
I-O：I-O
E：EXTEND

13.外部プログラム名
CALL文で呼び出す外部プログラムの名称
80カラムを超えた場合は，次の行に出力されます。
コンパイラ内部で生成した CALL文の外部プログラム名は出力されません。
また，スタックコンパイルの場合は，翻訳グループ内で解決済みの外部プログラム名
は出力されません。

14.内部プログラム名

a.
内部プログラム（最外側のプログラム以外のプログラム）の IDENTIFICATION 
DIVISIONの行番号

b.
内部プログラムの PROGRAM-ID段落で指定したプログラム名
80カラムを超えた場合は，次の行に出力されます。

c.
内部プログラムの PROGRAM-ID段落で指定されたプログラム属性
PROGRAM-ID段落でプログラム属性が指定されていない場合は出力されませ
ん。
　

内部プログラムが複数ある場合，内部プログラム名は 1行に一つずつ出力されます。
ここで表示される内容および形式は，1.のプログラム名と同じです。

15.ファクトリメソッド名
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a.
ファクトリメソッドの IDENTIFICATION DIVISIONの行番号

b.
ファクトリメソッドのMETHOD-ID段落で指定したメソッド名

c.
METHOD-ID段落で指定した属性
出力内容は，FINAL／ OVERRIDE／ GET PROPERTY／ SET PROPERTY
となります。ただし，SET PROPERTY／ GET PROPERTYは，ほかの属性と
同時に指定できません。
また，メソッド名だけの場合は，何も出力されません。

クラスを継承している場合，スーパクラスのファクトリメソッド名は出力されませ
ん。また，インタフェースを継承している場合，継承されているインタフェースのメ
ソッド名は出力されません。

16.インスタンスメソッド名

a.
インスタンスメソッドの IDENTIFICATION DIVISIONの行番号

b.
インスタンスメソッドのMETHOD-ID段落で指定したメソッド名

c.
METHOD-ID段落で指定した属性
出力内容は，FINAL／ OVERRIDE／ GET PROPERTY／ SET PROPERTY
となります。ただし，SET PROPERTY／ GET PROPERTYは，ほかの属性と
同時に指定できません。
また，メソッド名だけの場合は，何も出力されません。

クラスを継承している場合，スーパクラスのファクトリメソッド名およびインスタン
スメソッド名は出力されません。また，インタフェースを継承している場合，継承さ
れているインタフェースのメソッド名は出力されません。

17.インタフェース定義中のメソッド情報
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a.
インタフェース定義中のメソッドの IDENTIFICATION DIVISIONの行番号

b.
インタフェース定義中のMETHOD-ID段落で指定したメソッド名

c.
 METHOD-ID段落で指定された属性
出力内容は，GET PROPERTY／ SET PROPERTYのどちらかとなります。
また，メソッド名だけの場合は，何も出力されません。

18.関数名
呼び出している利用者定義関数の名称

注意事項
• 該当する定義がソース中にない場合，情報リストにその部分は出力されません。
• SQL情報（SQL構文内の実行文の数）は出力されません。
• プログラム名などが長くなった場合には，次の行に折り返して出力されます。折
り返した場合には，前行の開始位置と同じ位置から開始します。また，行番号は，
折り返した行には出力されません。

• 全角文字が折り返しの境界にわたった場合，その全角文字は，次の行に出力され
ます。

（3） 原始プログラムリスト

原始プログラムリストの出力形式を次に示します。リスト 1行当たりのカラム数は 134
カラムです。ただし，自由形式正書法のソースの場合，または -EucPositionオプション
指定の場合はソースの 1行の長さによって，307カラムまで拡張されます。
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図 C-3　原始プログラムリストの出力形式
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1. 行番号
COPY文で複写した原始プログラムの行番号が昇順に並ばない場合，この原始プログ
ラムに対してコンパイラが生成した行番号が出力されます。EXEC SQL～
END-EXECの間もコンパイラが生成した行番号が出力されます。また，入力した原
始プログラムの行番号が昇順になっていない部分についても，新しい行番号を生成し
ます。これらの行番号は，該当する行の左にゼロサプレス右寄せで出力されます。

2. D
翻訳指令（Compiler Directive）に関する情報

X
条件翻訳の結果，無効になる行に出力されます。

3. CP
COPY文で複写した原始プログラムの種別

Cn
COPY文で複写した原始プログラムが展開された行に出力されます。
「n」は 1～ 9の整数で，COPY文の入れ子レベルを示します。入れ子レベルが
10以上のときは「C*」が出力されます。

F
PREFIXING指定または SUFFIXING指定の COPY文の行に出力されます。
COPY文によって展開された行は，通常と COPY文と同じように Cnを出力し
ます。

DB
サブスキーマによって展開された原始プログラムの行に出力されます。

4. N
プログラムと文の入れ子レベル
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プログラムの入れ子レベルは，IDENTIFICATION DIVISIONと END PROGRAM
の行に英字 A～ Zの順番で出力されます。Zを超えたときは「#」が出力されます。
また，プログラムだけでなく，END METHOD，END FACTORY，END CLASS，
END OBJECT，END FUNCTIONのように，IDENTIFICATION DIVISIONと対
になるものには，すべて出力されます。
文の入れ子レベルは 1～ 9の整数で出力されます。10以上のときは「*」が出力され
ます。1行中に複数の文があって入れ子のレベルが異なるときは，先頭の文の入れ子
レベルが出力されます。

5. 相互参照
定義／参照している行の参照情報コード
参照情報コードとその意味については，リストの上段で説明しています。
行番号が「，」で区切ってあるときは行中の 1データ名が複数行で参照されているこ
とを示し，「；」で区切ってあるときは行中に複数個のデータ名が記述してあること
を示します。
次に相互参照情報の見方の例を示します。

(a)1002行（定義側）
YEARSというデータ名は，行番号 1500中の 2か所と行番号 1600および行番号
1800で参照されています。参照している行番号を ','で区切って表示されます。

(b)1800行（参照側）
YEARSとMTH-PAMは，それぞれ行番号 1002と 1102で定義されています。
これら二つは別名称なので，';'で区切って表示されます。

6. エラーメッセージ
エラーが発生したとき，その直後にエラーメッセージとエラーのカラムの位置が出力
されます。カラムの位置は「？」で表示されます。

7. COBOL特殊レジスタ
使用した COBOL特殊レジスタが原始プログラムの次に出力されます。特殊レジスタ
を使用しているファイル名とプログラム名も出力されます。

8. 既定義オブジェクト
既定義オブジェクトの SELFまたは EXCEPTION-OBJECTの相互参照情報が出力
されます。

注意事項
• 9000番台以降のメッセージは，原始プログラムリスト中に出力されません。
• SQL文のエラー情報と相互参照情報は出力されません。
• Uレベル（回復不能）エラー発生時は，リストが最後まで出力されない場合があ
ります。

• スタックコンパイル機能（連続コンパイル機能）を使用している場合，すべての
プログラムが連続して出力されます。
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（4） 相対位置表示時の原始プログラムリスト（HP-UX(IPF)，Linux(x86)，
Linux(x64)で有効）

（a）原始プログラムリストの内容

-SrcList,xxxxx,DataLocオプション※ 1指定時，原始プログラムリストの原文の前に相対

位置と長さを表示します。COBOLプログラムの実行で異常終了時に出力されるデータ
領域ダンプリスト※ 2と，原始プログラムリストに表示される相対位置を付き合わせるこ
とで，プログラムの異常終了時のデータ項目内容を効率良く参照できます。

注※ 1
xxxxxは，OutputAll，CopyAll，CopySup，NoCopyのどれかを指定してくださ
い。

注※ 2
データ領域ダンプリストについては，「35.3　データ領域ダンプリスト」を参照して
ください。

データロケーションを表示した場合，リスト 1行当たりのカラム数は 161カラムです。
ただし，自由形式正書法のソースの場合はソースの 1行の長さによって，334カラムま
で拡張されます。HP-UX(IPF)の場合，-EucPositionオプションが有効なときも，ソー
スの 1行の長さによって，334カラムまで拡張されます。

相対位置表示時の原始プログラムリストの出力形式を次に示します。
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図 C-4　相対位置表示時の原始プログラムリストの出力形式

出力される原始プログラムリストの内容を次に示します。なお，次に示す内容以外のも
のは，「（3）原始プログラムリスト」を参照してください。

1. 相対位置
この行には，データ項目の相対位置（バイト）を 16進数で表示します。相対位置は，
データ部のファイル節／作業場所節／局所場所節に定義されたデータ項目に表示しま
す。

2. 長さ
この行には，データ項目の長さ（バイト数）を 16進数で表示します。

3. O
OCCURS句を含むデータ名またはその従属項目を表します。

4. V
相対位置が可変となるデータ名を表します。

5. 0～ 7
内部ブール項目の場合にビット位置を表示します。

注意事項
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• 条件名，定数名，指標名およびアドレス名に対しては，相対位置および長さは表
示しません。

• コンパイル時に Sレベルまたは Uレベルのコンパイルエラーが発生した場合，
-SrcList,xxxxx,DataLocオプションの指定があっても相対位置は表示しません。

（b）データ領域ダンプリストの出力対象

相対位置をコンパイルリストに表示するにあたり，翻訳単位ごとのデータ領域ダンプリ
ストの出力対象を次の表に示します。なお，コンパイルリストに表示する相対位置は，
データ領域ダンプリストに表示されるデータ項目に対して表示します。

表 C-1　翻訳単位ごとのデータ領域ダンプリスト出力対象

（凡例）
○：データ領域ダンプリストに表示される
×：データ領域ダンプリストに表示されない
－：節を指定できない

注※

節 翻訳単位

プログラ
ム定義

関数定義 インタ
フェース
定義

クラス定義

メソッド
定義

ファクト
リ定義

オブジェ
クト定義

メソッド
定義

ファイル節
FILE SECTION

○ ○ － ○ ○ －

作業場所節
WORKING-STORAGE 
SECTION

○ ○ － ○ ○ －

局所場所節
LOCAL-STORAGE 
SECTION

○ ○ － － － ○

連絡節
LINKAGE SECTION

× × － － － ×

サブスキーマ節
SUBSCHEMA SECTION

× × － － － －

通信節
COMMUNICATION 
SECTION

× × － × × －

報告書節
REPORT SECTION

× × － × × －

画面節
SCREEN SECTION※

× × － × × －

画面節
WINDOW SECTION※

× × － × × －
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HP-UX(IPF)で有効です。

（c）データ種別ごとの相対位置表示の可否

データ種別ごとの各節での相対位置の表示の可否を次の表に示します。

表 C-2　データ種別ごとの各節での相対位置の表示の可否

データ種別 指定された句やデー
タ名

ファイル節※ 作業場所節※ 局所場所節

データ記述項 データ名が FILLER ○ ○ ○

ADDRESSED句のア
ドレス名

－ × ×

ADDRESSED句を含
むデータ名

－ ○ ○

INDEXED句の指標
名

× × ×

EXTERNAL句 ○ ○ －

GLOBAL句 ○ ○ ○

JUSTIFIED句 ○ ○ ○

OCCURS句 ○ ○ ○

OCCURS句を含む
データ名の従属項目

○ ○ ○

可変反復データ項目
に続くデータ項目

○ ○ ○

PROPERTY句 ○ ○ ○

REDEFINES句 ○ ○ ○

RENAMES句 ○ ○ ○

SAME AS句を含む
データ名

○ ○ ○

SAME AS句を含む
データ名の従属項目

△ △ △

SYNCHRONIZED句 ○ ○ ○

TYPE句を含むデー
タ名

○ ○ ○

TYPE句を含むデー
タ名の従属項目

△ △ △

TYPEDEF句 ○ ○ ○

アドレスデータ
項目

USAGE ADDRESS ○ ○ ○

指標データ項目 USAGE INDEX ○ ○ ○
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（凡例）
○：相対位置を表示できる
△：従属項目はコンパイルリストに表示されないため，従属項目の相対位置を参照したい場合
は，「（d）データ項目ごとの相対位置の見方」の「TYPE句／ SAME AS句を含むデータ名の従
属項目」を参照のこと
×：相対位置を表示できない
－：節に指定できない

注※
クラス定義の場合は，データ部先頭からの相対位置となります。

（d）データ項目ごとの相対位置の見方

● OCCURS句を含むデータ名の従属項目

OCCURS句を含むデータ名の従属項目については，基本データ項目と同様に節の先頭か
らの相対位置を 16進数で表示します。また，OCCURS句を含むデータ名およびその従
属項目であることを示す「O」を相対位置の左側に表示します。

OCCURS句を含むデータ名が集団項目の場合の相対位置の表示を次に示します。

なお，要素の相対位置については，次の計算式で求めてください。

計算式

表中のデータ名の相対位置 =参照するデータ名の相対位置の値※＋（参照する表要
素のその次元での出現番号－ 1）×表の 1要素の長さ
注※
　　相対位置に「O」の表示があるデータ名

オブジェクト参
照データ項目

USAGE OBJECT 
REFERENCE

－ ○ ○

ポインタ項目 USAGE POINTER ○ ○ ○

外部ブール項目 USAGE DISPLAY ○ ○ ○

内部ブール項目 USAGE BIT ○ ○ ○

2進項目など その他の USAGE句 ○ ○ ○

独立データ項目 77レベルのデータ名 － ○ ○

定数名 78レベルのデータ名 × × ×

条件名 88レベルのデータ名 × × ×

データ種別 指定された句やデー
タ名

ファイル節※ 作業場所節※ 局所場所節
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図 C-5　OCCURS句を含むデータ名の従属項目の相対位置の表示

1. O
OCCURS句を含むデータ名またはその従属項目を表します。

例：「データ名：DATA312」の 3番目の要素の場合
表中のデータ名の相対位置 =（0x0000001d）＋（3－ 1）×（0x0000000f）
=（0x0000003b）
=59バイト

上記の図に対応したデータ領域ダンプリストの内容を次に示します。

データ領域ダンプリストの <WORKING-STORAGE SECTION>の先頭から
（0x0000003b）（59バイト）目の内容を 5バイト参照することで，「データ名：
DATA312」の 3番目の内容を確認できます。

OCCURS句を含むデータ名が基本項目の場合の相対位置の表示を次に示します。
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図 C-6　OCCURS句を含むデータ名が基本項目の場合の相対位置の表示

例：「データ名：DATA31」の 3番目の要素の場合
表中のデータ名の相対位置 =（0x00000018）＋（3－ 1）×（0x00000005）
=（0x00000022）
=34バイト

上記の図に対応したデータ領域ダンプリストの内容を次に示します。

データ領域ダンプリストの <WORKING-STORAGE SECTION>の先頭から
（0x00000022）（34バイト）目の内容を 5バイト参照することで，「データ名：DATA31」
の 3番目の要素の内容を確認できます。

● 可変反復データ項目に続くデータ項目

可変反復データ項目に続くデータ項目は，反復回数によって長さが可変となります。そ
のため，可変反復データ項目に続くデータ項目の相対位置も可変となります。この可変
反復データ項目に続くデータ項目の相対位置は，定義された節の先頭からの相対位置で
はなく，最初に現れたデータ項目を 0とした相対位置を 16進数で表示します。また，相
対位置が可変となるデータ名であることを示す「V」を，相対位置の左側に表示します。

相対位置が可変となるデータ名が基本項目の場合の相対位置の表示を次に示します。
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図 C-7　相対位置が可変となるデータ名が基本項目の場合の相対位置の表示

1. V
相対位置が可変となるデータ名には「V」を表示します。

2. 制御変数
DEP1に 5を設定しているので，反復回数は 5回で計算します。

要素の相対位置については，次の計算式で求めてください。

計算式

相対位置が可変となるデータ名※ 1の相対位置 =DEPENDING ON指定がある
OCCURS句を含むデータ名※ 2の相対位置の値＋プログラムが異常終了した時点の

表の反復回数の値※ 3×表の 1要素の長さ※ 4＋参照するデータ名の相対位置の値

注※ 1
　　相対位置に「V」の表示があるデータ名
注※ 2
　　相対位置に「O」の表示があるデータ名
注※ 3
　　OCCURS～ DEPENDING ONに指定されたデータ名に設定した値
注※ 4
　　相対位置に「O」の表示があるデータ名の長さ

例：「データ名：DATA33」の場合
可変反復データ項目に続くデータ名の相対位置 =（0x00000010）＋ 5×
（0x0000000f）＋（0x0000000a）
=（0x00000065）
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=101バイト

上記の図に対応したデータ領域ダンプリストの内容を次に示します。

データ領域ダンプリストの <WORKING-STORAGE SECTION>の先頭から
（0x00000065）（101バイト）目の内容を 10バイト参照することで，「データ名：
DATA33」の内容を確認できます。

相対位置が可変となるデータ名が OCCURS句を含んでいる場合の相対位置の表示を次
に示します。

図 C-8　相対位置が可変となるデータ名が OCCURS句を含んでいる場合の相対位置の表
示

1. O，V
相対位置が可変となるデータ名が OCCURS句を含んでいる場合は，「O」と「V」を
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表示します。
2. 制御変数

DEP1に 5を設定しているので，反復回数は 5回で計算します。

要素の相対位置については，次の計算式で求めてください。

計算式

相対位置が可変となるデータ名※ 1の相対位置 =DEPENDING ON指定がある
OCCURS句を含むデータ名※ 2の相対位置の値＋プログラムが異常終了した時点の

表の反復回数の値※ 3×表の 1要素の長さ※ 4＋参照するデータ名の相対位置の値＋

（参照する表要素のその次元での出現番号－ 1）×表の 1要素の長さ※ 5

注※ 1
　　相対位置に「O」と「V」の表示があるデータ名
注※ 2
　　相対位置に「O」の表示がある DEPENDING ON指定がある OCCURS句を含
むデータ名
注※ 3
　　OCCURS～ DEPENDING ONに指定されたデータ名に設定した値
注※ 4
　　相対位置に「O」の表示がある DEPENDING ON指定がある OCCURS句を含
むデータ名の長さ
注※ 5
　　相対位置に「O」と「V」の表示がある OCCURS句を含むデータ名の長さ

例：「データ名：DATA332」の場合
相対位置が可変となるデータ名の相対位置 =（0x00000010）＋ 5×（0x0000000f）
＋（0x0000000f）＋（3－ 1）×（0x0000000a）
=（0x0000007e）
=126バイト

上記の図に対応したデータ領域ダンプリストの内容を次に示します。
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データ領域ダンプリストの <WORKING-STORAGE SECTION>の先頭から
（0x0000007e）（126バイト）目の内容を 5バイト参照することで，「データ名：
DATA332」の内容を確認できます。

● 内部ブール項目

内部ブール項目については，相対位置としてビット位置も表示します。そのため，（）内
に 16進数でバイト位置を，［］内にビット位置を 10進数でそれぞれ表示します。また，
長さはビット数を 16進数で表示します。

内部ブール項目の相対位置の表示を次に示します。

図 C-9　内部ブール項目の相対位置の表示

1. 0～ 7
［］内にビット位置を 10進数で表示します。

2. 長さ
ビット数を 16進数で表示します。

上記の図に対応したデータ領域ダンプリストの内容を次に示します。
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データ領域ダンプリストの <WORKING-STORAGE SECTION>の先頭から
（0x00000010）（16バイト）目の内容を 1バイト参照することで，「データ名：
DATA313」のビット値を確認できます。

● EXTERNAL句を含むレコード記述項

EXTERNAL句を含むレコード記述項は，レコードの先頭の相対位置を 0として表示し
ます。

EXTERNAL句を含むレコード記述項の相対位置の表示を次に示します。

図 C-10　EXTERNAL句を含むレコード記述項の相対位置の表示

1. 相対位置
レコード先頭の相対位置を 0として表示します。

上記の図に対応したデータ領域ダンプリストの内容を次に示します。
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EXTERNAL句を含むレコード記述項は，レコードの先頭から内容を参照できます。

● クラス定義のファイル節／作業場所節

クラス定義のファクトリ／オブジェクト定義中のファイル節／作業場所節の各データ項
目の相対位置は，各節の先頭からの値ではなく，データ部先頭からの値になります。

クラス定義のファイル節／作業場所節の相対位置の表示を次に示します。

図 C-11　クラス定義のファイル節／作業場所節の相対位置の表示

1. 相対位置
データ部先頭からの値になります。

上記の図に対応したデータ領域ダンプリストの内容を次に示します。
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クラス定義の場合は，コンパイルリストでデータ部の先頭からの相対位置を表示してい
るため，データ領域ダンプリストも領域の先頭からの相対位置で参照できます。

● TYPE句／ SAME AS句を含むデータ名の従属項目

TYPE句または SAME AS句を含むデータ名の従属項目は，コンパイルリストに表示さ
れません。そのため，従属項目の相対位置を参照したい場合は，ユーザ自身で TYPE句
または SAME AS句を含むデータ名の従属項目の相対位置を求めてください。

TYPE句／ SAME AS句の定義がある原始プログラムリストを次に示します。
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図 C-12　TYPE句／ SAME AS句の定義がある原始プログラムリスト

1. 従属項目
TYPEDEF句を含むデータ名の従属項目を示します。

2. TYPE句を含むデータ名の従属項目
暗黙的に TYPEDEF句を含むデータ名の従属項目が展開されます。ただし，SAME 
AS句も TYPE句と同様にコンパイルリストには表示されません。

TYPE句を含む「データ名：BDAT2」の従属項目は，TYPEDEF句を含むデータ名の従
属項目である三つのデータ名（"ADAT1"/"ADAT2"/"ADAT3"）になります。TYPEDEF
句で定義したときの相対位置は，TYPEDEF句を含むデータ名の相対位置を 0として表
示します。そのため，TYPE句を含むデータ名の従属項目となるデータ名の相対位置は，
次の計算式で求めてください。

計算式
参照する TYPE句を含むデータ名の従属項目であるデータ名の相対位置 =TYPE句
を含むデータ名の相対位置＋参照する TYPEDEF句を含むデータ名の従属項目の相
対位置

例：「データ名：ADAT3」の場合
「データ名：ADAT3」の相対位置 =（0x0000005）＋（0x0000000a）
=（0x0000000f）
=15バイト

上記の図に対応したデータ領域ダンプリストの内容を次に示します。
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データ領域ダンプリストの <WORKING-STORAGE SECTION>の先頭から
（0x0000000f）（15バイト）目の内容を 5バイト参照することで，「データ名：ADAT3」
の内容を確認できます。

（5） エラーリスト

エラーリストの出力形式を次に示します。リスト 1行当たりのカラム数は 80カラムで
す。

図 C-13　エラーリストの出力形式

1. エラーがある原始プログラムのファイル名
COPY文で入力したプログラムにエラーがあるときは，そのファイル名が出力されま
す。

2. エラーがある原始プログラム内の行番号（原始プログラムの先頭行からの相対行数）
3. メッセージ番号
4. エラーレベルの種類

I：情報提示レベルのメッセージ
W：警告エラー
S：重大エラー
U：回復不能エラー

5. エラーメッセージの本文
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付録 D　COBOLで使用するファイル

付録 D.1　COBOL2002で使用するファイル
COBOL2002で使用するファイルの一覧を，次に示します。

表 D-1　COBOL2002で使用するファイル

拡張子 ファイル種別 内容 出力元 入力先

.a ライブラリファイル ライブラリを格納するファイ
ル。

リンカ －

.cblほか※
1

COBOLソースファイ
ル

COBOL原始プログラムを格
納するファイル。

－ コンパイラ

.cbl※ 4 XMLアクセス用データ
定義

XMLドキュメントへのアク
セスに必要な COBOLの
データ定義を格納するファイ
ル。

XMLアクセ
ス用 COBOL
ソース生成コ
マンド

コンパイラ

.cbl※ 4 XMLアクセス用ステー
タス定義

XMLアクセスルーチンのス
テータス名称を定義する登録
集原文。

－ コンパイラ

.cbl※ 4 XMLアクセスルーチン XMLドキュメントにアクセ
スする COBOL副プログラ
ムを格納するファイル。

XMLアクセ
ス用 COBOL
ソース生成コ
マンド

コンパイラ

.cbl※ 2※

3
COBOL UAP引数定義
ファイル

Cosminexus連携機能から呼
び出したい COBOL UAP引
数を定義したファイル。

－ Cosminexus
連携機能

.cbp プログラム情報ファイ
ル

テストデバッグ情報やカバ
レージ情報を格納するファイ
ル。-TDInfまたは -CVInfオ
プションを指定してコンパイ
ルしたときに出力される。

コンパイラ コンパイラ，
テストデ
バッガ

.cbs 擬似プログラム用プロ
グラム情報ファイル

-SimMain，-SimSub，
-SimIdentのどれかのオプ
ションを指定してコンパイル
したときに出力されるプログ
ラム情報ファイル。

コンパイラ テストデ
バッガ

.class※ 3 Cosminexus上 Java実
行ファイル

Cosminexus連携機能を呼び
出す Java実行ファイル。

－ Cosminexus
連携機能

.cll カバレージ情報リスト
ファイル

カバレージ情報をリスト形式
にして格納するファイル。

カバレージ －

.cnl カウント情報リスト
ファイル

カウント情報をリスト形式に
して格納するファイル。

カバレージ －
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.cno 実行結果出力ファイル プログラムからの連動実行に
よるカウント情報を表示する
とき，実行結果を出力する
ファイル。

カバレージ －

.cvo 実行結果出力ファイル プログラムからの連動実行に
よるカバレージ情報を蓄積す
るとき，実行結果を出力する
ファイル。

カバレージ －

.cxc※ 4 カタログファイル 公開識別子とファイルの対応
づけを定義するファイル。

－ XMLアクセ
ス用 COBOL
ソース生成
コマンド

XMLアクセ
ス用実行時
ライブラリ

.cxd※ 4 XMLデータ定義ファイ
ル

XMLドキュメントの要素と
COBOLのデータ構造との
マッピングを記述したファイ
ル。

－ XMLアクセ
ス用 COBOL
ソース生成
コマンド

.DAT データレコードファイ
ル

索引順編成ファイルで，実際
にレコードを格納している
ファイル。

ISAM ISAM

.DEF キー定義ファイル 索引順編成ファイルで，デー
タファイルとキーファイルと
の対応を表すデータを格納す
るファイル。

ISAM ISAM

.dtd※ 4ま
たは .xml
※ 4

XML文書型定義ファイ
ル

XMLドキュメントのマーク
づけ要素とその構造を定義し
たファイル。

－ XMLアクセ
ス用 COBOL
ソース生成
コマンド

.env CGI環境ファイル CGI用環境変数を格納する
ファイル。

ライブラリ ライブラリ

拡張子規
定なし

実行可能ファイル コンパイル，リンクをして実
行可能になったプログラムを
格納するファイル。

リンカ －

.htm
または
.html

HTMLファイル Webページに出力する内容
を格納するファイル。

－ HTML
トランス
レータ

.java※ 3 COBOLアクセス用
Bean（Javaソース
ファイル）

Cosminexus連携機能が出力
する COBOLアクセス用
Beanを格納するファイル。

Cosminexus
連携機能

－

.java※ 3 EJB関連 Javaソース
ファイル

Cosminexus連携機能が出力
する EJB用ホームインタ
フェース，リモートインタ
フェース，Enterprise Bean
を格納するファイル。

Cosminexus
連携機能

－

拡張子 ファイル種別 内容 出力元 入力先
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（凡例）
－：該当しない

注
出力元，入力先欄の略称の意味は次のとおりです。
ライブラリ：実行時ライブラリ
ISAM：ISAMユティリティ

注※ 1
目的に応じて次の拡張子を使用します。

.K01 主キーファイル 索引順編成ファイルで，主レ
コードキーでレコードを検索
するためのファイル。

ISAM ISAM

.K02～

.K99
副キーファイル 索引順編成ファイルで，副レ

コードキーでレコードを検索
するためのファイル。

ISAM ISAM

.lst コンパイルリストファ
イル

コンパイルリストを格納する
ファイル。-SrcListオプショ
ンを指定してコンパイルした
ときに出力される。

コンパイラ －

.o オブジェクトファイル コンパイルの結果であるオブ
ジェクトプログラムを格納す
るファイル。

コンパイラ リンカ

.rep リポジトリファイル プログラム定義，関数定義，
クラス定数，およびインタ
フェース定義の中で規定され
た情報を格納するファイル。

コンパイラ コンパイラ

.sl

.so
共用ライブラリファイ
ル

共用ライブラリファイル。 リンカ －

.tdi TDコマンド格納ファイ
ル（中断点情報）

中断点情報の TDコマンドを
格納するファイル。
-TestCmd,Fullまたは
-TestCmd,Breakオプション
を指定してコンパイルしたと
きに出力される。

コンパイラ テストデ
バッガ

.tds TDコマンド格納ファイ
ル（シミュレーション
情報）

使用するシミュレーション情
報の TDコマンドを格納する
ファイル。-TestCmd,Simオ
プションを指定してコンパイ
ルしたときに出力される。

コンパイラ テストデ
バッガ

.trc トレース情報ファイル CGIプログラムの作成を支
援するサービスルーチンの，
トレース情報を格納するファ
イル。

ライブラリ －

.xml※ 3 デプロイ情報（DD
ファイル）

Cosminexus連携機能が出力
する EJB用デプロイ情報を
格納するファイル。

Cosminexus
連携機能

－

拡張子 ファイル種別 内容 出力元 入力先
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• 固定形式正書法で書かれた原始プログラムをコンパイルする場合
.cbl，.CBL，.cob，.ocb，または環境変数 CBLFIXで指定した拡張子

• 自由形式正書法で書かれた原始プログラムをコンパイルする場合
.cbf，.ocf，または環境変数 CBLFREEで指定した拡張子

注※ 2
目的に応じて次の拡張子を使用します。
• 固定形式正書法で書かれた COBOL引数定義ファイルの場合

.cbf，または環境変数 CBLFREEで指定した拡張子を除く，すべての拡張子
• 自由形式正書法で書かれた COBOL引数定義ファイルの場合

.cbf，または環境変数 CBLFREEで指定した拡張子

注※ 3
Cosminexus連携機能で使用します。Cosminexus連携機能の詳細は，マニュアル
「COBOL2002　Cosminexus連携機能ガイド」を参照してください。

注※ 4
XML連携機能で使用します。XML連携機能の詳細は，マニュアル「COBOL2002
　XML連携機能ガイド」を参照してください。

付録 D.2　COBOLプログラムの実行時に必要なファイル
COBOLプログラムの実行時に必要なファイルの一覧を，次に示します。

表 D-2　COBOLプログラムの実行時に使用するファイル

拡張子 ファイル種別 ファイルが必要な条件

.sl，.so 共用ライブラリ 呼ばれるプログラムを共用ライブラリとして作成
している場合

規定なし 実行可能ファイル 必須

.DRF データレコードファイル ISAMによる索引編成ファイルを使用する場合

.KDF キー定義ファイル

.K01 主キーファイル

.K02～ .K99 副キーファイル
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付録 E　コンパイラの制限値
コンパイラの制限値，限界値を，次に示します。

表 E-1　コンパイラの制限値，限界値

区分 項目 制限値，限界値

全般規定 語の長さ 31文字

英数字定数，日本語文字定数の長さ 1～ 160文字

固定小数点数字定数のけた数 1～ 18けた※ 9

浮動小数点数字定数のけた数 仮数部 1～ 16けた
指数部 2けた

単精度浮動小数点数字定数の値の範囲（絶対値） 約 10-37.9以上約 1038.5以下，また
は 0

倍精度浮動小数点数字定数の値の範囲（絶対値） 約 10-308以上約 10308以下，また
は 0

連結式で連結できる定数の長さ 2～ 1,024文字

基本機能 作業場所節のデータ項目の長さ 16,777,215バイト（クラス定義）
1,073,741,823バイト（上記以外）

局所場所節のデータ項目の長さ 1,073,741,823バイト

ファイル節のデータ項目の長さ 16,777,191バイト※ 1（クラス定義
のファイル節 FD記述項）
1,073,741,799バイト※ 1（上記以
外のファイル節 FD記述項）
65,535バイト（ファイル節 SD記
述項）

連絡節のデータ項目の長さ 16,777,215バイト（BY 
VALUE,RETURNING項目）
1,073,741,823バイト（上記以外）

上記以外の節のデータ項目の長さ 16,777,215バイト

1レコードに含まれる可変長項目の制御変数 100個

作業場所節の英字項目のけた数 16,777,215けた（クラス定義）
1,073,741,823けた（上記以外）

局所場所節の英字項目のけた数 1,073,741,823けた

ファイル節の英字項目のけた数 16,777,191バイト※ 1（クラス定義
のファイル節 FD記述項）
1,073,741,799バイト※ 1（上記以
外のファイル節 FD記述項）
65,535バイト（ファイル節 SD記
述項）
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連絡節の英字項目のけた数 16,777,215けた（BY 
VALUE,RETURNING項目）
1,073,741,823けた（上記以外）

上記以外の英字項目のけた数 16,777,215けた

外部 10進，内部 10進のけた数 18けた※ 10

2進項目のけた数 18けた

外部浮動小数点数字項目のけた数 仮数部 1～ 16けた
指数部 2けた

作業場所節の英数字，英数字編集項目のけた数 16,777,215けた（クラス定義）
1,073,741,823けた（上記以外）

局所場所節の英数字，英数字編集項目のけた数 1,073,741,823けた

ファイル節の英数字，英数字編集項目のけた数 16,777,191バイト※ 1（クラス定義
のファイル節 FD記述項）
1,073,741,799バイト※ 1（上記以
外のファイル節 FD記述項）
65,535バイト（ファイル節 SD記
述項）

連絡節の英数字，英数字編集項目のけた数 16,777,215けた（BY 
VALUE,RETURNING項目）
1,073,741,823けた（上記以外）

上記以外の英数字，英数字編集項目のけた数 16,777,215けた

数字編集項目のけた数 249けた
（数字は 18けた以内）

ブール項目のけた数 2,034けた

日本語項目のけた数 16,383けた

外部浮動小数点数字項目の値の範囲（絶対値） 約 10-37.9以上約 1038.5以下，また
は 0

条件文の入れ子 1,000重

うち PERFORM文の入れ子 100重

PERFORM文の VARYING指定で変化させられ
る一意名の数

7個（AFTER指定の数は 6個以
内）

EVALUATE文の入れ子 50重

GO TO DEPENDING文の一意名のけた数 9けた

STOP文の定数の長さ 160文字

ACCEPT文で一度に転送できるデータのサイズ 114バイト（FROM CONSOLE指
定時）

COPY文の入れ子 20重

原文名の長さ 31文字※ 2

区分 項目 制限値，限界値
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仮原文の原文語 1～ 322文字

演算結果を保証する算術式の中間結果のけた数 30けた※ 11

算術式に含まれる算術演算子 100個

作業場所節※ 3の節の合計サイズ 16,777,215バイト（クラス定義）
1,073,741,823バイト（上記以外）

局所場所節の節の合計サイズ 1,073,741,823バイト

ファイル節※ 3※ 4の節の合計サイズ 16,777,215バイト（クラス定義）
1,073,741,823バイト（上記以外）

その他の節（連絡節を除く）の合計サイズ 16,777,215バイト

算術式中に含まれる算術演算子 100個

表操作機能 作業場所節の OCCURS句の整数 2の値，添字の
値，部分参照の値

16,777,215（クラス定義）
1,073,741,823（上記以外）

局所場所節の OCCURS句の整数 2の値，添字の
値，部分参照の値

1,073,741,823

ファイル節の OCCURS句の整数 2の値，添字の
値，部分参照の値

16,777,191（クラス定義のファイ
ル節 FD記述項）
1,073,741,799（上記以外のファイ
ル節 FD記述項）
65,535（ファイル節 SD記述項）

連絡節の OCCURS句の整数 2の値，添字の値，
部分参照の値

16,777,215（BY 
VALUE,RETURNING項目）※ 5

1,073,741,823（上記以外）

上記外の節の OCCURS句の整数 2の値，添字の
値，部分参照の値

16,777,215

OCCURS句に指定できる指標名の数 12個

OCCURS句に定義した指標名に設定できる最大
値

10けた（クラス定義以外の作業場
所節，クラス定義以外のファイル
節 FD記述項，局所場所節，BY 
VALUE／ RETURNING項目以外
の連絡節）
9けた（BY VALUE／
RETURNING項目の連絡節および
上記以外の節）

OCCURS句の次元数 7次元

OCCURS KEYの個数 12個

SEARCH文の入れ子 15重

区分 項目 制限値，限界値
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入出力機能 RECORD CONTAINS CHARACTERS句で指定
できる値

16,777,191※ 1

（クラス定義のファイル節 FD記述
項）
1,073,741,799※ 1

（上記以外のファイル節 FD記述
項）
65,535
（ファイル節 SD記述項）

BLOCK CONTAINS句で指定できる値 16,777,191※ 1

（クラス定義のファイル節 FD記述
項）
1,073,741,799※ 1

（上記以外のファイル節 FD記述
項）

WRITE ADVANCINGで指定できる整数 0～ 99

RECORD KEY句で指定できるキーの最大長 255バイト

ALTERNATE RECORD KEY句で指定できる
キーの最大長

255バイト

ALTERNATE RECORD KEY句で指定できる
キーの個数

98個

LINAGE句で指定できる整数 1～ 32,767

LINAGE FOOTINGで指定できる整数 0～ 32,767

LINAGE TOPで指定できる整数 0～ 32,767

LINAGE BOTTOMで指定できる整数 0～ 32,767

RECORD IS VARYING句の FROMに指定でき
る整数

1～ 16,777,191※ 1

（クラス定義のファイル節 FD記述
項）
1～ 1,073,741,799※ 1

（上記以外のファイル節 FD記述
項）
1～ 65,535
（ファイル節 SD記述項）

RECORD IS VARYING句の TOに指定できる整
数

1～ 16,777,191※ 1

（クラス定義のファイル節 FD記述
項）
1～ 1,073,741,799※ 1

（上記以外のファイル節 FD記述
項）
1～ 65,535
（ファイル節 SD記述項）

区分 項目 制限値，限界値
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ファイルのブロック長に指定できる値 1～ 16,777,191※ 1

（クラス定義）
1～ 1,073,741,799
（上記以外）

CSV編成ファイルの READ／WRITE文で扱え
る基本項目の最大数

UNIX32の場合
• 2,729個（-NumCsvオプション
指定ありの場合）

• 5,459個（-NumCsvオプション
指定なしの場合）

UNIX64の場合
• 2,047個（-NumCsvオプション
指定ありの場合）

• 4,094個（-NumCsvオプション
指定なしの場合）

プログラム
間連絡機能

プログラム名，利用者定義関数名，クラス名，イ
ンタフェース名，メソッド名の長さ

31文字（定数指定でない場合）

プログラム名，メソッド名を定数指定する場合の
長さ

160バイト

-Main,V3オプションで引数を受け取るときに指
定できる最大長

100バイト

FD EXTERNAL句の数（プログラム単位，実行
時単位）

255個

01 EXTERNAL句の数（外部属性） 実行単位内で 32,767個
プログラム単位で 32,767個※ 6

入れ子プログラムの個数 65,535個

入れ子プログラムのネストの深さ 255レベル

ENTRY文の個数 32,767個

CALL文，INVOKE文の BY VALUE，BY 
CONTENT，RETURNINGに指定されたデータ
項目のサイズ

16,777,215バイト

利用者定義関数の引数として指定されたデータ項
目のサイズ（ただし，対応する仮引数に BY 
VALUEが指定または仮定される場合，および返
却値だけ）

16,777,215バイト

整列併合 SORT文，MERGE文の入力ファイル数 12個

機能 整列併合用キーの指定個数 64個

整列併合用キーのサイズの合計 4,080バイト

整列併合用レコードのサイズ 65,535バイト

オブジェク
ト指向機能

クラス定義中に記述可能なメソッドの数 65,530※ 7

その他 コンパイル可能なソース行数 999,999行

区分 項目 制限値，限界値



付録 E　コンパイラの制限値

979

注
ソース行数以外の制限値は独立していないため，すべての制限値が同時に適用されるとは限り
ません。

注※ 1
索引ファイルは，割り当てるファイルによって次のようになります。
• ISAMを使用する場合：65,503バイト
• HiRDBによる索引編成ファイルを使用する場合：1,073,741,799バイト
ただし，CREATE TABLE定義の指定に依存する

注※ 2
-V3Recまたは -CompatiV3オプション（VOS3 COBOL85互換のオプション）を指
定した場合，先頭の 8文字だけが有効となります。

注※ 3
-MultiThreadオプション指定時，ファイル節，作業場所節の合計の上限は，
16,777,215バイトとなります。

注※ 4
ファイル節の合計サイズは，次のように計算します。
Σ（各記述項のレコード長＋ 24+α）
α：レコード間の境界調整で生じる遊びバイト
レコード間は 8バイト境界調整される。

手続き名の個数 1,048,575個

ファイルの数 255個

自由形式正書法での 1行のバイト数 255バイト

COPY文 PREFIXING指定および SUFFIXING
指定に指定できる語の長さ

30文字

一つの実行単位が使用できるスタックサイズの上
限

システムのスタックサイズの設定
値に依存

COBOL2002で扱えるファイル名の長さの上限 パス名を含めて 255バイト※ 8

区分 項目 制限値，限界値
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注※ 5
添字の値，および部分参照の値の場合，上限は 1,073,741,823となります。

注※ 6
ただし，プログラム単位では，アドレスデータ項目の個数や連絡節の 01レベルデー
タ項目の個数によって，上記の最大数まで指定できないことがあります

注※ 7
クラス定義に含まれるファクトリ定義，オブジェクト定義のデータ記述項に
PROPERTY句が指定されている場合は次のようになります。

クラス定義中に記述可能なメソッドの数
= 65,530 - （SET,GET指定がない PROPERTY句の数）× 2 - （SET,GET指定
がある PROPERTY句の数）

注※ 8
パス名を含めないファイル名の長さの上限も 255バイトです。
使用できるファイル名の長さが機能により個別に規定されている場合は，その長さ
が上限となります。
また，指定されたファイル名は内部的に絶対パス名に変換することがありますが，
このとき内部的に処理できる絶対パス名の長さの上限は，1,023バイトです。

注※ 9
-MaxDigits38オプションを指定した場合，けた数は 1～ 38けたとなります。

注※ 10
-MaxDigits38オプションを指定した場合，けた数の上限は 38けたとなります。

注※ 11
-IntResult,DecFloat40オプションを指定した場合，けた数は 40けたとなります。



付録 F　入出力状態の値

981

付録 F　入出力状態の値
入出力状態の値が表す内容を，次に示します。

表 F-1　入出力状態の値

条件 入出
力状
態の
値

順編成ファイル，相対編成ファイル，
索引編成ファイルの場合

HiRDBによ
る索引編成
ファイルの場

合

COBOL入出
力サービス
ルーチンの場

合

成功 00 入出力文の実行が成功した。その入出力動作に関し
ては，これ以上情報がない。

○ ○

02 入出力文の実行は成功したが，重複キーが検出され
た。
1. READ文で読み込んだレコードキーの参照キー
の値が，その索引での次のレコードの参照キー
と等しい。

2. REWRITE文，またはWRITE文によって指定
されたレコードの副レコードキーの値が，すで
にファイルにある。ただし，この副レコード
キーは重複した値が許されているので，誤りで
はない。

× ×

04
　

READ文の実行は成功した。しかし，処理したレ
コードの長さが，そのファイルのファイル固有属性
に従っていない（テキスト編成ファイルだけ）。
または，CSV編成ファイルから入力した一つのセル
の文字列長が，入力領域より長い。

－
　

×
　

05 OPEN文の実行は成功した。しかし，OPEN文を
実行したとき，参照した不定ファイルはない。
OPEN文のモードが入出力両用，または拡張なら
ば，ファイルは生成される。

○
（入力モード
の場合だけ）

×

　 07 入出力文の実行は成功した。ただし，REEL／
UNIT指定の CLOSE文で参照したファイルが非
リール／ユニットの媒体上にある（順編成ファイル
だけ）。

－ ×

ファ
イル
終了

10 順アクセスの READ文を実行しようとしたが，次
のレコードがない。次の場合のどちらかである。
1. ファイルの終わりに達した。
2. 存在しない不定入力ファイルに対して，順アク
セスの READ文を初めて実行しようとした。

○ ○
（1.の場合だ

け）

14 相対編成ファイルに対して順アクセスの READ文
を実行しようとしたが，相対レコード番号の有効け
た数がそのファイルの相対キーデータ項目のサイズ
よりも大きい（相対編成ファイルだけ）。

－ ○
（相対編成
ファイルの場
合だけ）

無効
キー

21 順アクセスで，順序誤りがあった。成功した READ
文と次の REWRITE文の間で主レコードキーの値
が変更されたか，またはWRITE文の実行時に主レ
コードキーの値が昇順になっていない。

○ ×
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22 重複キーがあった。
1. すでにレコードがある位置に，重ねてWRITE
文でレコードを書き出そうとした。

2. WRITE文，または REWRITE文で索引編成
ファイルに書き出そうとしたレコードの主レ
コードキー，または副レコードキーの値が，す
でにファイル中にある。ただし，この副レコー
ドキーには，DUPLICATESが指定されていな
い。

○
（2.の場合だ

け）

○
（相対編成
ファイルで
1.の場合だ
け）

23 次の場合のどちらかである。
1. 物理ファイル中に存在しないレコードをランダ
ムに呼び出そうとした。

2. 存在しない不定入力ファイルに対して START
文，または乱アクセスの READ文を，実行しよ
うとした。

○ ○
（相対編成
ファイルの場
合だけ）

24 次の場合のどれかである。
1. COBOLの外部で定義されたファイルの区域外
に書き出そうとした。区域の定め方は，作成者
が決める。

2. 順アクセスのWRITE文を実行しようとしたが，
そのレコードの相対レコード番号の有効けた数
がそのファイルの相対キーデータ項目より大き
い。

3. 乱アクセスのWRITE文を実行しようとしたが，
その相対レコード番号が 0以下である。

○
（1.の場合だ

け）

○
（相対編成
ファイルの場
合だけ）

永続
誤り

30 永続誤りがある。次のどれかである。
1. 相対可変長ファイルのレコード領域が破壊され
ている。

2. 相対編成ファイルのスロットが破壊されている。
有効，無効レコードの識別ができない。

3. 特定のファイルを指定し，OPEN文が成功した
が，そのあと入出力矛盾が発生した（ファイル
破壊を検出した場合など）。

4. 相対編成ファイルで，最大レコード長および最
小レコード長の範囲を超えている。

ファイル位置
指示子が不定
となってい
る。例えば，
COMMIT
文，
ROLLBACK
文の実行に
よってファイ
ル位置指示子
が有効なレ
コードを指し
ていない。

○
（相対編成
ファイルで，
1.，2.の場合
だけ）

34 区域外書き出しによる永続誤りがある。
COBOLの外部で定義されたファイルの区域外にレ
コードを書き出そうとした（順編成ファイルだけ）。

－ ○

35 不定ファイルでないファイルがないとき，INPUT
指定，I-O指定，または EXTEND指定を持つ
OPEN文を実行しようとしたことによる永続誤りが
ある。

○ ○

条件 入出
力状
態の
値

順編成ファイル，相対編成ファイル，
索引編成ファイルの場合

HiRDBによ
る索引編成
ファイルの場

合

COBOL入出
力サービス
ルーチンの場

合
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37 OPEN文を実行しようとしたが，指定されたファイ
ルが，その OPEN文で指定されたモードを使えな
い。
次の場合のどれかである。
1. EXTEND指定，または OUTPUT指定が指定さ
れていたが，そのファイルでは出力動作が使え
ない。

2. I-O指定が指定されていたが，そのファイルで
は，入出力両用モードで開かれている索引編成
ファイルに対して許される入出力動作が使えな
い。

3. INPUT指定が指定されたが，そのファイルでは
入力動作が使えない。

4. OUTPUT指定以外が指定されたが，書式印刷機
能でプリンタの出力動作が使えない。

× ○
（1.，2.，お
よび 3.の場
合だけ）

38 施錠して閉じたファイルに対して，OPEN文を実行
しようとしたことによる永続誤りがある。

○ ×

39 ファイル固有属性とプログラム中で指定した属性と
の間で矛盾が検出されたため，OPEN文が不成功に
なった。

× ○

論理
誤り

41 開かれているファイルに OPEN文を実行しようと
した。

○ ○

42 開かれていないファイルに CLOSE文を実行しよう
とした。

○ ○

43 順アクセスで，DELETE文，または REWRITE文
を実行する前に，関連するファイルに対して実行さ
れた最後の入出力文が，成功した READ文でない。

○ ○

44 次のどちらかの条件で，区域外書き出しが起こっ
た。
1. 関連するファイル名の RECORD IS VARYING
句によって許される最大のレコードより大きい，
または最小のレコードより小さいレコードを書
き出そうとした，または書き換えようとした。

2. レコードを書き換えようとしたが，そのレコー
ドは，書き換えられるレコードと同じサイズで
ない。

○
（1.の場合だ

け）

○※ 1

46 入力モードまたは入出力両用レコードで開かれた
ファイルに順アクセスの READ文を実行しようと
したが，有効な次のレコードがない。次の場合のど
れかである。
1. 先行する START文が不成功であった。
2. 先行する READ文が，ファイル終了条件によっ
て不成功であった。

3. 先行する READ文が，ファイル終了条件を引き
起こした。

○ ○
（1.は相対編
成ファイルの
場合だけ）

条件 入出
力状
態の
値

順編成ファイル，相対編成ファイル，
索引編成ファイルの場合

HiRDBによ
る索引編成
ファイルの場

合

COBOL入出
力サービス
ルーチンの場

合
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47 入力モード，または入出力両用モードで開かれてい
ないファイルに，READ文，または START文を実
行しようとした。

○ ○

48 入出力両用モード，出力モード，または拡張モード
で開かれていないファイルに，WRITE文を実行し
ようとした。

○ ○

49 入出力両用モードで開かれていないファイルに，
DELETE文，または REWRITE文を実行しようと
した。

○ ○

作成
者規
定

90 入出力文の実行時，実行できない状態になった。
次のどれかである。
1. 入出力に必要なメモリが不足した。
2. ファイルにディレクトリが指定された。
3. CBLD_xxxで示される環境変数がない。
4. 1プロセス内でオープンできるファイル数の上
限を超えた。

5. CLOSE文実行時，バッファに残っていた内容を
ファイルに書き出すとき，大容量の記憶ファイ
ルの許容範囲を超えた。

6. ファイル名指定に誤りがある。
7. ラージファイル入出力機能の環境変数指定と
ファイル属性情報，またはファイルシステムの
属性情報とで矛盾がある。

8. ラージファイル入出力機能を使用していない場
合にファイルサイズが 2GBを超えて入出力を実
行した。

○※ 2 ○※ 3

92 入出力文の妥当でない使い方によって実行が不成功
になった。
1. レコード長が DEPENDING ON指定で指定さ
れている場合，指定されたデータ名中の値が数
字以外である。

2. レコード番号が処理できる最大値を超えた（相
対編成ファイルだけ）。

3. 開かれていないファイルに UNLOCK文を実行
しようとした。

○
（1.，および

3.の場合だ
け）

○※ 4

93 次の場合のどちらかである。
1. OPEN文を実行しようとしたが，該当ファイル
または該当ファイル中のレコードはすでに使用
されている。

2. 書式印刷機能を使用するとき，プリンタはすで
に使用されている。

× ○
（1.の場合だ

け）

条件 入出
力状
態の
値

順編成ファイル，相対編成ファイル，
索引編成ファイルの場合

HiRDBによ
る索引編成
ファイルの場

合

COBOL入出
力サービス
ルーチンの場

合
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（凡例）
○：標準仕様と同じ
×：値は返されない
－：該当しない

注※ 1
2.，および次の場合に該当する。
• ファイルオープン時に指定した最大のレコードより大きい，または最小のレコー
ドより小さいレコードを書き出そうとした，または書き換えようとした。

注※ 2
1.～ 6.，および次の場合に該当する。
• 副レコードキーの個数が，98を超えている。
• データが不正である。

注※ 3
1.，2.，4.，5.，6.，7.，8.，および次の場合に該当する。
• サービスルーチンに指定したパラメタインタフェース領域に誤りがある。
• サービスルーチンで取り扱えないファイル名を指定した。
• COBOL実行時ライブラリが組み込まれていない。
• 入出力のためのシステム関数でエラーが発生した。

注※ 4
2.，3.，および次の場合に該当する。
• 指定できないファイル編成，およびアクセス法で CBLSTARTサービスルーチン
を実行した。

• 指定できないファイル編成，およびアクセス法で NEXT指定の CBLREADサー
ビスルーチンを実行した。

98 該当せず。 出力モード指
定，または不
定ファイルに
対応する入出
力両用，拡張
モード指定の
OPEN文を
実行しようと
したが，ファ
イルがなかっ
た。

×

99 入出力文（OPEN文，CLOSE文を除く）を実行し
ようとしたが，該当レコードはすでに使用されてい
る。

× ○

条件 入出
力状
態の
値

順編成ファイル，相対編成ファイル，
索引編成ファイルの場合

HiRDBによ
る索引編成
ファイルの場

合

COBOL入出
力サービス
ルーチンの場

合
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• 指定できないファイル編成，およびアクセス法で KEY指定の CBLREADサービ
スルーチンを実行した。

• 指定できないファイル編成で CBLDELETEサービスルーチンを実行した。
• 順ファイルに対して LOCK MODE MANUALの指定をした。
• 開かれていないファイルに対して CBLWDISKサービスルーチンを実行した。
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付録 G　COBOL85と COBOL2002のコンパイラオプ
ションの対応

COBOL85の ccblコマンドと，COBOL2002の ccbl2002コマンドでの，コンパイラオ
プションの対応関係を，次に示します。

項番 ccblコマンドの
オプション名

ccbl2002コマンドの
オプション名

機能

1 -Ai -NumAccept ACCEPT文に数字項目を指定できるよ
うにする。

2 -B1 -Bin1Byte 1バイトの 2進項目を有効にする
（PICTURE句の指定で 2けたまでは 1
バイトとして扱う）。

3 -Bb※ 1 -BigEndian,Bin 2進データ項目をビッグエンディアン形
式で処理する。

　 -Fb※ 1 -BigEndian,Float 浮動小数点データ項目をビッグエンディ
アン形式で処理する。

4 -Bd -DynamicLink,Call プログラムの呼び出しで，動的なリンク
（ダイナミックリンク）を行う。

　 -Bs -DynamicLink,IdentCall 一意名指定の CALL文でプログラムを呼
び出す場合，動的なリンク（ダイナミッ
クリンク）を行う。定数指定の CALL文
は，静的なリンク（スタティックリン
ク）となる。

5 -Be※ 2 -ExternRef 外部属性を持つデータ項目が 8バイト境
界に整列されていないことを想定したオ
ブジェクトを生成する。

6 -C1 -Compile,CheckOnly コンパイル時，オブジェクトファイル，
実行可能ファイルを出力しない。

　 -C2 -Compile,NoLink コンパイル時，実行可能ファイルを出力
しない。

7 -Ci -NumCsv CSV編成ファイルで，セルデータを数値
として入出力できるようにする。

8 -Cm -StdMIA,13 MIA1.3仕様の範囲外チェックをする。

　 -Cy -StdMIA,14 MIA1.4仕様の範囲外チェックをする。

　 -Cu -Std85,High JIS仕様の範囲外チェックをする。

　 -Cj -Std85,High,Obso JIS仕様の範囲外と廃要素をチェックす
る。

　 -Cv -Std85,Middle JIS仕様の中位集合範囲外（上位集合，
JIS仕様の範囲外）チェックをする。
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　 -Cw -Std85,Low JIS仕様の下位集合範囲外（中位集合，
上位集合，JIS仕様の範囲外）チェック
をする。

　 -Cr -Std85,Report JIS仕様の報告書作成機能をチェックす
る。

9 -Cs -MainNotCBL すべて副プログラムとして作成する。

10 -d -DebugLine デバッグ行を有効にする。

11 -Dz -MinusZero 10進項目で負の符号を持つゼロを正の符
号を持つゼロに変換する。

12 -Ec※ 3 -Switch,EBCDIC 字類条件を EBCDICに指定する。

　 -Ek※ 3 -Switch,EBCDIK 字類条件を EBCDIKに指定する。

13 -F8 -Cblctr CBL-CTR特殊レジスタを使用できるよ
うにする。

14 -Gm -SimMain 主プログラムをシミュレーションする。

　 -Gs -SimSub 副プログラムをシミュレーションする。

15 -H8 -H8Switch HITAC8000シリーズの仕様でコンパイ
ルする。

16 -Hd -IgnoreLCC 行送り制御文字を無視する。

17 -Hf※ 9 -V3Rec,Fixed ホスト（VOS3）の固定長レコード形式
のプログラムを，VOS3の日本語文字の
扱いに合わせてコンパイルする。

　 -Hv※ 9 -V3Rec,Variable ホスト（VOS3）の可変長レコード形式
のプログラムを，VOS3の日本語文字の
扱いに合わせてコンパイルする。

18 -i -IdentCall 動的なリンクでの呼び出しをシミュレー
ションする。

19 -K1※ 3 -EucPosition EUC環境下で，見かけ上の文字位置で
固定形式正書法の境界を決定するときに
指定する。

20 -Ks※ 4 -XMAP,LinePrint 書式印刷機能を使用して，順編成ファイ
ルをプリンタに出力する。

21 -M1 -CmAster 1カラム目が '*'の行を注記行とする。

22 -Md -CmDol 7カラム目が '$'の行を注記行とする。

23 -Mw -Main,System 先頭の最外側プログラムを主プログラム
として作成する。引数の形式は，システ
ム固有の argc，argv形式とする。

　 -Mh -Main,V3 先頭の最外側プログラムを主プログラム
として作成する。引数の形式は，ホスト
（VOS3）形式とする。

項番 ccblコマンドの
オプション名

ccbl2002コマンドの
オプション名

機能
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24 -Mt -MultiThread マルチスレッド対応 COBOLプログラム
を作成する。

25 -Na※ 3 -JPN,Alnum 日本語項目，日本語編集項目，および日
本語文字定数をそれぞれ英数字項目，英
数字編集項目，および英数字定数として
扱う。

　 － -JPN,V3JPN※ 3 STRING文，UNSTRING文，
INSPECT文を除く日本語項目，日本語
編集項目，および日本語文字定数をそれ
ぞれ英数字項目，英数字編集項目，およ
び英数字定数として扱う。

26 -Nl -International インターナショナリゼーション機能を使
用するときに指定する。

27 -o -OutputFile 生成する実行可能ファイル名を指定す
る。

28 -O0 -Optimize,0 コンパイル時，最適化をしない。

　 -O1 -Optimize,1 コンパイル時，文の中で閉じた最適化を
する。

　 -O2 -Optimize,2 コンパイル時，広域的な最適化をする。

　 -O3 -Optimize,3 コンパイル時，広域的な最適化をし，10
進項目を 2進項目に変換する。

29 -P1 -SrcList,NoCopy コンパイルリストに情報を出力する。す
べての COPY文の展開を抑止する。

　 -P2 -SrcList,CopySup コンパイルリストに情報を出力する。プ
ログラムに SUPPRESS指定があるとき
だけ，COPY文の展開を抑止する。

　 -P3 -SrcList,CopyAll コンパイルリストに情報を出力する。
SUPPRESS指定を無視して，すべての
COPY文を強制的に展開する。

　 － -SrcList,OutputAll コンパイルリストに情報を出力する。
COPY文の SUPPRESS指定，翻訳指令
を無視して，すべての情報を出力する。

　 － -SrcList,xxxxx,NoFalsePath コンパイルリストに情報を出力すると
き，条件翻訳の無効行を出力しない
（xxxxxには，CopyAll，CopySup，また
は NoCopyを指定する）。

　 － -SrcList,xxxxx,DataLoc※ 8 コンパイルリスト（原始プログラムリス
ト）にデータ項目の相対位置と長さを表
示する（xxxxxには，OutputAll，
CopyAll，CopySup，または NoCopyを
指定する）。

30 -Rd※ 3 -RDBTran HiRDBによる索引ファイル入出力機能
を使用する。

項番 ccblコマンドの
オプション名

ccbl2002コマンドの
オプション名

機能
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31 -RG -Profile,Gprof gprofでのプロファイル用オブジェクト
ファイルを作成する。

　 -Rp※ 5 -Profile,Prof profでのプロファイル用オブジェクト
ファイルを作成する。

32 -S1 -StdVersion,1 第 1次規格の解釈でコンパイルする。

　 -S2 -StdVersion,2 第 2次規格の解釈でコンパイルする。

33 -Sz -PIC,Std 共用ライブラリに使う位置独立（PIC）
コードを作成する場合に指定する。

　 -SZ -PIC,Expand -PIC,Stdオプションを指定してリンクエ
ラーになった場合に使用する。

34 -T1 -DebugInf 異常終了時，エラー要約情報を出力す
る。

　 -T2 -DebugInf,Trace 異常終了時，エラー要約情報およびト
レースバック情報を出力する。

　 -T3 -DebugCompati 実行時に次のチェックをする。
• 添字，指標名の繰り返し回数の範囲外
チェック

• プログラム間整合性チェック

　 -T4 -DebugData データ例外を検出する。

　 -T5 -TDInf テストデバッグ情報を出力する。

　 -T6 -CVInf カバレージ情報を出力する。

　 -T7 -DebugRange 添字，指標名の繰り返し回数について，
次元ごとの範囲外チェックをする。

　 -Tt -TestCmd,Full 中断点情報，シミュレーション情報の
TDコマンドを TDコマンド格納ファイ
ルに出力する。

　 -Tb -TestCmd,Break 中断点情報の TDコマンドを TDコマン
ド格納ファイルに出力する。

　 -Ts -TestCmd,Sim シミュレーション情報の TDコマンドを
TDコマンド格納ファイルに出力する。

35 -Un -EquivRule,NotExtend 拡張コード文字と標準コード文字を等価
とみなさない。

　 -Ue -EquivRule,NotAny 拡張コード文字と標準コード文字を等価
とみなさない。さらに，標準コードの英
大文字と標準コードの英小文字も等価と
みなさない。

　 － -EquivRule,StdCode 拡張コード文字と標準コード文字を等価
とみなさない。さらに，日本語文字定数
中に標準コードの空白を書いてもエラー
としない。

36 -v -Details コンパイラオプションの詳細情報を出力
する。

項番 ccblコマンドの
オプション名

ccbl2002コマンドの
オプション名

機能
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37 -V3※ 9 -CompatiV3 VOS3 COBOL85との互換機能を有効に
する。

38 -Va -CBLVALUE 環境変数 CBLVALUEを有効にする。

39 -Vx -BinExtend 2進データ項目に指定できる初期値を拡
張する。

40 -Wl -Link リンカに渡すオプションを指定する。

41 -X5 -Comp5 COMP-5を指定できるようにする。

42 -Xb -DigitsTrunc 転記文で上位けたを切り捨てる。

43 -Xc -DoubleQuote 引用符（ " ）を分離符とみなしてコンパ
イルする。

44 -Xe -TruncCheck,Binary 転記でのデータ切り捨てをチェックす
る。さらに，送り出し側作用対象が 2進
項目で，受け取り側作用対象が外部 10
進項目／内部 10進項目のとき，送り出
し側作用対象の 2進項目は格納可能な最
大けた数でチェックする。

　 -Xo -TruncCheck 転記でのデータ切り捨てをチェックす
る。

45 -Xr -SQL,XDM リレーショナルデータベース（XDM/
RD）操作シミュレーション機能を使用
する。

46 指定なし -Help コマンドのヘルプを出力する。

47 － -SimIdent 副プログラム（一意名 CALL文）をシ
ミュレーションする。

48 － -Std2002,OutRange COBOL2002規格仕様をチェックする。

　 － -Std2002,Obso COBOL2002規格仕様の廃要素をチェッ
クする。

　 － -Std2002,Archaic COBOL2002仕様の古典的要素をチェッ
クする。

49 － -Compati85,IoStatus 入出力状態 1x，2xに対する処理を
UNIX COBOL85と同様にする。

　 － -Compati85,Linage LINAGE値が不正なときの処理をUNIX 
COBOL85と同様にする。

　 － -Compati85,Call CALL文の ON EXCEPTION，または
ON OVERFLOW指定の無条件文を実行
するエラーの条件をUNIX COBOL85と
同様にする。

　 － -Compati85,Power べき乗演算の精度，エラー時の処理を
UNIX COBOL85と同様にする。

　 － -Compati85,Syntax コンパイル時の解釈を UNIX COBOL85
と同様にする。

項番 ccblコマンドの
オプション名

ccbl2002コマンドの
オプション名

機能
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　 － -Compati85,IDParag 見出し部の構文チェックを緩和する。

　 － -Compati85,RsvWord UNIX COBOL85の予約語と同じ範囲で
コンパイルする。

　 － -Compati85,NoPropagate プログラムへの伝播を抑止し，オブジェ
クトファイルサイズを縮小する。

　 － -Compati85,All -Compati85オプションのすべてのサブ
オプションを仮定する。

50 － -ErrSup,I Iレベルエラーの出力を抑止する。

　 － -ErrSup,W Wレベルエラーの出力を抑止する。

51 － -Repository,Gen コンパイル時，リポジトリファイルだけ
を出力する。

　 － -Repository,Sup リポジトリファイルがすでにある場合，
更新しない。

52 － -RepositoryCheck 翻訳グループ中の定義と外部リポジトリ
中の情報に相違があるかどうかをチェッ
クする。

53 － -Define コンパイル時に有効となる，翻訳変数名
とその値を定義する。

54 － -OldForm UNIX COBOL85のオプションを指定す
る。

55 － -UniObjGen※ 6 シフト JISの COBOLソースから
Unicodeのオブジェクトを生成する。

－ -UniEndian,Little※ 6 シフト JISで記述された日本語文字定数
を UTF-16LEに変換する。

－ -UniEndian,Big※ 6 シフト JISで記述された日本語文字定数
を UTF-16BEに変換する。

56 － -V3Spec VOS3 COBOL85に対する UNIX 
COBOL2002固有の構文をチェックす
る。

　 － -V3Spec,CopyEased VOS3 COBOL85に対する UNIX 
COBOL2002固有の構文をチェックす
る。ただし，COPY文，REPLACE文の
一部のエラーチェックをしない。

57 － -V3ConvtName VOS3 COBOL85からのソースファイル
互換のため，COPY文の原文名定数中の
'¥'と '@'を変換する。

58 － -UscoreStart 先頭が下線の CALL定数を指定できるよ
うにする。

59 － -LowerAsUpper 定数指定の CALLに指定された英小文字
を英大文字に変換してプログラムを呼び
出す。

項番 ccblコマンドの
オプション名

ccbl2002コマンドの
オプション名

機能
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（凡例）
－：対応するコンパイラオプションがない

注※ 1
Linuxで有効です。

注※ 2
Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 3
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効で
す。

注※ 4
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 5
HP-UX(IPF)，HP-UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，Solaris(SPARC)で有効です。

注※ 6
HP-UX(IPF)，AIX(32)，AIX(64)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

注※ 7
Linux(x64)で有効です。

注※ 8
HP-UX(IPF)，Linux(x86)，Linux(x64)で有効です。

注※ 9
Linux(x86)，Linux(x64)の場合，コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEに YESを指定したと
きだけ有効です。

注※ 10
HP-UX(IPF64)，Linux(x64)で有効です。

60 － -Lx64ConventionCheck※ 7 Linux(x64)で C言語との連携を行うと
きに問題となる可能性のあるコードがあ
るかどうかをチェックする。

61 － -MaxDigits38※ 10 数字項目および数字定数に指定できる最
大けた数を 18けたから 38けたに拡張す
る。

62 － -IntResult,DecFloat40※ 10 算術演算の中間結果の表現形式を 40け
たの 10進浮動小数点形式にする。

項番 ccblコマンドの
オプション名

ccbl2002コマンドの
オプション名

機能
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付録 H　サービスルーチンのリソース一覧
リソースの標準値が格納されているアプリケーションリソースファイル名称を，次に示
します。

JCPOPUPサービスルーチン

リソースファイル名
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)の場合：Cbl2002popup
HP-UX(IPF64)，AIX(64)の場合：Cbl2002popup64

リソースファイルのクラス名
HP-UX(IPF)，AIX(32)，Solaris(SPARC)の場合：Cbl2002popup
HP-UX(IPF64)，AIX(64)の場合：Cbl2002popup64

リソースファイルの格納場所については，「12.4　リソース一覧」を参照してください。

リソース一覧を次に示します。

リソース名 内容 指定値，標準値

background
　

背景色
　

任意
標準値…white

foreground
　

前景色
　

任意
標準値…black

showPF1 終了キーメニュー中に［PF1］キーを表示 True…表示する

showPF2 終了キーメニュー中に［PF2］キーを表示 False…表示しない

showPF3 終了キーメニュー中に［PF3］キーを表示 標準値…True

showPF4 終了キーメニュー中に［PF4］キーを表示 　

showPF5 終了キーメニュー中に［PF5］キーを表示 　

showPF6 終了キーメニュー中に［PF6］キーを表示 　

showPF7 終了キーメニュー中に［PF7］キーを表示 　

showPF8 終了キーメニュー中に［PF8］キーを表示 　

showPF9 終了キーメニュー中に［PF9］キーを表示 　

showPF10 終了キーメニュー中に［PF10］キーを表示 　

showPF11 終了キーメニュー中に［PF11］キーを表示 　

showPF12 終了キーメニュー中に［PF12］キーを表示 　

showPF13 終了キーメニュー中に［PF13］キーを表示 　

showPF14 終了キーメニュー中に［PF14］キーを表示 　

showPF15 終了キーメニュー中に［PF15］キーを表示 　

showPF16 終了キーメニュー中に［PF16］キーを表示 　
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showPF17 終了キーメニュー中に［PF17］キーを表示 　

showPF18 終了キーメニュー中に［PF18］キーを表示 　

showPF19 終了キーメニュー中に［PF19］キーを表示 　

showPF20 終了キーメニュー中に［PF20］キーを表示 　

showPF21 終了キーメニュー中に［PF21］キーを表示 　

showPF22 終了キーメニュー中に［PF22］キーを表示 　

showPF23 終了キーメニュー中に［PF23］キーを表示 　

showPF24 終了キーメニュー中に［PF24］キーを表示 　

PF1.labelString
　

［PF1］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF1

PF2.labelString
　

［PF2］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF2

PF3.labelString
　

［PF3］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF3

PF4.labelString
　

［PF4］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF4

PF5.labelString
　

［PF5］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF5

PF6.labelString
　

［PF6］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF6

PF7.labelString
　

［PF7］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF7

PF8.labelString
　

［PF8］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF8

PF9.labelString
　

［PF9］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF9

PF10.labelString
　

［PF10］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF10（a）

PF11.labelString
　

［PF11］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF11（b）

PF12.labelString
　

［PF12］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF12（c）

PF13.labelString
　

［PF13］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF13（d）

PF14.labelString
　

［PF14］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF14（e）

PF15.labelString
　

［PF15］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF15（f）

リソース名 内容 指定値，標準値
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PF16.labelString
　

［PF16］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF16（g）

PF17.labelString
　

［PF17］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF17（h）

PF18.labelString
　

［PF18］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF18（i）

PF19.labelString
　

［PF19］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF19（j）

PF20.labelString
　

［PF20］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF20（k）

PF21.labelString
　

［PF21］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF21（l）

PF22.labelString
　

［PF22］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF22（m）

PF23.labelString
　

［PF23］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF23（n）

PF24.labelString
　

［PF24］キーのラベル文字列
　

任意
標準値…PF24（o）

リソース名 内容 指定値，標準値
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付録 I　各バージョンの変更内容
各バージョンの変更内容を示します。

変更内容（3000-3-D42-80）COBOL2002 Net Server Suite 01-02，COBOL2002 Net 
Server Runtime 01-02（適用 OS：HP-UX 11i(IPF)）

COBOL2002 Net Server Suite 01-02，COBOL2002 Net Server Runtime 01-02（適用 OS：
Linux 5 AP(x86)，Linux 5 AP（AMD/Intel64）），COBOL2002 Net Server Suite(64) 01-02，
COBOL2002 Net Server Runtime(64) 01-02（適用 OS：Linux 5 AP(AMD/Intel64））

変更内容（3000-3-D42-70）COBOL2002 Net Server Suite(64) 01-00，COBOL2002 Net 
Server Runtime(64) 01-00（適用 OS：AIX 5L V5.3，AIX V6.1）

追加・変更内容

適用 OSごとに記述している個所に，HP-UX(IPF) COBOL2002 01-02の内容を追加した。

リソースファイルの格納場所を追加した。

追加・変更内容

実行単位中のすべてのファイルに対して，ラージファイル入出力機能を適用する方法を追加した。

ファイル入出力拡張機能を追加した。

「ファイルサイズがレコード長の整数倍でない固定長形式の順ファイルの入出力」を 6.11.1に移動した。

コンパイラ環境変数 CBLV3UNICODEを追加した。

適用 OSごとに記述している個所に，Linux(x86)，Linux(x64) COBOL2002の内容を追加した。

-SrcListオプションに DataLocサブオプションを追加した。

次のコンパイラオプションの注意事項を追加した。
• -V3Recオプション
• -JPNオプション
• -UniObjGenオプション

次の環境変数を追加した。
• CBLINBUFSIZE
• CBLLARGEFILE
• CBLOUTBUFSIZE

環境変数 CBLD_ファイル名に設定できるオプション「NOINBUFSIZE／ NOOUTBUFSIZE」を追加
した。

追加・変更内容

適用 OSごとに記述している個所に，AIX(64) COBOL2002の内容を追加した。

ISAMによる索引編成ファイルとの物理的制限事項の相違点に，作成できる列の数を追加した。

表中の「Insert」，「Delete」,「Alt+矢印」の説明を削除した。

画面節（SCREEN SECTION)による画面機能の注意事項を追加した。
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COBOL2002 Net Server Suite 01-02，COBOL2002 Net Server Runtime 01-02（適用 OS：
AIX 5L V5.1，AIX 5L V5.2，AIX 5L V5.3，AIX V6.1）

変更内容（3000-3-D42-60）COBOL2002 Net Server Suite 01-00，COBOL2002 Net 
Server Runtime 01-00（適用 OS：Solaris(SPARC)）

画面節（WINDOW SECTION)による画面機能の注意事項を追加した。

リンク方法の例題に，-Lオプションの指定を追加した。

CANCEL文を実行した場合のバイトストリームの状態を追加した。

CBLSTMREADの引数 3および引数 4の説明を変更した。

COBOLプログラム間で定数の引数を渡す場合の型の対応を変更した。

共用ライブラリの動的リンク時に指定が必要なライブラリ (HP-UX(IPF),HP-UX(IPF64)の場合 )の説明
を変更した。

共用ライブラリの動的なリンクを使用するプログラム作成時の注意事項を変更した。

他言語で標準出力や標準エラー出力をする場合の注意事項を追加した。

COBOLプログラムのデータ項目と Cプログラムの型の対応について変更した。

C言語との連携についての注意事項を追加した。

COBOLの入出力機能についてのサービスルーチンの説明を変更した。

次のコンパイラオプションの注意事項を変更した。
• -BigEndianオプション

リンケージ方法の例題に -L指定を追加した。

xxx.soライブラリのリンク時の注意事項を追加した。

追加・変更内容

適用 OSに AIX V6.1を追加した。

適用 OSごとに記述している個所の AIXの表記を，AIX(32)に変更した。

AIX(32)がラージファイル入出力機能で使用できるファイル形式に，CSV編成ファイルを追加した。

AIX(32)でプロファイル情報に出力されるプロパティメソッド名を変更した。

追加・変更内容

適用 OSに Solaris(SPARC)を追加した。

適用 OSごとに記述している個所に，Solaris(SPARC) COBOL2002の内容を追加した。

Linux(x86)，Linux(x64)，および Linux(IPF64)を併記してある表記を「Linux」に変更した。

Windowsの改行文字の説明を変更した。

COBOLプログラムがスレッド開始関数となる例の，スレッド起動プログラムの内容を変更した。

追加・変更内容



付録 I　各バージョンの変更内容

999

次のコンパイラオプションの注意事項を変更した。
• -Profile

次のコンパイラオプションを追加した。
• -ExternRef

追加・変更内容
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付録 J　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

付録 J.1　関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

• COBOL2002　使用の手引　操作編（3000-3-D43）
• COBOL2002　言語　標準仕様編　（3020-3-D44）
• COBOL2002　言語　拡張仕様編　（3020-3-D45）
• COBOL2002　XML連携機能ガイド　（3020-3-D89）
• COBOL2002　Cosminexus連携機能ガイド　（3020-3-D90）
• 索引順編成ファイル管理 ISAM　（3000-3-169）
• ソートマージ　（3000-3-151）
• ソートマージ　（3020-3-N73）
• 日立コード変換ユーザーズガイド　（3020-7-351）
• 画面・帳票サポートシステム XMAP3 Server　（3000-7-508）
• XMAP3 Version 5 画面・帳票サポートシステム XMAP3 概説　（3020-7-511）
• XMAP3 Version 5 画面・帳票サポートシステム XMAP3 開発ガイド　（3020-7-512）
• XMAP3 Version 5 画面・帳票サポートシステム XMAP3 プログラミングガイド　
（3020-7-513）
• XMAP3 Version 5 画面・帳票サポートシステム XMAP3 実行ガイド　（3020-7-514）
• 画面・帳票サポートシステム XMAP3 開発・実行ガイド　（3020-7-591）
• 画面・帳票サポートシステム XMAP3 プログラミングガイド 帳票編　（3020-7-593）
• 画面・帳票サポートシステム XMAP3 プログラミングガイド 画面編　（3020-7-594）
• HiRDB Version 7 解説（UNIX(R)用）　（3000-6-271）※ 1

• HiRDB Version 7 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）（3000-6-275）※ 2

• HiRDB Version 7 UAP開発ガイド（UNIX(R)/Windows(R)用）　（3000-6-276）※ 3

• HiRDB Version 7 SQLリファレンス（UNIX(R)/Windows(R)用）　（3000-6-277）※ 4

• HiRDB Version 7 メッセージ（UNIX(R)/Windows(R)用）（3000-6-278）
• HiRDB Version 8 解説（UNIX(R)用）　（3000-6-351）※ 1

• HiRDB Version 8 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）　（3000-6-355）※ 2

• HiRDB Version 8 UAP開発ガイド　（3020-6-356）※ 3

• HiRDB Version 8 SQLリファレンス　（3020-6-357）※ 4

• HiRDB Version 8 メッセージ　（3020-6-358）
• HiRDB Version 9 解説（UNIX(R)用）　（3000-6-451）※ 1

• HiRDB Version 9 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)用）　（3000-6-452）
• HiRDB Version 9 システム定義（UNIX(R)用）　（3000-6-453）
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• HiRDB Version 9 システム運用ガイド（UNIX(R)用）　（3000-6-454）
• HiRDB Version 9 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）　（3000-6-455）※ 2

• HiRDB Version 9 UAP開発ガイド（3020-6-456）※ 3

• HiRDB Version 9 SQLリファレンス（3020-6-457）※ 4

• HiRDB Version 9 メッセージ（3020-6-458）

注※ 1
このマニュアルでは，「HiRDBの解説マニュアル」と表記しています。

注※ 2
このマニュアルでは，「HiRDBのコマンドリファレンスマニュアル」と表記してい
ます。

注※ 3
このマニュアルでは，「HiRDBの UAP開発ガイドマニュアル」と表記しています。

注※ 4
このマニュアルでは，「HiRDBの SQLリファレンスマニュアル」と表記していま
す。

付録 J.2　このマニュアルでの表記
このマニュアル中では，「このシステム」と表現している場合「COBOL2002」を，
「UNIX」と表現している場合「HP-UX(IPF※ )」，「HP-UX(IPF※ 64)」，「AIX(32)」，
「AIX(64)」，「Linux(x86)」，「Linux(x64)」，「Linux(IPF※ 64)」，および
「Solaris(SPARC)」を，「UNIX32」と表現している場合「HP-UX(IPF※ )」，「AIX(32)」，
「Linux(x86)」，および「Solaris(SPARC)」を，「UNIX64」と表現している場合
「HP-UX(IPF※ 64)」，「AIX(64)」，「Linux(x64)」，および「Linux(IPF※ 64)」を示して
います。

注※

IPF：Itanium(R) Processor Family

また，このマニュアルは，製品種別によって相違点があります。本文中での製品種別ご
との表記を次に示します。



付録 J　このマニュアルの参考情報

1002

注※
HP-UX(IPF)：32bit版 HP-UX(IPF)
HP-UX(IPF64)：64bit版 HP-UX(IPF)
AIX(32)：32bit版 AIX
AIX(64)：64bit版 AIX
Linux(x86)：32bit版 Linux(x86)
Linux(x64)：64bit版 Linux(x64)
Linux(IPF64)：64bit版 Linux(IPF)
Solaris(SPARC)：32bit版 Solaris(SPARC)

• Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) COBOL2002，および Linux(IPF64) 
COBOL2002を総称して，Linux COBOL2002と表記しています。

プラットフォームを明確にする必要がある場合の表記を次に示します。

マニュアルでの表記 該当する製品の
形名

COBOL2002 UNIX 
COBOL2002

UNIX32 
COBOL2002

HP-UX(IPF)※ COBOL2002 P-1J36-1111
P-1J36-2111

AIX(32)※ COBOL2002 P-1M36-1111
P-1M36-2111

Linux(x86)※ COBOL2002 P-9S36-1111
P-9S36-2111

Solaris(SPARC)※ 
COBOL2002

P-9D36-1111
P-9D36-2111

UNIX64 
COBOL2002

HP-UX(IPF64)※ COBOL2002 P-1J36-1211
P-1J36-2211

AIX(64)※ COBOL2002 P-1M36-1211
P-1M36-2211

Linux(x64)※ COBOL2002 P-9W36-1211
P-9W36-2211

Linux(IPF64)※ COBOL2002 P-9V36-1211
P-9V36-2211
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注※
これらの製品を総称して Linuxと表記しています。

また，このマニュアルでは各製品を次のように表記しています。

マニュアルでの表記 該当する製品の形名

UNIX UNIX32 HP-UX(IPF) P-1J36-1111，P-1J36-2111

AIX(32) P-1M36-1111，P-1M36-2111

Linux(x86)※ P-9S36-1111，P-9S36-2111

Solaris(SPARC) P-9D36-1111，P-9D36-2111

UNIX64 HP-UX(IPF64) P-1J36-1211，P-1J36-2211

AIX(64) P-1M36-1211，P-1M36-2211

Linux(x64)※ P-9W36-1211，P-9W36-2211

Linux(IPF64)※ P-9V36-1211，P-9V36-2211

マニュアルでの表記 製品名

AIX AIX 5L V5.1

AIX 5L V5.2

AIX 5L V5.3

AIX V6.1

HP-UX 11i (IPF) HP-UX 11i V2(IPF)

HP-UX 11i V3(IPF)

Linux Linux AS 3 (IPF) Red Hat Enterprise Linux(R) AS 3 (IPF)

Linux AS 4 (IPF) Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4 (IPF)

Linux 5 AP (AMD/
Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced Platform (AMD/Intel 64)

Linux 5 AP (Intel 
Itanium)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced Platform (Intel Itanium)

Linux 5 AP (x86) Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (x86)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced Platform (x86)

Solaris(SPARC) Solaris 9(SPARC)

Solaris 10(SPARC)

XMAP3 XMAP3/Enterprise Edition Run Time System Version 4 

XMAP3/Enterprise Edition Version 4 

XMAP3/NET Run Time System Version 4 
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• XMAP3の製品を区別する必要がある場合は，それぞれの製品名称を表記しています。
• 日立 COBOL2002のことを日立 COBOL2002，または単に COBOL2002と表記して
います。

• 日立 COBOL85のことを日立 COBOL85，または単に COBOL85と表記しています。
また，プラットフォームを明確にする必要がある場合は，「PC COBOL85」「VOS3 
COBOL85」のように表記しています。

• 特に断り書きがない場合，プログラム定義，関数定義，およびメソッド定義を総称し
て「プログラム」と表記しています。

• リストのヘッダ部に表示される COBOL2002の識別記号を次のように表記していま
す。識別記号以外については，「付録 C.2　リストの見方」を参照してください。

• コンパイラオプションの説明では，次の表記を使用します。

「XXXオプション」，または単に「XXX」とオプション名が表記されている場合
XXXオプションについて，サブオプションの組み合わせを含む，すべての場合を意
味します。

XMAP3/NET Version 4 

XMAP3/REPORT3 Run Time System Version 4 

XMAP3/REPORT3 Version 4

XMAP3/Web Version 4 

XMAP3 Server

XMAP3 Developer Version 5

XMAP3 Client Runtime Version 5

識別記号（ｃ） 内容

Fと表示された場合 COBOL2002の稼働プラットフォームがHP-UX(IPF)であることを示します。

Hと表示された場合 COBOL2002の稼働プラットフォームがHP-UX(IPF64)であることを示します。

Aと表示された場合 COBOL2002の稼働プラットフォームが AIX(32)であることを示します。

Bと表示された場合 COBOL2002の稼働プラットフォームが AIX(64)であることを示します。

Jと表示された場合 COBOL2002の稼働プラットフォームが Linux(x86)であることを示します。

Kと表示された場合 COBOL2002の稼働プラットフォームが Linux(x64)であることを示します。

Lと表示された場合 COBOL2002の稼働プラットフォームが Linux(IPF64)であることを示します。

Sと表示された場合 COBOL2002の稼働プラットフォームが Solaris(SPARC)であることを示しま
す。

マニュアルでの表記 製品名
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「XXX,YYYオプション」，または単に「XXX,YYY」とサブオプションを含めたオプショ
ン名が表記されている場合

XXX,YYYオプションだけの場合を意味します。

「XXXコンパイラオプション」と表記されている場合
リンカオプションなど，ほかのオプションと明確に区別する必要がある場合を意味
します。

（例 1）
「-Compileオプション」または「-Compile」と記載している場合，-Compileオプ
ションのサブオプションの組み合わせすべて（-Compile,CheckOnly／
-Compile,NoLink）を意味します。

（例 2）
「-Compile,CheckOnlyオプション」または「-Compile,CheckOnly」と記載してい
る場合，-Compile,CheckOnlyだけを意味します。

付録 J.3　英略語
このマニュアルで使用する英略語の正式名称を次に示します。

付録 J.4　KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそ
れぞれ 1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

英略語 正式名称

CGI Common Gateway Interface

CSV Comma Separated Values

HTML Hyper Text Markup Language

ISAM Index Sequential Access Method file

ODBC Open Database Connectivity

PC Personal Computer

RDB Relational Database
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付録 K　用語解説

（記号）

-Mainオプションが指定されたプログラム
アプリケーションの主プログラム（main関数を持つプログラム）となる COBOLプログラムのこ
と。COBOL2002では，-Main,Systemまたは -Main,V3オプションを指定してコンパイルすると，
-Mainオプションが指定されたプログラムを作成できる。

（英字）

BASEクラス（BASE class）
COBOL2002で使用できる標準クラス。BASEクラスには，オブジェクトの生成や初期化などのメ
ソッドが定義されている。BASEクラスのサブクラスならば，どのクラスでも BASEクラスの機能
が利用できる。

CGI(Common Gateway Interface)
Webサーバの機能を拡張するための APIのこと。CGIを使用すると，Webサーバとほかのプログ
ラムを連携させてWWWクライアントに複雑なサービスを使用できる。

CSV編成ファイル
CSV（Comma Separated Value）形式でデータが記述されたファイルのこと。表計算プログラム
ファイルともいう。
CSV形式とは，表計算プログラムやリレーショナルデータベースでデータを扱えるテキストデータ
の形式をいう。データの区切りをコンマ（,），レコードの区切りを改行で表す。レコードは可変長形
式になる。コンマで区切られた個々のデータは，セルと呼ばれる。

HTML（Hyper Text Markup Language）
インターネットなどのWWWで，Webページを作成するための言語。テキストファイル中にタグと
呼ばれる制御文字を埋め込むと，文字書式の設定や画像の埋め込み，ほかのページへのリンクなど
を表現できる。

SELF
メッセージの受け手のオブジェクトを参照するための名前のこと。SELFが参照するオブジェクト
を SELFオブジェクトという。メソッド中で使用される SELFは，そのメソッドの呼び起こし対象
のオブジェクト自身のことを表す。

SUPER
SELFと同様に，メッセージの受け手のオブジェクトを参照するための名前のこと。SUPERは，
INHERITS句が指定されたクラスのメソッド実装定義中だけで使用できる。SUPERが参照するオ
ブジェクトは，SELFが参照するオブジェクトだが，メソッドの検索方法が SELFの場合と異なる。
メソッド実装定義中に SUPERを指定すると，そのメソッド実装定義が含まれるクラスのスーパク
ラスを起点に，メソッドが検索される。
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TDコマンド
テストデバッグで使用するコマンド。

UCS-2(Universal multi-octet Character Set 2)
符号化文字集合の一つの形式。1文字を 2バイトで表現する。

Unicode
1バイトでは表現できない文字セットを含めあらゆる文字セットをサポートした文字コード。主な符
号化文字集合として UCS-2，UCS-4がある。主なエンコーディングスキーマとして UTF-8，
UTF-16がある。

Unicodeシグニチャ
Unicodeの表現形式（UTF-16LE／ UTF-16BE／ UTF-8），またはそれを識別するための情報。

UTF-16(16-bit UCS Transformation Format)
エンコーディングスキーマの一つの形式。1文字を 2バイトまたは 4バイトで表現する。UTF-16で
は 2バイト文字の 1バイト目を先に書くビッグエンディアン形式（UTF-16BE）と 1バイト目を後
に書くリトルエンディアン形式（UTF-16LE）がある。

UTF-8(8-bit UCS Transformation Format)
エンコーディングスキーマの一つの形式。ASCII文字を 1バイト，日本語文字および半角かたかな
は 3バイトで表現する。

（ア行）

アプリケーションの主プログラム
main関数を持つプログラムのこと。
COBOL2002では，-Main,Systemまたは -Main,V3オプションを指定してコンパイルすると，アプ
リケーションの主プログラムとなる COBOLプログラムを作成できる。また，他言語で作成したア
プリケーションの主プログラムから，COBOLプログラムを呼び出して利用することもできる。

入れ子プログラム
原始プログラムが入れ子構造になっている場合の，内側のプログラムのこと。内側のプログラム，
または内部プログラムともいう。

インスタンスオブジェクト（instance object）
あるクラスに属するオブジェクトのこと。「BASEクラス」のファクトリオブジェクトのメソッド
「NEWクラス」の呼び起こしによって生成され，実行単位の終了か，ガーベジコレクションによっ
て消滅させられる。

インスタンスデータ
インスタンスオブジェクトが独自に持つデータのこと。インスタンスメソッドによって操作される。

インスタンスメソッド
インスタンスデータを操作するためのメソッド。
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インタフェース（interface）
メッセージの送り手から見えるオブジェクトの部分のこと。
例えば，現金支払い機を一つのオブジェクトとすると，「引き出し」「預け入れ」などのメニューが
インタフェースに当たり，そのサービスを実現するための内部的な仕組みが実装に当たる。インタ
フェースは，メソッド原型の集合である。つまり，どのようなメソッド原型を持つかによって，オ
ブジェクトが持つインタフェースの型が決まる。インタフェースは，クラスとは別に定義できる。

内側のプログラム
原始プログラムが入れ子構造になっている場合の，内側のプログラムのこと。入れ子プログラム，
または内部プログラムともいう。

オブジェクト（object）
データとそのデータを操作するメソッド（手続き）を一体化させたモジュール。オブジェクトは，
ある特定の仕事を受け持ち，所定のメッセージに対してメソッドを動作させることで問題を処理す
る。オブジェクト指向のプログラムでは，オブジェクト同士がメッセージをやり取りすることに
よって，問題が処理される。

オブジェクト参照データ項目
オブジェクトを参照するためのデータ。オブジェクト参照は，データ項目に，USAGE IS OBJECT 
REFERENCE句を指定したもの。

オブジェクト指向（Object Orientation）
現実にある「もの」（オブジェクト）同士のやり取りをモデル化し，それをそのままコンピュータの
世界でも実現しようとする考え方のこと。

オブジェクトの消滅（object destruction）
ファクトリオブジェクト，インスタンスオブジェクトを使用できない状態にすること。ファクトリ
オブジェクトは実行単位の終了によって消滅させられる。また，インスタンスオブジェクトは，実
行単位の終了か，ガーベジコレクションによって自動的に消滅させられる。

オブジェクトの生成（object creation）
オブジェクトを使用できる状態にすること。オブジェクトはプログラムの実行時に生成される。
COBOL2002のオブジェクト指向機能では，「BASEクラス」のファクトリオブジェクトのメソッド
「NEWメソッド」を呼び起こすことでオブジェクトが生成される。

オブジェクトプロパティ（object property）
データ項目に PROPERTY句を書くか，METHOD-IDに PROPERTY指定を書くと，そのデータ項
目は別のクラスやプログラムから直接参照できるようになる。このデータ項目は，オブジェクト中
のほかの属性（INVOKE文による呼び起こしによってだけ参照される）に対して，特性（オブジェ
クトプロパティ）であると宣言される。

オプション
コンパイラやコマンドへの動作を指示するためのもの。
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（カ行）

ガーベジコレクション（garbage collection）
実行単位のどこからも参照されなくなったオブジェクトを，COBOL2002のオブジェクト指向機能
が検索し，自動的に消滅させる仕組みのこと。

外部スイッチ
ハードウェアまたはソフトウェアの装置であって，作成者によって定義，命名され，二者択一の状
態のどちらかであることを示すために使用される。

外部プログラム
原始プログラムが入れ子構造になっている場合の，最も外側のプログラムのこと。このマニュアル
では，外部プログラムのことを最外側のプログラムと呼ぶ。

外部変数
C言語で，関数外で宣言され，どの関数からでも参照できる変数（グローバル変数）のこと。外部
変数は，プログラム実行中に常に同じ場所に配置され，値を保持し続ける。

カウント情報
プログラム中の文の実行回数をカウントして数値で表したもの。

型（type）
ある集合の中の個々を，何によって識別するかを明示するもの。例えば，プログラムを構成する要
素をデータごとに識別する場合は，データ型となる。

活性化されるプログラム
CALL文の対象となるプログラムで，実行時に呼び出し元プログラムと組み合わされて 1個の実行
単位となる。このマニュアルでは，活性化されるプログラムのことを呼び出し先のプログラムと呼
ぶ。

活性化するプログラム
CALL文を実行してほかのプログラムを呼ぶプログラム。このマニュアルでは，活性化するプログ
ラムのことを呼び出し元のプログラムと呼ぶ。

カバレージ情報
テストの進捗状況を数値で表したもので，C0メジャー情報，C1メジャー情報，S1メジャー情報，
およびこれらの差分情報がある。

カプセル化（encapsulation）
データとそのデータを操作するメソッドから成るオブジェクトを，外部から隠ぺいすること。カプ
セル化によって個々のオブジェクトの独立性が高まり，データまたはプログラム間の相互依存性が
減少するので，ほかのデータやモジュールへの影響を心配しないで，処理内容の変更や修正ができ
るようになる。

環境変数
実行可能ファイルおよびその実行環境へのオプションを変数として設定しておくもの。
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既定義オブジェクト参照
COBOL2002のオブジェクト指向機能で，言語仕様としてあらかじめ定義された一意名のことで，
SELF，SUPER，NULL，および EXCEPTION-OBJECTがある。それぞれは決まったオブジェク
トを参照する。

共通例外処理
COBOL2002で新しく追加された新機能の例外処理のこと。

クラス（class）
ある共通の性質を持つオブジェクトを一つのグループにまとめて定義したもの。クラスでは，それ
に属するオブジェクトのデータおよびメソッドを定義することで，そのクラスに属するオブジェク
トの型を規定する。

継承（inheritance）
スーパクラスから，その性質（メソッド）をサブクラスが受け継ぐ仕組みのこと。COBOL2002の
オブジェクト指向機能では，INHERITS句を指定することでスーパクラスから，その性質を継承で
きる。一つのクラスの性質を継承することを単純継承という。これに対して，複数のスーパクラス
の性質を継承することを多重継承という。また，多重継承の結果，同じクラスを重複して継承する
ことをダイヤモンド継承という。

コンパイル
原始プログラムを翻訳すること。
COBOLプログラムのコンパイルは，ccbl2002コマンドで実行する。

（サ行）

最外側のプログラム
原始プログラムが入れ子構造になっている場合の，最も外側のプログラムのこと。外部プログラム
ともいう。

サブクラス（subclass）
クラスの階層関係の中で，継承する側のクラスのこと。

シグナル
ハードウェア，およびソフトウェアで発生する割り込みのこと。

実行可能プログラム
呼び出し元プログラムと呼び出し先プログラムをコンパイル，リンクし，一つの実行できるプログ
ラムにしたもの。

実行時要素
プログラム定義，メソッド定義，および関数定義の総称。このマニュアルでは，実行時要素のこと
をプログラムと呼ぶ。

スーパクラス（superclass）
クラスの階層関係の中で，継承される側のクラスのこと。
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制御プログラム
このシステムの OS（オペレーティングシステム）のことを指す。

（タ行）

ダイヤモンド継承（repeated inheritance，diamond inheritance）
多重継承の結果，同じクラスを直接的または間接的に重複して継承すること。

多重継承（multiple inheritance）
複数のクラスをスーパクラスとして継承すること。

単純継承（simple inheritance）
一つのクラスをスーパクラスとして継承すること。

適合（conformance）
メッセージの送り先のオブジェクトが適切かどうかを調べるための概念。適合は，オブジェクトが
持つインタフェースに基づいてチェックされる。あるインタフェース Bを持つオブジェクトに対す
るメッセージが，別のインタフェース Aを持つオブジェクトでも対応できる場合，インタフェース
Aはインタフェース Bに適合しているという。インタフェース Aがインタフェース Bに適合する場
合，インタフェース Bに適合するインタフェース型のオブジェクトが使用できれば，インタフェー
ス Aに適合するインタフェース型のオブジェクトも使用できる。適合は，コンパイル時または実行
時にチェックされる。これによって，オブジェクトの誤用が避けられるだけでなく，同じメッセー
ジを異なるクラスのオブジェクトに送れるようになる。

登録集原文
COBOLプログラム中でよく利用される標準化した手続き，ファイル記述，レコード記述，または
完全な一つのプログラムなどを，コンパイルするプログラムとは別のファイルに登録したもの。

（ナ行）

内部プログラム
原始プログラムが入れ子構造になっている場合の，内側のプログラムのこと。このマニュアルでは，
内部プログラムのことを内側のプログラム，または入れ子プログラムと呼ぶ。

（ハ行）

バイトオーダ
2バイト以上のデータの記録を行なう順序のこと。例えば，0x1234のデータを 0x1234のように最
上位のバイトから順番に記録する方式をビッグエンディアン，0x3412のように最下位のバイトから
順番に記録する方式をリトルエンディアンという。2バイトの UTF-16は，バイトオーダを意識す
る。
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標準クラス
COBOL2002のオブジェクト指向機能で，言語仕様としてあらかじめ定義されたクラスのこと。
BASEクラスがある。

表要素
表中の繰り返す項目の組に属する 1個のデータ項目。

ファクトリオブジェクト
一つのクラス中のすべてのオブジェクトが共有するデータ（ファクトリデータ）とそれを操作する
ためのメソッド（ファクトリメソッド）から成るオブジェクト。ファクトリオブジェクトは，実行
単位の開始によって生成され，実行単位が終了すると消滅させられる。

ファクトリデータ
一つのクラス中のすべてのオブジェクトが共有するデータのこと。ファクトリメソッドによって操
作される。

ファクトリメソッド
ファクトリデータを操作するためのメソッド。

プログラム
プログラム定義，メソッド定義，および関数定義の総称。実行時要素ともいう。

ポリモルフィズム（polymorphism）
一般的には，ある一つの指示に対して異なるさまざまな動作をとれる特徴を指す。オブジェクト指
向では，同じメッセージでも受け取るオブジェクトのクラスが異なれば，動作が異なる特徴のこと
をいう。

（マ行）

マルチスレッド
プログラム内の仕事を，スレッドという単位に分けて実行する方式。複数のプログラムを並列に実
行できる。

メソッド（method）
オブジェクトで使用できるインタフェース（メソッド原型という）とそのサービスの実装を定義し
た手続きのこと。オブジェクト間のやり取りは，すべてメソッドを通して行われる。メソッドには，
ファクトリメソッドおよびインスタンスメソッドの 2種類がある。

メソッド原型（method prototype）
メソッドを定義する際，メソッドで使用できるインタフェースを定義した部分。メソッド原型は，
メソッド名と，パラメタおよび戻り値から成る。

メソッドの呼び起こし（method invocation）
オブジェクトに対してメソッドを呼び起こすこと。COBOL2002では，INVOKE文によってメソッ
ドを呼び起こす。
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メッセージ（message）
オブジェクトに対して送られる要求のこと。メッセージは，「受け手」「メソッド」「パラメタ」から
成る。COBOL2002のオブジェクト指向機能では，INVOKE文によってメッセージをオブジェクト
に送り，適切なメソッドを呼び起こす。

（ヤ行）

呼び出し先プログラム
CALL文の対象となるプログラムで，実行時に呼び出し元プログラムと組み合わされて 1個の実行
単位となる。活性化されるプログラムともいう。

呼び出し元プログラム
CALL文を実行してほかのプログラムを呼ぶプログラム。活性化するプログラムともいう。

（ラ行）

リポジトリ段落（repository）
構成節中に指定する。リポジトリ段落に指定したクラス名，インタフェース名，および利用者定義
関数名は，そのリポジトリ段落を含んでいるプログラム定義，クラス定義，インタフェース定義，
または関数定義中で有効となる。

リポジトリファイル（repository file）
クラス定義，インタフェース定義，および関数定義の定義情報を格納するファイル。コンパイル対
象のソースファイルごとに生成する。

例外処理
手続き文の実行中に発生したエラーに対して処理する機能のこと。





1015

索引

記号

$%ELSE%$ 522
$%END-REPEAT%$ 518
$%IF%$文 520
$%REPEAT%$文 516
$%変数名%$ 515
-BigEndian 760
-BigEndian,Bin 636
-Bin1Byte 766
-BinExtend 769
-Cblctr 752
-CBLVALUE 774
-CmAster 754
-CmDol 754
-Comp5 754
-Compati85 749
-CompatiV3 223,747
-Compile 739
-CVInf 734,884
-DebugCompati 732,884
-DebugData 733,884
-DebugInf 731,884
-DebugInf,Trace 884
-DebugLine 731,884
-DebugRange 735,884
-Define 775
-Defineオプション 698
-Details 776
-DigitsTrunc 753
-DoubleQuote 760
-DynamicLink 741
-EquivRule 767
-ErrSup 766
-EucPosition 763
-ExternRef 782
-H8Switch 751
-Help 704,778
-IgnoreLCC 753
-International 763
-IntResult,DecFloat40 783

-JPN 767
-Link 741
-LowerAsUpper 773
-Lx64ConventionCheck 781
-Main 724
-Main,System 334
-Main,V3 334
-MainNotCBL 336,571,637,729
-Mainオプションが指定されたプログラム 

1006
-MaxDigits38 782
-MinusZero 769
-MultiThread 559,729
-NumAccept 190,202,728
-NumCsv 728
-OldForm 777
-Optimize 730
-Optimize,0 670
-Optimize,1 670
-Optimize,2 670
-Optimize,3 670
-OutputFile 740
-PICオプション 725
-Profile 778
-RDBTran 727
-RDBTranオプションの指定と COMMIT/

ROLLBACK文の扱い 143
-Repository 774
-Repository,Gen 817,835
-Repository,Sup 835
-RepositoryCheck 775,835
-SimIdent 738
-SimMain 736
-SimSub 737
-SQL 727
-SrcList 764
-SrcList,CopyAll 938
-SrcList,CopySup 938
-SrcList,NoCopy 938
-SrcList,OutputAll 938
-SrcList,xxxxx,DataLoc 939
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-SrcList,xxxxx,NoFalsePath 938
-Std2002 744
-Std85 743
-StdMIA 742
-StdVersion 745
-Switch 757
-TDInf 533,733,884
-TestCmd 735
-TruncCheck 770
-UniEndian 781
-UniEndianオプション指定時の注意事項 

589
-UniEndianオプションと実行時環境変数

CBLUNIENDIANの関係 590
-UniObjGen 780
-UniObjGenオプション指定時の注意事項 

588
-UniObjGenオプションと -UniEndianオプ
ションの関係 588

-UniObjGenオプションと実行時環境変数
CBLLANGの関係 590

-UscoreStart 768
-V3ConvtNameオプション 756
-V3ConvtNameオプションを指定したとき
の原文名定数の扱い 693

-V3Rec 759
-V3Spec 755
-XMAP 727
-XMAP,LinePrint 170
.a〔ライブラリファイル〕 970
.cbf 693,973
.CBL 687,693
.cbl 687,693
.cbl〔COBOL UAP引数定義ファイル〕 970
.cbl〔COBOLソースファイル〕 970
.cbl〔XMLアクセス用ステータス定義〕 970
.cbl〔XMLアクセス用データ定義〕 970
.cbl〔XMLアクセスルーチン〕 970
.cbp 733
.cbp〔プログラム情報ファイル〕 970
.cbs 739
.cbs〔擬似プログラム用プログラム情報ファ
イル〕 970

.class〔Cosminexus上 Java実行ファイル〕 
970

.cll〔カバレージ情報リストファイル〕 970

.cnl〔カウント情報リストファイル〕 970

.cno〔実行結果出力ファイル〕 971

.cob 687,693,973

.cvo〔実行結果出力ファイル〕 971

.cxc〔カタログファイル〕 971

.cxd〔XMLデータ定義ファイル〕 971

.DAT〔データレコードファイル〕 971

.DEF〔キー定義ファイル〕 971

.dtd〔XML文書型定義ファイル〕 971

.env〔CGI環境ファイル〕 971

.htm〔HTMLファイル〕 971

.html〔HTMLファイル〕 971

.java〔COBOLアクセス用 Bean（Javaソー
スファイル）〕 971

.java〔EJB関連 Javaソースファイル〕 971

.K01〔主キーファイル〕 972

.K02～ .K99〔副キーファイル〕 972

.lst 939

.lst〔コンパイルリストファイル〕 972

.o 686

.o〔オブジェクトファイル〕 972

.ocb 687,693,973

.ocf 687,693,973

.rep 809

.rep〔リポジトリファイル〕 972

.sl〔共用ライブラリファイル〕 972

.so〔共用ライブラリファイル〕 972

.tdi〔TDコマンド格納ファイル（中断点情
報）〕 972

.tds〔TDコマンド格納ファイル（中断点情
報）ファイル（シミュレーション情報）〕 
972

.trc 547

.trc〔トレース情報ファイル〕 972

.xml〔XML文書型定義ファイル〕 971

.xml〔デプロイ情報（DDファイル）〕 972

数字

10進項目の 2進項目化 678
16進英数字定数 662
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1バイトの 2進項目 767
40けた 10進浮動小数点形式 618
64bitアプリケーション作成時の注意事項 

362
64bitアプリケーションの作成 911
9xの入出力状態 663

A

ADD文 53
AND 46
ANSI（アメリカ規格） 2
APPLY FORMS-OVERLAY句 172,728
argc 639
argv 640
AS 407
ASCII 758
ASSIGN句 96
AUTH_TYPE 509

B

BASEクラス 1006
BY CONTENT 316
BY REFERENCE 316
BY VALUE 316

C

CALL定数 768,773
CALL文 326,327
CANCEL文 329
CBL-CTR特殊レジスタ 752
CBL_FLSRVDUMP 273,880
CBL_RDBCOMMIT 135
CBL_RDBSYS（HP-UX(IPF)，HP-

UX(IPF64)，AIX(32)，AIX(64)，
Linux(IPF64)，Solaris(SPARC)で有効） 
787

CBL_STOPNOADV 195,871
CBL_SYSERR 553,868
CBL_SYSIN 187,871
CBL_SYSOUT 871
CBL_SYSPUNCH 871
CBL_SYSSTD 187,871

CBL_外部装置名 876
cbl2kmf 795
cbl2krep 825
CBLABN 638
CBLABNLST 553,879,888
CBLADDPAIR 536
CBLARGC 639
CBLARGV 640
CBLCC 787
CBLCGIERR 553,878
CBLCGIINIT 533
CBLCGIINITSIZE 878
CBLCGITRACE 547
CBLCLOSE 250
CBLCONVERTTEXT 528
CBLCOPT 787
CBLCOPT2002 703,787
CBLCORE 879
CBLCREATELIST 535
CBLCSVCHAR 124,871
CBLCSVINIT 125,872
CBLD_ファイル名 872
CBLDATE 192,869
CBLDAY 193,869
CBLDDUMP 879,892
CBLDELETE 250,251
CBLDELETEPAIR 537
CBLDESTROYLIST 536
CBLDISPLAYTEXT 527
CBLEND 637
CBLENDREPEAT 517,543
CBLENDサービスルーチンによる終了 311
CBLENVMAX 867
CBLERRMAX 788
CBLEXCEPT 880
CBLEXVALUE 40,867
CBLFILLTEMPLATE 544
CBLFINDNEXTPAIR 539
CBLFINDPAIR 538
CBLFIX 687,692,788
CBLFREE 687,692,788
CBLFSYNC 278,285,875
CBLGCINTERVAL 393,881



索引

1018

CBLGCSTART 393,881
CBLGETENV 509,532
CBLGETPAIR 540
CBLGETPAIRNEXT 541
CBLHTMLBEGIN 526
CBLHTMLEND 527
cblhtmtr 511
CBLINBUFSIZE 875
CBLISAMDL 875
CBLLANG 867
CBLLARGEFILE 875
CBLLIB 694,789
CBLLISTCOUNT 542
CBLLPATH 349,867
CBLLSLIB 350,868
CBLLTAG 351,869
CBLMTEND 878
CBLNCNV 647
CBLNCNVサービスルーチン〔Unicode機
能〕 605

CBLNO_LIBFREE 356
CBLOPEN 250
CBLOUTBUFSIZE 875
CBLPIDIR 789
CBLPRINTENV 509,531
CBLPRINTLIST 545
CBLPRMCHKW 879
CBLPRNT_xxx 225,877
CBLPRNTID 225,876
CBLRDBDATAERR 142
CBLREAD 250
CBLREP 789,813
CBLREWRITE 250,251
CBLSENDERROR 546
CBLSORTSIZE 214,877
CBLSORTWORK 213,877
CBLSRCENCODING 790
CBLSTART 250,251
CBLSTDIOLVL 870
CBLSTMCLOSE 293
CBLSTMCREATE 293
CBLSTMOPEN 294
CBLSTMREAD 295

CBLSTMWRITE 296
CBLSYSREP 790
CBLTAB 687,791
CBLTDDISPLAY 880
CBLTDEXEC 880
CBLTERM_xxx 222,877
CBLTERMID 222,877
CBLTERMSHAR 223,877
CBLUBIT 652
CBLUNIENDIAN 868
CBLUNLOCK 250,251
CBLUPSI 307,868
CBLV3UNICODE 791
CBLVALUE 774,791
CBLWDISK 250,251
CBLWRITE 250,251
CBLX_外部装置名 170,876
ccbl2002コマンド 703
ccbl2002コマンドからの HTMLファイルの
変換 513

ccbl2002コマンドに指定するオプション列 
787

ccbl2002コマンドのヘルプ 778
ccblコマンド 703,704
ccblコマンドに指定するオプション列 787
CGI 498,1006
CGI環境ファイル 533,971
CGI環境変数 509,531
CGIプログラム 498
CGIプログラム作成支援機能 497
CGIプログラムのコンパイル，およびリンク
方法 504

CGIプログラムの作成 500
CGIプログラムの作成を支援するサービス
ルーチン 525

CGIプログラムの種類 500
CGIプログラムのデバッグ 554
CGIプログラムを作成する場合の注意点 

556
CGIヘッダ 553
CGIリスト 507
CHARACTER TYPE句 728
COBOL2002 Net Server Runtime 3
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COBOL2002 Net Server Runtime(64) 3
COBOL2002 Net Server Suite 4
COBOL2002 Net Server Suite(64) 4
COBOL2002仕様 744
COBOL2002で追加された機能 2
COBOL2002でのオブジェクト指向機能 

390
COBOL2002の概要 2
COBOL2002の機能 2
COBOL2002の構成 5
COBOL85形式のコンパイラオプション 704
COBOL85と COBOL2002のコンパイラオ
プションの対応 987

COBOL UAP引数定義ファイル 970
COBOLアクセス用 Bean 971
COBOLエラー詳細情報 263
COBOLから Cを呼ぶときの規則 370
COBOL原始プログラムのコンパイル 692
COBOL原始プログラムの正書法 688
COBOL実行環境の終了方法 337
COBOL実行単位の終了 310
COBOL主プログラム 334
COBOL主プログラムと副プログラム 334
COBOLソースの作成 685
COBOLソースファイル 686,970
COBOLで使用するファイル 970
COBOL入出力サービスルーチン 247
COBOL入出力サービスルーチンが対応して
いる機能 248

COBOL入出力サービスルーチンで出力され
るエラーメッセージ番号 271

COBOL入出力サービスルーチンでのディス
ク書き込み保証 277

COBOL入出力サービスルーチンのインタ
フェース 252

COBOL入出力サービスルーチンの使用例 
280

COBOL入出力サービスルーチンの制限事項 
248

COBOL入出力サービスルーチンを使用する
ときの注意事項 282

COBOLの概要 2
COBOLの実行環境を終了させる 637

COBOLの実行単位 299
COBOLのデータ項目と Cプログラムの型の
対応 363,364

COBOLの特長 2
COBOL副プログラム 334
COBOLプログラムが使用するスタック領域 

665
COBOLプログラムから Cプログラムを呼び
出す方法 370

COBOLプログラム間で値を返す場合の規則 
320

COBOLログファイル出力機能 208
COLUMN句 229
COMMIT 727
COMMON 345
COMP-5 755
COMPUTE文 53
CONTENT_LENGTH 509
CONTENT_TYPE 509
CONTINUE文 83
COPY登録集 692
COPY文による登録集原文の取り込み 692
COPY文の REPLACING指定および

REPLACE文の作用対象 663
COPY文の指定形式 692
CORRESPONDING指定 49
Cosminexus上 Java実行ファイル 970
Cosminexus連携機能 3
CRT STATUS句 230
CSVQUOTE 873
CSVTABSEPARATED 128,873
CSVWRITESPACE 127,873
CSV編成ファイル 118,729,1006
CSV編成ファイルに数値データとして有効
な文字の種類 122

CSV編成ファイルのファイル編成とレコー
ド形式 118

Cから COBOLを呼ぶときの規則 363
C言語との連携 362
Cプログラムから COBOLプログラムを呼び
出す方法 363

Cプログラムの型と COBOLでの宣言 371
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D

DCシミュレーション 479
DDファイル 972
DEFINED条件 698
DEFINE指令 12
DISPLAY文によるデータの出力 194
DIVIDE文 55
DML情報エリアの詳細 488

E

EBCDIC 758
EBCDIK 758
EC-ALL 419,420
EC-ARGUMENT 420
EC-ARGUMENT-FUNCTION 420
EC-ARGUMENT-IMP 420
EC-BOUND 420
EC-BOUND-ODO 420
EC-BOUND-REF-MOD 420
EC-BOUND-SUBSCRIPT 420
EC-DATA 420
EC-DATA-PTR-NULL 421
EC-FLOW 421
EC-FLOW-GLOBAL-EXIT 421
EC-FLOW-GLOBAL-GOBACK 421
EC-FLOW-IMP 421
EC-FLOW-RELEASE 421
EC-FLOW-RETURN 421
EC-FLOW-USE 421
EC-I-O 421
EC-I-O-AT-END 421
EC-I-O-EOP 421
EC-I-O-EOP-OVERFLOW 421
EC-I-O-IMP 421
EC-I-O-INVALID-KEY 422
EC-I-O-LINAGE 422
EC-I-O-LOGIC-ERROR 422
EC-I-O-PERMANENT-ERROR 422
EC-OO 422
EC-OO-CONFORMANCE 422
EC-OO-EXCEPTION 422
EC-OO-IMP 422

EC-OO-METHOD 422
EC-OO-NULL 422
EC-OO-RESOURCE 422
EC-OO-UNIVERSAL 422
EC-OVERFLOW 422
EC-OVERFLOW-STRING 422
EC-OVERFLOW-UNSTRING 422
EC-PROGRAM 423
EC-PROGRAM-ARG-MISMATCH 423
EC-PROGRAM-CANCEL-ACTIVE 423
EC-PROGRAM-IMP 423
EC-PROGRAM-NOT-FOUND 423
EC-PROGRAM-RECURSIVE-CALL 423
EC-PROGRAM-RESOURCES 423
EC-RAISING 423
EC-RAISING-NOT-SPECIFIED 423
EC-RANGE 423
EC-RANGE-INSPECT-SIZE 423
EC-RANGE-INVALID 423
EC-RANGE-PERFORM-VARYING 423
EC-RANGE-SEARCH-INDEX 423
EC-RANGE-SEARCH-NO-MATCH 424
EC-SIZE 424
EC-SIZE-EXPONENTIATION 424
EC-SIZE-OVERFLOW 424
EC-SIZE-TRUNCATION 424
EC-SIZE-UNDERFLOW 424
EC-SIZE-ZERO-DIVIDE 424
EC-SORT-MERGE 424
EC-SORT-MERGE-IMP 424
EC-SORT-MERGE-RELEASE 424
EC-SORT-MERGE-RETURN 424
EC-USER 424
EC-USER- 425
EC-USER-（ユーザ定義例外名） 424
EJB関連 Javaソースファイル 971
ERRHIGH 870
ERRLOW 870
EUC環境で COBOLプログラムを実行した
場合 591

EVALUATE指令 13
EVALUATE指令の例 698
EVALUATE文 67
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EXCEPTION-FILE関数 458
EXCEPTION-LOCATION関数 458
EXCEPTION-OBJECT 463
EXCEPTION-STATEMENT関数 460
EXCEPTION-STATUS関数 461
EXIT文 445
EXIT文，GOBACK文の RAISING指定に
よる例外の伝播 449

EXTERNAL句 39,378
EXTERNAL句を用いたデータの共用 579
EXTERNAL属性チェック 40

F

FILE STATUS句 474
FLAG-85指令 12
FSYNC 285,874

G

GATEWAY_INTERFACE 509
GET PROPERTY 395
GETプロパティメソッド 395
GLOBAL句 38
GOBACK文 445
GOBACK文による終了 311
GO TO文 74

H

HiRDBによる索引編成ファイル 129
HTML 1006
HTML拡張言語 515
HTML拡張言語の文法 515
HTML拡張言語を使用するときの注意事項 

524
HTMLテンプレート 515,544
HTMLテンプレート機能 499,515
HTMLトランスレータ 498,511
HTMLトランスレータの予約語 512
HTMLファイル 971
HTMLファイルの変換 511
HTMLファイルを COBOLソースファイル
に変換する方法 511

HTTP_ACCEPT 509

HTTP_COOKIE 509
HTTP_USER_AGENT 509

I

IF指令 13
IF指令の使用例 697
IF文 68
IMPLEMENTS句 402
INHERITS句 398
INITIALIZE文 84
INITIAL句 339
INSPECT文 64
INTERFACE-ID 402
ISAM 6,109
ISAMDL 873
ISAMPREV 873
ISAMユティリティ 109
ISO（国際規格） 2

J

Javaソースファイル 971
JCPOPUP 642
JIS（日本工業規格） 2
JIS仕様 743
JXBSAID 483

L

LARGEFILE 874
LD_LIBRARY_PATH 351
LINE句 229
Linux(x86) COBOL2002，Linux(x64) 

COBOL2002でのUTF-8ロケールの対応 
923

LISTING指令 13,939

M

makefile生成機能 795
makefile生成機能の概要 795
makefileの生成方法 795
MIA仕様 742
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MIAバージョン 1.3仕様を範囲外チェック 
742

MIAバージョン 1.4仕様の範囲外チェック 
742

MOVE文 87
MULTIPLY文 55

N

NEWメソッド 391
NOCSVQUOTE 125,873
NOCSVTABSEPARATED 873
NOCSVWRITESPACE 873
NOFSYNC 285,874
NOINBUFSIZE 874
NOISAMDL 873
NOISAMPREV 873
NOLARGEFILE 874
NOOUTBUFSIZE 874
NOSAMAADV 873
NOSAMENDIO 874

O

OpenTP1 138
OPEN文〔CSV編成ファイル〕 119
OR 46
OUTHIGH 870
OUTLOW 870

P

PAGE指令 13,942
PATH_INFO 509
PATH_TRANSLATED 509
PDCANCEL 141
PDSWAITTIME 141
PERFORM文 74
PERFORM文の実行範囲 81
PROPAGATE指令 14,448
PROPERTY句 397
pthread_self 574

Q

QUERY_STRING 509

R

RAISE文 457
RAISING LAST指定 450
RAISING指定 449
RAISING指定による例外オブジェクトの伝
播 452

RDBの列のデータ型と COBOLのデータ記
述 133

READ INTO 660
READ文 150
READ文〔CSV編成ファイル〕 120
READ文〔テキスト編成ファイル〕 115
RECURSIVE句 342
RELEASE文 218
REMOTE_ADDR 509
REMOTE_HOST 509
REMOTE_IDENT 509
REMOTE_USER 509
REPEAT.TERMINATOR 517
REQUEST_METHOD 509
RESUME文 444
RETURN-CODE特殊レジスタ 312,322
RETURNING 321
RETURN文 218
REWRITE文 150
REWRITE文〔テキスト編成ファイル〕 116
ROLLBACK 727

S

SAMAADV 873
SAME AS句 17
SAMENDIO 874
SCRIPT_NAME 509
SEARCH文 71
SELECT句 96
SELF 1006
SERVER_NAME 509
SERVER_PORT 509
SERVER_PROTOCOL 509
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SERVER_SOFTWARE 510
SET LAST EXCEPTION TO OFF 427
SET PROPERTY 396
SETプロパティメソッド 396
SET文 88,308,464
SORT 6
SORT-CORE-SIZE 216
SORT-FILE-SIZE 216
SORT-MESSAGE 216
SORT-MODE-SIZE 216
SORT-RETURN 216
SOURCE FORMAT指令 12
SOURCE FORMAT指令による正書法の切
り替え 689

SQLCA 494
SQL連絡領域 SQLCA 494
stderr 97,99,101
stdin 97,99,101
stdout 97,99,101
STOP RUN文による終了 310
STOP文 195
STRING文 60
STRONG指定 16
SUBTRACT文 54
SUPER 1006
SYMBOLIC TERMINAL句の指定 223,226

T

TDコマンド 1007
TDコマンド格納ファイル 735
TDコマンド格納ファイル（シミュレーショ
ン情報） 972

TDコマンド格納ファイル（中断点情報） 
972

TURN指令 14,428
TURN指令と対象の例外名 428
TURN指令と対象の例外名（EC-I-O例外
名） 428

TURN指令によるチェック 428
TURN指令のチェックが ON 413
TURN指令の有効範囲 428
TYPEDEF句 15

U

UCS-2 1007
Unicode 1007
Unicode機能 581
Unicode機能での制限事項 609
Unicode機能の概要 582
Unicode機能のサポート範囲 586
Unicode機能の詳細 588
Unicode機能の前提条件 587
Unicodeシグニチャ 1007
Unicodeに対応していない機能 609
Unicodeに対応する機能 592
UNIX64 COBOL2002では使用できない機能 

912
UNIX64 COBOL2002では使用できないサー
ビスルーチン 913

UNSTRING文 62
UPSI-0 307
UPSI-1 307
UPSI-2 307
UPSI-3 307
UPSI-4 307
UPSI-5 307
UPSI-6 307
UPSI-7 307
USAGE句項目の指定 658
USE手続き 104
USE文 441
UTF-16 1007
UTF-8 1007

V

VALUE句のないデータ項目の初期値 791

W

WDISK 286,874
Webシステム連携機能 3
WITH DUPLICATES指定 218
WRITE FROM 660
WRITE文〔CSV編成ファイル〕 120
WRITE文〔テキスト編成ファイル〕 116
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X

XDM/SD 483
XDM/SDプログラムのテスト方法の制限事
項 492

XDMによるデータベース操作シミュレー
ション機能 481

XMAP3 728
XMLアクセス用ステータス定義 970
XMLアクセス用データ定義 970
XMLアクセスルーチン 970
XMLデータ定義ファイル 971
XML文書型定義ファイル 971
XML連携機能 3

あ

値渡し 316
あとに指定した方のオプションが有効となる
場合 708
アドレスデータ項目を使った引数の受け取り 

304
アプリケーションデバッグ機能 883
アプリケーションの主プログラム 

334,724,1007
暗黙的なプロパティメソッド 397
アンロードの抑止 356

い

異常終了 638
異常終了時要約情報リスト 731,885
移植性の良いプログラムの作成 661
一意名指定の CALL文 327
一般規則 707
入れ子プログラム 1007
印刷サービス名称の指定 170
印刷制御付き 728
インスタンスオブジェクト 383,1007
インスタンスオブジェクトの消滅 392
インスタンスオブジェクトの生成 391
インスタンス定義 29
インスタンスデータ 1007
インスタンスメソッド 1007
インスタンスメソッドの呼び起こし 394

インタフェース 386,400,1008
インタフェースエリアの詳細 487
インタフェース定義 31
インタフェースとクラスの適合 405
インタフェースの実装 402
インタフェースの定義 402
インタフェースの利用 401
インタフェース部分だけを作成した翻訳単位
のコンパイル 817
インタフェース領域の形式 252
インタフェース領域のダンプ出力 273
インタフェースを使ったオブジェクトの使用 

403
インタプリット型 CGIプログラム 501

う

受け取り側作用対象 396
内側のプログラム 27,1008
上書き（WRITE）モード 221

え

英小文字 662
英字項目 237,647
英数字項目 237,647
英数字定数の分離符 760
英数字編集項目 237,647
エラー発生後に検出した例外に対して例外
チェックが無効な場合の動作 431

エラー表示画面 228,235
エラーメッセージの形式〔リポジトリ管理
ツール〕 832
エラーメッセージの内容〔リポジトリ管理
ツール〕 832
エラーリスト 938,969
演算強さの軽減 683
演算の中間結果 56

お

送り出し側作用対象 395
同じオプションを重複して指定した場合の規
則 711
オブジェクト 1008
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オブジェクト参照データ項目 1008
オブジェクト参照の適合チェック 404
オブジェクト指向 380,1008
オブジェクト指向機能 10,379
オブジェクト指向機能でのマルチスレッド対
応 409

オブジェクト指向でのインタフェース 400
オブジェクト指向による継承 398
オブジェクト指向による適合 403
オブジェクト指向によるポリモルフィズム 

408
オブジェクト指向の紹介 380
オブジェクトの構造 381
オブジェクトの消滅 1008
オブジェクトの生成 1008
オブジェクトビュー 407
オブジェクトファイル 686,972
オブジェクトプロパティ 395,1008
オプション 1008
オプション〔コンパイラ〕 706
オプション概略の一覧 831
オプション指定項 706
オプションの打ち消し指定 712
オプションを指定することによって，仮定さ
れるオプション 710
オプションを指定すると，ほかのオプション
が無効となる場合 708
オンラインマニュアル 6
オンラインマニュアルの種類 7

か

ガーベジコレクション 392,1009
開発環境のコンポーネント 6
外部スイッチ 90,307,1009
外部スイッチの参照方法 308
外部スイッチの初期化 307
外部スイッチの変更 308
外部属性（EXTERNAL句） 39
外部属性を持つデータ項目の共用 377
外部プログラム 1009
外部変数 1009
外部リポジトリ 804

外部リポジトリに関連したコンパイルエラー
発生時の対処方法 820
カウント情報 1009
カウント情報リストファイル 970
書き換え（ERASE）モード 221
各実行単位の施錠形式 161
拡張コード文字 768
拡張子 687
拡張子規定なし 971
拡張子による検索順序 693
拡張子による正書法の指定 688
仮想端末の共用 223
仮想端末名 222,225
仮想端末名の仮定値を指定する環境変数 

222,225
仮想端末名を指定する環境変数 222,225
型 1009
カタログファイル 971
活性化されるプログラム 1009
活性化するプログラム 1009
活性状態 157
カバレージ 6
カバレージ情報 734,1009
カバレージ情報リストファイル 970
カプセル化 382,1009
可変長項目のあとに固定長項目 660
画面環境の設定 859
画面節（SCREEN SECTION）による画面
機能 227
画面節（WINDOW SECTION）による画面
機能 233
画面データの送受信先 222
画面に対する入出力 220
画面入出力機能 219
画面の座標指定 229
画面の種類と構成 227,233
画面の定義 220
画面の表示モード 221
環境変数 509,532,785,1009
環境変数指定 98
環境変数の指定 150
環境変数の指定有無による結果の違い 150
環境変数の取り扱い 575
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環境変数へのアクセス 203
関数定義 28
管理情報インタフェース領域 253

き

キー数 218
キー属性の指定 217
キー定義ファイル 971
キーの機能 228,238
キー比較条件 268
規格の互換性をチェックする翻訳指令 12
擬似プログラム用プログラム情報ファイル 

739,970
既定義オブジェクト参照 1010
既定義オブジェクトを使用したメソッドの呼
び起こし 394
起動ファイルの作成方法 551
基本機能〔Unicode機能〕 599
基本的な内部操作手続き文 44
旧形式のオプション 777
境界 657
行制御出力 168
共通式の削除 682
共通属性プログラム 345
共通例外処理 11,411,473,1010
共通例外処理に対応している機能 416
共通例外処理の概要 412
共通例外処理の機能 413
共通例外処理の使用例 413
共通例外処理の注意事項 473
共通例外の仕組み 412
共通例外の宣言手続き 441
共有可能属性 39
共有可能属性の初期値 40
共有不可能属性 39
共有不可能属性の初期値 40
共用モード 157
共用ライブラリ 300
共用ライブラリに含まれるプログラムの呼び
出し方法 348
共用ライブラリのアンロード 355
共用ライブラリの概要 348
共用ライブラリの作成 851

共用ライブラリファイル 544,972
局所場所節 23,660
局所場所節のデータ領域 35
局所名 38

く

空白文字，表意定数 SPACE，および転記の
空白詰めの文字コード 600

組み込み関数を使用した例外情報の参照 458
クラス 382,1010
クラス定義 29,390
クラス同士またはインタフェース同士の適合 

404

け

継承 385,398,1010
継承の使い方 398
原始プログラムの作成規則 687
原始プログラムリスト 938,950
原始文操作機能 692
原文名 692
原文名定数 693

こ

コアダンプの出力 903
構造型データベース 483
構造型データベース（XDM/SD）操作シミュ
レーション 483
構文規則 706
コード変換失敗時の動作 591
コード変換ライブラリ 587
固定形式拡張子 693
固定形式正書法 687,688,788
古典的要素 744
異なった文字集合間の比較 662
コピー伝播 682
コマンド行に指定した引数の個数 639
コマンド行に指定した引数の内容 640
コマンド行に指定する引数の形式 302
コマンド行へのアクセス 197
コメント 523
固有情報エリアの詳細 490
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コンパイラ 6
コンパイラオプション 706,835,884
コンパイラオプションの一覧 713
コンパイラオプションの一般規則 707
コンパイラオプションの詳細情報 776
コンパイラオプションの優先順位 707
コンパイラ環境変数 785,787
コンパイラ環境変数の一覧 785
コンパイラの起動方法 703
コンパイラの制限値 974
コンパイラ付属機能 795
コンパイル 685,1010
コンパイル，リンクの指定 113
コンパイル〔Unicode機能〕 588
コンパイル時の主な入出力ファイル 686
コンパイル時の制限事項 609
コンパイル時の注意事項〔Linux(x86)〕,
〔Linux（x64）〕 925
コンパイル時の入出力の流れ 686
コンパイルリスト 938
コンパイルリストに関連する翻訳指令 13
コンパイルリストの出力形式を指定する 764
コンパイルリストの出力先 939
コンパイルリストの出力に関連する翻訳指令 

939
コンパイルリストファイル 972
コンポーネントの種類 6

さ

サーバの最大待ち時間の設定 140
サービスルーチン 631
サービスルーチンの一覧 632
サービスルーチンのリソース一覧 994
サービスルーチンを使った引数の受け取り 

305
再帰属性プログラム 340
再帰呼び出し 22
再帰呼び出しの例 344
最終実行文情報 885
最終生成物の種類の設定 723
最新例外状態 427
最新例外状態のクリア 464
最外側のプログラム 27,1010

最適化機能 669
最適化のレベル 670,730
作業場所節 660
作業場所節のデータ領域 35
索引ファイル機能を使用したマルチスレッド
対応 COBOLプログラムのリンク 565
索引編成ファイル 109
索引編成ファイルでのレコードの検索基準の
相違 136
索引編成ファイルに対する OPENモード 

110
サブオプション 706
サブクラス 1010
算術演算機能 52
算術演算機能の特徴 52
算術文 53
参照渡し 316

し

シグナル 904,1010
シグナル種別 885
シグニチャ 806
システム入出力関数レベルの指定 194
実行〔Unicode機能〕 589
実行可能ファイル 300,357,686,971
実行可能ファイルと共用ライブラリの作成 

837
実行可能ファイルと共用ライブラリの作成時
の注意事項〔Linux(x86)〕,〔Linux
（x64）〕 926
実行可能ファイルの起動方法 858
実行可能ファイルの作成単位 696
実行可能ファイルの指定 357
実行可能ファイル名の指定方法 357
実行可能プログラム 1010
実行環境のコンポーネント 6
実行結果出力ファイル 971
実行される宣言手続き 441
実行時エラーメッセージの出力先 868
実行時環境変数 860
実行時環境変数 CBLLANGと

CBLUNIENDIANの関係 589
実行時環境変数で行制御を操作する方法 168
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実行時環境変数の一覧 860
実行時環境変数の一覧〔64bitアプリケー
ションの作成〕 919
実行時デバッグ機能 577
実行時のカーソルの位置づけ 221
実行時の制限事項 611
実行時の注意事項〔Linux(x86)〕 927
実行時要素 1010
実行状態を示すコード 221,224
実行時ライブラリ 6
実行単位 300
実行単位の終了方法 310
実行方式 357
実装インタフェースの適合チェック 406
実体参照 512,528
実体参照での表記の一覧 529
指標の繰り返し回数 901
シフト JIS範囲外の文字 602
シミュレーション情報 735
主 /副プログラムシミュレーションで生成す
る擬似プログラム用プログラム情報ファイ
ル 739
自由形式拡張子 693
自由形式正書法 24,687,688
自由形式正書法で書かれた COBOL原始プロ
グラム 788

自由形式正書法で指定できないコンパイラオ
プション 690
自由形式のソース原文や登録集原文 24
終端インジケータ 517,543
従来形式の例外処理 413,473
終了コード 312,358,704,826
主画面 227,233
主キーファイル 972
主プログラムシミュレーション機能 736
主プログラムとして動作させる場合 334
順序の比較 662
順編成ファイル 107
条件式 46
条件式の評価の流れ 46
条件分岐文 67
条件変数 91
条件翻訳結果のコンパイルリスト 699

条件翻訳に関連する翻訳指令 12
条件翻訳の利用 697
小数点以下のけた数 658
使用する文 220,224
使用するメモリサイズ 214
仕様チェックオプションを複数指定した場合 

710
使用できるファイル 212
使用できるファイル形式 95
使用できるファイルの種類 147
使用できるファイル編成 94
情報リスト 938,943
少量入出力 187
初期化属性プログラム 339
初期状態のプログラムの状態 331
書式オーバレイ 728
処理時間の短縮 217
処理速度の速いプログラムの作成 656
字類条件 757
字類条件の判断基準と文字の大小関係 758
新機能 9

す

数字項目のけた拡張機能 613
数字項目の定義や演算を工夫 656
数字項目の入力方式 235
数字項目の表示形式 235
数字編集項目 236,647
数字編集項目の入力方式 236
数値の内部表現を意識したコーディング 662
スーパクラス 1010
スキーマ定義 131
スタックコンパイル機能 694
スタック領域に配置されるデータ 665
スタック領域のサイズ変更方法 667
スタティック型 CGIプログラム 500
スレッドごとに環境変数を設定する 575
スレッドごとに固有の出力ファイル名称を付
ける 575
スレッド識別子の値 574,575
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せ

制御プログラム 1011
制御変数 901
制御文字 687
整合性チェック 898
整合性チェックの警告エラー出力 899
正書法 12,687
正書法の決定の優先順位 688
正書法の異なるプログラム間の複写 689
静的なリンク 346,348
製品体系 3
西暦日付の変更 192
整列作業用ファイル 213
整列処理のメモリサイズ 214
整列併合機能 211,286
整列併合機能を使用したマルチスレッド対応

COBOLプログラムのリンク 563
セルデータを数値として入出力する 121
セルデータをタブ文字区切りで入出力する機
能 128
宣言手続きからの復帰 444

そ

送受信間の物理マップ 223,226
送受信先の設定方法 222
送信先の設定方法 225
相対位置表示時の原始プログラムリスト 954
相対編成ファイル 108
添字 657,901
ソース原文の正書法を決定する翻訳指令 12
ソース単位の定義によって記述できるデータ
定義の種別 34
ソースの作成方法 687
ソースファイルとリポジトリファイルの関係 

811
ソースファイルの拡張子と正書法の種類の対
応 688

ソースファイル名 687
ソースファイル名と拡張子 687
そと PERFORM 76
そと PERFORM文のインライン展開 672
その他の入出力文 151

た

第 1次規格 2,745
第 2次規格 2,745
第 3次規格 2,745
第 4次規格 2,745
大域属性（GLOBAL句） 38
大域名 38
大域名と局所名の有効範囲 38
タイトルバー 526
ダイナミック型 CGIプログラム 502
ダイヤモンド継承 1011
互いに参照し合う翻訳単位のコンパイル 817
他言語とのプログラム間連絡 361
多重継承 1011
タブコード 791
タブ文字 687
単一レコード施錠 159
単純継承 1011
ダンプリスト 890

ち

致命的例外 426
中間結果 49
中間結果のけた数 56
中断点情報 735
帳票データの送信先 225
帳票の定義 224
重複キー 139

つ

通算日付の変更 193
通常属性プログラム 338
通信節による画面機能（HP-UX(IPF)，

AIX(32)，Solaris(SPARC)で有効） 220
強く型付けされた項目 16

て

定義の種類 27
定義別のコンパイル方法とリポジトリファイ
ル 803



索引

1030

定義別のコンパイル方法とリポジトリファイ
ル〔64bitアプリケーションの作成〕 918

定数指定 96
定数指定の CALL文 326
定数指定の引数 317
定数の畳み込み 683
ディスク書き込みオプション 277
ディスク書き込み保証 283
ディレクトリによる検索順序 694
データ有無コード 221
データ型の定義と参照 15
データ項目の型の対応 317
データコミュニケーション機能 477
データコミュニケーション機能の概要 478
データコミュニケーション機能を使用した

COBOLプログラムの例 480
データ属性の種類 38
データ転記文 84
データ転送 658
データの後の空白文字を出力する機能 127
データの入力方式 235
データの比較 602
データの表示形式 235
データベース操作シミュレーション 482
データベース操作シミュレーション機能 482
データベース操作文で内部的に展開される

CALL文 484
データベース操作文で内部的に展開される

CALL文の引数 486
データ名指定 101
データ領域 33
データ領域ダンプの出力条件 890
データ領域ダンプリスト 890
データ領域ダンプリスト出力情報の選択 894
データ領域ダンプリストの出力先 892
データ領域の種類 34
データ例外検出機能 902
データレコードファイル 971
適合 403,1011
適合チェック 807
テキスト編成ファイル 114
テキスト編成ファイルのファイル編成とレ
コード形式 114

テストデバッガ 6
手続き部見出しの RAISING指定 451
手続き文 43
手続き分岐 74
デバッグ環境のコンポーネント 6
デバッグ機能の種類と概要 884
デバッグ行 731
デバッグ情報 733
デバッグ情報が出力されるタイミング 274
デバッグ情報の出力例 275
デバッグ情報の取得 271
デバッグ情報へ出力されるインタフェース領
域の種類 274
デプロイ情報 972
伝播によって検出した例外に対して例外
チェックが無効な場合の動作 436

と

動作環境〔Linux(x86)〕,〔Linux（x64）〕 
924
動的なリンク 346,349
登録集環境変数 693,794
登録集検索ディレクトリ 693
登録集原文 692,789,794,1011
登録集原文の検索順序 693
登録集原文の正書法 689
登録集原文のファイル形式 692
登録集原文ファイルの検索 689
登録集名 693,794
特殊レジスタ 216
トランザクション管理機能 135
取り消し後の呼び出し 331
取り消し対象のプログラム 329
取り消しで解放される資源 331
取り消しの実行順序 329
トレース情報ファイル 972
トレースバック情報 731,885
トレースファイル 547
ドロー 220,224

な

内部プログラム 1011
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内容渡し 316

に

日本語項目 237,647
日本語定数 662
日本語編集項目 237,647
日本語文字データの転記，比較 662
日本語を含む原始プログラム 663
入出力エラー 218
入出力エラー処理 103
入出力機能〔Unicode機能〕 602
入出力状態 663
入出力状態の値 104,981
入出力情報と取り扱う文字コード 607
入出力データの変換 602
入出力の流れ 686
入力時の未使用項目の初期化機能 125

ね

ネットワーク上のファイルを使用する場合の
注意事項 163

ネットワークファイルシステムでのラージ
ファイルの動作 148

は

排他モード 157
バイトオーダ 1011
バイトストリーム入出力サービスルーチン 

289
バイトストリーム入出力サービスルーチンの
概要 290

バイトストリーム入出力サービスルーチンの
説明 293
背反関係にあるサブオプション同士を指定し
た場合 711
廃要素 743,744
パネル定義 220,224
パラメタ 387
パラメタインタフェース領域 264
範囲外チェック 742,743,744
半角かたかな 556,661

ひ

比較する項目の長さ 657
引数の受け取り 302
引数の受け取り方法 303,306
引数の受け渡し 358
引数の受け渡しの規則 317
引数の受け渡しの種類 316
引数の整合性チェック 317
引数の引き渡し方法 362
引数を値渡しで受け取る 368
引数を値渡しで引き渡す 373
引数を一括して取得する方法 202
引数を個別に取得する方法 197
引数をポインタ型で受け取る 367
引数をポインタ型で引き渡す 373
非致命的例外 426
ビッグエンディアン形式 761
日付や時刻を取得する ACCEPT文 191
ビットデータ 652
表計算プログラムファイル 118
表示モード 221
標準エラー出力 97,99,101
標準クラス 1012
標準コード文字 768
標準出力 97,99,101
標準転記による ACCEPT文 189
標準入力 97,99,101
表操作 71
表要素 1012

ふ

ファイル書き込み時のディスク書き込み保証
の指定方法 286

ファイル共用 155
ファイル共用を省略した場合の処理 163
ファイルクローズ時のディスク書き込み保証
の指定方法 285
ファイルサイズがレコード長の整数倍でない
固定長形式の順ファイルの入出力 150
ファイルシェア 155
ファイル入出力拡張機能 150
ファイル入出力機能 93
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ファイルの検索順序 358
ファイルのディスク書き込み保証 284
ファイルの排他・共用の区別 160
ファイルの割り当て 213
ファイルバッファサイズ指定機能 151
ファイル編成とレコード形式 113
ファイルレベルのファイル共用 157
ファイル割り当ての共通規則 96
ファクトリオブジェクト 383,1012
ファクトリ定義 29
ファクトリデータ 1012
ファクトリメソッド 1012
ファクトリメソッドの呼び起こし 393
ファンクションキー入力結果の取得 230
フォーム情報の取得 507
フォームタグ 507
不活性状態 157
副キーファイル 972
複数レコード施錠 160
副プログラムシミュレーション機能 737
副プログラムとして動作させる場合 335
復帰コードの値 322
復帰コードの規則 322
復帰コードの参照方法 322
復帰コードの設定方法 322
物理ファイル名 96
物理マップ名 223,226
負の符号を持つゼロ 769
不変式のループ外移動 681
不要な小数点 659
プライマリスレッド 573
プリンタ出力の識別 171
プリンタに対する帳票出力 224
プリンタへのアクセス 165
プログラミング上の留意点 655
プログラム 1012
プログラムが異常終了した場合の終了コード 

313
プログラムからの連動実行 880
プログラム間整合性チェック 898
プログラム間の引数と返却項目 315
プログラム間連絡 696
プログラム原文領域 663

プログラム実行時にシグナル登録しない環境
変数 CBLEXCEPT 907

プログラム実行時呼び出し関係に依存するス
タック領域の消費量 666
プログラム情報ファイル 733,734,789,970
プログラム属性 338
プログラム定義 27,390
プログラム定義だけのコンパイル 819
プログラムとファイル割り当ての関係 110
プログラムのコンパイルと実行〔HiRDBに
よる索引編成ファイル〕 142
プログラムの実行 857
プログラムの実行〔64bitアプリケーション
の作成〕 919
プログラムの実行環境の設定 860
プログラムの実行環境の設定〔64bitアプリ
ケーションの作成〕 919
プログラムの取り消し 329
プログラムの呼び出し 325,362
プログラム名 662
ブロックカーソル 642

へ

併合処理のメモリサイズ 214
ヘッダの出力形式 943
ヘルプ機能 802
ヘルプ機能（オプション表示） 802
返却項目 321

ほ

報告書作成機能 175,752
ホスト 747
ポップアップ画面 234
ポップアップ画面入出力機能 238
ポップアップブロックカーソル画面 642
ポリモルフィズム 387,408,1012
翻訳グループ 26
翻訳グループを構成する定義の種類 25
翻訳指令 12
翻訳単位 26
翻訳単位情報の表示 827
翻訳単位の考え方 28



索引

1033

翻訳変数名 775

ま

マニュアル 6
マルチスレッド 729,1012
マルチスレッド環境下でのファクトリデータ 

410
マルチスレッド環境下でのメソッドの実行 

409
マルチスレッド環境での実行 557
マルチスレッド対応 COBOLプログラム 

409,558
マルチスレッド対応 COBOLプログラムが対
応している機能 568

マルチスレッド対応 COBOLプログラムの開
始と終了 571
マルチスレッド対応 COBOLプログラムの概
要 558
マルチスレッド対応 COBOLプログラムのコ
ンパイル 559
マルチスレッド対応 COBOLプログラムの生
成 559
マルチスレッド対応 COBOLプログラムのデ
バッグ 577
マルチスレッド対応 COBOLプログラムのリ
ンク 559
マルチスレッド対応 COBOLプログラムを使
用する上での注意事項 579

め

明示的なプロパティメソッド 395
明示的な例外の引き起こし 457
メソッド 1012
メソッド原型 1012
メソッド原型定義 32
メソッド定義 30
メソッドに渡す引数 395
メソッドの検索 394
メソッドの呼び起こし 384,393,1012
メソッド名 387
メソッド呼び起こしの適合 406
メッセージ 1013

メッセージパッシング 384,393
メモリサイズ 214
メモリサイズと処理時間 217

も

文字コードを変換するプログラム例 600
文字の大小関係 758
文字列操作文 60
戻り値の受け渡し 368,375
戻り値の使い方 635

ゆ

有効けた数 56
ユーザポップアップHELP画面 234
ユーザポップアップHELP機能 239

よ

用途 DISPLAYと用途 NATIONALとの間の
変換 602
呼び出し先プログラム 1013
呼び出してはいけないサービスルーチン 579
呼び出し元プログラム 1013
呼び出し元プログラムトレース 885
弱く型付けされた項目 16

ら

ラージファイル入出力機能 146
ラージファイル入出力機能でのファイルの共
用 147,163
ラージファイル入出力機能の概要 146
ラージファイル入出力機能の指定方法 146
ラージファイル入出力機能の制限事項 149
ライブラリファイル 970

り

リストの出力 938
リストの見方 943
リソース一覧 243
リトルエンディアン形式 761
リポジトリ管理ツール 825
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リポジトリ管理ツール使用時のエラーメッ
セージ 832

リポジトリ管理ツールの終了コード 826
リポジトリ段落 1013
リポジトリ段落でほかの翻訳単位を参照する
場合のコンパイル 816
リポジトリ段落を指定したソースファイルの
コンパイル方法 816

リポジトリファイル 809,972,1013
リポジトリファイル〔-Repository,Gen〕 774
リポジトリファイル〔CBLREP〕 789
リポジトリファイル〔CBLSYSREP〕 790
リポジトリファイルとリポジトリ段落の関係 

812
リポジトリファイルに格納される情報 807
リポジトリファイルの管理 820
リポジトリファイルの検索 815
リポジトリファイルの参照方法 814
リポジトリファイルの生成 809
リポジトリファイルの生成に関連するコンパ
イラオプション 835

リポジトリファイルの生成方法 813
リポジトリファイルの単独生成 817
リポジトリファイルを使用する COBOLプロ
グラム開発の概要 804
リポジトリファイルを使用する COBOLプロ
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